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仇 言 

一 本卷 は、 _ お 者が 其の 主筆せ る 『聖書 之 研究』 の 第一 號 (明治 三十 三年) より 每 

號同 誌上に 發 表した る 短文 を、 凡て 其 年代順に 集輯 したる ものである。 其の 過半 は、 

著者 自らの 手に 依. 0 て、 『所感 十 年』 として、 又 『感想 十 年』 の 一部と して、 編纂 單 

行せられ しもので ある。 

一 また 『聖書 之 硏究』 に單 獨に發 表せられ たる、 .E 作 又は 飜譯の 詩、 及び 和歌 は、 

「詩と 歌」 の&、 に 年代順に 奥輯 し、 「所感」 の篇 末に 附 した。 其の 大部分 は、 著者に 

依りて、 『信仰 n 記』 附錄の 『歌 ごころ』 に收 めら れ しもので ある。 

一 小： 1： ほ 著者の 文に して 所感に 類す る もの、 及び 詩と 歌と は、 此の 他に 徵 くない。 

『初期の 著作 下』、 『感想』、 『H 記』 等に 就き 讀者 諸氏の 參照 せられん こと を 望む。 

一 本 卷には 更に 『愛吟』 の 一書 を 加 ふ。 唯 だ 收錄に 當り尠 しく 原形に 變更を 加へ 

こ 0 

^  3  1 


本卷 は. 卷 末に 「第 十二 卷內容 年譜」 を附 し、 各 文の 成りし 年月、 及び 『所感 十 

『感想 十 年』、 『信仰 日記』 等の 諸 書と 本卷 との 關係 を、 明かに した。 
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我 は 福音 を 恥と せ す、 此 福 音 は ユダヤ人 

を 始め、 ギリ シャ 人、 總て 信す る 者 を 救 は 

ん との 神の 大能 なれば なり。 


明治 三十 三年 二 九 〇〇 年) 

宣 さ 曰 

律法 はモ ー セに 由り て傳 はり 恩寵と JK; 理はィ H ス、 キリストに 由て 来れり (約 翰傳 第一 章 十七 節) 

「聚嘗 之 研究」 雜誌は 「東京 獨立雜 誌」 の 後 身なり、 彼なる 者 は 殺さん が爲 めに 起り、 是 なる 者. H, 

活 さんが 爲 めに 生れたり、 彼なる 者 は 傷 けんが 爲 めに 劍を域 ひ、 是 なる 者 は 癒さん が爲 めに 藥を 投ぜ 

ん とおす、 賫 むる は 彼の 本分な りしが、 慰む る は是の 天職た らんと 欲す、 義は 殺す 者に して 愛 は 活か 

す 者な り、 愛の 宣傳 が義の 唱道に 次ぐ は 正當の 順序な り、 「聖書 之 研究」 雑誌 は當 さに 此 時に 於て 起 

るべき ものな り。 

に 日く、 生命の 水の 河 あり、 其 水澄く 徹 りて 水晶の 如し、 神，；； II じの 寶 坐より m づ、 河の 左右に 

生命の 樹 あり、 其 樹の葉 は 萬 固の 民 を醫 すべし と (默示 錄廿ニ 章 一、 二 節)、 余輩 は 天上 天下 此 福音 

を 除いて 國民を 翳す 者の 他に ある を 知らす、 此誌豈 今日に 於て 出で ざるべ けんお。 

明治  一二 十 1 二 年  -. 


國家的 道 德を說 かすして 個人的 道 德を說 くもの は聖謦 なり、 觀內 的道德 を輕ん じて 遠望 的 道 德を獎 

勵 する もの は 聖書な り、 罪 を責 むる と共に 之を赦 すの 實を 供す る もの は 聖書な り、 正義に 優て 愛 を 貴 

重す る 者は聚 書道 德 なり、 聖書 豈 日本の 今日に 於て 說 かざる ベ けんや。 

愛と 云 ひ 福音と 云 ふ、 是れ 勿論 屈服 を 謂 ふに 非す、 宣敎師 崇拜を 指す に 非す、 愛に 恐怖な しと 架 書 

は 云へ り、 眞 正に 獨 立た らんと 欲せば、 露 正に 勇まし からん と 欲せば、 眞 正に 人の 面 を 恐れす して 勇 

進猛行 せんと 欲せば、 吾人 は先づ 人と 神と を 愛せざる ベから す、 人 を 愛せざる 勇氣、 神 を 愛せざる 獨 

立、 是 れ虚僞 なり、 讚む るに 足らす、 賴 るに 足らす。 (九 H0 

主義と 主我 

ィ ヱ ス曰 ひける は 若し 我に 從 はんと 欲 ふ 者 は 己を棄 て-其 十字架 を 負 ひて 我に 從へ (馬 太 傳第十 

六 章卄四 節〕 

世 に 所謂 主義 の 人に して 實は 主我の 人なる 者 多き は 事實 なり、 彼等 は 自我 の 意見 を 遂行す る をば 稱 

して 主魏を 貫徹す ると は 云 ふなり、 然れ ども 吾人 は 主義と 主我と に霄壤 の^ある を 認めざる ベから す- 

主義 は 我れ 以外の ものにして、 自己と は 何の 關係 なきもの なり、 否な、 何の 關係 なきの みならす、 

主義 は 主我の 正反對 にして 前者の 貫徹 は 後者の 壓殺を 要する 者な り、 自己の 名 譽を感 する に敏 く、 そ 

の 存在 を 認められざる を 以て 無上の 恥辱と なす 者の 如き は 中： 雜を實 行し 得ざる 者な り。 (九月) 


恥辱と 榮光 . 

キリスト は 己 を 卑し、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり、 是 故に 神 は： W しく 

彼 を 崇めて 諸の 名に 超る 名 を 之に 予へ 給へ り (胖立 比 書 二 章 八、 九 節) 

榮光は 恥辱の 後に 來る、 人に 嘲 けられ、 踐み附 けられ、 面前に て卑 めら れ、 惡人 として、 偽善者と 

して、 彼等の 蔑視す る 所と なりて、 然る 後に 吾人に 榮 光は來 るな り、 然り、 恥辱 は榮 光の 先驅 なり、 

開路 者な り、 春の 夏に 先立つ が 如く、 月缺 けて 後に 其滿 るが 如く、 恥に 遭 ふて 吾人に 榮 光の 冠 を 戴く 

の 希^ あり、 Hi: 人 は 喜んで 人の 辱め を受 くべき なり。 (九 お) 

ガラ ス的 人物 

人の 怒 は 神の 義を行 はす (雅各 書 第 一 章廿 節) 

世に 亦 ガラス 的 人物なる 者 あり、 透明に して 叉 剛毅、 豪 直 を 以て 世に 稱 せらる、 然れ ども 彼れ 破碎 

し 易く して 彼に 接する は 甚だ 危險 なり、 吾人 不幸に して 少しく 彼 を 傷く る あれば 彼れ 尖片を 飛ばして 

吾人 を 傷く る や 太 だし、 透明なる は 愛すべし、 然れ ども 吾人 は 冷泉の 清らかな るが 如くなら ざるべ か 

らす、 剛毅なる は 貴むべし、 然れ ども 吾人 は 金剛石の 如く 五光 を 八方に 放つ ものなら ざるべ からす、 

激し 易く して 亦碎け 易き もの は低惯 なる ガラ ス たるの み〕 (九 =0 

明治 二十 S 年  S 
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萬 全の 策 

神 その 翻 を 以て 汝を庇 ひ 給 はん、 汝 その 翼の 下に 隠れん、 その 眞實は 盾な り 干な り (詩篇 第 九十 

一 篇 il 節) 

神の 命 を 待てよ、 然 らば 何事 も 行 はれん、 身 を 神に 任 かせよ、 然 らば 凡ての 力 は 汝に加 へられん、 

汝は 神の 屬 にして 汝の 事業 は 神の 事業たら ざるべ からす、 是 故に 汝 に計畫 なる もの あるべ からす、 汝 

に 焦心 憂慮の 要 あるな し、 神 は 彼れ 自身に て 活動す る 者、 吾人 は 身 を 彼に 默 ぐれば 足れり、 自 から 計 

り、 自 から 行 はんとして 吾人 は 神より 離絕 する 者な り、 而 して 斯く爲 して 偉大なる 行爲の 吾人の 手に 

依て 成らざる は 勿論な り、 吾人 若し 人に 對し 活動的た らんと 欲せば 神に 對 して は 全然 受動的 たらざる 

ベから す。 (九月) 

最も 犬なる 慈善 

愛 は 人の 惡 きを 念 はす (哥林 多 前書 第 十三 章 五節) 

最も 大 なる 慈善 は 人 を 呼ぶ に 善き 名 を 以てする にあり、 人 を 呼ぶ に 奸物を 以てせよ、 彼は奸 物たら 

ざる も 或は 竟に奸 物た るに 至らん、 盗賊たら ざるに 盜贼の 名 を 以てせよ、 彼 は 遂に 盗賊た る や も 計ら 

れす、 吾人 は 人 を 呼ぶ に 善き 名 を 以てして 彼の 善性 を 喚起し、 惡 しき 名 を 以てして 彼の 惡性 を增 長せ 

しむ。 


祌の 神た る は 人の 善き を 思 ふて 惡し きを 思 はざる にあり、 惡魔 の 惡魔 たる は 人の 惡 しきの み を 思 ひ 

得て 人の 善き を 思 ひ 得ざる にあり、 神 は 人の 善性 を 喚起 獎勵 して 世 を 救 ひ、 惡魔は 彼の 惡性 を^ 激增 

長して 終に 之 を 亡す、 救 濟と云 ひ、 改良と 云 ひ、 善の 獎勵 より 他の ものに あらす。 

*  ホ 

ネ  氺 

正義に 二種 あり、 神の 正義と 人の 正義と 是 なり、 前者 は 愛の 爲 めの 正義に して 後者 は 正義の 爲 めの 

正義な り、 前者 は 免さん が爲 めに 責め、 後者 は 倒せん が爲 めに 責む、 其資 むる や 酷なる 點に 於て は 一 

なりと 雖も、 其 終る 所 は大に 異なる、 打て 而 して 和ぐ は 神の 正義な り、 t 科さ すん ば 息まざる は 人の 正 

義 なり、 前者 は 永久の 平和 を 来し、 後者 は 悲憤 絕 ゆる 間な し。 (九 ガ) 

本誌の 性質 

是を 「聖書 之 研究」 と 云 ふ、 然れ ども 是れ必 しも 聖書の 講 讒錄の 類に あらす、 余鬻の 目的 は 聖書 を 

廣義 的に 解し、 其傳 ふる 敎義を 吾人 今日の 實際的 生涯に 適用し、 以て 基督 敎の 人生 觀を我 邦の 中に 吹 

人 せんとす るに あり、 余聚は 勿論 號を逐 ふて 其 文字 的註釋 にも 從事 せんと 欲す、 然れ ども 聖書 を 古典 

の 類と 見做し、 是を 解す るに 《ほらす 觸 はらす の 方針 を 取る が 如き は 余 蒙の 努めて 爲さ 5^ る 所なる ベ し。 

*  * 

§#- 書 は 過去の 記錄 なれ ども 實は 今日の 書な り、 死せ る 書の 如くに 見 ゆれ ども 實は 最も 活ける 書な り、 

明^3ーーー十三年  七 


是れ に歷史 あり、 然れ ども 是れ 過去の 出来事 を俾 へんが 爲 めにあら すして、 人類の 進歩 歷史に 於け る. 

神の 直接の 行爲を 示さん が爲 めな り、 是れ に科舉 あり、 然れ ども 是れ ネチ ユアの 配列 進化 を敎 へんが 

爲 めに 非す して、 天と地と 其 中に 布す る總 てのものに 現 はれた る 神の 聖旨 を傳 へんが 爲め なり、 其 美 

文 は 文の 爲 めの 文に あらす して、 神の 義と 愛と を傳 へんが 爲 めの 文な り、 故に 神の 在さん 限り は (而 

て 宇宙 は 消え 失する とも 彼の 在 さ 2^ る 時 はなき なり) 聖書 は 人類の 有する 最も 責 重なる 書と して 存す 

るな り、 聖書 は 神に 關 する 唯一 の敎科 書な り、 之 を 識るは 歷史と 天然と 文攀 との 泉 源に 達する 事な り。 

(九月) 

甚督敎 と 師弟の 關係 

汝 等の 師は 一 人な り、 卽ち キリスト なり、 汝等は 皆 兄弟な り (馬 太 俾第廿 三 章 八 節) 

世に 師弟の 關 係なる もの あり、 然れ ども 基督 敎に 曾て 是れ あるな し、 基督 敎に 於て は師は 唯一 なり、 

神なる 基督 卽ち是 のみ、 他 は哲な 兄弟の 關係 にして 師弟の 關 係に 非す、 我等の 傚 はんと 欲する 者 は 唯 

キリスト あるに 止て、 牧師、 或は 傅 道師、 或は 其 他の 敎師 にあら す、 此 一事 を 知らす して 世に 基督 敎 

を 解し 得ざる 者 多し。 

罪より 救 はれし 者が 未だ に 沈む 者 を 救 はんと 欲す、 是れ俾 道な り、 救^な り、 我が 救 it を唱 ふる 

は 我が 完全 無缺の 人た るが 故に 非す して、 我れ 病みて 癒されし が 故に 醫 癒の 快 を 他人に 頒 たんと 欲す 


るの み， 儒 者が 世を誨 えんと すると、 it 者が 之 を濟度 せんとす ると、 基督 敎信 徒が 之 を 救 はんとす る 

と 其 根本的 思想 に 於て 偉大の 差 あり。 

.X.  * 

我等 は 世 を 謀えん とする 敎師に 非す して、 I に 我等の 實 驗を頒 たんと する 表お 者な り、 我等 は 人 を 

我等 自身に 引かん とする 者に 非す して 我等に 依て 人 を 神に 引き付けん と 欲する 者な り、 故に 我等 は 我 

等の 缺點を 摘 指せら る、 を 厭 はす、 そ は 我等の 缺 たる は 返て 神の 完き を證 し、 我等の 弱き は 祌の强 き 

を 確か むれば なり、 基督教の 他の 宗敎に 後る は其敎 徒の 缺點に 依て 其敎理 を證明 せらる i にあり。 

基督 敎 徒と は赦 されし 罪人より 他の 者に 非す、 淸淨 潔，： n の 人、 心に 一 點の しき 處の なき 人、 神の 

宥恕 の 必要 を 感ぜざる 人 は、 或は 世に 稱す る 正義 の 人た る ベ けれども 未だ 基督 信徒た る 事 能 はざる 者 

なり、 未だ 傷 を 負 はざる 者 は 基督の 贖 罪 を 解し 得る 者に 非す。 

*  .X. 

人 の 屮に師 として 仰ぐべき 人物 を 求めん とする 者 は必す 失び 卞： すべし、 そ は 彼等の 中に 師 として 仰 

ぐべ き 理想的 人物 は 一 人 も 存在せ ざれば なり、 然れ ども 同情者 を 求めん と 欲して、 我等の 如くに 機む 

者、 我等の 如くに 光明 を 探求す る 者 を 求めて、 我等 は 彼に 遭遇す るに 難から す、 理想的 人物 は 之 を 肉 

眼 を 以て 視る事 能 はざる 靈 なる 神に 於ての み 求むべし、 之 を 肉 を 被る 人に 求めて 如何なる 聖人 君子 も 

吾人 を滿足 する に 足らす。 
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傑物の 出る を 待た ざれば 何事 を も爲し 得ざる を 非 基督 敎國 の狀 態な りと す、 ワシントンの. き リ 

ンコ ルンの 如き 寧ろ 普通 的 人物と も稱 すべき 人に 依て 大國 家の 建設 並に 改造 を實 行せ し國 民の 心に 東 

洋 人の 未だ 曾て 知らざる の祕該 なくん ば 非す。 (九") 

片 々 

〇 我 を濘奸 邪智の 人な りと 云 ふ 人 あり、 我 或は 然らむ 或は 然ら ざら む、 然れ ども 是れ 人の 知る 所に あ 

らす、 亦 我 自身の 知る 所に あらす して、 之 を 知る 者 は 我 を 造りし 天の 神なる のみ、 故に 我 は 誠 實に祌 

を 信じ、 我の 善悪に 關 する 裁判 は、 單に之 を 彼の 手に 委 すべきな り。 

〇 惡魔は 素と 是れ 小人な り、 彼の 眼光 は 事物の 外形 を 視察す るに 止て 其 精神に 及ばす、 彼 は 機械的 精 

密を 貴んで 生命 的 統一 を 解せ す、 彼に 信仰なる もの 一 もな きが 故に 彼 は 疑懼 を 以て 凡ての 人と 物と に 

對す、 世 を 害する 事 最も 多く、 人生の 快樂を 減殺す るに 最も 巧 ある 者は實 に此惡 魔の 子供なる 小人な 

りと す。 

〇 人物の 大小 は 彼の 信任 力の 多寡に 依て 定まる、 神の 無限 的に 偉大なる は 彼が 人の 善の み を 思 ひ 得て 

惡を思 ひ 得ざる に 依る、 小人 は 疑 ひ、 偉人 は 信す、 欺かる &は 偉人の 一 特性な り、 世 を 知る と稱 して 

能く 俗人の 心 腸 を 穿つ 者の 如き は、 是れ 彼れ 自身が 俗人た るの證 にして、 彼の 如き は 到底 偉人の 心事 

を 解し 得る ものに 非す。 


〇 世に 勝つ は 快事た る を 失 はす、 然れ ども 世に 負ける に 擾 るの 名譽 あるな し、 一躍して 帝冠 を 頭に 戴 

きし 那 翁と、 卑屈して 十字架に 釘 けられし 基督と は 二者 快 を 異にして 亦 榮光を 異にせり。 (九月) 

日々 の 生涯 

基督と 共に 起き、 基督と 共に 働き、 基督と 共に 眠に 就く、 今 我れ 肉體に 在て 生ける は 我 を 愛して 我 

が爲 めに 己 を 捨てし 者、 卽ち 神の 子 を 信す るに 由り て 生けるな り (加 拉太書 第二 章 第二 十 節)。 

此. M 敗せ る 社 會に樓 して、 其腐氣 に觸れ ざらん と 欲せば、 常に 科な き 想な き、 完全 無缺の 人なる 

ィヱス キリスト と共に 在らざる ベから す、 彼の 光輝 を 受け、 彼の 温容 を 拜し、 彼の 心 を 以て 我が 心 

となして、 我 は 彼が 如く 謙遜に、 彼が 如く 柔和た る を 得るな り、 我が 罪に 陷る時 は、 我が 道德 念の 熾 

ならざる 時に 非す して、 我が 我が 主 を 離れ、 獨り自 から 君子たり、 義人た らんと 欲する 時な り。 

我が 生涯の 目的 は 我れ が 完全に 基督 を 解 せんとす るに あり、 我に 歡喜 あり、 悲哀 あり、 成功 あり、 

失敗 あり、 X 布 望 あり、 失望 あり、 心身 を 裂かる、 に 等しき 苦痛 ある は、 是れ皆 我れ が 完全に 我が 主ィ 

エス キリスト を 解 せんが 爲め なり、 故に 我れ 我が 國 人に 誤解せられ、 其 石 打つ 所と なり、 ス テパナ 

の 如き 苦 楚を嘗 むる 事 ある も、 我に して 若し 此 辛ら き經 験に 依て 一 曆 深く キリスト を 解す るに 至らば- 

我 は 益 を 受けし 者に して 害 を 蒙りし 者に あらざる なり、 我れ 若し 友の 拾る 所と なり、 彼等に 罵られ、 
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嘲 けられ、 面前に 於て 堪へ 難き の 恥辱 を 蒙らせら る、 事 ある も、 我れ 若し 之に 依て 一歩たり とも 我が 

主に 近く を 得ば、 我は悲 むべき 者に あらす して、 喜び a つ 感謝すべき 者な り、 永遠 無^の 生命と はキ 

リストに 於け る 生涯に 外なら ざれば、 我 をして キリスト を識 らしむ る もの は、 其 如：^ に 苦き 盃 たるに 

關 はらす、 我 は 感謝して 之を受 くべき なり。 

我れ が自. m に. 我が 敵 人 を赦し 得る は 我に 度量 大海 を飮 むに 足る もの あるが 故に あらす して、 キリス 

ト我を 愛して 自由に 我が 科 を 赦し給 ひしが 故な り、 我の 宥恕、 寬容、 雅量、 大度、 之れ 告な キリスト 

が 我に 賜 ひし ものにして、 我れ 時に 之 を 有し たれば とて、 我 は 之 を 以て 我が 本来の 性な りと m 心 はす、 

亦 其 缺乏の 故 を 以て 我 は 我が 敵 人 を 貴め ざるべし。 

人 は 我に 賴り、 我 は キリストに 賴る、 故に 我 は 我が^ 任の 重き を 感ぜす、 我 は 我が 憂慮 を 悉く 我が 

主に 委ねて、 時に 或は 獨り 天下 を擔 ふて 立つ も尙ほ 我に 餘裕 ある を感す (彼 得 前書 五 章 七 節)。 

イエス 臼 ひ 給 ひける は 我が 父 は 今に 至る まで 働き 給 ふ 我 も 亦 働くな りと、 我の 倒く は 我れ 獨り 働く 

にあら すして 我が 父が 我 を 通して 働き 給 ふなり。 

我が 名 は 汚さる \ も 可な り、 我が 神の 名に して 崇めら るれば 足れり、 我 はつ 辱 を受 くる も 可な り、 


我が 神に して 榮を受 くれば 足れり、 願く は 我が 神の 榮 光の 揚 らんが 爲 めに は 我 をして 無き 者たら しめ 

よ 0 

*  *  *  * 

よ もの 

我 は 知る 我が 衷に 何の 善き もの-あらざる を、 凡ての 善 賜と 全き 賜 は 皆な 上より 降るな り、 基督 信 

者 は その 有する 富と IT 識 との 爲 めに 誇らざる のみなら す、 亦 其抱懊 する 主義の 爲め其 履行す る 德の爲 

めに 誇らす、 我 は なしと 云 ふ 者 は 未だ 祌を 知りし 者に あらす、 我に 1^ の ほか 何物 もな きを 了て 吾人 

は 始めて 基齊の 僕た る を ？5： るな り。 

*  *  *  * 

我が 救 主にして 義人、 善人の 特^の 友た らん か、 我 は 彼の 威嚴を 懼れて 彼に 抵る事 能 はざる べし、 

然れ ども 彼が 罪人の 友た るが 故に、 我 は 容易に 我が身と 靈とを 彼に 委ねる を 得るな り。 (卜 =0 

余の 敵 人に 謝す 

諸 llf; ありし が 故に 余の 友人 は 余に 取りて は 一 愛すべき 者と なりぬ、 諸君が 余 を 苦しめし が 故に 余 

ゑぐ 

は  一 i? 天圃に 近くな りぬ、 諸君が殘忍なる嘲弄の劍を以て余の心臓を^^りしが故に余は 一 曆 深く < ^の 

救^の 心事 を 探り 得て、 余の 人^に 關 する 智識に 於て、 余の 未 來に關 する 觀 念に 於て、 余 は 前の 日に 

優る の 人と はなり ぬ、 諸君に して 若し 余 を 憎ま ざらん か、 今 *1 は 余に 取りて は 一 つの 樂園 となりて、 

余 は 墓の 彼方に ある 聖者の 國を望 まざりし ならん、 諸君の 胸中に 量るべからざる の看恕 ありて、 余 を 
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禹 一す るに 神の 如きの 愛 心 を 以てせられ しならん 乎、 余 は 終に は 諸君 を 神と し 仰ぐ に 至て、 天上に 在す 

余の 3典 正の 神より 離 絶す るに 至りし ならむ、 諸君の 無情 は 余に 取りて は ギリ アデの 香料に 勝る の藥品 

なりし、 諸君の 嘲弄 は シ：： アムの 池の 水に 勝る の 洗滌 劑 なりし、 諸君 は 多くの 點に 於て 余の 恩人な り、 

諸せ"^ く は 諸君の 攻撃と 罵詈と 冷笑と を 緩け よ、 余 は 愈々 益々 深く 諸君に 謝する 所 あらん。 (十 リ) 

余の 望む 所 

余 は 余に 人望なる もの」 少 きをび- 1 む、 然り、 其 全く 無 からん 事を筌 む、 余 は 世人が よく 余の 本性 を 

着 波し、 余に して 若し 偽善者、 悪人な りと ならば、 謹んで 余と 苦樂を 共に せられ ざらん こと を む、 

余 は 余と 友誼 を 結ばん と 欲する 者 は、 先づ 余の 公敵の 許を訪 ひ、 余に 關 する 彼等の 凡ての 批評 を 聞き、 

然る 後に 余に 来らん 事 を 望む、 余の 性質 を 誤解し、 余 を 以て 理想的 人物な りと 信じ、 余 を崇拜 し、 然 

る 後に 余の 彼等の 意に 適 はざる を 以て 後に 余に 對 して 罵詈 雜首を 極め、 殆んど 余の 面に 唾す るの 態度 

に 出る は、 余に 取て、 亦 彼等に 取て 決して 利益 多き 事に あらす、 余は$11^.;むらくは岩間の樱草の如く獨 

り自 から 樂 しみ、 獨り自 から 神が 余に 命ぜし 事 を 就さん と 欲する 者な り、 余 は 彼等が 余 を 尋ね 來るを 

；ゐ す、 余 は 彼等が 余 を 不問に 措て、 余 をして 彼等の 爲 めに 余の 心 を 煩 はしめ ざらん 事 を 欲す。 (十 《^) 

最も 善き 聖書の 註解 

最も 善き 聖書の 註解 はバ ー ンスに 非す、 マイヤに 非す、 クラ ー クに 非す、 ランゲに 非す、 最も 善き 


聖書の 註解 は 人生の 實驗其 物な り、 "； 化れ なからん か、 凡ての 蔡 識、 凡ての 修養 を 以て 聖書の 根本的 敎 

義を 採る 能 はす、 是れ あらん 乎、 以呂波 gl 十八 文字 を讀み 得ば 聖書の 示す 神の 奥義 を 知る に 難から す、 

敎會 より 放逐され、 固 人に 迫害され、 友人の 裏切す る 所と なりて、 吾人 は 始めて 基督 敎の 眞髓 なる 十 

字 架の 何たる 乎 を 了る を 得べ し、 聖書が 神の 書た るの 確設は 其 舉識の 書に あらす して、 賨驗の 書た る 

に存 す。 (十 力) 

天 恩 

「我が 恩 惠汝に 足れり」 (哥林 多 後書 十二 章 九 節) 

人生の 苦痛に して 神の 恩惠を 以て 癒し 得ざる 者 あるな し、 愛する 者の 失せし 時、 國 人に 捨てられし 

時、 贫に 迫りし 時、 不治の病に 褪 りし 時、 神 を 信じて 吾人に 有り 餘 るの 慰藉 あり、 世に 何物 か 神の 恩 

惠に擾 るの 靈藥 あらん や。 

水  本 

*  ホ 

神に 癒されし 後の 快 さよ、 祌は或 時 は 吾人 を 深く 傷け て 深く 癒し、 以て 彼の 醫 癒の 力の 如何に 大な 

る 乎 を 吾人に 知らし め 給 ふ。 

*  * 

艱難 は 之を受 くる 時に 決して 悅ば しき 者に あらす、 然れ ども その 忍耐の 實を 結びて、 より 高き 信仰 

を 吾人に 供す るに 至て、 吾人 は 艱難 を 我が 姉妹な り、 我が 兄弟な りと 呼ぶ に 至る、 神の 造りし 者に し 
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て 寊は艱 t に 優る 者 はな けん、 そは他の物は-;^^^人にー：小すに神のカと智慧とを以てすれども、 艱翻は 吾 

人 を 導きて 直に 神の 心に 抵ら しむれば なり。 (十 パ) 

辛ら き 事 三 つ 

辛ら き 事の 一 は 同宗 敎の 人に 異端 論者と して せらる k 事な り、 余は此 時に 敎 きを 去て 汎く 同情 を 

天下に 求めたり。 

X< い 辛ら き 事は國 人に 逆賊と して 捨てら る k 事な り、 余は此 時に 國家的 觀念を 去て 汎く 萬國を 友と 

する に 至れり。 

最も 辛ら き 事 は 友人に 偽善者と して 指さ k る 事な り、 余は此 時に 方て 人世 其 物 を 疑 ふに 至り、 思念 

を 全く 今 世より 絕て 未来と 天使と に 余の 希 笔を繁 ぐに 至れり。 

逝け よ 敎會、 逝け ょ國 人、 去れよ 汝等 友と して 余に 附隨し 来りし 者よ、 汝等 悉く 余 を 去て 余 は 始め 

て 人世の 如何に 價値 なき 者なる 乎 を 了れ り。 (十 リ) 

無威覺 

名 眷を傷 けられたり とて 之 を 心に 感す るが 如き は 未だ 全く 我 慾に 死せ ざるの 證 なり、 鐵 面皮に 一 一種 

あり、 愧を 知らざる 其 一な り、 我 慾 を 去て 全く^の 誹 難 以上に 立つ に 至る 其 二な り、 吾人 は 努めて 第 

一 一種の 鐵 面皮たら ざるべ からす。 


へ ル フス 曰く、 「自身に 關 する 希望 を 全く 絶ち、 最早 人に 愛せられん とする の 思念な く、 慕 は 小ん 

とするの欲^11|.;なく、 名譽を 欲せす、 威嚴を 求めす、 恩に 酬 ひられん こと を^ます して、 其 人の 惟一 の 

目リ H は 他の 人の 爲 めに 盡 さんと する に 有りて、 亦 彼等の 爲 めに 一 生 を 終らん と 欲する にある 者 は、 甚 

だ强 くして a つ 威猛き 者な り」 と、 以て 私慾の 減殺 も 如何程までに 運び 得べき ものなる や を 知る を 得 

べし U  (十 ガ) 

永 生 

、rf-.^^ にあら す、 祌 と共に 在る ことなり、 天 國 他に あらす、 神の 在し 給ふ處 なり、 神の 靈 我が、 いに 

宿りて、 我れ 我が 神の 造り 給 ひに し此 宇宙に 棲. して、 我 は 今より 旣に 永生 を享 け. 神の 天國に 在る 

者な り。 (十 丌) 

$  一丁 

作る もの X 作す ものよりも 善き は 作る もの は祌の 作し 給 ふ 所の ものにして、 もの は 人の 作す も 

の なれば なり、 吾人 身と 心と を 擧げて 神に 捧げ、 吾人に 計畫 なる ものな く、 亦 吾人の 行爲 なる ものな 

きに 至て、 偉 行 は 吾人に 由て 成り、 ^は 吾人 を 通して 大 改革 を 見る に 至らん。 (十一：：^〕 
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余 は 基督を表^！：す るに 大膽 なるべし、  < 水 は 人の 前に 彼が 余の 神たり 救 主たる を 言 ひ顯 すに 踞躇せ ざ 

るべ し、 余 は 彼 を 世の 聖人 一;;^ 子と 混ぜざる ベ し、 余 は 彼 を 孔子 孟子 老子 釋迦ソ クラ テ ス と 階級 を 共に 

して 論ぜざる べし、 余 は 彼に 冠す るに 人類の 王の 冕 を 以てし、 余の 全身 を 彼に 捧げて 彼の 謙遜なる 僕 

たる を 以て 余の 人た るの； f 取 上の 名譽 となすべし。 (十一") 

クリスチャン の 氣 

祌に顿 るに あら ざれば： 1:^ をも爲 し？ 付ざる 者 は クリス チ ャ ン なり、 神に 賴れば 何事 を も爲し 得る 者 

も 亦 クリスチャン なり、 ，に クリスチャンの 如くお き 者 あるな く、 亦 彼の 如く 强き者 あるな し、 彼が 

世人に 怯夫視 せらる k と 同時に 亦 彼等の 想 ひ 及ばざる 大膽 なる 行爲に 出る を 得る は、 彼の 勇氣と 勢力 

と は 彼 以外、 人 以上の 者より 來る もの なれば なり。 (十一"〕 

死 iri め另 

肉の 事 を 念 ふ は 死なり、 靈の事 を 念 ふは^な り (羅馬 書 八 章 六 節)、 地の 事 を 思 ふ は 死なり、 天の 

事 を 念 ふ は 生な り、 利の 事 を 念 ふ は 死なり、 義の事 を 念 ふ は 生な り、 人の 事 を 思 ふ は 死なり、 神の 事 

を 念 ふ は 生な り、 嗚呼 我れ 何れの 時 か 我が 肉 を 離れて 我が 神 を 見ん (約 百 記 第 十九 章 二十 六 節)。 (十 


ーガ)  . 

我の 祈願 

我に 財 を 賜 はざる も 可な り、 我 は 名と-化と を 求めす、 我に イン スビレ ー ショ ンを 降せ よ、 我に 眞理 

を 見る の 眼 を 賜へ よ、 我 をして 我が 神 を，： .H 由と 萬 物と に 認めて、 今^に 在て 旣に來 らんと する 永久 不 

滅の榮 光 を 感ぜし めよ。 (十 一 ガ) 

眞 理 

眞理は 神の 屬 なり、 是れ必 しも 國の 爲に宜 ぶべき ものに あらす、 吾人 若し 國を救 ひ 得すん ば、 努め 

て 眞理を 救 はんの み、 眞现を 保；；^ して 國家は 亡る も復 起り、 眞理を 放棄して 國 家は榮 えて 終に 死す、 

世の 國を念 ふ もの は國 家に 對す るよりも より 多く 眞现 に對 して 忠實 なる を 要す。 (十 一力) 

宗敎と 政 治 

今や 宗敎を 去て 政治に 入るべき 時に あらす、 今や 政治 を 去て 宗敎に 入るべき 時な り、 政治 は 勢力の 

應用 にして 宗敎は その 製作な り、 若し 製作す る もの は消费 する 者よりも 偉大な りと すれば、 宗敎は 政 

治に 勝て 世に 有功なる ものと 稱 はざる を 得す。 (十 一 リ) 
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救 濟 

人 を 救 ふと は 彼に 衣食 を 給す るの 謂 ひに 非す、 彼の 慾 心を充 たして 彼に 一 時の 快樂を 供す るの 謂 ひ 

に 非す、 人 を 救 ふと は 彼 を 彼の 神なる 在天の 父に 導く 事な り、 「我 倚に 父 を 示し 給へ.、 然れば 足れり， r 

我れ 我が 父の 我が 凡ての 祈禱を 受納す る ある を 知て 我が 凡ての 希望 は充 たさる k なり、 我に 我が 父 を 

示す 者、 是れ 我が 師 なり、 我が 恩人な り。 (十 In,) 

目前の 義 務 

凡て 汝の 手に 堪 ふること は カを竭 して 之 を爲せ (傳道 之 書 第 九 章 十 節)、 其 何たる を 思ひ盧 ふに 及 

ばす、 凡て 正直なる こと、 凡て 世 を 益して 之に 害 を 加へ ざる こと、 是れ 吾人が 全心 全力 を盡 して 爲す 

の價敏 ある 者な り、 世に 事業の 撰 揮に のみ 氣カ を消盡 して 之 を 其 決行に 用 ひざる 者 多し、 大事 業の 端 

緒 は先づ 目前の 義務 を ra^ たす 事な り。 (十  一 w〕 

自 救の 難 

人 を 救 ふ は 易し、 自己 を 救 ふ は 難し、 ノアの 方舟 を 造りし 大工 は ノアと 彼の 家族と を 救 ひ 得て、 自 

身 は 他の 罪人と 共に 洪水に 溺れて 死せ り、 人の 敎師 たる は必 しも 自身 救 はる、 の 謂 ひに あらす、 故に 

保羅は 云へ り 「我が 趨るは 目的な きが 如きに 非す、 我が 戰は {4.; を 撃が 如きに あらす、 (我 は) 己の 體 


を 擊て之 を 服せ しむ、 養 は 他の 人を敎 へて 自ら 棄ら れんこと を 恐 るれば 也」 と (哥林 多 前書 九 章 廿六、 

七 節)。 (十一 ガ〕 

人の 善 を 念 ふの 益 

我、 人の 善 を 意 ふて 人 は 我に 由て 勵 され、 我 は 我が 胸間の 之が ために 開 張す るを覺 ゆ、 我 或は 彼の 

眞相を 誤認せ しゃも 知れす、 然れ ども 我 は 彼の 惡を念 ふて 彼と 我との 心に 暗 黑を增 さんより は、 彼の 

善 を 念 ふて 彼の 改善 を 援け亦 我が 靈の 開發を 促さん と 欲す。 (十 一 ガ) 

甚督 信徒の 敵 

彼の 家族の 者な り (人の 敵 は 其 家の 者なる べし 11 馬 太 傳十草 三十 六 節)、 彼の 親友な り (我が 親 

しき 者 はみ な我蹶 くこと あらん かと 親 ふ —— 耶利 米亞記 二十 章 十 節)、 彼の 同阈の 人な り (預言者 は 

その 故鄕、 その 親戚、 その窒 家の外に 於て は 尊ばれざる ことなし 11 馬 可 傳六章 §: 節)、 基督 を 信ぜ 

ざり し 者 は 彼の 骨肉の 兄弟な りし (約 翰 傳七章 §:、 五節)、 預言者 ェ レミ ャを 殺さん とせし 者 は 彼の 

同鄉の 者と 兄^と なりし (耶利 米； g 一記 十 一 章 十九 節)、 ョ ッブを 嘲り 罵りし 者 も 亦た 彼の 近親の 者な 

りし (約 百 記 三十 章： >、 祌を 信じ 基督 を 崇めん とせし 者に して 未だ 曾て 其 兄弟に 誤解され、 友人に 嘲 

けられ、 世に 狂人、 偽善者 視 せられざる 者 ありし を 聞かす、 ^^子は其師ょり大なる能はす、 師 にして 

國を寶 る 者と して、 神を漬す：！！^？として十字架の恥辱を受けしならば？机して吾人彼の弟子たる者に於て 
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所 戚  ニニ 

を や 。(十一") 

敵 人に 對す る t^- 赞敎徒 の 態度 

爾曹の 敵 を 愛み、 雨 曹を詛 ふ 者 を 祝し、 雨曹を 憎む 者 を善視 し、 虐め 迫る 者の 爲に 祈禱 せよ (馬 太 

傳 E 章 四十 M 節)、 爾曹を 害 ふ 者 を 祝し 之 を 祝して 詛 ふべ からす (羅馬 書 十二 章 十 節)、 我が 愛す 

る 者よ 共 仇 を 報 ゆる 勿れ、 退きて 主の 怒 を 待て (仝 十九 節)、 罵らる \ 時 は 祝し、 窘めら る &時は 忍 

そし  そし 

び、 誚らる i 時は勸 をな せり (哥林 多 前書 M 章 十二、 十三 節)、 彼 (基督) 詬られ て 謝らす、 苦 めら 

れて厲 しき 言 を 出さす、 只義を 以て 精く 者に 之 を 託せたり (彼 得 前書 二 章 二十 三 節)、 惡を 以て 惡に 

報 ゆる 勿れ、 詬を 以て 詬に報 ゆる 勿れ、 却て 此の 如き 人の 爲に 幸福 を 求むべし (仝 三 章 九 節)、 是れ 

明 {!: なる 敎訓 なり、 之 を 奉ぜす して、 惡に 報す るに 惡を 以てし、 罵詈 を 以て 罵詈に 應 えんに は 吾人 俗 

人と 河 の 異なる 所 あらん や、 「稅.15^^^亦然かせざらんゃ」0  (十 1=0 

神の愛と 人の 愛 

人に 憎まる、 時 は祌に 愛せられ、 神に 愛せら る &時は 人に 憎まる、 神と 人と は 日と 月との 如し、 人 

の 光輝の 吾人の 身 を 照す 時 は 吾人が 神 を 背に して 立つ 時な り。 (十一 万) 

聖き捧 物 


我 は 我が 眼 を 造化と il 書と に顯 はれた る 神の 榮光 を瞻 るた めに 川 ひんかな、 我 は 我が 耳 を 我が 同， M 

の 悲痛の 聲を 聞く ために 川 ひんかな、 我 は 我が 手 を 神の 慈愛 を 我が 隣人に 頒 つため に 用 ひんかな、 我 

は 我が 足 を 神の 喜ばしき 音信 を 廣く此 土に 傅 ふるため に 用 ひんかな、 斯くて 我が 全 體は美 はしき 神の 

器と なりて、 眞 理と歡 喜と は 永久に 我が ものと なる に 至らん。 (十二  =0 

我 濟の意 志 

我 倚 は 我 儕の 行爲を 以て 神の 攝现を 柳 はんとせ す、 我 倚 は 全身 を 神に 捧げて 其 聖旨 を 遂行 せんとす 

るの み、 我 倚 は 神の 奴 僕に して 神の 共同者に 非す、 我 倚に 神の 命に 從 はんとす る 他に 意志 あるな し。 

(十二 力) 

罪人の 宗 敎 

我 倚 は 我 倚の 德行を 以て 身 を 潔 めんと 欲する 者に 非す、 我 倚 は 我 倚の 全身 を 其 汚れた る 儘に 神に 捧 

げて、 彼の 洗 淨に與 からん と 欲する 者な り、 修養 鍛鍊 と稱 へて、 自修 自覺 を敎 ふるもの は 人の 敎 なり、 

信仰 獻身を 說て雜 科の 消滅 を傳 ふるもの は 神の 敎 なり、 基督 敎が 世の 聖人 君子の 擯斥す る 所た る は 其 

殊更に Sii: 人の 宗敎 たるが 故な り。 (十二月) 

罪人の 傳道 
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祌の義 は 我の 罪に 依て 揚り、 祌の强 き は 我の 弱き に 依て 顯 はる、 我れ 我が 雜と 弱き と を 神の 前に 表 

c し、 彼 をして 我が 義 我が 力たら しめて、 我 は 彼の 聖名 を^に 揚 るの 器と 成って 其 有力なる 宜俾 者た 

る を 得るな り。 (十二月) 

罪人の 神 

祌は 生れな がらの 義人よりも 悔ひ 改めた る 罪人 を 愛す、 神 は聖淨 潔白の 心よりも を悲 むの 心 を 愛 

す、 義人 亦. t を識 るの 能力 を 有す、 然れ ども 彼の 眼に 映す る 神 は 罪人が その 心に 感す るが 如き 完全な 

る 神に 非す、 扉 を 癒し 得る の 神 は 義を悅 び 給 ふの 神よりも 大 なり。 (十二月) 

我と 神 

我の 躬 から 企てし 事業に して 曾て 成效 せし ものな し、 神が 我に 强ひ しものに して 我が 神の 命な りと 

信じて なせし 事業 は智な 悉く 成效 なりし、 我 は 今より 躬 から 進んで 我が 爲 めに 事業 を計畫 し、 之に 從 

事して 再び 失敗と 恥辱と を 我が身に 招がざる べし。 

*  *  *  * 

我の 躬 から 尊ね 得し 友に して 我に 永久に 忠實 なる 者 はな かりし、 我れ 求めす して 我に 来りし 友、 卽 

ち 神が 我に 賜 ひし 友 は 我の 永久の 友に して、 彼 は 我の 失敗の 故 を 以て 我を棄 てす、 世が 擧て我 を 疑 ふ 

時に 我 を 信す るの 友に て ありし、 我 は 今より 躬 から 進んで 社會 群衆の 中に 我が 友 を 探らざる べし。 


我の 躬 から 作りし 詩に *1 を 慰む るに 足る もの はな かりし、 我れ 識ら ざるに 我が 心に 浮び、 我が 以て 

神の 默示 なりと 信じて 作りし 詩 は 能く 無辜 を 慰め 貧者 を醫 する に 足る の 美文な りし、 我 は 今より 躬か 

ら 思想 を 我が 燥き たる 心 裏に 探て 之 を 筆に して^の 讀者を 煩 はさ るべ し。 (十一 ^3 

聖誊の 力  - 

世の 非難、 讒 誇の 威力 以外に 立たん と 欲せば^ 以上の 者と 靈交を 結ぶ に 如かす、 高潔の 士を 我が 師 

とし 友と する は 世 外に 立った めの 最良 法た る や 論な し、 然れ ども 彼に して 若し 現世に 存せ ざらん 乎、 

余輩 は 之 を 書籍に 於て 古人の 中に 求めん のみ。 

聖書 を 友と せよ、 吾人 は 小事に 意 を 留めざる に 至らん、 共 示す 所の 者 は 宇宙の 神な り、 其說く 所の 

者 は 救世の 祕訣 なり、 其與 へんと する 所の もの は 永生な り、 朝と 夕と、 名と 實と、 生と 死と、 人類の. 

總 ての 理想と を 其 中に 探て、 吾人 は 現世に^ 在して 旣に 三階の 天上に あるの 感 あり、 幸に して 此天書 

の 吾人に 供せられ しあり、 吾人 何 を 苦んで 朝^て 晝爐に 投げ 入らる i 暫時 的 文學に 吾人の 目 を 曝す ベ 

けんや。 

r 祌我 と共に 在りて 何人 か 我に 逆 ふ を 得ん や」、 我れ 聖書に 於て 我が 神と 共に 在りて 何人の 威力 か 
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我 を 動す を 得ん や、 聖書に 依て 我は鞫 くものと なりて 賴 かる i 事な し、 我 は 導く 者と なりて 導かる > - 

事な し (哥林 多 前書 六 章 二、 三、 m 節參考 )、 我れ 先づ 我が 名利の 心 を キリスト と共に 十字架に 釘け 

て灭ド 我に 敵す る 者な きに 至る。 (十二月) 

名 實の關 係 

名 は實を 作る 能 はす、 名の 上に 實を 建てん とする 者 は 砂の 上に 家 を 建る 者な り、 雨降り、 大水 出で、 

風 吹きて 其 家 を撞ば 終に は 倒れて その 倾覆大 なり、 先 づ廣告 を 以て 虚を 風聽 し、 世の 之を寳 とし 受る 

を 待て 然る 後に 實を 以てさに 應 ぜんとす、 是れ 智者の 策なる が 如くに 見えて 實は 愚人の 行爲 なり、 而 

も 世間 此 策に 出る 者 甚だ 多し。 

實は 名に 優て 大 ならん 乎、 其 業 は 必す榮 えん、 名 は實に 優て 大 ならん 乎、 其 業 は 必す鼓 へん、 名 を 

大 にして 亡び、 實を大 にして 榮ふ、 謙 德の實 利は此 一 事 に^す。 (十二月) 

隱 返の 快 樂 

隱 退の 快 樂は祌 と 語る 事 比較的に 多くして 人と 語る こと 比較的に 少き にあり、 時代 的 事實に 接する 

こと 少 くして 永久 的眞 理を擧 ぶこと 多き にあり、 表皮 的 交際 を 避けて 誠實の 友との み 交 はり 得る にあ 

り、 此 等の 快樂 ありて 吾人 は隱 退の 利ハ兪 ある を 知て その 損失 ある を 知らす。 (十二月 1 


明治 三十 四 年 二 九 〇 一年) 

,1 テ ル特 愛の 聖句 

1#穩 にして 依顿 まば 力 を 得べ し (以 赛亞書 第三 十 章 十五 節) 

平穩 にして、 卽ち 沈默を 守りて、 依り 賴 まば、 卽ち自 から 努めす して、 神の 行 働 を 待た ば、 汝カを 

得べ し、 卽ち强 くなる べし、 卽ち汝 の 敵に 勝つ を 得べ し、 卽ち救 はるべし。 

嫉妬の 毒矢に 身 を 曙す 時、 國人擧 て 我 を 迫害す る 時、 我れ 一 人 羊が 狼の 群 中に 在る が 如き 地^に 立 

つ 時、 我 は 唯 靜寂を 守り、 凡ての 救濟を 神よりば まみ、 彼 をして 我が 城 f みたり、 守衛たり、 武器たら し 

むべき なり、 我 は 弱 けれども 彼 は 強し、 我れ 彼と 共に 在りて 我 一人 は 全 *1 界 よりも 强し、 救 は M ホバ 

にあり、 願く は 恩 惠汝の 民の 上に あらん こと を ァ— メン。 (一 W) 

亲希  1 

何人に 對 しても 惡 意を懊 くこと なく、  人に 對 して 好意 を 表し、 總 ての 機會を 利用して 善を爲 し、 

我が 殘餘の 生涯 をして 祝福の 速績 たらし めんと 欲す、 神よ 願く は 我が 此 Jf^ 願 を 助けよ。 (一月) 

叨》 一一 一十 K 年  一一 七 


所 s  二八 

新傳道 

汝等我 を 罵り 見よ、 我 汝等を 祝し 見ん、 汝等我 を i おめ 見よ、 我 能く 忍び 見ん、 汝等我 を誚り 見よ、 

我れ 汝 等に 就て 善 を 語り 見ん、. 我 は 最と微 き 者な りと 雖も 亦ナザ レのィ H スを師 として 仰ぐ 者な り、 

我は汝 等が 我に 向て 表する 敵意 を 利用して 我師の 恩惠の 如何に 犬た るか を 表彰 せんと 欲す、 汝 等は實 

に 我が 爲 めに 傅 道の 途を 新たに 開く 者な り。 (一 H0 

新 決 ぼ 

我 は 寛容の 美 を 讚す るの 餘り 基督 敎 以外に も 我 同胞 救^の 途を 求めん とせり、 我 は佛敎 にも 尙ほ新 

生命 を 我が 邦人に 注入す るに 足る の 潜勢力 は存 せりと 思へ り、 我 は儒敎 亦^ I の 一 動力な りと 信ぜり、 

我 も 多くの 理想 と 同く 總 ての 宗敎を 給 合して 我が 國人を 救 はんとせ り、 然れ ども 我 は 今は此 迷夢よ 

り 醒めざる を 得ざる に 至れり、 我 は 今より は 彼 得 保羅と 同じく 基督の 十字架 以外に 人類 救 扬の途 を 求 

めざるべし、 我 は 今より は 甘 じて 狹 隙の 護 を 受け、 基督 を 以て 人靈 唯一 の 救 主と なし、 彼の 福音 を宣 

傳 する を 以て； E 胞救濟 唯一 の 法と なすべし、 我 は 勿論 他 敎を排 せざる べし、 然れ ども 我が 救^の 途は 

今より 更に 一 暦單 純なる ベ し。 (一 ガ.) 

必勝の 確 In 


我に して 若し 我 自身 を^に 紹介し、 名利 を 我 自身に 牧 めんと 欲する 者な らん か、 我の 失敗に 終る や 

必 せり、 然れ ども 我 日毎に 我 肉體を 十字架に 釘け、 我に あらざる 者の 榮光を 世に 顯は さんと 努めて 我 

が 事業の 成功 は 期して 待つべき なり、 我 をして 日毎に 我が 我愁に 死せ しめよ、 然 らば 我 は 終に せに 勝 

つ を 得て 萬 軍の 主と 榮光を 共に する を 得ん。 (一"〕 

美文と 名論 

文の 突なる を 要せす、 想の 美なる を 要す、 論の 高 妙なる を 要せす、 目的の 確實 なる を 要す、 之 を. 牛 

文字に 譯 して 美なら ざる 文 は 美文に 非す、 之を實 地に 應 用して 適切なら ざる 論 は 名論に あらす、 美文 

たり、 名論たり、 是れ 皆な 淸き 偽りな き 心より 湧き出る ものな り。 (一 no 

批 評 家 

批評 せらる & 者と 成れよ、 批評す る 者と 成る 勿れ、 前者 は 或る 物 を 社會に 供せ しが 故に 批評 せらる 

るな り、 後者 は 何者 を も 供す る 能 はざる が 故にた 他の 人が 供せ し 物に 就て 批評 を 加 ふるのみ、 二者 

の^は 製作者と 消散 者との^ なり。 ( 一 3 

純粹 なる 愛 

愛 は純粹 なる を 要す、 其 中に 些少の 不純物 をも留 むべ からす、 愛 は 怒らす、 人の 惡 きを 念 はす、 凡 
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そ 事 信じ 凡そ 事 忍ぶな り、 己 を 愛する 者 を 愛し、 愛せざる 者 を 憎む が 如き は是れ 愛に して 愛に 非す、 

夫の 戀 愛と 稱 して 忽 にして 激烈なる 嫉妬と 憎惡 とに 變 する もの & 如き は 基督の 唱道す る 愛に 非す、 世 

は 愛の 文字 を 知て 未だ 愛の 實を 知らす。 (一力〕 

神の 事業 

他 を 傷け るに あら ざれば 自身 を 全 ふす る こと 能 はざる 者は禍 なる かな、 他の 隨落を 待て 自身の 昇進 

を 計る 者は禍 なる かな、 吾人の 事業 は 萬 人をハ .1 する の 事業なら ざるべ からす、 一 つの 邪念 をも懷 かざ 

る 事業なら ざるべ からす、 他 を 進めて 亦 自身 を も 進む るの 事業なら ざるべ からす、 神の 事業と は實に 

斯の 如き ものな り。 (一刀) 

罵 詈 の危險 

吾人 は 人の 善 を 語て 心に 富 を 感じ、 惡を 述べて 貧を覺 ゆ、 罵詈 を繼績 せんか、 吾人 は 終に 思想 的に 

貧 死す るに 至らむ、 罵詈 時には 義務なら ざるに 非す、 然れ ども 罵詈に 從 事して 吾人 は 大危險 に 臨む も 

のなる 事 を 忘る ベから す。 ( 一 =0 

神 僕 

余輩 を援 けんと 欲する 者 は 余輩に 来れ、 余輩に 授けら れんと 欲する 者 は 余輩に 來る 勿れ、 余輩 は自 


身旣に 祌の屬 にして 余 sa- の屬 にあら す、 余輩に 就て 失 する 者 多き は 未だ 余輩の 宗敎の 何たる か を 知 

ら ざる 者 多き に 依る、 旣に 他人 (祌) の 僕 (奴 隸) となりし 者、 如何で か 人の 好意に 投 する を 得ん や、 

余翬の 人 を 喜ばし 得ざる は 余攀が 余輩の 主人 を 喜ばせん と 欲する が 故な り。 ( 一 ガ) 

指導の 證 

祌の行働をして顯著ならしめんためには"；.^〔人は廣吿を用ふること可成丈け少く、 可成 丈け 外形 を 素 

にし、 可成 丈け 人の 援助と 贊 成と を 仰がざる やう 努めざる ベから す、 神の 與へ給 ふ 友人 を 以て 滿 足し、 

虚飾 を 以て 眞理の 美 を 蓋 はんと 爲 さす、 總て 心の 單純を 以て 世に 臨み、 而 して 成功 若し 斯の 如くに し 

て 吾人に 臨み 来らば、 是れ 吾人が 神の 事業に 從事 しつ， - あるの 證 にして、 吾人 は是を 以て 神が 直に 吾 

たの 手 を 執て 吾人 を 現世に 於て 導き 給 ひつ k ある を 知るな り。 (一 =o 

^ 誘 ジ 今.^ 

神の 旣に 下し 給 ひに し 恩惠に 就て 感謝せ よ、 然 らば 神 は 更に 新たなる 恩惠を 下し 給 はん、 舊 恩に 就 

て 感謝せ すして 新 恩に 與 かる 難し、 かの 不： 牛 家と 稱 する 者が 終生 滿足を 感じ 得ざる は 彼が 感謝の念に 

於て 缺 くる 所 あれば なり。 ( 一 リ) 

人の 途 
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エホバよ、 我れ， s る 人の 道 は 自己に よらす、 ほ つ 歩 むん は a: ら其歩 履を定 むる こと 能 はざる なり 

(耶利 米. =01 記 十 章廿三 節)。 

人の 途は 自己に よらす、 a つ 步む人 は 自ら その 歩 履 を， おむ る こと 能 はす、 彼 は 自身 己が 欲する ま& 

に 世に 處 する を 得す、 彼に 彼の 前途 をお むる の 明と 力と あるな し、 彼 は 彼の 欲せざる こと を爲 さ^る 

ベから す、 彼 は 彼の 欲する こと を 放棄せ ざるべ からす、 彼 は 彼の 運命の 支配人に あらす、 彼は憫 むべ 

き 迷 ふ 羊の 如き 者、 繙に 寸前 を 探り 得て 遼遠 を 知らす、 神よ 願く は 我 をして 時々 刻 々雨の 指導に 依ら 

しめよ。 (二 ガ)  . 

恶に 勝つ の 法 

聖書 は 吾人に 敎 へて 云 ふ、 汝惡に 勝る k 勿れ 善 を 以て 惡に 勝つべし と (羅馬 書 十一 一章 廿 一 節)、 然 

れ ども 惡は强 くして 善 は 弱し、 故に 一 の 善 は 一 の惡に 勝つ 能 はす、 若し 善 を 以て 悪に 勝ん と 欲せば 吾 

人 は- KII の 善 を 以て 一 の惡を 征服せ ざるべ からす、 若し 悪が 吾人に 對 して 憎 惡の小 銑 を 發っ時 は 吾人 は 

之に 應す るに 好意の 大砲 を 以てせざる ベから す、 若し 彼れ 吾人に 注ぐ に 怨恨の 毒 水 一 杯 を 以てすれば 

吾人 は 之に 酬 ゆるに 愛 心の 洪水 を 以 て せ ざる ベ か らす、 吾人が 多數を W て 少 數を闹 せんとす る は 吾人 

が 善 を 以て惡 を 征服 せんとす る 時に 限る。 (二"〕 

棄 てられた る 石 


工匠の 焚て たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり (馬 太傳 二十 一章 四十 二 節)、 父母に 棄 てられた る 子 は 

象 を 支 ゆるの 柱石と なり、 國 人に 棄 てられた る 民 は 國を救 ふの 愛國 者と なり、 敎 會に棄 てられた る. 一一-口 

おは 信仰 復活の 動力と なる、 r 是れ 主の 行し 給へ る ことにして 我 倚の 目に" If. とする 所な り」、 舜然 り、 

ダンテ 然り、 ル. - テル、 ゥ H スレ 1^ な然ら ざるな し、 之に 反して 寵子は 父母 を惱 まし、 寵ぉ は國家 

を危 ふし、 敎會の 愛兒は 無神論 を唱 ふ、 吾人 は 父母と 兄弟と 國 人と 敎會 とに 嫌惡 せられて 反て 吾人の 

名 眷を感 すべきな り。 (二月) 

憤怒の 害 

愤怒は 一 時的發 狂たり、 精神 を 害 ふの みならす、 亦腦を 害し、 胃 を 害し、 心臓 を 害す、 ゆに E 死す 

. る 者 ある は 身に 毒素 を 醸して 自殺す るに 依る、 吾人 は 怒て 害 を 他人に 加 ふるのみ ならす、 亦 更に 大な 

る 危害 を 吾.^ 自身に 加 ふ、 怒る 者 は 通人な り、 彼 は已を 鞭ち、 他を資 めんと して 反て 已れを 罰しつ.， 

ある^な り。 (二月) 

平 靖 

平靖 ならざる 悲憤 は淺 き悲愤 なり、 平靖 ならざる 愛 は淺き 愛な り、 平靖 ならざる 歡喜 は淺き 喜な 

り 湾せ ざれば 怒る 能 はす、 熱せ ざれば 愛する 能 はす、 躍ら ざれば 喜ぶ 能 はざる 者の 喜 怒 哀樂の 度 は 

知るべき のみ。 CJ 一月) 
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信 賴の益 

吾人が 神に 賴る間 は 吾人に 逆 4S 神に 5 者な り、 而 して 神 は 彼に ff 罰 I れば きざれ 

ば、 .吾 人 愼んで 彼の 裁判 を 待て 可な り。 

吾人が 神に 頼る 間 は 吾人に 観る 者 は 神に 賴る 者な り、 而 して 神 は 彼に 賴る 者を惠 まざれば 止ま ざれ 

ズ、 吾人 は 宜しく 吾人 を信頓 する 者 を 神の 手に 委ねて 彼の 指導 を 待つべき なり。 

吾人 をして 先づ祌 に賴. らしめ よ、 然 らば 神 は 吾人に 代て 鞭き、 吾人に 代て 彼の 恩 惠を分 與し給 はん。 

(二  HO 

善惡の 鑑別 

喜んで 人の 惡事を 語る 者 は 悪人な り、 喜んで 人の 善事 を 語る 者 は 善人な り、 喜んで 人の 惡事 を聽く 

者 ま 悪人な り、 喜んで 人の 善事 を 聽く者 は 善人な り、 善人 は 悲痛 を感 する ことなくして 人の 悪事 を 語 

る 能 はす、 惡人は 不快の 念 を 慎く ことたく して 人の 善事 を 聞く 能 はす、 人の 惡事 を聽て 吾人 は 先づ其 

之 を； おりし 人の 惡を 信すべき なり。 (二  =o 

無力なる 茶督 信徒 

眞 の * 督； 一；! 徒た らんと 欲せば 論語 を講 する よりも 多く 聖書 を究 むべ し、 政治 を談 する よりも 多く 


宗 敎を學 し 1?:^、  孔^p、 ダンテ、 トルストイの 心 を 知らん と 欲する よりも 深く 基督の、 い を 1;^ る 

べし、 然るに 世に は往々 にして 論語 を锸讀 する に忙 はしく して 聖書 を 塵埃の 下に 埋め、 政治の 萬 能 を 

說て； t 口 を 宗敎の 資力に 置かす、 トルストイ 文學の 普及 を 計 て^の 改善 を 計らん とする が 如き 基督 信者 

あり、  <且 なり 彼等 叫べ ども 彼等の 聲に應 する 者な く、 彼等 撃て ども 彼等の 打撃に 痛痒 を感 する 者な き 

は。 (二 ガ〕 

一 稱の 八方^人 主義 

：ノ ゥ 0  :sls. 林 多 人に 書き送て 口く 

n タ ヤスに は 我 ユダヤ人の 如く なれり、 是れ ユダヤ人 を 得ん ためなり、 叉 律法の 下に ある 者に は 

き 律法の 下に 在 ざれ ども 律法の 下に ある 者の 如く たれり、 是れ 律法の 下に ある 者 を 得ん 爲め なり、 

雜法 なき 者に は 我 律法な き 者の 如く なれり、 是 律法な き 者 を 得ん ためなり、 …… ^わ I も I に は 我れ 

者の 如く なれり、 是れ 柔弱 者 を 得ん ためなり、 叉總 ての 人に は 我 その 總 ての 人の 炎に f/ り、 

"疋 ォレ かに もして 彼等 數人を 救 はんため なり (哥林 多 前書 九 章 一 一 〇、 一二、  二： ；節) 

と 是れ 確に 一 種の 八方美人 中： 義 なり、 而も 道 を 傅 へんと 欲する 者に 此 慈愛 的 大度 ある を 要す、 詩人 

ホ ヰット マン； n く 「我が 衷に 矛盾 あり、 そ は 我は大 なれば なり」 と、 人類 を 抱 括す るに 足る の 愛 心 あ 

りて 吾人 は 3： 人に 向ても 彼の あるが 如くに 成り 得るな り。 (二：：^) 

一一： 五 


有る が 如くに 見えて 實は 無き に 等しき 者 は 人な り、 無き が 如くに 見えて 實は 最も 確實 なる 實在者 は； 

神な り、 然るに 人 は 人の 評言 を 苦慮して 神の 裁判 を 思 はす、 彼等 は 空砲の 音に 怖て 實彈の 飛来 を 意と 

せす。 (一； お) 

義人と 罪人  一 

余^ は 未だ 曾て 義人 を 以て 自 から 任ぜし 事な し、 然るに， に は 余輩の 假 面を剝 ぐと 稱し余 K の 非 を- 

かしら 

擧げて 得々 たる 者 ありと 聞く、 世 は 未だ 神の 前に は 罪人の 首 を 以て 自 から 任す る 基督 信徒の 心 を 知ら 

す。  ： 

*  *  *  *  二 

義人と は儒敎 或は 佛敎を 以て 養成され し 者の 理想的 人物な らん、 然れ ども 余輩の 稱 する 義人なる 者 一 

は 神に 由て 義 とせられし 者に して 自ら 義を 立てん と 欲する 者に 非す、 基督 敎の 義人と は 「贖 はれし 罪 一 

人」 にして 是れ 儒敎も 佛敎も 未だ 曾て 夢想 だ もせ ざり し 人物なる べし。  ： 

*  ホ  ， 

六-  *  一 

骨の 義人 は余耀 に 就て 失び； べし、 亦 余！^ は 永く 彼等の X 布.！ を繁 がんと は爲 す、 然れ ども 來れ 枕の 一 

幾多の 靠 人よ、 吾等 は 吾等の 罪と 瑕 壇と に 就て 語らん、 吾等 は先づ ：4 に 於て 兄弟 肺 妹と なり、 然る 後- 


に 乎に 手 を 執て 共に 救 主の 許に 至り、 彼の 噴 i 非の 恩 惠に與 からん、 吾等 は の 義人に-唾 せらる- -も可 

なり、 た 偏に 救 中： の 哀を乞 はんと 欲す、 余 K は 義人の 群 を 去り、 S§ 人と 伍 を 共に せんこと を 願 ふ。 

我 は 善な りと 思 ふ 時 は 我の 惡 なる 時な り、 我は惡 なりと 思 ふ 時 は 我の 善に 立ち 歸 りし 時な り、 我 は 

善 なれば 他人の 悪を嬌 めんと する 時 は 我の 極 惡に陷 りし 時な り、 自己の 善悪 を 判別す るの 法 は！：： だ を 除 

て 他に あるな し。 (二月〕 

某 督敎の 女性 

善 は 女性に して. 惡は 男性な り、 善 は 弱くして 强し、 惡は强 くして 弱し、 善 は 負けて 勝ち 惡は 勝て 食 

く、 基督教が 女性的なる は 其 最終の 勝利者た るの 證 なり。 (二月) 

泰 色と 復活 

我が 愛する 者よ、 我が 美 はしき 者よ、 

起て 出で 来れ、 

nj^ よ、 冬す でに 過ぎ、 

雨 もやみ て はや 去りぬ、 

もろもろの 花 は 地に 顯 はれ、 

明抬 三十 SI 年  11 一七 


鳥の さ へづる 時旣に 至れり、 

班 鳩の 聲 我等の 地に 聞 ゆ、 

無花果 樹は その 靑き ra^ を 赤らめ、 

葡萄の 樹は花 さきて その 馨 はしき^  11- を はなつ、 

我が 愛する 者よ、 我が 美 はし 者よ、 起て 出で 来れ。 

(雅歌 第一 一章 十 節より 十三 節まで) 

我が 愛する^よ、 我が 美 はしき よ、 我が！ { 布 tl- よ、 我が 救 主よ、 起てよ、 起て 汝の 墓より 屮 いで 來れ、 

見よ、 恥辱の 冬 は 旣に過 ％t ^榮 光の 春は來 りぬ、 雨 もやみ て はや 去りぬ、 -m 怒、 猜疑、 嫉妬の 寒風の は 

ゃ汝の 身に 及ぶな し、 鳥の 囀す る 時 は旣に 至れり、 班 鴻と雲 後と 草崔 との 聲 我等の 野に 聞 ゆ、 無花采 

樹は その 芽 を 赤らめ、 樱 花の 爛燒 たる も 將 さに 近き にあらん とす、 葡萄の 樹は花 ゆ、 きて その 馨 はしき 

香 一:^ を 放ち、 春 林 到る 處に錦 綉を裝 はんとす、 我が 愛する ものよ、 我が 美 はしき 者よ、 我が 希 よ、 

我が 救 主よ、 起てよ、 起て 汝の 墓より 出で 来れよ、 愛 を 以て 汝の 敵に 勝ち 恩惠を 以て 忿怒 を 癒し、 野 

に 春色の 臨みし と 同 に 世に 溫情 の^を 來 らしめ よ。 (三月 ソ 

善を爲 さんがた め 

雜 誌を發 行す る は 筆 を 以て 善を爲 さんが ためなり、 演說を 爲すは 舌 を 以て 善を爲 さんが ためなり、 

航 產に從 事す る は 富 を 以て 善を爲 さんが 爲 なり、 政治に 瘁盡 する は 權カを 以て 善を爲 さんが 爲 たり、 


善を爲 さんが 爲 めに 哲理 を 攻究し、 善を爲 さんがた めに 詩歌 を學 ぶ、 名を賣 るが ための 學問 にあら す、 

娩樂に 耽けらん がた めの 富に あらす、 權 威に 誇らん がた めの 政治に あらす、 人 を 博 せんがた めの 辯 

舌と 文章と にあら す、 キリス ト 信徒の 生涯 は當 さに 斯く あるべ きものな り。 (三月) 

成功の 祕訣 

何事 も 憤怒に 驅ら れて爲 すべから す、 何事も競(.^-のために爲すべからす、 事 を 爲す必 す 愛に 勵 まさ 

れて爲 すべし、 祌の榮 光を顯 はさんが ため、 隣人の^ 苦 を 拭 はんがた め、 眞理の 發揚を 計らん がた め. 

常に 喜ばしき、 且つ： 午 穩 なる 心 を 以てな すべし、 恩寵と 平康、 歡 喜と 感謝、 奪 ふべ からざる の滿 足、 

是れ なくして 成功 あるな し、 永遠に 亙る の 事業 あるな し。 (三月) 

內 外の 別 

人 は 興奮 を 欲し、 キリスト 信徒 は 平康を 索む、 人 は 激して 事を爲 さんと 欲し、 キリスト 信者 は静に 

神の 命 を 待つ、 黨を 結んで 强 きを 感 する 者 は^の 人な り、 人 を 離れて 力 を 得る 者 は 神の 人な り、 批と 

神と の^は 赏に 外と 内との 训 なり。 Q 一月〕 

惡 人の 眞 性 

惡 人と は 神に 惠 まれざる 者の 稱 なり、 善人と は 神に 惠 まれし 者の 稱 なり、 神の 恩惠に 富む が 故に 善 
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人なる なり、 之に 缺乏 する が 故に 惡 人なる なり、 惡人は 貧者の 一 種な り、 彼は润 むべき 者に して 憎む 

ベ き 者に あらす。 0 一一 月〕 

善 の 景 慕 

人に； つの 善と 九十 九の 惡 ありと 雖も我 は 其 一 つの 善の ために 彼 を 愛し、 彼の 医 正と 誘導と を 計て 

止まざる べし。 

世に 一 人の 善人と 九十 九 人の 惡人 ありと 雖も我 は 其 一 人の 善人の ために 之 を 愛し、 我の 有する 總て 

の 善き もの を 其た めに 供し、 以. て 其 改善と 救 濟とを 祈 て 止まざる べし。 

我 は 我が 總 ての 行 爲の愛 心と 景 慕との 念より 出て、 嫌 厭と 憎惡 との 意に 出で ざら む 事 を 祈る。 (三お) 

信仰と 勘當 

某 督敎を 信ぜし が 故に 家 を勘當 されし 者 あり、 家 を勘當 されし が 故に 基督 敎を 信ぜし 者 あり、 信ぜ 

し は 一 なり、 勘當 されし は 一 なり、 然れ ども 其 前後の 差に 依て 其 信仰に 天地の 训 あり、 前者 信すべし、 

後者 信す ベから す、 而も 今日の 敎會に 後者の 甚だ 多き を 見る。 (三月) 

眞理 の實カ 

汝の パン を 水の 上に 投げよ、 多くの 日の 後に 汝. 冉び之 を 得ん (悔道 之 書 第 十一 章 一節)、 汝 の眞现 


を 社會の 中に 投ぜ よ、 年 を 經て汝 は 其 偉大なる 結 某 を 見る を 得ん、 之 を 蒔きし 者の 弱き が 故に 眞现の 

種子 は 其 本来の 精 を 失 はす、 天より 雨降り、 雪 落ちて 復 た歸ら す、 地 を 潤して 物 を 生し め 芽を屮 Z さ 

しめて 播く 者に 稱を與 へ 食 ふ 者に 糧を與 ふるが 如く、 我が 口より 出る 言 は 空く 我に 歸ら す、 我が 喜ぶ 

所 を 成— -、 我が 八 叩 じ 遣りし 事 を たさんと 主 は 曰 ひ 給 ふ (以 賽亞書 第五 十五 章 十、 十一 節)。 (三 0 

神の ことば. 

單 に是れ 言な り、 故に 之に 力 あるな しと 云 ふ 勿れ、 若し 夫れ 祌の 言な らん 乎、 "だれ 活て 且つ 力 あり、 

雨 刃の 劍 よりも 利く 氣と 魂、 また 筋 節, 髓 まで 刺し 剖ち 心の 念と 志 意 を； i 察る ものな り (希 们來書 第 

ra: 章 十一 ： 節)、 是れ萬 民と 萬 國とを 或は 拔き 或は 毀ち 或は 滅し 或は 覆し 或は 建て 或は 械 ゆる ものな り、 

(耶利 米- 亞書 第： 章 十 節)、 人の 言 なる が 故に 沈默の 金に 比し て^に 銀た るな り、 神の 一一 H ならん か、 

金剛石の 貴き も 之に 及ばざる 遠し。 (三月)  . 

語 るべき 時 

默 すべき 時 あり、 語るべき 時 あり、 幽谷に 蝸 廬 を 結ぶべき 時 あり、 山嶽に 城 を 築くべき 時 あり、 密 

室に 整 Dip すべき 時 あり、 屋上に 大 聲を發 つべき 時 あり、 神の 言の 缺乏の 故 を 以て 阈 家が 滅亡に 瀕しつ 

つ ある 時、 れ 吾人の 語るべき 時に して 亦 街頭に 疾呼すべき 時な り。 (一一 一 =0 
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福 音 の 必 耍 

善行 必 しも； i 昔に 因らす、 天下 到る 處に 善人 ありと は 吾人の 屡 耳に する 所な り、 然り、 世に 善人 あ 

り、 然れ ども 彼等の 善 は 宇宙の 神の 善に 勵 されざる 善なる が 故に 小善な り、 世に 義人 あり、 然れ ども 

彼等の 義は萬 軍の 主の 義 にあら ざるが 故に 小義 なり、 福 昔に 因らす して 人類 全體を 抱懐す るが 如き 愛 

は ^！ェむ ベ からす、 福 昔に 因らす し て 阈家を 犠牲に 供 しても 義を 立てん と 欲する が 如き 大義 あ るな し、 

然り、 福音に 因らす して 小善と 小義と はあり、 然れ ども 一 i 昔に 因らす して デビ ッド、 リビングストン 

あるな し、 オリバ ー、 コ ti ムゥ H ルぁ るな し、 福 昔の 必； 5!- は 今 も 昔 も、 彼に ある も 我に ある も變る こ 

となし。 (三 =^) 

我の たすけ 

此 懦弱き 肉體、 是れ何 を か爲し 得ん、 此罪惡 の 社會、 是れ亦 何 を か爲し 得ん、 此 身に 省み、 此社會 

に 依り 賴で 吾等 は 失望せ ざる を 得す、 我が 扶助 は 天地 を 造り 給へ る H ホバ より 來る (詩篇 百 廿ー篇 二 

節)、 彼に 量り 知られざる 能力の ありて^す、 而 して 我 は 亦 我が 心の 門戶を 開きて 我を充 たす に 彼の 

大能を 以てする を 得べ し、 彼 亦 火と 靈とを 以て、 天の 變と 地の 異とを 以て 我が 業を扶 く、 我に ^ 外の 

此 援助 ありて 我 は獨り 宇內に 常る 時と 雖も 疑懼の 念を懊 くべ からす。 ( n- H0 


シェ— クス ビヤ 

基督と 沙 翁 

雜誌 「警 叱」 は 其 標語と して、 ，讶人ェ マ ソンの 雷 を 指げ て 曰く 「基督 も 沙翁も 素と 心靈の 一 部分の 

み、 愛に 由て 我 は 之 を 我 意識の 領域 中に 占取 融合す る を 得る 也、 彼の 德は 我が 德に 非す 乎、 彼の 智も 

若 夫れ 我物たら しむる 能 はすん ば 其 は智に 非ざる 也」 と 0 

ェ マソ ンに 劣らざる 英國の 文士 チヤ ー レス、 ラム は 口へ り 「若し 沙翁 にして 吾人の 前に 起たん 乎、 

吾人 は 起立して 彼に 敬禮を 表せん のみ、 若し 基督に して 吾人の 前に 顯れ給 はん 乎、 吾人 は 跪て 彼を崇 

拜 せんの み」 と。 

余 W は 余 の 基督 觀に 於て 文士 チヤ ー レス、 ラムと；： ：3 を； E くす る 者な り。 (三") 

信仰の 試驗石 

保羅 日く 人 架靈に 感ぜ ざれば ィ H スを 主と 謂 ふ あた はす (哥林 多 前書 第 十一 一章 三 節) と、 人 i ゃ靈に 

感ぜざる もィ H スを 聖人な りと 云 ふ を 得べ し、 偉人な り、 博愛家な りと 云 ふ を 得べ し、 然れ ども 架靈 

の 恩 化に 依る にあら ざれば 彼 を 主、 卽ち M ホバの 神と して 認む能 はす、 人の 信仰 を 試す に 唯 此ー寧 あ 

るの み、 約 翰 も 亦 E  く、 凡そ イエスキリストの 肉體 となりて 臨り 給へ る こと を 一  11 はさ る靈は 神より 

出る に 非す (約 翰 第 一 書 S 早 一 一、 三 節) と。 (一一：") 
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^ ほ 

,, 力 X め # ラ： i 

宗敎雜 誌！  3： ぞ北ハ 名の 女々 しくして 其规 校の 狭 K なる、 何ぞ 政治 雜 誌と 云 はざる、 何 ぞ文學 と 竹 

學とを IT せざる、 M ぞ廣く 人 1* に 互らざる、 何ぞ 剴切なら ざる、 何 ぞ意氣 昂然たら ざると。 然り 、f 

、，しど もシ ヤロンの^ 激の花 は， 蛇く 且つう £ い 易 かりし も、 而 かも 彼 は^ 界を软 化して 今 R に 至れり、 慯 

める 折る ことなく 1- れるま をぎ す ことな かりき、 神の あは 贲に 人類の 凡ての S? 身に 捲 ひし 者 

たり、 划 切なる 者必 しも^ を 益す る 者に あらす、 奇拔 なる 者必 しも 人 を 眞理に 導く 者に あらす、 . ^に 

して 完全なる は大 にして 粗 俗なる に 勝る、 宗敎雜 誌の 名 亦 深く 恥と する に 足らす (三む-) 

無力の 緣. H 

世 は 基督教の 感化 力 を 求めて 基督 敎其物 を 求めす、 而 して 共 J 督の 信徒と 稱 する おも 亦^の 此 要求に 

應 ぜんと 欲，' て * 督敎の か を說て 基督 敎北ハ 物を說 かす、 曰く 基督 敎的 政治、 n く 基 将敎的 文學、 

將亦 基督 敎的 社/. IT  » 督敎的 家庭と、 然れ ども 感化 は 枝 紫に して 枳 木に あらす、 末流に して^-源 にあ 

らす、 樹を械 ゑす して K を 佻 せんと 欲す、 井 を 穿た すして m に 漑んと 欲す、 今の 基督 敎 なる ものが 他 

を化することぁたはすして亦自からも涧^！せんとしっ^ぁるは基督敎其物を^に給するに大膽ならざ 

るが 故な り。 つ 一一 =0 


不信者の 實カ 

基督 を 信ぜざる もの を 見よ、 其 折！： 學は 綜合 的哲學 にして 獨創的 意見 を に 供す る ものに 非す、 其 政 

治 は 勢力の 擴 張に 止て 下 111^ の 幸福 を增す ものに あらす、 北 ハ科學 は 新 事 實の發 見に .i; て 慈愛 的應 用に 至 

らす、 其 美術 は 名 譽を博 せんとす るに 止て 美の 發揚を 努めす、 其文學 は優歷 なる に 汲々 として 眞现の 

ふ凡 傳に從 事せ す、 其 實業は 財貨の 增殖 にの み 注目して 幸福の 普及 を 意 はす、 共 慈善 すら 纖に名 を 後世 

に始 さんと する に 止て 深き 愛の 泉 源より 湧き出し 善行に あらす、 彼等の 學は 深き が 如く 見えて 淺し、 

彼等の カは强 きが 如くに 見えて 弱し、 余輩 は 彼等の 名の 高き が 故に 彼等 を 怖るべからざる なり。 (三 =0 

き p  ！ 力 vl / 

シ モンべ テロ  (ィ H スに) 答へ ける は 中： よ 我 儕 は汝を 去て 誰に 往ん や、 永 生 の 首 を 有る 者 は爾な 

り (約 翰 傳第六 章 六十 八 節) と、 我倚ィ H スを 去て 佛敎に 入らん 乎、 儒 敎に歸 らん \^、 ス ピノ ー ザに 

性て 祈 n 舉者 たらん 乎、 ハイネに 就て 詩人た らん 乎、 殖產 を以. て 我 生涯の 唯一 の R 的と なさん 乎、 政治 

に 我が 總 ての 滿足を 索 めん 乎、 ィ H ス を；；； 3 する に苦楚 と辛慘 なきに 非す、 然れ ども. I 生 の 首 は 彼 を 

措て 他に 有るな けん、 余！ S は 彼 を 捨て去りし 人に して 彼の 恩寵に 優る の 幸福 を 他に 探り 得し 者 ある を 

知らす。 01 一  =0 
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快樂の 生涯 

得る の怏樂 あり、 失 ふの 快樂 あり、 生る k の快樂 あり、 死す るの 快樂 あり、 愛さる \ の快樂 あり、 

憎まる、 の快樂 あり、 而 して 若し 快樂の 性質より 云 はんに は 失 ふの 快樂は 得る の怏樂 より 高く、 死す 

るの 快樂は 生る k の快樂 より 淸く、 憎まる k の怏樂 は 愛さる k の快樂 より 深し、 神 を 信じて 如何なる 

境遇に 處 する も 吾等に 快樂 なき 能 はす、 只 悲痛の 快樂の 快樂の 快樂に 優る 數暦 なる を 知る のみ。 (四月) 

愤怨の 所以 

是れ 神の 造り 給 ひし 世界な り、 惡 人の 思 ふが 俊になる ものと E 心 ふ 勿れ、 祌には 神の 計畫 あり、 彼 は 

之を實 行せ ざれば 止み 給 はざる べし、 吾等が 惡 人の 成功 を 見て 悛り 且つ 怨む 所以の もの は 吾人が 神 を 

信す る こと 猜ほ 11^ だ 薄ければ なり。 (四月〕 

酒精、 煙草、 茶、 珈琲、 胡椒、 芥子、 C だれ 错な 害の 伴 ふ 刺激物な り、 吾人 は藥 品と しての 外 は 一 切 

之 を 用 ゆべ からざる なり。 

害の 作 はざる 刺激物 は 日光な り、 淸水 なり、 淡 C なる 食物な り、 祌 の眞现 なり、 人疲勞 倦怠 を感 

する 時、 後者に 行て 前者に 至るべからざる なり。 (四月) 


福 音 の 宣 傳 

我 は 人に 惡 人と 呼ば る & も； i 昔 の 宣 傳に從 事す ベ し 、 菩 人と 呼ば る X も 之に 從 事す べし、 世が 我が 

； i 昔に 耳 を倾 くる も傳 道に 從_6?- すべし、 倾 けざる も 之に 從 事すべし、 我が 生 國に如 3： なる 政變パ 起り 

來るも 我 は 之に 從 事すべし、 假令^ 界は 消滅す るに 至る も 我 は 之に 從事 せんと 欲す、 福 昔 は 我が 生命 

なり、 我 は 我が 生涯 中 我れ が 福音の 宣 傳に從 事せ ざる 時 ある を 思 意す る 能 はす。 rsIHO 

神 を 信 せんの み 

如 M なる 境遇に 遭遇す る も祌を 信ぜん のみ、 富む も 貧す る も、 成功す る も失收 する も、 德を 建る も 

罪に 陷る も、 *1 に迎 へらる、 も 友に 捨てら る、 も、 生る も 死す る も、 天に 昇る も 陰府に 降る も 我は祌 

を 信ぜん のみ、 斯くて 我に 未來 あるな く、 過去 あるな く、 悲哀 あるな く、 失び 卞： あるな く、 時 は 總て現 

在と なり、 事 は 總て歡 喜と なリ、 我が 生酒 は 信* 望、 愛の 相速不 絶と 化すべし、 欣 ぶべき かな。 (S お) 

お 申 

も  力  IE- 

悲しき 時 は 貧す る 時に あらす、 國 人に 捨てら る k 時に あらす、 孤獨此 世に^ 在す る 時に あらす、 無 

寧 を 以て 人に 嗤 はる \ 時に あらす、 悲しき 時 は 我が 心の 眼に 祌が 見えすな る 時な り、 我が 靈 魂が 欣慕 

する 者の 面が 疑の 雲 を 以て 蔽 はる & 時な り、 其 時 我が 藏は充 つる も 我に 歡喜 なし、 我が 名 は萬國 の：^ 
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の 讚む る 所と なる も 我に 滿足 あるな し、 我が 首の 上に 太陽 は 照る も 我 は獨り 暗夜に 迎 るが 如き 心地す 

るな り、 我れ 我が 神 を 見失 ふて 我 は 死せ ると M 然 なる 者と なるな り、 我の 愛する 者、 我の 戀ひ慕 ふ 者、 

我の 生命よりも 贵き者 は 我が 祌 なり。 (g:«0 

思 ふが 儘 

我 は 彼の 人に 失^し、 此人 に嫌焉 た ら すして 常に 其 依らん と 欲す る 现想的 人物 を搜索 しつ & ある 人 

を愍 む、 我 は 道を傳 ふる 者の 不完全の 故 を 以て 完全の 神に 到る 能 はざる 者を憫 む、 彼の 如き は 人の 不 

完全 を 以て 彼が 祌を 信ぜざる のロ實 となす 者に して、 終に 自身 も 不完全の 域を脫 する こと 能 はすして 

もの 一 生 を 終る 者な り。 

*  * 

我 は 我 自身 何事 をか爲 さんと 欲する の 希 を 絶つ べきな り、 我 は 我が 祌 をして 我 を 通して 何 蔡をか 

爲さ しめんと 欲する の 希び" 1 を 起すべき なり、 我の 爲し 得る 最大 事業 はわれ 我が身 を 神の 意に 適 ふ聖き 

活ける 祭 物と なして 祌に獻 る 察な り (羅馬 書 十二 章 一節)。 

ホ  + 

我 を 信す る 勿れ、 我の 信す る 我が 祌を 信ぜよ、 我 も 矢張り IsiiB に 沈 倫す る 人類の 千に して！： じく 神 

の 潔め と 救^と を 要する 者な り、 我 は 人 を 救 はんと 欲する 者に あらす して、 人が 我が 祌に 由て 救 はれ 

ん こと を 欲する 者な り、 人物 崇拜の 盛に 行 はる \ 東洋 諸 邦 に 於て 我 は 幾 间 となく 此事を 重 後す るの 要 


ある を感 す。  . 

水  * 

. 牧師 根性と は 善き 說敎と 多くの 信徒 を 得ん と 欲する 事な り、 記者 根性と は 善き 論文と 多くの 讀者を 

得ん と 欲する 事な り、 此 根性 ありて 牧師の 敎 會は榮 えす、 此根忭 ありて 記者の 新聞と 雜誌 とに 生命 あ 

るな し、 先づ此 根性より 脫 する を て 記者 も 牧師 も 始めて 社會的 勢力た る を 得るな り。 

氺  山 や 

キリスト は 昨日 も 令 日 も 永遠 變ら ざる 也 (希伯來^^3十三章八節)、 第 一^紀に 於て バウ U を 救 ひし 

キリス トは第 十六 ぼ紀に 於て ル I テル を 救 ひし キリスト にして、 亦 第- 紀の今 曰に 於て 吾等 を 救 

ひ 得る キリスト なり、 吾等 救 はれん ため 今日 新ら しき キリスト を 索む るの 要な し、 そ は 彼 は 父なる 神 

と共に 永遠に 存在し、 今日 翁 ほ 吾等 求哀の 聲に應 じ、 吾等に 新ら しき 生命 を 給へば なり。 

*  * 

「青年よ、 汝 自身 を 見る ことなく、 キリスト を 見よ」 と は英國 有名の 說 敎師ス ボル ジ ョ ン をして 彼 

の 青年時代に 於て 彼の 全身 を 神に 獻 るに 至らし めし 一 言な りと 云 ふ、 日常 自己の 瑕瑾 にの み 注目して 

之 を 去り 得ざる が 故に 悲痛 日 も 又 足らざる 者 は、 其志嘉 すべし とする も 未だ 神の 嘉し給 ふ 所の 者と 云 

ふ を 得す、 吾人の 瑕 tt 一は キリスト を 見て 始めて 吾人より 取り去らる，， もの、 是れ 吾人が 日に 百度 ヌ已 

を 1  省る も 吾人 を 去る ものに あらす、 救濟の 秘訣 は 實に此 一事に： す、 今 n の靑 年亦英 國のス ボル ジョ 

ンに傚 はざる ベから す。 
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或 人 は 政事 を 改良して 國を救 はんと 欲し、 亦 或 人 は 社會を 改良して 人 を 救 はんと 欲す、 然れ ども 我 

は 我が 救 主 キリス トイ ヱ スを此 せに 紹介し、 以て 政事と 社 食と 同胞と を 其 根底に 於て 潔 めんと 欲す、 

先 づ社會 を 潔め て 然る 後に キリス トを迎 へんと 欲する 者 は 永遠に キリスト を社會 の-中に 見る こと 能 は 

ざるべし、 キリスト をして 社會を 改良せ しめよ、 然 らば 社 會は實 際に 改良 せられて キリスト は 其 救 主 

として 永く 其 中に 存し給 はん。 

ホ  * 

敎會が 人物 を 評し 計 策 を 講じ つ k ある 間 は 其 信仰の 日 々 刻々 落し つ k あ る 時な り、 敎會が 十字架 

に 釘 けられし キリス トに 就ての 外 何事 を も 語らざる に 至て 始て其 復興の 時期に 達せり と 云 ふ を 得べ し、 

キリス ト 橋に 其 理想た るに 止て 其 實際的 活動力 たらす、 北 ハ 信徒 は 社會的 改良に 忙 はしく して 基督の 表 

.n を灌 る、 時に 當て其 中に 生命の 辆酵の 働きつ k ある 苦な し。 (四月) 

警 世 之 任務 

誰か 主の 恩 惠を味 ひし 者に して 好んで 政治と 國家 とに 就て 語らん と 欲する 者 あらん や、 余輩が 時に 

之 を爲す 所以の もの は 神意の 亦 人事に 顯 はる \ ある を 知れば なり、 若し 余輩の 欲望 を 曾 はしめば 余輩 

は 信仰の 山上に 在て 長久に 榮 光の 神と 共に あらん こと を 願 ふ 者な り、 警世の 任務 は 余輩の 自 から 簡び 

し 業に あらす。 (五月) 


警世の 理由 

余輩 は 國の爲 めに 神 を 信ぜす、 神の 爲 めに 國を 愛す、 余輩 は 現世の ために 来世 を說 かす、 來^ のた 

めに 現世 を警 む、 余輩 は肉體 のために 靈魂を 語らす、 靈魂 のために 肉體を 潔む、 余輩 若し 地上の 事 を 

議 すれば 是れ天 國の其 中に 臨らん が ためなり、 余輩 若し 政治と 社 會とを 論 すれば 神の 聖 意の 天に 成る 

如く 地に も 成らん ためなり、 余 蒙が 險を 時事に 容る i は此 世の 宰 たり 中： たらん と 欲する ために あら ざ 

るな り。 (五月)  • 

美 はしき 名 二つ 

i 一つの 美 はしき 名 あり、 其 一 は 基督に して 其 一 一は 日本な り、 前なる 者 は 理想の 人に して 後なる 者 t< 

理想の 國 なり、 吾人 彼と 是 との 爲 めに 盡 して 吾人の 生涯 は 理想的 ならざる を 得す。 (五月) 

日 本 

日本 國は其 王室に あらす、 王窒は 日本の 頭腦 なり、 日本 國は其 富士山に あらす、 富士山 は 口 本の 頭 

額な り、 日本 國は 琵琶湖に あらす、 琵琶 爛は 日本の 眼眸 なり、 rn 本國 はまた 其 民衆に あらす、 尺 衆 は 

日本の 手足な り、 日本 國は 山に あらす、 河に あらす、 湖水に あらす、 亦 其 民に あらす、 H 木 闽は精 Jl- 

にして ソ ー ル なり、 吾人 は先づ 彼に 忠實 ならざる ベから す、 然 らば 彼に 屬 する 總 てのものに 向て 眞正 
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に忠實 なる を 得べ し。 (五月〕 

= 本國 と甚督 

曰 本國は 基督 を 要す、 彼に 依る にあら ざれば 其 家庭 を 潔む る 能 はす、 日本 國は 基督 を 要す、 彼に 依 

ら すして 其 愛國心 は高尙 なる 能 はす、 基督に 依ての み 露 正の 自由と 獨 立と あり、 そ は 彼は靈 魂に 自由 

を與 ふる 者 なれば なり、 基督に 依らす して 大 美術と 大文學 と あるな し、 そ は 彼 は 人類の 理想 なれば な 

り、 基督 降 世 二 千年 後の 今日 吾人 は 彼に 依らざる 眞 正の 文明なる もの を 思惟す る 能 はす。 (五月) 

ダ ェ ュ ーブ兩^^の民 

同一 の 黄色 人 輕 に 基督 敎を^ すれば コス ー ト、 ョ ー カイ を 出せし 洪 牙利國 あり、 之に 之 を 供せ ざれ 

ば 「東方の 病人」 たる 土 耳其國 あり、 二者 等しく 歐洲に 在て 其 物質的 文明に 沐浴す る もの、 而も 一 つ 

は 基督 敎を 受納せ し 故に 世界的 勢力たり、 他 は 之 を 担 絶せ し 故に £1 細 亞的懦 夫た るの み、 吾人 眼をダ 

一一 ュ ー ブ河邊 に 注で、 其兩 岸に 住する ニ國 のお を 比對し 見て、 吾人 脚下の 狀 態に 思 ひ 及ばざる を 得す。 

(五 H0 

H 本人と 甚督 

若し 日蓮に 授 くるに 法 華經を 以てせす して 聖書 を 以てせし ならば 彼はル ー テルな りしな らん、 若し 


馬 琴に して ナザ レの イエス の 心 を 知る を 得しなら ば 彼 はサカ レ ー 又は ヂッケ ン ス たりし ならん、 日本 

人に ラ ファ H ル の畫才 なきに あらす、 唯 彼の 理想な きのみ、 彼に コ &ムゥ H ルの 義憤な きに あらす、 

唯 彼 を 導きし 光明の 吾等の 心 を 照 さ るの み、 吾等に 人類の 生命た る 基督 を與 へよ、 然 らば 吾等 は歐 

米の！ 15^ に 一 歩 を讓ら ざるべし。 (五月) 

Itt^ 西： びび- - 

西洋 歴史より 其 基 将敎を 取り除き 見よ、 是れー 個の 東洋 歷史 たるの み、 其 民 は 君に 盲從 し、 惯侶を 

盲拜 し、 意志な き、 理想な き、 お 色の 東洋人たり しのみ、 西洋、 東洋 の^は 白色 黄色の^ にあら すし 

て 基督 敎と 儒敎 との 刖 なり、 聖書と 論語との 別な り、 吾人 は洋の 東方に 在て 尙ほ 西洋人た る を 得るな 

り 0  f  ) 

甚督敎 と社會 主義 

吾等 は 基督 敎の 上に 立たざる 社會 主義 を 取らす、 吾等 は 基督に 萬 事 を 捧げざる 共産主義 を賴 ます、 

基督 敎 無しの 社會 主義 は 最も 醜惡 なる 君主々 義 よりも 危險 なり、 社會 主義 獎勵 すべし、 然れ ども 之 を 

甚督敎 的に 獎勵 すべし、 之 をして 改心 和合 一致の 結果たら しむべし、 制度 法律の 結果たら しむべ から 

す。 (五月) 
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强 健なる 宗 敎 

宗敎は 個人的なら ざるべ からす、 個人的 ならざる 宗敎は 基礎な き、 根底な き宗敎 なり。 

宗敎 は社會 的なら ざるべ からす、 社會 的なら ざる 宗敎は 私人 的 宗敎と 成り 易し、 根底 を 深き 個人性 

に 据え、 幹と 枝と を 以て 廣く社 會の生 氣に觸 る、 者、 是れ渴 くも 枯れす、 撼るも 倒れざる 宗敎 なり。 

(五月) 

死せ る 宗 敎 

神に 對 して は 受動的 なれ、 人に 對 して は 活動的 なれ、 汝の 宗敎を 以て 單に汝 の 身を修 むる の 要具と 

のみな す 勿れ、 宗敎は 社會的 勢力な り、 國家的 生命な り、 仲び て 隣人に 及ばざる 宗敎は 死せ る 宗敎な 

り。 (五月) 

傳 道の 精神 

我は必 しも 我が！： 人に 聽 かれんが 爲 めに 神の 正義 を唱 へす、 亦必 しも 彼等 を 救 はんが 爲 めに 其宣傳 

に從 事せ す、 我 は 神の 正義なる が 故に 之を唱 ふるな り、 彼、 其 宣傳を 我に 命じ 給 ふが 故に 之に 從 事す 

るな り、 而 して 其此 腐敗せ る 社會を 殺す に 至る 耶、 或は 之 を 活かす に 至る 耶は 我の 與り 知る 處 にあら 

ざるな り。 (五月) 


平 人の 宗敎 

基督 敎は責 族の 宗敎 にあら すして 平民の 宗敎 なり 、 富者 の 宗敎 にあら すして 貧者の 宗敎 なり、 學者 

の宗敎 にあら すして 者の 宗敎 なり、 僧侶の 宗敎 にあら すして： 千 人の 宗敎 なり、 基督 敎に 由て 社會は 

轉 倒せら る \ なり、 卽ち其 髙き者 は卑き 者と なり、 其 貴き 者 は賤き 者と なり、 其 賢き 者 は 愚かなる 者 

となる たり、 基督 敎 出で &社 會の大 革命 は 期して 待つべき なり。 (五 H0 

國家的 宗 敎 

基督 敎は 政治 を 語らす、 然れ ども 偉大なる 國家は 其 上に 建設せられ たり、 基督 敎は 美術 を說 かす、 

然れ ども 莊嚴 なる 檎畫と 彫刻と は 其 中より 出たり、 基督 敎は 哲學を 講ぜす、 然れ ども 眞理の 探究 を 促 

す ものにして 基督 敎の 如き は 他に あるな し、 若し 料る に 其 名 を 以てせす して 其實を 以てすれば 世に 基 

督敎に 優る の國家 的宗敎 あるな く、 亦 之に 優る の 美術と 科舉 との 獎勵者 あるな し。 (五月. - 

刺激の 種類 

外より する の 刺激 あり、 內 よりす るの 刺激 あり、 下より する の 刺激 あり、 上より する の 刺激 あり、 

世の？！； 惡を愤 て 立つ、 是れ 外よりの 刺激に 因るな り、 神の愛に 勵 まされて 動く、 是れ €： よりの 刺激に 

因るな り、 情愁の 驅る處 となる、 是れ „^ よりの 刺激に 因るな り、 純 美の 惹く 所と なる、 是れ 上よりの 

明治  一一！ 十四 年  五 五 


刺激に 闪る なり、 人 何人も 刺激 を 要せざる はなし、 然れ ども 外と 下と よりす る 刺激 は 吾人 を 毒し、 

,2： と 上と よりの 刺激 は 吾人 を" 化す、 吾人 は內に 顧み、 上 を 仰て、 外に み、 下に 求むべからざる なり。 

世に 惜 まる 、者 

ゆ を 愛する こと 最も 深く して ゆに 憎まる こと 最も： ffi だしき 者 は 基督 信者な り、 ゆ を (化する こと 最 

も 多くして， に 全く 無益 物視 せらる i 者 は 基督 信者な り、 彼 は 世 を 愛する こと 余りに 深き が 故に 世の 

厭 ふ 所と なり、 ゆ を 5. 化する こと 餘 りに 大 なる が 故に 世の 斥る 所と なる、 嫌 はる、 こと は 彼の 本性に し 

て、 世に 愛せられて 彼 は 基督 信徒た る こと 能 はざる なり。 (五月) 

善 き 事 三 つ 

〇 他康 のみが 善き 事で はない、 病氣も 亦た 善き 事で ある、 同情と 推察と はより 多く 病氣の 時に 起る も 

のであって、 多年の 怨恨 も - 朝の ii^ 菊の 爲 めに 解る ことがある。 

〇 得する 事の みが 善き 事で はない、 損する こと も 亦 善き 事で ある、 財貨の 損失に 由て 利 愁の帕 子が 取 

り 去られ、 せて 見え ざり し 神と； 人國 とが それが ために 心の 服に 映す るに 至る ことがある。 

〇 愛せら る k 事の みが 善き ことで はない、 憎まる、 事 も 亦 善き 事で ある、 民の 輿 なる ものが 吾人の 

身 を 去る に 及んで、 He 人 は 始めて 死と 未来に みを嘱 して、 祌と 聖徒と を 友と する に 至る ことがある。 


S3 

救濟の 希望 

若し 墮落を 以て 言 はんか、 吾人 自身が 墮 落せる 者な りし、 然るに 神 は その 大能を 以て 吾人 如き 者 を 

さへ 救 ひ 給へ り、 吾人 を 救 ひ 給 ひし 神が 吾人の 同胞 を 救 ひ 給 はざる の理 あらん、 吾人 は 神が 特別に 吾 

人 を 救 ひ 給 ひし 理由 を發 見す る 能 はす、 吾人 は 亦 神が 吾人に 勝る も 劣る 所な き 吾人の 同胞 を 救 ひ 給 は 

ざるの 理由 を發 見す る 能 はす、 吾人 は 日本 國の救 it に 就て 充分の 希 § マ； を懷て 可な り。 

墮 落せる 者 は 八，' 日の 日本人に 限らす、 英 國人然 り、 米 國人然 り、 佛 國人然 り、 露 國人然 り、 人類 其 

物が 旣に墮 落せる 者な り、 之に 眞 神の 眞理を 供せ すして、 墮 落せざる の 民と て は 全世界に あるな し、 

旣に 生命の 福 昔の；： IP 人の 乎に 委ねられ しあり、 吾人 は 我が 同胞 令 日の！ 2； 落 を 見て 直に 失 tit! すべから ざ 

るな り。 (六月 .：> 

救 濟の眞 意 

吾人に して 若し 吾人の 同胞 を 救 ひ 得すん ば 吾人 自身 を も 救 ひ 得ざる なり、 吾人の 救濟の 吾人 同胞の 

救 it と 相關聯 する や 甚だ 深し、 吾人 は獨り 天國に 昇らん と 欲して 昇り 得る 者に あらす、 吾人の 救 はれ 

し は 吾人の 同胞 を 救 はんがた めなら ざるべ からす、 獨り 閑居して 自身の 救 を 全 ふせんと 欲する 者の 

明ね 三十 EI 年  五 七 


如き は 未だ 救濟の 3： たる 乎 を 知らざる 者な り。 (六 =^) 

二種の 道徳 

日に 三た び 吾 身 を 省る と は儒敎 的道德 なり、 其 常に 退步 的に して、 保守的に して、 蕃縮 的なる は自 

抑 內省を 以て 其 重なる 敎義 となす に 因ら すん ば あらす。 

『爾曹 我 (神) を 仰ぎ 瞻ょ、 然 らば 救 はれん』 と は 基督教 的道德 なり、 共 常に 進步 的に して 革命的 

にして、 膨浪 的なる は信賴 仰望 を 以て 其 中心的 敎理 となす に ra ら すん ば あるべ からす。 

バウ 口 曰く、 善なる 者 は 我れ 卽ち 我が 內に ら ざる を 知る と、 吾等 自己 を 省みて 唯慚愧 あるの み、 

失 あるの み、 新 希 sli.- と 新 決斷と は. M: 省囘 顧より 来らざる なり。 (六月) 

犧 牲 

我が 名 は 消 ゆる も 可な り、 願く は 我が 神の 聖 名の 祟 めら れん 事 を、 我が 敎會は 失する も 可な り、 願 

く は 我が 同胞の 救 はれん こと を、 我と 我に 屬 する 凡ての もの は消盡 される も 我が 神の 榮 光の 日々 に 益 

ハ；^ 揚 らんこと を。 (七月) 

所 有 

我が 事業と 言 ふ 勿れ、 我が 品性と 言 ふ 勿れ、 是をも 悉く 神に 獻 げしめ よ、 我に 我の 屬 たる もの 一. つ 


もなから しめよ、 然 らば 神 は 我が 屬 たるに 至て 我 は 神に 憑て 彼と 共に 萬 物 を 有つ に 至らん。 (七月) 

偉 業 

我れ 事 を 作す にあら す、 之 を 作 さ しめらる & なり、 我 は 神の 奴隸 なり、 機械な り、 我 は 我の 欲する 

事 を爲し 得すして、 欲せざる 事 を爲さ しめらる、 神 は 我 をして 我 以上の 思想 を 語らし め、 我れ 以上の 

事を爲 さしめ 給 ふ、 神に 賴る我 は 小な りと 雖も 甚だ 大 なる 者な り。 (七月) 

意 を 事業に 注いで 事業 は 成らす、 眼 を 神に 注いで 事業 は自づ から 成る、 神 は 事業の 神 なれば 吾等 は 

神 を 信じて 無爲の 生涯 を 送らん と 欲する も 得す。 (七月) 

忍 耐 

神 は 永遠に 在す 者な り、 彼 は 天地と 其 中に ある 萬 物 を 造り、 之 を 支へ て 今日に 至り 給 ふ も 未だ 曾て 

疲勞 倦怠 を 感じ 給 ひし ことなし、 彼 は 彼の 宏遠なる 理想 を實 行し 給 ひて 未だ 曾て 弛み 給 ひし ことなし、 

忍耐 は 神の 特性の 一 なり、 吾等 彼 を 信じて 走れ ども 疲れす 歩め ども 倦まざる に 至らん。 (七月) 

決 心 
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の 需要に 應 じて 此業を 執りし にあら す、 神の 命 を 奉じて 之に 就きし なり、 の 贊成を 得て 之 を 持 

績す るに あらす、 神の愛に 勵 まされて 之に 耐 ゆるたり、 幸に して 我に の 知らざる 食物 あり、 神 命の 

更に 我に 降る にあら ざれば 我 は 我が 今日の 業 を廢て じ。 (七月) 

M^. 亡 ま 

^^.-ょ.^に憑て、 我と 同時に 消えざる の 事業 を 就さん、 我 は 今日の 人に 聽れ ざる も 後 * の 人に 聽 かる 

るの 一一 一一 E を 述べん、 我 は 我が 事業 を，？^ 遠の 上に 築いて、 短き 我の 此 一生 をして 萬 世 を 益す る ものと なら 

しめん、 基督 信者た る 榮譽の 一 は 取る に 足らざる 此身を 以てして 尙ほ 大^ を懷 いて 其 一 部分 を遂 

一 汀 し るに あり。 (七月) 

招 待 

来れ 我が 友、 来て 我と 共に 齊 *1 の 業に 從事 せよ、 我等の 愛する 此 邦土 は 神の 眞现の 缺乏の 故 を 以て 

死 j% こ， 瀕しつ、 あるに あらす や、 腐 败と墮 落と は 到る 所に 喊 ばる" に 正 翁 は微々 として 振 はざる にあ 

らす や、 見よ、 世を救ふの！！^^は旣に^に臨めり、 濟 世の 利器 は旣に 人類の 手に 委ねられ たりり 

友よ 來れ、 ケに s^g^ する ぞ、 来て 生命の 水を飮 めよ、 飮んで 之 を 同胞に 頒 てよ、 如何 なれば 君 等 

は 悲哀に 沈む ぞ、 君 等 は 失望す るの 要な きなり、 君 等 は 聖書 は 如何なる 福 昔を傳 ふる 乎 を 探り 見し や I 

之に 眼 未だ 曾て 見す、 耳 未だ 曾て 聞かざる の 天よりの 歡 喜の 音信 あり、 之 を 聞いて 吾等の 淚は總 て 拭 


はる.. なり、 之 を 信じて 吾等の 悲痛 は總て 消え 失するな り、 世に キリストの 福 昔 を 以て 癒し 得ざる の 

苦惱 あるな し、 君 等 は 直に 吾等の 此言を 信じ 得ざる べし、 然れ ども 來り 見よ、 來て 主が 如何に 犬なる 

事 を 我等の 上に 行し 給 ひし 乎 を 見よ、 吾等 も 曾て は 失望の 人な りし、 然れども今は希§"^|の人となれり、 

吾等 も 會ては 悲哀の 人な りし、 然れ ども 今 は歡 喜の 人と なれり、 我等 も 曾て は 非常に 死 を懼れ たり、 

然れ ども • 我等に 取て は 死 は 今 は 刺な きに 至れり、 我等 は 今 は 完全の 人と 成れり と は 言 はす、 然れ ども 

我れ キリストに 在て 罪て ふ もの は 其 勢力 を 挫かれて 善 は 甚だ 爲し 易き ものと なれり、 我等 は 知る 罪 を 

絕 つの 力 は キリスト を 除いて 他に あらざる を、 君 等は來 て奚ぞ 速に 此 能力 を 君 等の 心に 試みざる。 

一一 一一 II ふ 勿れ、 君 等 は 罪に 據れ たる 者なる が 故に 聖 なる 神の 子た る 能 はすと、 祌は キリストに 於て 汚^ 

を. 洗 ひ 潔む るの 途を 具へ 給へ り、 來て 福音の 洗 淨カを 試みよ、 「爾曹 の 罪 は緋の 如くなる も 雪の 如く 

くな り、 紅の 如く 赤く とも 羊の 毛の 如くに ならん」 と 神は宣 給へ り、 是れ 詩人の 夢想に あらざる な 

り、 是 れ實驗 されし 事實 なり、 而 して 吾等 も 其實驗 者の 一人な り、 君 等 は 吾等に 就て 其 事 を 見る を 得 

べし、 吾等 神の 恩 惠の證 人た らん。 

人 を 怨むを 止めよ、 社 會を責 るを廢 めよ、 來て 主の 恩惠を 受けて 君 等の 心に 慰藉 を 受けよ、 子を责 

むる も老は 慰められす、 師を 恨む も 不平 は 癒されす、 世 を 憤る も 不幸 は 取り去られざる なり、 只來て 

祌を 信ぜよ、 信じて 其 恩惠を 受けよ、 然 らば 君 等が 人より 受 くる こと 能 は ざり しもの を祌 より 受 くる 

に 至らん。 

*  *  *  * 
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來れ 我が 友、 来て 我と 共に 濟^ の 業に 從事 せよ。 (七月) 

行 路 易 

神 を 信す るまで は 行路 難 を 歎す る 勿れ、 祌を 信じて 人生の 行路 は 至て 易き ものと なるな り、 我 を 我 

が 神に 委ねて 我の 爲 すべき 事 は 我に 由て 成り、 我 を 去るべき の 友は逐 はすして 去り、 我に 来るべき の 

友 は 尋ねす して 來り、 我の 失 ふべき もの は 失せ、 我の 得べき もの は 索め すして 我に 來 るに 至らん、 基 

督 信徒の 生涯 は 一種の 自動的 機械な り、 彼 は 唯 祌を信 すれば 足る、 然 らば 神 は 彼の 爲 めに 凡ての 事 を 

爲し給 はむ、 頌 むべき かな。 (七月〕  A 

成る 事. 

我が 成さん と 欲する 事の 成る に 非す、 神が 我に 於て 成し 給 はんと 欲する 事の み 成るな り、 我が 大事 

を 成し 得る 時 は 我に 我が 意志なる もの \ 一  つも 存 せざる 時な り。 (九月」 

同 前  一 

人 は^こ. 政治 社會雜 誌を勸 む、 然れ ども 我 は その 何のた めなる 乎 を 知る に 困む、 身 は 衣を更 へて 潔 一 

まる 者に あらす、 人 は 境遇 を 革め て 聖者た る 能 はす、 我 は 人 其 物 を 改めん と 欲す、 故に 再び 社 會雜誌 一 

に歸ら ざるべし。 (九月)  一 


世の 要求 (應 すべから す) 

世の 要求に 應 すべから す、 漦は世 は 快樂を 要求す る 者 なれば なり、 吾等 は 世に 供す るに 苦味 を 以て 

すべし、 苦闘 を 以てすべし、 然ら ば^は 吾等 を 厭 ふと 同時に 終に 自ら を改 むる に 至らむ。 (九 》0 

世の 要求 (應 すべし) 

世の 要求に 應 すべし、 卽ち 吾等が 以て 世の 要求な りと 認 むる 所の 者に 應 すべし、 # が 絶叫して 以て 

要求す る 所の もの は 多く は 世の 要求す る 所の ものに あらす、 吾等 は 賢き 醫 者の 如く、 患者の 要求 以外 

に 更に 軍； 且大 なる 要求 ある を 知て、 世の 病 を 癒さん と 欲して 其 意嚮に 投 ぜんと 欲すべ からす。 (九月) 

皮 相 

彼等 は コ D ムゥ H ル に 就て 聽 かんこと を 欲す、 然れ ども コ ロム ゥ H ル が 主として 事 へし ィ H スキリ 

ス トに 就て 聽 かんこと を 欲せす、 彼等 はグラ ッド ス トン の 政治に 就て 學 ばんと 欲す、 然れ ども グラ ッ 

ドス トンの 經綸を 生みし 彼の 宗敎に 就て 學 ばんと 欲せす、 ラフ ハ エルの 美術に 傚 はんと は 欲すれ ども 

ラフ ハ H ルの 理想 を 水 めんと は 欲せす、 彼等 は 到底 皮相の 2^ たるの 幾 を 免 かる \ こと 能 はす。 (九 0 

徒食の 人 
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彼等の 欲する 所の もの は 文明に して 文明の 元素に あらす、 彼等の 索む る 所の もの は道德 にして、 道 

德の 基礎に あらす、 彼等 は 現世 を樂 まんと 欲する 者に して 來^ を嗣 がんと 欲する 者に あらす、 故に 彼 

等の 文明 は 進ます、 彼等の 道德は 日々 に 魔 類し 彼等 は 現 *1 に 就て. 不平 を唱 へて 止ます、 彼等 は 惟實を 

食 はんと 欲する 者に して 樹を 植えん と 欲する 者に 非す、 彼等 は 勞働を 好まざる 徒食の 人な り。 (九月) 

恥ぢ ざれ 

保羅 曰く 我 は 幅 昔 を 以て 恥と せす、 そ は 此福昔 は ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人、 凡て 信す る 者 を 救 は 

ん との 祌の大 能 なれば 也と (羅馬 書 一章 十六 節)、 基督 曰く、 我と 我 道 を 恥る 者 をば 人の子 も 亦お の 

が榮 光と 父と 聖 使の 榮光を もて 来る 時 これ を恥づ べしと (路加 傳九章 二 六 節)、 聲高 くして 想 使き 哲 

事 者の 前に、 多く 約束して 寡く 實行 する 政治家の 前に、 倫理 を 說て尙 ほ 其 無能 を 自認す る敎育 家の 前 

に、 富 を 積んで 尙ほ 窮迫 を訴 ふる 實業 家の 前に、 文 を！！ て 思想の 空乏を 歎す る文舉 者の 前に、 吾等 基 

督を 信じて その 救 濟の實 カを實 験す る 者 は 何の 恥る 所 か あらん、 吾等の 蔑 恥 は 無 5;^ なり、 吾等 は 彼等 

に 優て 幸福 ほつ 健全なる 者な り。 (九 ガ) 

恥お よ 

恥ぢ よ、 然り 宣教師 的 基督 敎に 就て 恥ぢ よ、 然り 音の みに して 實 なき 基督 敎に 就て 恥ぢ よ、 然り貴 

埃と 富者と に 阿る 基督 敎に 就て 恥よ、 然 ども 基督の 基督 敎に 就て 恥る 勿れ、 救靈 唯一 の大 能なる 基督 


敎に 就て 恥る 勿れ、 平民の 友た る 基督教に 就て 恥る 勿れ、 是れ 神の 福 昔な り、 天より 臨みし 光明な り、 

人類 唯一 の 慰藉な り、 若し 基督 敎に 就て 恥ん か、 我 は 天上に 輝く 星に 就て 恥ん、 秋 天に 懸る 芙蓉の 峯 

に 就て 恥ん。 (九 =^) 

神の 有無 

或る人 は祌は 有りと 云 ひ、 亦 或る人 は祌は 無しと 云 ふ、 而 して 有りと 云 ふ證據 なしと すれば 無しと 

云 ふ 證據も 亦 あるな し、 余輩 は 有りと 信じて 行 ふなり、 而 して 行 ふて 有りと 云 ふ 實證を 得るな り、 丰 

め 存在 は科舉 的に 之 を 言へば 假說の 一なる に 相違な し、 然れ ども 最も 多くの. .IJIIffl, を 有する 假說 にし 

て 亦 31^ も 多くの 事 實を說 明す るに 足る の假說 なり。 (十 リソ 

有神論の 證明 

祌を 信ぜす と 云 ふ 人 あり、 然れ ども 余輩 は 其 人に 問 はんと 欲す、 「然 らば 君 は 何 を 信す る や、 君. H 

e: 海 皆な 兄弟な りと 云 ふ、 然れ ども 同一 の 父 を 有せざる 者が 如何にして 兄弟た る を 得ん や、 君 は 正義 

は 最後の 勝利者な りと 云 ふ、 然れ ども 正義 は 誰に 依て 最後の 勝利 を 獲ん とする や、 君 は 神 を 信ぜす と 

言 ひて 神 を 信す る 者の 如くに 語る にあら す や、 神 を 信ぜす と稱 して 君 は 君 自身に 對て抗 論し つ.， ある 

にあら す や」 と。 (十 パ) 
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六 六 

所 ほ 

神を識 るの 途 

神 S らんと 欲せば 新たに 其 存在の i を 求む る を 奪す、 神 I らんと 欲せば 行を改 義の 

たれ p"、  ぜょ、 心を淸 ふせよ、 殊に 自己の 眞 f 知て 謙遜 なれ、 然 らば 祌は $1": 

Hhi 吾人 は 其 存在の i を 求む る を歇 めて、 吾人の 身 を 以て 彼 を 世に 示さん と 欲す 

るに 至らん、 神 は道德 的に 之を靈 する 墓べ し、 智識 的に 之 をます 能 はす。 rH;^ 

神 は 如何なる 者ぞ 

キリスト は此 問に 答へ て 曰く  r 祌とは 我れ の 如き 者な り、 我 を 見し 者 は 神 I しなり」 i  (約 I 

第 十四 章 九 節)、 卽ち 神と は 宇宙の 大 權を 握る 者な りと 雖も 人の.. に 立て 其 足 を 洗 ふこと を 恥：： 爲：； ： 

1,1£^|ハ前|冀|其面|はざるぉすと！而も人界に^は"は^;5 

を 1 し、 其友 人 を 以て 自任し 給 ふ、 彼に 一 つの 私 II く、 私憤 あるな く、 萬 人 を 一 時に 養 ひ ザ 

る も P の f 学 能 はす、 籠の 愛、 無 f 慈悲、 智に 於て 樊な るより は 寧ろ 愛に 於て 至大な；^ 

vft 管す、 傷める f 折る ことなく、 煙れる f 媳す ことなし、 吾人 は 宇宙の 大權を 握る 者 

S いも 女らしき 者なる を 知て 吾人の 宇宙と 人生と に關 する I の 全く 一  變す る I るな り。 (十月) 

懷 疑の 解 


懷疑は 疑懼な り、 吾人 は 說明を 得すして 疑 ふに あらす、 正義 を懼れ て禱路 するな り、 吾人に して 斷 

行の 勇氣 あらん か、 腦 中の 迷 霧 は 拭 ひ 去られて、 吾人 は 宇宙 萬 物の 和音 を 奏して 神の 榮光を 讚 ふる を 

見ん。 (十月) 

何 を 信す る 乎 

「凡ての 事是れ 信じ」 と は 何事に よらす 之 を 信す との 意に 非す、 凡ての 事是れ 信じと は 凡ての 善き 

事 は是れ 信す との 意な り、 余鞏は 天に 愛の 父の 在す を 信す、 余輩 は 罪の 赦免 を 信じ、 靈 魂の 不滅と 肉 

體の 復活と を 信す、 余 IS は 叉 萬 物の 復興と 天 國の來 臨と を 信す、 余輩の 信すべからざる こと は 惡が終 

に 世に 勝たん とのこと なり、 此 世が 全滅に 歸 して 混沌の 再び 宇宙 を掩 ふに 至らん とのこと なり、 信仰 

は 希望な り、 善 を 望まざる 信仰 は 信仰に して 信仰に あらす。 (十 ガ) 

無 敎 會 

我 は 我が 主ィ H ス キリス 卜に 傚 ふて 敎會 なる もの を 建てざる ベ し、 敎會は 眞理を 制限す る ものな り、 

而 して 制限 せられて 眞理の 蕃殖 を 計る 難し、 我 は 眞理其 物を傳 へて 其 保存 扶植 を畫 せざる べし、 我 は 

單 純なる 傳道 者た らんと 欲す。 (十月) 

眞理の 自存 
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M バ理は 其 物 自身の 證 明^な り、 眞理は 亦 其 物 自身の 擴張 者に して 且つ 保存 者な り、 單 純なる 眞理其 

物を傳 へて 吾人 は 其 衰退 湮滅 を懼 る.^ の 要な し、 眞理は 其 物 自身の 氣附け を 取るべし、 吾人 は 之 を 天 

の 雨と 地の 風と に 任 かして 其 成長 發育を 疑 ふべ からす。 (十 月ソ 

破壞者 

理は 一 種の 破壞 者な り、 眞理の 破壞性 を懼れ て其傳 播に從 事す る 難し、 眞理は 能く 毀て 能く 建る 

者な り、 世に 燒 かざる の 火 を 求む る 者 あるな し、 然れ ども 毀たざる の眞 理を需 むる 者の 往々 にして あ 

る を 如何せん。 (： 十 ガ) 

傳道唯 一 の 方法 

傳 道の 方法 を講 する 者 多し、 然れ ども 余輩 は其淺 慮に 驚かざる を 得す、 傳道 唯一 の 方法 は 福音 有の 

儘 を 確信して 之を此 饑えた る 社會に 供す るに あり、 此 確信に 乏 くして 傳道 せんと 欲す、 是れ彈 藥に乏 

くして 戰 略を講 する の 類なら す や。 (十 Ho 

迷信と 信仰の 區別 

道 德に關 係な きもの、 叉 は 道德に 違反す る もの、 是れ 迷信な り、 道 德と相 離れざる もの、 叉 は道德 

を 助く る 者、 是れ 信仰な り、 福利 を 祈る こと 是れ 迷信な り、 正義 を懇 求す る こと 是れ 信仰な り、 迷信、 


信仰 の^は 知 „; 識的 ならす して 道德 的な り。 (十 刀) 

K 督 と保羅 

基督 は 我^の 中-なり、 保 羅は我 倚の 友な り、 我 倚 は 基督に 服從 して 保 羅に贊 成す、 基督 は 我 倚の 崇 

むる もの、 保 羅は我 儕の 愛する ものな り、 我 倚 は 基督に 於て 完全 無 缺の神 を 兑、 保羅に 於て 我 倚と； in 

じ 懦弱に 闲む 肉體の 兄弟 を認 む、 我 倚豈保 羅に師 として 事 ふる 者な らん や。 (十") 

帥 ^の關 係 

人 は 我に 輯り、 我 は 神に 賴る、 故に 我に 賴るは 神に 親るな り、 我 は 我が 荷撸の 重き を 感ぜす" 

我 を 師と稱 ぶ 者 あり、 然れ ども 我に も 亦た 我の 師と稱 ぶ 者 あり、 斯くて 我 を： 帥と する 者 は 我の 師と 

する 者を師 とする 者 なれば、 我 は 彼等に 師 とせら る i を懼れ す。 

月 を 仰ぐ 者 は n を 仰ぐ 者な り、 然れ ども 月 は 夜 を 照らす ための 日の 代表者た るに 過ぎす、 月の む 

所 は 夜の 一 刻 も 早く 過ぎ去て 人々 が 直ちに 榮 光の 日 を 仰ぐ に 至らん ことなり。 (十月) 
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希望の 新年 

世に 悲歎の 事 多し、 然れ ども 吾等 は 希望の 神 を 信す、 吾等 彼 を 信す るが 故に 此 悲歎の 世に 在て 全幅 

の 希 sn." を 以て 玆に 新たなる 年を迎 ふ。 (一 ガ) 

本 誌 の 目的 

社會を 改良す るた めの 雜誌 にあら す、 國家を 改造す るた めの 雜 誌に あらす、 亦必 しも 人に 喜 樂を供 

する ための 雜 誌に あらす、 神の 聖旨 を宣 るた めの 雜誌 なり、 その 福音 を傳 ふるため の雜 誌な り、 神 を 

宣べ傳 ふる は 本誌 唯一 の 目的な り。 (一月) 

記者の 職權 

我れ 筆 を 執て 此 誌に 對す、 我 は 我に して 我に あらす、 我 は 我れ 以外の 者な り、 然り我 は 我れ 以上の 

者な り、 我 は 「或 者」 が 我に 吿る事 を 傅へ、 わが 思惟 以上の 事 を 語る、 此 時に 於け る 我の 言 は 我れ 以 


上の 權能 を^す、 人、 之に 聽 かざる ベから す、 そ は是れ 我が 言に あら ざれば なり、 之に 永久の 眞理存 

す、 そ は 之れ 至高 者の 言 なれば なり、 記者た るの 我 は 公人に して 私人に あらす、 神の 人に して 肉の \ 

にあら す。 ( ：刀〕  . 

神の 器具 

我に s§ 過 あり、 神 は 之が 爲 めに 我 を 罰し 給 ふ、 然れ ども 我の 不淨は 神が 我 を 使用し 給 ふ 時の 妨礙な 

らす、 祌は北 ハ靈火 を 以て 我 をし も 潔め 給 ふなり、 祌は 我の 愚き を 通して その 智 きを 傅へ、 我の 弱き を 

通して 其强 きを 顯 はし 給 ふ、 土塊 を 以て 人 を 創造り、 之に 生命 を噓 入れ 給 ひし 神 は、 我 をし も 用 ひて. 

其 架靈の 器と なし 給 ふなり。 (一月) 

聖 意の 實成 

我が 欲 ふ 事の 成る にあら す、 我が 欲 はざる 事の 成るな り、 是れ 我が 意の 此 *1 に 成ら ざらん がた めに 

して、 亦 神の 架 意が 我 を 通して 成らん ためなり、 我 は 返て 我が 不能 を 喜ぶ 者な り。 (一月) 

改革の 精神 

社 食の 改良、 新阈 家の 建設、 是れ 吾等 を 奮起せ しむる に 足る の m わ 想に あらす、 肉體の 復活、 基脊の 

W 來、 萬 物の 復興、 不朽の 榮光、 是 なくして 吾等に 飛揚の 歡喜 あるな し、 活動の 動機 あるな し、 吾等. 
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は此地 以上の 者た るに あら ざれば 此地を 改造す るに 足る 者た る 能 はす。 ( 一 ガ) 

我が 社會 改良 法 

人 は iel に 社. &を 改良 せんと 欲す、 我 は 人 を 改良して 社會を 改良 せんと 欲す、 人 は 直に 人 を 改良 せん 

と 欲す、 我 は キリスト を 通して 人 を 改良 せんと 欲す、 我の 社會 改良 法 は 甚だ 迂遠なる が 如しと 雖 ども- 

而 かも 過去 一 一千 年間の 人類の 歷 史に徵 して、 我 は 其 最も 確實 にして 且亦 最も 迅速なる 改良 法なる を 知 

る。 (丌〕 

,4  > ^の ，〔 矛 敎 

我 は 我が * 督敎 のために 人に 殺さる、 こと ある も-' 人 を 殺す こと あら じ、 我 は 我が 信仰の ために 人. 

に 迫害 せらる、 こと ある も、 人 を 迫害す る こと あら じ、 基督 敎は血 を 流す こと あり、 然れ ども 之れ 我 

の 進んで 流す にあら す、 守て 流さる \ なり、 基督 敎は 我に 取て は 徹頭徹尾 平和の 宗敎 なり。 (一月〕 

燭 動と 救拯 

社會 は： S 動に 依て 革 まる 者に あらす、 煽動 は 塵 を 飛ばし、 泥を揚 るに 止まる、 塌 動の 效は 汚濁の 存 

在 を 示す にあり、 北ハ 他に あらす。 

社 會は愛 心に 依て 革 まる、 人の 罪を赦 し、 之れ を 我 身に 擔 ふに 依て 潔 まる、 贖" は社會 改良 唯一 の. 


法な り、 之れ に 依て キリスト 我 を 潔め 給へ り、 我 は 之れ に 依て 社 會を潔 めん。 a 力) 

說と志 

說を 共に する 者 あり、 志 を 同じく する 者 あ— ノ、 而 して 二者 孰れ を 友と して 搾ばん とならば 余！ は 後 

者 を 選ぶ^ なり、 說は變 じ 易し、 志 は 奪 ふ 可ら す、 志に 於て 相 一致して 吾人 は 始めて 永久の 友と なる 

を 得るな り。 (二 力) 

最高 の ォグソ ドキシ 1 

最高の オル ソド キシ ー (正統 敎) と は 基督の 心 を 以て 兄" 粥 を 愛する ことなり、 基督の 慈愛な く、 そ 

の 忍 容と從 順と なくして 吾等 如何なる 敎義を M: 信す る も 未だ 以て 眞侗の 正 敎徒を 以て 自 から 仵 する 能 

はす、 ^し. r^jn 等の 奉す る敎義 にして 吾等 を 基督の 如き 者たら しめす ば、 吾等 は 自身の 信仰に 就て 大に 

疑念 を懷 いて. なり、 吾等 は 信仰 に 於て 强 岡なる に 先って 心情に 於て 基督の 如く 溫和な る を： 要す。 ( 1 1 

月，) 

も 貴き もの 

富と 權 とに 優って 贵 きもの は 智識な り、 智識に 優って 賣き者 は道德 なり、 道德に 優って 貴き もの は 

信仰な り、 ！！：^仰に優て贵きものは愛心なり、 愛に 於て 强间 にして 信仰 は 確 寳 なり、 道德 は高尙 なり、 


智識 は該 尊な り、 而 して 富 も 權も竟 に 亦 愛 心の 命 を 奉す るに 至る、 萬 有 を 其 中心に 於て 握らん と 欲せ 

ば 吾人 は 愛に 於て 富饒 なる 者と ならざる 可ら す。 (二お) 

愛と 信仰 

神 は 愛 なれば. マせ 人 は 愛して 始めて 神 を 知る を 得べ し、 愛せざる 者 は 神 を 知らす、 神 を 知らす して 彼 

を 信す る 能 はす、 愛 を 以て 始まらざる 信仰 は 虚偽の 信仰な り、 是れ人 を 殺す の 信仰な り、 之 を濟ひ 之- 

を ylc.A, すの 信& こ-あらす、 世に 信仰 上の 爭鬪 多き は 愛に 基かざる 信仰 多き に 因るな り。 (二月) 

懐疑の 精神 - 

凡そ 事 信じ (哥林 多 前書 十三 章 七 節〕 と は 凡ての 事 實是れ 信じとの 意なら ざる 可ら す、 愛 は 公-午に 

し て 受容：^ なれば 確實 なる 事實と あれば 直に 喜ん で 之 を 信す、 是れ實 に科學 の 精神に して 亦宗敎 の 精 

神なら ざる 可ら す、 其 理論 を究 むる にあら ざれば 凡そ 事 信じ 能 はざる 者 は 不幸なる かな、 彼の 如き は 

常寺康 疑の 中に 惱む 者に して、 確信の 快 樂と歡 喜と を 永久に 樂 しみ 得ざる 者な り、 世に 自己の 感覺に 

IM を 置く こと 能 はざる 者の 如く 憐 むべ き 者 は あら じ、 而 かも 懷疑 者の 多く は此 心理的 不能に 苦しむ 者 一 

なり、 深く 思 はざる 可ら す。 (二月) 

意 志の 作用 


神に 依て 思 ひ、 神に 依て 動き、 神に 依て 息 ふ、 是れ 基督 信徒の 生涯な り、 我の 意志なる もの は 我れ 

之 を 我が 意志 をして 神の 意志たら しむる ために 消費し、 神の 大意 志 をして 我の 小 意志に 代て 我 を 活動 

せし む、 斯くて 我 は 我が 意志の 弱き を覺 えす、 そ は 我が 意志 は 之 を 神の 意志と なすに 足り、 而 して 祌 

の 意志 は 自由に 我 を 使用して 尙ほ餘 り あれば なり。 (二  HC) 

同情 推察の 人 

食す るの M ぞ 《^ き、 耕す の何ぞ 難き、 聞く の何ぞ 易き、 語る の何ぞ 難き、 讀 むの 何ぞ 易き、 著 はす 

の何ぞ 難き、 食 ふ 者 は 耕す 者の 勞を 知らす、 聞く 者 は 語る 者の 難 を 憶 はす、 讀む者 は 著 はす 者の 苦 を- 

i らす、 吾憐 をして 皆 悉く 作爲の 人たら しめよ、 然 らば 吾等 は 都て 感謝の 人と 成りて 都ての 勞 働の 

人に 向て！： 1： 情 推察 を 表する に 至らん。 (二月) 

激 戰 

前 ある を 知らす、 後 ある を 知らす、 右 ある を 知らす、 左 ある を 知らす、 人 ある を 知らす、 我 ある を 

知らす、 唯 何者か 来って 我が 心 志 を 奪 ひ、 我が 手 を 取り、 我が 情 を 激して 我 をして 我の 欲 はざる 事 

をな さしむ、 此時 我の 全身 は 燃え、 我に 知覺 あって 無き が 如し、 我 は 何 を 爲し何 を 書きつ k ある を 知 

らす、 唯 知る、 彼れ 我 を 去りし 後に、 我 は 彼の 手に 在りて 我 以上の 事を爲 せし こと を。 (二月，； 
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福音 と社會 

福音 は 社 會の爲 にあら すして、 社 會は輻 音の 爲 なり、 神 は 世 を 救 はんが 爲に福 昔 を 下し 給 ひしに あ 

らす して、 福音に 顯 はれた る 彼の 聖 3 曰 を實顯 せんが 爲に世 を 造り 給 ひしな り、 福音 は 目的に して、 社 

會は 手段な り、 社 # 改良 を 目的と する 福 昔の 宣傳は 基督 敎の 本旨に あらす。 (三月 ソ 

福 音 の 宣 傳 

我等 *1 を 救 はん こと を 意 ふべ からす、 福音 を宜傳 せんこと を努 むべ し、 福音 或は 我等が 意 ふ 如くに 

世 を 救 はざる ベ し 、 *1 或は 其 頑冥 の 故 を 以て 福音に 接して 却て 其 滅亡 を 早め る こと あるべし、 然れど 

も 我等 は 福音 を. X 傳 して 怠る ベから す、 我等 は 福音 其 物に 注目して 世の 盛衰 興亡に 意を留 むべ からす、 

我等 は祌を 信じ 神 の 福 昔 を 信じ 只管に 神 の 聖旨 の 世に 成らん こと を 祈るべし、 天の 地よりも 高き が 如 

く 神の 智慧 は 人の 智慧よりも 深し、 我等の 看て 以て 滅亡と なす 者 は 却て 犬なる 救濟 なるや も 計られす、 

我等 は 世 を 福音に 委ねて 可な り、 神 は 其 手の 業 を 打 棄て袷 はざる べし (約 百 記 十 章 三 節)。 (三月) 

三 個の 福 音 

福音の 第； は 約翰傳 第三 章 十六 節に 在り、 臼く 「其れ 神 は 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 

愛し 給へ り、 此は 凡て 彼 を 信す る 者に 亡る こと 無して 永 生 を 受けし めん 爲 なり」 と。 


福 昔の 第一 一は 彼 得 前書 第一 一章 一 不 m 節に 在り、 曰く 「彼れ (ィ H ス) 木の 上に 懸 りて 我 倚の 罪を自 

から 己が 身に Itt ひ 給へ り、 是れ我 儕 をして 雜に 死て 義に 生かしめ ん爲 なり、 彼の 鞭打 たれし に 因りて 

雨 曹醫れ たり」 と。 

福昔の第三は約翰第ー 嘗第！：-^：十十節に在り、 曰く 「我 儕 神 を 愛する に 非す、 神 我情 を 愛し、 我 儕の 

罪の 爲に其 子 を 遣 はして 挽 囘の祭 物と せり、 是れ卽 ち 愛な り」 と。 

我等の 福 昔の 粹は此 にあり、 我等 は 山 をして 此音を 響かし めん、 海 をして 此聲を 揚げし めん。 (一一 一月〕 

福 音 の 器 具 

我 は 我に 口 ある を 感謝す、 我 は 之 を 以て 神の 福音 を宜 べん、 我 は 我に 手 ある を 感謝す、 我 は 之を以 

て 祌の福 昔を傳 へん、 我 は 我に 足 ある を 感謝す、 我 は 之 を 以て 神の 福 昔 を 運搬ばん、 我 は 幅 音の ため 

に 造らる、 我 は 其 傳播の 器具 たるべし。 (三 =^) 

1  TN 事 ま 

政治の 爲 めに 定められし 者 は 政治に 行け、 實業 のために 定められし 者は實 業に 行け、 然れ ども 福音 

のために 定められし 者 は 福音に 來れ、 此に 一大事 業 在て？^ す、 余輩 は 世の 大志 を 懐く 者に して 此れに 

注目す る 者： W だ斟 きを 怪む。 (三 no 
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^  彭 

き〕 s す、 嗚呼 种に 謹す、 祌は 我に 多くの 艱難 を 下し 給 ひし を、 我れ 食 を 以て 貧者 を 養 はんと 

せ H 故 S は iii て 我 をして 饑餓に 泣かしめ 給へ り、 我れ 國を救 はんとせ" 1 には國 

l^MUJi はしめ、 我に 被らす るに 國賊の 名 を 以てせし め 給へ り、 我れ 社會を 改良 せんとせ し 力 

""iirf 我に？ 我の 社會 的 事業 を破碎 せしめ 給へ り、 神 は 我 を 11 ために 備へ ^ 

へ I り、 故に 彼 は 我れ がわが 業に 就く まで は 我に 平安を 賜 は ざり し、 今に 至て 我 は 我に f み；; 1 

娥の難 「迫害の 難、 偽りの 兄弟の 難 は 皆 l!is に 我 を驅逐 する ための 恩惠の 鞭撻な りし 事 を (三 

ガ) 

吾等の 墓督敎 

督敎は 慈 li りと 云 ふ 者 は 誤れり、 着敎は 慈善事業に 非す、 着敎は 神の 大能 なり、 奪 

政 は I なりと 云 #1 れり、 sfl にあら す、 |敎は 神と i は t 獨 子と を信 する こ 

となり リ奪敎 は神學 なりと 云 ふ 者 は 誤れり、 着敎は 神學 に 非す、 奪敎は 基督の 心 を 以て 人：^ 愛 

する ことなり、 基督 敎は 活ける 信仰な り、 卽 ちぎ 結ぶ 信仰な り、 果實 のみに 非す、 信仰な り、 實ら 

ざる 信仰に あらす、 S を 結びて f 大 になる」 信仰な り (哥羅 西書 第一章 六 節)、 吾等の 追求む る 

基督 敎は是 なり。 (三 H^) 


u„ 舉獨の 我れ 

我れ 我が 事を爲 すに 方て 富豪の 寄附 を 仰ぐ を 用 ひす、 我の 事 ふる 天の 父 は 天地 萬 物の 造 中： なり、 我 

れ 我が 志 を 仲る に 方て 社 會の贊 同 を 得る こと を耍 せす、 我の 友なる 天使 は寶 座に 近く 我が 爲 めに 祈る、 

我に 糧 あり、 ®^ 書に 在り、 我に 力 あり、 祈 禱に存 す、 我 は單獨 にして 世界 を 相手に 戰ひ 得るな り 。(三 

ガ〕 

我の 證明者 

我の 證明者 第一 は 我 自身な り、 我 は已を 欺か ざらん と 欲す、 我の 良心に して 我 を 許せば 我 は 衆人の 

する 所と なる も 可な り。 

我の 證明者 第二 は 我の 神な り、 若し 彼に して 我と 伴に 在 さば 何人も 我に 逆 ふ 能 はす、 我 は 小な り、 

然れ ども 神は大 なり、 我れ 神と 協同して 我 一 人 は 世界よりも 大な り。 

我の 證明者 第三 は 我の 事業な り、 人に 依る ことなく、 た 神に のみ 頼て 我の 就せ し 我の 事業 は 我 を 

祌と 人との 前に 義 とする 者な り、 我の 俾 へし 首 紫に 因て 罪 を悔ひ 改めし 者、 我の 宣 べし 福音に 因て 生 

人 叩に： 收 りし 者 は 我の 冕に して 我の 喜な り、 我 を 未来の 裁判に 於て 辯 護す る 者 は 彼等な り、 彼等の 我 を 

證明 する ありて 我 は 大膽に 神の 蕃 判の 前に 立た む。 (一一 一 =o 
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一一 It  任 

人 を-一- T ぜんか、 人 を 信ぜ ざらん か、 人 を 信ぜ ざれば 危險 少し、 然れ ども 人 を 信す る は 我に 益 あり、 

我は^^が心に於て同情の念の常に燃ぇんがために多くの危險を冒しても努めて人を信ぜんと欲す。(ーーー 

力) 

^に 悪人 多し、 然れ ども 其 中に 少數の 善人の 存 する あり、 我等 此少數 の 善人 を辨 はんため に 努力す 

べし、 多数の 嘲笑 罵晋の 如き 河 ぞ 夫れ 意と する に 足らん や。 (S 

絕對 的眞理 

现は i に 非す、 M なり、 哲现に 非す、 宗敎 なり、 敎義に 非す、 人格な り、 絕對 的眞理 はキ： ィ ェ ス 

キリスト なり、 彼に 聽き、 彼に 傚 ひ、 彼 を じて 吾等に 眞理と 生命と あり、 彼に 於て 之 を 索め すして 

宇宙に 於て 之 を 採らん と 欲する が 故に^ は 永久に 眞现 を^ 出し 能 はざる なり (約 翰 傳十叫 章 六 節)。 

天才と 信仰 


余 は： 大才に 非す、 神 を 信す る 者な り、 余 は 余の 本来の 性に 備え 附 けられし 才能に 依て 事 を爲す もの 

にあら すして、 日々 信仰に 依て 神より 受 くる 能力に 依て 萬 事に 當る 者な り、 天才の 人 は 神 を 離 Ir- て も 

尙 能く 獨り事 を 爲すを 得べ し、 然れ ども 信仰の 人 は祌を 離れて 何事 を も 爲す能 はす、 基督 曰 ひ 給 はく 

「爾曹 我 を 離る、 時 は 何事 を も 行し 能 はす」 と (約 翰傳 十五 章 五節)、 余が 天才の 人に あらざる 確證 

は 余が 基督 を 離れて 何の 善き 事 を も爲し 得ざる に^す。 (五月〕 

信仰の 解 

信仰 は 自信に 非す、 祌を 信す る ことなり、 世の 謂 ゆる 確信に あらす、 神に g る ことなり、 信 卬は依 

頓の 精神な り、 而 かも 人に 依頼す るに あらす して 全能なる 父なる 神に 依賴 する の 精神な り、 世 を 根本 

的に 革め しもの は此 精神な りき、 而 して 今尙ほ 更に 之 を 改め 得る もの は此 精神な り、 神に 縫る の ：！^ 頓 

心 有て 始めて 眞 個の 獨 立と 威厳と 自尊と は あるな り。 (五月) 

萬 民 救濟の 希望 

かしら 

罪人の 首た る 余 を 救 ひ 得る 愛 は 如何なる 罪人 を も 救 ひ 得て 尙ほ餘 り あるべし、 余 は 余 を 救 ひ 給 ひし 

神の愛 を 以てして 救 ひ 得ざる 罪人の 場合 を 思惟す る 能 はす、 神が 世に 先 じて 余 を 救 ひ 給 ひし は 余 をし 

て 萬 民に 神の 救濟の 約束 を傳 へし めんが 爲 めなら ざるべ からす、 余 は 萬 民 救濟の 希^ を 余 自身の 救濟 

の 上に 置く 者な り。 (五月〕 
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信仰の 目的物 

平和 を 望む 勿れ、 キリスト を 望めよ、 一致 を む 勿れ、 キリスト を-ぼ： ム めよ、 熱心 を 望む 勿れ、 キリ 

スト を^め よ、 平和 も 一致 も 熱心 も 凡て キリストに 於て 存す、 キリスト は 信仰の 目的物な り、 彼 は 萬 

善の 所有者な り、 吾等 百難 を排 して 彼に 至るべし、 然 らば 凡の 善き もの を 彼に 在て 有つ を 得む。 (五月) 

至高の 愛 

余 は 生れながら にして 暗き を 好む 者な り、 然るに 神 は 余 をして 彼の 光明の 一端 を 仰ぐ を 得さし め 給 

へり、 余 は 生れながら にして 死に 倾く 者な り、 然るに 神 は 余 をして 生命に 向 ふ を 得さし め 給へ り、 神 

は 余の 意嚮 如何に 關 はらす、 余 を 救 はんとし 給 ひつ & あり、 神の愛の 人の 愛よりも 高き は實に 天の 地 

より 高き よりも 高し。 (五月) 

希望の 土 臺 

余 は 福 昔の 宣傳 者に して 商人 义は 官吏なら ざるが 故に 神の 救^に 與 からん と は 思 はす、 余に して 若 

し 幸に^ はる \ を 得ば 是れ 偏に 神の 恩寵に 由て なり、 余の 職業、 余の 品性、 余の 行 働、 余の 階級、 余 

の 學問等 は 余の 救濟に 何の 干 はる 所 あるな し、 余 は 余の 救^の 希望 を單に 神の 無限の 愛に 置く 者な り 一 

(五月)  ， 


世 を 救 ふの 途 

〇 世 は 罪惡を 以て 充 たさる、 而 して 余 自身が 罪人な り、 罪人の 身 を 以て 罪 惡の世 を 潔 めんと 欲す、 何 

物 か 之に 勝る の 難事 あらん や。 

〇 故に 若し 余に して 世 を 潔 めんと 欲せば 余 は 不可能 事 を 企る 者な り、 余 は 余 自身 さへ も 潔め 得ざる 者 

なり、 ； W して 他人 を や、 況して 社會を や。 

〇 余 は 唯 福 昔 を唱へ 得る のみ、 而 して 之 を 以て 余 自身 救 はれながら 之 をして 世 を 救 はし めんの み、 余 

は 福音の 器具た らんの み、 而 して 福 昔 をして *1 を 救 はし めんの み。 (五月) 

余 を 毀ち 見よ 

余 を 毀ち 見よ、 然 らば 其 時 余の 幅 昔の 光は揚 らん、 人が 余を崇 むる 間 は 余の 說く 福音 は 崇められす、 

余が^ 無に 歸 する 時に 余の 救 主の 榮光 は顯 はる i なり。 (五お) 

健全なる 思念 

事業の 困難 を 思 ふべ からす、 亦 我の 荏 弱 を も 思 ふべ からす、 神の 全能なる を 思 ふべ し、 其 恩 惠の無 

限なる を 念すべし、 去らば 事業の 困難 は 失せて 我等 は强き 者と ならん。 (六月) 
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神 命を俟 つのみ 

我に して 若し 神の 事業 を爲し 得すん ば 何事 を も爲さ るに 若 かす、 我に して 若し 神の 言 を 語り 得す 

んば 何事 を も 語らざる に 若 かす、 神に して 若し 我に 無爲と 無言と を 命じ 給 ふなら ば 無爲と 無言と は 我 

が此 世に 於て 爲し 得る 最大 事業なる を 知らん、 旣に 我意に 於て 死した る 我 は 神の 命な くして は 動か ざ 

るべ し、 然り、 動き 得ざる なり。 (六月〕 

大 なる クリスチャン 

余 は 或 時は大 なる 著述家た らんと 欲す、 又 或 時は大 なる 慈善家た らんと 欲す、 更に 又 或 時は大 なる 

說敎 家た らんと 欲す、 而 うして 大 なる クリスチャンた らんと 欲する こと 甚だ 稀な り、 大 なる クリス チ 

ヤンと は 些少の 野心 をも蓄 へざる 者な り、 神の 聖旨 を 行さん とする より 他に 一 つの 計 畫をも 立てざる 

者な り、 無心 無愁の 者に して 順 ふ を 知て 求む る こと を 知らざる 者な り、 余 は 知る 服 從此に 至る にあら 

ざれば 余 は 神の 前に 犬なる 者と なりて^に 大 なる 事 を爲す 者と 成る 能 はざる こと を。 (六 X：〕 

道 德と宗 敎其ー 

道德は 自省な り、 宗敎 は自捐 なり、 道德は 己に 恃み、 宗敎は 他に 仰ぐ、 自ら 潔く せんとす る は道德 

なり、 神に 聖 めら れんと する は宗敎 なり、 道德は 傲慢に 終り 易し、 宗敎は 瀬惰に 流れ 易し、 岩の 如く 


に 冷 かにして 而 かも 堅き は道德 なり、 花の 如くに 軟 かにして 而 かも 慕 はしき は宗敎 なり、 岩 は 玉と な 

りて 碎 けん、 而 かも 花 は實を 結んで 世 を 益して 萬 世に 至らん。 (六月) 

道徳と 宗敎 其 二 

道 德は道 を 以て 迫り、 宗敎は 愛 を 以て 勸む、 道德は 命令し、 宗敎は 懇願す、 道 德は外 を 制して 中に 

達せん とす、 卽ち 求心 的な り、 宗敎 は內を 化して 外に 及ぼさん とす、 卽ち 遠心 的な り、 道德は 法に し 

て、 宗敎は 情なり、 道 德は罪 を 怖れし め、 宗敎は 之 を 憎まし む、 風儀の 改善 は 道 德に屬 し、 良心の 洗 

淨は 宗敎の 業な り、 二者 其 活動の 域と 方法 を 異にす、 宗敎は 道 德の好 果を牧 め 得べ し、 然 りと 雖 ども 

道德は 宗敎の 域に 達する 能 はす。 (六お) 

不幸の 極 

病む も 可な り、 余 はた 5- 神の 聖意を 知らん と 欲す、 貧す る も 可な り、 余 はた 神の 聖意を 知らん と 

欲す、 人に 憎まる k も 可な り、 余 はた 神の 聖意を 知らん と 欲す、 余の 不幸の 極 は 神の 聖意を 知り 得 

ざるに あり、 余 は 疾病 を 怖れす、 孤獨を 怖れす、 余 はた^ 神に 棄られ て其聖 意の 余に 傳 へられ ざるに 

至らん こと を 怖る、 神よ、 願く は 余に 如何なる 患 苦 を 下し 給 ふと 雖も汝 と 余との 間 に靈の 交通 を遮斷 

し 給 ふ 勿れ。 (六月) 
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赦免の 刺 

余 は 未だ 能く 神の 何者た る 乎 を 知らす、 然れ ども 其 余の 惡を 憎み 給 ふに 優て 余の 善 を 愛し 給 ふ 者な 

る や 敢て疑 ふべき にあら す、 余が 終末の 栽 判の 日に 於て 神の 前に 立つ や、 余の 悲歎 は 余の 悪の 多き 事 

にあら すして、 余の 善の 齡き 事な らん、 而 して 余 は 其 時 余の 豫想 に反して 愛なる 神が 余の 犯せし 凡て 

の惡を 忘れ 給 ひて、 唯 だ 余の it せし 些少の 善 をのみ 記憶し 給 ふを發 見して 驚愕の 念に 堪え ざらん、 

「神の 恩 惠の廣 き は 海の 廣 きが 如く 廣 し、」 吾等 神の 忿怒に 就ての み 念す る は 誤れり、 神 は 忿怒の 神 

に 非す、 恩惠の 神な り、 卽ち 赦免の 神な り。 (六月) 

愛の 世界 

神に 愛せら る k に 至る が 人生 第一 の 目的な り、 此 目的に 吾人 を 達せし めんがた めに 神 を 信じて 世に 

憎まる. 1 の 必要 生じ、 義を 守て 人に 嗍 けらる &の 必要 起り、 善を爲 して 却て 惡人視 せらる K の 必要 は 

出しな り、 世に 患 苦と 稱 へらる k もの は 皆な 吾人 をして 神に 愛せられし めんがた めに 在る ものな り、 

故に 吾人 は 神 は 愛な りと 云 ひ、 宇宙 は 愛の 機關 なりと 唱 ふるに 禱 路 せざる なり。 (六月) 

申 力 

^ も 

を 信ぜよ、 去らば 神 は汝の 必要に 應 じて 凡ての 善き 物 を 以て 汝を惠 まん、 或は 天来の 思想 を 以て 


或は 外来の 友人 を 以て、 或は 意 はざる に汝に 臨む 凡ての 恩惠の 手段 を 以て 彼 は汝の 事業 を輔 けん、 汝 

の 目下の 境遇 を 以て 汝のカ を 量る 勿れ、 汝は 信仰 を 以て 神の 力 を汝の 力と 爲すを 得べ し、 多く を 望め 

よ、 蓋 は 天に 在す 汝の父 は 其 恩 惠の寶 庫 を 開いて 汝の來 て 之 を 求めん こと を 待ちつ & 在り 給へば なり。 

(六 ハ〕 

貨を 積む を 要せす、 善 を 積まん かな、 產を 作る を 要せす、 友 を 作らん かな、 萬 人に 向て 好意 を 表し、 

何人に 對 しても 悪意 を 挾ます、 仁慈 を 水の 如くに 流れし め、 公義 を 雨の 如くに 注がし め、 讚歌 ひつ、、 

活 働きつ \、 祝福み つ、、 我 は 我が 短 かき 此 生涯 を 過さん かな。 (六月) 

幸福なる 我れ 

我が 敵 は 我 を 苦 めんと し、 我が 神 は 我が 敵 を 以て 我を惠 まんと す、 我が 敵の 譎計は 凡て 我 を 導く の 

攝理と 化し、 我 は 彼等に 憎まれて 却て 幸福なる 者と なる、 幸福なる は 萬 事 を 神に 任した る 我に ぞ ある。 

(九月) 

我が 武器 

我 は 我が 劍に 依て 勝つ にあら す、 我 は 我が 臂のカ を 以て 我が 敵を仆 さす、 我 をして 勝た しむる 者 は 
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エホバな り、 我 をして 萬卒に 勝る の 勇者たら しむる 者 は 祌の靈 なり、 萬 軍の 主、 我が 衷に 宿りて 何人 

も 我が 前に 立つ 能 はす、 我 は 永遠に エホバの 名 を 讚美 せん (詩篇 第 w 十四 篇參考 )。 (九") 

と祈禱 

我れ 弱き 時 は 獨り靜 かなる 山に 人り、 其處に 我の 磐に して 我の 救 主なる エホバ の 神に 我が 祈 禱を以 

て 接す。 而 して 見よ、 入る 時には 弱 かりし 我 は强き 者と なりて 出で 來る なり、 偉大なる かな 山の 勢力』 

量るべからざる かな 祈 禱の效 BT 山と 祈禱と ありて、 人世 は 苦痛の 谷に 非す。 

我れ 山に むかひて 目を舉 ぐ、 我が 扶助 は いづこより 来る や、 我が 扶助 は 天 地 を 造り 給へ る エホバ 

より 来る (詩篇 第 百 一 一十 一 篇)。 (九 ガ) 

輿論の 勢力  . 

我 は *1 の舆 論なる もの を怕れ たりき、 我 は單身 之に 當る能 はすと 想へ り、 我 は 其 威力の 下に 爾 せら) 

れて、 我が 全 性の 發達は 之が ために 妨げられたり。 

然れ ども 人類 を 造り 給 ひし 神 は 我 をして 輿論に 勝つ こと を 得さし め 給へ り、 我 は 神の 全人 類よりも 

大 なる を 知て、 我 は 神に 賴 りて 輿論 以上の 者た る を 得たり、 然り我 は 我が 救 主に 依て 世に 勝つ こと を- 

得たり。 

. 來れ 輿論： . 來れ 迷信に 沈める 社會、 汝の 古き 習慣と 淺き道 德とは エホバの 一一 百に 抗 する 能 はす、 彼 一 


に 依る 我 は汝の 勢力 以外に あり。 (九月) 

眞 正の 敎育者 

大 政府の 文部省が 百年 を 消費して 爲す能 はざる 事 を 我 は 一 囘の 說敎を 以て 爲すを 得るな り、 大哲擧 

者が 終生の 努力 を 以て 遂行し 能 はざる 事 を 我 は 一分 時に 於て 爲すを 得るな り、 我の 弱 を 以てして 彼等 

の强を 以てする も 爲し能 はざる 事 を爲し 得る は 抑々 何の 理に 由る や。 

我に 基督の 福 昔 あれば なり、 人の 隱れ たる 您を現 はし、 之 を 放 解す るの 能力の 我に 委ねられ たれば 

なり、 而 して 是れ 爵位と 共に 人に 附與 せらる.^ の 能力に 非す、 叉學 位と 共に 學 者に 授けら る& の特權 

に 非す、 是れ 神の 子 を 信す るより 來る大 能な り、 而 して 天より 此 能力 を附與 せられし 者が 終に 國民を 

救 ひ、 之に 最高の 智識 を與 ふる 者な り、 眞 正の 敎育者 は實に 基督 信徒な り。 (九 00 

扶助な き 我れ 

我の 敵 人 は 我に 就て 日 ふ 「彼の 事業 は道德 的た るの み、 政府の 之 を 保護す るに 非す、 貴 顯の之 を 恩 

助す るに 非す、 彼の 過失 を列擧 して 世の 彼に 對 する 信用 を 傷 けんか、 彼の 事業 は 一 撃の 下に 之 を 毀つ 

を 得べ し」 と、 斯くて 彼等 は 我 を 蔑視す る こと 甚 しく、 我等 を 以て 甚だ 與 かり 易き 者と なせり。 

然れ ども 弱き が 如くに 見 ゆる 我 は 彼等が 想 ふが 如き 弱き者に 非す、 我を說 かすして； 大地の 造 中： なる 

神 を 說く者 は 天地が 失する と雖も 失する 者に 非す、 我が 敵 は 其 毒 乎 を 以て 我が 事業 を 毀つ を 得ん、 然 
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所  ほ  九 0 

れ ども 我の 說 きし 理は其 地上の 結構 を 毀 たれて 却て 愈々 益々 其 生活力 を增 し、 世 は 終に 之に 堪 ゆる 

能 はざる に 至る、 基督 其 敵に 答へ て HI く 「爾曹 この 殿 を 毀て、 我れ 三日に て 之 を 建てん」 と (約 翰傳 

二 章 十九 節) ^に 永久の 性 を 有する 者に して 神 を 宿す 人の 靈の 如き は あらす。 (九月) 

謙 遞と意 氣地無 

謙遜 なれ、 柔和 なれ、 然れ ども 意氣地 無た る 勿れ、 謙遜 は： 氣 なり、 然れ ども 意 氣地無 は 卑怯な り、 

二者 其 外貌に 於て 相似て 其 內容に 於て 全く 本性 を 異にす、 而 して 世に 所謂る 基督 的 謙遜なる ものにし 

て、 卑怯の 結 茶なる もの 多し、 我等の 謙遜 をして 有り 餘 るの 能力 を 有する 者の 謙遞 ならしめ よ、 世の 

壓迫を 怖れて 萎縮す るの 謙遜 (退 縮) ならしむ る 勿れ。 (九 》o 

秋の 到來 

秋の 到来と 同時に 吾人 をして 硏學の 人たら しめよ、 夏 は 感情の 季節に して 秋 は 思考の 時な り、 夏に 

於て 吾人 は 感じ、 歌 ひ、 信じ、 愛せり、 秋に 於て 吾人 をして 學び、 究め、 信仰の 理由 を 探り、 愛の 泉 

源に 達せし めよ、 夏の 成長 をして 秋に 於て 熟さし めよ、 天然 は爾か 要求す、 吾人の 情 性 も 亦爾か 要求 

す。 (十月〕 

信と 學 


信 は 人 を 深く し、 學は 彼を濶 くす、 信な きの 舉に 熱な し、 畢 なきの 信に 光な し、 信 を 以て 荒 を拓 

き、 學を 以て 之 を 田園に 化す、 信の みの 信仰 は 粗野た る を 免 かれす、 舉を 以て 之 を 研磨す るに 至て 信 

は 始めて 溫雅 たる を 得るな り、 學の^ 傲に 失し 易き の 理由 を 以て 吾人 は 其 探究 を 怠 るべ か ら す。 (十 月) 

信仰と 偏執 

信 は 感情な り、 其 最も 高尙 にして 最も 激烈なる 者な り、 信 は 邪 慾を燒 き、 罪 念を滅 す、 然れ ども 信 

仰 の 熟 火 に し て 若し 能く 智識 の 冷光 を 以て 制限 せらる，^ にあら ざれば 其 延びて 燒く ベから ざる もの を 

も 燒き盡 すに 至る こと 往々 にして あり、 智識の 敎導 なくして 信仰 は 偏執に 失し 易し、 吾人の 信仰 をし 

て 美 はしき 天然の 眞 情を滅 する に 至ら ざら しめよ。 (十月) 

本誌の 性質 

是れ 聖書の 研究な り、 我が 主張の 發 表に 非す、 叉必 しも 信仰 養成の ための 機關に 非す、 聖 の 研究 

なる が 故に 余輩 は 之 を 以て 最も 正格に 最も 忠實に 聖書の 記述す る 眞理を 世に 紹介 せんこと を 欲す、 聖 

書の 研究なる が 故に 余輩 は 余輩の 理性に 訴 へて 深く 且つ 廣く之 を 究めん と 欲す、 聖書の 研究 は 宗敎家 

の 熱心と 科舉 者の 精密と を 要す、 一 一 者 其 一 に缺 乏して 本誌の 目的 を 達する 能 はす。 (十月) 

信仰と 無學 
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若し 吾人の 信仰に して 吾人 を 新 智識に？^  くに あら ざれば 是れ 吾人の 信仰の 眞侗の 信仰に あらざる 確 

jj;!^ なり、 信仰 は 道念の みに あらす 亦 光明たり、 神 を 信じて 更に 多く 學 ばんと 欲する の 志 を 起さ る 者 

は 朱だ眞 正に 彼 を 信ぜざる 者な り、 無舉を 以て 滿足 する 者 は 偽 信者な り、 信仰と 無舉 とは兩 立し 得べ 

き 者に 非す。 (十月〕 

智識の 靈 

聖靈 一 名、 之 を 智慧 聰明の 靈、 才能の 靈、 智識の 靈と稱 す (以赛 書 十 一 章 一 一節)、 吾人 は ssiK に 

依て 吾人の 惡を 認め 心 を 潔め、 救扬を 全うする に.^: まらす、 jfii: 人 は 亦 之に 依て 萬 事を究 知り 又 神の 

深 事を究 知るな り (哥林 多 前書 二 章 十 節)、 依て 知る は 宗敎の 精神た るに 止まらす して 亦 科 寧 

學の 精神た る こと を、 H ホバを 長る、 は 智識の 木な り (箴言 一 章 七 節)、 眞理の 探究 は其總 ての 方面 

に 於て 聖霊の なる 援助 を 要す。 (十 力) 

聖 靈 の 恩賜 

聖蘯は 吾人の 最も 乞 ひ 求むべき ものな り、 然れ ども：： y れ 神の 恩賜なる が 故に、 吾人の 請求して 必し 

も 之 を 獲 取し 得べき ものに あらす、 神に して 若し 其聖 意に 適 ひて 豊かに 之 を 吾人の 上に 降し 給 はんか、 

吾人 は 感謝して 之を受 くべき なり、 然れ ども 若し 神に して、 其聖 33 のま、 に 八：' 日 之 を 吾人に 下し 給 は 

ざらん か、 吾人 は 祌の從 順なる 小 供と して 咬く ことなく、 謹んで 彼の 之 を 下し 給 ふの 時を俟 つべき な 


り、 聖霊の 恩 化の 他人の 上に 降て 我が 上に 降らざる を 見て、 神 を 恨み、 我に 就て 失 する が 如き は 未 

だ 信 神の 祕密を 探り 得し ものと 稱 すべから す、 保羅 曰く 「己の 子を惜 ますして 我 倚 衆の 爲に之 を 付せ 

る 者 は豈か 彼に 併て 萬 物 を も 我 倚に 賜 は ざらん 乎」 と (羅馬 書 八 章 三 二 節)、 聖靈の 恩賜に 於ても 亦 

爾か あら ざらん 乎。 (十月) 

聖靈 降臨の 準備 

吾人 は自 から 求めて 聖靈を 樓る能 はす、 然れ ども 吾人 は自 から 進んで 聖靈の 恩賜に 接する 時の 準備 

を爲し 得るな り、 吾人 は 深く 聖書 を 究めて、 神の 聖 語に 吾人の 心の 耳 を 慣らし 得るな り、 吾人 をして 

吾人の 爲 すべき を爲 さしめ よ、 然 らば 祌は必 す 彼の 爲 さんと 欲する 所 を 吾人に 於て 爲し給 はむ。 (十 =0 

安全の 策 

聖書 をして 汝を 感化せ しめよ、 余 をして 之に 余の 感化 力 を 加へ ざら しめよ、 余に 感化 せらる k 者 は 

余の 驚る & と共に 幾 れん、 然れ ども 聖書に 依る 者 は 永久に 斃る& ことなし、 「其れ 人 は旣に 草の 如く、 

其榮は 凡ての 草の 花の 如し、 草 は 枯れ 其 花 は 落つ、 然れど 主の 道は窮 なく 存 つなり、 爾曹 に宣傳 へら 

る 上 i 音 は 乃ち この _道 なり」 (彼 得 前書 一 章 一 一四、 二 五節 )o  (十月〕 

大 誤謬 
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. ^を崇 拜し、 力 を 盲信す る^ は < ^より を學び 得ざる なり、 其 は 善なる 者 は 我れ 乃ち 我 衷に居 

ら ざる を 知れば なり (羅 咨七章 十八 節)、 余 は 余の 背後に 立つ 余の 祌を 世に 紹介 せんと 欲する 者な 

り， < ^は 彼の 使；^ なり、 又は这 話 器な り、 故に 人 は < ^を 通 ふして K に 金を使 役し 給 ふ 神 を 信すべきな 

り。 (十 力〕 

無識の 結果 

人の 3： たる を 知らす、 故に 祌の M たる を 知る 能 はす、 神の 3： たる を 知らす、 故に 人の 3： たる を 知る 

能 はす、 神の 何たる を 知らざる おは 敬？.： を 人に，： 1： て拂 ひ、 人の 3： たる を 知らざる 者 は 救 辨の神 を需め 

ん とせす、 祌に 依て 汝 等の 眼の かれん こと を 祈 求めよ、 然 らば 汝 等は顿 るべき 者に 賴 りて、 賴 るべ 

から ざる^に 親らざる におらん。 (十 =o 

愍 むべき 地位 

, ^は 敎< ^を 建てん とせす、 故に余は敎派的嫉；^のぉ：：^„ゅょり免かる、を得るなり、 余 は 人 を 救 ふに 方 

て 彼 を < ^の敎 に 收.： ^する の必. 要 を 認めす、 故に < ^は； i 昔の 自 由 傅道師 たる を 得るな り、 余 は擴. iij^ す 

べき 敎< ^を 有する 宗敎 {, ^の 地- 仅を悠 む。 (十 =o 


我に 我 あるな し、 祌、 我に 在て 働き 給 ふ、 我に 我が 言辭 あるな し、 我が 言 辭は祌 の言辭 なる 聖書な 

り、 我 は旣に 無き ものにして、 我の 今生け る は 我の 生ける に 非す して キリスト 我に 在りて 生けるな り 

(加 拉太書 二 章廿節 )o  (十月) 

1 一目 邻と實 力 

我が 弱き を 思 ふて 爲し得 ざらん と 信ぜん 乎、 我 は爲し 得ざる べし、 神の 强 きに 頼りて 爲し 得べ し 

と 信ぜん 乎、 我 は 爲すを 得ん、 爾曹の 信す る 如く 雨 前：： に 成るべし と 主 は 曰 ひ 給へ り (馬 太 傳九章 二 九 

節)、 神の 無限の 力に 賴 りて 我等 は 我等の 信す るが 如くに 諸の 事 を 爲すを 得るな り (腓立 比 書 W 章 十 

三 節)。 (十 ガ〕 

事業と 成功 

成る 事 は 成る 時に 至れば 成るな り、 急ぐ ベから す、 怕る ベから す、 唯 だ 神 を 信じて 俟 てば 足る、 ヱ 

ホ バを俟 望め、 然 らば 彼れ 汝を救 はん (箴言 一 一十 章 一 一一 一節)。 

成功 は 事の 成否に あらす、 信仰の 貫徹な り、 實に 神を俟 望む (信す る) 者は愧 しめられず (詩篇 二 

十五 篇三 節)、 終りまで 忍ぶ 者 は 救 はるべし (馬 太 傳十章 ニニ 節)、 我が 最大の 事業 は 最終まで 我が 

tE 仰 を 保全す る ことなり。 
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人の に if- を識ら すと 言 ひて 事業の 成功 を？ * する 者の さよ、 人 若し 全世界 を 得る とも 生命 を 喪 

は V 何の 益 あらん 乎 (馬 可 傳八章 三 六 節)、 中： の 許さ る 事業 は 事業に して 事業に あらす、 主の 賜 は 

ざる 成功 は 成功に して 成功に 非す、 主 キリスト は 事業の 生命な り、 主より 離れた る 成功 は大 失敗た * り。 

祌には 神の 事業 在て おす、 人 は 唯 だ 之に 參與 する の 特術を 許さる、 のみ、 <S か 主の 心 を 知りし、 勃 

か 彼と 共に k る こと を爲 せし や、 其 審判 は 測り 難し 其踪 は 索め 難し (羅馬 十一 隶三 三、 三 rais)、 

ぶ "等に 神と 共^^た る 能 はす、 マ；： や ti, は 亦 .t の^ 業の： ip. 助 者た る 能 はす、 吾等の 事業なる もの は 靑に神 

の 聖業を 宣べ傳 へ 其 作し 絵ヽる 事を考 ふること あるの み O^JI? 第 六 卜 ral 篇九節 )o  (十一月〕 

懲治的 患難 

我等 神 を 信す る 者に 取て は 患難 は懲： m なり、 是れ 我等 を 殺さん ための ものに あらす、 我等 を 癒し、 

我等 を 活かさん ための ものたり、 患難な き 者 は 神に 愛せられざる 者たり、 誰か 父の！ ® めざる 子 あらん 

乎、 衆の 人の 受 くる 懲治 にして 若し 雨曹 になく は 爾曹は 私生兒 にして 實 子に 非す、 又 我 悽の肉 體の父 

は 我 儕 を 懲らしめし 者なる に 我 儕 は 尙ほ彼 を 敬 ヘリ、 して 靈 魂の 父 を や、 我惜は 彼に 服 ひて 生 合 を 

受 くべき なリ、 …… 凡ての 懲治 は其當 時は悅 ばし きものに あらず、 否な、 反て 悲しと 意 はる 1 ものな 

リ、 然れ ども 之に 由て^ 辣 されし 者に は 後に は 平 康の果 を 結 はせ り、 卽ち義 の 結果なる 平 康の果 を 結 


ばせ り、 (希 伯來 書第士  一 so。 (十 I 月) 

患難と ras 惠 

患難 は 恩惠を 離れて 考ふ ベから す、 そ は 患難 は 恩惠の 一部分 なれば なり、 喊味を 和せ すして 甘 未 は 

せ 味なら す、 患難な くして 恩惠 は恩惠 ならす、 食に 藥 味の 必要なる が 如くに 人生に 患難 は 、必要な り、 

患難 ありて 始めて 人生に 香味 は 生す るな り。 (十二月〕 

無理の 要求 

人、 汝に 無理 を 要求す る 時に 汝、 喜んで 之に 應ぜ よ、 i 人が 汝に 無理 を 要求す る 時に 神 は 恩 惠を以 

て 汝に逼 りつ.. あり 給へば なり、 キリスト 信徒に 迫害 多き は 彼に 恩惠 多き が 故な り、 世が 彼より 普通 

？ は？？ ft??t.!??l。H? 以上の i の 加 はらん ためなり、 きかき AS* お、 • ま S 

聲は 之を譯 すれば 恩惠 慈愛の 語な り、 吾等 は 新しき 心と 共に 新しき 耳の 吾等に 與 へられん こと を^ こ 

祈らざる ベから す。 (十二月〕 

手段と 目的 

患難の ための 恩惠 にあら す、 恩惠 のた めの 患難な り、 患難 は 手段に して 恩惠は 目的な り、 患難 を以 

て 始まり 恩惠を 以て 終るな り、 一 の 患難 は 百の 恩惠を 招き、 短き 此 患難の 世 は 永遠 無窮の 恩 惠の枇 に 
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終る、 故に 我等 は 恩惠に 就て 思 ふこと 常にして 患難に 就て 考 ふること 稀れ ならざる ベから す、 そ は 神 

の 造化に 於て は 患難 は 其 最小 部分に 過ぎ ざれば なり。 (十 一 一月〕 

爭鬪 の眞因 

凡ての 惡事、 凡ての 怨恨、 凡ての 爭鬪は 神 を識ら ざるより 來る なり、 祌 を識ら す、 故に 人生 を識ら 

す、 人生 を識ら す、 故に 慰安な し、 安 慰な し、 故に 人を怨 む、 人を怨 む、 故に 爭鬪 生す、 神を識 らん 

と 欲せす して 人より 滿足を 要求す る は 無益な り、 そ は 世界の 人 を 舉げて 悉く 我が 意に 循 はしむ る を 得 

る も、 我が 衷心の 悲痛 は 依然として 存 すれば たり。 (十二月) 

此 世 

此世は 慰安 暢達の 世に あらす、 是れ疑 察 鞭撻 壓 抑の 世な り、 吾等 は斯 かる 世に 處 して 来らん とする 

誠 信喜樂 自由の 世に 入る の 资格を 作りつ \ あるな り、 世に 慘事 多き は 是れが ためなり、 惡人 多き も 亦 

是れが ためなり、 只 凡ての 事 は 神の 旨に 依りて 召 かれた る 神 を 愛する 者の 爲に 悉く 動きて 益 をな す を 

我 俸 は 知るな り Of 馬 書 八 章 一 一八 節)。 (十二月) 

迫害の 精神 

基督 宜 はく 「凡て 閼曹を 殺す 者自 から 祌に事 ふると 意 ふ 時 至らん」 と (約 翰傳 十六 章 二 節)、 彼等 


が 吾等 を責 むる は 吾等 を惡 人と 信じて なり、 故に 彼等の 迫害に 大に 吾等の 同情 を 表すべき もの あり、 

彼等 は 正義の ために 我等 を 殺さん とするな り、 社會 のために、 人道の ために、 然り 或る 場合に 於て は 

我等の 奉 信す る 基督 敎 のために 吾等の 生命 を 奪 はんとす るな り、 故に 彼等の 激怒に 一 片の 誠實の 賞す 

べき あり、 吾等 は 彼等の ために 祈て 彼等 を 憎むべからざる なり。 (十二月〕 

甚督 信徒の 徽章 

苦痛の 極 は 善を爲 さんと 努めつ、 ある 時に 人に 惡し 

く1^^はる、ことなり、 然^^ども：111^ れ キ リ ス ト の 

受け 給 ひし 苦痛に して、 吾等 は此 苦痛 を 味う ことなくして は キリストと 偕に なりて 彼の 王國に 入る 能 

はざる なり、 十字架 上の 苦痛と は斯 かる 苦痛 を 指して 謂 ふなり、 此 苦痛 は是れ キリスト 信者の 徽章な 

り、 是れ なくして 吾等 は 天國の 市民た る 能 はす。 (十二月) 

最大 幸福 

苦む 事 は 善き 事な り、 吾等 は 之に 依て 神 を 識るを 得るな り、 神を識 る：^"! り、 而 して 吾等 若 

し 苦します して 永生に 達する 能 はすと せば 何物 か 苦む 事に 優る の fiiS あらん や。 (十二月) 

至 言 

博士へ ン リ—、 バ ン ダイク 氏 近頃 其 聖職 を 返かん とする に 方り、 紐 育なる 氏が 永年 牧 せし 敎 會の講 
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所 0  一  Co 

壞 より Jl^l ベ て 曰く 

世に 三つの 異端 あり、 三つ 以上 ある ことなし、 ！ れ 今日 ある 異端に して 亦 世の 創始より ありし 異 

端な り、 其 第一 はへ n デの 異端に して 安逸と 功名と を 追求す るの 異端な り、 一 一は イス カリオ テの 

ュダの 異端に して 金錢 のために 其 救 主を资 るの 異端な り、 三 は 力 インの 異端に して 其 兄弟 を 憎む 

の 異端な り、 卽ち 名利の 異端、 貪慾の 異端、 憎惡の 異端、 是れ なり、 而 して 此 二十世紀に 於て 吾 

人の 前に 廣 たはる 所の 來 らんと する 凡ての^ 鬪と忠 難の 屮 より 唯 三つの もの、 み 熱 火の 鈸鍊 を經 

て！^ るべ し、 信、 愛、 是 なり、 卽ち人 を 神に 紫ぐ 所の 信、 人を來 世に 繁ぐ 所の 望、 及び 人 を 

神と 同胞と に繁ぐ 所の 愛是 なり、 是 等の 中 最も 大 なる もの は 愛な り 

と、 至言と 謂 ふべ し。 (十二月〕 

信、 望、 愛 

一 マ "と は 神の 誠 信 を 信す るの 信な り、 &ェと は 復活と 永生と 來 らんと する 神の 王國と を^むの なり、 

愛と は 十字架に 釘 けられ 死して 廳 りし キリストに 於て 顯 はれた る祌の 愛な り、 世に 勝つ 者 は 此の 三つ 

なり。 (十二月〕 

キリストの 愛 

如何なる 惡人 なりと 雖も キリス トに 在りて 彼 を 愛せん と 欲すれば 愛し 難き にあら す、 彼の 心に キリ 


スト を顯 はし、 彼 を キリストに 連れ 來 らんた めに は 吾等 は 如何なる 詬篤を も 忍ぶ を 得べ し、 吾等 キリ 

ス トを 離れて 惡人を 愛せん とすれば こそ 吾等の 愛の 不足 を 感じて 己れ の 弱き を責 むる なれ、 然れ ども 

神 は 人の 如くに 吾等より 無理 を 要求し 給 はす、 神 は 吾等に 「敵 を 愛せよ」 と 命じ 給 ひし 前に 敵 を 愛す 

るに 足る の 愛 を 吾等の ために 供へ 給へ り。 (十二月) 

萬 善の 甚礎 

神 を 信ぜす して 信 あるな し、 永生 を 望ます して あるな し、 キリスト を 愛せす して 愛 あるな し、 同 

胞 間の 信用 は 神 を 信す る 信より 起り、 永生の 希望 起り て 人生の 憂愁 は 凡て 拭 はる、 若し 夫れ キリスト 

の 愛に 至て は是れ のみが 純潔の 愛に して、 此 愛に 缺 乏して 父子 も駕 正の 父子に 非す、 兄弟 も 3 呉 正の 兄 

弟に 非す、 夫婦 も亦眞 正の 夫婦に 非るな り。 (十二月) 

獨特の 生涯 

我に 獨特 の歡喜 あり、 故に 神 は 我に 獨特の 忠難を 下し 給 ふなり、 人 は 我の 歡喜を 知る 能 はす、 故に 

我の 悲痛 を も 知る 能 はざる なり、 我が 生涯の 獨特 なる は 神が 我 を 特刖に 愛し 給 ふが 故なる べし、 故に 

我 は 喊んで 一一 目 はん 「来れ 獨特の 患難よ、 我れ 歡んで 汝を迎 へん」 と。 (十二月) 

歌の 供給者 
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或る時 我に 思想 絶えたり、 我 は 歌 ふに 歌な く、 語る に 言 群な きに 至れり、 其 時人 あり 來 りて 無情の 

劍を 以て 我が 心 を 刺せり、 我 は 甚く 苦痛 を 感ぜり、 我 は 悲鳴の 聲を 揚げたり、 然るに 視ょ、 彼が 残せ 

し 傷 n より 思想の 玉 泉 は 流れ出て、 我が 信仰の 眼 は 開け、 讚美の 歌 は 再び 我眷に 還りたり、 其 時 我 は 

痛める 我が 傷口 を 抑へ ながら 云へ り、 「無情なる 深切なる 敵 人よ、 汝は 我に 新しき 歌 を 供せ り」 と。 

(十二月) 

クリス マ スの聲 

是は キリス ト降 世より 七- k:: 餘年 前に ユダヤの 山地なる エルサレムの 丘に 於て 豫 一一 一一 n 者 ィザャ の 口 

より 揚がりし 聲 なり (以赛 亜 書 第 九 章に あり)。 

(一)、 今 は 困苦 を受 くれ ども 後に は 闇な かるべし。 

前に はゼ ブルンの 地、 ナフタリの 地 を 侮らし め 給 ひし かど も、 後に は 海に 沿 ひたる 地と ヨルダン 

の 外の 地と 異邦の ガリ ラャ に榮を 得せし め 給へ り。 

(二)、 幽暗 を 歩める 民 は 犬なる 光を視 たり、 死 陰の 地に 住める 者の 上に 光 は 輝け り。 

(一一 0、 汝民を ti し、 其 歡喜を 增し給 ひたれば、 彼等 は收穫 時に 悅 ぶが 如くに、 又 掠 物 を 分つ 時に 

樂 むが 如くに 汝の 前に 歡 ベり。 

S, そは汝 彼等の 負へ る 軛と其 肩の 笞と虐 ぐる 者の 杖と を 折り 給 ひたれば なり。 

(五)、 凡て 亂れ戰 ふ 兵士の 軍装と 血に 染みた る 衣と は 皆な 火の 燃料と なりて るべ し。 


(六、 七)、 我 儕の ために 一 人の 嬰兒は 生れたり、 我 倚の ために 獨の 子は與 へられたり、 政事 は 其 

肩に あり、 其 名 は 「驚嘆くべき 智謀 者」、 「大 能の 神」、 「永久の 父」、 「平和の 君」 と稱 へらるべし、 

其權 威と 平和と はい ゃ增 して 窮 なし、 ダビデの 位と 其國 とを嗣 ぎ、 之 を 治め、 公道と 正義と を以 

て 之 を 堅めて 世々 窮 なからん。 

萬 軍の H ホバ の 熱心 之 を 成し 給 はん。 

ホ  * 

此豫 首に 合 ひし 者 は ヨセフの 子と して 生れ 給 ひし ガリ ラャの ナザレの ィ H ス なり、 彼に 世の 人の 思 

MJ こしへ  二と 

ふ 所に 過ぐ る 智慧 ありたり、 彼 は 永久の 父と 性 を 同う せり、 彼 は 實に大 能の 祌 なり、 平和の 君な り、 

世 は徐々 として 彼の 權 威に 服し っ& あり、 彼の 公義が 水が 大洋 を掩 ふが 如くに 全地 を掩 ふに 至て 戰爭 

は 息んで 兵士の 軍装と 血に 染みた る 衣と は 皆な 火の 燃料と なりて 焚き 翁 さるべし、 彼の 光明の 達する 

所に は壓 制の 軛は 凡て 碎 かれ、 虐待の 杖と 笞と は總て 折らる、 彼の 民と 僕と は 日に 月に 歳に 增 しつ、 

あり、 彼の 大光は 最後に 生れし 者なる 我等 を も 照らせり、 失 Slf: の 死 陰の 谷に 住める 我等 を も 照らせり、 

さかえ  くるし ふ  しはら..、  や ふ 

神 は 偶像 國 よと 侮られし 此國 にも 榮を 得さし め 給へ り、 今 は 尙ほ苦 困 あり、 然れ ども 暫時に して 闇な 

かるべし、 「歡喜 は 朝と 同時に 来る」、 光明 此國に 照り 渡る 時に 總 ての 淚は拭 ひ 去らるべし。 

*  本  *  * 

来れ 救 主よ、 来て 此國民 を 救 ひ 給へ。 (十二月) 
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所 ©  low 

福音 を說 くべ し 

世に 慘事 多き 耶、 福音 を說 くべ し、 世に 罪 惡 多き 耶、 一 i 昔を說 くべ し、 國を敕 はんと 欲する 耶、 幅 

音を說 くべ し、 社會を 改良 せんと 欲する 耶、 福 昔を說 くべ し、 福音 は 世 を 救 ふための 神の 能な り、 福 

音に 由て 救 はれす して 阈も人 も 未だ 救 はれざる なり、 福音に 由らざる 救濟は 凡て 偽 はりの 救^な り。 

(十二月〕 

福 音 の應用 

我が 說く； i 昔を應 用して 汝の 境遇に 處 せよ、 我れ が 福 昔 を說く 者なる が 故に 汝の 苦しき 境遇 を 避け 

て 我に 逃れ 来る 勿れ、 キリストに 緣 りて 直に 身 を 救 はれん と 欲 ふ 勿れ、 先 づ靈を 救 はれて 然る 後に 靈 

の 能 を 以て 自ら 身 を 救 はんこと を^め よ、 人 は 各自 其 境遇と 戰 はざる ベから す、 汝の 兄弟に 負 はしむ 

るに 汝の負 ふべき ffi 荷 を 以てする 勿れ (加 拉太書 六 章 五節 )o  (十二月) 

福 の 敎 r 小 

多く 學 ばんと 欲すべ からす、 神に 敎 へられん と 欲すべし、 然 らば 神 は 或は 書籍に 由り て、 或は 天然 

に 由り て、 或は 靈の默 示に 由り て 我等が 學 ぶべき 事 を 我等が 學び 得る 丈け 我等に 敎へ 給ぶべし。 (十二 

月) 


歲 末の 感謝 

歲將 さに 暮れん とす、 ァ、 我が 神よ、 我 は 重ねて 雨に 感謝す。 

我 は 今年 も 亦 多少の 熱き 淚を 流したり、 人の 知らざる 多少の 苦き 杯を飮 みたり、 然れ ども 爾は我 を 

棄て給 はすして 我に 雨の 業を爲 さしめ、 ； L ぬき 我に 依て 爾の 福音 を說き 給へ り、 爾 は又此 小なる 雑誌 を 

持續 する を 得さし め、 雨の 聖書 を 我 國に廣 めしめ 給へ り、 斯くて 汝の 恩惠に 由り て 我 は 亦 無益に 此歲 

を 過 さ りし、 我に 取て は 是も亦 勝利の 一 年な りし。 

爾は 亦此歳 我に 爾の聖 3s に 就て 多く 示し 給へ り、 我 は 更に 傳 道の 決心 を 堅う せり、 我 はより 多く 我 

を 憎む 者の ために 祈る を 得たり、 我 は 主の 歡 喜に 充 たされて 喜んで 我が 敵の 要求に 應 する を 得たり、 

我 は 亦た 更らに キリストに 對 する 我が 信 を 堅う せり、 我 は 「批評」 なる 者 を懼れ すなり ぬ、 我 は 聖書 

に 示された る 救扬の 眞理の 人智 以上に 立つ 者なる を 悟る を 得ぬ、 我の 迷 霧の 滅退 すると 同時に 我の 確 

信は增 進し ぬ、 我 は 去年の 終に 比して 今年の 終の 我に 取て は 著しく 幸福なる 者なる を感 す。 

神 は 亦此歲 我に 新しき 多くの 兄弟 姉妹 を 與へ給 ひぬ、 此 扶助な き 我 を 使役し 給 ひて 多くの 贵き靈 魂 

を 彼の 寶 庫に 牧穫れ 給 ひぬ、 數十百 萬の 富と 數十百 人の 敎 役者と を 使用す る 傳道會 社に 勝る 事業 を此 

孤 獨賴邊 なき 我に 遂 ぐる を 得さし め 給 ひぬ、 北 見の 北端より 臺灣の 南端に 至る まで、 太平洋の 東岸に 

コ II ム ビヤ、 フレ ー ザ ー の兩 大河が 其 源を發 する 所より、 其 西岸に 於て 揚子江の 洪 河が 洋々 として 東 

に 向て 流る &邊に 至る まで 爾は 我に 祈 禱の友 を 與へ給 ひぬ、 我 は 今 は 孤獨の 人に 非す、 時 針 午後の 七 
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所 ほ  1 〇 六 

時 を 吿る時 は、 二 千 有 餘の靈 の 兄弟 は ー齊に 雨の 前に 跪いて 相互の ために 祈るな り、 世の 擧者は 我等 

の 愚を嗤 ふならん、 然れ ども 祈 禱は此 世に 於て 大事 をな せる を 我等 は 知る、 太平洋の 兩 岸に 跨がる 二 

千 有 餘の祈 禱の聲 が 天に 達せざる 理由 あらん や。 

歲將 さに 暮れん とす、 ァ、 我が 祌ょ、 我 は爾に 感謝す るの みに して、 他に 願 ふ 所 あるな し、 爾は我 

等に 我等の 祈願に 勝りた る 恩 惠を與 へ 給へ り、 我が 感謝の 杯 は 溢る、 我 は 永久に M ホバの 殿に 住まん。 

ァ ー メン (十二月) 
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新年と 新 希望 

新年と 共に 新 希望 を 得よ、 而 うして 新 希 は 之 を 基督 敎の 聖書に 於て 得よ、 是れ 空漠 無き に 等しき 

希^に 非す、 是れ 過去 二 千年間 文明 人 極 を 慰め 来りし 希望な り、 奮き 書に 歲 と共に 益々 新たなる 

理存 す、 之 を 信じて 人 は 悠久に 靑 春の 志 を 懍くを 得るな り。 (一 =o 

我の 富 


金と 銀と は 我に 有るな し、 然れ ども 我 は 貧しき 者に 非す。 

我 は 第一 に H ホバの 神 を 有す、 我は晝 となく 夜と なく 彼に 就て 思 ふ、 彼の 我を資 むる あり、 彼の 我 

を { 有 むる あり、 彼の 我を敎 ふる あり、 彼の 我 を 鞭つ あり、 我 は 寸刻 も 彼と 離れす、 善 を 爲す時 も、 愆 

て 罪 を 犯す 時 も、 學ぶ時 も、 敎 ふる 時 も、 彼 は 我と 偕に あり、 我 も 亦 彼 を 慕 ふなり。 

我 は 第二に 我が 救 主として、 兄弟と して、 同情者と して、 友人と して ィ H ス キリスト を 有す、 彼 は 

見えざる 神の 形 像に して、 人類の 理想の 事實 となりて 顯 はれし 者な り、 彼 を識る こと は 人生 を 識るこ 

となり、 歷 おは 彼に 於て 中心し、 人生の 意義 は 彼に 依て 解 せらる、 ィ H スを識 れるは 最大 智識 を 得し 

ことなり、 彼 を 友と し 持て 無意味なる 日と て は 一 日 もな きなり、 山な す 富 を 以てする もィ H スが 我等 

の 心に 供す る 寸時の 快 樂をも 得る 能 はす。 

我 は^ 三に 聖書 を 有す、 是れ 亦た 知識の 無盡藏 なり、 我れ 艱 める 時には 四蝠昔 書と 默示錄 と を讀む 

なり、 我れ 喜ぶ 時には 雅歌 を讀 むな り、 國 難に 際する 時には ィ ザャ、 M レミ ャ等 の豫言 書を讀 むな り、 

信仰の 衰 へし 時には、 保羅の 書翰 を讀 むな り、 心靜 かなる 時には ヨブの 書を讀 むで 人生 哲學 を稽 へ、 

箴言 を讀 んで處 世の 術 を 探るな り、 怒る 時 も、 泣く 時 も、 喜ぶ 時 も、 悲む時 も 我は此 書に 行くな り、 

我 は 此書を 有たざる 人 を 甚だ 憐れむな り。 

我 は 第 W に 我 天職と 信 i る 一 つの 事業 を 有.^、 是れ 神が 特別に 我に 與へ給 ひし 事業に して 他の 人が 

之を眞 似ん と 欲する も 得す、 又 我に 代て 之を爲 さんと 欲する も 得ざる なり、 我が 特殊の 事業なる が 故 

に 之に 世の 所謂る 競爭 なる もの. -附隨 する あるな し、 我 は 之に 據て 天下に 濶步 し、 或る 特別の 目的 を 
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以て 此 世に 生^す、 人のお 大？^ 兑物は 彼の-人 職たり、 之 を 知らす して 彼の 生；^ は 無意味な り、 我 は 幸 

にして 之を發 見したり と：； す (祌の 恩惠に 依て)、 故に 我 は 非常に 立 1: び、 總 ての 苦痛 を 忘れて 之に 從 

事す るな り、 人 は勞働 は苦勞 なりと 云へ ども、 我に 取て は K 力 働 は 快樂の なり、 我 は 金錢の 報酬な く 

とも 之に 從事 する を W るな り、 我が 今 * に 於け る 娃大の 快樂は 我が ロハ 母の K 力 鋤たり" 

我 は 第五に 多くの 善き 友人 を 有す、 彼等 は 利益の 友に 非す、 舉 問の 友に 非す、 亦た 必 しも 主義の 友 

に 非す、 彼等 は 信仰の 友に して 神と 救卞 -と„<*^?51- と 艱難と 歡 喜と を 偕に する 者な り、 我に 若し 我が 謁す 

る敎會 ありと 一； in はんに は 人 或は 我が 誠 K を 疑 ふ もの あらん、 然れ ども 無 敎<& 屮： 義を 執る 我に も 亦大な 

る敎會 あるな り、 共，^ 員と して はァゥ ガス チン あり、 ダンテ あり、 ル ー テル あり、 コ ロム ゥ エル あり、 

是れ實 に 徒の 交際に して 某^の 唯- の 敎< ^なり、 我 は 獨り此 世に 在て 戰 ふに 非す、 我 は 五大洲に 跨 

がる キリストの 敎< ^の 一員と して 戰 ふなり、 我の^;.止の兄^5-^妹は我が^を知る、 我 も 亦 彼等の 聲を 

知る、 而してキリストの愛の^法の外に何の；^條も紀^^も我等を縛るなく、 我等 は 唯 心 ilM の 奥 殿に 於 

て キリス 卜に 在て K に 相愛す るな り、 孤獨 なる が 如くに 見える 我 は； K 络の 里よりも 数多くの 友人 をお 

す、 此他更 らに神 を t£ する 〔や；^ あるな り、 機 娥を充 たす に；：^ るの 粒 あるな り、 而 して 總てを 冠す るに 

永生の希§:^1ぁるなり、 我 は寳に 「王の 子」 なり、 世の 富者に して 我に 勝る の 富者 あらん や。 (一月) 

勝利の 生！^ 

忠難を 避けん とする 勿れ、 之に 勝たん とせよ、 獨り自 から 之に 勝たん とする 勿れ、 神に 緣て 勝たん 


とせよ、 神が 患難 を 下し 給 ふ は 我等に 由て 其 能力と 恩惠 とを顯 はさん ためなり。 (一月) 

神 力の 試驗 

「憂き 事の 尙ほ此 上に 積れ かし、 窮り ある 身の 力 試め さん」 と は 山中 鹿 之 助の 歌な り、 「憂き 事の 

尙ほ此 上に 積れ かし、 窮 りなき 神の 力 試め さん」 と は 基督 信徒の 歌なら ざるべ からす、 我 儕 終日 繭の 

爲に 死に 付され 屠られん とする 羊の 如く せらる 也、 然れ ども 我 儕 は 我 儕 を 愛め る 者に 賴り總 て此等 

の 事に 勝 得て 餘り あり (羅馬 書 八隶三 六、 一；； 七 is) と は 基督 信徒の 實驗 なり。 (一 H0 

無理の 要求 

祌と キリス 卜と を 知らざる 者より 愛と 善との 多量 を 要求す る は 貧者より 金 を 要求す るが 如し、 彼等 

は 之 を 有せざる なり、 故に 之 を與へ 得ざる なり、 彼等に 迫て 之 を 要求す る は 彼等に 關 する 我等の 無識 

に 因る、 我等 は 宜しく 彼等に キリストに 顯 はれた る 神 を 示し、 然る 後に 彼等より キリストの 愛 を 要求 

すべ きなり。 ( 一 月) 

完全の 解 

我等 を 憎む 者に 善 を 爲すを 得て 我等 は 始めて 完全なる 者の 何たる か を 知るな り、 我等が 歡ん で此事 

を爲し 得る に 至る まで は 我等 は 未だ 父なる 神 を 知り 得たり と 言 ふべ からざる なり、 世に 我等 を 憎み、 
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篤り、 妬む 者 ある は 我等が 彼等に 由て k つ き 者と ならん が ためなり、 我等 は 彼等 を 厩 ふて 此 完全に 達 

する の 好機 を 逸すべからざる なり (馬 太 傳五章 K 十三 節 以下)。 (一月〕 

余と 余の 救 主 

余 は 何んでも 無い 者で ある、 然し 余の 內に寓 り 給 ふ キリスト は 萬 全の 君で ある、 故に 人が 余 を 憎む 

時には 余 を 憎む のであって、 余の 救 主 を 憎む ので はない、 亦た 余 を 愛する 時には 余の 內に寓 り 給 ふ 余 

の 救 を 愛する のであって、 余 を 愛する ので はない、 彼 は 必ず 盛んにな リ我は 必ず 表 ふべ し (約 翰傳 

三 章 三十 節) 彼が 全く s^l 于 兄て、 我が 全く 衰死す る 時に、 我 は 少しも 憎まる & ことなくして 全く 愛せ 

らる \ 者と 成る ので あら ふと 思 ふ。 广 一月) 

僞 はりの 敎師 

爲 はりの 豫言 者と は淺く 民の 傷を觀 し、 平康 からざる に， 平康、 平 康と言 ふ 者で ある (耶利 米 亞記六 

耷十 g 節)、 爲 はりの 傅 道 師とは 人に 悔改の 苦痛 を 供せ すして 善美なら ざる 性 来の 彼等に 向って 善美" 

善美と 言 ふ 者で ある、 聖書の 明瞭なる 敎 指に 從 へば 性來 のま、 なる 人 は 天國に 入る こと は 出来ない、 

(哥林 多 前書 十五 章 五十 節)、 搏 生の 苦悶 を經 ざる も 基督 信徒たり 得べ しと 敎 ふる 者 は 偽 はりの 基督 

敎を敎 ふる 者で ある。 (一月〕 


無 益の 悲歎 

志が 薄弱 なれば とて 歎く 人が 多く ある、 然し 人 は 何人に 限らす 意志の 薄弱なる 者で ある、 意志の 堅 

岡不拔 なる 者 は 神の みで ある、 爾 うして 人 は 何人も 神の 意志 を 以て 己が 意志と なすこと が 屮ぃ來 る、 我 

が 意志 を棄て 全く 神に 依り 賴 まば、 我等 は先づ 弱き者と なりて 然る 後に 非常に 强き 者と なること が 出 

来る、 此祕訣 を 知らす して、 只 徒らに 意志の 薄弱 を 歎く 者 は 無理 を 己に 要求して 其 成らざる を 見て 悲 

む 者で ある。 (一月) 

墓 督敎的 政治 

政界 は逐鹿 場裡に 非す、 是れ 同胞の ために 善を爲 すため の 所な り、 汝 基督 を 信じて 政治に 從事 する 

者よ、 此機を 利用して 汝の造 主の 榮光 を顯 はせ よ。 

基督 敎的 政治 は 平民 的 政治な り、 基督 は 平民な りし、 故に 平民に 忠實 なる は 基督に 忠實 なるな り、 

基督 を 信す ると 稱 して 王に のみ 忠實 にして 平民に 不忠なる は褻瀆 なり、 偽善な り、 余輩 は 貴族的 基督 

信徒なる 者の 存在 を 信す る 能 はす。 

公義 を 水の 如くに、 正義 を盡 きざる 河の 如くに 流れし めよ (亞麼 士書五 章 二 四 節) 正義 を もて 貧し 
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き 者 を；^ き 公平 を もて 國の 中の 卑しき 者の ために 斷定 をな すべし (以 荽亞書 十一 章 四 節) 王の 築え は 

民の 多き にあり、 牧 伯の 赛敗は 民 を 失 ふに ぁリ (箴言 第 十 s: 章 二八 節) 基督 敎の 政治 は總て 民の ため 

なり、 贫 者の ためなり、 率 人の ためなり、 s^, 書 は 政治 を 以て 一 大慈輕 事業と 見做すな り。 

ん小  * 

シャ ー レマ ンの 政治 も、 佛國の 力， I ル第十 ； の 政治 も、 コ 口 ムゥ H ルの 政： la も、 リン コル ンの政 

治 も、 ^に基督敎的政：^£と稱せられしものは^な、 貧しき 者、 壓 せられし 者、 社會 最下 勝の 者の ため 

の 政治な りし、 贵族 のために する 政治 は 神の 聖 意に 適 はざる 政治に して、 亦 贵族其 物の ための 政治に 

も あらざる なり。 ( 一 月) 

福音 官： 傳の 方法 

福 昔を說 けよ、 祌學 を說く 勿れ、 聖 誓を俾 へよ、 聖書 論を傳 ふる 勿れ、 基督と 豫ー百 者と 使徒と をし 

て 成るべく 多く 語らし めよ、 我等 をして 多く 語らし むる 勿れ、 成るべく 丈け 多く 聖書の 言 其 儘 を傳へ 

よ、 然 らば 聖靈は 露に 由て 傳 へられし 架 書の 首 を 用 ひて 罪に 沈める 多くの 靈魂を 救 ひ 給 ふべ し。 (一 

月) 

余の 社會 改善 策 

國家は 腐敗せ り、 然れ ども 余の 力の 微弱なる、 余 は 余 自身 さへ も 救 ふ 能 はす、 况 して 國家を や、 


故に 余 は 全能の 祌 をして 余と 國 家と を 救 はし めんと 欲す、 而 うして 余 は 神の 首 を 傅へ て此 大事 業 を 就 

さんと 欲す、 博士 デリッチ 曰く 神の 言 は 其 性質と 經歷 とに 於て 正義 を此 世に 行 ふための 神の 使者な り 

と、 而 うして 余 は 神の 使者なる 福音 を * に途て 余が 望んで 止まざる 雜惡 洗淨の 大業 を 遂げん と 欲す。 

(一月〕 

日本 國の 最大 要求 物 

鐵道を 作れよ、 然 らば 鐵道は 國家を 作らん と は 十九 紀の 中頃に 於け る英國 人の 標語な りし、 基督 

の 福音 を說 けよ、 然 らば 幅 音 は國家 を 作らん と は  一 一. r*: 紀 の 今日 吾人 日本人 の 標語なら ざるべ からす * 

曰 本 今日の 最大 要求 物は實 に純粹 なる 基督の 福音な り。 (一月〕 

基督と 社會 改良 

余に 基督 を說 かすして 基督 敎的 社會 改良 策を說 けと 要求す る 者 あり、 然れ ども 斯 かる 人 は 余に 無理 

を 要求す るな り、 基督 を 離れて 基督 敎的 政治 あるな し、 基督 敎的 社會 改良 策 あるな し、 然り、 基督 を 

說 くこと が 基督 敎的 政治な り、 基督 敎的 社會 改良 策な り、 余 は 彼等の 要求に 應 ぜんが 爲に 彼等の 要求 

せざる 基督 其 人を說 かんと 欲す。 ( 一 月〕 

革命の 希望 
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日本人に 依て 日本 國を救 はんと 欲 ふ 勿れ、 神に 依て 日本 國を敕 はんと 欲 ふべ し、 日本人の 多 數は詐 

欺師 なり、 偽善者な り、 收賄 者な り、 神の 聖名 を浪す 者な り、 我 儕 は 彼等に 依て 何等の 善事 を も爲す 

こと 能 はす、 然れ ども 神 は 日本人 全體 よりも 强し、 而 して 神 は 日本 國を 愛し 給 ふ、 故に 我 倚 は 神に 頼 

て、 日本人 多數の 意嚮に 反して、 我 倚の 愛する 此日木 國を救 ふ を 得るな り、 我 儕 は 腐敗せ る 日本人に 

依て 日本 國を救 はんとせ しが 故に 失 tltil せり、 然れ ども 今や 我 倚の en を 口 本人より 轉じ、 宇宙の 主宰に 

して 日本 國の造 主なる 神 を^み^ て、 我 倚は滿 腔の 希 を 以て 此 死滅に 瀕せる 我 國の救 濟に從 事す る 

を 得るな り、 我が 扶助 は 天地 を 造り 絵へ る ヱホバ より 来る (詩篇 百 廿ー篇 二 節)、 此 扶助 ありて 我 倚 

何事 を か 爲し得 ざらん や。 (二  =o 

勇氣と 責任 

神 は 必す此 國を救 ひ 給 ふべ し、 而 うして 彼 は 之を爲 すに 海軍 を 以てせす、 陸軍 を 以てせす、 政」 时を 

以てせす、 議會を 以てせす して、 我憐 如き 数 ふるに 足らざる、 塵埃の 如き もの を 以てし 給 ふべ し、 ヱ 

ホバは 救 ふに 劍と槍 を 用 ひ 給 はす、 其 は戰は エホバに 依れば なり (撒母；：^？前書十七章四七節)、 多く 

の 人 を もて 救 ふ も 少き人 を もて 救 ふ も エホバに 於て 妨げな し (同 十 叫 章 六 節)、 神に 依て 事を爲 さん 

とす、 我 倚 何ん ぞ 力の 强：； ^を？ 1； はんや。 (二月) 

慰藉と 獎 勵 


我 倚 神に 依て 事を爲 さんと する や、 神 は 我 倚 各自 を 慰めて 曰 ひ 給 ふ、 我れ 汝を 離れず、 汝を棄 てず、 

心を强 くし 且つ 勇め、 汝の 凡て 往く處 に 汝の神 偕に 在せば 懼る丄 勿れ 戰 g なかれと (約 書 Ig! 記 一章)、 

此 援助 ありて 戰陣に 立つ、 我 倚 何人 をか懼 れん、 何事に か戰  1? かん。 (二月〕 

我濟の 事業  - 

我 儕の 事業に 非す、 神の 事業な り、 祌の 事業なる が 故に 我 倚に 取りて は 最も 容易なる 事業たり、 我 

倚は祌 をして 我 倚の 手 を 執らし め、 我 倚の 口 を 啓かし め、 我 倚の 足 を 運ばし むれば 足る、 我 倚 は S か 

ら 何事 を も 爲すを 要せす、 我 倚 は 唯 神 を 信 すれば 足る、 而 うして 如斯 くにして 我 倚 は 英雄 偉人 も 企て 

及ばざる 大事 を 爲すを 得るな り、 微弱なる 哉 我 倚、 偉大なる 哉 我 儕。 (二月〕 

犬なる 事業 

神に 依て 爲す 事業 は 總て大 なる 事業な り、 神に 依て 爲せ しコ n ムゥ エル の 政治 は大 なる 政治な りし、 

神に 依て 畫 きし ラ フハ H ル の 搶畫は 犬なる 綺畫 なりし、 祌に 依て 彫み し ミケル ァ ンジ H  a 1 の 彫刻 は 

大 なる 彫 劍 なりし、 神に 依て 作りし 尸 ィ ドン、 ベ ー ト ー ベ ンの樂 曲は大 なる 樂曲 なりし、 神に 依て 施 

し i べスタ a ジ ー、 フ レ ー ベ ル の敎 育は大 なる 敎育 なりし、 神に 依らす して 大 なる 事 あるな し、 亦 神 

に 依らす して 大 なる 事 を 解す る 能 はす。 (二月〕 
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我に 我なる^ なから しめよ、 祌 をして 我なら しめよ、 我に 人なる^ なから しめよ、 キリスト をして 

我が 總 ての 人なら しめよ、 我に 我 あるな く 人 あるな く、 唯祌と キリスト とのみ ありて、 我に 悲憤 ある 

なく、 歡 喜の みあり、 我に 失 あるな く、 希 S にの み^し、 我は此 世に 在て 旣に 天の 人た る を 得るな り。 

(二月〕 

敵 を 愛する の 結 ef^ 

我 を！ W む 人 を 愛する の は 極めて 辛ら い^で ある、 然し是 れ中； キリス 卜の 命じ 給 ふ 所で ある 故に 我れ 

努めて 此 事を爲 せば、 視ょ、 天の 扉 は 我が 心の中に けて、 我 は 其 鹿に 有々 と 主 を其榮 光に 於て 見る 

ことが 出来る、 辛ら いことの 背後に は 最も 歡ば しい が gj^ れて る、 我等 は 何事に 關 はらす： &プん で 主 

の 命に 從 ふべき である。 (二月〕 

王 公 の 態 度 

負けて 勝ち、 W 附 けられて 立ち、 殺されて 活 くるの が 基督 信者の 生涯で ある、 主 キリスト は斯 くせ 

られて 勝ち a つ 復活し 給 ふた、 我 儕 彼の 弟子た る 者に は 之より 他に 勝利と 生命と に 達する 途は 無い、 

我 倚 は 天國の 市民であって、 此^に 籍を 置く 者で はない から、 此^の 人に 歡 待せられ やう 害 はない、 


而 かも 我 倚は此 世の 最終の 主人公で あるから、 我 倚 は 王公の 態度 を 以て 快く 此身 を^の 嘲-弁 讒 篤に 任 

かすべき である。 (二  =0  , 

善を爲 すの 途 

惡とは 神 を 離れて 存在す る ことなり、 神と 偕に 在りて 萬 事 萬 行 一 として 善なら ざる はなし、 我^ は 

悪 を 避けん とする より は 寧ろ 神と 偕な らんこと を努 むべ し、 然れば 我 倚 は il^ づ から 善 を 爲すを 得て 悔 

改の 苦痛 を感 する こと 無き に 至らん。 (二月) 

順逆の ニ途 

道徳 は 人に 善行 を爲 さし めんと し、 宗敎は 人 を 善人と 成さん とす、 善を爲 さしめ て 善人と 成さん と 

する は 逆な り、 善人と 成して 善を爲 さし めんと する は 順な り、 而 かも 宗 敎を說 く 人に して 逆なる 前の 

途を 取る 者 多くして 順なる 後の方 法を講 する 者 斟きは 歎すべき かな。 (二月〕 

神と 惡魔 

神 は扶掖 し、 惡魔は 挫折す、 神 は 善を視 るに 敏 くして 惡魔 は惡を 探る に 巧みな り、 善 を； 5^ して 惡を 

蔽 はんとし 給 ふ は 神な り、 惡を喂 らして 善を逐 はんとす るは惡 魔な り、 神の 前に 出で て 小善 も 幼芽の 

日光 を 受けし が 如くに 成長し、 悪魔の 氣 息に 觸れ て小惡 も大惡 となりて 顯 はる、 神 は獎勵 する 者に し 
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て 惡魔は 失 せし むる 者な り、 我 倚 は 神 を 愛して 惡魔を 怖る。 C: 月) 

人の 道と 神の 逬 

人の 道 は 雪の 如し、 白く して 敏し、 神の 道 は 日光の 如し、 輝きて 暖かな り、 潔，：：： なる は嘉 すべし、 

然れ ども 煌々 たるに 若 かす、 正義の， 溢暖 なる 者、 之 を 愛と 云 ふ、 我 倚 は 義人た るに 止まらす して クリ 

ス チャンた るべき なり。 (二月) 

勇 進 

悪に 染ま ざらん と 欲して 惡 人に 遠 かる は 可し、 然れ ども 善 を 以て 惡を拭 はんと 欲して 彼に 近く は更 

らに 可し、 我に キリス 卜の 愛な からん 乎、 我 はたに 我が 潔，：： の據 され ざらん こと を 努めん のみ、 然れ 

ども キリスト 我と 偕に ありて、 我 は；； に 非す 强者 なれば、 我 は 進んで 惡 人と 交 はり、 生命 を 腐蝕の 

中に 投 ぜんと 欲す、 希 はに を 以て 失 Slii の閱夜 を驅逐 せんと 欲す。 (二月〕 

救 拯の水 

正義と 言 ふ 勿れ、 恩惠と 言 へ、 淸掙と 云 ふ 勿れ、 赦免と 一一：； II へ、 正義 淸淨は 人に あるな し、 之 を 彼よ 

り耍 求して 我 儕 は 失^せざる を 得す、 然れ ども 神の 恩惠は 限な く^し、 其 淸淨は 翁く る ことなし、 神 

に 依て 人 を 救 はんと 欲すべし、 人に 依て *L を 救 はんと むべ からす、 人 を 抉け 世 を 救 ふの 途は單 に 神 


の 救 扬の水 をして 盡 きざる 河の 如くに 流れし むる にあり。 (二月) 

苦 業と 快事 

罪 を 叫ぶ の 苦し さよ- 巖に對 て 叫ぶ が 如し、 を赦 すの 樂 しさよ、 戀婦の 耳に if くが 如し、 喜びの 

音信 を傳へ 平和 を 告げ、 善き 音信 を 傳へ救 ひ を 告げ、 シ オンに 向て 爾の神 は 統べ 治め 給 ふと 曰 ふ 者の 

足 は 山の 上に ありて 如何に 美 はしき かな (以赛 ¥ぉ3 五十二 章 七 節)、 正義の 絶叫 者なら で赦 福音 

の宣傳 者なる 我の 天職 は樂 しき かな、 而 かも 我 は 幾 囘か自 から 好んで 正義 を 叫んで 福音 を傳 へす、 に! J 

香を棄 て、 茵藤を 撰む 者な り。 (二月) 

忿怒と 久耐 

恚憾と 忿怒と は 雜 惡には あらざる べし、 然れ ども 是れ大 なる 危險 なり、 故に 聖書 は敎 へて 言へ り 怒 

て 罪 を 犯す 勿れ、 怒て 日の 入る までに 至る こと 勿れ 惡 魔に 處を得 さす こと 勿れと (以弗 所 書 四 章 二 六. 

二 七 節)、 怒て 日の 入る までに 至る 時 は 義憤 も 却て 罪と 化し、 我 儕は惡 魔に 處を 得さし めて 彼 をして 

我 儕 を 支配せ しむる に 至らん、 我 倚 は 寧ろ 神の 榮 えの 權 威に 循 ひて 賜 ふ 諸の 能力 を 得て 強くな り、 凡 

ての 事 喜びて 恒忍 且つ 久耐 べきな リ (哥羅 西 書 一 章 十 一 節)。 (二月) 

聖徒の 完全 

明 K 一一： 十六 年  - - L 


忍耐 は 聖徒の 特性な り、 慈悲、 矜恤、 謙遞、 柔和 は 皆な 忍耐の 形 像な り、 愛 は輕々 しく 怒らす と 一石 

ふ (哥林 多 前書 十三 章 五節 〕、 我 儕の 口より 很毒、 喧 S の 言の 全く 跡を絕 つに 至て 我 倚 は 始めて 一大 こ 

在す 我 倚の 父の 完全き が 如く 完全し と 云 ふを等 るな り。 (二 力) 

絕對 的滿足 

神と 偕に 在る は樂 しき かな、 此：^！に靜止ぁり活動ぁり、 正義 あり 仁愛 あり 思考 あり 感情 あり、 圓滿 

と 完全と は 神に 在て 存す、 我に キリストに 顯 はれた る 神の 有る ありて 我 は 我が 總 ての 冀慾を たさん 

ために 天然 を 要せす、 亦た 人類の 社會を 要せす、 我 は 我が 神と 偕に ありて 絕對 的に 滿 足の 人」； り OS 
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聖書 を學 ベよ 

聖書 を舉 ベよ、 深く 之を學 ベよ、 博く 之を學 ベよ、 アポ。 の 如く^ 4、s-4. い^い^  (行¥ 卜、 

章廿 1)、 我等の 1SI れ なり、 n^isf^^^.^^-ff  2 弗 所 書 

六 章 十六 節)、 人の 我 5 信仰の 理由 を 問 ふ 者 あらん 乎、 我 儕は| を 以て 答 へんの み、 I は 我 儕 

の 代 辯 人な り、 之 をして 我等に 代て 答へ しめん 乎、 我等 は 如何なる I を も i せし むる を 得るな り。 


我の 要求 

神よ、 我に 聖言を 賜へ、 人 を 活かす に 足る の ざ n 辭を 賜へ、 我 はた 紙 を 塞ぐ に 足る の 言 を 以て 滿足 

せす、 我 は 神の 活ける 一 W 辭を耍 求す るな り、 た 一  ラ 2 にて 足れり、 人の 靈魂を 活かす に 足る 爾の 活け 

る 眞理の 言辭を 我に 賜へ。 (二月) 

大惡人 

衆 人 に惡 人と 見 ゆる 惡人 は大惡 人に 非す、 大惡 人の 大惡 人た る 所以 は 彼が 善人と 見 ゆるに あり、 

彼の 首 辭ゃ婉 なり、 彼の 風采 や 優な り、 彼 は 紳士の 如きに 見 ゆ、 然り、 彼 は 眞侗の 基督 信者の 如くに 

見 ゆ、 彼 は 劍を爵 さす、 彼の 婉 言の 中に 之を藏 す、 彼 は 多くの 人に 愛せら る、 彼を惡 魔な りと 稱ふ者 

あれば 世 は 擧て斯 く 言 ふ 人 を 排斥す、 彼を眞 性の 惡人 なりと 認め 得る 者は聖 靈の予 ふる 所の 智慧と 穎 

悟と を 有つ 者の み、 ^に發 見し 難き 者に して 大惡 人の 如き は あらす。 (二月) 

宥 恕 

慈悲、 寬容、 宥恕、 恆忍 …… 我 倚の ために 天に 蓄へ ある 所の 希 に 滿ち充 ちて、 我等 は此等 キリス 

ト 的の 美德を 以て 充ち 溢る k を 得るな り、 恕し 得ざる は 我に 空乏 あれば なり、 我れ 衷に 充實 して 宥恕 

は 易々 の 最も 易々 たる 事な り、 充 たされよ、 而 かして 容赦せ よ。 (二月) 
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所 ほ  二三 

信、 不信の 判別 

我に 罪 無しと 一一：；" ふ 者 は 罪人な り、 眞理 彼に 在るな し (約 翰 第 一 書 一 章 八 節)、 我れ 見 ゆと 言 ふ 者 は 

替 なり、 光り 彼の 衷 にあるな し (約翰傳九^3|.末節十 1^„，十節) 3!^^なき者は51|-を認むる者なり、 盲 を覺 

る 者が^ を 開かれし 者な り、 我 倚は此 準に 循て 信者と 不信者と を判刖 する を 得るな り。 (二月) 

無勢 力の 效カ 

我に 勢力な きこ そ 幸 なれ、 我に 勢力 あらん 乎、 我が 福音 は 勢力な きものと ならん、 福音の 勢力 は 我 

の 無力なる に 由り て顯 はる、 この 故に 我 は 寧ろ 欣 びて 自己の 弱き に 誇らん、 是れ キリストの 能力 我に 

寓 らん ためなり (哥林 多 後書 十二 章 九 節)。 (一二 月〕 

三位の 神 

我が 父 は 我 何の 主ィ H ス キリストの 父なる 神で ある、 我が 母 は 我が 訓慰師 なる 聖靈の 神で ある、 我 

が 兄弟 は 我が 靈 魂の 喷ト- なる ィ H ス キリスト である、 此 父と 母と 兄弟と ありて 我 は 獨り此 世に 在る も 

少しも 淋しく 感じない、 我 は： 二位の 神に 於て 我の 凡ての 慰藉 を 持つ。 0 一！ 月) 

我 を 憎む 者 


キリスト 我に 在り、 我れ キリストに 在りて、 我 を 憎む 者 は キリスト を 憎む 者で ある (約 翰傳 十五 章 

十八 節〕、 爾 うして キリス トを 憎む 者 は 今の 世に 於ても 後の世に 於ても 決して 榮昌 ゆる 者で はない、 

我は此 世に 於け る 我の 短 かき 生涯の 經驗に 由て 此 事の 甚だ 確かなる 事賁 である こと を曉 つた。 (ョ 

月〕 

聖旨に 近き 生涯 

キリスト 敎を 信ぜよ、 然れ ども 外國宜 敎師の パン を 食 ふ 勿れ、 日本 國を 愛せよ、 然れ ども 藩閥 政府 

の 米 を 食 ふ 勿れ、 パンの 伴 はざる キリスト 敎を 信じ、 米の 伴 はざる 愛國 心を懷 きて 我 倚 は 稍 や キリス 

トの 聖旨に 近き 生涯 を 送る を 得ん。 (一一 一 月〕 

我の 忠孝 

我 を 不忠な りと て 罵りし 者 は 我よりも 忠 ならす、 我 を 不孝な りと て 責めし 者 は 我よりも 孝なら す、 

我 を 偽善者な りと て 苦め し 者 は 我よりも 誠實 ならす、 キリス トに 倚り 賴む我 は 完全 を距る 未だ 甚だ 遠 

しと 雖 ども、 而 かも 世の 人よりも 聊か 忠且 孝且 善た る を 得るな り、 而 かも 是れ 我の 忠なるに 非す、 キ 

リスト 我に 在りて 忠なるな り、 我 の^なる にあら す、 キリスト 我に 在りて 孝なる なり、 感謝すべき か 

な。 (111 月) 
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絕對 的從驅 

人、 我を責 むる 時には 神、 我 を 抉け 給 ふ、 人、 我に 無理 を- *1 求す る 時には 祌、 我に 之に じて 尙ほ 

餘り あるの 恩惠を 下し 給 ふ、 祌が 我に 絶對的 從顺を 命じ 給 ふ は 之に 由て 我に 彼の 大能 を顯 はし 給 はん 

が ためなり、 故に 我 は 聖書の 一 百 辭其儘 を 服 牌 し、 人、 我が 右の 類を批 たば 喜んで 亦 ほかの 顿 を，/^ ら 

して 之に 向け、 一里の 公役 を强 ひなば 感謝して 之と 惜にニ  Sf 行くべき なり (マ タイ 傳 五の 三 丸、 g: 一) 

(ーーー月 ) 

交際の 苦 痛 

獨り祌 と 偕に 在る ことの 樂 しさよ、 此時 我は受 くるの みに して 與 ふること あるな し、 惠 まる、 のみ 

にして 惠 むこと あるな し、 此時我 は 恩惠の 中に 浴し、 我が全身の\^\^孔ょり之を我が衷に吸收するが如 

き感 あり、 此時我 は 11^ 貌の 山に 於け るべ テロの 一一 K を藉 力て ：！： ふ-王よ 我 惜こ に 居る は 善しと (マ タイ 

傅 十七の 闪)、 然れ ども 中： は 永く 我 儕 を そこに 留め 給 はす、 我 儕 を 世に 送て 我 倚の 受けし 恩惠を に 

頒 たしむ、 其 時 我 傅に 苦痛 あり、 心勞 あり、 我 儕 はに に 命ぜられて 止む を 得す 世と 交 はるな り、 自か 

ら：^ ん で，： 父 際 を 求めざる なり。 (二月) 

に . 恥辱の 源 因 


祌に賴 るべき 者が 人に 賴る 時に 恥辱 あり、 祌に賴 るべき 者 は 神の 外、 何者に も賴 るべ からざる なり- 

神に 賴 ると 稱 して 人に 賴るは 偽善な り、 祌は人 を 離れて^ 在し 給 ふ 者 なれば、 彼 は 人 を 離れて 依り 頓 

むべき 者な り、 神に 賴れ よ、 天地 を 造り 給 ひし 神に 賴れ よ、 諸の 權 威と 能力と を 離れて 神に 頼れよ、 

聖書に 彼 を 信ずる 者 は 辱められ じと 云へ り ( II マ 書 十の 十一)。 (一一 一お〕 

辯と 文 

人 は 我の 辯 を稱揚 す、 然れ ども 彼等 は 其何處 より 來り しか を 知らざる なり、 我 は 鍛練して 之 を學び 

得 ざり しなり、 我が 心に 大 慈の 動く ありて、 我が n は 啓かれ、 我が 舌は釋 かれ たれば、 我 は 自由に 我 

が 感動 を 語り 得る に 至りし なり。 

人 は 亦 我が 文 を稱揚 す、 然れ ども 我 は 文 を 修めし 者に あらざる なり、 神の 靈、 我 を 激し、 我 をして 

筆 を 執らざる を 得 ざら しめ 給 ひしが 故に 我より 多少の 文 は 出しな り。 

我の 辯と 文と は祌の ものな り、 祌を 離れて 我 は 無學の 徒な り、 啞 者の 類な り。 0 一一 月) 

我の 政治 

我に政治を；^^？れと勸むる者ぁり、 然れ ども 我 は 政治 を 語る 能 はす、 そ は 我は此 世の 屬 にあら ざれば 

なり、 我が 政治 は 天 固の 政治な り、 卽ち 慈愛な り、 和平な り、 矜恤 なり、 忍耐な り、 兵と 愁と權 と 勢 

と を 論す る 政治 は 我が 政治に あらざる なり。 (三月〕 
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所 ニー 六 

我の 改革 法 

我 は 政治 を改 むる 能 はす、 故に ィ H ス キリストの 一 i 昔を說 くな り、 我 は 社會を 革む る 能 はす、 故に 

イエスキリストの 幅 昔を說 くな り、 而 して 我が 說く 幅. W は 終に 社 會と國 家と を北ハ 根底より 改めん、 我 

は 新 社會の 地盤の 最 底の 石 を 据えん として 努めつ、 ある 者な り。 (三月〕 

事の 先 後 

難き 事 を 先き に爲 し、 易き 事 を 後に せよ、 易き 事 を 先き に爲 して 難き 事 は 終に 爲す能 は ざら む。 

深き 事 を 先き に 究めて 博き 事 を 後に 求めよ、 先き に 博き 者 は 終に 深き 者た る こと 能 は ざら む。 

博き は 幾れ 易し、 永く 保つ 者 は 深き ものな り、 始 より 廣闊を 叫ぶ 信仰に 永く 保つ 者尠 し。 (一一 一 no 

原稿 = 

原稿 H は來れ り、 鳴 呼 幸 ひなる 哉、 我 は. 冉び祌 の 首の 芳味を 味 はん、 味 ひて 之 を 我が 讀 者に 頒 たん _ 

我 は 神の つ 役者 なれ ども 我の 事業 は勞 役に 非す、 我 は n に 讚美 を唱 へながら 耀り 勇んで 獨り 我が 業に 就 

く を 得るな り。 (三 ガ〕 

獎 勵の聲 


我れ 福音宣 傅の 業 を 執る も w 人 も 我に 向て 祝意 を 表するな し、 我が 骨肉 も、 我が 親友 も、 社 會は勿 

論、 國家 も敎會 も、 我が 孤 獨の傳 道に 對 して は反對 なら ざれば 冷淡なる のみ、 然れ ども 何物 か 一 物 我 

が 心中の 底 深き 所に 在て 我が 事業 を 支持す るが 如し、 聲 あり 曰く 「汝は 永遠の 存在者と 偕に 立てり、 

世 は 悉く 失する とも 汝の 事業 は 滅びざる 可し、 惟 心を强 くし 勇み 勵め」 と、 我 は 其 時獨り 答へ て 曰 ふ 

「汝の 恩惠に 依りて 我 は 其 如く 爲 さん」 と。 (一一 一月〕 

永久の 勝利者 

兵 を 以て 敵 を 敗りし 者 はまた 敵の 敗る 所と ならん、 知 曰 を 以て 世に 覇 たりし 者 は 更に また 智者の 仆す 

所と ならん、 た 福音 を 以て I に 勝ちし 者の み 永久に 之に 勝ち得た りと いふべ し、 福 昔 は 進んで 退か 

す、 斯 世の 王國が 化して 神の 王國 となる まで は 其 進 步に止 息 あるな し。 (一一 一月) 

成功の 秘訣 

我れ 世に 勝て 神に 來る べきに 非す、 我 は 神に 依て 世に 勝つべき なり、 我れ 義人と なりて 神に 受けら 

るべき にあら す、 我 は 神に 依りて 義人と なるべき なり、 神に 依りて 智者と なり、 神に 依りて 勇者と な 

る、 嗚呼 我 は 今まで 成效の 秘訣 を 知ら ざり し、 我 は 活ける 水の 源なる 神 を棄て 壌れ たる 水 溜なる 自己 

に 頼りたり (耶利 米 is- 記 二の 十三)。 S3 
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萬 事の 要求 

我 は 今や 我が 萬 事 を 神より！^ 求す るに 至りし を 感謝す、 我が 信仰の みならす、 我が 智識 も 健康 も、 

我が 思想 も gg 力 も、 我が 處^ の 術 も、 衣食の 料 も、 凡て 之 を 我が 神より 要求す るに 至りし を 感謝す、 

體カは 食に あらす、 神に あり、 健康 は醫 術に あらす、 神に あり、 知覺は 哲理に あらす、 神に あり、 キ 

リ ス ト敎の 神 を 信す ると 稱 して、 彼より：： y れ以ド の 要求 をな す 者 は 未だ 充分に 彼を識 りし 者と 云 ふべ 

からざる なり。 (三 =o 

過 盧 の 愚 

思 ひ 過 さ れば 足れり、 餘は神 悉く 之 を 我 儕の ために 爲し給 はん、 我 倚 は 神の 造り 給 ひし 此 完備せ 

る 宇宙に 樓， H 心し、 萬 物 悉く 我 倚の 善の ために 働ら きつ、 あるに 關 はらす、 我 儕 は 思ひ烦 ひて 惡の 我俾 

に 及ばん こと を慨 る、 ^呼 我 W は ii:^ 仰 it き 者なる 哉、 信仰 は 神と.：. 丄. E とを眞 正に 解す るに 在り、 而し 

て 其 眞善眞 美なる を 知らす して 戰々^ 々として ゆ を 渡る が 如き は是れ 極端の 無學 なり、 不信 は 罪惡と 

稱 せんより 寧ろ 恥辱な り、 我 倚 は 我 儕の 常識に 照らしても 神 を 信じ、 心安く 喜んで 日 を 送るべき なり- 

(三月) 

唯一の 事業 


我 儕 基督 を 信す る 者に 取りて は 事業と 稱 すべき 事業 は 唯一 つ あるの みで ある、 是れ は卽ち 神の 榮光 

を顯 はす 事で 傅 道で ある、 其 他の 事業 は 我 倚に 取て は總て 遊戯で ある.， 道樂 である、 政治で も、 實業 

でも、 文學 でも、 慈善で も、 皆な 事業と 稱 すべき もので はない、 人の 靈魂を 救 ふ 事、 靈魂を 有つ 人類 

に は是れ より 外に 事業 は 無い 害で ある、 此 事業 を 措いて、 消 ゆる 此 世の 暫時 的 事業 (所謂) に 其 生涯 

を 浪費す る 者 は 實に憫 むべき 者で ある。 (三 Ho 

惡 魔の 特性 

我 は 今にして 惡 魔の 何人なる 乎 を 知る、 彼 は龜. 1 者で ある、 彼 は 罪な き 者 を IS ある 者と して 神と 社 

會 とに 訴 ふる 者で ある、 彼 は卽ち 人の 爲 めに 新たに 罪 を 構造す る 者であって、 彼の 讒誣に 遭って 罪人 

は 更に 一 曆 深き 罪人と なる ので ある、 罪の 構造 者、 雜の 製作者、 菲 なき 者 を 呼んで 罪人と 稱し、 彼 を 

失^せし めて 終に 彼 を眞の 罪人と なす 者、 是 れが惡 魔で ある、 爾 うして 余 鞏の視 る 所 を 以てすれば 斯 

る 惡魔は 今の 社會に は澤山 居る、 基督 敎會の 中に 居る、 牧師 傳道師 の 中に 居る、 外國 宣教師の 中に 居 

る、 怕れて も 尙ほ怕 るべき は此等 「基督 敎 的の 悪魔」 である、 彼等の 讒誣、 害毒に 由て 地 極に 落ちた 

者 は澤山 あると 思 ふ、 神 は必す 彼等に 適當 なる 刑罰 を 加へ 給 ふと 信す る。 (一一 一月) 

簾 價な る 同情 

同情者 を 得たり とて 喜ぶ 者が ある、 然し 同情者 は 何人に も 得られる、 人殺しに も 得られる、 泥棒に 
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も 得られる、 娼 M 偽善者、 詐欺師に も 得られる、 此罪惡 の *1 に 在て は 我 儕 は 同情者 を 得たり とて.^ ノ 

しも 喜ぶべき ではない、 我 倚 はた 神の 稱讚を 得たり とて 甚 ぶべき である、 我が 名が 天國の 生命の 帳 

面に 書き記され たとい ふこと を 心に 確かめ^て 立 U ぶべき である。 (一一 一月) 

神聖なる 同情 

我 は 人の 同情 を 求めない、 それと M 時に 我 は 亦た 妄りに 人に 同情 を 寄せない、 卽ち 神の 命じ 給 はな 

い 同情 を 寄せない、 そ は 我が 同情 も 我が 属 ではなく して、 祌の屬 であるから 我 は 我が 欲する ま" に..；;.！ 

を 使用す る こと は 出来ない、 ； li^if つて 神の i 情 を 人に 寄す るに 至て 我 は 最も 深き 同情 を 其 人に 寄 

せる ことが 出來 るので ある。 (三月) 

:M 仰の 鼎 足 

我 は 書と 天然と 麼史と を 究めん かな、 而 かして 是等 三者の 上に 我が 信仰の 基礎 を 定めん かな、 神 

の 奥義と 天然の 事實と 人類の 實験、 …… 我が 仰 を是等 二足の 上に 築いて 我に 誤^な からん 乎、 科學 

を 以て 聖書の 上に 鬼 まる 迷信 を排 し、 聖書 を 以て 科 舉の併 越を嬌 め、 歷史の 供す る 常識 を 以て 二者の 

平衡 を 保つ、 三者 は la 識の 三位な り、 北 ハー を缺 いて 我等の^ 識 は歸滿 ならす、 我等の 信仰 は 健全なら 

す0  (四 5 


愛の 利 减 

我れ 若し 人に 愛せら れんと 欲せば 我 は 人 を 愛する に 若 かす、 そ は 我が 與 へし 愛より 以上の 愛 を 我 は 

人より 受 くる こと 能 は ざれば なり、 斯くて 我 は 人より 我 自身の 愛を受 くるに 過ぎす、 而 かも 我より 出 

でし 愛の 一 たび 人 を 通過して 我に 還り 來る や、 我 は その 我より 出で し 元の 愛に あらざる を 知るな り、 

愛 は 貨幣の 如し、 人の 手に 渡りて 利殖す、 愛に 乏しき 者 は 之を與 へざる 者な り、 人より 之 を 要求す る 

に 止て 之 を 人に 分與 せざる 者 は、 終に 愛の 守錢 奴と なりて 愛の 缺乏を 以て 滅びん。 (四月) 

愛の 行爲 

愛 を 以てする にあら ざれば 何事 をも爲 すべから す、 愛 を 以てする にあら ざれば 怒る ベから す、 愛 を 

以てする に 非 ざれば 施與を 担む ベから す、 愛 は 氣の 基底な り、 人の 善 を 念 ふて 後に 我等 は 其 人に 對 

して 大膽に 何事 を も 爲すを 得るな り。 (四月〕 

無用の 批評 

人 は 我が 缺點に 就て 語る を悅 ぶ、 而 かも 彼等 は キリストに 憑る 我れ が 我れ 自身に 就て 知る！^ の缺點 

を 知らす、 キリストに 在りて 我 は バウ Q と 偕に 罪人の 首な り、 彼等 批評家 は 我の 缺點三 四 を 擧げて 我 

をより 小なる 罪人と なすべからざる なり。 (四月〕 
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最大の 異端 

最大の 異端 は 兄弟 を 憎む ことたり、 其 失敗と K 落と を 喜ぶ ことなり、 此 異端 ありて オル ソ ドック ス 

あるな し、 ヘテロドックス あるた し、 吾人 は先づ 第一に ゼン トル マンた るべき なり、 而 かして 後に 吾 

人の 神畢 說を定 むべき なり。 (四 H0 

我の 欣び 

我れ 死 を 忘れて i*l の 人と 化せ ざらん がた めに 祌は 我に 病 を 賜 ふて 我 をして 常に 死と 墓と に 就て 念 

はしめ 給 ふ、 我れ 人 を 愛して 神を捨 つるに おら ざらん がた めに 神 は 我に 敵 人 を 賜 ふて 我 をして 常に 人 

*1 に 就て 嫌- 惡の念 を 淡 かしめ 給 ふ、 我が^?-難と_せ^^とは=-て我が靈魂のためたり、 この 故に 我 は 寧ろ 

欣 びて 自己の 弱き に 誇らん 是れ キリストの 能 我に 萬らん 爲なリ (コ リント 後書 十二の 九 )0  (四月) 

も 和なる 収：^ 

受 くるに 吝 なれ、 與 ふるに 寬 なれ、 而 うして 汝の 不足 を 補 ふに 神の 靈の 賜物 を 以てせよ、 若し 朽ち 

る斯 世の 物 を 以て 朽ちざる 人 の 心 を 喜ばす を？：^ ば 3： も のか 之に 優る の 有利なる 取引 あらん や、 キリス 

トが. > 一へ る爾曹 不義の 財 を 以て 己が 友 を 得よ (ルカ 傳 十六の 九) との 言 は 此事を 我 儕に 敎 へんが 爲め 

ならざる ベから す。 (四お) 


無益の 文 學 

第一 に 貴き もの は 精神な り、 其 次に 貴き もの は 智識な り、 我 儕 執筆の 業に 從事 する 者 は、 若し 精神 

を傳へ 得すん ば 智識 を 供すべき なり、 然るに 精神 を も傳へ 得す、 智識 を も 供し 得すして、 た 徒らに 

人物評 又は 世間 談に筆 を 弄する が 如き は、 是れ 無益の 文學 なり、 断 かる 文 學は之 を 印刷に 附 する 紙の 

價値を さ へ 有せざる ものな り。 (四 月) 

聖書 其 物 

聖書 其 物を讀 むべ し、 聖書に 就て 多く 讀む ベから す、 生命 は 聖書 其 物に 在て 聖書 論に 存 せす、 聖書 

に 就て 多く 疑義 を 懷く者 は、 多く は 聖書 其 物を讀 むこと 少 くして、 聖書に 就て 聞き 且つ 讀 むこと 多き 

者な り。 (四 Ho 

犬 を 慎めよ 

爾曹 犬を愼 めよ (腓立 比 書 三の 10、 當 代の 所謂る 批評家なる 者 を 慎めよ、 聲 ありて 實 なき 者 を愼 

めよ、 毀つ のみに して 建て 得ざる 者を愼 めよ、 螫す のみに して 癒し 得ざる 者 を 慎めよ、 爾曹 彼等た る 

勿れ、 繭曹 彼等に 聞く 勿れ、 其 文に 目 を 爆す 勿れ、 恐く は 彼等 爾曹の 靈魂を 殺し、 爾 曹は餓 ゆるの み 

にして 飽 くことの 何たる を 知らざる 者と ならん。 (四 刀) 
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所 s  ニニ  s: 

直 進 

我 は 人に 審判 かる 事 を 尤も 細事と なす、 我 は 自己 を さ へ 審判 かす (コ リン ト 前書 四の 三)、 人 は 何 

人 も 我 を 識る能 はす、 我 は 我れ 自身に 就て さへ も識ら す、 我 を 審判く 者 は 我 を 造リ給 ひし 主な リ (同 

四 節)、 我 儕 は 世の 批評に 意 を 留めて 左 省し 又 右 顧す ベから す、 た、. - 前に 在る もの を 望み、 神が キリ 

スト イエスに 由り て 賜 ふ 所の 褒美 を 得ん と 標準に 向 ひて 進むべきな リ (腕立 比 書 三の 十四 )o  (四月〕 

辯 解の 無效 

*1 の 我 儕に 關 する 誤解 を 解かん と努 むる 勿れ、 彼等 は 我 倚 を 誤解 せんと 欲す、 故に 之 を 解く は 彼等 

の 意志に 反するな り、 我 終 は 我 辨の善 を 念 ふ 我 儕の 友人に 對 して 誤解 を 解くべき なり、 彼等 は 我 儕 を 

正解 せんと 欲す、 故に 彼等 は 我 倚の 辯 解 を 聞いて 喜んで 之 を 交く るな り、 ピラトと 祭司の 長の 前に 於 

ける キリストの 沈 默は敵 人の 前に 於け る 辯 解の 不要と 無 效とを 我 儕に 敎へ給 はんがた めな. 2> ざるべ か 

らす。 (四月) 

淺 薄の 確 證 

深く 學 ベよ、 然 らば 爾 is; 批評家たら ざらん、 深く 感ぜよ、 然 らば 爾曹 不平 家たら ざらん、 眞现は 謙 

遞 なり、 沈默を 愛す、 宇宙 は 調和な り、 1=-噪 を 憎む、 深く 眞理の 泉に 飲み、 近く 宇宙の 琴線と 觸れ て、 


我儕輕 佻た らんと 欲する も 能 はざる なり、 批評家たり 不平 家た る は 其 人の 淺 薄なる 確 證 なり。 (四月) 

公 然 の 祕 密 

我等 普通の 邦文 を 以て 基督の 福 昔を說 く、 而 かも 之 を 解し 得る 者 は 邦人に して 佛文 叉は獨 逸文 を 解 

し 得る 者よりも 多から す、 我 倚の 說く キリス トは 多く は 釋迦叉 は 孔子の 更 らに大 なる 者と して 解 せら 

れ、 我 儕の 論す る 正義 は 山陽 東 湖の 論ぜし もの k 稍 や 少しく 高尙 なる ものと して 解 せらる、 世 は キリ 

ス トを 知らす、 故に キリス トの 福音 を 解す るに 方ても 枇の檫 準 を 以てして タリ ス チャン の 立場より 爲 

さす、 玆に 於て か 我 儕 は 知る、 我 儕 は 隱語を 語る 者なる こと を、 我等の 使用す る 言語 は 簡易な り、 然 

れ ども 我等の 語る 事實 は祕密 なり、 我等の 簡易なる 文章に 籠る 事實を 悟り 得る 者 は 我等と 偕に キリス 

トの赦 罪の 恩 惠に與 かりし 少數 者の み。 (四月) 

不信者 

世に 不信者なる 者 あり、 彼 は 神と 自己と を 知らざる 者な り、 彼 は 神 を 知らす、 故に 彼に 悲憤 ありて 

みづ 

希望な し、 彼 は 自己 を 知らす、 故に 自 から 高ぶりて 淨き 者と 做す、 高ぶりて 平 かなる 能 はす、 た 他 

を 害 ふ を 以て 快と なす、 不信者の 特徵は 不平と 傲慢と なり、 而 うして 彼 は社會 到る 處 にあり、 亦 基督 

敎會內 に充滿 す。 (四月) 
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洗踱の 迷信 

水の 洗禮を 受けよ、 然 らば 靈汝の 上に 降りて 汝は救 はれん と敎 ゆる 穴敎師 多し、 然れ どもお よ、， 

水の 先鳢を 受けし 者に して キリストの 聖名を して^に 降る 者 核々 ある を、 水の 洗 螬は人 を 救 はす、 

神の 靈 のみ 能く 之 を 爲すを 得るな り、 余 は 水の 洗 s_ を 受けす して 救 はれし 人の 多く を視 たり、 亦 之 を- 

受けて 未だ 救 扱に 入らざる 人の 多く を \S ^たり、 斯くて 余の 一 と <ぉ識 と 余の 心に 寓り給 ふ 神の 靈とは 

余に 齿 げて曰 ふ 「水の 洗 t- を 以て 救扬の 必要 條件 となす は 迷^な り」 と。 (四月) 

一致の 困難 

若し 日本人，： Z の基替 信徒に して 一致 せん 乎、 天下 何者 も 之に 當り 得る 者 あるな し、 然れ ども 敎派分 

裂の 弊 を 極む る 歐米諸 園の 宜敎師 に. E て 道 を 傅 へられし 我國 今日の 恶赞 信徒の 一致 は 熊と 獅子との 一 

致よりも 難し、 i 右し 幸に して 神の 靈强く 我 俯の 屮に 動ら き、 我 倚 S 有の 情 性を聖 化し、 我俾 をして 碁 

皙を思 ふが 如くに 我^の 闽を m4 はしめ、 外に 賴 るの と 恥と S§ と を^ら しめ 給 は i -、 一致 は 芙蓉の 顯 

に 臨み、 琵琶の 湖面に 降りて、 ^3-洋の天地に心.^^的 一 生面の 開かる こと も あらん、 然れ ども 其 時の 到 

るまで は 我 倚 は 今 u の 分裂 孤立に 滿 足せざる ベから す、 EJ:^ れ 或は 我憐が 人に 顿る ことなくして 神に の 

賴る こと を學 ばんがた めの 神の 聖 3n ならん、 我 傅 は 愤んで 一致の 到 來を俟 たん、 神よ、 願く は 其 口 

を 早め 給へ。 (s=o 


花 を 見て 感 あ-^ 

花に 歡喜 あり、 亦 悲哀 あり、 其艷麗 なるや 歡ぶ べし、 其 片時 的なる ゃ悲 むべ し、 夢幻に 等しき 斯の 

世に 在て は 美 其 物に 悲哀の 色 あり、 然れ ども 主の 道は窮 りなく 存 つなり (彼 得 前書 一 の廿五 )o( 五 H0 

キリス トと武 ± 

人類の 现想は キリスト である、 n 本人の 理想 は 武士で ある、 而 して 武士が 其 魂 を 失 はすして 直に 

キリスト を tE ぜし 者が 余輩の 理想で ある、 キリスト を 信ぜざる 武士 は野蠻 人で ある、 町人 根性 を 去ら 

すして キリスト を 信ぜし 者 偽の 信者で ある、 而 かも 得難き は此 武士 的の 基督 信者で ある。 (五月) 

ii 財の 福 音 

我 は獨り 富まん と 欲 はない、 我 は全國 民と 偕に 富まん と 欲 ふ、 然り、 全人 類と 共に 富まん と 欲 ふ、 

他人の 富 を 取て 我が 所有と なすと も それ は 富貴で はない、 他 國の富 を 奪て 我が 國の 所有と なすと も そ 

れ は富國 ではない、 新たに 富 を 作って 之 を 人類の 用に して 我 は 始めて 富む ので ある、 我 は 信す、 是 

れが 富の 增殖 に關 する キリス トの 心で ある こと を。 (五月) 

一 &のず 業 
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人の 補助 を e: ぐに あら ざれば 成立たない 事業 は祌の 命じ 給 ふた 事業で はない、 人に 少しも 被る こと 

なくして、 祌 にの み賴 つて？ こと Qmsl のみが 神 2 叩 I ふた 事業で ある、 斯 かる 事業 i 

事す る を 得て 我， 4 は 始めて 獨立の 人と 成る ので ある、 それまで は 我等 は攀 V ある、 8 である、 f 

虚と 恥辱と を收權 りつ \ ある！^ である。 (五月) 

我の 大敵 

. ま を 神の 如くに 敬す J;^ 者、 豫言 者の 如くに 賣ぶ者 は 終に 我に 叛き、 我が 面に 1 ビ、 我 を 我が 敵 人 こ 

付た し 泰をト 字 架に 釘け る 者で ある、 に 忌むべき、 滑むべき、 卑 むべき、 避くべき 者の 中に 崇拜 

家の.，， き はな，. 彼の 面に は イス カリオ テの ュダの 相が ある、 彼が 我に 近づく 毎に 我 は戟^ する、 其 

時 我 は獨り 心の 巾に 祈って 云 ふ 「神よ 願く は 我 を 我が 崇拜 家の 手より 救 ひ 給へ」 と。 (五月〕 

『氣 焰』 

今の 人は瀕 りに 氣烟 なる もの を 要求す、 然れ ども 氣焰 は毒氣 なり、 之 を 吐く 者 を 毒し、 之を受 くる 

者 を 毒す、 吾人 は 寧ろ 神の 眞理を 語るべき なり、 神の 眞理 は淸爽 にして 健全な り、 之 を 語る 者 も 益せ 

られ、 之 I くもの I せらる、 我 儕 は 不平の 小火 山と なりて 妖氛を 吐いて 同胞と 社會 と を 毒す ベ か 


我の 大 希望 

我 は 罪 を 犯す ものである、 神の みが 聖き 者で ある、 我が 我で ある 間 は 我 は 何時までも 罪 を 犯す であ 

らふ、 然し 神が 我と なり 給 ふ 時には 我 は 全く 罪 を 犯さない やうに 成る ので あら ふ、 爾 うして 我 は 信じ 

て 疑 はない、 我の 心の中に 善き ェを 始め 給 ひし 神 は主ィ H ス キリストの 日に 於て 之を完 うし 給 ふこと 

を (ピリ ビ書 一 の 六 )o  (五月) 

歡樂の 極 

キリストが 我が 心の中に 寓り給 ふて、 感謝が 我の 生命と なる 時に、 我の 爲し 得ない 善と て は 一 つも 

無くなる、 我 は： H ハ時 如何なる 敵の 如何なる 您をも 自由に 赦す ことが 出来る、 如何なる 辛苦に も堪 ゆる 

ことが 出来る、 如何なる 犧牲を も爲す ことが 出来る、 其 時 我 は 善の 勇者で あり 愛の 富者であって、 據 

れ たる 我が身が 到る 處に 香氣を 放つ やうに 感 する、 若し 是れが 救^で なく、 復活で なく、 昇天で ない 

ならば 我 は 救^、  ，35 活、 昇天、 の 何で ある 乎 を 知らない、 其 時 我 は 詩人の 言を藉 りて 歌 ふ 

神 は 我が 足 を 磨の 足の 如くし 

我 を 我が 高處 にた & せた まふ 

(詩篇 十八の 三 三) (五月) 
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招 待 

ォ、 來れ よ、 來て キリストの 僕と 成れよ、 何故に 世の 揮惡を 罵て 憤死 せんとす るぞ、 何故に 社會の 

無情 を 怒て 切齒 する ぞ、 汝は汝 自身に 就て 憤りつ k あるな り、 汝 自身の 中に 調和な きが 故に 汝は汝 の 

不安 を 木と，： おと 世と 人と に 向て 發 しつ、 あるな り、 來て 主の 平和 を 味 ひ 見よ、 是れ 凡ての 思念に 過る 

平安な り、 是を汝 の 心に 迎 へて 木 は汝に 向て 手 を 拍て歡 び、 人 は 凡て 來て汝 の 志を贊 くる 者と ならん- 

C 五月) 

キリス トと 愛國心 

曰 本人 を R 本人の ために 愛さう とする から 失ば tf, する、 人 は原來 愛らしき 者で はない、 苦き ものにせ 

きもの を 加味す るに あら ざれば 之 を 食 ふこと は出來 ない、 愛すべき キリス トに 由て 愛すべからざる 同 

胞を 愛す る にあら ざれば 到底 永く 彼等 を 愛す る こ と は 出來な い、 キリスト 無しの 愛國心 は 砂漠 の 迷景 

の 如き ものである、 卽ち雲 霽れて 後 炎熱の 到る と 同時に 消え 失する ものである。 (五月) 

晚 春の 默考 

今日の 所では 純粹の 基督 敎は 英國に 於て あるので はない、 獨 逸に 於て あるので はない、 米國に 於て 

あるので はない、 余 鞏の識 り 且つ 聽く 所に 依れば 今日 西洋 諸國に 於て 行 はれる 所の 基督 敎 なる もの は 


多く は 機 式 的、 習惯 的、 經文 的の ものに あら ざれば、 批. 許 的、 破壞 的、 冷现 的の ものである、 其 中に 

勿論 温かき、 活 きたる 心靈 的の ものがない ではない が、 然し 古い 習慣と 新ら しい 舉說 とに 厭せられ て 

充分の 發達 を爲す ことが 出来ないで 居る、 兹に 於て か 余輩 は 私 かに 思 ふ、 最後に 召されつ k ある 所の 

日本 國が 終に は 人類の 最も 要求す る 所の 純粹に 最も 近き 基督 敎を 世界に 供す るの 置 位に 立つ 者で は あ 

るまい 乎と、 卽ち 日本 國は武 を 以て 世界に 鳴る ので はなく して、 又は 制度 文物 を 以て 人類の 進歩 を扶 

ける ので はなく して、 純粹 なる 宗敎を 以て 世 を 化する の 天職 を 授けられ たる 者で は あるまい 乎、 義家 

泰 時の やうな 武士と 成って へ き、 親 鷲、 日蓮、 連 如の やうな 高僧と なって 開きし 大和魂 はル ー テル、 

ウェス レ—、 ビ ー チヤ ー に 優る の 大宗 敎家を 出す に 適する の 精神で は あるまい 乎、 神と 人類と は 日本 

人より 宗 敎的大 革命 を俟 ちつ k あるので は あるまい 乎、 口木 國のニ 千年^の 歷史は 我等に 此大 責任 を 

• ^ねんた めの 用意で あつたの では あるまい 乎、 余輩 は晚 春の 今日 此頃、 朧月の 下に 獨り 踯躅 花へ く 庭 

園を靜 かに 歩みながら 此事 を默考 する 時に 何やら 全 宇宙が 余輩の 肩 上に 置かれし やうな 心地が する。 

(五 H0 

U 本國 の將來 

今や 日 木圃を 政治的に 救 ふの 希望 は 全く 無い、 社會 的に 救 ふの 希び 1- も 殆んど 無い、 然し-: ーポ敎 的に 救 

ふの 希望 は 充分に 有る、 繭う して 宗敎 的に 救 へ る 希 $ にの ある 國は 終に 社 \ 皆 的に も 政治的に も 救 へ る 希 

ひ-^：の有る國でぁる、 宗敎家の立場ょり見て日木國の將來は：|.^だ多^1-^^なるものでぁる。 (五月〕 
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所感  一四 二 

敎 會と聖 書 

敎會が 聖書 を 保存し 來 つたので、 若し 敎會 がなかったならば 聖書 は 早くに 消へ て 了った であら ふと 

云 ふ 者が ある、 然し 雨ん な 事の あり やう 害 はない、 聖書 は 敎會を 保存す る ものであって、 敎會は 架 書 

を 保：！ i する もので はない、 看よ、 プラト ー の 學を、 ダンテの 詩 を、 何の 敎會の 之 を 保^す る ことな 

かりし にも 關 はらす、 今日まで 立派に 保^され 來 つたで はない 乎、 M 理は其 物 自身に て 存在す る 者で 

ある、 敎會に 依らなければ 存在す る ことの 出来な い 書であるなら ば 聖書 は 至つ て 詰らない 書で あると 

言 はなければ ならない。 (五月〕  . 

悲 むべき 實驗 

余 K より 金 を 受けし 者 は 余輩 を 怨み、 余輩に 叛き、 余輩 を 侮り、 余輩 を惡 人と して、 偽善者と して、 

社會に 向て 風聽 する 者で ある、 余輩より 福音 を聽 き、 其 福 昔に 循て 他に 行て 金錢を 稼ぎ 得た 者が 永久 

に 余 を 恩人と して 認めて 吳れる 者で ある、 余 蒙に 取りて は 金錢を 以て 人 を 助けし こと は 余輩の 爲せ 

し 最も 大 なる 失敗の 一 つであった、 金 錢の伴 はざる キリストの 福音、 是れ のみが 眞 個に 人 を扶 け、 人 

を 救 ふの 力で ある やうに 思 はれる。 (五月) 

幸 福 の 泉 


滿 足の 人と は獨 立の 人で ある、 不平の 人と は 依賴の 人で ある、 祌と 自己と に賴 つて 生存す る 人に は 

此世は 甚だ 偸 快なる 所で ある、 然るに 此 明白なる 原理 を 知らないで、 他人に 恩惠を 求めて 其與 へられ 

ざる を 怒り、 常に 世の 無情 を 憤りながら 憂き 曰 月 を 送る 者 は實に 愚かなる 者で ある、 幸福 は 常に 我が 

腕と 心に 在る、 之 を 他人の 手に 求めて 我等に 來る もの はた 5- 失望と 恥辱と 不平との みで ある。 「五月) 

損失と 利得 

我の 此^に 於け る 損失 は大 である、 我 は 之 を 想 ふて 失ば-. -せ ざる を 得ない、 然れ ども 我の 利得 は 更に 

大 である、 我 は キリストと： 人 岡と を發 見した、 我 は 之 を 思 ふて 感謝 せざるを得ない、 我れ 我が 主 キリ 

スト イエス を 識るを 以て 最も 益れ る 事と する が 故に 凡ての 事 を 損と なす、 我れ 彼の 爲に 旣に此 等の 凡 

てのもの を 損せし かど 之 を 糞土の 如く 意へ り (ピリ ピ書 三の 八 )o  (五 月〕 

思想の 輕蔑 

純潔なる 思想 は 書 を讀ん だのみ で 得られる もので はない、 心に 多くの 辛ら い K 驗を經 て、 凡ての 乞 

食 根性 を 去って、 多く 祈って、 多く 戰 つて、 然る 後に 神より 與 へられる ものである、 之 を 天才の 出產 

物と 見做す のは大 なる 誤謬で ある、 天才 は 名文 を 作る、 然 かも 人の 靈魂を 活かす の 思想 を 出さない、 

斯 かる 思想 は 血の 涙の 凝結 體 である、 心臟の 肉の 斷片 である、 故に 刀 を 以て 之を斷 てば 其 中より 生血 

の 流れ出る ものである、 故に 未だ 血を以 て爭 つたこと のない 者の 到底 判 分す る こと の 出 來るも の で は 
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ない、 文 は 文字で はない、 思想で ある、 爾 うして 思想 は 血で ある、 生命で ある、 之 を輕く 見る 者 は 生 

人 叩 其 物を輕 蔑す る 者で ある。 (五月) 

薄 信の 表白 

是れは 我が 雜誌 ではない、 是れは 我れ 以外、 我れ 以上の 或 者の 雜誌 である、 彼が 我 を 透う して 之 を 

作り 給 ふに あら ざれば 之れ は 成立つ 者で はない、 然るに 我々 は 度々 此の 事 を 忘れて 其 製作に 就て 苦心 

する、 我 は實に 信仰 薄き ものである。 (六月〕 

我が 拯 救の 希望 

我が 裏 を 省みて if 處に 何ん の 善き もの もない、 其處 にある もの は 汚據、 惡愁、 邪 情、 貪楚 のみで あ 

る、 若し 我れ 自 から 之 を取拂 ふに あら ざれば 我 は 神に 近づく 能 はすと なれば 我 は 到底 神に 近く ことの 

出来ない 者で ある、 然しながら 神 は 我が 罪よりも 大 である、 彼 は 我の 罪 あるに 關 はらす 我 を 救 ひ 給 ふ、 

卽ち彼 は 我がた めに 我が s§ を 殺して 我 を 彼の 屬 となし 給 ふ、 我の 扬 救の 希 は單に 神の 恩 惠に存 して 

をる、 彼に して 我 を 惠み給 ふに あら ざれば 我の 救 はる、 希 §1- は 一 つもない。 (六月， - 

我 は 聖人で もない、 義人で もない、 我 はた 神の 義を慕 ふ 者で ある、 其 援助 を哀 求す る 者で ある、 


我の 爲し 得る 事 はた^ 一  つで ある、 卽ち 神の 恩惠 深き こと を 信す る 事で ある、 爾 うして 若し 此 信仰が 

我 を 凡の 罪より 潔め 得ないならば、 我の 潔 まる 途は 他に 一 つもない、 信仰、 キリストに 於て 顯 はれた 

る 神の 恩惠を 信す る こと、 是れが 我が 凡の 德 であって、 我が 凡ての 自滿 である、 若し 此信 仰の^が 斷 

れ るなら ば 我 は 奈落の底にまで 落 行くべき 者で ある。 (六月〕 

信仰の 書 

我れ が 聖書に 賴る 理由 は それが 徹頭徹尾 信仰の 書で あるから である、 我 儕 をして 世に 勝た しむる 者 

は 我 儕の 信な リ (ョ ハネ 第一 書 五の 四)、 若し 之れ が 聖書が 依て 立つ 隅の 首 石で ないならば 聖書 は 我 

に 取て は 要の 至て 少ない 書で ある、 然しながら 信 を 首 石と して 其 上に &fii と 愛と を 築き上げ たる 書で あ 

るから 是れは 我れ の 如き 罪人の 依て 立つべき 唯一 の巖 である、 世の 道德は 凡て 皆な 德を强 ふるに 聖書 

のみ は我濟 より 先づ 第一 に 信 を 要求す る、 信なる かな、 信なる かな、 是れ 罪人の 首 をして 天使た る を 

得せし むる 奇廣 力で ある。 (六月〕 

,  最大の 能力 

確信と 稱 する 活動力で はない、 信仰と 稱 する 一 種の 依顿 心で ある、 是れが 世界 を 動かした 力で ある、 

先づ 我の 無能 を覺 つて、 然る 後に 神の 大 能に 賴る、 斯くて in 己 は 死して 神、 我に 在て 生く るに 及んで、 

我 は眞侗 の？ となる ので ある、 我の 修養 鍛練が 足らない ので はない、 我の 裏に 未だ 自己が 絕 えない 
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ので ある、 ilii. かわ ひい、 是れ が道德 の絕預 である、 而 かも 座^して 自殺す るので はない、. 祈つ 

て 神の愛に 殺される ので ある、 我の 弱き は 未だ 我が 强 きに 過ぎる からで ある。 (六月〕 

至大の 恩賜 

信仰の 力と 天國の 希望、 是れは 神が その 惠 まんと 欲する 者に 與へ給 ふ 最善 最 美の 赐物 である、 神 は 

此 賜物 を 授けん がた めに は 多くの 痛き 切 斷術を 吾人に 施し 給 ふ、 神 は それが ために は 或 時 は 吾人の 企 

i を 悉く iV し 給 ふ、 或 時 は 亦 吾人 を獨り 孤島に 遺し 給 ふ、 亦 或 時 は 吾人 をして 祌に詛 はれし 者の 如 

くに 思 はしめ 給 ふ、 然れ ども 試練 其效を 奏して 天國の 門が 吾人の 眼の 前に 問 かる" 時には、 吾人 は旣 

に浙 世の f こ. あらす して、 天國に 移されし 者で ある こと を曉 るので ある、 天國に 入る と は 此肉體 が 天 

堂に 遊ぶ と 云 ふこと ではない、 是れは 至 明 至 靜の歡 喜であって、 之 を 知って 之 を 口にする ことの 出来 

なハ ものである、 吾人 は此 恩賜に 接して 世の 成功なる もの、 奨 土に 等しき ものであるの を 知る、 此寶 

物 を 心に 獲て 吾人 は 至大の 富贵を 感じ、 世の 琪々 たる 數十百 萬の 富に 誇る 者 を 見て、 心竊 かに 憐 潤の 

を 懐く に 至る ので あるつ (六月) 

天國の 一瞥 

我等の 見ん こと を 欲する もの は 龍 動で も 巴 単一で もない、 我等 は 天國を 見ん こと を 欲する、 天 國は容 

易に 見る ことの 屮 Z 來る^ ではない、 然し 是れが 見えた 時には 我等の { チ宙觀 と 人生 觀と はー變 する、 北ハ 


時には 路傍の 草まで が 我等の 爲に 讚美歌 を唱 へ る やうになる、 其 時には 我等の 淚 はすべ て 拭 はれる- 

我等の 疑問 はすべ て 解ける、 斯 世 は 直に 樂 園と 化する、 勇氣は 湧き 屮 r つる、 怨恨 は 失する、 ： 大國の 一 

瞥は實 に 魔術 者の 呪 杖で ある、 是れに 由て 煩 混 錯雜を 極む る此 宇宙 も 瞬間に して 整齊 完備せ る 體と 

化する、 爾 うして 我等 は此 汚濁の 地に 在て、 神に 祈って 此惠 恩に 與 かる 事が 出来る。 C 六 ガ，) 

正義 實 行の 信仰 

^の 人 は 正義 は 善い 事で あると は 知って をる が、 是れは 到底 行 はれない ことで あると 信じて をる、 

我等 キリ ス トを 信す る 者 は 正義 は 善い ことで あると 知って をる のみなら す、 是は實 際に 行 はれ 得る こ 

とで あると 付 じて をる、 爾 うして 我等が 世の 人の 信す る ことの 出来ない 此事を 信す る ことの 出來 るの 

は 我等 は 自己の 力に 賴 ますして、 宇宙 を 造り、 之 を 支持す る 者の 力に 賴 むからで ある、 社會の 改良と 

云 ひ、 國 家の 改造と 云 ひ、 天地の 造 主 を 信ぜす して 成就る ことの 出来る 事で はない。 (六月〕 

宗敎 と道德 と經濟 

宗教 は道德 以上で ある、 經辨 は道德 以下で ある、 而 かも 以上で あり、 以下であって、 二者 同じく 道 

德を扶 ける^ である、 道德は 自身 獨 りで 立つ ことの 出来る もので はない、 宗敎に 由て 上へ 引かれ、 經 

濟に 由て 下より 支えられて、 始めて 其 完全に 達する ことの 出来る ものである。 (六月〕 
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天國の 法律 

聖書の 道德は 天國の 法律で ある、 故に 是れは 天國の 希望 を懍 かない 者の 守る ことの 出来る もので は 

ない、 天國の 希望 を與 へないで 聖書の 道 德を强 ふる 者 は 無理 を强 ふる 者で ある、 是 れは恰 かも 貧者に" 

課ゎるに常者に課するの稅を以てす^！-の類でぁる、 而 かも 斯 かる 靡 制 家 は 今の 宗敎 家の 中に く はな 

い。 (六月) 

利益なる 取引 

神 は 仁者で ある、 故に 彼 は 要む るよりも 多く 與 ふる 者で ある、 彼 は 一 を 賜 ふて 十 を 要求し 給 はない、 

彼 は 十 を 約束して 一 を 要め 給 ふ、 赦免、 復活、 天國、 永生、 是 等が 神の 約束し 給 ふ もので、 等に 對 

して 神 は 橋 かに 短 かき 斯 世に 於け る 忍耐と 克己と 仁愛と を 我等より 要求し 給 ふ ものである、 誰か 斯か 

る 利益 ある 取引に 應ぜ ざる 者 あらん や。 (六月〕 

神 は 愛な り 

我 倚 は 一 度 は 死ぬ と定 つて をる、 然し 神 は 愛で ある、 我 倚の 愛する 此 日本 國も亡 ぶる ことがあ るか 

も 知れない、 然し 神 は 愛で ある、 天 は 焚 毀れ 地と 其 中に ある 物 はみ な焚盡 るで あら ふ、 然し 神 は 愛で 

ある、 祌は 愛で あるから 我裤は 何が 来ても 濯く はない、 我 儕 は 唯 知る 凡の 事 は 神 を 愛する 者の 爲に悉 


く攝 きて 益 を なすこと を (口 マ 書 八の 卄八 )0  (七月) 

我 を 識る者 

我 を 識る者 は 神と 神 を識る 者との みで ある、 祌 を識ら ない 者 は 我 を識ら ない、 其 我が 父母た ると 兄 

弟た ると 姉妹た ると 妻た ると 子た ると を 問 はない、 凡て 祌を 識ら ない 者 は 我 を識ら ない 者で ある、 彼 

等 は 我に 取りて は 他人で ある、 我が 靈 魂と 何の 關係 もない 者で ある。 (マ タイ 傅 十二 章 四 八 節 以下 )o 

(七月) 

敵 を 愛する 理由 

我れ 神に 在り、 神、 我に 在りて 我 を 憎む 者 は 神 を 憎む 者で ある、 爾 うして 祌を 憎み、 彼 を 敵と して 

有つ 者 は 憐れむべき 者であって 憎むべき 者で はない、 我 儕が 我 儕の 敵 を 愛する の は 我 儕の 勢力が 餘り 

に 偉大で あるから である (ョ ハネ傳 十五の 十八 )o  (七月) 

最大の 賜物 

神が 人類に 下し 給 ふ 最大の 賜物 は 神 御自身で ある、 爾 うして 祌は 其聖靈 を 以て 之 を 我 儕に 下し 給 ふ、 

我 儕此恩 惠に與 からん がた めに 如何なる 困難に 遇 ふても 可い、 飢餓 も 裸 裡も危 險も刀 劍も之 を 得る た 

めに は 決して 辭 すべきで はない、 人 若し 全世界 を 得る とも 其 生命 を 失 は 何の 益 あらん 乎、 人 若し^ 
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物 を 失 ふと も 若し 神 を 得ん に は 何 Q 悔 ゆる 所か ある、 我 倚 は 神が 我 倚より 何物 を 取り去り 給 ふと も必. 

す 靈を 以て 祌 御自身 を 我 儕に ドし給 はん こと を 單らに 祈るべき である。 (： 七ガ) 

完 全なる 宗 敎 

基督 敎は 完全なる 道德 であると 云 ふ 者が ある、 基 瞥敎は 勿論 それで ある、 然し それの みで はない、 

基督 敎は 完全なる 道德と 同時に 之に 達する の途を 示し 之 を 行 ふの 力 を 供す る 者で ある、 若し 基督 敎が. 

完全なる 道德 だけであるなら ば、 それ は 最も 無慈悲なる 宗敎 である、 そ は 道德は 完全なる だけ それ だ • 

け 守る に 難い 者で あるから である、 然しながら 基督 敎は 完全なる 道 德に添 へ て 完全なる 力 を 供す る 者.. 

である、 基督 敎の實 力 は 其 宣言に 相應 して 居る、 故に 我 倚 は 基督 敎は 完全なる 宗敎 であると 云 ふので 

ある。 (七月) 

絕 對的宗 敎 

基督 敎は 絕對 的宗敎 である、 故に 宇宙と 人生と は 基督 敎を 以て 解釋 さるべき ものであって、 基督 敎，. 

は 宇宙と 人生と を 以て 解釋 さるべき もので はない、 基督 敎を 以て 眞理の 一 面と 見做し、 或は 之 を宗敎 

の 一 つと 算 へる 者 は 未だ その 何たる 乎 を 知らない 者で ある、 共」 敎 は絕對 的宗敎 でなければ 何んでも 

ない 者で ある。 (七月) 


我 儕の 問題 

我 儕の 講究し つ \ ある 問題 は 事態の 變遷と は 少しも 關係 のない 問題で ある、 是れは 滿洲が 露 西亞の 

»0  0  もの 

屬 となら ふが、 或は 日本の 屬 となら ふが、 或は 露 西亞が 亡び やうが、 英國が 亡び やうが、 其 事に は 何 

等の 關係を 有たない 問題で ある、 是れは 神と 基督と 永遠と 靈魂 とに 關 する 問題であって、 是れは 天上 

に 輝く 虽が 地上の 變遷と 同時に 少しも 其 色と 光と を變 へない やうに、 世と 共に 移らす、 時と 偕に 變ら 

ない 問題で ある、 我 儕は朽 つる 斯 世に 在て 朽 ざる 國の事 を 研究し つ、 ある 者で ある。 (七月 d 

クリスチャンた る 事 

クリス チヤ ン となる こと は 我 儕が 好んで 成れる ことで はない、 クリスチャン は 神の 特別の 創造で あ 

る、 故に 之になる を 得て 我 儕 はた 神に 感謝す るの みで ある、 我 倚は自 から 勉めて 世の 謂 ふ 義人と な 

る こと は 出来る、 然しながら 神の 義人た る クリス チ ャ ン となる こと は是れ 人間の 力量 以上の 事で ある、 

雨う して 此事は クリスチャンと 成った 者の みが 知る ことの 出来る 事で ある。 (八月) 

傳道師 たる こと 

余 は 好んで 政治 {豕 と 成る ことが £來 る、 科學 者、 詩人、 社會 改良 家と 成る ことが 出来る、 然しな が 

ら余は 好んで 基督教の 傳道師 と 成る こと は aw 來 ない、 是れ になる ために は 余は大 奇蹟 を事實 として 信 

明 iis 三十 六 年  1 五 1 


じなければ ならない、 雨う して 此事は 余に 大 奇蹟の 施さる & にあら ざれば 余の 爲し 得る ことで はない、 

神の 特別の 使命に 由る にあら ざれば 何人も 福音の 役者と 成る こと は 出来ない、 繭う して 此 使命 を 蒙り 

し 者 は 人の 中に 最も 惠 まれし 者で ある。 (八お) 

クリス チヤ ン たるの 確證 

敵 を 愛する と は 勉めて 敵の ために 善 を 謀る と 云 ふこと ではない、 敵 を 愛する と は 讀んで 字の 如く 敵. 

を 愛す る ことで ある、 卽ち 些少 の 悪意 を も 挾む ことなし に 、 混な き 好意 を 以て 其 人 の 善 を 念ひ且 つ 之. 

を 謀る ことで ある、 爾 うして 是れ 罪に 死せ る 我 倚 人間が 爲 さんと 欲して 爲す ことの 出来る ことで はな. 

い、 是れは 聖靈を 身に 受けて キリストの 救 ひに 與 かる を 得て 始めて 我 倚の なし 得る ことで ある、 敵に 

對 して 好意 を jg  くこと が 來 るに 及んで 我 儕 は 始めて 自分の クリス チ ヤンで ある こと を覺 るので ある 9 

(八お) 

眞 個の 理想 

基督 敎は 理想で はない、 事實 である、 理想が 事實 となって 顯 はれた る ものである、 卽ち眞 個の 理想 

である、 r 爲 すべき」 は 基督 敎 ではない、 r 爲し 得る」 が 基督 敎 である、 キリスト は 道德的 最大 事實. 

である、 我 倚 は 彼に 在りて、 ！ s^l を爲す こと 挺 を 以て 汽關車 を 動かす が 如くに 易くなる ことが 出来る。 

(八月〕 


余の 休息 

余の 休息 は イエスキリストに 於て 在る、 キリスト を 離れて 余に 休息なる もの はない、 山の 靜か なる" 

も 海の 平らかなる も、 キリスト を 離れて は 余に 休養 を與 へない、 死の 恐怖が 全く 去り、 の 詰責が 全 

く 失せて、 此地は 始めて 樂 園と 化する ので ある、 キリストと 偕に 在りて 存 する こと 其 事が 休息で ある- 

縱令 獄舍の 中に 在る も、 縱令 市街の 隅に 住む も、 キリストと 偕に 在て^ は 讚美の 里で ある、 此快樂 を 

有つ 我 倚 は 實に幸 幅なる ものである。 (八月) 

休養の 目的 

休養 は 第一 に 肉體を 休める ことで ある、 爾 うして 是れ 或る 場合に 於て は祌 と肉體 とに 對 して 吾 倚の： 

盡 すべき 大 なる 義務で ある。  - 

休養 は 第一 一に 過去の 恩 惠を想 ひ 起し、 新たに 之 を 記憶に 留める 事で ある、 吾 儕 は 絡へ す 新ら しき 恩 

惠 をのみ 要求して 居って はならない、 吾 儕 は 度々 舊き恩 惠を囘 想し、 吾 儕の 記憶の 中に 喜ばしき 恩惠 

の 財産 目錄を 作る やう 努めなければ ならない、 舊 きを 囘 想す るの は 新ら しき を 惹起す ための 最も 良き 

方法の 一 つで ある、 神は舊 きを 忘る、 者に 限りなぐ 新ら しきもの を 加へ 給 はない。 

. 休養 は 第三に 直接に 神の 援助に 與 かる ことで ある、 絕 へす 働いて (實は 働か さ しめられて) 神の 囚々 

惠に與 かる 者 は 終に は 勞鋤其 物が 吾 倚の 神で は あるまい 乎と 疑 ふやう に 成る 場合が ある、 故に 吾 倚 は 
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度々 勞 勸を廢 して、 神 御自身が 吾 倚 を 援け給 ふ 者であって、 勞 働が 吾 儕を援 ける のでない 事を舉 ばな 

ければ ならない、 あっての 休養で はない、 神の 無量の 恩寵 を實 験す るた めの 安息で ある、 聞く 神 

は 安息日の 前に は 一 一倍の マ ナを イス ラ ヱ ルの 民の 上に 降らし 給 へ りと (出 埃 及 記 十六 章卄ー 一— 卅 一 節)、. 

1^:: 儕 も 今日 吾 儕の 業 を 魔して 神の 此 恩 惠を實 験す べきで ある。 

*  *  本  * 

11  〃働 も 神の 賜吻 である、 休養 も 神の 賜物で ある、 吾 倚 は 感謝と 信仰と を 以て 二者 孰れ をも受 くべき 

である。 (八 《0  . 

神 恩 

神 は 或 者に は と！^ と を 與へ給 ふ、 叉 或 者に は 智慧と 知識と を 與へ給 ふ、 叉 或 者に は 幸福なる 家庭 

と 無異の 生涯と を 與へ給 ふ、 叉 或る 他の 者に は 艱難と 迫害と 貧苦と 裸 程と 窮 困と を聖 靈の歡 喜と 偕に 

與へ給 ふ、 其榮の 富に 循ひ 各人に 其 善と 視給ふ 所の もの を 下し 給 ふ、 我倚此 世に 在て 不幸と 稱 せらる 

る 者 も 亦 深く 神に 感謝すべき である。 (八月〕 

斯 世に 於け る 我 儕 

我 倚は斯 世に 在て は! また IJlii である (利 未記廿 五の 廿 三)、 故に 我 倚は斯 世に 於て 滿足を 得： 

ようと は 欲 はない、 我 懷の國 は 天に 在る (勝 立 比 書 三の 廿) 我 倚の 希望 は 其處に 於て 充 たさるべき も. 


ので ある、 我懍此 幕屋に 居りて 歎き 天より 賜 ふ 我 儕が 屋を 衣の 如く 着ん こと を 深く 欲へ り (哥林 多 後 

書 S の 二)、 我 僚 今に 至る まで 世の 汚樣 また 萬の 物の 塵 垢の 如し (仝 前書 四の 十三)、 故に 我 倚 或 時 

は 世 を 逝リて キリスト と共に 在ん こと を 願 ふ 也 (腓立 比 書 一 の廿 三)、 我 懐 は 世に 寄れる 日 を 懼れて 

過す 者な り (彼 得 前書 一 の 十七)、 我 儕は斯 世より 河 物 を も 求めん とする^に 非す、 我擠は 貸す こと 

ある も 借る こと あるな し (巾 命 記 十五の 六)、 憂 ふるに 似 たれ ども 常に 喜び 貧しき に 似 たれ ども 多の 

人 を 富し、 何も 有ざる に 似 たれ ども 凡ての 者 を 有つ 者な り (哥林 多 後書 六の 十)、 斯 世に 在て 最も 不 

幸なる が 如くに 見えて 最も 幸なる は 我 倚な り。 (八月) 

最善と 最 惡 

最も 善き こと は キリスト を 信じ、 彼に 在りて 善 を爲す ことなり、 卽ち 彼に 善 を爲さ しめらる、 こと- 

なり、  其 次に 善き こと は キリストに 傚 ひ、 彼を眞 似て 善 を爲す ことなり、 其 次に 善き こと は キリスト 

を 知らざる も 天然の 聲に聽 きて 善 を爲す ことなり、 更らに 恕す ベ き は 無智 無識 の 結果、 善 を爲し 得す 

して に 神の 聖 3e に 戻る ことなり、 然れ ども 最も 惡 しき ことにして 全然 恕す ベ か らざ る こと は キリス 

トを識 り、 聖書 を 研究し、 神舉を 講じ、 キリストの 神格 を 論じながら、 兄弟 を 憎み、 其陷擠 を計畫 し、 

彼等の 墜落す る を 見て 心に 喜 樂を感 する ことなり、 神が 最も 憎み 給 ふ 者の 中に 信仰 篤く して (篤し と- 

稱 して) 罪 を 犯す 者の 如き は あらす。 (八 =0 
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無 邊の愛 

が， 罪 は 犬な り、 然れ ども 我が. t は 我が よりも 大 なり、 彼 は 我が のた なる に 係 はらす 我 を 救 ひ 

給 ふ、 我れ 何處に 行きて 汝の 聖靈を 離れん や、 我れ 何 處に往 きて 汝の聖 前 を 逃れん や、 我れ 天に 昇る 

とも 汝は彼 處に在 まし、 我れ 我が 榻を陰 府に設 くると も 見よ、 汝、 彼處に 在ます (詩篇 第：. C 卅九篇 七. 

八 節)、 我 は れんと 欲して 我が 神の 恩^の 乎より 逃る k 能 はす、 彼 は 奈落の底にまで 彼の 手 を擴げ 

て 我 を 支え 我 を 救 ひ 給 ふ。 (九 ガ) 

我が 救濟の 希望 

にして 若 しほ：！ぼ さるべき 者なら ば 我が 滅亡の 機き は 甚だ 多 かりき、 然れ ども 祌は總 の危險 より 我 を 

げ給 へり、 而 して 我が 過去に 於て 所く も 我に 恩惠深 かりし 我が 神 は 我が 將來に 於ても 亦 我が si- の 

ために 我 を 我が Mi に, し 給 はざる べし、 我が希び卞-は單へに我が神の深き恩惠に於て^：^す、 我が 心の中 

に il.? を 始めし 者 これ を イエスキリストの 日までに 全うすべ しと 我 深く 信ず (臉立 比 書 一 の 六)。 (九 

月) 

キリスト の 奇跡 力 

我 は 我に カを予 ふる キリストに 因り 諸の 事 を爲し 得るな り (胖立 比 書 十三 節)、 我 は キリスト 


に 因りて 我が 未来永劫 赦す こと 能 はすと 信ぜし 我が 霧 敵 を も 容易く 赦し 得るな り、 我 は キリストに 因 

りて 我が 蒙りし 侮辱 を 忘れ、 痴 者の 如くに なりて 我が 敵 人 を も 我が 恩人の 如くに 愛し 得るな り、 我 は 

キリス トに 因りて 怨恨なる もの を 我が 心の 根底より 絶滅し 得るな り、 我 は 我が 心に 此大 奇跡の 施さる 

る を 見て キリストの 神性 を 疑 はんと 欲する も 得す。 (九月) 

神の 敎 育法 

祌は 我に 敵 人 を 送り 給 ひて 我が身に 危害 を 加へ しめ 給へ り、 神 は 亦 我に キリストの 義と 愛と を 示し 

給 ひて 我に 此 危害に 勝つ の 途を敎 へ 給へ り、 危害の 我が身に 加 へられ ざり しならん 乎、 我 は 我が 神の 

愛 を識る こと 能 は ざり しならん、 敵 人の 惡意は 神の 好竟を 招く の機會 となれ り、 神 は實驗 的に 其 聖旨 

を 我に 傳へ給 ふ、 敵 人の 奸計 憤怒 憎惡を 透う して 我 は 我が 神の愛 を 味 ひ 得たり、 感謝すべき かな o( 九 

天國の 希望 

心の 貧き 者 は 福 ひなり、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也、 義し きことの 爲に 責めら る、 者 は； i ひなり I 

天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也、 天國！ 天國！ 我等の 理想 は是れ なり、 我等の 目的 は是 なり、 我等 

は 其 市民た るの 特權 に與 からん と 欲す、 我等 は 其 處に昆 を 戴く の榮 譽に與 からん と 欲す、 而 して 是に 

入る の 契約の 我がた めに 設けられし を 信す る を 得て、 我 は 短 かき 斯 世に 在て 如何なる 辛苦 を も 忍び 得 
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るな り、 此 希望の 我等に 供せられ て、 嘲笑 何物 ぞ、 饑娥 3: 物ぞ、 裸 程 何物 ぞ、 天國を 我が 有と なさん 

がた めに は 劍も逐 放 も 絡 交 も 死刑 も 我 は 喜んで 之 を 受けん、 愛の神 は 報 賞な しに 我等に 困苦 を 强ひ給 

はす、 ^ゎ^-ル4.か：^:&:^^1るべし、 歡んで 現世の 侮辱に 耐 ゆる 者 は キリストと 偕に 永遠に 治む る を 得 

ん、 我等の 忍耐の 理由 は 偏に 天國の 希ば li- に^す。 (九 no 

裁步。 胪 

我が 靈 魂の 救 主 は 亦 世の 裁判人で ある、 彼はそのロょリ出る兩刃の利劍を以て萬民を|^^」給ふ (默 

示錄ー の.^ 六)、 彼の 前に は掩 はれて 露 はれざる 者な く 隱れて 知られざる 者 はない (馬 太傳 十の 六 )- 

彼 は 惡人を 善人と して 永久に 隱し給 はない、 亦 善人 を 悪人と して 永久に 曝露し 給 はない、 宽 罪なる も 

の は キリストに 於て はない、 キリスト は斯 世の 父母、 兄弟、 君主と は異 ひ、 我等の 心 を視給 ひて、 我 

等の 外形に 囚て 我等 を 鞫き給 はない、 爾 うして 彼の 裁判た る や、 僅に 良心の 賞 讚 詰責に 出 まらない、 

uli! れは 終に は事實 となりて 顯 はる、 ものである、 卽ち 牧者が その 綿羊と 山羊と を 別つ が 如く キリ ス ト 

は 終に は 善人と 惡 人と を 训ち給 ふ、 是れ總 て 神 を 信す る^に 取て は 最も 喜ばしき 日で ある、 我等 は單 

に 其 n に 於て 班な き 者と して 顯 はれん こと を 欲 ふ、 斯 世に 在て 不忠と 稱 はれ やうが、 不幸と 稱 はれ や 

うが 我等 は 少しも 苦慮す るに 及ばない。 (九 =0 

恩惠と 困難 


恩惠は 直に 來る もので はない、 困難 を 透う して 來る ものである、 W 難 は 恩惠を 身に 呼ぶ ための 屮問 

物で ある、 燃料な くして は 火がない やうに 困難が なくして は 信仰 も歡喜 もない、 火に 先立つ もの は 煙 

である、 信仰に 先立つ もの は 疑懼で ある、 煩悶で ある、 是れ ありて、 是れに 天よりの 火が 點 りて 始め 

て 天よりの 平安と 喜樂 とが 我 倚の 心に 臨る ので ある、 困難 を經 すして 深き 信仰 を 得ん とす る は 先づ堙 

を 見す して 光と 缓とを 得ん とする が 如くに 難い。 

夫れ 故に 我 儕 神の 心 を識る もの は 困難の 到來を 見て 決して 驚いて はならない、 れは 恩惠の 先馳で 

ある、 然り、 恩惠の 初期で ある、 今や 光明が 潮の 如くに 心に 充ち 溢れん とする に 先立って 兹に 暗ら く 

見 ゆる 天使が 來て我 儕の 頑 なる 心の 水門 を 打破る ので ある、 我 倚の 無智なる、 時に 或は 此 天使 を 担 

んで、 彼の 持 来れる 恩 惠をも 斥けん とする、 ^むべき は實に 神の 心 を識ら ざる 人で ある。 

そ は  ： 

「神 は碎 けたる 心 を 嘉し給 ふ」 と、 蓋 先づ碎 かる.^ にあら ざれば 種を受 くる こと 能 は ざれば なり 

農夫 は 知る 硬 土の 粉碎 深ければ 深き 程、 果穀の 生長の 好 良なる こと を、 神 も 亦 知り 給 ふ、 心の 粉碎、 

深ければ 深き 程、 神の 道の 生長の 宜しき こと を。 (九月) 

幸福なる 老境 

幸； i なる 者 は 七 人の 男子 を 持って 其 孝養 を受 くる 者で はない、 幸福なる 者 は キリ ス トを 信じて • 其 慰 
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藉に與 かる 者で ある、 若 かき 獅は 乏しく レて饑 る こと ぁリ、 然れど エホバ を たづぬ る 者は嘉 物に 缺く 

る こと あら じ (詩篇 三十 M の 十)、 汝の 能力 は汝が 日々 に需 むる 所に 循 はん (申命記 卅 三の： 五)、 

我れ キリストに 在りて 獨り 老境に 入る も M を か 恐れん、 我は汝 のために は 十 人の子よりも まさるに あ 

らず やと 主 は 曰 ひ 給 ふ (撒 母 耳 前書 一 の 八 )o  (九 Ho 

不公平と 來 世の 希望 

斯世は 不公平なる 世で ある、 然し 斯 *1 が 不公平で あれば こそ、 我 儕 は 来らん とする 公平なる 世 を 望 

むので ある、 若し 斯 世が 全然 公平なる 世であるなら ば、 斯 世に 在て は 常に 不如意の 地位に 立つ 我 倚に 

は&^1むべき*1が無ぃのでぁる、 我 儕の 来世の 希望なる もの は斯 世の 不公平に 基く ものである、 故に 我 

儕は斯 世の 不公平に 遭遇して 返て 我 倚の 希望 を 固う する 者で ある。 (九お) 

お  一 n 仰 と 竟 BCj 

我に 在て は 境遇 は 信仰 を 作らす、 信仰 は 境遇 を 作れり、 祌は 凡の 佳き もの を 信仰の 報 賞と して 我に 

下し 給へ り、 雨 盲の 信ずる 如く 爾曹に 成るべし と 主 は 曰 ひ 給へ り (馬 太傳九 章廿九 節)、 我 は 我が 信 

仰を大 にして 我が 境遇 を 改良め 得るな り。 (十 H0 

斯 世に 王た るの 途 


我れ 斯^より 何の §s む 所な きに 至って、 斯^ は 凡て 我が 有と なるな り、 我れ 我が 籍を； 大國に 移して、 

同時に 斯 世の 王と なるな り、 現批は 之を來 世より 求む るに あら ざれば 我 倚の 享有し 能 はざる ものなる 

が 如し、 キリストの 首 ひ 給へ る 夫れ 有つ 者は予 へられ、 有たざる 者 は 其 有て る ものまで も 取らるべし 

との 雷 (路加 傳第 十九 章廿六 節) は 蓋し 来^と 現 *1 との 此關係 を 述べし ものな らん。 (十月， > 

福 音 の眞髓 

イエスキリストの 血す ベての 罪より 我傻を 潔む (約 翰 第一 書 一章 七 節〕、 福 昔の 眞髓 は此に 在り、 

是れ なからん 乎、 福音 は 福音に 非す、 東の 西よ リ遠 きが 如く、 エホバ は 我 僚の 竊を我 儕より 遠ざけ 給 

ヘリ (詩篇 第 百三篇 十二 節)、 我 は 其 說明を 知らす、 然れ ども 其事實 なる を 信す、 我が 救濟は 我が 罪 

の 赦免 を 以て 始まれり、 而 して 罪の 赦免の 理由 は 十字架 上の 神の 獨 子の 犠牲に 存す、 之 を 仰 瞻て我 は 

始めて 新ら しき 人と 成れり。 (十お， } 

我の 大野 心 

聖 なる 父よ、 我 をして 傳道師 たらしめ よ、 我 をして 汝の 福音 宣傳の 他に 我が 終生の 事業 を 求めし む 

る 勿れ、 我 をして 人 を 其 枝 紫に 於て 救 ふ 小 慈善家たら しめす して、 其 根本に 於て 彼 を 助く る大 慈善家 

たらしめ よ、 我 をして 我が 生命 を 同胞の 爲に獻 ぐるに 方て、 彼等の 國家、 又は 社會、 又は 肉體 のた め 

に 之を獻 げすして、 彼等の 靈魂 のために 獻 げしめ よ、 父よ、 汝の 福音 を 以て 罪人 を 汝の懷 に 召還ら し 
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むる より 小なる 事業 を 以て 我が 終生の 事業と なさし め耠ふ 勿れ。 (十月) 

嗚呼 神の 愛！ 

キリスト は 我 僚の なほ 罪人た る 時、 我 儕の 爲 めに 死た ま ヘリ、 神 は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ 

(羅馬 書 五 章 八 節)、 神の愛と は赏 に如斯 きものな り、 義人たり、 善人た る 者 を 救 ふ は 神の愛に 非す、 

神 を 憎み、 神に 叛 きし 者 を 救 ふの 途を？ 议け給 ふて 神 は 其 愛を彰 はし 給へ り、 天の 地よりも 高き が 如く 

神の愛 は 人の 愛よりも 大 なり、 人 は キリストに 顯 はれた る 神の愛 を 知らす して 愛の 何たる を 知る 能 は 

す、 祌は 愛に して 愛 は 神な り、 天空が 地上の 總 ての 汚 氣を吸 牧消盡 する が 如くに、 我等の 罪惡を 愛の 

無限の 大氣の 中に 吸牧 し、 消滅す る もの は 神の愛な り、 ^呼、 神の愛！ (十月) 

敎會と 仰 

敎會は 信仰 を 作らす、 信仰 は 敎會を 作る、 敎.^ を 作らん と 焦心る 者の 敎會 は衰 へ、 信仰 を說 くの 熱 

心より 敎會の 事 を 省る の 暇な き 者の 敎會は 盛 かゆ、 是 れ眞现 なり、 亦事實 なり、 門前に 雀羅 を 張る 多 

くの 衰微せ る敎會 は、 其 敎師の 敎會の 事に 餘 りに 熱心なる より 其 衰微 を 招きし なり、 愼 まざる ベ けん 

や。 (十月〕 

アル フ ハ (始) と オメガ (終) 


第 一 に 信仰、 第一 一に 善行、 第三に 智識、 第 g: に禮 節、 第五に、 或は 第 六に、 或は 第 七に、 或は 第 八 

に、 卽ち 最終に 信徒 を 統治す るた めの 制度な り、 基督 敎の 如き 心靈的 宗敎に 在て は 制度 は 最終 最 尾の 

ものなら ざるべ か らす、 宗敎 のこと と W へば 必 す敎會 の 事 を 語 る 者 の 如き は 未だ 基督 敎 の 精神 を 知ら 

ざる 者な り。 (十 HO 

一 致の 繩索 

一致 は キリストに 於ての み存 す、 信仰 箇條に 於て 存 せす、 敎會 制度に 於て 存 せす、 人の 靈魂を 縛る 

もの は キリストの 愛 を 除いて 他に あるな し、 愛 心 以外の もの を 以て 信徒の 統 一 を 計る が 如き 之 を 無謀 

の 極と 言 はすして 何とか 首 はん。 (十月) 

余の 救 ひ 

余 は 余が 好んで 救 はれた ので はない、 余 は 余の 意に 逆って 救 はれた ので ある、 余 は 現^ を 愛した、 

然るに 神 は 現世に 於け る 余の 凡ての 企圖を 破棄し 給 ひて 余 をして 來 *1 を 望まざる を 得 ざら しめ 給 ふた、 

余 は 人に 愛せら れんこと を 希 ふた、 然るに 神 は 多くの 敵 人 を 余に 達って、 余 をして 人類に 就て 失望せ 

しめて、 神に 頼らざる を 得 ざら しめ 給 ふた、 若し 余の 生涯が 余 の^みし 通りの ものであった ならば、 

余 は 今 は祌 もな き來^ もな き、 普通の 俗人であった であら ふ、 余 は 神に 餘義 なく せられて 神の 救^に 

與っ たもので ある、 故に 余 は 余の 救 はれし ことに 關 して 何の 誇る 所の ない 者で ある。 (十お) 
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風 雲 急な り 

國 民の 動搖 なる もの あり、 ゆの 牧伯は 之 を 聞て く、 曰く、 是れ 亡國の 兆な りと、 然れ ども 我 儕 は 

其 聲に耳 を 傾けて 臼 ふ、 祌の 救^ は 臨めり と、 ； の^も 父の 許な くして 地に 隕る ことなし、 况ゃ國 

おの 動搖を や、 是れ 祌の聲 なり、 エホバの 道 は 旋風に あり、 大風に ぁリ、 雲 は その 足の 塵な リ (拿 翁 

書 一 章 三 節)、 風雲 暗澹たる 中に 恩 惠の寶 座は裹 まる k なり。 (十一 ガ) 

天國は 近づけり 

； i 音 は 路傍の 草に あり、 野の 小川に あり、 大洋の 怒濤に あり、 重 15 の 巔を拂 ふ 砂漠の 風に あり、 民 

の 移動に あり、 國の 衝突に あり、 神 は 世の 風雲に 乘 じて 進み 給 ふ、 我 倚 は 活劇の 順路 を 知らす、 然れ 

ども 其 終局の 必す 神の 勝利に 歸 する を 知る、 人の t 怒 も 終に 神の 義を行 ふに 至る、 我 倚 は 艘艟の 鯨波 を 

衝くを 見て、 天 國の此 地に 臨む こと 更らに  一 急なる を 覺ゅ。 (十 一 月〕 

雷 震 の 聲 

細き 聲に聽 かざれば 耳 を 裂く に 足る の 雷 II の聲に 聞かざる ベから す、 若し 良心の 聲 にして 威 嚴を缺 

くに 至れば、 神 は 萬 軍 を 起して 教訓 を 宣べ給 ふ、 ： 止 義は竞 に 必す此 に 行 はれざる ベから す、 戰鬪の 

I 聲を 聞く にあら ざれば 眼 を醒さ る 國民は 渦なる かな。 (十 一 月〕 


戰爭の 意義 

人 は 利の ために 戰ふ、 然れ ども 神 は 罰せん がた めに 戰 はしむ、 國 民は戰 場に 臨んで； & の 刑 募に 臨む 

なり、 彼等 は自國 の" 罪 を 贖 はんがた めに 屠らる、 なり、 同類 相對 して 流血 淋滴 たる 所 は 是れ贵 埃の 淫 

縦と 平民の 偽善と が 萬 邦 注視の 前に 於て 公義の^ 決に 服す る 所な り。 (十一月) 

. 戰 II- の 止む 時 

戰爭を 止む るに ニ途 あり、 進んで 敵意 を 露す にあり、 退いて 自己 を 冗す にあり、 而 して 神. H 常に 第 

二 途を掙 び 給 ふ、 然れ ども 人 は 常に 罪 を 他人に 歸 して 自身 は義 名を帶 びて 死 せんと 欲す、 是れ戰 ハサの 

有る 所以な り、 名譽 心なり、 傲馒 心の 遂行な り、 流血 を あらしむ る 者は是 なり、 人類が 自己 を 省みる 

に敏 にして 他を責 むる に 鈍くなる 時に 至て 戰爭は 全く 廢止 せらる、 に 至るな り。 (十 一月) 

戰爭を 好む 理由 

生命 を惜 まざる を 以て 勇氣 なりと 稱す、 而 かも 人類の 多數は 生命 を 愛せざる 者な り、 人世に 絶び-、 し 

て 常に 死 を 思 ふ、 故に 他人 を 殺して 自か らも 死 せんと 欲す、 是れ此 世に 在て 戰爭が 常に 多 數の贄 同 を 

博す る 所以な り、 若し 生命の 眞價 にして 知られん か、 人類 は 直に 戰爭 を廢 する に 至るべし、 絕^ 家の 

世に 多數を 占む る 間 は 開 戰の聲 は 常に 高 かるべし。 (十 一月) 
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余の 求む る もの 

余 は 神より 嘉き 「物」 よりも 良き 「心」 を 得た く 欲 ふ、 爾 うして 神 は 祈て 嘉き 「物」 を 賜 はない こ 

と は あるが、 II ふて 良き 「心」 を 下し 給 はない こと はない、 淸き 心、 柔和なる 心、 矜恤 ある 心、 餿渴 

く 如く 義を慕 ふ 心、 是等は 皆な 金銀、 寶石、 土地、 家屋に 優 さる 數層 倍の 嘉き 賜物で ある、 爾 うして 

我等 は i 度と なく 神より 斯 かる 嘉き 賜物 を 獲て 彼の 存在 を 疑 はんと 欲する も 得ない。 (十 一 月) 

最も 幸福なる 時 

神 は 物を赐 ふて 智識 を 賜 はない 時が ある、 又 物と 智識と を 賜 ふて、 信仰 を 賜 はない 時が ある、 而か 

も 余の 最も 幸福なる 時 は 物と 智識と に缺 乏して 信仰に 充ち 溢れる 時で ある、 余 は 今 は 天上の 榮 光を眺 

めて 希望の 喜樂に 居らん がた めに 境遇の 暗夜 を 愛する 者で ある。 (十 一 月) 

神の 子た るの 特徵 

基督 敎の 神は是 (y ゥ！ 0 である、 否 (nay) ではない . (哥林 多 後書 一章 十九 節)、 彼 は 建る 者で あ 

つて 壌す 者で はない、 獎勵 する 者であって 批難す る もので はない、 惡 魔を稱 して 「大 なる 否定 者」 と 

いふ は 彼が 神と 正 反對の 者で あるから である、 凡て 否定す る 者は惡 魔で ある、 冷笑す る 者、 嘲罵す る 

者、 人の 墮落を 聞て 喜ぶ 者 は 凡て 惡 魔の 靈に 由て 働く 者で ある、 吾等 創造し 得る 者と なる まで は 未だ 


自 から 神の 子な りと 稱 する こと は 出来ない。 (十 一 月) 

讀 書の 目 的 

我の 書を讀 むは 我れ が 之に 由て 智者 學者 とならん がた めで はない、 我の 書を讀 むは 我れ が 之に 由て 

人生の 秘義に 通じ、 詈ら る、 も 祝し、 究めら る-も 忍び、 誚らる X も勸 むる の 神の 如き 心の 狀 態に 達 

せんがた めで ある、 若し 我が 讀む 書に して 我に 永久に 忍ぶ の 術を敎 へす ば 彼 は 我に 何の 嘉 きこと を も 

敎 へない 者で ある。 (十  一 HO 

キリスト の 勝利 

凡の 嘉 きもの は主ィ H スキ リストより 來る、 愛と 望と 信と は 勿論、 智識 も、 美術 も、 勞働 も、 勞働 

の 結果た る眞 正の 富 も、 凡て 主ィ H スキ リストより 來る、 今や 彼に 由ら すして 人 も 國家も 永久に 善く 

且 つ 强 くな る こと は 出來な い 、 「若し 爾曹 信ぜす ば 必す立 つ こ と を 得 じ」 と の 預言者の 宣言 は 今や 着 

着と 歷 史上の 事實 となりて 顯 はれつ、 ある、 世界 歷史は 地上に 於け る主ィ ヱ ス キリストの 勝利の 記錄 

である。 (十 一月) 

花 は 消え、 鳥 は 去り、 森 は 其 衣を擺 がれて 天然 は裸體 となれ り、 唯 見る 夜毎に 昴 宿の 劍を帶 びて 肅 
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然として 頭上に 輝く を、 是れ 神の 子が 世に sf- むの 期 節な り、 世 は 冷淡 を 極め、 心に 虚飾 絕ぇ、 只威ガ 

の 我 儕の 頭上に 劍を揮 ふの 時、 キリスト は 我 儕の 心に 臨み 給 ふ、 今 は 救拯の 時期な り、 世界の 人、 心 

を靜 かにして 彼を迎 へ よ。 (十二 U0 

べッレ ヘムの 夕 

百 萬の 貔琳邊 塞 を 戌り、 シ ー ザ ー の 宮殿に 絃聲 高く して 驍勇 恩賞に 誇りし 時、 神 は 其 子 をべ ッレへ 

ムの 丘上、 牛 羊、 槽 中に 其 食 を 探ぐ る 所に 下し 給 ひて 人類 救 濟の途 を 開き 給へ り、 革新の 世に 臨む や 

常に 此の 如し、 世 は 擧て之 を 帝王と 軍隊と に 待ち望む 時に、 神 は 貧兒を 茅屋の 下に 降して、 世に 新紀 

元 を 開き 給 ふ、 今や 復 たび 革新の 聲 高し、 我憐 をして 東方の 博士に 傚 ひ、 我 儕の 救 主 を 求めん が爲め 

に ロマ に 行かす してべ ッレ ヘム に詣 らしめ よ。 (十二月) 

槽 中の 兒 

千 九 百年 前の 往昔に 在て は 基督教の 一切 は槽 中の 嬰兒 に^せり、 其 時 未だ ダンテの 神曲 あるな く、 

コ ロム ゥ H ル の英國 あるな し、 之 を 守る に 唯 マリヤの 纖 乎と ョ セ フ の 堅忍と ありし のみ、 而 かも 神の 

植ゑ給 ひし 木 は 成育ち て レバノンの 香 柏よりも 高き に 至れり、 我 儕、 八.' の 時に 方り 其 一枝 を此 地に 植 

えんと 欲して 何 をか懼 れん、 今や 全 宇宙の 我等の 業を援 くる あり、 亦 幾 萬の 聖徒の 我等の 言を證 する 

あり、 我等に して 若し 此 小暗 塊を酵 化し 得すん ば 後世 は 我等 を 評して 何と 首 はん。 (十二月) 


嬰兒を 護れ よ 

嬰：； 几 を 護れ よ、 然り、 ベ ッレ ヘム の 嬰兒を 護れ よ、 彼 を 護る は 自由 を 護るな り、 彼れ 幾れ て 自出ぁ 

るな し、 文士 は 筆 を 以て、 富者 は 富 を 以て、 智者 は智を 以て、 ！^s^プ者は勇を以て、 此嬰兒 を 護れ よ、 自 

由 を 憎む 者 は 皆な 彼 を 殺さん と 欲す、 暴虐の！； I； 主 は劍を 以て、 阿 ゆの 舉者 は學を 以て、 貪 焚の 富者 は 

富 を 以て 幾度 か 彼 を 殺さん とせり、 而 して 嬰兒の 生命 を 索る 者 は (馬 太傳 ニ章廿 節) 今尙 ほ^す。 嬰 

兒を 護れ よ、 然り、 べッレ ヘム の 嬰；： 几 を 護れ よ。 (十ニ=0 

中 の 靜 謐 

國 民は與 り、 國^ は 亡ぶ、 戰鬪 の聲は 地の 極にまで 響きて 其 動搖甚 太し、 然れ ども 我が 靈は 主に 在 

しづか  M じめ  を はり 

て謐 なり、 我 は 聖書に 由て 世の 始を 知り、 亦北ハ 終を識 る、 主 は 己れ に屬 ける 者 を 知 リ給ふ (提摩 太 後 

書 二 章 十九 節)、 神が 時に 天と地と を 震 ひ 給 ふ は HIil れ震 はるべき 者の 棄られ て、 震 はれざる 者の 存ら 

ん ため 也 (希 伯 来書 十二 章廿七 節)、 擾亂 は撰拔 なり、 我 儕 は 神に 頓て 動かざる べし。 (十二  =.^」 

悲痛と 歡 喜 

我 俯に 悲痛 あり、 亦歡 立： あり、 悲痛 は 身の 悲痛に して 歡喜は 靈の歡 喜な り、 而 して 靈の歡 害の 身の 

悲痛に」 4 ベ て優かに廣：！：^大なるが故に我儕は歡客の人にして悲痛の人にぁらざるなり、 キリストに 在 
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る 我 倚の 歡喜は 一 切の 悲痛 を 呑み 得て 餘り あ： り、 神 は 我 儕の 悲痛 を 減じ 給 はす、 然れ ども 我 倚の 歡喜 

を增 して 悲痛 を 無き が 如き ものと 爲 さしめ 給 ふ。 (十二月) 

我の 新 宇宙  - 

キリスト は 我が； 凡な り、 彼 は 我が 友人な り、 我が 兄弟な り、 我が 敎會 なり、 我が 國 .；1^ なり、 彼に 

在て 我に 何の 不足 あるな し、 キリスト は 我が 靈の 宇宙な り、 我れ 彼と 偕に 十字架に 釘 けられて、 我 は 

斯 世に 死して 彼に 移されたり、 我の 思惟、 我の 企畫、 我の 事業、 我の 生命 は 今や 總て 彼に 在て 存す、 

世 は <{「ロ 消失す ると も、 彼 在す が 故に 我 は 失せ じ、 我れ 彼に 在て 永生 は 我が 有なる を識 る。 (十二月) 

獨 立と キリスト 

獨立 を說く 勿れ、 キリスト を 説くべし、 獨立は 惟り 之を已 の 身に 行て 之 を 人に 勸 むる 勿れ、 重き を 

獨 立に 置て キリストに 置か ざれば 獨立も 終に 一 派を樹 つるに 至らん、 而 して 如斯 くにして 成りし 獨立 

敎會は 「日本 基督」 と稱 する が 如き、 「組合」、 「美 以」、 「監督」 等と 稱す るが 如き 敎會と 何の 異なる 

所な きに 至らん、 我 は眞侗 の獨立 敎會を 建てん がた めに 獨 立と 敎會 とを說 かすして キリスト を說 かん 

かな。 (十二月) 
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われ  し 八ね 八  • 

我の 新年 

人 は 新 I 衣に 誇り、 我 は 新生 を悅 ぶ、 人は戰 鬪を畫 し、 我 は 傳道を 企つ、 人は暗澹の彼方に勝^；；：の功 

名 を SI- み、 我 は 光明の 中に 平和の 春を樂 む、 我 は我擠 をして、 我-王 イエスキリストに 由 リて勝 を 得し 

むる 神に 感謝す (哥林 多 前書 十五 章 五 七 節)。 ( 一 お〕 

しん れ 八  よろ こび 

新年の 歡喜 

我に 大 なる 歡喜 あり、 世 は 之 を 我より 奪 ふ 能 はす、 ， 我 は 亦 好んで 之 を 人に 頒っ能 はす、 そは是 れ祌 

が 我に 下し 給 ひし 特別の 恩賜 なれば なり、 *1 は 勿論 其 何物た る 乎 を 知らす、. 神より 同一 の 恩賜に 與か 

もの  ろの.； i にもの  V  し  こ  みた i  の  かふ じんる. 0 にえ .T 、い-すん さいび た まもの  i つ、 

りし 者の み 其 何物た る 乎 を 知る、 是れ 聖靈の 恩賜な り、 神が 人類に 賜 ふ 最善 最 美の 恩賜な り、 -N に 優 

りて 贵 きもの 全 宇宙に あるな し、 之 を 賜 はりて 我 倚 は 他に 何の 要求む る ものな きに 至る、 是れ ありて 

C れ. り ヒ  こ  こゝろ 5  すべ て くるしみ わす  二の. U** も？：？ せつ  わ れら かふ .i; ん でんわい  し 

我 儕 は 足れり、 是れを 心に 受けて 我 儕 は 凡の 苦痛 を 忘る、 此 恩賜に 接して 我 儕 は 神 は 全然 愛なる を 知 

このめ ぐ ふ あつ  われら い. ^  くるしみ お  か  い ♦* いに  はじし- 

る、 此恩 惠に與 からん がた めに は 我 倚 は 如何なる 困苦に 遭 ふ も： なり、 今に： 至って 我 は 始めて 知る、 
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天に ある もの、 地に ある もの、 或は 高き、 或は 深き， 或は ゲ ある 者 或は 後に ある 者、 ：^ハ他何物も我儕 

を 我主ィ H ス キリストに 賴れる 神の愛より 絶ら する こと 能 はざる を (羅馬 書 八 章 末節 )o  (一月〕 

かみ  れい 

神 の 靈 

れいちし .0 あつ  ,/  われ ， つ にか  かふ れい 

璽と は 智識の 靈に 非す、 威 應の靈 に 非す、 之 を 受けて 我 倚 を 高ぶらす る もの は 神の 靈に あらざる な 

れノ むす ところ み  じんあい ？ -フ、 へいわ  にんたい じ ひ り C- う ん ちゆ- リ しん おんじ- フ そんせつ 

り、 lli の 結ぶ 所の 果は 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 樗節、 是 なり (加 拉太書 

た/り J- ゝ けっくね しゃ ラ  ケ， ひ れい  い  うけ  ,0 しゅ，、  れい 

五 章廿ニ 節)、 直に 斯る 結果 を 生す る 者 を 神の 靈 とは稱 ふなり、 之 を 接て 我 倚 は 我 儕の 萎縮せ る靈の 

,、."，、- たノ  お， 丄  き-つ こん と き  ふんど  はぞ， ノ しつ  れいてき しっぺい  あと たち わ れ. り ほんせい ，；！，- ち けん 

直に 擴大 せらる &を覺 ゆ、 仇 恨、 妬 忌、 忿怒、 媢嫉 等の 靈的 疾病 は 直に 跡 を 結て 我 倚の 本性の 直に 健 

ぞん ふ，、  かふ れい つみ * ひ t  わ れら ほんせい 5 マ ひとくて きき せき おこな  ちか ■ つ 

全に 復 する を 感す、 神の 靈は 罪に 生れし 我 倚の 本性に 道 德的奇 績を行 ふの 能力た るな り。 (一月) 

かみ あい  もの 

神に 愛せら る 、者 

神 は 彼 を 愛する 者に 彼 自身 を 與へ給 ふ、 彼に 世界と 其 富 を 與へ給 はす、 世と 其 名 譽を與 へ 給 はす、 

聖靈を 與へ給 ふ、 神に 愛せら る &者は 人に 憎まれ、 骨肉 友人に 悚 まれ、 世に 汚穢 物視 せらる、 而 かも 

其 間に 神に 愛せられて 聖靈の 恩賜に 與 かる、 故に ィ H ス言ひ 給 はく 「责 める、 者 は！ i なり、 天 國は卽 

もの 

ち 其 人の 有 なれば なり」 と。 (一 月) 

ふ しん じ や  おと 

不信者に 劣る 


よ あよ A  やみ れい ->  きり. V と しんじゃ  -- のよ  ち^ も 

^に餘 むべき 者に して 神の 靈を 接け ざる 基督 信者の 如き は あらす、 彼 は^ 世の 物 を 有た す、 而 して 

、t て.？,. -7、  き フ  じつ 5  *? フむ いちもつ  よ  かれい や  かれ <i  4  ち 力ら 

^だ 天國の ものに 接せす、 彼 は實に 宇宙 無一物の 者な り、 世 は 彼 を 卑しむ る も 彼 は 世に 勝つ の 能力 を 

有せす、 彼 は淸淨 なるべき も而 かも 淸淨 なる 能 はす、 天に 昇る 能 はす、 地に I： る 能 はす、 故に 签 問に 

くらん  せいれ ，. し. K  かれ ふ しんじゃ  おと 

在て 苦悶す、 彼 は 聖靈を 接け ざるべ からす、 然ら ざれば 彼 は 不信者に も 劣る 者な り。 (一月) 

ひ なん しゃ つ 

非難 者に 吿ぐ 

われ ん な  i つ  二れ な  5  あら  やみ  -フち くだ  ザん な 

我 は 善を爲 さんと 欲して 之 を爲し 得る 者に 非す、 祌、 我が 裏に 降りて 我 は 善 を爲さ しめらる、 のみ、 

我 を 貴む るに 善の 不足 を 以てする 勿れ、 寧ろ 我が 上に 神の 靈， の^らん こと を 祈れよ。 

我 は 信を增 さんと 欲して 之を增 し" 得る 者に 非す、 神、 我が 心に 降りて 我が 信 を 增し給 ふの み、 我 を 

貴む るに 不信 を 以てする は 無慈悲な り、 寧ろ 我が 信の 加 へられん こと を 神に 祈れよ。 

きりす と け- r- て？. た-.？ t  く  >  f いちじ  そん  おのれせ  みづ  が- ん  ひと せ  かれ せ；" 

基督 敎的 道德は 祈禱の 一 事に 存す、 己 を 責めて 自 から 善なる 能 はす、 人を責 むる も 彼 亦 善なる 能 は 

す、 自己の ために らんの み、 他人の ために 祈らん のみ、 而 して 自他 兩 つながら 善な らんの み。 (一月) 

n ク ふ  ふく ゐん 

律法と 福 音 

り r は. 1 ころ  ふく るん い  f..  n-c-* ふ  ふ， 、るん りつ  あっせい  し S5 せい 

律法 は 殺し、 福音 は 活かす、 故に 律法 を 以て； i 昔 を 律す る は^ 制 を 以て 自由 を 制するな り、 律法に 
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律法の 法則 あり、 福音に 福音の 法則 あり、 而 して 幅 昔の 法則 は 凡て 自由にして 凡て 恩惠 的な り、 律法 

に. m て 幅 昔を傳 ふる は 死に 由て 生を傳 ふるな り、 基督 敎に 不^合なる ものにして 死せ る 冷たき 機械的 

の 規則 條 令の 如き は あらす。 (一力〕 

けう くわい しん じ や 

r 敎 會 信 者」 

む.；, し  .U れ  け 5 くれい しんじゃ  たれ  かれら  じ §5 ふくもん くわ  そく^^.、 な は 

昔の パリ サイ 人と は 誰ぞ、 今の r 敎會 信者」 と は 誰ぞ、 彼等 は 自由の 福 昔 を 化して 束縛の 繩 となす 

者に 非す や、 彼等に 活け I る 信仰な し、 故に 死せ る 信條を 以て 之に 更 へんと す、 彼等 は責 むる を 知て 惠 

む を 知らす、 罰する を 知て 赦すを 知らす、 恩惠の 和氣に 觸れて 心の 堅 氷 を 解かれし 實驗を 有せざる が 

故に 彼等 はた 石 を 以て 石を碎 かんと 欲す、 冷たき かな 彼等、 堅き かな 彼等、 彼等 は 敎會の 城壁 を 築 

いし  てき  せいでん つ. -、  .U ふと いけ， 0 いし 

くた めの 石た るに 適す、 神の 聖殿を 造る ための 「貴き 活石」 たる 能 はす。 (一月〕 

あい 二く し 八 きう れい 

愛國 心と 救 靈 

余 は 日本 國を救 はんとした、 然し 之 を 救 ひ 得なん だ、 然し 國を救 はんとす る 其 心が 余 を 神に 逐 ひや 

り、 終に 余の 靈魂を 救 ふの 動機と なった、 愛 國心は 決して 惡 いもので はない、 是れは 若し 國を救 ひ 得 

ないならば 自己 を 救 ふ 者で ある、 故に 我等 何人も 埶 I 誠なる 愛國 心を懷 くべき である。 (一月〕 


此 宇宙 は 神の 造り 給 ふた 宇宙で ある、 故に I 宇宙に 在て 善を爲 して 其 報酬の 我等に 廻り 来らない 理 

由 はない、 只 宇宙の 宏大なる が 故に 原因が 結果と なりて 我等に 還り 來 るまでに 多くの 日時 を 取る まで 

のこと である、 汝の 糧食 を 水め 上に 投げよ、 多くの 日の 後に 汝、 再び 之 を 得ん (傳道 之 書 十一 章 一節〕、 

われら  た すん i  よ  * ャん ひと むじ ク 5 よつ き  まい  ，：^- ん ひゃく ほい  その 

我等 は 只 善 を 蒔いて 置けば 可い、 善 は 人の 無情に 由て 消える もので はない、 蒔た る 善 を 百倍に して 其 

ひと かへ  こ？ 3  -?? らち へ  せいしょ をし  い  ザん おこな 5  なケ 

人に 還す のが 此 宇宙の 特性で ある、 故に 聖書 は敎 へて 曰 ふ 「兄弟よ 善 を 行 ひ 倦む こと 勿れ」 と (テサ 

は 一一 力 後書 三 章 十三 節 )o  (一月〕 

かみ  J こう i  s 

神の 不公平 . 

神 は 不公平 t である、 此 世の 朽ちる 物、 卽ち 金銀、 土地、 ^ 屋の 分配に 於て は 甚だ 不公平で ある、 然 

し 神が 人類に 與へ給 ふ 最も 善き 賜物、 卽ち 聖靈の 灌漑に 於て は _ 公平で ある、 否な、 返て 貧者に 厚く し 

ふう， J や -r- す  み  . ひれら けつ  うれ  りれ ら み  いや  *-、 らゐ ii-- んの •？ 

て 富者に 薄い やうに 見える、 我 儕 は 決して 憂 ふべき ではない、 我 儕、 身 は 卑しく、 位 は 無く も 全能の 

神の 王子と なること が 出来る、 歡 喜ぶべき ではない 乎。 (一月〕 

すく ひじつ 

救 拯の實 

救 はれた と 心に 意 ふので はない、 亦、 雨う 頭腦で 信す るので もない、 救 はれる ので ある、 惡 しき 心 

に更 ふるに 善き 心 を 以てせられ、 舊き 人を脫 却て 新ら しき 人 を 着せられ、 玆に救 坯の實 を 全うせられ 

るので ある、 基督 敎は 神學 でもなければ、 行 倒で もなければ、 思想で もない、 基督 敎は 心靈 上の 事贤 
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二ん ケぃ f  fc つと お ろ  5 せ *.」  , 

である、 靈 魂の 改造で ある、 最も 驚くべき 奇鑌 である。 (一 =0  . 

きり すと しん じ や  はる 

基眞 信者の 春  ： 

ニゝろ ** る ナで 、に  ， ** てんち  はるの 4-  ijh- さへ つ  わ  - ひち  よろこび わ  は な さ  わ 

心 の^は 旣 に！； れり、 今や 天地の 春 は 臨まん とす、 烏 は 囀りて 我が 衷 なる 歡に 和し 花 はへ いて 我が 

I  ,  さ，？' え あ..；' よ  しゅん や- さ ない ぐ わい  われ せ **  わ  てう や，、 t  ？  ，"1 

靈 なる 榮を彰 さんと す、 春陽 將に內 外より 我に 迫らん とす、 我が 跳躍の 時 は 来れり。 (二月) 

ち- フ や  べつ 

晝 夜の 5^  ^ 

よ V4 る つれら ひ. 0  X ひ. 0  5、 れ ら VTO  われら ひと な  i? うに  ひと よろこ 

恥の 夜 は 我 儕の 晝 なり、 世の 畫は我 倚の 夜な り、 我 儕 は 人の 泣くべき 時に 歌 ひ、 人の 歡 ぶべき 時に； 

.i-Ni し こ ゎルら ひと も いら，、 li  , ゆ ゑ あら  われら のお てんつ 一.、 せいかい よ あんこ，、 ^Jcu^. 

悲む、 是れ我 儕が 人と 哀樂を 偕に せざる が 故に 非す、 我 倚の や-む 天國は 星界の 如くに 世の 喑黑に 遭遇^ 

する にあら ざれば 之 を觀る こと 能 は ざれば なり。 (二月〕 


君子 何お I に 在る、 義人、 I： 趨に 在る、 眞心を 以て 神と キリストと を 信す る 者 は 何處に 在る、 世 は 凋 1 

ら，、 n  せい V- り え 5 こん  ゎづ  いんみ つ ，；！ ろ おいしん  .  われわれ ん 

落 を li め、 正義 は 利益と 混ぜられ、 キリスト は 僅かに 隱密の 所に 於て 信ぜられて、 我 は 我が 信 を 語る 一 

と も もと  I* つ  え  せひ 7  :t ん かん おそ  さ  はな いづ 二  は.、 がい -フち あつ カラき -す、 い, ゝー 

の 友 を 求めん と^して 得す、 世評の 厳寒 を怕れ すして 唤く花 は何處 にある、 迫害の 裡に 在て 香 氣馥郁 i 

しんじゃ いづ 二 あ  われみ-  ：；<  つ  しんか i  -I はな  われ みち i^.  いひ  5^ け、 は . 

たる 信者 は 何處に 在る、 我 は 見ん こと を 欲す、 信仰の 梅の 花 を、 我 は途の 遠き を麼 はす、 坂の 險 しき 一 

を懼れ す、 梅花に 遭 ふて 我が 心中の 慰藉 を談 じ、 堅 氷の 裡に淸 がの 春 を： ば i らんと 欲す。 (二月) い 


5 たん  しん だ- フ 

異端と 眞 道 

あ，、 ？  ？  なん. i つ かみ しん  えいい たん  しんせい きりすとけ 5 い  かふ しん  き 

惡を 避けよ、 然 らば 汝は神 を 信す る を 得ん と 云 ふ は 異端な り、 眞 正の 基督 敎は曰 ふ、 神 を 信ぜよ 然 

なん ぢ ザん な  .7  こ、 ろ きょ  さ  なん ぢ か み せいれい xli もの ぁづ  え  い  い 

らば 汝は善 を 爲すを 得べ しと、 心 を 潔くせ よ、 然 らば 汝は 神の 聖靈の 恩賜に 與 かる を 得ん と 云 ふは異 

端な り、 聖書 は 明かに 我 倚に 敎 へて ぼ ふ、 神の 聖靈を 受けて 汝の心 を 潔め られ よと、 行 を 先き にして 

しん あと  い たん  きりすとけ-つ しん さ  おこな ひ あと  もの  し  ひと  かふ めぐみ しん 

信 を 後に する は 異端な り、 基督 敎は信 を 先き にして 行 を 後に する 者な り、 而 かも 人 その 神の 恩 惠を信 

チる 薄き や、 彼等 は 自己の 行 爲の報 賞と して 天の 恩寵に I からん と 欲す、 天の 地よりも 高き が 如く 神 

おもへ〕 ひと おも ひ  たか  かみ われら ふ しん いか た**  われら われら おこな ひ らっ かみ おんちよ. ノ か 

の 意 は 人の 意よりも 高し、 神が 我 儕の 不信 を 怒り 給 ふ は 我 倚が 我 儕の 行爲を 以て 神の 恩寵 を 買 はんと 

欲すれば なり。 (二月) 

そと  み 

外 を 看よ 

外 を 看よ、 內を 省る 勿れ、 日に 三た び 神 を 仰ぎ 瞻て已 を 省る 勿れ、 健康 は 蒼き 空 天に あり、 淸き空 

氣 にあり、 廣 濶 極り なき 神の 恩惠 にあり、 狹き窒 -e! に臭氣 多し、 狹き 胸裡に 何の 善き こと あるな し、 

せいふう  し. フき  はら  せいれい  じゃよく しり,^  ひら  ぐね いき い  しつない ちつ 3 よ 

淸風 をして 臭 氣を排 はしめ よ、 聖靈 をして 邪 慾 を 斥けし めよ、 戶を 開いて 外氣を 入れよ、 {至內 に 蟄居 

して 其處に 無益の ェ風を 凝らして、 小 君子た らんと 努 むる 勿れ、 之に ぎの 正義 を 入れて 聖き 宇宙の 人 

となれ よ。 (二月〕 
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所 m 

あだ  ま へ  むしろ 

敵の 前の 筵  ， 

神 は 我が 敵の 前に 我がた めに 筵を 設け 給 ヘリ (詩篇 二十 一一 ー篇)、. P むは 我が はめに 言 g を 以て J« 。を 

f  ，ざり し、 f  、  g をして iv¥Qf に の 前ば^ 襟が しめ まり、 然れ ど" 神 は 我 

こ してぎ S の 歉に僦 を f し船 へり、 S の 雾 は らす、 ^力 は あ 1:. J にれ 

て t く i<£ なり、 & まれて S に W を f あは S の 1 なり、 擧 げられ て 後に 恥に 沈む 者 は 罪の 人 

なり、 ：s の は舰を 11 て躯 る、 恥 は nKT の IE 神の 塞 判 を 待つべき なり。 (二月) 

しラ やう  き たラ 

修養と 祈禱 

si は S にがらす して sttf  S らんと する のぎり、 &i は 神に ぎ 直 ポ？ めら ク  1  んと ける の 

1 なり、 爵 はだ にして、 編は S の i なり、 ¥ 倚 は プラト 1、 シセ 口、 孔子、 ほ 陽 明に 傚って 

isijrf んと& つせ すして、 。ハウ 口、 ァゥ ガス チン、 ル i アル、 コ I ゥ エルに 傚って クリス チ 

ヤンた らんこと を 求 ふべき なり。 (二月) 

與 ふるの 福 「ま 

受 くるよ！ 與 ti ひな- (行 傳廿審 五節)、 そは^ 與 へんと 弋て？ 一は， に" 能 は ざれ 

ばな り、 mt^f^^pmt  S より il  くるの みならす、 神より 聖き靈 を 賜 はりて、 


^,  n ら よ： ねん つん 一-つ  あ-, TV.J  .V  n ら も.；】  IT* つ  あ.； - え  も り  わ X  C し；、  え 

吾 倚の 慾 念 を斷絕 せらる k に 非れば、 吾 儕は與 へんと 欲して 與へ 得ざる 者な り、 吾 齊が與 ふる を て 

よろこ  われら かみ  あ.；.！  こゝ ろえ 

喜ぶ は 吾 儕が 神より 與 ふるの 心 を 得 たれば なり。 (二月) 

もっと /，て  けいはつ 

最も 恐る ベ き 刑罰 

ャみ さから  そのけ いはつ  た ごち や i ひ か、  ひん せ. i  また しひく れい ち ゐ ，ひしな 

神に 逆 ひたれば とて 其 刑罰と して 直に 病に 縱り、 貧に 迫り、 又は 社 < ^の 地位 を 失 ふ もので はない、 

否な、 多くの場合に 於て は 身の 境遇の 改善 は 神を捨 去りし 結果と して 來る ものである、 神に 逆 ひし 覿 

めん <5^<!厶< "厶 厶厶厶 △< -厶 十 ひ は ？ よ  た. f,  み  、やし  • 

ぼ の fflm は 品性の 墮落 である、 卽ち聖 きこと 上咼 きこと k が 見え なくなって 卑 きこと、 低き こと、 を 

追求す る やうになる ことで ある、 然しながら 是れ 最も 恐るべき 刑罰であって、 人に 取て 實は是 よりも 

重い 刑罰 はない ので ある、 爾 うして 此 刑罰の 殊に 重い 譯は之 を 受けし 者が その 刑罰た る を % し 得ない 

>  、 9  -パ /l . ら ひ い^つ い r  ,iv けいに つ 5  二のお そ  ひんせいだ ら： けぃ^；っ '7  つと 

のに ある 我 儕 は祌に 1^ て 如何なる 他の 刑罰 を受 くる も此 恐る ベ き 品性 墮落 の 刑罰 を 受け ざ る やう 勉 

むべき である。 (二  =^) 

半 百號の 感謝 

感謝す、 此小 誌、 本號を 以て 其 第 半 百號に 達せし を、 長壽、 勿論 余輩の 目的に 非す、 余輩 は 唯 生命 

の あらん 限り 善事 を爲 さんと 欲する のみ、 過去に 於け る祌の 指導 を 追想して、 余輩 は 將來に 於け る更 

らに大 なる 恩寵 を 信じて 疑 はす。 0ー一 月 ；} 

明治 三十 七 年  一七 九 


所 s  ス0 

我の 幸運 

神 は 我に 善き 事業 を與へ 給へ り、 宣べ 我れ 善き 嗣業を 得た るかな (詩篇 十六 篇六 節)、 我 は 喜ばし 

き 神の" i 濟の 福音 を傳 ふるの 業 を 授けられたり、 泣く 人の 淚を拭 ひ、 乏しき 人の 心を充 たし、 喪 ふて 

返て 歡 ぶの 秘術 を敎 ふるの 職 を 委ねられたり、 傳 道の 職 を 以て 犠牲な りと 稱ふ者 は 誤れり、 我 は 大王 

の 位を繼 がんより は 現職に 在て 死なん こと を 求 ふ。 (一一 一月〕 

我が 唯一 の寶 

我 は 政治家に あらす、 故に 時局 を 解せ す、 我 は文學 者に あらす、 故に 文章 を 知らす、 然れ ども 我 も 

小なる 基督の 信者 なれば、 神に 由て 我が 靈魂を 救 はれし 確かなる 實驗を 有す、 我が 世に 供し 得る もの 

は 唯是れ のみ、 此 憐れなる 者の 救 はれし が 如くに 世の 總 ての 人の 救 はれん こと を 求 ふの み。 (三月〕 

完全なる 職業 

完全なる 職業と は 他人 を歡 ばして 我 も 亦た 歡 ぶの 職な りと 云 ふ、 而 うして 詩歌と 美術と は 完全に 最 

も 近き 業な りと 稱 せらる、 而 かも 人に 賴ら ざる 傳 道に 較 ぶれば 一 一 者の 完全 も尙ほ 甚だ 不完全なる を認 

めすん ば あらす、 至大 至極の 歡喜は 福音宣 傅の 業に 存す、 其 元始 は歡 喜に して 其 終局 は歡 喜な り、 其 

方法 は撤 喜に して 其 目的 は歡 喜な り、 歡んで 蒔いて 歡 んで穫 る、 而 して 業 終へ て 後に 自身 も 亦 主の 歡 


喜に 入る、 誰か 我 倚 を 羨まざる 者ぞ ある。 (三月) 

本誌の 創 設 者 

本誌 をして 在らし めし 最も 有力なる 人はァ マ ス ト大學 前踪理 故シ， 'リ ー 先生な り、 余輩 は 先生に 依 

りて 始めて 基督教の 何たる を 知り、 先生 亦 余輩に 囑 して 日本 國に 歸て此 福音 を傳 へしむ、 先生 旣に新 

英 洲の靑 山に 眠り、 而 して 本誌、 今や 絕 東の 島 帝國に 在て 先生の 意思の 幾分 を傳 ふ、 余輩 は 其缺點 の. 

總てを 負 ふべ し、 唯 先生 をして 人と して 受 くべき 凡ての 榮 譽を檐 はしめ よ。 (三月) 

最終 最善の 事業 

始めに 國の 富を增 さんと し、 次に 民の 智識 を 進めん とし、 其 次に 社會を 改めん とし、 終に 主ィ H ス. 

キリストに. m りて 贫 しき 人の 靈魂を 救 はんとせ り、 傳道は 我が 從事 せし 最終の 事業な り、 我 は 之に 優. 

りて 善 且つ 美なる 事業 ある を 知る 能 はざる なり。 (一一 一月〕 

反 應の理 

我 は 人の 我 を 非難す る ある を 聞け リ、 我れ 亦 時には 人 を 非難す る こと あり、 我 は 今 我が 主に 託り て、. 

我が 心の奥底より 我 を 非難せ し 人 を 赦すを 得るな り、 我が 非難せ し 人 も 亦 我が 我 を 非難せ し 人に 爲せ 

しが 如く 我に 爲 すならん、 我 は 他人よりも 多くより 善き 人に 非す、 他人 も 亦 我よりも 多くより 惡 しき 
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人に 非す、 我等 は 我等の 審判く が 如くに 判 かる & のみ、 我 は 他人に 對 して 善意 を懷 いて 全世界 を 我 

が 友と なす を 得るな り。 (三月) 

沈 3. ク勝禾 

若し 世に 勝たん と 欲せば 我より 自 から 進んで 敵に 當る を須ゐ す、 唯、 靜 かに 働いて 神の 命 を 待てば 

足る、 善 は 自助 的に して 惡は 自殺的な り、 瞑目 三年の 後、 眼 を 開き 見れば 神の 敵 は 闪 散して 跡 方な き 

を 觀ん。 (三月) 

. S 督 信徒の 寬大 

我 を 憎む 者 あり、 彼 は 我 を 憎む に 由て 多少の 惊 快を感 す、 我れ M ぞ歡ん で 彼の 憎惡の 目的物たら ざ 

らん や、 偽 はりて 我が， 所有 を 掠めし 者 あり、 彼れ 之 を 獲て 多少の 便宜 を 感じたり、 我れ 何ぞ 喜んで 我 

が 損失 を 忍ば ざらん や、 我 は 祌の國 に 於て 永久の 冕 を 戴くべき 者な り、 今 骨に 於て 我が 受けし 多少の 

不義、 損害、 我 は 之 を 深く 意と する に 足らざる なり。 (三 ガ) 

出征軍 を 送りて 感 あり 

嗚呼、 我れ 如何にして 戰爭を 魔む る を 得ん か、 我 は 如何にして 是等 無辜の 良民 を 敵彈に 曙ら すの 慘 

事 を， 止む る を 得ん 乎、 彼等 を 失 ふて 孤獨に 泣く 老媼 あるに 非す や、 彼等に 離れて 幾 寒に 叫ぶ 寡婦と 讽 


兒と あるに 非す や、 之 を 見て 泣かざる 者 は 人に して 人に 非す、 我 は 人が 萬 歳を歡 呼す る を 聞いて 其 聲- 

に 和す る こと 能 は ざり き。 

我れ にして 若し 王者な らん 乎、 我 は 無理に も戰 爭を壓 止せん もの を、 我に して 若し 寵臣な らん 乎、 

我 は 戰爭を して 止まざる べし、 然れ ども 微弱なる 我れ、 我に 唯、 泣く に淚 あり、 祈る に 言 紫 ある- 

の み、  嗚呼、 我れ 如何にして 戰 爭を廢 むる を 得ん か。 

福 昔を說 かんの み、 然り、 キリストの： 十 和の 福 昔を說 かんの み、 而 して 一 日 も 早く 天 國を此 世に 來 

ら， r ん のみ、 是れ 我の 爲し 得る ことにして、 亦 無效の 業に あらす、 今の 時に 方て 不可能 事 を 企て k 直 

に戰， 印を廢 せんとす る も 何の 益 か ある、 人々 其 心に 神の 靈を 宿す に 至る まで は戰 ゆの 聲は歇 まざる ベ 

し、 キリストに 在りて 一人 を 救 ふ は 戰爭の 危害 を 一人 丈け 滅 する ことなり、 而 して 戰爭は 非 戰論を 

へて 4- むべき ものに 非す して、 キリストの 福音 を傳 へて 鼠すべき ものなる べし、 嗚呼、 我 は覺れ り、 

我 ま 千 百年の 將來を 期して、 我が 目前に 目擊 する 慘事を 根絶 せんた めに 我が 世に 在らん 限り 更らに 熱 

心に キリストの 福音の 宣傳 に從事 せん。 (三月) 

無抵抗主義の 眞意 

キリストの 敎訓は 何う 考 へても 無抵抗主義であります、 「汝 惡に抗 する 勿れ」 と は 其神髓 であると- 

HS ひます、 雨う して 若し 神に してお 在し 給 はざる 者であります ならば 是れ 或は 實に 不道理なる 敎訓で 

あるか も 知れません、 然 かし 神が 在す 以上 は是 れ當然 の眞理 であると 思 ひます、 神 はた f 命令 的に 
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所感  一八 ra 

み 惡に抗 する 勿れと は宣 ひません、 神 は 「喜んで 惡 人の 申出 を 納れて 我が 爾に 下さん とする 大 なる 因々 

惠を 受けよ」 と宣 はる、 のであります、 私共が 惡 人より 無理の 要求に 接する 時に 神より 更らに 犬なる 

恩惠 下賜の 約束に 接する のであります、 然るに 多くの 人 は 此事を 知らないで、 悪に 杭して 善 を 逸する 

の は寳に 愚かなる ことではありません 乎。 (一一 一月) 

はろ  れい 

春 と 靈 

はる/ T-.u  れいの &  われ おい なに  われ はな 5 ろ は  よろ 二  われ はな おい わ， •  > しゅ ラるは - 

春 来る も靈臨 まざれば 我に 於て 何 か あらん、 我 は 花の 美しき を歡 ばす、 我 は 花に 於て 我が 主の 美し" 

きを 觀んと 欲す、 翁の 山 is に 臨む が 如く、 神の 靈は 我が 心に 降らざる ベから す、 然ら ざれば 我 は 春に 

遭 ふて 徒に 我が 衷の 悲痛 を感 する のみ、 來れ 聖き靈 よ、 來て 我が 衷 なる 歡喜 をして 外なる 麗 色に 劣る- 

所 あら ざら しめよ。 (四月) 

こん ねん  はる 

今年の 春 

美なる 哉 天然、 汝 にぼ然 する 所 あるな し、 唯、 我 倚に 悲痛の 存 るが 故に、 我 儕は汝 と共に 歡び得 ざ ■ 

るな り、 1- は 堇花を 以て 布き つめられて 紫 壇の 如し、 丘 は樱を 以て 彩られて 白 殿の 如し、 神の 聲に應 

じて 春 は 故阔の 山野に 臨めり、 惟り 悲む、 同胞の" 此 舂を樂 しみ 得ざる 者 多き こと を。 (四 no 

ふ  きう  はな 

不朽の 花 


はる 、に  はな ひ. ゥ  はな ひつ  はな ち  いち； 3 ん えい, 、わジ いちにち あつ ** いちにち えい.？、 わ ふ- r-r ん 

春 は 来れり、 花 は 開けり、 花 は 開けり、 花 は 散れり、 一 年の 榮光は 一 日に 鍾り 一 日の 榮華は 風前に 

5  こ  ±ん せい ぢ や- r- だ 5  われら  も は  これ たよ  ，、さ か  そ f^i ご A  -フ  しか  ことば 

失す、 是れ 現世の 常道な り、 我等 は 最早 ゃ是に 頼ら じ、 「草 は 枯れ 其 花 は 失す、 然れ ども N ホバ の 一 W 

r  はな ？ くら あら  せいしょ  ほんせい ふ き. フ せいしょ 

は變 はる ことなし」、 花 は 櫻に 非す、 聖書な り、 萬 世 不朽の 聖書な り。 (四月) 

T  V- ん  き 

浩然 の 氣 

もっと よ  5  f  きょ れい  そのつ. き よ  ぜんち it> きょ ク  せう じんかん さよ  ふ 

最も 善き もの は 宇宙の 神の 聖き靈 なり、 其 次に 善き もの は 全地 を 拂ふ淸 き 風な り、 小人 閑居して 不 

.\„>ん .1:^  このれ い この かナ- ふ  ゆ ゑ  われら な  お ほ こ 力 ふ^  れい さ ふ  つね よろこ 

善を爲 すは此 靈と此 風と に觸れ ざるが 故な り、 我 儕 は 成るべく 多く 是 二つの 靈氣に 觸れて 常に 歡ん で- 

常に 働くべき なり。 (四月〕 

き ゅラき や- フ しゃ 

窮境 を 謝す 

かみ あ t-s われら Jrjfiif おひつ  そこ  われら 5! い  すぐ ひ ，、- i 一  われら む の- リ  かみ ii いの、？ 

神 は 或る時 は 我 儕 を 窮境に 追 詰め、 其 處に我 倚に 大 なる 救濟を 下して、 我 儕の 無能なる と 神の 大能 

L  たえ  われら かれ つ，、  もの  とき  わ -ソん めい せいてい しゃ  しん  ケみ 

なること を 知らし め 給 ふ、 我 儕、 彼に 造られし 者なる に、 時には 我が 運命の 制定 者な りと 信じ、 神に 

Ai よ  なにごと  な  こ、 ろ  .^1み とき  われら t  はな は よ  しか  われら かみ 

賴ら すして、 何事 をか爲 さんと 試む、 神が 時には 我 倚 を 棄て給 ふ は 甚だ 可し、 然ら ざれば 我 倚 は 神の- 

間 斷 なき 救^ を 忘れて、 實際的 無神論者と 成り 了らん。 (四月〕 

せき に 八 かろ 

責任 輕し 

我れ 我が 神に 依り 賴 みて 我が 責任の 重き を 思 はす、 そ は 我れ 是を擔 ふに あら ざれば なり、 我れ 我が 
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せきにん にな 


一 八 六 

4； を i ピ IS ねて^ はずが ために 1^ が^ての 責 &を擔 ひき ふ、 我れ 時には 全 宇宙が 我がた めに 活動き て 

^がば を 作す かの 如くに 思 ふ。 est 月) 

しょ ラり  ひ けつ 

勝利の 祕訣 

く  7  ^^； か， * ひ  はに- リ -ut  われ ち ゑ  しケ  わ  ぜんち 

かなし、 あれ ども. 乾が 全能の 神 は 我がた めに 活動き 給 ふ、 我に 智慧な し、 然れ ども 我が 全智の- 

S は&が ために り 11 ふ、 きが 神 我 と^に 在して 懦弱き 拙劣き 我も此 骨に 勝ち得て 餘り あり、 我 は. 

と 二し へ  み な よ  I 

永久に ェ ホ バの聖 名に 赖 らん。 (四月) 

k を 得る の 法 


かなし 


.f^ のぎき を  11 ます、 之 を 2^ て 表彰 はすべき 想の なき を悲 む、 想の なき を悲 ます、 想を產 むた めの 信 

なき.^ む、 億 あらん ザ、.^ あらん、 我 は 文 を 得ん がた めに 筆に 到らす して 祈禱の 座に 走らん。 (四月)" 

眞理の 贋賣り 

li るた めの a し に ik す、 信じて 行 ふための 眞理 なり、 記者たり、 說敎師 たるの 危險は 語らん がた め 

こ眞理 を 求めて 信ぜん がた めに 之 を 探らざる にあり、 眞理は 一 たび 心に 沈み、 手より 出づ るに あに ざ- 

.5, こ  ぶん えき  よ  じ g ん しんり Hi ラ  し ±ラ  vy  -7  .1」，- ち ，、> つま ii  . 、にで 

^ば、 語る も 何の 益な きものな り、 世に 純 眞理を 供す ると 稱 して、 腦に 受けし もの を 直に 口 又は 筆に. 

す 都 は眞理 を賓賣 する 者な り、 眞理の 探求 所 は 書齋に 非す、 汗と 淚 との 流る、 活 世界な り 。(四月 > 


こ- フ はう  いん ぐ わ 

興亡の 因果 

經^ の 背後に 政治 あり、 政治の 背後に 社會 あり、 社會か 背後に 道德 あり、 道徳の 背後に 宗敎 あり、 

しう け 、ひ はしめ  けいざい .r-^.o.  ，) うけ リ けっく" つ ひ けいざい おい あら  り 5- ひこ リしケ  は、， めつ i にし ケ  よ は，， 

宗 敎は始 にして 經濟は 終な り、 宗敎の 結 * は竞に 經濟に 於て 顯 はる、 隆與然 り、 敗滅 亦然 り、 余鷺は 

そのす, 5!  み  そ 切 もと し  かに  ま； i そ 1^ み.；， * もと しつ そのす る！ ジク、 う 

其 末 を 見て： S 本 を 知る 難から す、 亦 其 源 を 知て 其 末 を， 卜し 得べ し。 (四月) 

成功に 到る の 大道 

眞理は 純理 的に のみ 眞理 なる に 非す、 眞理は 亦實際 的に も眞理 たるな り、 眞理が 最後の 勝利者た る 

, ■"、  ん ぶつ ひつ. せんてき； i うにつ てん  ，ゆ ゑ  われら  しんり C  われら  ふね せいこ- リ V  ^  -y クか 

は、 K 现は萬 物の 必然的 到達 點な るが 故な り、 我等 は眞 理と與 みして 我等の 舟 を 成功の 河流に 浮べし 

义ゃカ こ、 フ たつ  .a せり ：ifi 、-ん かい  しか  そめた、 フ z、  つ ひ はんえい .U いや * ひ のぞ 

なり、 其 河口に 達する までに 多少の 妨碍 は あるな らん、 然れ ども 其滔々 として 終に 繁榮の 大洋に 臨む 

は 水の 低に 就く が 如く 確かな り、 我等 奚んぞ 成功の 祕訣を 探る を^ ゐん、 露理と i 、して M 理 をして 我 

C  やい こ 5  .h  く ゑ ん み * つ び 

等 を 成功の 樂 園に 導かし めんの み。 (四月) 

ち も  ま  ゼ、. * りょく 

智慧に 勝 さるの 勢力 

* り  ケ  ま  し  こゝろ せい  およ  せい とき  **. フ  し  0 がい はん. 、つ  i?* ん り-ひ 

智は 愚に 勝 さる、 而 かも 心の 聖な るに 及ばす、 聖、 時には 盲なる も而 かも 利害 を判刖 する の 本能 を. 

いう  じん. 0.0 れ.？ し  おい しんか ジ つね ち しき ま  せい， りよ *、  ん い t  i? おい しんか ラ こ. 、か 

有す、 而 して 人類の 歷史に 於て 信仰 は 常に 智識に 勝 さるの 勢力な りし、 歎す 今の 時に 於て 信仰の 國家 

的 勢力と して 認められざる を。 (四月) 
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てん い  すゐ か. フ 

天意の 遂 行 

^ とー+ と は i に. くべ からす、 威 を 以てする も、 術 を 以てする も、 神 は 遂にせ のハ 意志 を 曲げす、. K 

^は 51 に^！ 1服 を. めす、 にある、 暴 人 何事 を かなさん、 天意 は 遂に 行 はれて 譎計は 失敗に 

終らん、 感謝すべき かな。 (四 =«〕 

つみ は， つ けム 

罪の 發見 

を g すの に ぞは ffi^ も 一が llli^ も 異なる 所 はない、 然し-きを 發 見し 之 を 革め るの 點に 於て は 

？ 一^の あ に 1? きの is が ある、 信 あは 罪 を 犯す も 之を發 見す る ことが 出来す、 隨て之 を 革め る こと 

はががない、 ".f5 にべ I して 信 i ^はつ 1! に 陷るも キリストに 在て 之を發 見し、 之を惡 み、 之を悔 ひ、 終に 之 

を が^より、 仏， i す ことが る、 i&H 者た る 幸 幅の 一 つ は 罪 を 犯して に 死ない ことで ある。 (四 

月) 

難問題の 解释 

みづ  かいしゃ C 

あ 等の 身に 附隨 して 難問題が 澤 山あります、 雨う して 我等、 自 から 之 を解釋 せんと 欲して ■ 時には 

非常に： 苦み ます、 然し 是れ神 を 離れて 解釋 さるべき ものではありません、 是れ 神の 智慧と 能力と を 意 

識 せんた めに 我等に 1 へられた 問題であります る 故に、 私共 は その 私共に 供せられ し 目的に 適 ひ、 祌 


に 到り、 神の 智慧と 能力 を藉 りて 其 解釋を 試むべき であります、 雨う すれば 如何なる 難問 题 でも 容易 

しく 解けまして、 私共 は 困難より 免 かる &と 同時に 神 を識る こと 益々 深き に 至ります、 人生の 難問題 

は 私共の 信仰 を增 すため に與 へられる ものであります、 夫れ 故に 私共 は獨 りで 之 を解釋 しゃう として 

は 成りません、 爾曹我 を 離る 丄時は 何事 を も 行す 能 はずと キリスト は敎 へられました (ョ ハネ傳 十五 

の 五 )o  (四月〕 

信仰の 試驗石 

衣食 を 得る ために 勞働を 求む る、 是 れ罪惡 の^の 人の 爲る ことであります、 天の 定めた る 勞働を 求 

め、 衣食の 之に 伴 ふの を 知て 感謝す る、 是れ キリストに 由て 其 靈魂を 救 はれた 者の 爲る ことで ありま 

す、 衣食 は 目的ではありません、 亦、 方法で もありません、 衣食 は 天職の 遂行に 伴 ふ 必然の 附隨 物で 

あります、 人の 信仰と 其 人生 觀とは 彼が 衣食 問題に 就て 懷く觀 念に 由て 判 分ります。 (S ガ) 

倫理 學書を 讀んで 

*1 の 倫理 學 なる もの は 頻りに 善を爲 すため の理. i と 動機と を 示さん と 致します、 然しながら 私共 キ 

リスト 信者の 信す る 天國の 一 瞥は 萬卷の 倫理 舉 書が 私共に 與 ふることの 出来ない 善を爲 すため の 理由 

と 動機と を 供し ます、 倫理 舉は 完全に 達する ための 極の 迂廻 であります、 私共 は 祌に靈 魂の 目 を 開か 

いちやく  く. つん てん ゐ.？ たつ 

れて 一 躍して 完全の 域に 達する ことが 出來 ます。 (四 UO 
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安 息 日 

義务の 日ではありません、 感謝の 日であります、 感 恩の 日であります、 神が 今日まで 我等の ために 

爲し給 ひし 想ての 善き こと を 記憶す るた めの 日であります、 我等 は 之 を 憶へ て歡 びます、 我等 は斯カ 

る 神が： 1.;^ に 我等 を 捨て 給 はざる を 想 ふて 勇みます、 安息日 は 止 息の 日ではありません、 進歩の ため 

に 新ら しき 活力 を蓄 ふるため の 日であります、 歡喜とぺ#&^|と祈禱との日でぁります- (四月) 

さっき  力ん 

五月の 感 

夫れ 人 は 草の 如く、 其 築え は 凡ての 草の 花の 如し、 箪は 枯れ、 その 花 は 落つ、 然れ ど- HI の 道は窮 A 

く存 つなり (彼 得 前書 一章 廿^、 廿 五節)、 庭前の 棲 斗菜然 り、 躑躅 然り、 史上の 英 S 然り、 國. 〔糸^ 

り、 M は &が全 生 を 活ける 眞の 神の 道に 委ねん。 (五お〕 

へ ク わ  せん C ん しゃ 

平和の 宣傳者 

■loli の i 曰 1111^ を傳 へ、 平和 を吿 け、 救 濟を宣 ベ、 シ オンに 向 ひて 繭の 神 は 統べ 治め 給 ふと 云 ふ 者の 足 

は 山の 上に ありて 如何に 美 はしき かな (以赛 亜 書 五十二 章 七 節)、 戰鬪を 語らす、 平和を吿5^：、 殺伐 

を" まめす、 ¥ きを? 且べ、 i; けて ぎち、 おし V ^虚^し ィ H スキ リストの 福 昔 を 宣傳 ふる 者 は 幸福なる か 

な， う ^ の * 足" は 1- の .：.1  にあり て. 1 の 足の 如くに う i し (詩篇 十八 篇卅三 節)、 彼の 心 は賤の 伏屋 を訪 ふて 


嬰兒の 心の 如くに 安し、 彼 は 擾亂を 知らす、 靜 穏を識 るの み、 死 を 促さす、 生を勸 むる のみ。 (五月) 

せ. S ひつ  しょ い 

静謐の 所在 

せいひつ てんねん  かふ つ，、 てんねん  せいひつ せいしょ  4- み っセ • ， せぶ.； \ょ  I > 

靜謐は 天然に あり、 神の 造りし 天然に あり、 靜謐は 聖書に あり、 神の 傳 へし 聖書に あり 一 輪の 棲 

V  4i き つ * ひ その i 'う V  v  いっせつ せい-ご  わ  しんち- ,、 もん な -た  ど ； i-., し へん も 

斗 菜の 露に 浸されて 其 首 を 低る」 あれば、 一節の 聖 語の 我が 心中の 苦悶 を 看む る あり、 怒濤 叫 邊に暴 

る k 時に、 我 は 草花に 慰 癒 を 求め、 奮き 架 書 に^の 供し 得ざる 安靜を 探る。 (五お) 

せん と-フ  や  とき 

戰鬪の 止む 時 

勝つ こと 必 しも 勝つ に 非す、 負ける こと 必 しも 負ける にあら す、 愛する こと 是れ 勝つ ことなり、 憎 

むこと、 是れ 負ける ことなり、 愛 を 以て 勝つ ことのみ 是れ 永久の 勝利な り、 愛は嫉 ます、 誇らす、 囁 

ふ  えいき- フ しの  ぇノ？ -フ か  えいき- r- へいわ  ？  よ  せん ty.x や  } さ い しようり 

傲らす、 永久に 忍ぶな り、 而 して 永久に 勝って 永久の 平和 を來 たす、 ，に 戰鬪の 止む 時 は 愛が 勝利 を 

占めし 時の み。 (五 化} 

れき し  ちう すう 

歷史 の中樞 

わ  し ひらと ： 二 お  tii, えろ  たみ r-.J-  t におと ろ  上  r  /  A  いちぶつ じ だい はい-、.；.. うち あつ 

我れ 史を繙 いて 國は與 きて 又 亡び 民 は 盛へ て又衰 ふる を讀 む、 唯 見る 一物の 時代の 敗 壞の屮 に 在 

て巍 然として 天に 向って 錄 ゆる ある を、 _是れ キリストの 恥辱の 十字架な り、 世 は 移り 人は變 ると も、 

十字架 はが 光輝 を 放って. ます、 萬 物 悉 く零碎 に^する 時に 是れ のみ は 惟り tf りて 世 を 照らさん、 
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一九二 

¥r 架 は p あぎり、 じきい の1 てぎ 霧 り、 W に 、ずに あら ざれば 籠 あるな し、 永生 ある 

なし、 ぎ は！ Ilif く！ fe なり、 _ ^れ のみが 窮 りなく 存っ 者な り。 (f ) 

救靈の 奇跡  ，：. ： で 

f  f こと は S¥ や SK のき は &fe^ff  ひし 人の」， 日 sg 閃 ほに 

i する や、 ％れき に r て f でい 曰 ふ、 キリス" の： tff のために 我 を 救へ r、  K ひ 

てギ M の 霞 ife めて ¥S あり、 ，^懇 の £ ？る傳 道の ほ 無 まるに と！！. 吾！ K 彈！！ 

き、 fffff.  S して 響に S ぎら れ すして、 多量の J 這； -  一；^ の 讀を神 

の ¥き# くに f す、 鍵 は S の IS し きふ ゆ A の K なり、 ぎな くして 吾等救靈の業 に 從事 する 

は! t 事 だ も 爲す能 はざる なり。 (五月) 

しんと  しゃ ラが. S" 

キリス ト 信徒の 生涯 

stif れ ながらが i る だけの ぎ t し、 K と i ばれな び； S 來 ぼる J< けの 忠を盡 は： ゃ國 

を i し、 ki と Si せられながら" 出が i£ る， ぐけ 眞， ぎ を 愛し、 而 かも 一 官怨嗟 の聲を 揚げ して、 咸 lyi- 

a れて ft: 逝る、 ぎ キリストし きの 聽 r、 ぎ、 呼、 ま f して 生れ 來 りし 以上 は斯 かる 生涯 

を^らん かな。 (五月〕 


おどろ  へい ほん り 

驚くべき 平凡の 理 

あくにん せ： 'ニラ m めつ？， *、> みちび -ャん にん し い かれ f さ：. つゆ  こ  へいまん り  .-1? 

惡 人の 成功 は 彼 を 滅亡に 導き、 善人の 失敗 は 彼 を 救濟に 連れ 行く、 是れは 平凡の 理 であって、 今更 

こ i  くりう-へ  え. フ  ひと  し  上 はい とし か？  と このり  ち i?-  く/^  よ X  ,L 

ら之を 繰 返す の 要はない と 言 ふ 人 も あらう が、 而 かし 余輩 は 歳 を 重ぬ る 毎に 此理の 着々 として 余輩の 

し^;5.かぃ じ じつ  あら  5^  み じつ かんしゃ ^  せいこ. フ なに  こ  ザん しん いだ 

生涯に 事實 となりて 顯 はれ 來るを 視て實 に 感謝に 堪えない ので ある、 成功、 何も のぞ、 是れ 善心 を！^ 

しつほい なに  こ あくい ，1 ゾ、 は  けい？，、 もつ ゎづ  へ 5 めん び rf  め じんせい 

くこと である、 失敗 何も のぞ、 是れ惡 意を蓄 へながら、 計 策 を 以て 僅かに 表面の 美 を 飾り、 眼 を 人生 

たいきょく そハ  そ ゆきよ，、 ぶ おい  んじ てき せ 5 しょうり せいぎ i こと ** 二と 

の 大局に 注がす して 其 局部に 於ての み、 暫時 的の 小 勝利 を 制 めんと する ことで ある、 ；止義 は 實に誡 に 

さいしゅ， r- しょうりしゃ  おどろ  かんしゃ 

最終の 勝利者で ある、 驗 くべき かな、 感謝すべき かな。 (五月) 

戰 時の 事業 

い **  X  ねん ぼく と ラ  ち。 お； i  せいしゅ,、 よ- フ  ち の ャ： な  Jr- うと- フ ナゝ  もの お i  V しん 、ひぶが ら の 

今や 世に 燃 木を投 する 者 は 多し、 靜肅を 供す る 者 は し、 爭 鬪を勸 むる 者 は 多し、 和親 を 促す 者 は 

.kc な  このと き あ. a つ われら し 5 せいしゅく シ-  しか  こ ゝ ， でつ なつ  ど- r-i-rs し-^ せ、？？ 5  0  V 

搭し、 此 時に 方て 我 倚 は 主の 靜肅に 居らん かな、 而 して 兹處に 居て 熟せる 同胞に おの 淸涼 を頒 たんか 

て』， だ- L かつ い-や  し 5 か- フ せいす， 0 もつ  せん さ. つ さ-つ おん しづ  ふくいん び がく もつ 

な、 敵 像の 渴を 癒す に 修好の 淸水を 以てせん かな、 戰爭の 噪音 を II むる に 福音の 美 I 木 を 以てせん かな、 

平和 は 地より おす、 天より 来る、 天の 祌を 紹介して 地 は 始めて 平 穩に歸 せん。 (六月〕 

じょ ラらん しょ  みち 

擾 亂に處 する の途 

iirv?",? 、に1？ ひ. ► "や. っ卞ぃ あ. だ.' は f  -っふ じ や. フ. U い 一 ごと -> のよ あつ じょ、 フ らん さ  かいじ や 5 

擾？ e は斯 世の常 態な り、 恰 かも 波動 は 海の 常態なる が 如し、 斯 世に 在て 擾亂を 避けん とする は 海上 
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に ぬんで 波に 搖られ ざらん とする が 如し、 若し 夫れ 世と 共に 亂れ ざらん と 欲せば 磐に 賴 らんの み、 「千 

代經し 磐」 に賴 らんの み、 世 は 世に 在て 救 ふ 能 はす、 世 を 離れ、 身 を 「永遠の 靜肅」 に 置いて 上と 外 

とより を 救 はんの み、 故に 聖書 は 首 ふ 爾曹、 彼等の 中よ リ 出で 来れと (哥林 多 後書 六 章 十七 節)。 

(六月〕 

くわん き  ゆ らい 

歡 喜の 由來 

よろ-: び かつ きた  l^t  ，に  よろこび i 'み つか  その ひと， -r,,. 一  しん  き tl 

歡喜は 勝て 来らす、 亦 負けて 来らす、 歡喜は 神の 遣 はし 給 ひし 其 獨子を 信じて より 來る、 キリスト 

ふ，、 いん せんじ  ひつえ、..'  ** たへ いじ  ひつえ ラ  よ  し なふだ  あ あ ひ *た その ひつえ-.. - ,/  と 3  ^-^ .^ 

の 福音 は戰 時に 必要な り、 亦 平時に 必要な り、 世 に 死と 淚 との 在る 間 は 其 必要の 失する 時な し、 故に 

我 儕 は 道 を宣傳 ふべ し、 時 を 得る も 時 を 得ざる も勵 みて 之 を 務め、 さまぐ の 忍耐と 敎誨を 以て 人 を 

督し 戒め 勸む べし (提摩 太 後書 四 章 一 一節)。 (六 00 

ご じん ひせんろん 

吾人の 非戰論 

非戰の 理を說 くは& し、 然れ ども ィ H ス キリス トを 信じて 爭鬪 はぁ總 ての 種類に 於て 吾人の 忌み嫌 

ふ 所の ものと はなれり、 吾人の 理性の 說服 せらる & 前に 吾人の 情 性 ^1 感化せられ たり、 吾人 は 何故か 

いま そのり いう ケぃ  も. U  ご じん ひと  こゝろ  やど  ふんど  ^  ^ こ と厶\ 

未だ 其 理由 を 解す る 能 はす、 然れ ども 吾人、 一た び 心に ィ H ス キリスト を 宿して より、 憤怒の 角は悉 

を  に、？ つ  ちい  ひと  つ 一 じん ひ せんろん  この じ やうせ い • たいへん-、 わ けつ：：，、 ほ. ァ 

く 折れて、 柔和 を 愛する の 人と はなれり、 吾人の 非戰 論なる もの は此情 性の 大變 化の 結果に 外なら す。 


おんち、 

イエ ス キリス トの御 父 

神 は 往昔 は 萬 軍の H ホバ として 顯 はれ 給へ り、 然れ ども ゲは 十字架 上の キリス ト として 世 を 悔改， に 

みちび i  むかし せ？ >-  つるぎ もつ ふ き  .U み 二， つ .u**  い ** あい  ^.  V  '？ もつ .f-.;,!:;*  ニゝろ ，-- -; 

導き 給 ふ、 往昔 は 正義の 劍を 以て 不軌の 民 を懲し 給へ り、 今 は 愛の 和煦を 以て 頑 硬なる 心 を 融き給 ふ、 

さき  そと  せ  たま  かふ い ** うち  -i  す、 ささ  ゆん かく  しゅ  かみ いま に- -' わ  つ？ つ..」 

前に は 外より 責め 給 ひし 神 は 今は內 より 說き勸 め 給 ふ、 前に は嚴 格なる 主たり し 祌は今 は 柔和なる 夫 

あら  た**  わ  かふ つろ-き ぬ  い けうと ：ュふ  かふ あ- ゥ 

として 顯 はれ 給へ り、 我が 祌は 劍を拔 いて 異敎徒 を 屠りし ヨシ ユア、 ギ デオン、 バラクの 神に 非す、 

世の 罪を擔 ふて 十字架に 釘 けられし ィ H ス キリ ストの 父なる 御祌 なり。 (六 力) 

愛の 十字軍 

われ なに もつ このせ か：. t  C  はがね つ， 0ぎ もつ  せいぎ  二と i5  Jo  てん-. -: よろこび きょ 5 

我 は 3： を 以て 此卅： 界 を救濟 はん 乎、 鋼の 劍を 以てせす、 正義の 言葉 を 以てせす、 天 國の歡 喜 を 供し 

これ す く  す.； 、は  あ-に  あいしん , 、ちく..：' よ,、  もつ  よ  す. -、  ひ,、 いや  じ や-ひよ-、 よ：'， ちょ 

て 之 を救濟 はんかな、 卽ち 「新ら しき 愛 心の 驅逐 力」 を 以て、 世の 總 ての 低き 卑しき 情慾 を 排除し、 

これ か  てん .U か じ やうせ い もつ  い たん .ゅ 了、 めつ  じふ じ ：！.、 ん おこ  ノた  i-0 

之に 代 ふるに 天の 高き 情 性 を 以てせん かな、 異端 を 撲滅す るた めの 十字軍 を 起さす して、 痛める^ を 

いや  に-ひ. f-- フ きょ-. ノ  われ あい よろこびの， やみ  もつ よ  せいふく  ほつ  われ えん.；？ つ 

痊 すため の ギレアデの a 香 を 供 せんかな、 我 は 愛と 歡 と^と を 以て 世 を 征服 せんと 欲す、 我 は 炎熱と 

れつ. さ  しゅん やう "、 ？ よ ， 、わん わ 

冽 凍と を 避けて、 赛 陽の 和氣に *1 を 緩和 せんと 欲す。 (六 H0 

した 

慕 はしき キリ ス ト 

某- 将を 道德上 の 敎師と 見て 基督 敎 は 甚だ 厭 ふべき ものと なる、： E 故と なれば 彼の 敎 ゆる 處は餘 りに 

明？ 51 一一 十七 年  . 一九 1^ 


所 ほ  1 九 六 

り さ-ひて き  に：  よつ わ れ ら たうて いおよ ところ  さと  し. h  き， りすと つみびと .\?、 ひ 

理想的に して 肉なる 弱き 我 儕の 到底 及ぶ 所でない こと を覺 るからで ある、 然しながら 基督 を 罪人の 救 

fa し ふ  きりすとけ 5 ひじ や 5 し. U  なに ゆ ゑ  ゲ  す 严 、ひ われ-つ なに  え- ン き-ひ ところ 

主と 見て 基督 敎は 非常に 慕 はしき ものと なる、 何故と なれば 斯 かる 救 扬は我 倚の 何よりも 要求す る 所 

の ものであって、 是れ あらば 汚れた る 我 儕 も 多少 聖き 生涯 を 送り 得べ しとの 希望が 我 倚の 心に 湧き出 

づ るからで ある、 我 は 誠に 敎師 として ィ H スを 仰ぐ ので はない、 罪人の 救 主として 彼に 縫が るので あ 

る。 (六月〕 

活ける キリスト 

S. り す-こ くわ こ じんぶつ  .ァれ い i  ひ a し  .f-Jl しじ や 5 せいじん  つね .•». ちから かみ 

基督 は 過去の 人物で はない、 彼 は 今時の 救 主で ある、 彼 は 史上の 聖人で はない、 常に 在す 權 力の 神 

である、 ナザレの ィ H スは今 は 在天の キリ ストで ある、 キリス ト にして 若し 今、 在 さ る 者なら ば 彼 

は 我 儕の 救 主で はない、 我 倚 は 死せ し 過去の 人物 を 我 倚の 救 主として 仰ぐ 者で はない、 我 儕 は 死して 

0 り、 今 は 父の 右に 坐して 宇宙 を 統べ 給 ふ 活ける 眞の 神に 事 ふる 者で ある。 (六月) 

よみが へ 

甦りし キ リスト 

キリスト 若し 甦ら ざリ しなら は、 我 僚の 宣る所 は 空し、 亦爾 盲の 信仰 も 空し からん (哥林 多 前書 十 

/  b しケ  れ -ゥ し  1 一 なん ぢら ゎづ  れきし て yl- じん 

五 章 十四 節)、 そ は 若し 然り とすれば 我 儕 は 死せ る キリスト を說く 者と なり、 爾曹は 僅かに 歷 史的 人 

物の 事績 を 聞く 者と なる からで ある、 若し キリスト にして 甦 へら ざり しなら ば、 基督 敎は 死せ る宗敎 

である、 我 倚の 靈魂を 救 ふ爲の 活ける 救 主 は 無い、 キリスト にして 若し 今、 在 さ 5- る 者なら ば 我 倚 は 


誰に 向って 救 極を喊 叫ばん 耶、 1^ 倚 は 墓 中に 葬られし 者の 歷 史的 感化 力に 由て 救 はる、 ので はない、 

我 销は今 活動き 給ふ權 力の 救 主 を 要する ので ある、 誠に キリストの 復活 は 基督 敎の 要石で ある、 是れ 

ありて 基督 敎は實 力の 宗敎と 化する ので ある、 歷 史的 宗教た るに. il まらす、 現在 的宗敎 となる ので あ 

よ へ た. -4  ゆ，？！  われら こんにち  をん な つ-と t/c かれ そ，、 か せま  かれ たす 

る、 キリス ト が^り 給 ひし 故に、 我 儕 も 今日 サイ a ピ 一一 ケの婦 の 如くに 直に 彼の 足下に 迫りて 彼の 援 

け  あ ふ  で S  V  n  .., じつ に せんねんい ん ひと しん か  これ こんじん 矛ゝ  も.^ 

助 を 仰ぐ ことが £來 るので ある、 我 倚 は 實にー 一 千年 以前の 人 を 信じ 且つ 之 を 今人に 勸 めんと する 者で 

はない。 (六月) 

しん かう  き e 

信仰の 甚礎 

基督 敎は 眞理 なる 乎、 將た 又、 虚偽なる 乎、 是れ 人生の 最大 問題な り、 我 儕 如！： にして 其 眞偽を 札 

す を 得ん。 

之 を 學に 問へば、 或る 者 は 云ふ是 れ眞理 なりと、 或る 他の 者 は 云 ふ是れ 虚偽な りと、 哲學は 終に 

我 儕の ために 基督 敎の 眞僞 を！： 斷っ能 はざる なり。 

之 を 歷史に 問へば、 或 ひは是 れ事實 なりと fK ひ、 或 ひ は 是れ戲 作な りと 云 ふ、 歷史も 終に 我 儕の た 

めに * 督敎の 眞僞を 定む能 はざる なり。 

嗚呼 然 らば 我辨は 何に 依て II 眞偽を 知らん 耶、 是を 解すべからざる 問題と して 放棄 せん 乎。 

嗚呼、 否な、 我 倚 は 直に 進んで 其 能力 を 試し 見ん、 而 かして 我 儕の 實 験の 上に、 哲舉も 歷史も 動か 

あに  われ ：* しんか 5 きづ 

す 能 はざる 我 俯の 信仰 を 築かん かな。 (六 ガ〕 

W 泊 一二 十七 年  1 九 七  ， 


所 一九 八 

永 久 

永久の 個人 あるな し、 亦 永久の 國家 あるな し然れ ども 永久の 靈魂 あり、 亦 靈魂を 救 ふに 足る 永久の 

廣理 あり、 我 倚 永久に 築かん と 欲する 者、 豈亦 永久の ために 竭す 所な くして 可な らん や。 (七月) 

果樹 を 見て 感 あり 

. ^、く 花 は 多し、 實 となる は © し、 實 となる は 多し、 熟する は Si し。 

慰めよ、 我が 靈、. 汝の傳 道 も 亦斯の 如し、 問く 者 は 多し、 信す る 者 は 齢し、 信す る 者 は 多し、 救 は. 

る、 者 は 齢し、 天然の 法則 は 又 神の 聖 3 曰な り、 汝は 「傳 道の 失敗」 を唱 へて 汝の 心を辦 ますべ から ざ 

るたり。 (七 《o 

希望の 滿足 

ゆに 瑰 想の 人な し、 r 乂 理想の 社會 なし、 我れ 是を思 ふて、 我心、 時に 我が 裏に 沈む。 

然れ ども 是れ 當然の 不平な り、 叉 無益の 不平な り、 吾等 は 現世 を 以て 滿足 すべから す、 叉 現 はに 於 

て 滿足を 索む ベから す、 吾等の 國は 天に 在リ、 吾等 は 救-王 卽ち イエスキリストの 其 處ょリ 来る を 待つ 

(酔 三の 廿)、 吾等 は 今、 斯^に 在て 理想 を 待つ 者な り、 而 して 之 を 待つ に 因て ず や 少しく 之 を に 

する を 得る 者な り、 吾等の 今の 滿足は 希 SIf- の滿 足な り、 實 現の 滿足は Iq-C 等 は 之 を 後の 日に 於て 見ん。 


广 七.^) 

余の 見た るィ ュ ス キリスト 

彼は黨 派の 人に あらす、 故に 敎會の 人に あら ざり し、 彼 は 平民に して 神の 子たり、 故に 彼 は 神と 直 

接の 關係を 有ち し 外に、 *1 と 何等の 關係を も 有ち 給 は ざり し、 キリストの 一 視 同仁 主義 は 彼の 無黨派 

主義に Ml る、 我 儕、 若し 彼と 偕な らんと 欲せば 彼に 傚 ふて 一 たび は 先づ此 *1 の總 一の 關係を 結たざる ベ 

からす。 (七 a〕 

我 儕の。 フ テスタ ント 主義 

祌の 外、 何者に も 依らざる、 是れプ n テス タント 主義な り、 若し 敎會に 依る の 必要 あらん 乎、 我 倚 

は復 たび 羅馬 天主 敎會に 還るべき なり、 盖其 組織の 完全に して 其 系統の 確實 なる、 此舊 敎會に 優る も 

の k 他に； liz せ ざれば なり、 然れ ども ル ー テル 一た び 信仰の 自由 を唱 へて より 地上の 敎會は 不必要 物と 

成れり、 我 倚 プロテスタント 主義者 は 信仰 養成の ために 敎會を 利用す る こと あるべし、 然れ ども 共 指 

導 を受 くるに あら ざれば 我 儕の 救濟を 全うする 能 はすと 信す るが 如き は 我 倚 本来の 主義に あらす、 我 

儕 は忠實 なる プ a テス タン ト 主義者と して 飽くまで 敎會 の主權 に反對 す。 (七お) 

信仰の 獨立 

M  f3 三 十セ年  1 九九 


所 s  二 〇〇 

我 倚 は 我 倚に 賦與 せられし 自由 を 濫用せ ざらん こと を努 むべ し、 然れ ども 自由の 濫用 を 懼れて 我 倚 

は 之 を 他人 何者の 手に も 委ねざる べし、 我 儕の 自由 を 監視す る 者 は 唯一な り、 卽ち 天に 在す 我 儕の 父 

なり、 彼の 之 を 監視し 給 ふ ありて、 我 倚に 人なる 監餐の 要 あるな し、 自治 は 神 護の 意な り、 神 護の 厚 

きを 信す る 者 は獨り 立て 恐れざる なり。 (七月〕 

最も 悲 むべ き孤獨 

孤獨必 しも 好すべき ものに あらす、 然れ ども 世に は 孤 獨に勝 さるの 悲境 あるな り、 卽ち 人と 交 はる 

を 知て 神と 偕なる を 知らざる 者の 境遇な り、 獨り 神と 偕に 在る は 全世界の 人 を 友と し 有つ に 勝 さるの 

幸福な り、 而 かも 今 代の 人 は 神の 不在より 生す る 心の 寂 雾を覆 はんがた めに 頻りに 衆多の 交際 を 求む、 

彼等 は 一人の 大 なる 友に 代 ふるに 夥多の 小なる 仲間 を 以てせん とす、 喧騒の 中の 孤獨 あり、 靜 寂の 中 

の 交際 あり、 而 して 我 儕 は 前者に 勝 さりて 寧ろ 後者 を 揮む 者な り。 (七月〕 

亞米利 加 的 基督 敎 

成效を 統計に 徵す、 是れ-^|米利加主義なり、 而 して 此 主義 を 基督 敎に應 用せ しもの 是れ 余輩の 稱し 

て 以て- fOi 米 利 加 的 基督 敎と 做す ものな り、 亞米利 加 人 は 意 を WI; 理の 探求に 注す して 偏に 其應 用を努 む、 

而 して 偶々 其大 建築物 又は 多 數の歸 依 者と なりて 現 はる k あれば、 成功 を歡 呼して 神に 感謝す、 彼等 

は 物に 顯 はれざる 純 眞理の 美 を 認めす、 亦、 統計 を 以て 表 はす 能 はざる 靈的 事業の 成功 を 知らす、 彼 


等 は 現實を 愛する と稱 して 萬 事の 機械的なる を 欲す、 余輩 は 多くの 他の 點に 於て 深く isj 米 利 加 人 を 尊 

敬す、 然れ ども 宗敎の 一 事に 於て は 彼等と 趣好 を 同に する 能 はす。 (七月) 

意 志 と 境遇 

善き 意志 を 作る は 善き 境遇 を 造る に 勝 さるの 事業な り、 幵は 善き 意志 は 獨り自 から 神に 依て 善き 境 

遇 を 作り ベければ なり、 之に 15! して 善き 境遇 は必 しも 善き 意志 を 作らす、 且つ 弱き 意志 を 作り 易し、 

而 かも 境遇 を 作る の 意志 を 作る よりも 優 かに 容易なる が 故に、 今 代の 人 は 慈悲 善意の 名の 下に 境遇 を 

作る に？^々 として、 意志 を 作らん とは爲 さす、 今の 傳 道なる ものに 老 組の 育 兒 法に 類す る もの 多き は 

其 着眼 點の 人の 週 園に 留 りて 其 中心に 達せざる に 由ら すん ば あらす。 (七月) 

軟； II なる 信仰の 養成 

今の 官； 敎 師は频 りに 信徒の 懦弱 を說て 敎會の 必要 を 唱ふ、 故に 彼等に 依て 養 はれし 信徒 は數 年を經 

るも^ ほ 襁褓の 境遇 を脫 する 能 はすして、 何時までも 懦弱き 信仰の 嬰兒 たり、 信仰の 養成、 亦 我等の 

自信 自任 を. 娈す る^だ 大 なり、 我 倚の 信仰の 懦弱 を唱 へ て 止まざる 今の 宜敎師 は 最も 慈悲 深き 信仰の 

師父と 稱 する を 得す。 (七月) 

信仰の 解 

冊 治  一二 十七 年  二 01 


信仰の 弱き を 說く者 は 信仰の 何たる 乎 を 知らざる^ なり、 开は 信仰 は 依り 賴 むこと にして、 弱き者 

が强き 者に 對 して 懊く 心の 態度 たれば なり、 强き 者に 信仰の 要 あるな し、 我 儕 弱く あれば こそ 我 倚に 

信仰の 要 ある なれ、 然るに 我 倚の 弱き を敎 へて 亦 我 倚の 信仰の 弱き を說 く、 宣べ なり、 斯 かる 教訓に 

與 かりし 信徒の 弱き が 上に 更らに 弱くな りて、 終生、 獨り 立つ こと 能 はざる は。 (七月) 

宗 論の 無益 

宗敎を 異にする 者と 共に 宗敎を 語る は 誤解 分爭を 招く の 虞 多し、 我倚斯 かる 場合に 於て は 宗敎を 語 

る を. めて、 慈善、 公益、 勞 働を談 すべきな り、 善行の 對較 すべきな き 宗敎は 取る に 足らざる 宗敎な 

り、 敎義の 外、 他に 討議すべき ことなき 信仰 は 偽の 信仰な り、 宗 論^に 向て は 我 倚に 唯 使徒 ヤコ ブの 

辭 あるの み、 卽ち汝 信仰 を 我に 示せ、 我 は 我が 行に 由リて 我が 信仰 を 雨に 示さん と (雅 二の 十八)。 

(七月，) 

所謂 『基督 敎國』 を 信せ す  一 

世に 基督 敎國 なる 者 あるな し、 彼の 自 から 稱 して 以て 『基督 敎國』 なりと 做す 者 は、 其露國 なると」 

英國 なると、 北米 合衆國 なるとに 係 はらす、 皆な 偽善 國 にして 雑 惡の 窟 たり、 彼等の 愛する ものに 

して 流血の 報知の 如き は あらす、 彼等の同情なる者の多くは利益分配の希^！ェに外ならす、 彼等 相： 九に 

嫉視し、 义陷擠 す、 我 儕 勿論、 自國の 純 を唱 へす、 然れ ども 斯 かる 偽善 國を 模範と して 我 儕の 救 を！ 


全うせん と は 欲せす、 我 倚 は 今に 至て 更らに 一 暦 所謂 『基督 敎國』 なる もの \i5H 莨 的 非 基督 敎圃 たる 

を 認め すん ば あらす。 (七 刀， > 

時と 心 

信 は 十字架 上の キリス トを 信す る ことにして 過去に 屬す、 愛 は 今の 人 を 愛する ことにして 現^に 

す、 而 して 望 は 天国 を 望む ことにして 未来に 屬す、 信、 は r 愛 は 『時』 に對 する 基督 敎 徒の 心の 態度 

なり、 我 倚、 永久に エホバ の 神 を^ めん。 (八 UO  . 

ふ 一 小 敎 と哲學 

神 を 神 自身に 於て 觀る、 是 れ宗敎 なり、 神 を 物と 人と に 於て 觀る、 是れ 析！： 學 なり、 仰いで は-: 一： 小敎ぁ 

り、 伏して は 舉 あり、 神 を 天に 見、 亦、 地に 索む、 我 倚、 何れの 處 にも H ホバの 神 を 見ん。 (八 ガ) 


我 倚 は 奇運を 信ぜす、 故に 信 を 劍戟の 結 に 措かす、 我 儕 は 道理 を 信す、 故に 正直なる， 乎 和 的勞働 

の 結 5^ を 信じて 疑 はす、 劍は 確かに 鋤に 優 さるの 征服 器に あらざる たり。 C 八 =0 

人の 怒と 神の 義 
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所 さ  二  Gra 

人 は 利の ために 爭ふ、 而 かも 祌は人 をして 神の 正義 を 世に 行 はしめ 給 ふ、 歷史は 利益の 衝突な り、 

而 かも 之と 同時に 亦 正義の 遂行な り、 神の 指導の 許に 人の 怒 も 終に 祌の義 を 行 ふに 至る、 爭鬪は 凡て 

の 手段 を W て 之 を 避け ざ る ベ か らす、 然れ ども 人 の强 ひて 之 を 開く に 及んで 我 儕 神 を i;!! する 者 は 其 結 

果 を懼れ す。 (： 八") 

無抵抗主義の 勝利 

我 傳は惡 人の 侵害に 抵抗せ す、 故に 彼等 は 我 倚 を 侮って 曰 ふ、 あかり 易き は 基督 信者な りと。 

然れ ども 彼等 は 未だ 神の 我 儕の ために 戰ふを 知らざる なり、 神 は 先づ惡 人の 品性 を 更らに 一 曆墮落 

せしめ、 而 して 彼等 をして 竟に躬 から 身 を も 靈をも 失 はしめ 給 ふ、 怕 るべき ことにして 神と 其 受膏者 

とに 反く が 如き こと は あらす、 故に 詩人 は 訓誡 を 述べて 曰く、 子に くちつ けせよ、 恐らく は、 彼れ 怒 

を 放ち、 汝等途 に 滅びん と (詩篇 第二 篇 十二 節 )o  (八月) 

幸福なる 基督 信者  . 

要な き 時 は 侮蔑、 擯斥せられ、 要 ある 時 は 呼 出されて 軍： 荷 を 負 は せらる、 幸福なる は 基督 信者たり、 

彼は餘 りに 多く 祌に惠 まる & 者なる が 故に、 世 は 彼の 幸運 を 妬んで 寸刻 も 彼に 休息 を與 へんと 欲せす、 

凡ての 手段 を盡 して 彼の 生涯 を辛慘 ならしむ、 而 かも 彼に は 世の 如らざる 休息の ある あり、 故に 彼 は 

羊の 如くに 默 して 世の 爲 すが 儘に 從ふ、 幸福なる は實に 基督 信者な り。 (八月) 


效果 ある 禁酒 禁煙 

力の 不足 を感 する 者に のみ 刺激物の 必要 あり、 或 ひ は 煙草の 如き、 或 ひ は 酒精の 如き、 多く は是れ 

人世の 激闘に 倦怠 疲勞 を感 する 者に 由て 用 ひらる。 然れ ども 力の 源なる エホバ の祌に 接して 刺激物 は 

我 倚に 全く 要な きに 至る、 我 倚 は 「神に 醉ふ」 の 快樂を 知て より、 洒に醉 ふの 快樂を 忘る k なり、 我 

倚の 禁酒 禁煙なる 者 は 義務に 强 ひられて に は あらす して、 不必要に 出し 者なら ざるべ からす、 而 して 

全く 其 要 を 感ぜざる に 至っての み、 我 倚 は 能く 禁酒 禁煙 を 持镜し 得るな り。 (八月) 

宗 敎の 領分 

宗 敎は斯 世の ために 有益な り、 然れ ども 宗敎 は斯 世の ために あらす、 宗敎 は靈の 事な り、 亦 天 の 事 

なり、 斯， の 改良 を 以て 宗敎の 目的と なす 者の 如き は 未だ 宗敎の 何たる か を 知らざる 者な り。 (八 no 

偽の 預 ^Im 者 

蘇國 有名の 聖書 學者故 A  、  B  、デ ビ ッド ソン 氏 曾て 其 預言 論 に 於て 述べて 曰く、 「偽の 預 一一 一一 II 者と 

は 他な し、 當 時の 愛 阈 論者な り」 と、 卽ち 民の 德を稱 へて 其 を 鳴らさす、 國の榮 光 を 謳 ふて 其 汚辱 

を资 めざり し^、 是れ當 時 の 愛國 者に し て 今 R 人 の 稱す る 偽 の 預 一一-一 〔者な りと、 依て 知る 露の 預言者 

の 常時の 亂 臣國贼 なりし こと を、 此ー 一一 一口、 以て 何れの 時代に 於け る も、 預ー W 者の 眞偽を 判 分った めの：！： H 
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所 ほ  二  c ぶハ 

憑すべき 標準と して W ふる を 得べ し 。(八月〕 

滿 足なる 地位 

我 は 敎會を 作ら ざ る ベ し、 然れ ども 基督の 罪の 赦免 の 福 昔 は 之 を宣べ 傳 へ て 怠ら ざ る ベ し、 我 は 終 

生 『メ ソヂ スト』 又は 『監督』 义は 『バ プチ スト』 叉 は 『. &老』 叉 は 『組合』 たらざる べし、 然れど 

も 慈悲 深き 神の 恩惠 に. E りて クリスチャン とし て^を 逝らん と 欲す、 我 は 福 昔宜傳 以外に 我が 注意 を 

奪 ふ 事業 を 取らす、 亦、 クリスチャン 以外に 我 名 を 冠す るた めの 名稱を 求めす、 やおし 神の 認諾は 之 を 

我が 良心の 滿 足に 於て 求むべし とならば、 我 は 我が 今日の 地位に 於て w 物 も 我が 衷心の 平和 を亂 すに 

足る ある を發 見す る 能 はす。 (八 ガ) 

おもしろ  し  ご と 

面白い 仕事 

仕事に 面白い と 詰らない との^ はない、 祌に 依て 爲す 正直なる 仕事 は總て 面. n く ある、 祌を 知らす 

して、 大臣た る も、 大將 軍た る も、 叉は大 銀行の 總裁 たる も 少しも 面白く はない、 慾に 引かされ、 名 

譽に锄 まされ、 或は 義務に 逐 立てられ て^す 仕事 は總て 奴隸の 仕事であって、 最も 詰らない 仕事で あ 

る、 之に 反して 神 を 知り、 彼と 惜に 働ら いて 田に 稻 を 彼 ゆる も、 小學 校に 兒童 を敎 ゆる も、 郵便局 

に 手紙 を 受取る も、 鷇も與 味 ある： id 事で ある、 樂園は 仕事の 稱 類に は 由らない、 其 性質に 由る、 我 倚 

は 令 日直に 我 倚の di^ を變 ふること なしに 歡喜滿 足の 樂 1? に 入る ことが 出來 る。 (八お ソ 


殺人と 活人 

人 を 殺す の 快樂も あらん、 然れ ども 人 を 活かす の 快 樂は遙 かに 人 を 殺す の 快 樂に擾 さる、 敵 人數萬 

を 屠りし と聽 いて 歡ぶ者 ある も、 其 快 樂は數 n にして 失す、 然れ ども 乞丐 一人 を 助けて 其 快樂は 終生 

滅 えす、 我 倚 は 人 を 殺す 者と ならん より は 寧ろ 人 を 助け 且つ 活かす 者と ならん かな。 「九月) 

那 翁と 基督 

言 あり 曰く 「ナボレ オン は佛國 の靑年 五十 萬の 生命 を 犠牲に 供して 僅々 數 年の 間獨り 怫圃の 帝冠 を 

戴けり、 之に 反して キリスト は獨り 己の 生命 を 犠牲に 供して 世界 億兆の 人 を 救へ り」 と、 帝冠の 高惯 

なる、 神 恩の 低 鹿なる、 其 間に 天地 雲泥の差 ありと 謂 ふべ し、 而 して 我 倚 基督 信者 は ナボレ オン を 51- ル 

むる 者に 非す して、 十字架 上の ィ H ス キリスト を 我 倚の 校範 として 仰ぐ 者な り。 (九月〕 

最も 無慈悲なる 者 

敵の 堅 31^ 一  箇を陷 れんがた めに は數 千の 生命 惜 むに 足らす と 云 ふ 者 あり、 然れ ども 試に 其 生命の 一 

が 我が や 或 ひ は 我が 夫な りと m 心へ、 菜して 之を是 れ惜 むに 足らす と 言 ふ 乎、 ^に 無慈悲なる 者に して、 

筆 を？ ^して 戰^ を議 する 論 士 文 客の 如き は あらす。 (九月〕 
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所 感  二 〇《 - 

惟 キリス トに聽 かんの み 

トルストイ 一 人 は露國  一 ^^三千ず：：の：^ょりも大なり、 キリスト 一 人 は^ 界 十三 億の 人よりも 大 なり、 

米の ル ー ズべ ルト と英の チヤ ムバレ ー ン とは戰 举の宏 益を說 くも 我 儕 は 彼等に 聽 くの 要な し、 全世界 

の 新聞記者 は 筆 を 揃へ て 殺伐 を赞 する も 我憐は 彼等に 從 ふの 要な し、 我 傅 は 惟中： ィ H ス キリストの 言 

に聽 けば 足る、 世が 擧 つて (命 鬪を 謳歌す る 時に、 我 儕 は； 太より 降り 給 ひし 神の 子の 聲に聽 いて 我 儕の 

心 を 鎖むべき なり。 (九月) 

萬 事の 始め 

總 ての 事 は キリストが 解っての 後で ある、 政治 も實業 も、 文舉 も哲舉 も、 然 かり、 宗敎其 物 も、 キ 

リストが 解かって 後の ことで ある、 乃ち、 此の 惡 しき^ょり 免 かれ、 死の 恐怖 は 絶え、 來^ の 希^が 

確め られて 後の ことで ある、 人 もし 全世界 を 得る とも 其 生命 を 喪 は 何の 益 あらん や、 また 人 何 を も 

て 其 生命に 易 へん や (可 八 〇 卅六、 七)、 キリスト は 生命で ある、 眞理 である、 キリスト を 解ら すし 

て此 世の 事業 は總て 無意味で ある、 キリストが 解かって 後に 吾 倚の 生涯に 始めて 解 釋が附 くので ある。 

(九月) 

聖書と キリスト 


聖書 は其始 より 終に 至る まで キリス トに 就て 語る 書で ある、 然しながら キリス トが 解かる まで は聖 

書 は 解らない、 キリスト は 聖書の 精神であって、 聖書 以上で ある、 我俾、 生きた る キリストに 接する 

まで は 我 倚に 取って は 聖書 は 死んだ 書で ある、 我 倚 は 聖書 以外に 於て 生きた る キリストに 接し、 然る 

後に 聖書に 於て 彼に 關 はる 充分の 證明を 求む べきで あ る。 (九お) 

生ける キリスト 

キリスト は歷 史的 人物で は あるが、 然 かし 其れと 同時に 亦今尙 存在し 給 ふ 者で ある、 我 倚が キリス 

トに對 する は 他の 歷 史的 人物に 對 すると は 全く 違う、 我 倚 は 偉人と して 彼 を io^ はない、 救 主として 彼 

を拜 する、 彼 は 我裤に 取りて は 難め る 時の 今際の 助けで ある (詩 叫 十六 〇 一)、 キリス トを 過去の 人 

とのみ 見て 我 儕が 彼より 受 くる 恩惠は 至て 僅少で ある。 (九 =0 

平和 現實の 手段 

平和 を 地に 来たさん とする 乎、 キリストの 平和の 福 昔を說 くべ し、 平和 現實の 手段と して 之に 勝 さ 

るの 方法、 他に あるな し、 今や 戰鬪の 聲尙ほ しき 時に 際して、 我 倚 は 益々 福音 宣傳 の聲を 高う すべ 

きなり。 (十 ガ〕 

平和の 所在 
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平和 は 地に 於て 在らす、 天に 於て 在り、 天の 門戶を 人の 前に 開き 見よ、 彼 は 其內の 平和 を 窺 ふ を 得 

て 地に 在て 自 から 平和 を 行 ふ 者と ならん、 平和の 利益 を說 くも 之に 耳 を 傾けざる 彼 は 平和の 美 を 一 瞥 

して 其 熱心なる 景慕 者と なるべし、 要は 天上の 美 を 人に 示す にあり、 然 らば 爭 鬪は自 から 地に 於て 絶 

えん。 (十 U0 

平和の 長短 

武力 を 以て 来たせし 平和 は 瞬間 的 平和の み、 政治 を 以て 来せし 平和 は 暫時 的 平和の み、 而 して キリ 

ストの 福音 を 以て 来たせし 平和の み 永久 的 平和な り、 平和 は 其 長短に 關 はらす 贵 きものな るに 相違な 

し、 然れ ども 其 長き は 短き に 勝 さるが 故に、 我 は 軍人、 政治家た らんより は 寧ろ 傳道師 たらん こと を 

$1- む 者な り。 (十月〕 

正義の 信仰 

祌は 正義で ある、 彼 は必す 之を此 世に 行 ひ 給 ふ、 然しながら、 ^時、 如何して 之 を 行 ひ 給 ふ 乎、 是 

れ我儕 人間の 知る 所ではない、 正義 遂行の 時と 方法と は 偏へ に 神の 意中に 存 して 居る、 我 倚 之 を 知ら 

んと 欲して 知る 能 はす、 亦、 知らん と 焦 思り てた 僅かに 己 を澳惱 ますの みで ある、 それ 信仰 は 望む 

所 を 疑 はず、 未だ 見ざる 所 を憑據 とする もの 也 (希 伯 来書 十 一 章 一 節)、 篤く 神の 正義 を 信じて 靜か 

に 其 遂行 を 待つ のが 基督 信者た る 者の 宜しき に 合 ふ 生涯で ある。 (十月) 


第五 年期に 入る 

幾度 か 終刊な らんと し、 幾度 か發刊 せり、 而 して 今や また 其 第五 年期に 入る、 此誌 は是れ 吾人の 業 

にあら す、 『或 者』 が 吾人の 手 を 採て 作り 給 ふなり、 吾人 は 謹んで 更らに 其 聖旨に 從 はんと 欲す。 (十 

恩寵の 徵 

苦痛の 中に 生れ、 苦痛の 中に 持 綾す、 幾度 か れんと して 未だ れす、 內 より 外より 扶 けられて 其 

使命 を 全 ふす、 斯 かる 場合に 在て は 成效は 確かに 天祐の 徵 なり、 吾人 は 本誌の 經歷に 鑑みて 神の 恩寵 

を 疑 はんと 欲する も 得す。 (十 一 月〕 

實歷の 福 音 

非 基督 敎國に 於て 純然たる 基督 敎的雜 誌 を發刊 す、 而 かも 世の 勢力の 何の 賴 むべき なし、 奇跡の 是 

に 伴 ふなからん 乎、 如何にして 其 存在 を持績 する を 得ん や、 本誌が 傳 へし 最も 善き 顯昔は 本誌の 存在 

北ハ 物な り、 多くの 艱難の 中に 道を傳 へし 此 誌の 實 歷は此 誌が 失せて 後 も 永く 多くの 人を勵 まさん。 (十 
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實驗の 宗 敎 

不可能 事の 一 は 神に 託ら すして 基督 信徒と なること 也、 基督 敎は 學理に 非す、 故に 智識 を 以て 之 を 

探る を 得す、 制度に 非す、 故に 法式に 由て 之に 入る を 得す、 基督 敎は 基督に 顯 はれた る 神の 自顯 なれ 

ば、 神が 其聖靈 を 以て 自己 を顯 はし 給 ひし 者の み 能く 之 を 信す る を 得るな り、 信仰 は實驗 なり、 神の 

自顯の 實驗を 味 はざる 者 は 萬卷の 書を讀 むと も、 基督に 顯 はれた る 神の 眞 理を受 くる 能 はす。 (十 一 お〕 

玄妙なら ざる 宗敎 

キリス トは 神な りと いふ は 彼 は 人な りと いふよりも 基督 敎の 眞義に 庶幾し、 肉體の 復活 ありと いふ 

は、 復活な しとい ふよりも 基督 敎の 眞義に 庶幾し、 基督 敎は共 外觀に 於て は舉理 よりも 寧ろ 迷信に 類 

似す、 而 かも 實驗に 基く 宗敎 なる が 故に、 迷信に 非す して、 合理的な り、 玄妙なら ざる 宗敎は 宗敎に 

して 宗敎に 非す、 吾人 は 神秘的 元素 を 刪 除 せんと 努 むる 近世の 『新 基督 敎』 なる ものに 信 を 置く こと 

至て 欺し。 (十一月) 

聖書 硏究會 の 設立 を 促す 

基督 敎は 聖書な りと 首 ふ は 蓋し 過言なる べし、 然れ ども 聖書 を 離れて 基督 敎 なき は 否むべからざる 

事實 なり、 聖書の 研究 は必 しも 人 を 基督 信者と 成さ ぐるべし、 然れ ども 聖書 を舉 ばす して 基督 信者と 


なり 得べ からざる は事實 なり、 聖書の 研究 は 基督 敎に 到る 必要 的徑路 なり、 之に 宗派の 異同 あるべ か 

らす、 之に 信、 不信の 差別 あるべ からす、 吾人 は傳 道の 最良 手段と して、 亦、 世界 知識 最善の 注入 策 

として、 敎會を 離れた る 聖書 研究 會の 設立 を 促が す 者な り、 最も 確實 なる 信仰 は是 より 起らん、 基督 

敎に對 する 思慮な き 反對は 之に 由て 絶つ を 得ん、 公平なる 聖書の 研究 は 有益なる 公的 事業の 一 なり、 

吾人 は- m に 之 を 敎勢擴 張の 川に 供して、 其 伸長 を 阻むべからざる なり。 (十一月) 

先づ 聖書 を學 ベよ 

先づ 聖書に 由て 基督 敎の 何たる 乎 を 探れよ、 然る 後に 其 眞偽を 礼せ よ、 其 何たる 乎 を 探らす して、 

其 S 典 偽 を評價 す、 無稽 之より 大 なる はなし、 而 かも 世の 基督 敎を 論す る 者 は 多く は 基督 敎に 就て 聞き 

且つ 讀 みし 者に して、 架 書 共 物に 於て 深く 基督 敎を 究めし 者に 非す、 其 撰擇は 各人の 自由に 存す、 然 

れ ども 之 を 知らす して 之 を 論す る は 志士の 爲 すべき ことに 非す、 而 して 基督 敎は 聖書 を舉 ばす して 共 

何たる 乎 を 知る 能 はす。 (十 一 ガ，) 

特別なる 宗敎 

神 ありと 信す るは必 しも 基督教に 非す、 基督 敎は 特训の 祌を傳 ふ、 正義 を货 ぶは必 しも 基督教に 非 

す、 甚^ 敎は 特別の 正義 を IP 道す、 永生 を說 くは必 しも 基督 敎に 非す、 基督 敎は 特別の 永生と 之に 人 

るの 特训の 方法と を敎 ふ、 某^ 敎は 理想の 宗敎 なりと 稱 して、 未だ 其 眞相を 言ひ悉 せりと 云 ふ を 得す、 

明 冶 三十 七 年  ニニ 1 一 


基督 敎は漠 たる 理想の 宗敎に 非す、 特別の 敎義を 傅へ、 特別の 義務 を 要求す る宗敎 なり、 而 して 其特 

別に 何たる 乎を敎 ふるもの を 聖書な りと す、 基督 敎は 聖書に 由ら すして、 其 何たる 乎 を 知る 能 はす。 

(十 一月) 

信仰 復興の 希望 

来れよ 靈の 風、 來て 我等の なた き 心の 上 を 吹け よ、 我等の 靈は 塵に 著け り、 故に 我等 は斯國 斯民斯 

胃 斯腦の 事 を 思 ふの 外、 天の 事、 神の 事、 靈の事 を 思 はざる に 至れり、 我等 をして 人たら しめよ、 單 

に 食 ふ 者、 計畫る 者たら しむる 勿れ、 我等 をして 晨 星と 相 共に 歌 ふ^となら しめよ (約 百 記 三十 八 章 

七 節)、 敵に 勝たざる も欣 び、 地 を 獲ざる も 祝し、 靈其 物に 新たなる 能力 を 加 へられて、 貧 を 恐れす 

死 を 怖れざる 者と ならしめ よ、 熱 切なる 愛 國心は 我等 をして 「現世の 人」 とならし めたり、 我等 八：' や 

現 I 以上に 翔徉 する を 要す、 而 して 聖き靈 の 風の み 能く 我等 を 現世 以上に 擧 ぐる を 得るな り、 来れよ 

靈の 風、 来て 我等の 冷たき 心の 上 を 吹け よ。 (十 一 月) 

惡 魔に 對 する 途 

悪魔 は 之を說 服す る 能 はす、 そ は 彼 は 彼れ 以外に 眞理 ある を 信ぜ ざれば なり、 之を改 むる 能 はす、 

そ は 彼 は 彼 以外に 善なる 者 ある を 信ぜ ざれば なり、 惡魔は 否定 者な り、 担み 否 むの 外、 何事 を も爲し 

得ざる 者な り、 故に 彼に 對す るの 途は唯 放任 あるの み、 彼 をして 思 ふ^ 分に 惡を行 はしめ、 而 して 自 


身躬 から 惡の結 を 味 はしむ るに あるの み、 然れ ども 世に 吾人の 憐偶 を惹く 者に して 此狀 態に 陷 入り 

し 者の 如き は あらす、 吾人 は 特に 彼等の ために 祈り、 吾人が 彼等に 善 を爲し 得べき 時機の 到 來を俟 つ 

べきな り 。(十一月) 

べッレ ヘム の 夕 

べッレ ヘム の 夕 は 千 九 w: 年 前の ことなりき、 而 かも 活ける キリス トは 今日 尙ほ我 倚の 心に 生れ 給 ふ、， 

我 儕 此日を 祝す る も 若し 此の 惠 みに 與 から ざれば 此日は 我 儕に 取て 何の 要な きなり、 願く ば 此曰此 夕、 

多くの ベ ッレ ヘム の我國 中に あらん こと を。 (十二月) 

聖誕 節の 意^  . 

夫れ 神 は 其 生み 給へ る 獨孑を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ り (約 翰 傳三章 十六 節)、 聖誕 節の 意味. 

は是 なり、 我傅此 口 を聖く 守らん と 欲せば 我 倚 を 愛して 其 獨子を 賜 ひし 神に 傚い て 博く 深く *1 の 人 を 

愛すべき なり、 そ は 愛な き 者 は 神 を識ら ず、 神 は 卽ち愛 なれば 也 (約 翰 第壹書 四 章 八 節)。 ( 十二お) 

戰 時の クリ ス マ ス 

天使 は聖 子の 降誕 を 祝して 曰く、 天上に は 榮 光 神に あれ、 地に は 平安、 人に は恩惠 あれと、 而 かも 

今や 地に 平安 あるな く、 殺氣 さに 充ち、 惠忿： 大 ドに遍 し、 故に 人 は 曰 ふ、 神の 恩惠は 終に-午 安 を 地に. 
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来す 能 はすと。 

然れ ども 恩 惠は旣 に 世に 降れり、 人の 之 を 受けざる のみ、 平和の 基礎 は已に 定められたり、 人の 之 

に據ら ざるの み、 神 は； 个和を 降せ り、 然るに 人は自 から 好んで 戰鬪を 開けり、 祌は 平和 を も 人に 强ひ 

給 はす、 人の 自 から 進んで 神の. 十 和に 入らざる 限り は、 平和 は 海の 如く 地を掩 ふと 雖 ども 戰鬪の 昔 は 

絕 えざる なり、 我等 戰 時に 此聖節 を 守りて、 更らに 聲を大 にして、 平和 を 同胞に 勸む。 (十二月) 

平和主義者の 日 

クリス マ スは 平和主義者の n なり、 誰か 此 日に 際して 戰を唱 ふる 者 あらん や、 キ； 戰 論者 は 此日を 守- 

る の 资格を 有せす、  天使 讚美 を唱 ふるの 間、 彼等 は聲を 潜めて 沈默を 守るべき なり、 一年 ー囘 天使 は 

降り 来りて 我等の 平和の 聲に 和す、 而 して 地に 戰 鬪の絕 ゆるまで は、 我等の 此聲は 絶えざる べし、 *1 

に クリス マスが 祝 はる、 間 は 平和主義者 は 其 勢力 を 失 はざる べし。 (十二 》0 

平和の 丼 h 

平和の ために 戰 ふと 言 ふ、 何ぞ 潤す ために 火 を 放たざる、 若し 火 を 以て 潤す を 得ば 戰 ふて 平和 を來 

たす を 得べ し、 然れ ども 西が 東より 遠 かる 問 は、 氷炭 相容れ ざる 間 は， 平和 は 戰爭に 由り て 来らざる 

べし、 平和 は： 十 和より 來る、 人類の 罪 を 自己に 擔 ふて キリスト は 世界平和の 基 を 据え 給へ り、 平和 を 

世に 來 たさんと 欲する 者 は總て キリストに 敏 はざる ベから す。 (十二月) 


^}^を忘る 、 の 法 

实を 張りて 歲を 忘れん と 欲する 者 多し、 然れ ども 是れ歳 を 忘る \ の 法に 非す * 歳 を 忘れん と 欲すれ 

ば 宜しく 善を爲 すべし、 富者 は 宜しく 共 財を捐 つべ し、 智者 は 宜く其 智を頒 つべ し、 强者は 宜しく 其 

力 を 供すべし、 而 して 一年の 憂苦 を 忘るべし、 憂苦 は 酒 を 以て 之 を 散す る 能 はす、 善行 を 以ての み 能 

く 之 を 消滅す る を 得べ し、 慈善 は 無二の 忘憂劑 なり、 我等 は 年末に 際して 多量に 之 を 服用して 可な り。 

(十二  =o 

聖書と 活ける キリ ス ト 

聖 寄は大 なり、 然れ ども 活ける キリスト は 聖書よりも 大 なり、 我 儕 若し 聖書 を 學んで 彼に 接せ ざれ 

ば、 我 倚の 目的 を 達せり と 言 ふ 能 はす、 聖書 は 過去に 於け る 活ける キリストの 行動の 記錄 なり、 而し 

て 我 倚 は 今日 彼の 靈を 接け て、 新たに 聖書 を 作らざる ベから す、 古き 聖書 を 讀んで 新ら しき 聖書 を 作 

ら ざる 者 は 聖書 を正當 に解釋 せし^に あらす、 聖書 は尙ほ 未完の 書な り、 而 して 我 倚 は 之に 其 末 章の 

材料 を 供せ ざるべ からす。 (十二月) 

仰と 傳道 

信仰 は 生命な り、 故に 其 維持の 方法 は 其 增殖を 計る に 在り、 增殖を 止めて 生命 は 死す、 傳道 を廢し 
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て i5 仰は滅 す、 獨り自 から 潔う せんと 欲して 增殖を 努めざる 信仰 は旣に 死せ る 信仰な り、 傳道は 信仰 

持镜 のために 必要な り、 我倚俾 道を廢 して 我 倚 も 亦 亡ぶべし、 而 して 感謝す、 傳 道の tsl 域の 未だ 尙ほ. 

甚だ 廣 きこと を、 我 儕は擴 張の 地 を 得すして 内に 窒死す るの 要な きなり、 我 倚 新年と 共に 益々 傳 道に 

從事 せん。 (十二") 

出陣の 召命 

何故に 信仰の 微弱 を 歎す る 乎、 何故に { せ. s: に 蟄居して 身心の 憔悴 を 歎す る 乎、 出で 来れよ、 出で 來 

て 神と 偕に 働け よ、 目を擧 げて觀 よ、 はや 田 は 熟き て收穫 時に なれ リ、 ^界を 神の 王國 とせよ、 其聖 

化の 偉業に 參與 せよ、 而 して 繭の ェ錢を 受けて 永生に 至るべき 實を 積めよ、 我 倚の 田 は廣き 世界な り- 

而 して 活動 を 全世界に 求めて 我 倚の 信仰 は强 から ざらん と 欲する も 得ざる なり、 出で 來て *1 界敎 化の 

業に 加 はれよ、 而 して 他人 を 救 ふと 同時に 雨の 信仰 を强 くせよ。 (十二月) 

新年の 希望 

人 は 皆な 問 ふて 曰 ふ、 新年の 希 如何と、 我 倚 は 答へ て 曰 ふ、 希望 滿々 たりと、 

縱し其 時には 無 花 Bi- の樹は 花^かす、 葡萄の 樹には 果なら す、 橄授の 樹の產 はさし くな り、 田圃 

は 食糧 を 出さす、 圈に は羊絕 え、 小屋に は 牛な かるべし、 然 りながら、 我 は エホバに よりて 樂み 

我が：； ^一 救の 神に 由り て 喜ばん (哈巴 谷 書 三 章 十七、 十八 節)。 


我 倚に 今年 も亦爲 すべきの 事業 あり、 而 して 其 神の 事業なる が 故に 我 儕の 希望 は 年 と共にめ まらす、 

我 儕 は 永久の 春に 神の 宮殿 を 築く 者な り。 (十二月，) 

宇宙の 精 算 

宇宙 は 正義 活動の ための 精密なる 機關 なり、 故に 此 宇宙に 在て 善を爲 して 其 報 賞 を 受けざる はなし、 

又 惡を爲 して 共の 刑罰 を 蒙らざる はなし、 宇宙の 宏大なる、 善惡の 反應は 直に 其 之 を 施せし 方面より 

來ら す、 然れ ども 東に 向て 爲 せし 善 は 西より 報 ひられ、 北に 向て 爲 せし 惡は 南より 罰せら る、 宇宙 は 

大 銀行の 如し、 甲に 拂 ふべき もの を 乙に 拂ひ、 乙より 受 くべき もの を 丙より 請求す、 而 かも 年 を經て 

後に 厘毫の 貸借 あるな し、 吾人 此信 用すべき 宇宙に 在て 惜 むこと なく 31  來 得る 丈け の 善 を 凡の 人に 向 

て爲 すべきな り。 (十二月) 

恩 惠 と 責 任 

神の 恩惠は 責任に 伴 ふて 來る、 重き 責任に 大 なる 恩惠伴 ひ、 輕き 責任に 小なる 恩惠伴 ふ、 大 なる 恩 

惠に 接せん とする 乎、 大 なる 責任 を擔 へよ、 責任 を 免 かれて 恩惠に 接せん とする は 神 を 欺かん とする 

なり、 自 から 欺く 勿れ、 神は慢 るべき ものに あらず (加 拉太書 六 章 七 節)、 如何なる 智者と 雖も 責任 

を棄 斥して 神より 恩 惠を竊 取す る 能 はす。 (十二月) 
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所 Is  ニニ  o 

自他の 愛 

世に 他人 を 苦め て 己れ 自 から 苦しめられざる 者 あるな し、 多く 他獸を 苦む る 獅子 は 多くの 寄生 蟲の 

苦む る 所と なる。 而 して 寄生 蟲に亦 寄生 蟲 ありて、 其 寄生 的 生活 をして 不安なら しむ、 他 を 苦しむ る 

は 己れ を 苦む るな り、 四海 皆な 兄弟なる のみなら す、 字宙哲 なー體 なり、 宇宙の 保全、 是を 愛と 稱す 

吾人 は 自己 を 愛する 如く 吾人 の 隣人 を 愛す ベ きなり。 (十二月) 

意 地と 主義 

意地と 主義と は 其 外形に 於て 相 類す、 而 かも 其 內容に 於て 相反す、 意地 は 我意の 岡 執な り、 主義 は 

眞理の 奉戴な り、 意地 は 自己の ためにして、 主義 は 神の ためなり、 故に 意地 は罪惡 にして 主義 は美德 

なり、 吾人 意地 を 張る を稱 して 主義 を 守る と 1? ふべ からざる なり。 (十二月) 

事業の 成敗 

歡 喜に 由て 成りし 事業 は成效 し、 悲 w に 由り て 成りし 事業 は 失敗す、 歡喜は 積極的な り、 故に 其 中 

に 或 物の 存 する ありて 必す菜 を 結ぶな り、 然れ ども 悲憤 は 消極的な り、 故に 空虚に して 何物の その 中 

より 出で 來る なし、 悲憤に 激 せられて 事を爲 さんと する は 風を播 かんとす るに 均し、 聲を發 する こと 

ある も、 效を 奏する こと あるな し。 (十二月) 


平和の 完 成 

人と 人との 平和 は 神と 總 ての 人との 平和 成りて より 來る、 神な くして 平和 あるな し、 神と 或る人と 

の 平和 成りて 未だ 全き 平和 あるな し， 神と 總て の 人との 平和 成りて 始めて 人と 人との 完き 平和 は 世に 

臨むな り、 平和の 完成 は 之 を 世界 透 通の 傳 道に 待たざる ベから す、 地球の 表面に 眞理 不通の 一隅 を殘 

す は 平和 搜亂の 一因 を存 すなり、 軍人が 劍を拔 いて (学 ふ 前に 傳道師 は 先づ往 いて 暗黑の 荊棘 を 掃 ふべ 

きなり。 (十二月〕 
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新年の 誓 ひ 

我れ エホバ を大に 喜び、 我が 靈魂は 我が 神を樂 まん、 そ は 彼れ 我に 搔 救の 衣 を 着せ 義の外 服 を纆は 

せ、 新郎が 冠 を 戴き 新婦が 玉と 金との 飾 を 着く るが 如くな し 給へば なり (以 赛亞書 六十 一章 十 節)、 

我 は 今年 絕 えす 感謝の 供物 を 我が H ホバ の 神に 獻 げん。 ( 一 .=0 
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所 感  ニニ 二 

聲と人 

悲哀の 聲を發 せん 乎、 悲哀の 人と 成るべし、 歡 喜の 聲を 揚げん 乎、 歡 喜の 人と なるべし、 人 は 大方 

は其發 する 聲の 如し、 我等 は 努めて 歡 喜の 聲を發 して 歡 喜の 人と 成るべき なり。 (一月) 

甚督 信者の 生涯 

基督 信者の 生涯 は 計畫の 生涯に あらす、 待命の 生涯な り、 彼に 事業の 計畫 あるな し、 彼 はた 神の 

命に 從ふ のみ、 然れ ども 祌命 一た び 彼に 降る や、 之と 共に 之 を 行 ふの 力 降り、 彼 は 勇者と なり、 智者 

となりて、 難なく 大事 を 遂行す、 常に 無能なる 彼 は 神 命に 接して 偉人と 成る、 基督 信者の 異能 怪力の 

(1 訣は 彼なら すして 之れ を 知る 人な し。 (一月) 

甚督 信者の 不落 

世の 愚者 等 は 世の 手段 を 以てして 基督 信者 を噎し 得べ しとな す、 彼 は 神の 事 を 知らす、 故に 基督 信 一 

者の 何たる 乎 を 知らざる なり、 彼に して 若し 普通の 人な らん 乎、 彼の 名譽を 傷け、 彼の 生命 を 奪 ひて 一 

彼と 彼の 事業と を 毀つ を 得べ し、 然れ ども 己 を 薦めす して 神を說 き、 旣に 己に 死して キリスト 彼に 在 一 

て 生きる 彼 は 世の 手段 を 以てして し 得べき 者に 非す、 ィ H ス言ひ 給 ひける は繭曹 この 殿 を 毀ち 見よ 

我れ 三日に して 之 を 建てん と (約 翰 傳ニ章 十九 節)、 基督 信者 を 毀ち 見よ、 三年なら すして 彼は榮 光一 


を 纏 ひて： 冉び 地の 上に 立た む o  (一月) 

我 儕の 充實 

或 者 は 車を恃 み、 或 者 は 馬を恃 む、 或 者は舉 問を恃 み、 或 者 は 多 數を恃 む、 然れ ども 我 は 我が エホ 

バ の 神を恃 まん (詩篇 二十 篇七 節)、 我れ 神と 偕に ありて 我れ 一 人 は 全世界よりも 大 なり、 我 は 殊更 

らに 孤立 を 愛せす、 然れ ども 單獨を 照れて 强 ひて 同志 を 天下に 求めす、 我 は 我が 神に 於て 我が 要する 

ャ ベて のらの  、 , 

萬 物 を 有す。 I  一  3 

寂 靜の歡 喜 

雲 晴れて 喜び、 雲閉 ぢて悲 む、 是れ此 地の 住 者の 常態な り、 天の 星， は 晴雨 を 知らす、 隨 つて 哀樂の 

變動を 感ぜす、 歡 呼して 叉 悲鳴 を發 し、 激昂して 又銷 沈す るは斯 *1 の 人な り、 我等 天に 屬 ける 者 は 神 

の淸 明に 浴す るが 故に、 高く 情界の 上に 座して、 寂 靜の歡 喜に 在る を 感謝す。 (一月〕 

磐に 賴 らん 

情の 海 あり、 道理の 陸 あり、 而 して 海 は 常に 動搖 して 陸 は 常に 靜 かなり、 人 は 海な り、 神 は 陸な り、 

然り、 磐な り、 我等 若し 人と 共に 動か ざらん と 欲せば 我よりも 高き 磐に 賴ら ざるべからず (詩篇 六十 

1 の 二 )o  (  一  no 
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所 ニニ 四 

地 的なら ざる 甚督敎 

世に 基督 敎的 政治なる もの あるな し、 そ は 基督 敎に 政治なる ものなければ なり、 世に 基督 敎的 社會 

なる もの あるな し、 そ は靈的 W 結た る 敎會の 外に 基督 敎は 社會 なる もの を 認め ざれば なり、 基督 信者 

は 世 を 照らすな り、 然れ ども 世と 混じて 之 を 革 めんと は爲 さす、 神の 子等 人の 女子と 婚を 結びし 時に 

人類の ffi 落 は 始まれり (創世記 六 章 二 節)、 余輩 は 天と地と を 混同す る 近世 流の 基督 敎を 排斥す。 (一 

微な る 非戰論 

非戰の 聲は微 なり、 然れ ども 寡婦が 其 杖と して 賴む 一 人の 男子 を 召集され し 時に 彼女の 心底に 微な 

る非戰 の聲揚 る、 今や 戰爭は 天下の 輿論な り、 而 して 世の 文士と 論客と は 筆 を 揃へ て 戰爭を 謳歌す、 

此 時に 方て 我等 キリストの 福音 を宜傳 ふる 者 は 天下 幾多の 寡婦に 代って 微 なりと 雖も非 戰の聲 を 揚げ 

ざらん や。 (一月〕 

寡婦の 聲 

戰 („! -は國 家の 利ハ 化な らん、 然れ ども 寡婦 も亦國 家の 一 部分な り、 寡婦の 聲は 勿論 天下 を 動かす に 足 

らす、 然れ ども 彼等 も 亦 其 憂愁 を訴 ふるの 權利を 有す、 彼等の 聲は 勿論 國，： の聽く 所と ならす、 然れ 


ども 若し 彼等に して 彼等 刻下の 眞情を 語る の 自由 を與 へられん に は、 彼等 は聲を 放って 一一 a はん 「戰审 

は 我等に 取て は 非常の 苦痛な り」 と。 (一 ガ〕 

慧き 政治家 

寡婦の 聲は 地に 於て は聽 かれす、 然れ ども 天に 於て は祌を 動かす の 力 を 有す、 聖き往 居に まします 

神は姊 子の 父 寡婦の 審 士なリ (詩篇 六十 八の 五)、 而 して 天 は 地 を統る もの なれば、 天に 達する 寡婦 

の聲は 終に 地に 行 はる i に 至る、 ^の 論 士の說 に 耳 を 傾けす して 寡婦の 聲に聽 いて 政 を 執る 政治家 は 

0 なる かな。 ( 一片) 

獨 立 敎會の 建設 

監督に 由て 建てられし 敎會 あり、 宣教師に 由て 立てられし 敎會 あり、 然れ ども 我 倚 は 神の 聖書 を學 

んで 神に 由て 我 倚の 敎會を 建てら れんと 欲す、 聖書 は獨 逸に ル ー テル 敎會を 生めり、 英 國にメ ソヂス 

ト敎會 を 生めり、 同じ 能力 ある 聖書 は 亦 日本に 純なる 日本 敎會を 生ま ざらん や、 我 儕 は 人の 手 を藉り 

すして 强间 なる 獨立 敎會を 建て 得るな り。 (1=0 

彼我の 優劣 

我 倚の 軍人 は 我 倚の 武力に 於て 歐米 人に 劣る 所な きを 證明 せり、 我 倚の 宗敎家 も 亦 我 倚の 信念に 於 
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て歐米 人に 何の 劣る 所な きを 確信す、 彼等の 知る 所 は 我 倚 も 知る、 然り 彼等の 知らざる 所 は 我 倚に 示 

されたり、 我 倚 は 我 倚の 基督 敎に 於て 歐 米の 宗敎 家に 依頼す るの 要な し。 (一月〕 

未だ 隸屬の 民たり 

武を 以て 勝つ も 若し 靈を 以て 勝つ にあら ざれば 我 倚 は 未だ 裁屬の 民たり、 若し 我 倚の 信仰に して 獨 

立せ すん ば 我 倚の 獨立は 未だ 虚偽の 獨立 なり、 誰か 歐米人 を 戴いて 我が 海陸 軍の 將 校たら しむる 者 あ 

らん や、 然れ ども 我 儕 は 我 儕の 靈魂を 彼等 歐米 人の 指導の 下に 置く にあら す や、 恥ぢ よ、 日本 國多數 

の 基督 信徒よ、 汝等は 未だ 自立の 民に あらざる なり。 (一月〕 

金力 を 要せざる 事業 

世に 金力 を 要せざる 一大事 業 あり、 是を 基督 敎の傳 道 事業と なす、 手に ー卷の 聖書 を携 へ、 心に 一 

片の 信仰 を懷 けば、 天よりの 能力 は 我 倚に 降り 来りて 我 儕は此 地に 天 國を持 来たす を 得るな り、 言 ふ 

を 休めよ、 外國 傳道會 社に 依る にあら ざれば 傳道 成らす と、 傳道は 商業に あらす、 工業に あらす、 傳 

道 は靈を 以て 靈を養 ふこと なり、 我 儕 キリストに 在て 我 倚の 同胞 を 救 ふに 方て 外國 人の 資金 を 要せ， F 

(一月) 

獸カ崇 拜の民  ； 


我 倚 を 侮蔑せ し 者 は 露西亜 人に 限らす、 欧米人 皆な 悉く 然り、 彼等の 軍人 然り、 政治家 然り、 美術 

然り、 宗 敎家然 り、 宣 敎師然 り、 然るに 彼等 今や 我 倚の 武力に 於て 彼等に 劣る 所な きを 見る や、 我 

辨を 凡ての 才能に 於て 賞 讚して 止ます、 偶むべし、 彼等 歐米人 は獸カ 崇拜の 民た る を 失 はす、 我 儕、 

靈に 於て 强か らんと 欲する 者、 豈、 彼等 を 我 傅の 信仰の 師父と して 仰がん や。 (一月〕 

維 誌 記者の 覺悟 

今、 我れ 人の 親み を 得ん こと を 要む る や、 神の 親み を 得ん こと を 要む る や、 或 ひ は 人の 心 を 得ん こ 

と を 求 ふや、 若レ 我れ 人の 心 を 得ん こと を 求 は V キリストの 僕に 非ざる 也 (加 拉太書 一 章 十 節)、 發 

兌 部数の 多き を 銃 ふ 今の 時に 方て 余 擎雜誌 記者に も 亦 使徒 保羅 の此覺 悟な かるべ からす。 (二月) 

讀 者に 問 ふ  • 

讀 むことの 如何に 易く して、 書く ことの 如何に 難き よ、 讀 むこと は 食 ふこと にして 費す ことなり、 

書く こと は 作る ことにして 產 する ことなり、 百 卷の書 を 讀んで 一 卷を著 はし 得す、 一 日 を 消費して 一 

行 を 草し 得ざる こと あり、 借 間す、 誌を讀 むの 士、 句々 街な 辛苦の 情 を 知る や 否 や。 (二月〕 

敎師に 非す 

我れ 若し 我に 語らん と 欲する 乎、 我に 惡の 外、 何の 語る 所 あるな し、 善なる 者 は 我れ 卽ち我 肉に 居 
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ら ざる を 知る (羅- 馬 書 七 章 十八 節)、 我 は 天より 降り 給 ひし 神の 子ィ H スに 就て 語らん と 欲す、 而し 

て 彼に 就て 語て 我は自 から 敎 へられん と 欲す、 我 は敎師 にあら す、 福音 士 なり、 喜ばしき 音を傳 ふる 

者な り、 我 は 幾 囘か此 事 を 宣言す るの 必要 ある を感 す。 (二 ガ〕 

知 口 者 安くに ある 

智者 安くに ある、 學者 安くに ある、 聖者 安くに ある、 君子 安くに ある、 我國 にあるな し、 彼圃 にあ 

るな し、 然り、 全世界に あるな し、 智者 は 天 に 在り、 神の 側に あり、 彼 は 卽ち祌 なり、 ィ H スキ リス 

ト其 人たり、 彼 は 智慧な り、 聰明な り、 彼に 到らす して 光明 あるな し、 我 倚 何 すれ ぞ眼を 方に 放つ 

て 智者 を 求む るを須 ゐん、 彼 は 我 儕の 上に あり、 然り、 我 倚の 衷 にあり、 我 倚 は 彼に 依りて 我と ゅ界 

と を 照さん。 CJlno 

ぎ や- r-  ii.., 

仰望の 秘術 

世の 敎師は 曰 ふ 「先 づ 己を淨 めて 然る 後に 世を淨 めよ」 と、 然れ ども 神 は 首 ひ 給 ふ、 繭 曹我を 仰ぎ 

望め 然 らば 救 はれん と (以赛 亜 書 四 十五 章廿ニ 節)、 我れ 己 を^ めんと 欲して 終世 此 事業に 從事 する 

も 能 はす、 然れ ども 神の 蒸なる ィ H ス キリスト を 仰ぎ tlH んで我 は 我が 靈 魂の 痴 病の 卽 に 潔 めら る.. - 

を覺 ゆ、 逝け よ、 ^の 敎師 よ、 汝は 我に 自省 を說 いて、 我に 半生の 苦悶 を 供せ り、 我 は 八， より 祌に聽 

いて 仰望の 秘術に 從て 歩まん。 。一月)  


靈肉 ニ樣の 世界 

肉の 枕界 あり、 靈の 世界 あり、 肉の， 界はニ 億： 个方 哩の此 地球な り、 十五 傥餘の 其 人：！ なり、 其 金 

銀な り、 寶石 なり、 政治な り、 哲學 なり、 宗敎 なり、 而 して 之に 對 して 靈 のゅ界 は 一 位の 眇 たる ィ ェ 

ス キリストに 在 て^す、 肉の *1 界は大 なり、 然れ ども 其 中に 靈を 潤す に 足る 一滴の 水 あるな し、 91  爪の 

世界 は 小な り、 然れ ども 其 中に 萬 人 を 飽かしめ て 尙ほ餘 り あるの 食 あり、 イエス 曰 ひける は 我 は 生命 

の パンな り、 我に 就る 者 は 餓えず、 我 を 信ずる 者 は 恆に渴 くこと なしと (約 翰 傅 六章卅 五節〕、 我 倚 

若し 靈に 於て 生きん と 欲せば 此 粗大なる 肉の， 界 より 離れて、 彼の 精細なる 震の *1 界に 移され ざるべ 

からす。 (二月〕 

基督 敎の 解釋 

キリストに 於て 在らん 乎、 我 は 悉く 基督 敎を 解す る を 得るな り、 キリスト を 離れん 乎、 我 は 少しも 

基督 敎を 解す る 能 はす、 キリスト は 原因に して、 基督 敎は其 結 菜な り、 キリスト は 發光體 にして、 基 

督敎は 其 陰影な り、 我 倚 直に 身を大 光の 中に 投じて、 其 陰影 を 悉く 解釋 する を 得るな り。 r 二 

キリストと 聖書 (其 一) 

キリストに 於て 在らん 乎、 我 は 悉く 聖書 を 解す る を 得べ し、 キリスト を 離れん 乎、 我 は 少しも 聖菁 
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を 解す る 能 はす、 聖書に 由り て キリスト を 解す るに あらす、 キリストに. m りて 聖書 を 解す るな り、 そ 

れ 人の 情 は 其 中に ある 靈の 外に 誰か 之 を 知らん や、 此の 如く 神の 惰は 神の 霊の 外に 知る 者な し (哥前 

二の 十一〕、 神の 情 (心) を 記した る 聖書 は 神の 靈を 以てする にあら ざれば 之 を 知る 能 はす、 我 倚 は 

聖書に 到らん より は先づ アバ 父よ と 叫びて、 其 子 イエ ス キリストに 行くべき なり * 然 らば 聖書 は 「我 

が 書」 となりて、 我 は已を 解す るが 如くに 明瞭に 之 を 解す る を 得ん。 (二月) 

キリス トと 聖書 (其 二) 

キリスト ありて 架 書 あるな り、 聖書 ありて キリスト あるに 非す、 キリスト にして 實 在し 給 は ざらん 

乎、 聚 書の 繙讀百 萬囘に 達する も 我 倚 は 彼 を現實 する 能 はざる べし、 キリスト は 想像 物に 非す、 實在 

者な り、 キリスト は 聖書 を 離れても 尙ほ^ 在し 給 ふ 者な り、 我 儕 は 聖書 を 貴む の餘 り、 活ける 救 主 を 

舊き 文字の 中に 發 見せん と 計るべからざる なり。 (二 お) 

改心と 變質 

キリストに 傚 はんと 欲して 傚 ふ 能 はす、 そ は 肉 は 靈に傚 ふこと 能 は ざれば なり、 恰 かも 石 は 木に 傲 

ふこと 能 はざる が 如し、 キリストに 化せられ ざるべ からす、 卽ち我 儕の 實質を 彼の それの 如くに 變ぜ 

られ ざるべ からす、 暗 比 的に 更生す るに あらす して、 實驗 的に 改造せられ ざるべ からす、 基督 信者と 

は單に 心に キリス トを 信す る 者に あらす、 彼 は 新たに 造られた る 者に して キリストの 質を帶 ぶる 者な 


り、 救濟は 改心にから す、 變質 なり、 永生に 耐 ゆるの 靈と體 とを俱 へらる \ ことなり。 (二月) 

新生物 學 

基督 敎は 道義 舉に 非す、 生物 舉 なり、 道 德を傳 へて 人を敎 へんと は爲 さすして、 生命 を 供して 彼 を 

活かさん とする 者な り、 キリスト は敎 帥に あらす、 生命な り、 イエス 曰 ひける は 誠に 實に 繭曹 に吿げ 

ん、 若し 人の子の 肉 を 食 はず、 其 血を飮 まざれば 爾曹に 生命な し (約 翰 傳六章 五三 節)、 キリスト は 

道義の 藥を 投じて 人 を 癒さん と は 爲し給 はす、 神の 生命 を 供して 彼の 疾病 を驅 追し 給 ふ、 基督 敎は罪 

惡 の血淸 療法な り、 生命 を 以て 死に 打 勝つ 者な り、 而 かも 斯 くの 如くに 斯敎を 解す る者齡 し。 (二月〕 

思 想の 所在 

余 は 思想 を 得ん と 欲して 數卷の 書 を涉獵 せり、 而 して 何の 得る 所な かりき、 余 は 小なる 善事 を爲せ 

り、 而 して 新 思想 は 翁 然として 湧き 來れ り、 依て 知る、 思想 は 思想に あらざる こと を、 思想 は 行爲な 

り、 然り、 愛な り、 愛する ことなくして 思想 あるな し、 吾人 は 思想 を 探らん と 欲して 書籍に 至らん よ 

り は 寧ろ 勞 働に 就くべき なり。 (二月〕 

現世の 價値 

手段と して は 偉大の 價値 あり、 目的と して は 塵埃の 價値 だに あるな し、 現 は 最良の 學校 なり、 最 

明 iffi 三十 < 年  二三 1 


善の 練修 場な り、 然れ ども 永住の 居 家に あらす、 靜肅の 休息所に あらす、 現^に 苦痛 多き は 吾人が 之 

に 安堵せ ざらん が ためなり、 神 は 人類 を 愛する の餘 り、 吾人に 多くの 忠苦を 送りて i^c 人 をして 此 地に 

戀 着し 能 は ざら しめ 給 ふ、 天の 希 wl- を 以て 補 ふに あら ざれば 此 地の 生涯 は 吾人の 耐え 得る 所の 者に 非 

す。 (二月〕 

養老の 快樂 

養老 は 義務な り、 而 かも 亦 犬なる 快樂 なり * 養老の 快樂は 育兒の 快樂の 如し、 卽ち 弱き を援 くるの 

快樂 なり、 而かも養老は育兒に優りて遙かに神^^なり、 そ は 是れ將 さに 神の 臺 前に 現 はれん とする 人 

に 奉仕す る ことなれば なり、 老人の 身 を 敬 ひて 汝の 神を畏 るべ し (利 未 記 卜 九 章卅ニ 節)、 養老 は 神 

を 敬 ふの 一 途 なり、 卽ち 曰の 老 たる 者 (但以 理七章 九 節) に 仕 ふること なり。 (二 =o 

最大の 賜物 

全世界に 非す、 善 知" 識に 非す、 架德に 非す、 長 毒に 非す、 聖靈 なり、 神 を 知る の 智慧な り、 死に 勝 

つの ぼ. なり、 而 して 神は此 最大の 賜物 を 基督に 託り て 我 倚に し 給 ふ。 (ョ 月) 

永 生 の 貴 尊 

永生の 尊き は 其 永き が 故に 非す、 共聖 きが 故な り、 其 永き を 欲して 之 を 求む る 者 は 竞に之 を 據る能 


はす、 永生 は 神の 生命な り、 而 して 神の 生命なる が 故に. 水から ざる を 得ざる なり、 之 を 永生と 稱 せし 

は 不幸な り、 そ は 其 貴き は 其 量に 於て より は 寧ろ 其 質に 於て^ すれば 也。 (三月) 

道德と 仰 

道 德は外 を 謹む にあり、 信仰 は 內を充 たす にあり、 內 部の 缺乏を 補 ふに 外部の 修飾 を 以てする、 之 

を 道 德と云 ひ、 內 部の 充實を 以て 外部に 光澤 を 加 ふ、 之 を 信仰と 云 ふ、 道 は 美なら ざるに あらす、 

然れ ども 信仰の 生采 あるに 如かす、 道德 は抑顯 なり、 信仰 は 放射な り、 道德は 機械な り、 信仰 は 生命 

なり、 道德は 信仰の 眞似 にして 其 一 時 的 代用た るに 過ぎす。 (三 H0 

Isr カ^カ 

幸福 を 得る にニ途 あり、 勢力 を 張り、 眼界 を澗 し、 宇宙 を 我が 有と なさん と 欲する、 是れ其 一な り、 

慾 心を絕 ち、 目を瞭 にし、 祌を 我が 有と なして、 我が 衷に 天國を 造る、 是れ其 二な り、 前者 は 人と 共 

なら ざれば 之 を 爲す能 はす、 後者 は獨り 之を遂 ぐる を 得べ し、 前者 は 時代 的に して、 後者 は 永遠 的な 

り、 共同一致の 必要 を 說く者 は 外に 仲 びんと 欲する 者に して、 內に 穿たん と 欲する 者に あらす、 天ド 

に霸 たるの 快樂も あらん、 然れ ども 己に 勝って 神を視 るの 幸 li に 比すれば 其 及ばざる や 遠し。 (一一 一 =o 

天才と 聖靈 
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天才 は 慕 ふべ し、 然れ ども 靈の至 美た るに 如かす、 天才 は 一時賜金の 如し、 吾人 之 を消盡 する の 

危險 あり、 聖靈は 終身年金の 如し、 汝の 能力 は汝が 日々 需 むる 所に 循 はんと (申命記 三十 三章廿 五節)、 

天才 は 少数者に のみ 與 へられ、 聖靈は 何人 を も 之を受 くる を 得べ し、 天才 は 神 を 否む 者に も與 へられ、 

§^=靈は父の愛に沐浴してのみ之を享くるを得べし、 天才 は 貴族的な り、 聖靈は 平民 的な り、 我 倚 は 心 

を卑 うして、 萬 民と 共に 天の 此 恩賜に 與 からん と 欲す。 (一一 一月) 

人 生 の 最大 事 

我 倚は此 世界 は竞に 如何なる 乎 を 知らない、 然 かし 我 俾は神 は 彼 を 愛する 者に 聖靈を 給 ふて 之 を 其 

子と 成し 給 ふこと を 知る、 人生の 最大 事 は 政治で はない、 亦 軍事で もない、 人生の 最大 事 は宗敎 であ 

る、 卽ち此 移變り 行く 世に 在る 間に 移變ら ざる 世に 入る の 準備 を爲す ことで ある、 我 倚は此 世界が 滅 

びつ、 ある 間に 神の 子と なりて 永生 を 承繼ぐ ことが £來 る。 

一 4 ネ ク股禾 

東亞に 在て は、 余輩の 同胞 は劍と 銑と 砲と を 以て 歐 人に 壓迫を 加へ っ& ある 今日、 余輩 はべ ンとィ 

ンキと 紙と を 以て 余輩の 友人 を歐 大陸に 作りつ i あり、 余 辈の小 著の 獨逸國 に 現 はれて より 以來、 ァ 

ルプス 山中より、 グー 1 ュ ー ブ河邊 より、 「北海」 の濱 より、 余輩に 書 を 寄せて 好意 を 通じ 來る 者頻々 

として 絶へ す、 由て 知る ぺ ンは 誠に 劍に 優る の 武器なる こと を、 東亞の 戰鬪 酣 なる 頃、 余輩 は旣に 


大陸の 西に 於て 永久の 平和 を 結びつ.^ あり、 榮光必 しも 之 を 軍人に 諉 すべから す、 平和の 勝利 は戰爭 

の それに 優 さる。 (一一 一月) 

最後の 勝利 

戰に 勝って 勝つ ので はない、 眞 理に從 つて 勝つ ので ある、 戰に 負けて 負ける ので はない、 眞理に 反 

いて 負ける ので ある、 眞 理を究 むる は劍を 磨く よりも 大切で ある、 眞理は 永久に 勝った めの 武器で あ 

つて、 劍は 僅かに 一時の 利 を 制する ための 機械に 過ぎない、 我 倚 は 最後に 宇宙に 王た らんが ために 劍 

を 以てより は、 寧ろべ ンを 以て 戰 はんと 欲す。 (一一 一月) 

ウェス レ —と 力 ン ト 

十八 世紀の 最大 偉人 はジ ョ ン I ゥ ェ ス レ ー にあら すして ィ マヌェ ル，， 力 ン ト なり、 ウェス レ ー は 地上 

に 神の 敎會を 建てん とせり、 カント は 人の 良心に 宇宙の 大道 を 植えん とせり、 我が 上に 星 天の 輝く あ 

り、 我が 衷に 道義の 蟠 まる ありと、 ゥ H スレ ー は 東奔西走して、 廣く 道を傳 へんと せり、 カント は贫 

て 彼の 居住の 地より 三十 哩 以外に 出で しこと なしと 云 ふ、 ゥ H スレ ー は 人類の 愛すべき を 示し、 カン 

トは 個人の 貴むべき を敎 へたり、 ゥ H スレ ー は廣 くして 淺 かりし、 カント は狹 くして 深 かりし、 人、 

各々 其 私淑す る 所 あらん、 然れ ども 余輩 は ウェス レ ー に對 する よりも、 カントに 對し、 より 大 なる 敬 

ルを拂 ふ 者な り。 C 一一  H0 
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奇異なる 現象 

今や 非戰論 ik; は 無神論お の 中に 多くして、 i^- 督敎 信^ は 概して セ戰 論お なり、 神 は 無しと 稱ふ者 は 

平和 を g3 へ、 神 は 愛な りと 叫ぶ 者は戰 (米 を誕 歌す、 基 5^ 敎、 旣に 陳腐に 賜せ しか、 基督 敎 信者、 墮落 

を 極めし 乎、 基督 敎を焚 てん 乎、 基齊敎 信者 を 斥けん 乎、  < 水 は 恶督敎 を 素つ る 能 はす、 故に 化， む を 

得す、 ケ：： ： ゆに 稱 する 基督 敎 信者なる 者 を 排斥 せんと 欲す。 (n;=o 

輿 論の 神意 

輿論. H 神 の i ゆな り と 意 .X よ. 非な り 、 の は 常に 舆淪 に 反對 す、 昔時の 像ず者は $:な*^^く舆；^1 の 反 

抗者 なりき、 人類 何^ ぞ、 g,?^ に 曰く ヱホバ 天よ リ 人の子 を 望みて 悟る 者、 神を究 ぬる 者ぁリ やと 見 

給 ひしに 皆な 逆き 出て 悉く 腐れた リ、 善 を爲す 者な し、 I 人 もな しと (詩篇 十叫篇 二、 三 節)、 神 を 

反き，^、 りし 人類の 舆論は 神意 を 傅 ふるものに あらす、 ic-i; 人 は 神の 言た る 聖書に くべ し、 惡人 が 多數 

をい：： むる 社 會の舆 論なる ものに 從ふ ベから す。 (ぶ：") 

不，： S  .H の ，^?- 

我が 計 畫は總 て 失敗な りし、 然れ ども 我に 關 はる 祌の計 靈は總 て成效 なりし、 チに至 りて 我 は 愈々 

知る、 自.^なる^|<;は我に有るが如くに見ぇて實は無き ことを、 ィヱ ス、 ぺ テロに ：！： ひ 給 ひける は、 誠 


に 實に爾 に 告げん、 爾、 幼き 時は自 から 帶 びし、 意に 任せて 遊行き ぬ、 然れ ども 老ては 手 を 伸べ て 人- 

爾を 束り、 意に 適 はざる 所に 爾を曳 き 至らん と (約 翰傳廿 一 章 十八 節)、 我 も 人なる ィ H ス に 5- 廻 は 

さる i に 至りて 我が 信仰の 稍々 老熟せ るを覺 ゆ。 (四月〕 

基督 信者の 過失 

基督 信者に 過失 多し、 然れ ども 非 基督 信者の 過失の 如くに 多から す、 過失 多き の 故 を 以て 基督 信者 

を 鞫く非 基督 信者 は自 から 更ら に大 なる 過失に 陷，. りて 神の 鞫く 所と なる、 我 儕 は 彼等の 誹 誘に 心を惱 

ますべ からす、 そ は 世の 暗黑 益々 深き 時に 我 倚の 陰影 は 光明 を 放って 輝く ベければ なり。 (™»0 

文字の 缺乏 

我れ 時々 文字に 窮す、 心密かに 惟 ふ、 我 は 何故に 深く 文字 を 究め ざり しゃと、 然れ ども 退いて： 冉び 

思 ふ、 我に して 若し 文字の 人な らん 乎、 我 は 修飾に 意 を 用 ふるの 餘り、 神の 誠實， を 語り 得ざる べし 

と、 文字の 豊かなる は眞理 を隱蔽 する の 虞れ あり、 赤裸々 の 眞理を 語る にあら ざれば、 何事 を も 語り 

得ざる 者 も 亦 全く 用な きの 人に あらざる べし、 我 は 文字に 貧なる の 故 を 以て 我が 執筆の 職を辭 せざる 

ベ し 0  (四月) 

盜 難に 罹りて 感 あり 
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所 i 八 

盗 あり、 我が 虚に乘 じ、 我が 貧. Z 水に 忍 入りて 我 所有の 或 物 を 奪 去れり、 人 は 我の 不幸 を 傷 はり、 我 

も 我が 損失 を 歎け り、 然れ ども 我れ 自己 に^みて 神の 攝 を 感謝して 止 まざりき、 我の 靈、 塵に 

し 時に 神 は 盗賊 を 送りて 我が 思念 をして 地 を 離れし め 給へ り、 賊は 我が 所有 を瘦 たり、 而 して 我 は 再 

び大 國を瘦 たり、 神に 依賴 みて 盜贼も 我 をして 貧なら しむる 能 はす。 (四 ガ) 

最大 事件 

の 絡 東に 滿洲 事件 あり、 北 ハ絕 西に モ A ッコ 事件 あり、 而 して 二者の 中間に タリ ー ト島 事件 あり、 

而 して 人 は 言 ふ、 是れ 目下の 最大 事件な りと、 然れ ども 是れ斯 世の 事件に して 斯 世の 失する と共に 消 

え 失する 事件な り、 然り、 人生の 最大 事件 は 外に あり、 永遠の 裁判 是 なり、 是れ斯 世と 共に 消えざる 

事件な り、 而 かも 人の 此 事件に 注意す る尠 し。 (mHO 

殘忍 酷薄の 極 

同胞の 生命 を 犠牲 に^し、 戰に 勝ち たれば とて 商 權の擴 張 を云爲 す、 商權 果して 人命に 優りて 貴重 

なる 者なる 乎、 ゆに 殘忍 酷簿 なる 者に して 主戰 論者の 如き は あらす、 彼等 は 同胞の 鮮血の 未だ 乾か ざ 

る 先き に、 旣に 利益の 狻得を 公 首す、 彼等 は 敵 を 愛せざる のみなら す、 亦 同胞 を 敬せ ざる 者な り。 
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神政の 特質 

基督 敎は 王政に 非す、 故に 王侯貴族に 依らす、 基督 敎は 共和政治に 非す、 故に 多數を 頼ます、 基督 

敎は 神政な り、 故に 無形の 神に 信頼す、 基督 敎は眞 個の 獨立 を獎勵 す、 卽ち獨 り 神と 偕に 全世界 を 相 

手と して 立つ 底の 人物 を 造る。 (四 W0 

聖書と 科學の 調和 

聖書 は 今日の 科學 に反對 す、 そ は 聖書 は奇 積の 書なる に 今日の 科學は 奇躊を 否定 すれば 也、 八，' 日の 

科擧に 全然 信賴 する 者 は 聖書に 全然 信賴 する 能 はす、 聖書の 見解 を更 へん 乎、 或は 科學の 見解 を 改め 

ん乎、 吾人 は 二者 其 一 を 選まざる ベから す、 而 して 吾人 は 科學の 厘々 其假說 を變更 する を 見て、 萬 世 

不易の 聖書に 由て 科學の 見解 を 定めん と 欲す、 吾人 は 聖書 を 科學の 上に 置いて 二者の 調和 を 計る 者な 

力。 (四月〕 

『聖書 之 研究』 の 名と 別る 

今 を 去る 五 年 前、 余の 始めて 汝を此 誌の 題目と して 選む や、 汝の我 邦人に 取り 最も 不人 なる 名の 

故 を 以て 余の 成 效を危 まざる 者 はな かりき、 然れ ども 神の 祝福 は汝と 余との 上に ありて、 我等 は 星霜 

五 年 を 重ぬ る も 能く 我等の 地位 を 守る を 得たり、 而已 ならす、 變り 易き 此せは 今や 漸く 汝の 名の 忌む 
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所  IK  二  He 

ベから ざる 者なる を 知り、 却て 汝を迎 へ汝の 指導 を 仰がん とする に 至れり、 是れ 叉汝の 勝利に して、 

<.^の汝のために深く喜ぶ所なり。 

而 かも 余 は今汝 と^れ、 汝の 指導に 由て 得し 新 光明に 向て； 史らに 進まん と 欲す、 卽ち 後に 在る もの 

を 忘れ 前に 在る もの を 望み、 神、 キリスト イエスに 由て 上へ 召して 賜 ふ 所の 袞美を 得ん とて 目的に 向 

ひて 進まん とす (腓立 比 書 三 章 十三、 十 M 節)、 余 は 汝の名 を 愛する も汝の 光輝の 下に 永く 安 靜を貪 

る を 好ます、 余 は 今より 页らに 暗中に 入りて 暗中の 物 を 探り 來 らんと 欲す。 

余 や 今 汝の名 を 去るべし、 然れ ども 余 は 終生 汝の實 を 離れざる べし、 『新 希望』 は 汝の變 名な り、 

卽ち汝 の 粹を歌 ふ 者な り、 誰か 汝の實 を 去りて 其 身 安 からん、 聖書の 研究 は 余が 余の 墓に 下る 時まで 

緩 けらるべし、 余 は冉び 俗文 學に 歸ら ざるべし、 余 は 八， 汝 と^かる.^ に 及んで 神の s^, 前に 此審 を汝に 

誓 ふ。 (四月) 

愛すべき 三 姉妹 

三人の 愛すべき 姉妹 あり、 長女 を 信と いひ、 二 女 を 望と いひ、 三女 を 愛と いふ、 長女 は 堅に して 忍、 

次女 は 快に して 活、 三女 は 優にして 美な り、 而 して 余 擎は兹 にお もに 二 女 望に 就て 語らん と 欲す、 然 

れ ども 彼女に 就て 語らん と 欲して、 余輩 は單に 彼女 一人に 就て 語る 能 はす、 彼女に 父 あり、 余輩 は 彼 

の 德を頌 へざる ベから す、 彼女に 母 あり、 iss となりて 我 儕の 心に 宿り 給 ふ、 彼女の 姉と 彼女の 妹と 

は 彼女と 相對 して 常に 余輩の 敬 E』5 を惹 かざる ベから す、 余！^ は： に 謹んで 此誌を 「天の 聖家族」 に獻 


す。 (六月) 

前 誌 と 本 誌 

『樂蒈 之 研究』 は 信の 景慕 者な りき、 彼 は 嘲笑 讒 侮の 中に 生れて、 能く 堅忍の 生 を 保てり、 今や、 

『新 希^』 は 彼の 後 を 承け、 望 を 彼の 極 美と して 仰ぎ、 彼女の 鼓動の 下に、 歡喜、 滿足、 平和、 勤勉 

の 生 を繼 けんと 欲す、 は 信の 如くに 高莊 ならす、 而 かも 能く 下界に 止まって 天上の 純 美 を 維持す、 

而 して の， 謳歌 者た らんと 欲する 本誌 は、 能く 天上の 歡喜を 持 来りて、 地上の 憂苦 を 拭 ふ 者たら ざる 

ベから す。 

嚴 冬の 後に 春陽 來る、 『聖書 之 研究』 に 次いで 『新 希望』 生る、 是れ 時の 正 當の顺 序なら す や、 若 

し 夫れ 花旣に 落ち、 夏旣に 過ぎ、 金 風 涼 を 送りて 收 種の 秋を吿 ぐるに 至らば、 望 は 彼女の 地位 を 愛に 

讓り、 余輩 をして 更 らに實 成されし 希 に 就て 歌 は ざら しめん 乎、 余輩 は 今より 其 時の 至らん こと を 

颇ひ、 收穫を んで、 喜んで 兹に八 水 輩の 新 事業に 入らん と 欲す。 (六月〕 

しん  ほう 

信と 望 

我靈、 地 を 離れて 天に 昇り、 地 を 眼下に 見て、 其 上に 屹立 する 時、 我に 信 あり、 我靈、 .冉 び 地に 降 

り來 り、 悲哀に 接し、 天の 歡喜を 以て 之 を 慰めん とする 時、 我に §卞- あり、 信 は 高く して 潔し、 は 低 

くして 優 さし、 同じく 是れ 神の 子な り、 而 して jfj" 人、 時には 望に 傚 はざる ベから す。 (六月) 
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所 感  二  ra:  二 

希望の 宇宙 

是れ 希望の 宇宙た るな り、 何ぞ 泣き 悲み憤 ふる を須 ゐん、 神の 聖旨 は 成りつ、 あり、 世界の 人 §〔 な 

悅ぶ べし、 失笔 はた^ 惡人 にの み^す、 一た び， si を悔 ひて 神に 還り 来らん 乎、 我 傅 は 直に 希望の 宇宙 

に 生れ 屮 r つるな り、 是 故に 人 キリストに 在る とき は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去リて 皆な 新ら 

しくなる なリ、 宇宙の 惡 しきが 故に あらす、 之 を觀る 眼の 惡 しきに 由るな り、 若し 繭の 目瞭 かなら は 

全 {H 由 も 亦 明かなる べし (馬 太傳六 章廿ニ 節參考 )、 X 布 の 生命 を 受けよ、 而 して 此 宇宙の 希望の 宇 

宙 たる を 覺れ よ、 旣に希 &fil の 宇宙に 在りながら、 之 を 呪 ひて 憤死す る 勿れ。 (六月〕 

永 生 の 解 

永生 は 後に 來る ものに あらす、 今旣に 有る ものな り、 永生 は 神の 生命に して 時の 關 係な きも かなり、 

卽ち 前に ありし ものにして、 今 ある もの、 而 して 未来永劫にまで ある ものな り、 んマ旣 に 永生 を 有た ざ 

る 者 は 未來に 至る も 之 を 得る の理 なし、 余 聚が來 世の 存在 を唱 ふる は、 キリストに 顯 はれた る 神の 生 

命の 不死 無^なる を 信す るが 故な り、 余鞏は 人に 不定の 來 世を說 いて 彼に 善行 を勸 めんと は爲 さす、 

余輩 は 彼に 確定の 永生 を傳 へて、 彼 をして 今より 不朽の 人たら しめんと 努む、 永生の 獲得 は 之 を 現世 

に 於て 爲 すべし、 來 世に 於て 之を爲 さんと する も 资し爲 し 得ざる べし。 (六月) 


キリストの- 冉來 

再 來は. 冉顯の 意な り、 希臘 語の 「ァ ボカ リブ シス」 も 英語の r レべ レ ー シ ヨン」 も 共に 此意を 示す、 

キリスト 今 は 天 の 高き に 在して 後の 日に 天の 萬 軍 を 率 ひて 再び 我 儕の 間に 降り 来り 給 ふに あらす、 キ 

リ ス トは今 旣に我 儕と 偕に 在り 給 ひて 後の 日に 至り 其 體を顯 はし 給 ふの み、 我 は 世の 末まで 常に 繭曹 

と 偕に 在るな りと 彼 は 一一 一一 口 ひ 給へ り、 キリストの W 臨 は 世の 終局の 出来事な り、 而 して 萬 事 萬 物 はすべ 

て 悉く 此喜 ぶべき 最終の 出来事に 向て 進みつ k あるな り、 我 倚が 日々 キリストの 再顯を 待望む は 其 時 

時刻々 と 我 倚に 迫り 来りつ、 ある を 知れば なり、 我 儕旣に キリストの 屬 となりて、 全世界の 出来事 は 

舉て 我傳を 希望の 域に 向け 進めつ & あるな り、 我 儕 キリ ストの 再來を SI- んで 日々 天上 を む を 要せす、 

H-當 に 人生 を 解して、 日々 の 新聞紙 は 我 倚に 此 快事 を 吿 ぐる ものな り、 主 曰 ひ 給 はく 耳 ある もの は聽 

くべ しと。 (六月) 

平民の 書と しての 聖書 

聖書 を 敎會の 書と 解して 其 興味 は 全く 失するな り、 聖書 は 神の 書に して 平民の 書な り、 或る 意味に 

於て は ダンテの 詩集、 力 ー ライルの 論文の 如き 者な り、 卽ち 農夫に 由て 茅屋に 讀 まれ、 商人に 由て 店 

ひ もと 

頭に 繙か るべき 書な り、 聖書 は 神が 直接に 人類に 賜 ひし 書な り、 先 づ之を 僭 侶に 授け 給 ひて、 彼等 を 

して 之 を 平民に 傳 へしめ 給 ひし 書に 非す、 我 儕祌の 子た る 者 は 之に 接する に 天然に 接する が 如き 自由 

明治 三十 八 年  二  01 一一 


所 感  一一 

をュ てし、 臆する ことなく、 懼る \ ことなく、 「我が 書」 として 之を讀 み、 其 光に 浴すべき なり。 (六 

月) 

キリス ト敎の 眞意 

活動 思索の すべての 方面に 於て H ホバの 神 を 尊崇め 奉る、 是を キリスト 敎の 意と なす、 或 ひ は 天 

みて わ ざ 

體に 神の 榮光を 探り、 或 ひ は 地層に その 手の ェを 求む、 或 ひ は 詩歌に その 無限の 愛 をた、 へ、 或 ひ は 

美術に その美 妙の 理想 を 現 はす、 農 は 神と 偕に 神の 地 を 耕す ことなり、 ェは 神と 偕に 造化の 上に 更ら 

に 造化 を 加 ふること なり、 商 は 神と 偕に 神の 物 產を廣 く 四方に 分つ ことなり、 神 は 其 聖業を 遂げ 給 ふ 

に 方て 我 倚す ベての 者の 勞働を 要し 給 ふ、 我 倚 は 各自 其 今日の 地位に 在て 最 優等の 基督 信徒た る を 得 

るな り、 世に 所謂 r 敎 役者」 の 班に 加 はって、 「特に」 神を悅 ばし 奉らん とする の耍 なし。 「六 

事實の 信仰 

事 寳の子 たれよ、 理論の 奴隸 たる 勿れ、 事實は 悉く 之 を 信ぜよ、 その 時には 相 衝突す るが 如くに 觀 

ゆる こと あると も、 政て 心 を 痛ましむ る 勿れ、 事實は 終に 相 調和すべし、 其宗敎 的なる と科學 的なる 

と、 學 的なる と實際 的なる とに 關 はらす、 すべての 事實は 終に  一 ^事實 となりて 現 はるべし、 我等 

理論の 奴隸 たるが 故に S 々懐疑の 魔^の 犯す 所と なるな り、 神の 言なる 事實 にの み鎮 て、 我等の 信仰 

は 磐石の 上に 立て 動かざる ベ し。 (六月) 


懐疑の 所在 

農夫、 樵 夫、 職工、 正直なる 商人 等に 懐疑 あるな し、 懷疑は 畢生、 僭 侶、 文人 等の 中に あり、 卽ち 

手 を 以て 直に 天然 物に 接する ことなく、 多く 窒內に 安 坐して、 宇宙と 人生と に關 し、 沈思 默考を 凝ら 

す 者の 中に あり、 懐疑 は 思想の 過食より 來る 腦髓の 不消化 症な り、 故に 之 を 癒す の 方法 は 疑問の 解釋 

を 供す るに あらす して、 是等憐 むべき 座食 者 をして 沈思 默考 する を 止めし めて、 手 を 以て 働かし むる 

に 在り、 余輩 は 机に 寄 凭りて 宗教 問題に 煩悶す る 所謂る 懷疑 者なる 者に 對し些 の 同情 を も 有せす。 (六 

3 

新生 命と 新 事業 

新 事業 を 求めん と 欲せ ざれ、 新生 命 を 求めよ、 新 事業 は必 しも 新生 命 を 生ます、 然れ ども 新生 命 は 

多くの場合に 於て は 新 事業 を 作る、 成功の 秘訣 は 之 を 外に 於て 求む ベから す、 衷に 於て 求むべし、 而 

して 衷 より 出た る 新 事業 は 常に 健全に して 常に 永績 す、 余輩が 人に 新生 命を勸 むる は豈 惟り 宗敎 道德 

のた めの みならん や。 (六月) 

地上の 天國 

神と、 天然と、 幸； i なる 家庭と、 少数の 友人と、 是れが あれば 澤山 である、 共 他 は 要らない、 政黨 
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も 要らない、 敎會も 要らない、 長官 も 監督 も 牧師 も 要らない、 我がす ベての 幸福 はこの 四つの もの V 

中に ある、 官職 何も のぞ、 敎職 何も のぞ、 人望 何も のぞ、 この 四つの ものが あって 此 は旣に 天國で 

ある、 ％ うして 謙遞と 誠實と 勤勉と を 以て この S: つの もの を 得る は 難くない、 感謝すべき かな 0( 六月) 

幸 福 の ある 所 

IHiif,i:i5 か い^ ハリ、 政： m に. 野心が ある、 奸 策が ある、 結黨が ある、 政治 は 淸淨を 愛し、 潔お を 

求む る 者の 入らん と 欲する 所ではない。 

敎會に 競 (予が ある、 嫉；^ が ある、 陷擠が ある、 敎會は 神の 自由 を 愛する 者 

の 長く 止まるべき 所ではない。 

^T^^^^-^.^^^^, 兹に 自由が ある、 誠實が ある、 眞 率が ある、 ァ、 我 力 愛する 友よ 來 

て 我等と 偕に 天然 を 通う して 天然の 神と 交 はれよ。 (六月) 

日米 兩國の 組合 敎會 

日本の 組合 敎會に 在て は 其會員 中に 鑛毒王 故 古河 市兵衞 氏より 寄附 金 を 受けし 者 ありし と雖 も、 一 

人の 起て 之 を非雞 する 者な かりき、 然るに 米國の 組合 敎會に 在て は 其 傳道會 社が 石油王 „ ^ック フェラ 

1 氏より 十 萬 弗 S 附 I けたり とて 非難 攻撃の il 揚て 今尙ほ 止ます、 依て 知る 米國の |彰 

會も 今や 雷 腐敗せ りと 雖も、 曰 本の 11 の 如くに 腐敗せ ざる を、 余輩 は米國 のために 深く 此事 


ある を悅 び、 日 木の ために 深く 此 事な かりし を 悲む〕 (六月) 

キリストの 道 

せめ  に^ 

資 むべき 人を責 むる は 正義の 道な らん、 然れ ども 人の 責を 己に 負 ふ は キリストの 道な り、 キリスト 

信者 は 義人 以上な り、 卽ち 他人の 罪の ために 罪人と して 神に 罰せら る \ 者 なり。 (七月) 

神の愛 

神の愛 は 海の 如し、 廣 くして 深し、 井戸の 如くに 深から す、 沼の 如くに 廣 からす、 我俾は 神の愛の 

深さ を f らんと する 時に 其 廣さを 忘れ、 其 廣さを 量らん とする 時に 其 深さ を 忘る、 我 倚 は 神の 如くに 

深く 寓人を 愛する 能 はす、 廣く靈 魂 を 愛する 能 はす、 愛の神よ、 願く ば 我 儕の 愛の 容器 を大 にして 我 

倚 をして 雨の 如くに 深く 且つ 廣く 愛する こと を 得せし め 給へ。 (七月〕 

日露 永久の 平和 

露 西 亞人は 云 ふ、 憎むべき かな 日本人と、 日本人 はいふ、 憎むべき かな 露西亜 人と、 然れ ども 神 は 

云 ひ 給 ふ、 愛すべき かな 日本人、 愛すべき かな 露西亞 人と、 神の 心 を 以て 見て 露 西 51 人 は 日本人に 取 

り 愛すべき 者と なり、 日本人 は 露 西 亜 人に 取り 愛すべき 者と なる、 日本人と 露西亞 人と は 神に 依りて 

令 日直に 永久の 平和 を 結ぶ を 得べ し。 (七月) 
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所 ゆ-  二  B 八 

；  人道と 福 音 

人の 愛すべき 點は その 憎むべき 點 よりも 舞し、 故に 人 を 人の ために 愛せん と 欲して、 我 倚の 愛 は 冷 

却せ ざらん と 欲する も 得す、 人は祌 のために のみ 眞 正に 人 を 愛する を 得べ し、 人道 は 人 を 愛する の 道 

にあら す、 深く 永く 人 を 愛せん と 欲せば 神の 道なる キリストの 福音に 依らざる ベから す。 (七 刀 じ 

愛の 波動 

或る人 神の愛に 感じ、 之に 勵 まされて 我 を 愛せり、 我 其 人の 愛に 感じ、 之に 勵 まされて 或る 他の 人 

を 愛せり、 彼 また 我 愛に 感じ、 之に 勵 まされて 更らに 或る 他の 人 を 愛せり、 愛 は 波及す、 延びて 地の 

極に 達し、 世の 終に 至る、 我 も 直に 神に 接し、 其 愛 を 我心に 受けて、 地に 愛の 波動 を 起さん かな。 (七 

神 を 見る 法  -- 

- J ひ びと 

祌を 見ん と 欲する 乎、 然 らば 隠れた る 善を爲 すべし、 神は戀 人の 如し， 衆人の 拍手喝采 する 所に 其 

貌を顯 し 給 はす、 我 倚は密 なる 所に 於ての み 神と 相 見る を 得べ し、 我 倚祌を 見ん と 欲せば 人の 見え ざ 

る 所に 多くの 善を爲 して、 屢々 彼と 密會 する の 機會を 作らざる ベから す。 (七月) 


信の 一字 

我 は 人に 賴ら す、 また 己に 親ら す、 我 は 天地の 造 牛： なる エホバの 神に 頼る、 我 は 依頼せ す、 また 獨 

立せ す、 我 は 我主ィ h スキ リストに 依て 立つ >  依 救と 云ひ獨 立と 云 ふは浙 世の 言な り、 我 倚に 信の 一 

字 あるの み、 依賴 以上の 依頼、 獨立 以上の 獨立、 是 なり。 (七月) 

聖徒の 交際 

我は此 地に 在りて 獨り神 を 愛する にあら す、 我 は 世界 許 多の 聖徒と 共に 祌を 愛するな り、 我が身 邊 

に 同 なしと て 我 何 を か 恨まん、 我 は 同 情 者 を廣く 全世界に 有す、 眞 正の 基 5^ 信者 はすべ て 主に 在 

て 一 體 なり、 祈禱は 我がた めに 地の 四方より 天の 資 座に 向って 上りつ \ あり、 我 倚は大 軍な り、 主の 

指導の 下に 同一 事を斯 世に 在て 爲す 者な り、 我 儕 は 如何なる 境遇に 在る も 孤 獨寂塞 を感 すべから ざる 

なり。 (七 H0 

最上の 快樂 

富の 快樂 あり、 美術の 快樂 あり、 文字の 快樂 あり、 學究 の快樂 あり、 然れ ども 邪念な きの 快樂 は：： y 

等す ベての 快 樂に優 さる、 視ょ眞 の イスラエル 人に して 其衷 に詭譎 なき 者ぞ と、 又 心の 清き 者 は 福 ひ 

なり、 其 人 は 神 を視る こと を 得べ ければ 也と、 嫉 1% 怨恨 は 人 を 害する より は 先 づ己を 毒す、 我. S 幸 多 
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き 生涯 を 送らん と 欲せば、 何人に 對 しても 惡 意を揷 まざる 淸淨無 邪氣の 心を懍 くべき なり。 (七月) 

理想の 發見 

理想の 人 あるな し、 理想の 神に 接して 理想の 人と なるな り、 现 想の 國 あるな し、 神の 眞理を 受けて 

理想の 國 となるな り、 理想 は 人 國の旣 有性に あらす、 新たに 神より 受 くべき ものな り、 我等 全世界に 

理想の 人と 國とを 索め て 之を發 見し 得 ざれば とて 敢て 失望すべからざる なり。 (七月) 

更に 可な，^ 

悪を矯 むる は 可な り、 然れ ども 善を勸 むる は 更らに 可な り、 毀つ は 可な り、 然れ ども 築く は 更らに 

可な り、 罵る は 可な り、 然れ ども 敎 ゆる は 更らに 可な り、 憎む は 可な り、 然れ ども 愛する は更 らに更 

らに 可な り、 爾曹惡 に 勝た るぶ 勿れ、 善 を 以て 惡に 勝つべし と、 基督 信徒 は 積極的 人物な り、 彼 は 常 

に 積極的に 世の 改善 を 計らざる ベから す。 (七月) 

■ 神の 救濟法 

善を爲 すべし、 更らに 善を爲 すべし、 更らに 進んで 善を爲 すべし、 善の 大軍を 起して 惡の小 軍を壓 

すべし、 善の 量を增 して 惡 をして 無き に 均しき 少量たら しむ 可し、 是れ 天 然の淸 潔 法なら す や、 大洋 

の 淨水を 以てすれば 五大洲の 汚物 も 容易に 之を淸 除す る を 得べ し、 涼風 一 陣室^ を拂 へば 終夜の 汚氣 


は 消えて 迹を 留めす、 死に 勝つ に 生 を 以てし、 暗を逐 ふに 光 を 以てし、 怨を滅 する に 愛 を 以てす、 是 

れ祌 の救濟 法な り、 我 倚 神の 子た る 者 は惡を 挫く に惡を 以てし、 怨に報 ゆるに 怨を 以てし、 先 づ暗を 

以て 暗を逐 ひ、 然 かる 後に 光 を 注入 せんとす る 人の子の 愚に なろ ふべ からざる なり。 (七月) 

魔 言 の 使用者 

魔 言 を 弄して 喜ぶ 者 あり、 然り、 更らに 進んで 惡 魔の 預言者と なりて 語るべし、 惡 魔の 首に 奇拔な 

る もの あり、 以て 斯^の 人 を 喜ばす に 足る、 然れ ども 知るべし、 魔 言 は 以て 己 を 高め 人 を 進む るの 勢 

力に あらざる を、 魔 言 を 弄して 惡魔 と共に 苦笑す る を 得ん、 然れ ども 魔 言 を 弄して 晨星 と共に 歌 ひ 神 

の 子等と 皆な 歡 びて 呼ば はる こと 能 はざる べし、 魔 言 を 弄する は 其 人の 損失な り、 彼は自 から：^ んで 

此 事を爲 す、 余繁は 彼の 行爲を 妨げす。 (七月) 

誰が ために 書かん 

誰が ために か 書かん、 嗚呼、 誰が ために か 書かん。 

國 のために 書かん 乎、 否な、 國人は 我が 言 を容れ す、 彼等 は 政治家に 聞き、 新聞記者に 隨從 す、 福 

音の 眞理の 如き は 彼等の 措いて 顧ざる 所な り" 

社會 のために 書かん 乎、 否な、 社會は 生活の 快樂を 追求す、 其 他 を 要め す、 基督 敎の 教理の 如き は 

彼等に 取りて： 1: の 用 あるな し。 
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敎會 のために 誓かん 乎、 否な、 敎會 は敎會 制度に 就て； i じ、 信徒の 增 加に 就て 語る、 罪人の 救濟の 

如き は 多く 彼等の 議题に 上らざる？？ 题 なり。  - 

然 らば 我 は 誰が ために か 書かん。 

然り、 我 は 我が 少数の 同志の ために 書かん、 機？^ 祌の義 を 慕 ふ 者の ために 書かん、 斯 世に 大 ならん 

と は 欲せす して 神の 前に 聖 ならん と 欲する おの 爲に 書かん、 肉に 貧なる も靈に 富まん と 欲する 者の た 

めに 書かん、 無敎會 信者の ために 害かん、 キリストの 外、 仰ぐ に敎師 なき 者の ために 書かん、 然り、 

みづ 

我 は是等 少数の 我が 同志の ために 書いて 自 から も大に 慰む る 所 あらん。 (七月) 

キリストに 到る の 道 

キリスト は 宏大 無邊 なり、 人 は 何人も 彼 を 救 主として 仰ぐ を 得べ し、 彼に 到る の途は 一 にして 足ら 

す、 敎^ に 由る も 彼に 到る を^べし、 之に 由らざる も 彼の 寶 座に 近づく を 得べ し、 世に 彼の 恩 惠を獨 

占す る 敎會も 僧侶 も あるべ からす、 彼に 到る の 條件は 唯一 あるの み、 碎 けたる 心 H だれの み、 此心 あり 

て 人 は 何人も 直に 彼の 懐に 入る を へし。 (八 =^) 

最も 貴むべき 者 は高氣 なる 基督 信者な り、 其 次に 貴むべき 者 は高氣 なる 不信者な り、 而 して 卑しむ 

べき 者 は高氣 ならざる 信者と 不信者と なり、 人 は先づ 何人も 高氣 なる を 要す、 高氣 ならす して 貴き 基 


督敎も 彼 を 貴むべき 者と なす 能 はす、 吾等 は 人の 貴賤 を定 むる に 其 表 G する 信仰 を 以てせす して、 其 

固有の 品性 を 以てすべ きなり。 (八月) 

幸 繭の 秘訣  . 

斯 世に 在て 幸福な らんと 欲する 勿れ、 然 らば 幸福なる を 得べ し、 斯 世の 不幸 は •  苦 等が 幸福な らんと 

欲する より 來る、 斯 世に 在て は 憎まれん と 欲せよ、 誤解 せられん と 欲せよ、 迫害 せられん と 欲せよ、 

然 らば 吾等 は 幸福なる 者と なりて 神と 偕に 永久の 平和 を 樂むを 得ん。 (八月〕 

眞 個の 基督 信者 

或 人 は 嘲笑 を 受け • 鞭撻 たれ、 縲跌と 囹圄の 苦み を 受け、 石に て擊 たれ、 鋸に て 挽かれ、 火に て 焚 

かれ、 刀に て 殺され、 綿羊と 山羊の 皮 を 衣て 經 あるき、 窮乏して 難み 苦め リ、 世 は 彼等 を 置く に 堪え 

ず、 彼等 は 曠野と 山と 地の 洞と 穴と に 流浪せ リ (希 伯 来書 十 一章 卅六、 卅七、 卅八 節)、 基督 信者と 

は斯の 如き 者な りし、 基督 信者と は斯の 如き 者なら ざるべ からす、 かの 政府に 寵愛され、 國3^^の人望 

を惹 かんとす る 今の 敎會 信者の 如き は 基督 信者に あらざる なり。 (八月) 

依賴と 嫉妬 

依頼す る 者 は 互に 相 ig, む、 是れ 必然の 理 なり、 宗敎 家に 嫉妒 心強き は 彼等の 依 賴心强 きに 因る、 彼 
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等に して 若し 悉く 獨 立の 人と ならん 乎、 彼等 もまた 同輩 相援 くるの 人となりて、 寬容 高氣の 模範 を 世 

に 示す に 至らん、 依 顿は嫉 妒を醯 して キリストの 敎會を 破壊す、 恐るべき は 異端に 非す して 依頼心な 

り、 而 かも 異端 を 恐る- 1 者 は 多くして 依顿を 恐る & おは し、 奇異と 謂 ふべ し 。(八月) 

科學の 嘲笑 者 

科舉を 嘲笑す る 基督 敎 信者 (實は 宣敎師 信者) 多し、 彼等 は 曰 ふ、 基督 敎は 科學 以上な り、 科學を 

以て 5_说 明し 得べき 者に あらす と、 而 かも 斯く超 科舉 的に 基督 敎を 解す る 彼等 は 彼等の 生涯の 方針 を定 

むる に 方て 信仰に 依らす して 科舉に 依る こと 多し、 彼等 は 餓死 を權れ て、 惡 し- -と 知りながら 宣敎師 

の 補給 を 仰ぎ、 善と 知りながら 斷然 起て 獨立 する 能 はす、 彼等 は 科 舉を排 する も 可な り、 然れ ども 超 

自然 的に 聖書 を解釋 する を 以て 誇る 彼等 は 超 0! 然 的に 彼等の 生涯の 方針 をお むる を 要す、 餓死 を懼れ 

て獨立 を禱路 する 彼等 は 科舉を 嘲笑す る權利 を^せ す。 (八 》0 

文明と 甚督敎 

文明 は 肉の 事な り、 基督 敎は靈 の 事な り、 故に 文明と 基督 敎 との il に 深き 關係 あるべ からす、 基督 

降 世 以前の 希臘は 人類が 曾て 達せし 最高の 文明に 達せり、 囘々 敎を 信ぜし ム ー ル人は 其 文明に 於て 遙 

かに 當 時の 基督 敎的國 民に 優越せ り、 伊太利の 文學 復興 は 其 基督 敎が 腐敗の 極に 達せし 時に 起れ り、 

之に 反して 基督 敎を產 せし 猶太 國は 所謂る 文明 國には あら ざり し、 英國に 淸敎徒 起り てより 其 美術と 


文學と は頓に 衰退せ り、 基督 敎徒は 所謂る 文明の 民に は 非るな り、 エホバ、 預言者 ザ カリヤ を 以て ィ 

スラ エルの 民に 吿げて SI ひ 給 はく、 シ オンよ 我汝の 人々 を 振起して ギリシャの 人々 を 攻めし めんと、 

(撒 加利亞 書. K 章 十三 節)、 シ オン は 信仰 を 代表し、 ギリシャ は 文明 を 代表す、 而 して シ オン は 常に 

ギリシャの 敵な り、 吾等 今日の 基督 信徒 も 亦 屡々 振起して 文明の 人々 を 攻めざる ベから す、 吾等 は自 

今、 W び 「文明と 基督 敎 との 關係」 を 口にすべ からざる なり。 (八 《0 

墓 督敎國 

世に 基督 敎國 なる もの あるな し、 基督 敎國 なる もの あるべ からす、 キリスト 曰く、 我國 はこの 世の 

國に 非ず と (約 翰傳 十八 章 三十 六 節)、 基督の 國 はこの 世に 建設 さるべき 性質の ものに 非す、 之に 國 

境 又は 兵備 叉 は 政府 叉 は 警察 又は 法律 あるべ からす、 基督の 國は 愛の 國 なり、 自由の 國 なり、 靈の國 

なり、 今 は 信徒 各自の 心の 衷に存 して 後に 世界的 王國 として 顯 はる &者 なり、 吾人 は 基督 敎國の 名に 

眩惑 せられて 今の 「基督 敎國」 なる 者に 傚 ふべ からざる なり。 (八月) 

同盟の 危險 

露 人 を 信すべからざる のみなら す、 英人を も 信す ベから す、 佛人を 信すべからざる のみなら す、 米 

人 を も 信す ベから す、 歐人も 米 人 も 皆な 齊 しく 利 慾の 人に して ss- の 子な り、 彼等の 一 に 頓るは 他の 者 

に賴 るが 如く 危し、 詩人 ダンテ 曰く、 余 は 余 一人に て 一 黨派を 樹立 せんと、 吾人 は 神と 結ぶべし、 人 
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と 同盟す ベから す、 祌 我と 偕に ありて 我 は 惟り 全世界と W 尉して 立つ を 得べ し。 (八月) 

國家 問の 戲嬉 

言 あり 口く、 人 は 小兒の 成長せ し 者に 外なら すと、 は更ら に此首 に 加へ て 曰 ふ、 圃クぶ は 成長せ 

る小兒 の 菜 合 體 に 外なら すと、 5-、 乙と 結ばん とすれば 丙 は 了と 結びて 之に 對 せんとす、 利 慾と 嫉妒 

と 猜疑と は 同盟 を 作り、 又 同 ？，^ を 壊つ、 戯嬉は 小；：： 儿の 問に 行 はれ、 亦國 {| の 間に 行 はる、 之に た 大 

小の^ あるの み、 天に 座す る 者 笑 ひ 給 はん、 主、 彼等 を 嘲け り 給 ふべ し (詩篇 一 is: 節)。 C. 八 =o  . 

支那の 破壊者 

露 人 は 北より 暴力 を 以て 支那の！： 境 を 侵して 之 を破壞 せんとせ り、 英人は 南より 盛に 印度 産の 阿片 

を輸 人し 支那 人の 意氣を 消耗し 以て 苹國 壊亂の 共」 を 開けり、 人 は 外より、 英人は 中より 我が 可憐の 

隣人 をお 害せり、 -,; 人 は 露 人の 橫=^5.^を-£ ると！： 時に 亦英 人の tf 虚を資 めざるべ からす。 (八 3 

社會 主義と K 捋敎 

社會 主義 は 肉の 事な り、 基将敎 は靈の 事な り、 社 會屯義 は 地の 事な り、 某 督敎は 天の 事な り、 我 空 

腹に 苦む、 願く は 食 を與 へよ と、 れ社 會キ： 義 なり、 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く 我が 靈魂は エホバの 

神 を 慕 ひ 喘ぐな り (詩篇 1： 十一 ー篇 一 節)、 是れ 某将敎 なり、 一 一 者の 間に 天 壊 雲泥の差 あり、 吾人 は 1 1 


者 を 混同すべからざる なり。 (八月〕 

信仰と 知識と 健康 

先づ 第一 に 信仰の 人 たれよ、 信仰 は 人格の 骨子な り、 信仰な くして 人 は 道德的 無脊椎動物と 化する 

•?。 

第二に 智識の 人 たれよ、 智識 は 神 を 見る の 能力な り、 知 B 識に 由ら すして 博く 深く 神 を 愛する 能 はす。 

第三に 健康の 人 たれよ、 肉體の 健康 は 勿論 信仰 を 曲げて まで も 保持す るの 慎 値 ある ものに あらす、 

然れ ども 百年に 滿 たざる 此 生命 も 吾等に 取りて は 亦 永生の 一 部分な り、 之 を 善の ために 使用して 來 

得る 丈け 永く 之を樂 むは 神の 聖 33 なり、 吾等 は 生く る 間 は 勇ましく 生きて 勇ましく 死す るた めの 準備 

を爲さ るべ からす。 

信仰と 智識と 健康、 此 三つの 者 は 常に 貴し、 而 して 其 中 最も 贵き者 は 信仰な り。 (九 =0 

厶厶厶 厶厶 △ 

深切の 取 屍し 

余 は 及ばすな がら 深切 を爲す こと を 好む、 深切 を爲す こと は 無上の 快樂 である、 之れ を爲 さない こ 

とは大 なる 苦痛で ある、 然しながら 余の 深切が 軟弱と して 解 せらる る 時に、 或 ひ は 人の 歡心を 買 はん 

ための 策略と して 受取ら る、 時に、 余は殘 念ながら 余の 與 へし 深切 を取戾 さなければ ならない、 聖書 

に 神 は 善人に も惡 人に も 同じく 雨 を 降し 絵 ふと 書いて あるが、 然 かしまた 汝等 豚の 前に 汝 等の 眞珠を 
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投與 ふる 勿れと も 書いて ある、 人の 與 へんと する 深切 を 濫用す るが 如き 罪惡 はない と 思 ふ、 亦 之を濫 

用され た 時の 如き 不偸快 はない、 我等 は 人が 我等に 施さん とする 深切 を 濫用せ ざらん こと を努 むる と 

同時に、 亦 我等の 深切 を 亂雜に 施與せ ざらん ことに 充分 注意すべき である。 (八月) 

我が 唯 一 の 武器 

萬 軍の H ホバ宣 ベ 絵 ふ、 權 勢に 由らず、 能力に 由ら す、 我靈に 由るな リと (撒 加 利 亞書四 章 六 節)、 

政權に 由ら す、 武力に 由ら す、 唯 祌の靈 に 由る、 敎會に 由ら す、 神擧に 由ら す、 唯 神の 聖靈に 由る、 

我が 武器 は 唯是れ のみ、 我 は 之に 由り 己に 勝ち、 *1 に 勝ち、 終に 死に 勝たん と 欲す。 (九 H0 

光明の  一 

我れ 時には 幽暗の 裡に 彷徨す、 我 は此舉 者に 依り、 またす 蔡 者に 頼る、 我 は 己に 問 ふて 曰 ふ、 世に 

某して SK 理 なる もの あり やと、 斯くて 我が 意見なる 者 は 全くな きに 至る、 時に 我 は 波 上に 浮ぶ 小舟の 

如く、  3： 物 を も 信す る を 得て、 何物 を も 信す る 能 はす、 時に 光明の 天 より 我 幽暗 を 照らす あり、 我れ 

之に 接して 疑雲 一時に 霽る、 我 は キリスト を 呼んで 我が M 理 なりと 首 ふ、 我 は 磐石の 上に 立って 動か 

.VJ るに 至る。 (九月) 

我の 信賴 


我 は 我が： きを 歎く を須 ひす、 神 は 其靈を 以て 我を强 くし 給 ふ (希 伯來書 十一 章卅叫 節)、 我 は 我 

が 愚を悲 むを須 ひす、 神 は 其靈を 以て 我を慧 くし 給 ふ (雅备 書 一章 五節)、 我 は 我が 不信 を 憂 ふる を 

須 ひす、 神 は 其靈を 以て 我が 信 を 增し給 ふ (路加 傳 十七 章 五節)、 祌は我 を 外より 抉け 給 ふ、 亦、 內 

より 助け 給 ふ、 神 は 其靈を 以て 我 を義者 仁人 勇者と 爲し給 ふ。 「九" リ 

意志の 刷新 

境遇の 改善に 非す、 意志の 刷新な り、 前者 は 人 も 能く 之 を 爲すを 得べ し、 後者 は 神に あら ざれば 之 

を 爲す能 はす、 主 エホバ 曰 ひ 給 ふ、 我 は 新しき 心と 新ら しき 靈魂を 起すべし と (以西 結 書 卜 八 章卅ー 

節)、 我 は 我が 心の 新たに 造らる k を 要す、 而 して 祌は キリストに 在りて 変靈を 以て 此奇積 を 我衷に 

行 ひ 給 ふ。 (九 》0 

善 心の 恩賜 

善き 境遇の 屮 にあり て 善き 人と なる に 非す、 善き 心 を 賜 はりて 善き 人と 成るな り、 人 は 善き 心 を 造 

る 能 はす、 故に ひとへ に 善き 境遇 を 作りて 善き 人と 成らん と 計る、 社會 主義 も 之 を 計り、 甚督 敎會も 

之を努 む、 然れ ども 是れ 無益の 業た るな り、 バベルの塔 を 築きて 天に 昇らん とする が 如し、 我等 は 其 

& 3 に 傚 ふこと なく、 直に 神に 到り、 彼より 直に 善心の 恩賜に 與 かるべき なり。 (九 =0 
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平和 克復の 困難 

平和 を 破る は 易し、 平和 を 復すは 難し、 Es^ も容 2^ に 之 を 破る を 得べ し、 賢者 も容 》 ^に 之 を 復す能 

はす、 平和の 貴き は其囘 役し 難き に存 す、 衆愚 の^に 聽 いて 濫りに 之 を 破り 怨恨 を 干 載に 遺す 者は禍 

ひなる かな。 C 九") 

主戰 論者の 論理 

世界人 道の ために 平和の 岡復を 要すと ならば 始 より 平和 を 破らざる に 若 かす、 已に之 を 破りながら 

人道の ために 其 囘復を 急ぐ と 云 ふ、 戰宰 raK して 善事なる か、 何故に 之 を 永久に 綾け ざる、 然れ ども 人 

道の 聲に聽 いて 其 屮止を 計る とい ふ、 是れ戰 の惡 事なる を 認めて にあら す や、 正義の ために 戰を開 

き、 人道の ために 之 を 止む と 云 ふ、 キ： 戰 論者の 論理 は 到底 余輩の 會 得し^る 听 にあら す。 (九お) 

敎 育と 平和 

戰 ふに， 巧に して 和す るに 拙な き^、 是を令 日の 愛國 者な りと す、 彼等 は 惡むを 知て 愛する を 知ら. K 

戰 5； 勿に 斃る k より 外に 國を 護る の途を 知らす、 愛 は 武器に 優 さる 防國の 其な り、 人 を 愛する 者に あら 

ざれば 永久の 平和 を 結ぶ 能 はす、 愛國を 敵愾の 精神との み 解せ し國 民は戰 場に 敵 を 破り 得る も、 樽 姐 

の 問に 敵と 和す るの 術 を 知らす、 <w に 俯むべき は 愛人の 精神なる かな。 (九お〕 


愛の 順序 

第一 に 神 を 愛すべし、 第二に 世界と 人類と を 愛すべし、 第三に 國と國 人と を 愛すべし、 第 s に自 a! 

と 家族と を 愛すべし、 愛 を此 順序に 循て 施して 我 はすべ ての 人と 平和 を 結ぶ を 得べ く、 我が 事業 は滎 

え、 我が 心 は 常に 平安なる べし、 然れ ども 愛の 此 順序 を 轉 倒して、 我 は 力 インの 如くな りて、 人 は 皆 

な 我の 敵と なりて 我 はまた 人の 敵と なるべし。 (： 九お) 

一 方に は 孤兒の 養育 を唱 へ、 一 方に は 戰爭の 利益 を 道 ふ、 斯くて 一 方に は 孤 兒を扶 けながら 一 方に 

は 盛んに 孤兒を 作る、 笑止 千 萬と は 中： 戰 論者の 孤 兒救濟 事業な り、 彼等 は 孤兒の 敵な り、 其 友に 非す 0. 

(九月，) 

禁酒と 戰爭 

神の 聖書に 循て 禁酒 を 唱道し、 新聞記者の 論 說に據 りて 戰爭を 主張す、 酒を飮 むは 惡 し.， と 云 ひ、. 

人 を 殺す も 可な りと 云 ふ、 斯く言 ひて 彼等 は 己を怪 ます、 敎會も 亦 彼等 を 咎めす、 宜べ なり、 高潔の- 

無神論者が 今日の 基督 敎會を 目す るに 偽善者の 團體を 以てする は。 (九 H0 
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基督 信者の 本性 

基督 を 「信」 する 者に 非す、 基督に 在りて 有る 者な り、 卽ち 基督の 中に 己 を 失 ひて 彼 をして 我に 代 

つて 我が 自我たら しむる 者な り、 基督 信者 (クリスチャン) と は 如斯き 者な り、 基督 自身が 彼に 於て 

顯 はれ、 彼に 在て 働ら く 者な り、 彼 は 意志の 本 城 を 基督に 開放し、 今 は 其 捕虜と なりて 動く 者な り、 

神の 捕 虞な り、 恥辱の 身なり、 而 かも 無上の 榮 光の 身なり 。(九お) 

基督 信者の 善行 

基督 敎は其 信者に 善を爲 せと は 一一 一一" はす、 善 を爲す 者と 成れと いふ、 或 ひ は 善 を爲す 者と 成らん こと- 

を 神に 祈 求めよ とい ふ、 善 を爲さ る 者 は 基督 信者に あらす、 好んで 善 を爲す 者に あら ざれば 基督 信 

者に あらす、 善行が 自然 性と 成りし 者に あら ざれば 基督 信者に あらす、 而 して キリストの 靈の 宿る 所 

となりて 我等 は斯の 如き 者と 成る を 得るな り。 (九月) 

神人 合體 の事實 

神 は キリストに 在りて 人に 臨み、 人 は キリストに 在りて 神に 近づく、 神人 合體は 今や 詩人の 夢想に 

あらす、 人 は キリストに. H らす して 神に 到る 能 はす、 神 は キリストに 於ての み 自己 を顯 はし 給へ り、 

キリスト は： 大と 地との 接觸點 なり、 祌と 人との 間に 立つ 中保者な り、 キリスト は途 なり、 罪の 人が 聖； 


き 神に 到る の途 なり、 彼に 在て 我等 は 神の 子供た る を 得るな り、 天に在す我等の父のi^^^jきが如く-• 

我等 も 完全くなる を 得るな り。 (九 H0 

釋 放の 靈 

我は釋 放の 靈を 要す、 我 肉 は 病の 縛る 所と なりて 我 は 活動す る 能 はす、 我心 は if の g す 所と なりて. 

我 は 光明 を 仰ぐ 能 はす、 我靈は 罪の！； する 所と なりて 我 は淸淨 なる 能 はす、 ナザレの ィ H スょ、 我 を 

援 けよ、 而 して 我がす ベての 束縛 を釋 いて 我 をして 神の 子の 自由に 入らし めよ。 (十"〕 

我意と 神意との 衝突 

我 は恆に 我が 力の 足ら ざらん こと を 懼れ、 神 は恆に 我が 力の 足り 過ぎん こと を t か はかり 給 ふ、 我 は 

れ强 から ざれば：：：！ しと 思 ひ、 祌は 我れ 弱から ざれば 强 からざる を 知り 給 ふ、 我 は 我が 力 を #1 さんと 欲 

そ  おも 

し 神 は 我 力 丈 を 殺がん と！^ し 給 ふ、 我が， ふ 所 は 常に 神の 見る 所と 異なる、 我の 焦數 する 時 4 神-? 

笑 ひ 給 ふ、 我 は 己 を 知らす して 恆に自 から 苦惱む 者な り。 (卜 HO 

神の 獨立 

神 は 我が 祌經に 非す、 我が 精力に 非す、 彼 は 我が 腦裡 に畫 ける 影像に 非す、 彼 は 我 を 離れて 實 在す. 

る 者な り、 神 は 我と 强弱を 共に する 者に 非す、 我れ 弱き 時 も 彼 は 強し、 然 かり、 彼 は 我が 弱き に 由て、 

棚お 一二 十八 年  二 六 一一.； 


其强 きを 顯 はし 給 ふ、 神の 榮光 をのみ 是れ 求むべき 我 は 我が 弱き の 所爲を 以て 悲む ベから ざるな り。 

(卜 =0 

信仰と 勞働 

信仰 は 信仰に 由て 維持す る 能 はす、 1^ 仰は勞 働に 由ての み 能く 維持す る を 得べ し、 信仰 は 根に して 

勞勁は 枝な り、 前者 は 養 汁 を 供し、 後者 は 之 を 消化す、 枝葉 無くして 汁液 は 腐敗して 毒素 を随 す、 勞 

働な くして-: 一-" 仰 は ffi.- 落して 懐疑 を 生す、 信仰 維持に 必要なる もの はより 多くの；；；^ 仰に あらす、 手と 腦 

と を 以てする 勞働 なり、 勞働 なくして 肉體は 飢え -鎏 魂 は 死す、 勞働 は肉體 維持の ためにの み 必要なる- 

ものに あらざる なり。 (十お) 

信仰の 鑑識 

社 付畢者 は- ih" ふ、 勞 働は貨 銀を瘦 るた めの 苦 業な りと、 宗敎家 もまた 其聲を 受けて 言 ふ、 勞働は 心- 

身の 疲勞 なり、  多くの 休養 を 以て 之を惯 はざる ベから すと、 然れ ども キリスト は 一 百 ひ 給 ふ、 勞働 は^ 

を 以て 神の 露 玴を實 得する ことなり、 直に 神の 宇 笛に 接する ことなり、 祌 と共に 働く ことなり、 故に 

至高 純 美の 快樂 なりと、 人の 信仰 は勞 働に 關 はる 彼の 觀念を 以て 鑑識す る を 得べ し、 勞働を 忌み、 卑 

み、 避く る 者 は 不信者な り、 之 を 好み、 尊み、 樂む^1<-は信者なり、 余 筆 は 半生の 實驗に 由て 斯く斷 一 頁 

する を 降らす。 (十 H0 


神の 歷史 

人の 歷史 あり、 神の 歷史 あり、 而 して 聖書 は 神の 行動の 記錄 にして 神の 歷史 なり、 之 を 解す るの S. 

難 は 人の 歷史 として 之 を 解 せんとす るに 因る、 之 を 神の 歷史 として 見て、 共 解釋に 何等の 困難 あるな ■ 

し、 神の 歷史 なり、 故に 最も 確寳 なる 歷史 なり、 人の 歷史 はすべ て 誤 護な らん も、 神の 歷史 はすべ て 

眞實 なるべし、 余輩 は 「動かすべからざる 聖經の 磐」 に賴 らんと 欲す。 (十月) 

活ける il- # 

^書 を究 むる は嘉 し、 然れ ども 己れ 自 から 神の 聖書た る は 更に 嘉し、 聖書 は 過去に 於け る 神の 行動. 

の記錄 なり、 我 をして 現在に 於け る 神の 行動の 實證 たらしめ よ、 我 をして 聖書の 活ける 註釋 たらしめ 

よ、 卽ち噴 罪、 表義、 救扬の 目的物た る を 得て r 赦 された る 罪人」 の好檫 本たら しめよ、 我 は 聖書 學- 

者た るの 野心 を 絶た る、 も 神の 恩 惠の受 器た る を 得て 小なる 善き クリス チヤ ン たらん こ と を 欲す。 

(十月〕 

忍耐の 業 =傳 道 

傳道は 忍耐の 業な り、 福 昔の 種 を 蒔て 其 生育 を 待つ ことなり、 北 (他に 非す、 雄 辯に 非す、 交際に 非 

す、 學識に 非す、 忍耐な り、 忍耐 を 以て 待つ ことなり、 そ は 若し 倦む ことなくば、 我等 時に 至りて 穰 
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取る ベ けれ は 也 (加 拉太書 六 章 九 節)、 すべての 才能に 於て 缺 くる 所な しと 雖も 忍耐の 一事に 於て 缺. 

くる 者 は此紫 業に 人るべからざる なり。 (十お) 

ダ 上 ハク ク £ 責 

外交 は 公的 生涯 の 最も 顯 著な る 者な り、 *1 界 環視の ： 卜に wi- の 運命 を議す る ことなり、 阈に 代て 萬 

國の 民に 賴 かる k ことなり、 是に 所謂る 懸 引なる もの あるべ からす、 權 謀術數 あるべ からす、 恥づべ 

き 匿れ たる 事 を 棄て詭 誘 を 行 はず、 神の 道を亂 さず、 眞 理を顯 はして 神の 前に 己 をす ベての 人の I 良心 

に 質す ことならざる ベから す (哥林 多 後書 W 章 二 節)、 輕躁浮 虚の人 は 到底 此重 貴に 當る能 はす、 外 

交 は 技量よりも 寧ろ 品性 を 要す、 基督 敎的 紳士なら すして 良き 外交.； 1^ たる 能 はす。 (十月) 

國 家と 國家 

國家 あり 叉國. おあり、 理想の 國家 あり 又 現 實の國 家 あり、 神の！：.；^ あり、 又 人の！： 〈来 あり、 前者 は 

、へし、 服 ふべ し、 後者 は 憐れむべし、 f べし、 前者 は 之 を 神の 默ー： 小に 由て 知る、 後者 は 之 を 時. 

の 制度、 輿論、 政治に 於て 見る、 前者 は 主な り、 後者 は從 なり、 二者 を 混同して 主從其 處を換 ふるこ. 

と あり、 慎むべし。 (十 =0 

二人の 主 


理想の 國{豕 は III ふ、 我に 武理と 福音と を 供せ よと、 現 實の國 へ，^ は 口 ふ、 我に 金と 國 威と を與へ よと、 

理想の 國は 我が 傳 道に 從 事す る を 見て 悅び、 現實の 1; ま は 我が 利殖の 業に 就かざる を 見て 怒る、 理想 

の 國〔< 水 は 明君な り、 彼 は 智慧と 眞理と を 愛す、 現 實の國 (豕は 暗中： なり、 彼 は 金と 虛榮と を 求む、 我 は 

前者の 忠臣 義士と なりて、 後者の 逆臣 賊子た らんと 欲す。 (十 》0 

平和の 歡 

平和 成る 

最も 良き 事 は 始めより 戰 はざる 事な り、 北ハ 次に 良き 事 は戰て 後に 和す る 事な り、 吾等 は戰を 避く る 

事 能 は ざり し、 然れ ども 今や 交 戰國は 互に 相讓 りて 和す る を 得たり、 平和の 神 は 永く 此 平和 を 護り 給 

はん。 

戰 爭に對 する 戰爭 

再び 外 國に對 して 戰爭 する 勿れ、 戰 爭に對 して 戰爭 せよ、 悪むべき は 支那 人に あらす、 露 ST 亞， 人に 

あらす、 戰爭其 物な り、 吾人 をして 全力 を 注いで 今より 此 「罪 惡の 首」 の 全滅 を 計らし めよ。 

平和 收 得策 

平和 は 平和 を 以て 購ふ べし、 戰爭を 以て 買 はんとす る 勿れ、 八/より 敵 國に對 して 好意 を 修めよ、 而. 

して 將來に 於け るー仅 難の 戰爭を 避けよ、 是れ 最も 正當 にして 最も 安價 にして、 又 最も 確實 なる 國防 策. 

なり、 徒らに 兵備 を 5? して 彼の 猜疑 嫉視 を增 進す るの 愚に sr つる 勿れ。  • 
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露西亞 人の 美點 

露： S 亞人 とても 人 なり、 彼に 缺點も あれば 亦 美點も あり、 而 して 彼の 敵 人の 聲に聽 き 彼の 缺點に 

グ み^を 注いで 我 は 永く 彼 を 友と する 能 はす、 吾人 をして 今より 大に 彼の 美點に 就て 學ぶ所 あらしめ. 

よ、 『大 露西亜 論』 著者 ビ ル ト • ゲ ラル 氏 曰く 「露 西 亞人を 知る と 同時に 彼 を 愛せ ざらん と 欲する も 

得す」 と、 露西亞 人の 惡 しきに あらす、 露西亞 政府の 惡 しきに あり、 而 して 吾人 は 善き 民 は 終に 善き 

政府 を 作る こと を 忘る ベから す、 1>计 人 をして 今日より 後、 更らに 心を罩 めて 露 SI 亞人 のために 祈る； 外 

あらしめ よ 0 

誤解の 一 大 原因 

露 W 年来の 敵 は英國 なり、 而 して 吾人 は英 人に 就いて 知る 所 多くして 露 人に 就て 知る ところ 齡し、 

吾人 は英 人より 彼が 露 人に 就て 懐く 凡ての 偏見 曲 想 を 接 取したり、 是れ 過般の 悲 むべき 戰 (サを 惹起す 

るに 至りし 一大 原因な り、 吾人 をして 今より 後 直に 露 人に 就て 露 人 を 知らし めよ、 彼 は 蓋し 彼の 敵 人 

が 吾人に 紹介せ しが 如き 「完全の 惡魔」 に は あらざる べし。 

日本 國の惡 友 

日本 圈に惡 友 あり、 『倫敦 タイ ムス』 と稱 す、 彼れ 微かり せば、 日露の 交情 は斯 くまでに 破 壌され 

ざり しならん、 彼 は 其 紙面に 於て 頻りに 兩國の 衝突 を 促したり、 彼 は 所謂 「基督 敎國」 に 在て 筆 を 執 

る 者な りと 雖も、 基督の 聖 意に 合 ふ 和平 を 求む る 者に あらす、 彼 は 日本の 益友なる が 如くに 見えて、 

實は 吾人に 多くの 危害 を 加 ふる 者な り、 常に 敵 人に 對し惡 意 を 表して 止まざる 者 は 終に は 友人 に^し 


て も 不信の 行爲に 出る 者な り、 吾人 は 『倫敦 タイム ス』 がその 敵 國に對 し、 餘 りに 執念深き を 見て、 

其 基督 敎的 紳士に あらざる を 知り、 彼 を 友と し 持つ の大 なる 危險を 感ぜ すん ば あらす。 

豫定の 共働 者 

日本人 は 亜 細亞 人に して 歐羅巴 化せし 者な り、 露 西- 亞人 は歐羅 巴人に して 亞細亞 化せし きなり、 故 

に兩 者の に 深き 同情な かるべ からす、 若し "亞. 細 亞の敎 化に して 兩 者の 目的な らん 乎、 兩者 は：. A に 手 

を携 へて 此聖 業に 就くべき なり、 兩者は 兄弟な り、 仇敵に あらす、 同一 の 天職 を 任 かせられし 豫定の 

共働^な り、 然るに 彼等 血 を 以て 相爭 ひしと 云 ふ、 歎きても 又 歎くべき にあら す や。 

惰性の 類似 

トルストイ を 兄よ、 ゴルキ ー を 見よ、 ニコライ. ガイ を 見よ、 フヱ レス チヤ ギン を よ、 北ハ 率直な 

る點に 於て、 其 極端に 走り 易き 情 性に 於て、 彼等 は 日本人 其の儘 ならす や、 泰西 人が！ 人 を 解せ 

ざる は 彼に 存 する 其 亞細亞 的 情 性に 職 因せ すん ば あらす、 善く 露 西： 亞人を 解す る 者 は 誰ぞ、 = 木 人な 

ら ざるべ からす、 善く 日本人 を 解す る 者 は 誰ぞ、 露 西！ 人なら ざる： 、へからす、 冷算 的なる 英米人 は 能 

く 多 血多淚 たる 鬼 洋人を 解す る 能 はす、 亞 細- 亞は 女性な り、 歐 米は與 性な り、 亞細 ：c„i は 額 文な り、 歐 

米 は 散文な り、 ；亞 細： 5- は精靈 なり、 歐米は 肉塊な り、 而 して 露 人 は 其 半身 を亞 細： =0- におして 湿： く ：=oi 細 

を 解す、 n 木 人 は ：=QJ, 細： =0- に 生れて、 其 長子たり、 二者 は 性 来の 協力者 ならす や。 

永久の 平和 

誤解な り、 然り、 誤解な り、 露西亜 人 は 日本人 を 誤解せ り、 日本人 は 露 西 亞人を 誤解せ り、 而 して 
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其 結果と して 吾人 は 過般の 悲劇 を觀 たり、 今や 幸に して 平和 成り、 誤解 氷解の 端緒 は 開かれたり、 今 

アルタイ  やす 

より 後 安爾 泰の嶺 は 永久に 泰く、 太平洋の 水 は 永久に 靜 かならん。 (十 力) 

秋酣 な.^ 

.M 前の 龍膽 開き、 菊花 また 芳し、 靜肅の 秋 は 地上の 平和と 共に 来れり、 之に 平和の 神より 來 る恩惠 

と 平和との 加 はらん こと を。 (十一月〕  • 

寂 塞の 快樂 

寂 は 人 を 離れ 獨り祌 を 求む る ことなり、 無 逢の 宇宙に 在て 神と 我と 一 一 者相對 して 立つ ことなり、 

此時 我に 國家 あるな し、 社會 あるな し、 友人 あるな し、 家挨 あるな し、 我に 唯 我と 天然と 神と あるの 

み、 我 は 人の 聲を 聞かす、 其歡 呼の 叫び は 僅かに 遠雷の 如くに 我が 耳に 達する のみ、 我れ 獨り あるに 

非ず、 我 父と 共に 在れば なり (約 翰 傳八章 十六 節)、 人我より 遠 かる 時に 神 我に 近し、 我獨り 立つ 時 

に祌は 我が 力なり、 秋風 蕭殺、 寂！^ 一の 念 更らに 甚だしき 時に 我に 人の 知らざる 快樂 あり。 C 十一 H0 

孤立の 種類 

孤立に 二種 あり、 人 を 離れて 獨り 立つ 孤立、 是れ其 一な り、 人 を 離れて 神と 偕に 立つ 孤立、 是れ其 

二な り、 人 を 離る k の點に 於て は 二者 其 趣き を 一 にす、 然れ ども 神と 偕に 在る と 在らざる との 點こ於 


て は 二者 全く 其 根底 を 異にす、 獨り 立つ 孤立 は 傲慢の 孤立な り、 神と 偕に 立つ 孤立 は 謙遞の 孤立な り、 

り M 者 は 俗人、 不平 家、 絕^！ェ家の孤立なり、 後者 は 神に 惠 まれし 基督 信者の 孤立な り、 二者の 間に 天地 

€ 別 あり。 (十一月) 

靜 かなる 信仰 

神 は 平安の 神な り (tl マ 書 十五 章卅三 節： >、 キリスト は 平安の 主な り (テサ a  -ーケ 後書 三 章 十六 節)、 

商して 幅 昔 は 平安の 福音たり (n マ 書 十 章 十五 節)、 故に 之 を 信す る 者 は 平安の 人たら ざるべ からす、 

信仰 も 亦 大河の 如く 靜 かなる を 要す、 聲を 潜めて 肅々 として 神の 懷に 臨む ものなら ざるべ からす、 か 

の 街に 絶叫し、 俗衆の 喝采 を 博す る を 得て 喜ぶ が 如き は 平安の 神 を 信す る途 にあら す、 紅葉 森 を 彩る 

みどり  リベ ィベ ル 

所に、 又は 秋水 碧なる 邊に、 吾人 は靜 かに 眞 正の 信仰 復興 を 計るべき なり。 (十一お) 

罪 を 犯さ 、：^ る 道 

我れ 罪 を 犯さ らんと 欲して 反て 罪 を 犯すな り、 我れ キリスト を 信じて 罪 を 犯さ るに 至る、 If- を 

犯さ るの 途は を 犯さ^らん と努 むる に 非す、 キリスト を 信す るに あり、 キリスト 我等 を 愛し 其 血 

を 以て 我等の 罪 を 洗 ひ 潔め 給へ り (默 示錄 一章 五節) 是れ 信仰 筒條 にあら す、 實驗 的事實 なり、 我等 

は キリストに 依り 頼みて、 彼に 在て 我が 罪の 旣に洗 ひ 潔め られ ある を 知るな り。 (十 一月) 
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我が 罪 は キリスト を 信ぜざる にあり、 我が 義は彼 を 信す るに あり (約 翰傳 十六 章 九 節)、 キリスト 

を 信ぜざる 我 は 罪人の 首な り、 彼 を 信す る 我 は 彼と 同じく 神の 子な り、 キリストに 對 する 我が 態度に 

由て 我が 正邪 榮辱は 定めら る、 なり、 神 は キリスト を 我に 示し 給 ひて 我 を 裁判き 給 ふ、 我 は キリスト 

に對 して 無頓着なる 能 はす、 彼を迎 へん 乎、 我 は 救 はるべし、 彼 を 斥けん 乎、 我 は 亡ぶべし、 キリス 

まこと  さ いほん 

トは 誠に 我が 裁判な り。 (十一お〕 

我が 事業と 正義 

我が 事業 は傳 道に あらす、 敎育 にあら す、 慈善に あらす、 勿論 政治 文學 にあら す、 我が isi„- 業 は 神と 

其 遣 はし 給 ひし 獨子を 信す るに あり、 彼 は 我に 代り 我が 爲 すべき こと を 父の 前に 爲し 給へ り、 我 は 彼 

を 信じ、 彼の 功 緩 を 我が 功績と なせば 足る。 

我が 正義 は 我が 信仰に あらす、 我が 善行に あらす、 我が 正義 は 我が 主ィ H スキ リストな り、 彼 は 我 

が義 また 潔め また 贖 ひたるな り (哥前 一 〇 卅)、 彼に 在ての み 我は義 たるな り、 我 は 我が 正義 を 以て 

神に 近づ き^を 潔 めんと 欲する 者に 非す。 

而 して ィ H スを 我が 事業と なし、 我が 正義と なして、 我 は 少しな りと も斯 世に 確實 なる 事業 を爲す 

を 得、 又 少しな りと も 神と 自己と を 欺かざる 誠實の 人と 成る を 得るな り。 (十 一月) 


事業の 選擇 

事業の 選擇に 就て 苦慮す る 人 多し、 然れ ども 是れ 無益の 苦慮た るな り、 我等 は 何の 事業に 從事 する 

も 可な り、 我等 はた キリスト を 信 すれば 足る、 事業 は 我等 を 潔め す、 キリスト のみ 能く 吾等 を 潔め 

給 ふ、 今や 聖 潔の 事業の *1 に 甚だ 稀なる 時に 際して、 我等 は 淸淨を 事業に 於て 求む る ことなく、 之 を 

キリストに 於て 求め、 彼に 由て 我等が 從事 する 事業 を 潔むべき なり。 (十一月) 

愛の 長短 

沙 翁の 首に 曰く 「少く 愛せよ、 而 して 長く 愛せよ」 と、 一 時に 多く 愛する 者 は 長く 愛せざる 者な り、 

熱愛 は 賞すべし、 然れ ども 其 短き は 歎すべし、 愛 は 生命と 同じく、 其 熱き よりも 寧ろ 其 長き を 貴む、 

而 かも 我 邦人の 情 性と して 熟き 短き 愛 は 普通に して 少き 長き 愛 は 稀なる を 如何せん。 (十 一 月〕 

幸福なる 家庭 

幸福なる 家庭 を 得る は 至て 易し、 神の 命に 從ひ 一 夫 一 婦 制度 を嚴肅 に寳 行す るに あり、 然 らば 情 は 

潔め られ又 強められて、 數 年を經 すして 幸福なる 家庭 を事實 として 見る を 得ん、 家庭の 破壞は 情の 濫 

費より 來る、 愼 まざる ベから す 。(一月〕 
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恐 るべき 者 

恐るべき 者 は 政治. 冢 にあら す、 彼等 は權 力の 阿從 者な り、 正義の 主張者に 非す、 彼等 は權 力の 命令 

に 杭して： i: 事 を も爲し 得る 者に 非す。 

恐るべき 者 は宗敎 家に あらす、 彼等 は 時代の 子な り、 神の 僕に 非す、 彼等 は 時代の 思潮に 逆 ひて 何 

事 を も爲し 得る 者に 非す。 

恐るべき 者 は 新聞記者に あらす、 彼等 は 時勢の 從屬 なり、 其 指導者に あらす、 彼等 は 時勢の 要求に 

反して 何事 を も 語り 得る 者に 非す。 

恐るべき 者 は 神と 神 を 長る \者 とのみ、 其 他 は 皆な 恐怖 を 装 ふ 案山子の 類な り、 頼む に 足らす、 恐 

る 、 に 足らす。 (十 一 月 ：} 

人類の 二種 

人類に 一 一種 あり、 唯一 一種 あるの み、 紳士と 惡徒、 ゼン トル マ ン とラッ ブル、 是れ のみ、 禮を 知り、 

信 を 重んじ、 人 を 其 弱き に乘 じて 攻めす、 如何なる 場合に 處 する も 友の 委託に 叛 かす、 輕々 しく 怒ら 

す、 人の 惡し きを 思 はす、 足る を 知て 足らざる を 憤らす、 人に 欺かる \ も 人 を 欺かん とせす、 是れ紳 

士 なり、 彼の 富む と 貧しき と、 智者なる と 愚者なる と、 强 きと 弱き と は 吾人の 問 ふ 所に あらす。 

之に 反して 惡徒 は禮を 知らす、 その 好まざる 人に 向て は 怨恨 憎惡を 表する を 以て 能事と なし、 破約 


背信 を敢 てし、 人 を 其 弱き に乘 じて 苦む る を 好み、 友 を 陷れ、 之を寶 り、 容易く 怒り、 人の 善 を 思 ひ 

得す、 常に 足らす して 常に 不平 を唱 へ、 人 を 欺く に 巧みに して、 己れ は 韜晦の 術に 長す、 彼は惡 徒な 

り、 彼の 貴挨 なると 平民なる と、 博學 なると 無擧 なると、 多才なる と 暗愚なる と は、 吾人の 問 ふ 所に 

あらす。 

吾人 は 前者 を 求め、 後者 を 斥く、 吾人 は 前者と 偕に 地上の 天國を 造らん とす、 後者と 相 伍して 世に 

勢力 を 張らん とせす、 ゼン トル マン は 貧く も 貴むべし、 ラッ ブル は 富める も賤 むべ し、 惡 徒は舉 ある 

も 絶つべし、 紳士 は擧 なき も 親み 交 はるべし、 吾人 は 純士の 列に 加 はらん こと を 求めて 惡 徒の 群 を 避 

くべ きなり。 (十 一 月) 

時感 三つ 

近時の 教訓 

昨 は 怒氣滿 城、 今 は 和氣滿 城、 昨は歡 呼の 聲に 送られて 都 城を辭 し、 今 は 悲憤の 沈 默に迎 へられて 

帝都に 歸る、 怒る も 一時、 喜ぶ も 一時、 は If- を囑 して 餞し、 び K を 失って 怨む、 人 は ii:: なすべ て斯の 如し、 

人に 頓る もの もす ベ て斯の 如し、 我等 は 昨 も 今 も變る ことなき 天地の 造 主なる ェ ホバ の 神に 親らん。 

今の 新聞紙 

世 を 導く 者に 非す、 世に 導かる &者 なり、 世の 潮流の 指標た るの み、 吾人 は 今の 新聞紙 を 以て 吾人 

向上の 指南と なすべ からす、 たビ 之に 依て 俗流の 方向 を 知らん のみ、 今の 新聞紙 は 世の 言 はんと 欲す 
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る 所 を 首 ふに 過ぎす、 ^に 言 ふべき こと を敎 ふる 者に あらす、 今の 新聞紙 を 信じて 吾人に 世と 共に 奈 

落に 落 行く の危險 あり、 注意すべき は 今の 新聞紙な るかな。 

偉大なる 事 

偉大なる 事 は 社會の 事に あらす、 國 家の 事に あらす、 世界の 事に あらす、 偉大なる 事 は祌の 事な り、 

それ 神 は 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給 ヘリ、 此 はすべ て 彼 を 信ずる 者に 亡ぶ る こと 

なくして I 水生 を 受けし めんがた めな リ (ョ ハネ傳 三 章 十六 節〕、 是に まさりて 偉大なる こと 全 宇宙に 

あるな し、 驚くべき 神の愛の 表顯！ 斯事は 天の 使 等 も 知らん こと を 欲 ヘリ (ぺテ 前書 一章 十二 節)、 

而 かも 人 は 海上の 大勝 利と 陸上の 大 屠殺と に 狂喜して、 神の 斯事を 知らん と 欲せす、 奇なる かな。 (十 

一 no 

クリスマス の敎訓 

祌は實 行 家な り、 彼 は 思想家に あらす、 彼 は 天上の 高き に 座して 彼の 造りし 宇宙の 美 を 眺めて 獨り 

感嘆に 耽り 給 はす、 神 は 感情家に あらす、 彼 は 天堂の 聖 きに 在して 人類の 雜惡に 沈む を 見て 獨り淚 に 

咽び 給 はす、 神 は實行 家な り、 彼 は 彼の 獨子を 世に 遣りて 彼れ の 造りし 宇宙と 人類と を 罪の 呪， 詛 より 

救 ひ 給へ り、 クリス マス は 祌愛實 行の 紀念 日な り、 善く 此日を 守らん と 欲する 者 は 神に 傚 ふて 愛を實 

行せ ざるべ からす。 (十二月) 


自己に 勝つ の 法 

默想を 以て 罪 を 追 ひやらん とする も 罪 は 去らす、 罪 は 善事の 實行を 以ての み 之 を掃攘 する を 得べ し、 

善行 は 他人 を 救 ふために のみ 必要なら す、 自己 を 潔む るた めに 亦 必要な り、 自己に 勝つ の 法 は 人 を 助 

くるに あり、 救濟に 自他の 差^ あるな し、 吾人 何人も 獨り 自己 を 潔う して 天國に 入り 得る 者に あらす。 

(十二月) 

聖靈 を媳す こと 勿れ 

聖靈を す こと 勿れ (テサ Q 一一  ケ前嘗 五 章 十九 節)、 聖 靈は 我れ 惟り 之 を 已に樂 まんた めに 我等に 

予 へられす、 聖靈は 其 力に. m りて 神の 事業 を爲 さんがた めに 我等に 注がる、 なり、 聖靈に 接して 動か 

ざる 者 は聖靈 を^す 者な り、 神の 恩賜 を 担む 者な り、 恐る、 聖靈 終に 我 を 離れ 去りて、 我 は 再た び 其 

恩賜に 與 かる 能 はざる を。 (十二月) 

歲 末の 希望 

我に 未だ 我が 征服せ ざる 雜惡存 す、 我れ 之 を 思 ふて 時に 失 sif: す、 然れ ども 我 はまた キリストに. S り 

て 我が 旣に 征服せ し 揮惡 ある を 知る、 我れ 之 を 思 ふて 希望 を 恢復す、 現今の 我 は 過去の 我よりも 究た 

し、 未来の 我 は 現今の 我よりも 完 かるべし、 我 は今完 からす、 然れ ども キリストの 顯 はれ 給 はん 時に 
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我 は 彼の 完 きが 如く 完 かるべし、 我 は 過去に 於け る 神の 恩惠に 顧みて 我が 未来に 就て 多大の 希望 を 有 

す。 (十二月〕 

希望の 理由 

我等 は 希望の 中に 救 はれたり (羅 馬 書 八 章廿四 節)、 卽ち 未来 を 期して 救拯に 招かれし なり、 我等 

は 今 尙ほ敕 は，， L っ& あり、 日に日に 救 はれつ，^ あり、 キリストの 靈は徐 々として 我等の 全身 を 占領し 

つ，， あり、 我等 は 終に 全く 彼の 征服す る 所と なるべし、 其 時 我等 は 彼に 似て 完 かるべし、 我等が 今 尙- 

ほ完 からざる は 我等が 神に 棄 てられし 證據 にあら す、 我等 は 自己の 瑕瑾に 顧みて 深く 失望す ベから ざ 

るな り。 (十二月) 

漸々 の 進歩 

我れ 我が 神に 問 ふて 曰 ふ、 汝 何故に 今日 直に 我 を 完全なら しめ 給 はざる 乎と、 彼れ 聖書の 言 を 以て 

我に 答へ て 口 ひ 給 ふ、 我れ 彼等 (汝の 敵) を 一年の 中には 汝の 前に 逐ひ はら はじ、 恐く は 土地 荒れ 野 一 

に獸 檜して 汝を 害せん、 我れ 漸々 に 彼等 を汝の 前より 逐ひ はら はん、 汝は 遂に 增 して その 地 を 獲る に 

至らん と (屮 I 埃 及 記 二十 三章廿 九、 三十 節)、 卽ち 今日 直に 我が 敵なる 罪 を 悉く 我が 衷 より 逐ひ はら 一 

ふ は 我に 取りて 甚だ 危險 なれば なりと、 我が 罪の 急激の 掃攘は 我が 衷に 空虚 を 生じ 易し、 而 して 惡鬼ー 

其 虚に乘 じて 己よりも 更 らに惡 しき 七の 惡鬼を 携へ來 り、 偕に 入りて 我が 衷に 住まば 我が 後の 患狀 は： 


前よりも 更 らに惡 しかるべし (馬 太傳 十二 章 四 四、 四 五節)、 我 は漸々 に 我が 全身 を淨 めら る.^ を 要 

す。 (： 十二月， } 

戰爭 の善惡 

我れ 或 時 は 戰举は 善事な りと 思 ふ、 然れ ども 翩 つて 念 ふに nli! れ 我が 信仰の 薄弱なる 時に 限る、 我が 

信仰の 强 1： なる 時に 我は戰 爭の惡 事なる を 信じて 疑 はす、 我れ 深く 我が 神 を 信じて 戰爭の 多少の 利益 

を 見て 欺かれす、 我が 聖書 は 明白に 我に 敎 へて 曰 ふ、 戰爭は 人 を 殺す ことなり、 而 して 人 を 殺す 者 は 

火と 硫磺の 燃 ゆる 池に て 其 報を受 くべ しと (默 示錄ー 一十 一 章 八 節)。 (十二月) 

沈 默と絕 叫 

神 は 金を遣り 給へ り、 叉 銀 を 造り 給へ り、 神 は 沈默を 命じ 給へ り、 又 絶叫 を 命じ 給へ り、 而 して 雄 

辯 若し 銀なら ば 沈默は 金な りと いふ、 銀 を擇む もの は 揮むべし、 然れ ども 余鞏は 銀よりも より 多く 金 

を擇む 者な り。 (十二月) 

クリス チヤ ンと は誰ぞ 

クリスチャンと は 誰ぞ？ 彼 は 心の 虚しき 者な り、 彼の ものと 稱 すべき 何 一 つ を も 有たざる 者な り、 

能な く、 智 なく、 德 なく、 信な き 者な り、 神に 惠 まれん と 欲する 意の ほかに 何物 を も 有たざる 者な り、 

M. お 三十 八 年  二 七 九 


^  0  二八 c 

而 して 此意 あるが 故に 終に すべての 物 を 有た せらる、 者な り、 何も 有たざる に 似 たれ どもす ベての 物 

を 有て りと ある は此 こと をい ふなり (哥林 多 後書 六 章 十 節)、 世に クリスチャンの 如く 貧しき はなし. 

然れ ども また 彼の 如く 富める はなし、 彼 は 奇怪 人物な り、 而 して 神の 子なる が 故に 人の 中に ありて は 

奇怪 人物た るな り。 (十二月) 

クリスチャンの 無能 

クリスチャン は 自己に 何物 を も 有た す、 故に 惟り 自 から 何事 を も 爲し能 はざる 者な り、 汝等我 を 離 

る. -時は 何事 を も 行し 能 はず (ョ ハネ傅 十五 章 五節)、 世に 無能なる 者に して キリスト を 離れた る 時 

の クリスチャンの 如き は あらざる なり、 其 時 彼 は 風の 吹き さる 枇 糠の 如し、 世の 最も 弱き者と 雖も容 

易に 彼 を逐窮 する を 得べ し、 然れ ども 彼れ 一た び キリストに 就かん 乎、 ^に 彼の 如く 强き者 は あら ざ 

るな り、 我 は 我に カを予 ふる キリストに 因りて すべての 事 を爲し 得るな り (ピリ ピ書 闪 章 十三 節)、 

クリスチャン は 嬰兒の 如く き 者な り、 然れ ども 叉 それと M 時に； 大使の 如く 强 きものな り。 (十二  =0 

行 ひと 信仰 

唯 行 ひば かりで は 可ない、 信仰に 由る 行 ひで なければ 可ない、 唯 信仰ば かりで はいけ ない、 行 ひに 

、 け  ほん； i う  ブラ ス 

出る 信仰で なければ 可ない、 行 ひば かりの 行 ひ は 行 ひで はない、 眞 正の 行 ひ は 行 ひ + 信仰で ある、 信 

プラス 

仰ば かりの 信 rai は HE 仰で はない、 眞 正の 信仰 は 信仰 + 行 ひで ある。 


人 は 言 仰に 由て 救 はる &とは 行 ひの 善果 を 結ぶ 信仰に 由て 救 はる & との 意で ある、 人 は 行 ひに 由て 

救 はる k と は 信仰に 由る 行 ひに 由て 救 はる k との 意で ある、 行 ひの ない 信仰、 是れ が宗敎 である、 信 

仰のない 行 ひ、 是れ が道德 である、 雨う して 基督 敎は 宗敎 でもなければ 道德 でもない、 基督 敎は 人の 

全心 全 體を救 ふ 神の 能力で ある。 

キリス トが 世に 降り 給 ふたの は斯 かる 能力 を *1 に 供す るた めで ある、 先づ 自己の 身に 人類の 罪を滅 

し、 然る 後に 復活 昇天して 其靈を 人に 注ぐ の途を 開き 給 ふた、 爾 うして キリストの 靈卽ち 聖靈は 人の 

靈を淨 め また その 肉體 をカ附 くる 者で ある、 卽ち 信仰 を 起し、 又 善行 を 生す る 者で ある、 聖靈を 信 6： 

かきぃゅゃきぃではなら^-ぃ、 聖霊 はまた 善事 實 行の 能力で ある、 聖靈は 善き 感情 を 起し、 また 善き 

行 ひ を 生すべき 者で ある。 

我等が 救 はる- - とは此 事で ある、 卽ち靈 魂と 肉 體とを 救 はる \ こ とで ある、 卽ち 我等の 全 性 を 救 は 

る，, ことで ある、 靈を淨 めら れて、 肉體を 復活せ しめらる i ことで ある、 內に 神の 生命 を 受けし めら 

て 外に その 榮光 を顯 はさ しめらる \ ことで ある。 (十二月) 
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新 決心と 舊 決心 

新 決心 は蔡 決心な り、 而 して 舊 決心 は 人よりに 非ず、 叉 人に 由らず、 イエスキリストと 彼 を 死よ リ 

甦らし、 父なる 神に 由り て 福 昔を此 國に俾 へんと する にあり き、 我等 は 新年と 共に 更らに 進んで 神と 

キリスト とより. j の 何者に も 由る ことなくして 我等に 委ねられし 福音 を此圈 民に 宣傳 へ んと 欲す。 

(一 5 

維 誌と 福 音 

余輩 は 「雜誌 を aLi さんと せす、 キリストの 福音 を宣 べんと す、 雜誌は 出さぐ る も 可な り、 福音 は 

宣 ベざる ベから す、 雑誌 は 手段な り、 福音 は 目的な り、 余 鞏は雜 誌の ために 福音 を唱へ ざらん と 欲す" 

(一月〕 

單 純なる 福 音 

キリストの 幅 昔 は 複雑なる 者に 非す、 至て 單純 なり、 數言 以て 能く 之 を 悉すを 得べ し、 それ 神 は 其 

生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ り (約 翰 傳三章 十六 節)、 イエス は 我等が 罪の ために 

i され、 我等が 義 と爲ら れんた めに 甦 へらされたり (羅馬 書 §： 章廿 五節)、 キリストの 受 肉と 其 復活 

之に 加ん るに 其 再来と 裁判と を 以てすれば 基督教の 大意 は 之を悉 せりと 謂 ふべ し、 余鞏は 多く を 語る 


を 要 4^ す、 叉必 しも 聖書 を 悉く 學ぶを 要せす、 余輩 は單 純なる 小 兒の心 を 以て 單 純なる キリスト C!l 

音を受 くる を 5r へし。 ( 一 月) 

我が 愛する 者 

が 衷に大 なる もの あり、 ヒマラヤ 山 あり、 アマゾン 河 あり、 太陽系 あり、 オラ イオン 虽 あり。 

我が 衷に 小なる 者 あり、 石竹 あり、 雛菊 あり、 をだまき あり、 龍膽 あり。 

は 准 なる 者と 纖 美なる 者と を 愛す、 神と 小 兒とを 愛す、 キリストと 罪 を悔 める 罪人と を 愛す、 

其 他 を 愛せす。 (一 no 

神 は 愛 な り 

七 歳の 小 女 を 失 ひ、 彼女の 未来に 就て 憂慮 を 懐ける 彼女の 父に 書き送りし 書榦の 一節 

人の 來世 問題に 就て は 種々 の 難問題 有 之 候、 之を滿 足に 說 明し 得る 者 は 世界中 一 人 も 無 之 こと \ 存 

候、 然れ ども 我等 は 此事を 知る、 卽ち神 は 愛なる こと を、 而 して 愛なる 神 は 決して 我等の 愛する 者 を 

來 世に 於ても 惡 しきに 极ひ玉 はざる こと を、 キリス トは萬 民の ために 死に 給へ りと 聖書に 記し あれば 

キリストの 贖- 4 の 功 德に與 かり 得ざる 者と て は 宇宙 間 一 人 もな きこと を、 小生 は此 信仰が 御 互の すべ 

ての 苦痛 を 慰めて 餘り ありと^ 候、 聖書の 敎 ゆる 所 は詮 する 所 は是れ のみと 存候、 卽ち神 は 愛な りと- 

(一月 J 
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友人と しての 神 

神 は 善き 友人で ある、 第一 等の 友人で ある、 彼に 祈 禱を聽 くの 耳が ある、 恩惠を 施す の 手が ある、 

彼に 愛 心の あるの は 勿論で ある、 彼と 語る は 最も 樂 しく ある、 彼に 賴 むは 最も 安全で ある、 祌は 名で 

はない 資 である、 道理で はない 性格で ある、 帝王で はない 友人で ある、 ァ ブラ ハ ム が 神の 友と 稱 ばれ 

しゃう に、 我等 も 神の 友と なりて 其 指導 援助に 與 かるべき である。 (一月) 

事業と 慰藉 

如何に 高尙 なる 事業と 雖も此 世の 事業に 慰藉 ある ことなし、 使徒 バウ a と雖も 彼の 傅 道 事業に 於て 

彼の 慰藉 を 求め ざり し は 明かな り、 慰藉 は 神の愛に あり、 キリストの 賴罪 にあり、 復活の希^11*|にぁり、 

來 らんと する キリストの 王國 の光榮 にあり、 此 慰藉 ありて 我等の 從事 する 事業 は 如何に 卑賤なる も 我 

等 は 歡喜滿 足 を 以て 此世を 渡り 得るな り。 (一月) 

現世 的 基督 敎 

來世の希&^^ぁるなし、 有る も 甚だ 微；^ なり、 唯 交際の 快樂を 求めて 止ます、 敎會に 出席す る もた 

之が ためなり、 若し 善き 友 を 求め 得ば 此 世に 天 國を發 見せり と 信す、 願 ふ 所は體 面な り、 紳士 淑女と 

して 世の 尊敬 を 受けん ことなり、 音樂 なり、 「幸福なる 家庭な り」、 妝 飾的敎 育な り、 是れを 今の 敎 


育 的 基督 敎 となす、 血 を 以て 守るべき 信仰 あるな し、 身 を棄て 達せん とする 希 の 目的物 あるな し、 

斯 かる 基督 敎と斯 かる 敎會 とに 就て 聖書 は 曰 ふなり、 汝等 彼の 罪に 共に 舆 かり、 叉 彼の 災に 共に 遇 ふ 

こと を 免れん がた めに その 中 を出づ べしと (默 示錄 十八 章 四 節 )0  (一月) 

敎會 對社會 

敎會が 社會と 和す る 時に 敎會も 腐敗し、 社 會も亦 腐敗す、 敎會が 社 會と戰 ふ 時に 敎會も 健全に して 

*p と/ ヽ 

社 會も亦 健全な り、 敎會と 社 會とは 素々 敵に して 味方に あらす、 二者 は 其 本性に 於て 相 和すべき 者に 

非す、 汝等世 を 友と する は 神に 敵す るなる を 知ら ざらん や、 世の 友と ならん 事 を 欲 ふ 者 は 神の 敵な リ 

(雅各 書 四 章 四 節)、 社會は 常に 神の 敎會の 反對に 由ての み 其 道德を 維持す、 社會の 不幸に して 敎會 

に 優遇 せらる &が 如き は あらす、 我等 若し 社會の 幸福 を 計らば 之に 對 して 常に 反抗 交戰の 態度 を 取る 

べきな り 。(一月) 

宗 敎 又宗敎 

宗敎 あり、 又宗敎 あり、 古典 を 弄ぶ 宗敎 あり、 儀式に 耽ける 宗敎 あり、 交際 を 求む る宗敎 あり、 宗 

敎 家を詐 する 宗敎 あり、 愛國を 叫んで 政治に 類す る宗敎 あり、 然れ ども 是れ 我等の 要求す る宗敎 にあ 

ら ざるな り 0 

血 を 以て 爭ふ 宗敎 あり (人 を 殺して に 非. K}、 義と 平和と 聖霊に 由れ る歡 喜なる 宗敎 あり (羅馬 書 
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十四 章 十七 節)、 卽ち虚 なる 宗敎 に對 する 實 なる 宗敎 あり、 道 樂的宗 敎に對 する 奮闘 的 宗教 あり、 儀 

文 的 宗教に 對 する 心靈 的宗敎 あり、 批評 的宗 敎に對 する 自省 的宗敎 あり、 交際 的宗 敎に對 する 默禱的 

宗敎 あり、 世 は 等しく 之を宗 敎と稱 す、 然れ どもす ベての 宗 敎は譽 むべき 贵 むべき 宗教に あらざる な 

り。 (一月) 

强國の 祝賀 

强國 たる 必 しも 架國 たるの 謂に あらす、 英國 は强國 たる も 其 中に 窮：： ^の 多き こと 世界に 比な し、 米 

國 は强國 たる も錢魔 崇拜の 盛なる 宇內第 一 なり、 若し 人はパ ン のみ を 以て 生く る 者に あら ざれば 國も 

亦 富强を 以ての み 其 價値を 定めら るべき 者に 非す、 貧者に して 淸士 あるが 如く 弱國 にして 聖國 あり、 

强國 たる こと 必 しも 祝す ベ き ことに あらざる なり。 ( 一 月〕 

戰 勝と 饑懷 

國威 四海に 擧て民 は 飢餓に 泣く、 國威 宣揚 を 祝す る聲は 高し、 餓民 窮迫 を 悲む聲 は 低し、 是 れ戰爭 

の 結 菜た るな り、 霸氣 は增し 同情 は 減す、 敵 を 殺し 得て 同胞 を援け 得す、 外に 獲て 內に失 ふ、 ナボレ 

OO0OOOOO000OO00O0000O00 

オン 大帝 表白して 曰く 人 は 兵力 を 以てして 永久に 涉る 何事 を も 爲す能 はすと、 彈藥 と銃劍 と は 以て 民 

の 空腹 を充 たす に 足らす、 戰爭 歇んで 後に 憂苦の 聲 は擧ら ざらん 也。 (一月〕 


病中の 囘顧 得 中ロ 傳 

余 は雜誌 編輯に 從 事して より 玆に十 年、 號を 重ぬ る 事前後 合せて 百 五十 餘囘、 然 かも 未だ 曾て ー囘 

もこれ を 他人の 手に 委ねし 事な し、 自 から その 重なる 記事 を 綴り、 殊に 『研究 誌』 となりて より は 寄 

贈 文 は 悉く 之 を熟讀 精選し 校正 は少 くと も 一 囘自 から 之 を 精閱し 以て 今日に いたれり、 身は强 健と 稱 

すべから ざる も 之を臉 弱なる 文 寧 者の 經歷 として ゃ&誇 るに 足る ものな りと 信す、 然るに 今や 少しく 

念の 人り たる 病に 概り、 余の 愛する 斯業 を 友人 の 親切なる 手に 委ね ざ るべ からざる に 至り 遣憾 甚だ 勸 

からすと 雖も、 亦 過去に 於け る 神の 深き 恩 惠に稽 へ て 深き 感謝な き 能 はす 讀者 諸君に 於ても 十 年 問 連 

績 せる 余の 微力 を憐 まれて 余の 今囘の 不能 を 赦し給 はん 事 を 願 ふ。 (二月〕 

神 憲說と 疾病 同 

前號に 「神 癒 論」 を 書いて 余 は 直ちに 病に 摧れ り、 或 人 は 曰 はん、 是れ 「神 癒」 を絕對 的に 信ぜ ざ 

る 結果な りと、 然共余 は然か 信す る 能 はす、 余 は 病に 摧り てより 余の 尤も 信任す る、 は， つ 今の 世に 在 

て は罕に 見る 處の 正直なる 醫師の 治療 を 受け 居れり、 且つ又 報 を 地方の 敎 友に 飛ばして 彼等の 祈禱を 

乞へ り、 余 は出來 得る 丈け 天然の 法則に 從ひ、 又出來 得る 丈け 信仰の 道 を 守れり、 然して 病 は 漸次 そ 

の 勢 を 失 ふに 至れり、 余 は 之 を 以て 常識の 道に 適 ふたる 信仰の 道な りと 信す、 余 は 世の 所謂る 神癒說 

なる ものに 未だ 全然 服從 する 能 はざる なり。 (二月) 

抑 治 一一； 十九 年  二八 七 


所 感  二八 八 

病中の 慰藉 同 

病 癒えて 後に 再び 平時の 勤勞に 就かん とする の！ <布 望、 是れ 病中の 慰藉の 一た る や 疑な し、 然れ ども 

是れ 完全なる 慰藉に あらす、 病、 或は 癒えざる もい まだ 以て 知る ベから す、 勞 働の 快樂 たる 是れ獨 り 

自ら 得ん と 欲して 得る 能 はざる ものな り。 

4i かもか^ 交友、 家庭、 天然の 快 樂を樂 しまん とする の 希 是れ亦 病中の 慰藉の 一 たる や 

明かな り、 然れ ども 是れ 前の 希望と 同じく 吾人の 慾筌の 一 たるに 過ぎす、 亦 以て 凡ての 苦痛 を 慰む る 

に 足る もの にあら す。 
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病中 唯一 の 慰藉 は 人 *1 唯一 の 慰藉より 外の ものに あらす 卽ち 神が キリストに 依て その 愛する もの 

ぃ！！ぃき.^^'.^ ス トの王國に^ける榮^^希望、 是れ なり、 この 希望 は 不定の SI£ あらす、 確定の 

希望な り、 必す 吾等に 事實 となりて 顯 はるべき 希望な り、 此 希望 ありて すべての 苦痛 は 慰め 得らる ベ 

し、 この 希望 ありて 病室 も 天 國の光 を 受けて 耀く べし、 この 希望 を 思 ひ 出して 我 は 病の 人に あらす、 

その 時 我が 渴 きたる 咽喉より 低聲の 讚美の 聲は發 す、 罪の 赦 しの 希筌、 復活の 希望、 キリスト と共に 

全世界の 聖徒と 共に 永遠に 聖き 生涯 を 達り 得る の 希望、 この X 布 望 を 抱いて 我 自身に 取りて は 病 は 癒 ゆ 

る も 可な り、 癒えざる も 可な り、 我 は 我が 生命の 長から ざる を 悲します、 我 は 我が 生涯の 數 限りなき 

苦痛 を 忘却す、 然して か k る 愉快なる 希望 を 抱いて 肉 體は大 なる 精力 を 得て 健康の 恢復 は大に 助けら 

る、 健^^を要求せざる信仰こそ健康を恢復するに尤もカぁる信仰なるなれ。 


キリスト 敎の希 &r これ を 病中の 慰藉と なす もの は 幸福な り、 その他の 慰藉 は 以て 確實 なる 慰藉と 

たす に 足らす、 < ^は 殊に 今 同 この 慰藉の 力 を 感じて 深く 神に 感謝せ ざる を 得す。 (二月) 

病中の 快樂 同 

病中に 病氣の 苦痛 は ある、 頭 は 痛い、 咽喉 も 痛い、 食物は少しも^«まくなぃ、，^，は疲勞する、 M ん 

にも 出來 ない、 是れ みな 辆 中の 苦痛で ある、 然か しその 外の 苦痛と て は 一 つもない、 健康の 時と て 火 

して 苦痛の ない 時で はない、 この 面倒なる 社會に 在て 我が身と 我が家 族を處 する の 道 は 茶 だ六ケ しい、 

いかにして 此 人に 對 せんか、 いかにして 彼の 人に 對 せんか、 親切 を 施さん か、 或は 是を 取り 戾 さんか、 

是等 はみ な 苦痛の 種で ある、 我等 は 或 時 は 數日を か k る 苦痛の 中に 消費す る。 

その他に 信仰の 苦痛が ある、 揮 は 常に 我等 を 誘 ふ、 我等の 心の 裏に 罪 念が 湧き いづる、 これ を 撲滅 

せん 事 は 多くの 勞 苦であって 亦 多くの 苦痛で ある、 信仰 を 維持す ると 云 ふ 事 は 我等の 信^が 進め f 進 

む ほど 益 C 困難で ある、 口 々 己れ と 大戰爭 を繼 綾す るに あら ざれば 我等 は 直きに 元の 剛慢 なる^ 人と 

なり 了る。 

第三に 摹 問の 苦痛が ある、 新說 はい まや 々として 提出 せらる、 我等 是に對 して 目 を 閉ぢ、 耳 を 塞 

がんか、 これ 或は 安全の 方法なる べし、 然れ ども これ 決して 進步の 方法に あらす、 我等 は 正直なる 說 

と あれば 何れの 說 にも 耳 を 傾けざる ベから す、 故に -; 日 として 歐 米の 新著に 目 を哂さ る 事な く、 以 

て我が智識の時代の夫れに！^はれざらん事を努む、 然して 山 をな す 新說の 中より 眞を 撰び、 偽を捨 つる 

明？ 3 一一 一十 九 年  一 一八 t 
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は是亦 非常の 勞 苦であって、 非常の 苦痛で ある、 而 して 我等 は 他の 苦痛と 共に 日々 この 苦痛 を も 感じ 

っ乂 ある ものである。 

かくて 我等 は 日 々苦痛 を 感じつ k ある ものである、 扉惡を 以て 充ち滿 ちた る 日本ん：' R の 社 會に對 し 

て、 己れ の 心に 来襲す る惡 魔の 誘惑に 對 して、 亦 我が 腦裡 に存 する 無 舉に對 して、 口 々に戰 (& を繼緩 

しつ k ある ものである、 故に 睡眠の 時間 を 除いて は 我等に 苦痛の ない 時と ては^ん ど 一 刻 もない、 然 

るに 病に 摧 りて 以来 は 我 は 病の 苦痛の 爲 めに 凡ての 他の 苦痛 を 忘却せ しめられ、 彼 は C 痴兒の 如くな 

りて、 我が身 を 我 を 愛する 着 護の ものに 委ね、 我が 意 は 一 ッも ある 事な くして 醫師と 看護 者の 意の み 

我が 意たり、 我 は批に 潘 情、 殘忍、 譎詐 等の 非道 ある を 忘れ、 惡魔は 我が 肉の 弱き が 故に 我 を 揮に 誘 

ふ 能 はす、 我が 能力 は衰 へて 新 智識 璲 得の 業に 從事 する 能 はす、 我 は 再び 小 兒に歸 りて、 1" んど 無意 

無識の 人と なる、 疾病 必す しも 惡 しき 事の みに は あらざる なり。 ァ ー メン。 (二月〕 

無 爲の五 週間 

余 は 病の ために 五 週間の 長 日月 を 無爲の 間に 過せ り、 獨り思 ふ 余 は 長時間 を 無益に 消費せ りと、 然 

いちじる 

れ ども 余は此 問に 著しき 愛の 表顯 を目擎 せり、 余 は 余の 友人 醫師 某が 百 里の 路を 遠し とせす、 雪 を 3 

して 余を訪 はんとて 來 りし を 見たり、 余 はまた 或る 地方の 無 牧の小 敎會が 余の ために 數 日に 涉 る祈禱 

會を 開きし を 聞け り、 敎 友の 或る 一 小 團體が C 雪 31 々たる 上に 晴夜に 余の ために 天に 叫べる を 知れり、 

取る に 足らざる 余 も 病に 観り てより 多くの 愛の 受領者と なれり、 余 は 病褥に 在りて 夢に 犬の 扉の 余の 


前に 問 かれて 聚 徒の 北 ハ屮に 座す るを昆 ざり き、 然れ ども 余 は 余の 肉眼 を 以て 地上に 愛の！ K 國の旣 に 建 

設 せられつ k ある を目擊 せり、 無 爲の五 週 問 はまた 默 示の 五 週間な りき、 余 は.：；？ 癒えて 後に 目に 犬國 

を 見し の 感を懷 けり。 0 一一  =0 

信仰と 愛 

信仰 は 熱し 易し、 亦 狂し 易し、 信仰 は 時には 怒り、 時には 呪 ひ、 時には 殺す、 信仰 は 多くの 不義 を 

接へ り、 亦 多くの 義人 を 殺せり、 信仰に 由て 人 は 直に 神に 達する 能 はざる なり。 

信仰 は 愛に 終らざる ベから す、 信仰 は 愛に 到る の路 にして、 愛 は 神に 達する の 道な り、 愛 は ：！：^ 仰に 

始ら ざるべ からす、 然れ ども 信仰 は 直に 人 を 神に 導かす、 信仰の 激 湍先づ 愛の 緩 流と 化する にあら ざ 

れば 救^の 大洋に 入る 能 はす。 

ェキ セル シ オル  . 

Excelsior  I  wxceislor  ！ 昇らん かた、 弁らん かな、 知曰識 より 信仰へ と、 き nra: より 愛/と、 更らこ 

高き に 向て 界 らん かな、 愛な き 者 は 神 を識ら ず、 神 は 卽ち愛 なれば 也 (約ず-、 ra:〇 八) 我等 は 信仰 を 

眼下に 瞰て、 愛なる 神 を： H 指して らん かな。 (三月) 

パリ サイ 人と は誰ぞ 

W 冶 三十 九 年  li 九 1 


w  二 九 一一 

パリ サイ 人と は必 しも 僞 者に あら ざり き、 模範的 パリ サイ 人と は 信 ありて 愛な き 者な りき、 彼等 

は 首へ り、 祌を 信ぜよ、 然 らば 救 はるべし と、 之に 對 して ィヱス は .言 ひ 給へ り、 神 を 愛せよ、 然 らば 

救 はるべし と、 ィ H スと パリ サイ 人との 衝突 は 愛と 信との 衝突な りき、 より 狹き 信が より 博き 愛の 優 

勢 權を認 むる 能 はすして 之 を 十字架に 釘け しこと なりき、 二者 同じく 祌に事 へんと せり、 パリ サイ 人 

は 信 を 以て、 ィ H スは愛 を 以て、 故に かの 神聖なる 悲劇 ありたり。 Q 一月〕 

信仰と 救 

我等 は單に 信仰に 由て 救 はる &に 非す、 ナザレの ィ H スを 信す るに 由て 救 はる & なり、 彼 を 神の ザ" 

救 主、 想の 人と 信じて 救 はる k なり、 野心 勃々 として 歐洲に 湖た らんと せし ナボレ オン を 信す る 者 

は 亡ぶべし、 信仰の ために 劍を拔 き 敵 人 を 屠りし モ ハメット を 信す る 者 は 亡ぶべし、 然れ ども 工匠の 

子と して 生れ、 無 5? の 生涯 を 送り、 詣 れて詬 しらす、 苦 めら れて殿 言 を 中 I さす、 終に 極 惡の靠 人と 

して 木の 上に 懸けられし ィ H スを キリスト (神の 受膏 者) なりと 信す る 者 は 救 はるべし、 イエス を崇 

むる 者はィ H スの 如くに 成らん と 欲する 者な り、 彼 を 理想と し、 模範と し、 卽ち祌 として 仰ぐ 者な り- 

而 して 斯 かる 者 は 救 はるべし と、 余輩 は 容易に 此 意味に 於ての 信仰に 由る 救 を 解す る を 得るな り、 實 

際の 生 と 直接の 關係 なき 其 他の 意味に 於ての 信仰に 由る 救 を 了る に 苦しむ。 (三月) 

奇驗 と攝理 


< ^は 未だ 曾て 一 囘も奇 蹂を行 ふたこと はない、 亦 他人の 奇積を 行 ふの を 見た こと はない、 然 かし 余 

は 幾囘か 余の 身の上に も 亦 他人の 身の上に も 神の 攝理の 行 はれる の を 見た、 神の 聖 3:: が； 大然の 法則 を 

破て 急激に 働ら くこと を奇蹈 とい ふ、 天然の 法則に 從ひ徐 々として 働ら くこと を攝理 とい ふ、 神 は 勿 

論： 大然 以上で あるから 容易に 奇蹟 を も 行 ふこと が 出来る、 然 かし、 攝理は 通例であって 奇積は 例外で 

ある、 神 は 極く 稀に のみ 奇蹐を 行 ひ 給 ふ、 爾 うして 个 は奇蹂 の， ではなく して 攝理 の^で あると 思 ふ、 

著しく 祌の攝 理の行 はれつ k ある^で あると 思 ふ、 今の世に於て奇積を見んと欲する者は必す失^2- 

る、 然 かし 攝理を 見ん と 欲して 我等 は 神が 我等と 現世と に 於て 實際 的に 働ら きつ-あり 給 ふこと を實 

^する ことが 出來 る。 

： 牛 民と 平信^ 

余は贵 族で はない、 平民で ある、 余 は 特^に 陛 ドに寵 遇せら れんと 欲する 者で はない、 唯忠寳 なる 

一 臣民と して その 統治 を 受けん と 欲する 者で ある。 

其 如く 余 は 使徒で もなければ 亦 法王、 監督で もない、 然 かり、 世に 稱ふ 牧師 傳道 帥で もない、 余 は 

平信 者で ある、 余 は 特^に 衆人に 越えて 神に 愛せら れんと 欲する 者で はない、 余 は 唯 神が 公平に 萬 人 

を 愛し 給 ふ 其 愛 を 以て 彼に 愛せら れんと 欲する 者で ある、 余 は 社交的に 贵族 たる を 欲せざる が 如く、 

また 信仰的に も 倂^、 神官、 祭司、 敎職 たる こと を 欲しない、 余は國 民と して は 千 として、 基督 信 

者と して は 平信 者と して；^ 在 せんこと を 欲する 者で ある。 Qluo 

§^3ーーー十九年  二 九 1 一一 
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平民の 友 

i 右し 神より 詩人た るの 天 才を賜 はらん 乎、  < ；-は ヲルヅ ヲスの 如き 平民 詩人 たるべし、 若し 政治家た 

るの 才能 を 賜 はらん 乎、 余 は フランクリンの 如き 平民 政治家 たるべし、 若し 美術家た るの 技 傰 を 賜 は 

らん 乎、 余 は レム ブラントの 如き 平民 美術家 たるべし、 若し 傳道師 たるの 天職 を 授からん 乎、 余はダ 

ビット • ブ レナ ー ドの 如き 隱れ たる 平民 傳道師 たるべし、 余 は 所謂る 偉人た る を 好ます、 E 人た る を 

嫌 ふ、 < ^は 萬 民と 共に 救 はれす むば 萬 民と 4^ ハに呪 はれん こと を 欲す 。(三月) 

神の 無限 の 愛 

神 は 我等 を 罰し 給 ふで あらう 耶？ 

否な、 祌は 決して 我等 を 罰し 給 はない、 神 は 我等の 3 非 を 罰し 給 ふ、 我等 を 罰し 給 はない、 爾 うして 

我等の， 3^ を 罰し 給 ふに 方ても 之 を 我等に 於て 罰し 給 はない、 自己に 於て 罰し 給 ふ、 彼 は 自己の 獨. i を 

世に 送り、 罪な き 彼 を sl!- の 供物と なし、 紅の 如き 我等の 罪 を聖き 彼に 於て 罰し 給 ふた、 神、 罪 を識ら 

ざる 者 を 我等の 代リに 罪人と なせ リ、 是れ 我等 をして 彼に 在りて 神の 義 となる こと を 得し めんた めな 

り 後 五の 廿ー 〕。 

祌は 我等 を 棄て給 ふで あら ふ 耶？ 

否な、 否な、 決してない、 祌 は何處 まで も 我等 を 愛し 給 ふ、 我等が 天國に 昇ら ふが、 地獄に ケ t ちゃ 


うが 祌が 我等 を^て 給 ふ 事 はない、 我等 は 神の 子供で ある、 爾 うして 現^に 在ても 我等 は 善き 父が 共 

の.^ を てた 例 を たこと がない、 ？ 4 して 神に 於て おや、 婦其 乳兒を 忘れて 己が 胎の 子を憐 まざる *i 

と あらん や、 縱ひ 彼等 忘る、 こと ぁリ とも 我 は 汝等を 忘る. - ことなしと (ィ ザャ害 Z 十九の 十- ^0、 

神が 我等 を 梨て 給 ふな ど、 は、 縱ひ大 監哲が 此事を 述べ やうが、 又は 大祌舉 おが 此事 を說 かふが、 我 

等 はた 異端と して 斯 かる 敎を 斥けて 可い。 

祌の 愛と は斯 くも 深い ものである、 我等 若し 亡ぶ る ことがあるならば、 神が 我等 を 亡す ので はなく 

して 自己で 自己 を 亡す ので ある、 我等の 救の 途は 充分に 備 へられて ある、 我等 は 愛の 宇宙に^ 在して 

居る ので ある、 我等： E を 苦んで 不： 个を i? へ、 失ば K に陷 いるので あら ふ 乎。 (三 =0 

福 音と は 何 ぞ 

一 i.w は 高き 道徳に 非す、 完き 學に 非す、 福音 は S§ の 赦免な り、 M ホバ言 ひ 給 はく 我 を 仰ぎ 瞻ょ、 

然 らば 救 はるべし と、 天よりの 此聲 なくして、 其理は 如何に 深く とも、 其說は 如何に 高く とも、 我に 

我 をい； |2 ばす の 福 昔 あるな し、 福 昔 は i 單に して 有力なる 祌の聲 なり、 我れ 小 兒の心 を 以て 此聲を 信じ 

て 救 はる、 我等 は； i 音 を 書學、 叉 は宗敎 祈：： 學、 叉 は 組 錢神學 と 同視すべからざる なり。 (四 =0 

かしら 

罪人の 首 

キリスト を 敵に 附 せし 者、 罪人の 首に あらす、 彼 を 十字架に 釘け し 者、 罪人の 首に あらす、 人 を 殺 
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せし 者、 簽淫雜 を 犯せし 者、 亦？ § 人の 首に あらす、 扉 人の 首 は 我れ 自身な り、 神の 恩惠に 浴しながら 

永く 之 を S 用し、 善と 知りつ &も 善を爲 さす、 悪と 知りつ &も惡 を 避けす、 墨々 祌の樂 靈を媳 し、 其 

§^意を傷めまっれり、 若し 亡ぶべき 者 あらば 我 は 彼な り、 我 は 恩惠を 蒙りし 丈け それ 丈け 祌に負 ふ 所 

の 者と なれり。 

若し 萬 人に して 救 はれ ざらん 乎、 我 は 第一 に 亡 さるべし、 然れ ども 若し 我に して 救 はれん 乎、 世に 

救 はれざる 者 一人 もなかるべし、 我の 救^ は 神の 恩惠 の試驗 石な り、 我は自 から 救 はれて 萬 民の 救濟 

を 確 めんと 欲す。 (四月) 

我の すべて 

產を失 ふ も 可な り、 願く は祌の 聖敏を 見失 は ざらん こと を、 病に 惱むも 可な り、 願く は 神の 聖 曰 を 

疑 は ざらん こと を、 人に 棄ら る、 も 可な り、 願く は 神に 棄られ ざらん こと を、 死す る も 可な り、 願く 

は 神より 離れ ざらん こと を、 祌は 我が すべてな り、 神 を 失 ふて 我 は 我がす ベて を 失 ふなり、 我等に 父 

を 示し 給へ、 然 らば 足れり (ョ ハネ傳 十 s: 章 八 節)、 我が 全生涯の 目的 は祌 を視、 彼 を 我が 有と する 

にあり、 其 他に あらす。 S3 

神 の 言 辭 

神 は 人の 言 辭を 以て 語り 給 はす、 事實を 以て 語り 給 ふ、 或 ひ は 災難 を 以て、 或 ひ は 疾病 を 以て、 或 


ひは惡 人に 遭遇せ しめて、 其聖寇 を 我等に 傅へ 給 ふ、 事 實は隱 語な り、 共 解釋は 決して からす、 苦 

悶轉倒 数パに 渡りて 猶ほ 北ハ 解答 を 得 ざ る こと あり、 然れ ども 聖靈の 暗示に 由り て 終に 其 解明に 達する 

や、 萬 物 悉く 明かに して 靑空 一 點の 疑雲 を 浮べす、 其 時、 川と 丘と は 「然 り」 と 答へ、 人 も 我 も r 然 

り」 と應 す、 沈 默に勝 さる 雄 辯 あるな し、 事 K を 以て 語り 給 ふ 神の 一一： n 辭は其 意味 深遠に して 量る ベ か 

らす。 (四月) 

我が 友 

我と 友た らんと 欲せば キリスト を；^ ぜょ、 キリスト を 信ぜす して 我 と^たる 能 はす、 人，' の 我 は 我れ 

生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生き 給 ふなり (加 拉太書 ニ章廿 節)、 我 は 基督 者な り、 小なる キ 

リストな り、 我が 生命に して 我が 首なる キリストに 繁る にあら すん ば、 3： 人 も 我と 繁 がる 能 はす、 我 

を キリ ス ト 以外に 於て 知らん と 欲する 者 は 我 を 誤解す る 者な り。 (WHO 

茶督 信徒の 交友 

我等 は 利益 を 語らす、 天 國 を 語る、 我等 は 相互の 上に 立たん と 欲せす、 共 F に 立たん と 欲す、 我等 

は德を 以て 兢 はす、 11 を 以て 相讓 る、 我等 は 敵に 勝ちたり とて 甚 ばす、 己に 勝ちたり とて 誇る、 我等 

は 酒を飮 ます、 架靈 に醉 ふ、 我等 は 美食に 飽かす、 書 を 咀嚼す、 我等は壯：^!1せす、 ： 九に 相 祈る、 美 

はしき かな 此 交友、 恰 かも 大 の それの 如し" ff3 
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新傳道 

C 八 夫、 農業 を 魔せ すして 傳 道に 從 事し、 商家、 商業に 從 事しながら 聖書 を 研究し、 醫師 肉體を 癒し 

ながら 靈魂を 救 ひ、 官吏 其 職に 留て 大瞻に キリスト を 表 C す、 殊更ら に神擧 者た るの 要な し、 殊更に 

按手 禮を 受けて 傳 道の 職に 就く を 要せす、 此身此 儘 にして 善き 有力なる 傳道師 たる を 得べ し、 二十 世 

紀的 新傳道 は 監督、 牧師、 傅道師 等、 特種の 階級 を 要せざる 者なら ざるべ からす。 (四月) 

. ： に 新敎會 

監督な し、 牧師な し、 傳道師 なし、 憲法な し、 洗禮 なし、 聖餐式な し、 按手 禮 なし、 樂器 と敎壇 と 

を 倫へ たる 敎會 なし、 祌 あり、 キリスト あり、 聖靈 あり、 祌と 人と を 愛する 心 あり、 北 ハ敎會 堂 は 上に 

蒼^ を 張り、 下に 靑草を 布き たる 天然な り、 其 禮拜式 は 日々 の勞 働な り、 其音樂 は聖靈 に 感じた る 時 

の 感謝の 祈禱 なり、 其 憲法 は 聖書な り、 監督 は キリスト なり、 而 して 其會員 は 靈と眞 と を 以て 祌を 

拜 する， 界萬國 の 兄弟 it 妹な り、 我等 は 永久に 斯敎會 に忠實 なる 會 員た らんと 欲す。 (四月) 

敎會 と天國 

敎會は 現世の 天國 にあら す、 天 國は來 世の 敎會 にあら す 天國は 敎會の 中に あり、 又 其 外に あり、 敎 

會 失する と 同時に 天國は 失せす、 然 かり、 多くの場合に 於て は敎會 失せて 後に 始めて 天阈現 はる、 我 


等は必 す： 大國の 市民た る を 要す、 必 しも 敎會の 員た る を 要せす、 神の 天 國は廣 し、 我等-太 國 に 入ら 

んと 欲して 必 しも 敎< ^に 人る の 要な きなり。 (四 =o 

キリス トの 如く なれ 

キリストの 如く なれよ、 卽ち 身に 敎職を 執らす して 心に 篤く 神 を 信ぜよ、 監督、 執事、 牧師、 傳道 

師 たる 勿れ、 身に 於て は 農夫 たれ、 職工 たれ、 勤勉なる 勞勵者 たれ、 然れ ども 心に 於て は 徒 たれ、 

豫 一一： 一：： 者 たれ， 熱心なる 傅道師 たれ、 勞働 者たら ざる 勞働者 たれ、 傳 道^たら ざる 傳道師 たれ、 平民た 

れ、 .个 信者 たれ、 神の 子 たれ、 天國の 市民 たれ、 傳道を 業と する 勿れ、 貸 銀の ために 働く 勿れ、 農聖 

人 たれ、 祌 舉と谈 式と に. m ら すして 直に 神の 眞義に 導かる. -者 となれ。 (四月) 

せ t  みち 

窄き路 

(馬 太 傳七章 十三 節) 

一 方に 宗敎界 あり、 他方に 俗世界 あり、 宗敎界 に 妬 忌、 讒害、 毀 謗、 分爭、 結黨、 謹 あり、 俗 耽 

界に 不義、 惡應、 贪焚、 兇 殺、 醉 1^、 放蕩 あり、 前者に すべての 靈 なる 罪 は^し、 後者に すべての 肉 

なる II は 行 はる、 二者の 間に 窄き路 あり、 兹に 貧困、 飢餓、 裸裎、 迫害、 十字架 あり、 然れ ども 生命 

に 人る の路 は唯此 一 途 あるの み、 我等 は 中； の 迹を逐 ふて 此窄 き途 を迎ら ざるべ からす。 (四月) 
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信仰 又 信仰 

信仰 あり、 又 信仰 あり、 熱心の 意味に 於ての 信仰 あり、 確信の 意味に 於ての 信仰 あり、 又 信頼の 意 

味に 於ての 信仰 あり、 不勝、 聖天、 モ ハメッ トを 信す る 者に 熟 心なる 者 多し、 神道 II 敎を 無上の 眞理 

と 確信して 死に 就く 者 もまた ®1 からす、 熟 心、 確信、 必 しも 純正、 純 美の 信仰に あらざる なり。 

H ホバの 神に 信賴 する 者の み 救 はる i なり、 己の 行爲 又は 智識に 頼らざる のみなら す、 信仰 其 物 を 

すら 神に 求め、 己に 何の 賞すべき ものな きを 覺て 神に 賴り 縫る 者の み 救 はる & なり、 信 観の 意味に 於 

ての 信仰の み 能く 我等 を 救 ふに 足る の 信仰な り。 (四月) 

キリス トの三 敵 

世 は 何れの 世に も ピラト あり、 サド カイ 派 あり、 パリ サイ 派 あり、 ピラト は政權 を、 サド カイ は學 

閥 を、 パリ サイ は 敎會を 代表す、 而 して 三者 相 集って キリスト を 十字架に 附す、 ピラト は キリストの 

不忠 を. 責め、 サド カイ は キリストの 無學を 嘲け り、 パリ サイ は キリストの 不信 を 呪 ふ、 一二 者 同じく 愛 

に 於て 缺 くる 所 あり、 故に 神の愛 子 を 迫害す、 我等 も 亦 彼等の 憎む 所と なりて キリストの？ R 子と なり 

し を 知るべし。 (四月) 

神 學を厭 ふ  ， 


自由 祌學 あり、 保守 神學 あり、 『高等 批評』 あり、 ； i 音 的神學 あり、 然れ ども 祌學 は祌學 にして 多 

くは是 れ敎 職神學 者の 業な り、 平民と 平信 者と は 神舉を 要せす、 彼等 は 神 を直覺 し、 彼 を 愛し、 彼に 

事 ふ、 平民 をして 祌 學の旋 渦に 入ら ざら しめよ、 神學 は少數 の神舉 者に 道を勸 むる の途 なるや も 知ら 

す、 然れ ども 神の愛し 給 ふ 億兆の 平民 は 祌學の 粉 亂錯雜 を 緩 ふて 止まざる なり。 (四月) 

田 舍傳道 

「神 は 村落 を 造り、 悪魔 は 都會を 作れり」 と、 都會 は： 惡 魔の 勢力の 最も 强き 所な り、 循 つて 其從者 

の 最も 多き 所な り、 都會 に； i 音 を 說くは 砂地に 種 を 蒔く に 等しき 業な り、 福音 は 之 を 村落に 傳 へよ、 

松風 拊に樂 を 奏し、 溪流、 に！ t 布 を垂る k 所に 傳 へよ、 人 は 天然と 偕に 居り、 天然の 如くに 正直に 

して 純樸 なる 所に 傳 へよ、 聖書 は 之 を祌舉 者に 舉 ばんより は 寧ろ 野の 百合 花と 空の 鳥と に I.:: へよ、 ェ 

レミ ャは £ 舍預ー 一一 一口 者な りき、 キリスト は田舍 傅道師 なりき、 二者 稀に は 都會に 上りし と雖 も、 死に 至 

るまで 靜 かなる 田舍を 愛したり き、 農 は國の 大本な り、 田 舍は福 昔の 根據 地な り、 今や 虚榮を 逐ひ求 

むる 世人 は爭 て都會 に人來 りつ  > ある 時に 際して、 我等 神の 眞理を 愛する 者 は (辛て 此魔 族の 巢窟を 去 

り、 田舍に 神の 王國の 建設 を 謀るべき なり。 (四 =0 

人 と 俗 人 

詩人、 地 に 一 W ふて 臼 く 「土地 は汝の 所有な り、 然れ ども 風景 は 我が 所有な り」 と、 神の： 人 然を樂 
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むに 山林 田野 を 我が 有と なすの 要な きなり。 

詩人、 政治家に 言 ふて 曰く 「政 權は汝 に 在り、 敎權は 我に 存す」 と、 人の 心 を 支配す るに 軍隊、 警 

察、 法律、 威力に 依る の 要な きなり。 

詩、、 宗敎 家に 言 ふて 曰く 「寺院と 敎< ^と は 汝に屬 す、 然れ ども 靈魂は 我に 歸す」 と、 人に 神の愛 

を 示し、 ¥1! の 恩惠を 傅へ、 聖靈，の 歡弃を 供す るに、 愤侶、 神官、 監督、 牧師、 傳道師 たるの- 势 なき 

なり 0  (glwl 

世界最大の 者 

智識 を 以て 腕力に 克っ べし、 信仰 を 以て 智識に 克っ べし、 愛 は 進化の 終局な り、 最大の 能力な り、 

愛に 達して 我等 は 世界最大の 者と なるな り。 (四 W ソ 

名 稱极舊 

此雜 誌の 場合に 於ても 舊は 新よりも 好し (路加 傅 五 章卅九 節)、 『聖書の 研究』 の 名 は 『新 希び 卞-』 

の そ， よりも 好し、 奮 は 新よりも M くして 深し、 新 は舊の 中に 存す、 余輩 は兹に 再た び 舊に歸 て 新 を 

其 源に 於て 探らん と 欲す。 (五"，) 

聖書の 硏究 


§^書の硏究なり、 其 批評 的 研究に 非す、 叉 感情的 探究に あらす、 聖靈に 依り 常識 を 以てする 深き 離 

かなる 研究な り、 凡ゆる 思想に 訴へ、 凡ゆる 事實に 鑑み、 宇宙と 人生と を 支配す る 神の 聖 意の 探究な 

り、 ^書の 研究 はすべ ての 研究の 中に 最も 廣 くして 最も 深き 研究な り、 實 在の 中心に 達せん とする こ 

となり、 愛 を 以て 萬 有 を 解 せんとす る ことなり。 (五月) 

天 國の宗 敎 

基督 敎は 西洋の 宗教に 非す、 亦 東洋の 宗敎に 非す、 基督 敎は此 世の 宗敎に 非す、 天國 の宗敎 なり、 

基督 敎を 解す るの 困難 は、 或 ひ は 希 職 折： 學を 以て、 或 ひ は獨逸 W: 舉を 以て、 或 ひ は 印度 祈：： 學を 以て 之 

を 解 せんとす るに あり、 基 螯敎は 斯^の 竹舉を 以てして は 到底 解し 得ざる ものな り、 イエス 曰 ひける 

は 人 もし 新たに 生れず ば 神の 國を 見る こと 能 はずと、 新生の 恩 惠に與 からすして 東洋の 儒者 も 西洋の 

哲蔡者 も 基督教の 3： たる 乎を會 得する 能 はす。 (五月) 

最新の 敎 八 I" 

始めに^ 太敎會 あり、 次ぎに 羅馬敎 < ^あり、 次ぎに 新敎會 あり、 終りに 無敎會 あり、 無敎會 は新敎 

龠の 更らに 進歩した る 者な り、 基督 敎は 終に すべての 外形 を脫 却すべき ものな り、 而 して 今や 世界 各 

國に 於て 無形 敎會は 起り つ k あり、 我等 此末 口に^に 遺 はされ し 者はル ー テル、 カル ビン.， ゥ M スレ 

等の 創設に か- -る 新敎會 何れの 敎派 にも 屬す るの 要な きなり。 (五 =0  . 
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最も 難き 事 

最も 難き こと は 起て 働く ことに 非す、 最も 難き こと は靜 かに 卞-の 時と 命と を 待つ ことたり、 或 ひ は 

一年、 或 ひ は 三年、 或 ひ は 十 年、 或 ひ は 二十 年、 我等 各自の 信仰の 量に 循ひ、 默 して 主の 命 を 待つ こ 

となり、 詩人 ミルトン 曰く  r 單に 待つ 者 も 亦 善く 神に 奉仕す」 と、 從 順なる 待命 は 父なる 神の 最も 喜 

び 給 ふ 所な り、 我等 は 時には 大事 を爲 さんと 欲せす して 無爲に 安んじて 我等の 祌を 喜ばし 奉るべきな 

り。 (五月) 

基督 信者の 多少 

J- ザす： •* 

基督 Ilpn 者 は 數少き 者な り、 多く あるべき 者に 非す、 日本 國に三 萬の 基督 信者 ありと 云 ふ、 信す る 勿 

れ、 三 萬の 基督 信者 あるに 非す、 三 萬 Q 敎會の 洗禮を 受けし 者 あるの み、 基督 信者と は キリストに 在 

りて 新に 神に 造られし 者な り、 斯 かる 者の 數少き は 金剛石の 數少 きが 如し、 我等 は 世に 基督 信者の 多 

き を S ポんで 無益の 失 を 自己に 招ぐべからざる なり。 (五 月) 

迫害の 益 

迫害 は 我が ためにの み 益 あらす、 世の ために も 亦 益 あり、 我 は 之に 由て 多少 世の を嘌は しめらる 

我 は 喜んで 之に 當 るべき たり。 (六月) 


小なる 救 主 

キリス トは 我等の 罪 を 負 ひ 給へ り、 我等 も 亦 キリストに 在り て^の の 幾分 を 負 はざる ベから す、 

道を說 くの みが 基督 信者 の 本分に 非す、 彼 はまた 人に 苦しめられて 世 の 罪の 幾分 を 贖 は ざ る ベ からす、 

彼が 祌に 召されし は自 から 救 はれん がた めの みに あらす、 キリス トと 偕に また 世の 罪 を 負 はんがた め 

なり、 贖雜 はまた 彼の 本分な り、 彼 は キリストと 偕に 苦しめられて 小なる 救 主と ならざる ベから す。 

(六月〕 

權牲 の榮光 

心に 神の 默 示に 接して 口 を 啓いて 之 を 〈-凡 傅 ふる は大 なる 榮光 なり、 然れ ども 身に 世の 罪 を 食 は せら 

れ て：：： を嚓 いで 之に 耐 ゆる は更ら に大 なる 榮光 なり、 傳道 者た らんと 欲する もの は 多し、 罪の 犠牲た 

らんと 欲する 者 は Si し、 我等 は 感謝して 「n を 啓かす 屠場に 索 かる、 羊羔」 の 職に 就くべき なり。 以 

賽 IS 書 第五 十三 章 七 節。 (六月) 

忠 難の 解釋 

患難 は 之 を rm 極 的に 解す ベから す、 極 的に 解すべし、 之 を 神の 刑罰と して 解す ベから す、 神の 恩 

惠 として 解すべし、 神の 憤怒の 表彰と して 解す ベから す、 其 慈愛の.： 小顯 として 解すべし、 雲の 拄は火 
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の 注と して 解すべし、 旋風 は 神の 鳳輦と して 解すべし、 患難 はすべ て 身の 患難に して 靈の 幸福な り、 

靈の 幸福と 解して すべ て の 患難 は 息 難たら ざるに 至る a  (六月) 

我等の 道德  • 

或 者 は道德 を輕ん す、 彼等 は 欺き 且つ 奪 ふ、 而 かも 神の 怒に 觸 れんと は 思 はす。 

或 者 は 道德を 重ん す、 彼等 は 完全き 道德に 達して 神の 救^に 與 からん と 欲す。 

然れ ども 我等 は 道德を 求めす、 キリスト を 求む、 彼 は 神の 義 (道 德) なり、 我等 は 彼に 在りて 神の 

義 となる こと を 得るな り (哥後 五 〇 廿ー )、 我等 は 自己 を道德 的に 完全う せんと 欲せす、 キリストに 

在りて 彼に 完全う せられん と 欲す、 我等 は 自己の 道德 を輕ん じ、 キリストの 義を 重ん す、 我等 は道德 

家た らんと 欲せす、 クリスチャンた らんと 欲す。 (六月) 

大野 心 

丁 瑪國の 思想家 ゼ ー レン • キル ケガ ー ト 曰く 「基督 敎は 解す るに 最も 難き 宗敎 なり、 余は斯 世に 於 

て 未だ 曾て 眞 正の 基督 信者 を 見た る ことなし、 然れ ども 解す るの 難き は 其 誤謬なる の 證據に 非す、 一 

人の 基督 信者な き は 余が 信者たり 得ざる の 理由と なすに 足らす、 余 は 全世界に 一人の 信者な きも 獨り 

確實 なる 基督 敎の 信仰に 達せん と 欲す」 と。 

然り、 實に然 り、 極東の 曰 本國に 生れし 余 も、 未だ 曾て 余の 理想に 合 ふ 信者 一人 を も 見し ことなし 


と雖 も、 不肖 余の 如き 者 もまた 彼れ キル ケガ ー ト 氏の 富に 傚 ひ、 少く とも 日本 國に 於け る 唯一 の 基督 

信者た らんこと を 求 ふ。 (六月) 

軟弱 信者に ^！门 ぐ 

基督 敎を 究めよ、 基督 敎に 就て 聞かん と 欲する 勿れ、 聖書 を學 ベよ、 宗敎文 學を樂 まんと 欲する 勿 

れ、 祌を 信ぜよ、 敎 食と 敎師 とに 頼らん と 欲する 勿れ、 己の 弱き を訴 ふる を 止めて 自 から 强 からん こ 

と を 求めよ、 何時までも 信仰の 乳 を 以て 養 はれん と 欲する 信仰の 赤子た る 勿れ、 堅き に 耐え、 神の 信 

賴を 値する 幅 昔の 戰士 たれ。 (六月〕 

成效 の祕訣 

咒ふ者 は仆れ 祝す る 者 は 起つ、 兄弟 を 咒ふは 自己 を咒 ふに 等し、 我等 は 萬 人と 共に 成效 せんこと を 

祈るべし、 他人 を仆 して 獨り 起たん と 欲すべ からす、 聖書 は 成效の 秘訣 を 吾人に 傳 へて 曰く、 生命 を 

ミち びる  いつは， り 

愛レ、 善き 日 を 見ん と 欲する 者 は 其 舌 を 抑へ て 惡を言 はず、 其 唇 を 抑へ て 詭譎を 言 ふ 勿れ、 惡を 避け 

て 善 を 行 ひ 平和 を 求めて 之 を 追求む べしと。 彼 得 前書 三 章 十、 十 一節。 (六 H0 

遠大の 事業 

余輩 は 今の 人 をのみ 救 はんと 欲せす、 亦 後の 人 を も 救 はんと 欲す、 余輩 は 日本人 をのみ 救 はんと 欲 
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せす、 全人 類 を 救 はんと 欲す、 余輩の 事業 は 小たり と雖も 永久 的に して 又 宇宙 的な り、 余輩 は 4 マ 時 を 

のみ HI 的と して 卿く 者に 非す。 (七月) 

傳 道の 眞 義 

傳道は 敎を說 くこと にあら す、 愛 を 以て 自己 を與 ふること なり、 自己 を虚 うする ことなくして、 山 

をな すの 敎義、 川 をな すの 言語 も、 以て 人 一 人 を 救 ふに 足らす、 貧困、 疲勞、 挫折、 是れ人 を 救 ふの 

力なり、 *: は 雄 辯 を 以て^ ふ 能 はす、 又 議論 を 以て 化する 能 はす、 唯 そのために 自己の 生命 を棄 て- - 

のみ 之 を 神に 導く を 得るな り。 賺立比 書 一 一章 五— 八 節。 (七 力〕 

犠牲の 意義 

犠牲 は 讀んで 字の 如く 犠牲な り、 卽ち すべての 快樂を 犠牲に 供す る ことなり、 肉の 快樂 のみなら す、 

靈の快 樂をも 犠牲に 供す る ことなり、 吾 神、 吾 神、 何故に 我 を 棄て給 ふ 乎と (馬 太傳： じ 章 四十 六 節)、 

是れ 十字架 上に 於け ろ 救 中： キリ ストの 聲 なりき、 彼 は 神に 棄 てられし の 感を懷 かざる を 得ざる ほどの 

苦痛 を 嘗め 給 ひて 我等 人の ために 救， 約の 途を 開き 給へ り、 若し 我が 兄弟 我が 骨肉の ためにな らんに 

は 或は キリストよ リ絕れ 沈ぬ I に 至らん も 亦 我が 願な りと は バウ n の 犠牲の 精神な りき (羅馬 書 九-; 1»H 二 

節)、 我等 は # を 救 はんため に は 自己 は 地獄に 落つ る も 可な りとの 決心 を懷 かざる ベから す。 (七 =0 


恩惠 として の 出 、ぬ 難 

患難、 若し 自己の 罪の 結果なら ば 自己の 雜 を 噴 ふために 利益 あり、 若し 他人の" 能の 結果なら ば 他人 

の 罪 を 噴 ふために 利ハ A あり、 神 は 無益に 患難 を ドし給 はす、 之 を 自已か 又は 他人 を 救 ふために ドし給 

ふ、 患難 はたし かに 神の 恩惠 なり、 之れ なくして 我 も 人 も 罪惡を 去て 正義の 神に 歸る能 はす。 (七月) 

苦痛と 刑罰 

苦痛 は 刑罰な り、 我 は 確かに 此事を む、 而 して 此事 を；！ I めて 神 を 讚美し 奉る、 苦痛 は 刑罰な り、 

我れ 罪 を 犯せし が 故に 神 は 我に 苦痛 を 下し 給 ひて 其義を 我に 顯 はし 給 ふ、 而 して 時には 我が "非の ため 

にあら す、 我が 祖先の， 沘 のために、 我が 國 人の gii: のために、 我 骨肉 友人の， 能の ために 我 を 罰し 給 ひて 

其 公義 を 世に 顯 はし 給 ふ、 我 は此事 あるが ために 我が 神 を 讚美し 奉る、 我の 忌む 可き 神は雜 を 看過し 

て 之 を 罰せざる 祌 なり， 我 は 慈悲 一方の 神 を 厭 ふ、 我 は 正義の 神 を 愛す、 罰せ ざれば 赦し給 はざる 神 

を 愛す、 苦痛 は 刑罰の 表顯 にして 刑罰 は 愛の 實證 なり、 我等に 苦痛の 臨む 問は祌 我等と 偕に 在し 給 ふ 

と 信じて 可な り。 (七 ==0 

境遇と 意 志 

人と 天然と は 外より 働ら き、 神は衷 より 働ら き 給 ふ、 前者 は 境遇 を 作り、 後者 は 意志 を 作り 給 ふ、 
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つよ  み、 

吾人が 神に る は 彼れ に 意志 を强 くせら れん ためなり、 境遇に 勝ち得て ai から 新 境？ g を 作らん ためな 

り、 人 は 神の 子な り、 境遇の 奴隸 にあら す、 神に 依りて 境遇 を 無視し、 之 を 破りて 意志の 自由 を實行 

すべき 者な り。 (七月) 

^  ；; I の 自 覺 

r& し r& しと 歎じ、 他人の 援助 をのみ 維れ 求む る 者 多し、 然れ ども 自己の 弱き を 覺るは 是乜也 人の 援 

助 を 仰 力ん 力た めにあら す、 直に 神に 到りて 自己 を强 くせられ て 獨り自 から 立たん ためなり、 き j| か 

自覺は 信仰の 確立に 終らざる ベから す、 徒らに 悲鳴 を 擧げて 世の 同情 推察 を哀 求す るが 如き は クリス 

チャンた るの 道に 非す。 (七月〕 

十 字 架 の仰瞻  • 

汝等我 を 仰ぎ 瞻ょ然 らば 救 はれん (以. 賽亜書 四十 五 章廿ニ 節)、 十字架 上の キリスト を 仰ぎ 瞻ょ、 

然 らば 救 はれん、 其 流せる 血 は汝の 罪の ためなる を 認めよ、 然 らば 救 はれん、 其言ひ盡されぬ^5艇は 

汝の 罪に 對 する 神の 忿怒の 表顯 なる を 認めよ、 然 らば 救 はれん、 キリストの 死に 汝の死 を 認めよ、 然 

らば 救 はれん、 單に 眺め 見る にあら す、 仰ぎ 瞻て救 はる、 なり、 卽ち 信仰 を 以て 自身、 キリストと 偕 

に 十字架に 釘 けられて 救 はる、 なり。 加 拉太書 二 章 二十 節。 (七月) 


ヒュ ー マ-一 チ 1- 甚督敎 

ヒュ ー マー ーチ ー (人道) 是れ 基督 敎に 非す、 基督 敎はヒ ュ 1 マ 一一 チ ー 以上な り、 基督 敎は キリ ス ト 

の 死と 昇 天 とに 顯れ たる 神の 公義な り、 基督 敎は 罪の 罪た るを認 む、 血 を 流す こと あら ざれば 赦 さる 

る 事な しと 敎ふ 0 布 伯 來書九 章廿ニ 節)、 神 は 憫み給 ふの みならす 亦 怒り 給 ふ、 正義に 由ら すして は 

61 人 を 赦し給 はす、 ヒュ ー マ -ーチ ー は 人の 情なり、 基督 敎は 神の 義 なり、 吾人 は 一 一 者 を 混同して 神の 

恩惠を 空う すべから ざるな り。 加 拉太書 二 章 末節。 (七お) 

福 音 と 人 道 

人道 も あらん、 又 天道 も あらん、 然れど 我等に 唯 キリストの 十字架の 福音 あるの み、 是れ ユダヤ人 

に は 礙づく 者、 ギリシャ 人に は 愚かなる 者な り、 然れど 我等 召された る 者に は 神の 大能 また 其 智慧た る 

たり、 我等 は 今に 至て 人道 乂は 天道 を唱 ふる を 要せす、 我等 はすべ ての 善事 を キリス 卜の 聖 名のた め 

に爲 すべきな り、 今や 優れたる キリストの 福 昔を棄 て、 人道の 小 學に歸 るべき 時に 非す。 (七月) 

-フち  ，てと 

內と 外と 

基 敎は. 2： 九分に して 外 一分な り、 內に大 なる キリストの 王國 ありて、 外に 小なる 此^の 王國 あり- 

外、 時には 幽暗と 化する^ あり、 然れ ども S は 益々 光輝 を 放って 燦爛 たり、 基 瞥敎は 信仰 九分に して 

叨？ 5 三十 九 年  一一 一 1 一 


境遇 一分たり、 我等 何ぞ 今の 敎會 信者に 傚 ひて 現^的 文明 を 以て 境遇の 改善 をのみ 維れ 計らん や、 我 

等 は 暗 黑の裡 に 在る も 能く. s: に樂 みて 安全なる を 得るな り。 (七 ガ) 

ィ ェ スと余 と 

余の 休息 は 山の 靜 かなる 所に 於て あらす、 湖水の 淸き邊 に 於て あらす、 . ^の 休息 はィ H スキ リスト 

に 於て あり、 彼と 偕に 在りて、 余 は に 在る とも、 衆人の 中に 立つ とも、 人の 思念に 過ぐ る 平 康を得 

て 獨り靜 かに 休む を 得 るな り。 

余の 智識 は 書物に 於て あらす、 然り. 聖書に 於て あらす、 余の 智識 は 活ける ィ H スキ リストに 於て 

あり、 余 は 彼に 聽て 道を說 き、 彼に 舉 びて 文 を 綴る、 彼 は 余の 最と 近き 敎師 なり、 余 は 日に ほに 彼よ 

り 活ける 新たなる 眞理を 授けら る。 

余の 富 は 金銀に 於て あらす、 土地 家屋に 於て あらす、 余の 富 は 主 イエスキリストに 於て あり、 彼 は 

日毎の 糧を 余に 賜 ふ、 彼に 無盡 の寶貨 在り、 彼に 絲 りて 余 は 常に 乏しから ざる を 得るな り。 

イエ スは 余の 5^ 息な り、 智識な り、 寶貨 なり、 夏の 熟き も、 冬の 寒き も、 壇に 登る 時 も、 筆 を 執る 

とちし，.？ 

時 も、 余と 余の 愛する 者と がさ 乏を感 する 時 も、 ィ H スは 余の 確かなる 救 主な り 0  (七月) 


見 ざ る 愛 

我に 近き 者 は 我 を 憎まん、 然れ ども 我 を 離れた る 者 は 我 を 愛せん、 八，' の 人 は 我 を 斥けん、 然れ ども 

後の 人 は 我を迎 へん、 兑 ざる 愛 は 見る 愛よりも 深く して 淸し、 我 は 我が 友 を 見ざる 人の 屮に 求めん U 

成功と 失收 

我の 爲 すべき こと は 神 は 成功 を 以て 之 を， 祝し 給 ふ、 我の 爲 すべから ざる こ と は 神 は 失肷を 以 て 之 を 

呪 ひ 給 ふ、 成功、 失敗 共に 是れ 神の 聖意を 我に 傅 ふる.： 幅 音な り、 我 は 感謝して 兩 者に 接せん。 (八 ガ) 

友人の 定義 

故 今 井 槔太郞 おに 就て 思 ひ 起す 所 あり。 

英國の 某雜誌 て 賞 を 懸けて 友人の 定義 を 募る、 而 して 其 第覺等 賞に 當 りし は 左の ものな りと いふ、 

O00  0  0000000O00000-00000 

友人 は 世が 悉く 我を棄 去る 時 惟り 我に 來る 者な り 

と、 是れ 蓋し 人類に 由て 提供され し 最も 完全なる 友人の { 化義 なるべし、 かの 滔々 たる 今の * の 友人な 

る 者、 人の 批評 を 聞て は 疑 ひ、 新聞の 記事 を 兌て ははと 共に 棄去 る、 < ^輩 は 故 今 井 君に 於て 眞 個の 友 

人 を 兄し を 感謝す。 (八 =0 
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聖旨に 應 ふ祈禱 

全世界の 救 はれん こと を 祈るべし、 殊更ら に 我 國の救 はれん こと を 祈る ベから す。 

全 國の救 はれん こと を 祈るべし、 殊更ら に 我 地方の 救 はれん こと を 祈る ベから す。 

全地方の 救 はれん こと を 祈るべし、 殊更に 我 町 又は 我 村の 救 はれん こと を 祈る ベから す。 

我 町 又は 我 村の 敎 はれん こと を 祈るべし、 殊更ら に 我家 又は 自己の 救 はれん こと を 祈る ベから す。 

自己 を 以て 祈禱の 最終の 目的物と なすべし、 而 して キリストの 聖 3 口に 應ふ 祈禱を 神に 棒ぐべし。 CX 

勝利の 生涯 

世を遁 れんと する 勿れ、 に 勝つべし * 境遇の 改まらん こと を 祈る 莫れ、 心の 改まらん こと を 祈る 

べし、 苦痛の 去らん こと を 願 ふ 莫れ、 恩 惠の增 さん こと を 願ぶべし、 外に 富み 且つ 榮 えんと 欲する 莫 

れ、 衷に 喜び 且つ 樂む 者と なるべし。 (八月) 

俗人と 魚 

淸 水に 魚 棲ます と 云 ふ、 卽ち 俗人 棲ます と 云 ふ、 そ は 俗人 は 魚 なれば なり、 然れ ども 淸 水に 月 は 映 

： とさ 

するな り， 心の 淸き者 は 神 を 見る を 得るな り、 我等 は 魚と 俗人と に 棲まれん がた めに 殊更ら に 努めて 


心 を 濁す を 要せす、 否な、 益々 明かに 月 を 映 ぜんがた めに、 益々 瞭 かに 神 を 見ん がた めに、 我等の 心 

をして 益々 淸 からしむべき なり。 (八月) 

信者より 兒 たる 不信者 

不信者より 見て 信者の 如き 奇異なる 者 は あらざる ベ し、 然れ ども 信者より 見て 亦 不信者の 如き 奇異 

なる 者 は あらざる なり、 百年に 足らざる 生涯 を 存在の 全 期と 見做し、 金力 是れ 能力な りと 信じ、 位階 

動 章を實 質的 榮譽 なりと して 喜び、 聖書 を淺簿 なる 書な りと 嘲け り、 成功 は樂に 面白く 生涯 を 送る こ 

となりと 信す、 如何なる 現象 か 之に 優りて 奇異なる 者 あらん や、 我等 は 不信者の 生涯の 餘 りに 兒戲に 

類す る を 見て、 時に 或は 抱腹絶倒して 洪 笑を發 せざる を 得す。 (八月) 

小學 者と 小 商人 

大 學を卒 へて 少しく 智識 を 得 たれば とて 旣に 宗敎の 要な しと 云 ひ、 商業に 從 事し 少しく 財 を 作りた 

れ ばと て旣に 宗教 の 要な しと 云 ふ、 小なる. 頭腦は 些 少 の 智識 を以 て 之を充 たす を 得べ し、 小なる 慾 心 

は 些少の 財貨 を 以て 之 を 溢ら す を 得べ し、 小學 者と なり、 小 商人と なりたれば とて 神よりも 慧く、 神 

よりも 富めり と 信す、 誰か 云 ふ 希望 は靑 年に^ すと、 余輩 は ケの靑 年に 就て 失び H せる こと 今 H まで 幾 

囘 なる 乎 を 知らす。 (八 ガ) 
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宗敎 以上の 人 

lb れ宗敎 を 信ぜす、 然れ ども 宗敎の 庇護 者 を 以て 自 から 任す、 巳れ 傅 道に 從事 せす、 然れ ども 傳道 

の 獎勵者 を 以て 自 から 居る、 少額の 汚 財 を 宗敎に 寄附す るが 故に 自己 は宗敎 以上の 人な りと 信す、 今 

の 商人、 實業 家、 官吏、 博士の 類 は 概ね 是れ なり、 彼等 は 些少の 慈善 を 撒いて 神と 人と に對 する 自己 

の 責任より 免 かれんと 欲す、 使徒べ テ 口 財 奴シモ ンを 詰責て 闩く 

に t も C  :t  かち  あ-つ，？ -り 

汝の金 は汝と 偕に 亡びよ、 汝は 神の 賜 を 金に て 得ん と 意へ り、 汝、 この 事に 於て 分な く 又 與 な 

し、 そ は汝の 心神の 前に 正しから ざれば なり、 故に 汝、 この 惡を悔 改めて 神に 祈れ、 汝の 心の 念 

或 ひは赦 されん、 我れ 汝が膽 の 苦き に 居り 不義の 繋に 在る を 見る (使徒 行 傳八章 二十 1 二十 三 

節)。 (<"  ) 

汚 財に 注意せ よ 

我等主の8^,き福昔を宣傳ふるに方て キリ ス トを 知らざる 富者の 金 を 用 ふべ からざる なり、 恐く は 彼 

等 は 一 百 はん 「我が 金に 由て 傳道は 成功せ り」 と、 傳道は 金 を 斥けす 然れ ども 金 を 乞 はす、 我等 は傳道 

に 由て 主の 榮を顯 はすべ し、 之に 由て キリス トを 崇めざる 富者の 名を揚 ぐべ からざる なり。 

いとた か  ひとす， ち 

アブラム、 ソ ドムの 王に 言 ひける は 我れ 天地の 主なる 至高き 神 エホバ を 指して 言 ふ、 一本の 絲に 

て も鞋帶 にても すべて 汝の所 靄 は 我れ 取らざる べし、 恐く は汝 「我れ アブラム を 富ましめ たり」 


と 言 はん (創世記 十四 章廿ー 一、 廿三 節)。 

アブラハム は H ホバ のために 戰 ふに 方て ソ ドム の 王より 「 一 本の 絲 にても 鞋帶 にても」 取ら ざり き、 

我等 も 亦 彼に 傚 ふて 「金銀の 王」 なる 今の 富者なる 者より 一 錢の金 一 厘の 銀 をも受 くべ からざる なり、 

恐く は 彼等 首 はん 「我れ 基督 信者 を 富ましめ て 彼等 をして 此 地に 福音 を宣傳 へしめ たり」 と。 (八 00 

獨 逸人の 無 敎會歌 

左に 揭 ぐる は 獨逸 國愛國 詩人 ゥ，' ラントの 作の 一節な り、 善く 吾人の 意に 合へ る 者な り、 

Niclit  in  kfihcn  IVIal.morsteinen, 

Niels  m  Temf>eln  dumllf  imd  tct. 

In  (lell  irischeii  Eiclienhainen 

ン vebt  uiid  l.iluscllt  del-  tleutsclle  Gott. 

冷たき 大理石の 中に 於て 在らす 

苦む す 死せ る敎 堂に 於て 在らす . 

常に 新鮮なる 權の小 森の 中に 

獨 逸人の 祌は 在し H: つ 動き 給 ふ。 

然り、 我が 束 海の 島國を 護り 給 ふ 神 も、 俗人の 金 を 以て 造りた る 石 や 木の 食堂に 於て 在し 給 はす、 

常に 新鮮なる 榨ゃ 樅の 林に 於て、 叉 は 轟 立 天 を 突く 杉の 小 森の 中に 在し 且つ 動き 給 ふ、 我等 は 彼處に 
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行て 彼を拜 すべきたり。 (八月) 

我と キリスト 

キリストの 如く 成る にあら す、 キリストと 成る たり、 其 手と なり、 足と なる たり、 我 は 己に 死して 

キリス ト をして 我に 在りて 活かしむ るな り、 然 らば 我 は 欲せざる も キリス トの 如く 成らざる を 得す、 

我と キリストとの 關係 は道德 的に あらす、 生命 的な り、 キリスト は 我が 敎師 にあら す、 我が 救 中-なり、 

我が 生命な り、 叉 我が 復活な り。 (九月) 

死と 生と 

我れ キリス ト の 如く 成らん と 欲する 時に 我に 尙ほ 我が 生命？^ す、 我れ 我が 無能 を 認めて 己 を キリス 

トに 委ね 奉る 時に、 我 は 己に 死して キリストに 在りて 生く るな り、 我等 キリス 卜の 如く 成らん と 欲せ 

ば先づ キリス トの 如く 成らん と 欲する 我等の 愁念を 絶たざる ベから す、 先 づ道德 的に 死す るに あら ざ 

れば キリストに ありて 生く る 能 はす、 我等の 殺すべき 最後の 敵 は 聖徒たり クリスチャンた らんと 欲す 

る 我等の 道 德的慾 望なら ざるべ からす。 (九月〕 

我の 救 

キリストが 我が 救た るな り、 我 は 彼に 傚 ひて 救 はる k に 非す、 然り、 我 は 彼に 傚 ひ 得る 者に 非す、 


我 は 己を脫 して キリスト を盖 せられて 救 はる、 なり、 キリスト を 除いて 他に 救 あるな し、 我等 は實に 

キリストの K 體 となりて 救 はる、 なり、 我と キリストと 相對 して 在る ベから す、 我 は キリストと ー體 

と 成るべきな り、 キリスト 我に 在りて 生き、 我れ キリストに 在りて 生く るに 至らざる ベから す、 キリ 

ストと 我との 關係 は師と 弟との 關係 たるべ からす、 主と 從 との 關 係た るべ からす、 幹と 枝との 關 係た 

るべ し、 同 一 體に 於け る 首と 手足との 關係 たるべし。 (九月〕 

キリスト たれ 

我等 は 基督 信者た る を 以て 足る ベから す、 キリスト たる を 期すべし、 是れ i から 神た らんと 欲する 

の 意に あらす、 キリストに 同化され 其義を 以て 我が 義 となす の 謂な り、 英語の クリスチャン も獨 逸； 

の クリスト も 基督 信者と 譯 すべき 辭 にあら す、 クリスチャン は キリスト なり、 我等 は 彼が 身の 肢 なり、 

彼が 肉よ リ 出で、 彼が 骨よ リ 出た リ (以弗 所 書 五 章 三十 節〕、 クリスチャン は キリスト 以外の 者に あ 

らす、 二者の 同體を 解せ すして 基督 敎の眞 義を隨 る 能 はす。 (九月) 

キリスト に 在りて 

我 は 人の 罪 を 赦す能 はす、 然れ ども キリストに 在りて 容易に 此事を 爲すを 得るな り、 七 次 を 七十 倍 

する 宥恕 は是れ 我の 爲し 得る ことに 非す、 我れ キリストに 在りて 爲し 得る ことなり、 善 を 爲すは 難し、 

然れ ども キリストに 在りて 之 を 爲すは 易し、 我 は 我に カを予 ふる キリストに 在りて すべての 事 をな し 
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得るな リ (腓立比^$:叫章十：：；節)。 (九 ガ) 

天 國の建 設 

天^ は 今 之 を 身の 外に 求む る 能 はす、 然れ ども 之 を 心の 衷 に^つる を？ S べし、 キリストの 愛 を 以て 

^  ->v ふん, ん  にち どこ 

自由に 人の を赦 して、 我 は 我が 心より！ W 惡愤怨 の 苦き を 去り、 立ろ に 其虚に 平和の 天國を 建つ る を 

得るな り、 天國は 無限の 肴 恕の行 はる i 所な り、 キリストの 愛 を 以てして g§ の批に 在る 今日と 雖も我 

等 は 容易に 我等の 衷に： 大國を 建^し 得るな り。 (九 ガ) 

か へ りみ 

孤 n„ ^を 顧よ 

(『保育の 園』 に 序す) 

子 を 有つ 者 は 孤 3- を 顧よ、 そは彼も亦何時孤：：几を遗すに•^^.-るゃも知らざればなり、 他人の 孤 兒を顿 

る は 己の 子に 保 險を附 するな り、 孤兒を 顧る 者の 孤 兄 は頓ら るべ し、 を 子孫に 遣し 得すと 雖も、 惠 

を 他人の 兒に 施して、 我兒 のために^ を 積むべし、 我兒 のために 他人の 兒を 愛すべし、 然 らば 恩惠常 

に 我 兒に作 ふべ し。 

子 を 有たざる 者 は 孤兒を 顧よ、 而 して 親心の 溫 きを 知るべし、 子な き は 愛 ふるに 足らす、 子 を 愛す 

るの 心なき こと、 是れ鼓 も 愛 ふべき ことなり、 而 して 子 は 求めて 之 を 得る 能 はす、 然れ ども 子 を 愛す 

るの 心 は 容易に 之 を 得る を 得べ し、 親な きの 兒に 親の 愛 を 表し 見よ、 親子の 情 はたち どころ に 成立し 


て 子な きの 憂 は 消え 失する に 至るべし、 世に 孤兒 多き は兒 なき 人に 兒を 授けん がた めにあら す や、 愛 

は 心の ことなり、 血 を 分つ が 故に 愛 あるに あらす、 最も 淸 くして 最も 深き 愛 は 血肉の 關 係の 更らに 無 

き 所に 存す、 血肉の 子を設 くる 能 はす、 然 らば 愛 心の 子 を 設けよ、 孤兒を 愛して、 之 をして 汝 Q 眞子 

たらしめ よ。 

子 を 有つ 者 も 子 を 有たざる 者 も、 すべて 情と 能と を備 へたる 者 は 孤兒を 顧よ、 孤兒は 他人の 子に あ 

らす、 神の 子に して 亦 我 子な り、 我等 は頼邊 なき 可憐の 彼等 を 愛して、 此 無情の 社會を 化して、 恩愛 

の 家庭と なすべき なり。 (九 =0 

露國 と米國 

日本画に 二 大敵 國 あり、 其 第一 は露國 なり、 彼 は 其 併呑 主義 を 以て 外より 我等 を破壞 せんとす、 其 

第二 は米國 なり、 彼 は 其 物質主義 を 以て 衷 より 我等 を 腐蝕 せんとす、 我等の 軍人 は劍を 以て 第一 の 敵 

を擊 退せ り、 我等の 宗敎家 は 信仰 を 以て 第二の 敵 を排攘 せざる ベから す。 (九 Ho 

美術と 宗 敎 

宗敎 の深淺 は其產 する 美術の 大小. に 由て 知る を 得べ し、 深き 宗敎 は大 なる 美術 を產 す、 淺き 宗敎は 

美術 を 出さす、 美術な き國民 は宗敎 なき 國民 なり。 

米國に 美術と 稱 すべき 美術な きを 見よ、 而 して 其 宗敎の 取る に 足らざる 者なる を 知れよ、 誰か 米國 
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人より 綺畫、 彫刻、 音樂の 術を學 ばんと 欲する 者 あらん や、 而 かも 我等 日本人 は 今日まで 我等の 宗敎 

を 主として 此 美術な き米國 人より 學 びたり、 我等の 信ぜし 基督教が 淺薄 にして 現世 的なる は 敢て怪 む 

に 足らざる なり。 (九月〕 

ピ ュ. I リ タンの ゾ化 滅 

余 楚はピ ュ ー リタ ンを 尊敬す、 彼 は 實にプ B テス タント 敎の 精華な りき、 彼れ ありし が 故に 地球の 

表面の 一 變せ しこと は 余輩の 充分に 認 むる 所な り。 

然れ ども 悲哉、 ピ ュ ー リタ ンは 今や 米國 より 共 跡 を 絶ちつ & あり、 其 本據の 地たり し 新英洲 すら 今 

ゃピュ ー リ タンの 所有に 非す、 ピュ ー リタ ンは 今や 米國の 主人公に 非す、 其 政" 时 も議會 も、 然 かり、 

多くの場合に 於て は其學 校も敎 會もピ ュ，' リ タン 以外の 者の 支配す る 所と なれり、 我等が 米 國を迎 へ 

しはピ ュ ー リ タン の 米 國を迎 へしな り、 然るに 今や ピ ュ ー リ タン はなき に 等しき 者と なりて 米 國は我 

等に 取りて 精神的に 全く 要な き 者と なれり、 我等 は 我等の 師 たりし ピ ュ ー リ タンと 共に 米國 今日の 墮 

落 を 歎く 者な り。 (九 U0 

內 外の 自由 

外の 自由 は 之 を 求めん と 欲する 勿れ、 內の 自由 を 求めん と 欲せよ、 肉 は 縛らる &も 可な り、 靈 にし 

て 神の 宿る 所と なれば 足る、 神は必 しも 其 愛子に 外の 自由 を 與へ給 はす、 然れ ども 內に 罪の 羈雜を 解 


て、 彼 をして 鏈に繁 がれながら 歡 喜に 溢れて 神 を 讚美せ しめ 給 ふ。 使徒 行傳 十六 章廿 四、 廿 五節。 (九 

月〕 

今の 批評 

褒るは 正義の 故に あらす、 恩義の 故な り、 る は 罪惡の 故に あらす、 怨恨の 故な り、 今の 批評なる 

もの は 私 恩 私怨の 發表 なり、 世 が 之に 些少の 信 を も 置かざる は 敢て怪 むに 足らざる なり。 (九月〕 

S 将敎と キリ ス ト 

主義に 非す、 性格な り、 敎理に 非す、 生命な り、 基督 敎に 非す、 キリスト なり、 主義 は 如何に 高き 

も 敎理は 如何に 深き も 観 文に して 束縛な り、 我等 は 直に 活ける キリストに 到り 其 生命 を 受けて 眞の自 

由に 入る ベ きなり。 (十月，) 

福 音 書と 書翰 

福音書 は 救 主の 言行 を傳 へし 者な り、 書翰 は 救 はれた る 者の 信仰 を陳 べし 者な り、 救濟の 一事 を 神 

より 見て 福音書 あり、 人より 見て 書翰 あり、 唯 見地 を 異にする のみ、 實體を 異にする にあら す、 二者 

の 相違 を 說く者 は キリストに 現 はれた る 救 濟の事 實を見 留めざる 者な り。 (十月〕 
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科學 と刺學 

今や St 擧は唯 心說に 還りつ- - あるに、 神 學は唯 物說に 傾きつ、 あり、 科 學者は 天然 を 奇蹟 視 しつ、 

あるに 神 舉者は 成るべく 丈け 奇廣の 承認 を 避けつ & あり、 それ 後の 者 は 先に、 先の 者 は 後に 爲る べし 

(1^ 加傳 十三 章 三十 節)、 信仰の 見地より 看る も 今や 神 學者は 遠く 科學 者に 及ばざる なり。 (十お し 

我が 基督 敎 

我が 基督 敎は 是れ なり、 神 我が 衷に 働ら き 給 ふと、 我れ 義 しきに あらす、 我れ 聖き にあら す、 我れ 

il.f_\Q るに あらす、 神 は 其 正義 を 以て、 其 聖潔を 以て、 其 能力 を 以て 我が 衷に 働ら き 給 ふ、 强き 神が 

Jig き 我に 顯 はれ 給 ひし もの、 是れ 我が 基督 敎 なり、 我 は是れ 以外に 我が 基督 敎 ある を 知らす。 (十月) 

^りなき 窓み 

詩篇 第 Kn 七篇 

歡喜を 以て 主 を 讚美せ よ、 そ は 彼の 惠 みに 限りなければ なリ、 萬 事 を 彼に 任 かし 奉れよ、 そ は 彼の 

惠 みに 限りなければ なリ、 彼 は 我等の すべての 敵 を 服へ 給へ り、 彼の 惠 みに 限りなければ なり、 彼 は 

我等に 多くの 善き 友 を與へ 給へ り、 彼の 惠 みに 限りな けれ はなり、 彼に 由り て 我等の 生涯 は 勝利の 生 

涯 なりし、 彼の 惠 みに 限りな けれ はな リ、 我等 は 終に 安然に 眠る を 得ん、 彼の 惠 みに 限りな けれ はな.. 


り、 我等 は覺 めて 主の 聖國に 永遠の 春を樂 しむ を 得ん、 彼の 惠 みに 限りな けれ はな リ、 彼の 惠 みに 限 

りなき が 故が、 我が 世に 在らん 限り は、 叉 世 を 去りて 後 も、 其 恩 惠と憐 偶と は 我に 添ひ來 らん。 (十 H0 

じ せい  y やう せん 

自省と 仰瞻 

我 は 日々 に 自己 を 省みす、 我 は 日々 に 我が 主 を 仰ぎ奉る、 我 は 我が 衷に 何の 善き 事 をも發 見す る 能 

はす、 我が 善 はすべ て キリストと 偕に 神の 中に 藏れ 在るな リ (哥羅 西 書 三 章 三 節)、 我の 汚れた る は 

悲しむ に 足らす、 神 は其聖 きを 以て 我 を 聖め給 ふ、 我の 愚かなる は 歎く に 足らす、 神 は其慧 きを 以て 

我を慧 くし 給 ふ、 我 は 己に 省みて 降り、 神 を 仰ぎ 瞻て 昇る、 恰 かも 日光の 我 を 天 に 向けて 引附 くるが 

如し、 我れ 我が 主 を 仰ぎ 瞻て、 我が 信仰の 翼 は 張りて、 我が身 は 地 を 離れて、 主の 寶 庫に 向て 昇る が 

如くに 感す。 (十月) 

il 一一。 仰の 道 

信仰の 道 は 易い 哉、 唯 任し 奉れば 足る、 然れば 光明 我に 臨り、 能が 我に 加 はり、 汚穢 我 を 去り、 聖 

靈 我に 宿る、 信仰 は 完全に 達する の捷路 なり、 智識の 徑を迎 るが 如くなら す、 修養の 山を攀 るが 如く 

ならす、 信仰 は 鷲の 如くに 翼 を 張りて 直に 神の 懐に 達す、 舉は 幽暗 を 照らす ための 燈 なり、 德は 暗夜 

に 道 を 探ぐ るた めの 杖な り、 然れ ども 信仰 は義の 太陽な り、 我等 は その 照らす 所と なりて 恩惠の 大道 

を 潤 歩し、 心に 神 を 讚美しながら 我等の 旅行 を 終り 得るな り。 (十月〕 
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基督 者た るの 資格 

我の 過失 を 擧げて 我の 惡人 たる を tr とする 者 あり、 然れ ども 其 事た る縱 しか 来い ヽ事實 なりと する 

も我が^f^^:^^たる上に於ては何のi§ぁるなし、 最も 善き 基督 者の 一人 は 基督の 側に 十字架に 釘 けら 

i:- し 盗賊の 一 人な りし、 

彼，^ ィ H スに 口 ひける は、 汝、 ；&， 國 にに 來 らん 時 我 を 憶 ひ 給へ、 ィヱス 答へ ける は 誠に 我れ 汝に吿 

げん、 今日 汝 我と 偕に 樂 園に 在るべし (路加 傳廿三 章 四十 二、 四十 三 節 )0 

若し 彼れ 盗賊に して 樂 園に 在り 得べ しとなら ば、 我 も 亦 其處に 到り 得ざる の理 あらん や、 我は惡 人な 

れば とて 基督 者た るの 資格 を 失 はざる なり。 (十月) 

眞 の 苦痛 

苦痛 は 苦痛で ある、 肉の 苦痛で あるの みならす 亦靈の 苦痛で ある、 肉の 苦痛であって 靈の 苦痛で な 

いもの は 苦痛であって、 實は 苦痛で はない、 爾 うして 若し 世 を 救 ふが 爲 めに 苦痛：^, 必要で あると なら 

f, 是れ單 に 肉の 苦痛に 止るべき ではない、 神に 棄 てられし の感、 キリストより 絶れ しの 念、 是れ亦 

時には 我等の 交くべき 苦痛で ある、 救世の 事業 は歡 喜と 讚美とば かりで はない、 時には 閱黑の 裡に彷 

徨 する ことで ある、 血の 淚を 流す ことで ある、 神 を 疑 ひ、 然り、 彼 を 恨み 奉る ことで ある、 爾 うして 

自己 は 死に i されながら 世に 生命 を 供す る ことで ある。 (十月) 


秋の 感 

冬に 就て m 心 はす、 泰に 就て 思 ふ、 夜に 就て 思 はす、 朝に 就て 思 ふ、 死に 就て 思 はす、 生に 就て 思 ふ、 

墓に 就て 思 はす、 復活に 就て 思 ふ、 我等の 崇 むる 神 は 死せ る 者の 神に 非す、 活ける 者の 神な り、 光の 

子なる 我等 は 死と 暗と に堪 ふる 能 はざる なり。 (十 一 月) 

無私の 祈 禱 

自己に 恩惠の 下らん こと を 祈る ベから す、 神の 榮 光の 顯は れんこと を 祈るべし、 自己 を 以て 祈禱の 

題目と なすべ からす、 神の ために 神に 祈るべし、 聖意を 成らせ 給へ、 聖國を 臨ら せ 給へ と、 而 して 無 

私の 心に 臨む 神より 出て 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 を受 くべ し。 (十一月〕 

必要物の 供給 

我等に 必要の もの は 必す與 へらるべし、 然 かも 前以て 與 へられす、 必要の 時に 與 へらるべし、 故に 

我等 は 要な き 物 を 要な き 時に 祈 求めて 主たる 我等の 神 を 試む ベから す (馬 太傳 四 章 七 節)、 神 は最と 

近き 助な リ (詩 四十 六篇 一 節)、 我等 は 一 呼して 北ハ 援助に 與 かる を 得べ し、 父の 物 を 己れ に！^ ふるに 

あら ざれば 不安 を 懐く が 如き は 子た る 者の 道に あらす。 (十 一月) 
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損失の 利益 

き 於て 足る は 誓 於て 滿 つるの 寶 あらす、 靈の 健全 は 肉の i を 以て 維持 せらる、 肉に 於 て飽 

かば 靈こ 於て 死すべし、 故に 愁望は 充分に 達せられざる を宜 とす、 天 國の門 は 地上の 失望に 由て 開 力 

る、 肉 こ 於て 失 ふだけ、 夫れ だけ 靈に 於て 得る 所 あり、 我等 は 勿論 强 ひて 損失 を 求む ベ 力ら す 然れ 

ども 常に 損失の 利益なる を 知って、 足らざる の 故 を 以て 感謝 滿 足すべき なり。 (提摩 太 前書 六 章 六 節)。 

(十一月) 

四 大使 徒の 信仰 

の 信仰 は 律法の 信仰な りし、 ¥ 仏の 信仰 は 訓練の 信仰な りし、 保羅の 信仰 は 信仰の 信仰な りし、 

而 して^ 仏の 信仰 は 愛の 信仰な りし、 w 大使 徒 は 基督 敎の 四大 主義 を 代表せ り、 而 して 余輩 は 特に.^ 

徒 約 翰の 主義 を擇ぶ 者な り。 (十 一 月) 

新敎會 の顯出 

敎會の 上に 敎會 あり、 羅馬 天主 敎會の 上に ル 1 アル、 カル ビン、 々Jq^7!-?¥f,tfTt^- 

敎派 敎會の 上に 無敎會 なかる ベから す、 i 一 敎會は 愛の 法则の 外に 何等の 法則 を も 認めざる 敎會 なり 

而 して 斯 かる 敎會が 最善 最 美の 敎會 なる は 言を俟 たやして 明かな り、 i ① marching  on  (神 は 進 


みつ、 あり)、 我は此 新世紀と 新興 國 とに 於て 詩人と 預言者と が 理想せ し 新 敎會の 顯出を 努めざる ベ 

からす。 (十  一 no 

我が 義ィ ュ ス キリスト 

キリスト は 我が すべてな り、 我が 義 なり、 命な り、 救な り、 我が 洗禮 なり、 聖餐な り、 敎會 なり、 

夫れ 我等の 逾越、 卽ち キリスト は旣に 宰られ 給へ り (哥林 多 前書 五 章 七 節)、 我 は キリスト 以外に 何 

の 儀式 を も 制度 を も 求めす、 靈に 因りて 始まりし 我 は 肉に 因りて 完 うせられん とせす、 我れ 今 若し 何 

等 かの 律法 叉 は敎則 又は 儀 文に 因て 完 うせられん とせば 我 は キリストの 屬 にあらざる なり、 我 は 神の 

恩惠を 空しく せす、 故にす ベての 律法に 死して 我が 義 なる ィ H ス キリス トに 在りて 生きん と 欲す 。(十 

進 步の子 たれよ 

進歩の 子 たれよ、 保守の 子た る 勿れ、 ァ ブラ ハ ムが カル、 デャの 地 を 去りし が 如く、 腐敗の 巢 窟は斷 

然之を 去れ、 預言者が 時の 制度 を 排斥せ しが 如く、 陳腐の 制度 は 之 を 排斥す るに 躊路 する 勿れ、 キリ 

ストが 祭司、 舉者. パリ サイの 人 以上の 義を 求め 給 ひし 如く、 法王、 監督、 宜敎師 以上の 義を 求めよ、 

バウ B がべ テ II を 面前に 詰し めし 如く、 自由の 福 昔 を 維持 せんが 爲には 高 愤碩舉 にも 服 はざる の覺悟 

を 懐けよ、 進歩の 子 たれよ， 而 して アブラハム、 預言者、 キリスト、 パゥ & 等と 階級 を 同う する 者と 
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所 0.-0 

なれよ。 (十 一 月) 

永久の 小 

我 は i まらん とせす、 仲 びんと す、 我 は 永久に 小兒 たらん と 欲す、 我 は 祭司た らんと せす、 預言者 

たらん とす、 神舉 者た らんと せす、 詩人た らんと す、 政治家た らんと せす、 革命 者た らんと す、 我 は 

永久に 自由の 小兒 として 神の 宇宙に 存在 せんと 欲す。 (十  一 no 

文士と 神學者 

道 は 之 を 神 寧 者に 擧ぶも 可な り、 然れ ども 其 傳播の 方法 は 之 を 文士に 舉ぶ べし、 ブラウ-一 ング、 力 

ライル、 ホ ヰット マン 等に 學ぶ べし、 彼等 は 堅き 心と 一本の 筆の 外に 何の 頼る 所 あら ざり し、 而か 

も眞理 を廣く 世界に 傳 へて 萬 人の 心に 歡喜を 供せ り、 近世に 於け る 昔時の 預雷 者の 繼承者 は 敎會の 勢 

力 を 後循に 取りて 高 壇より 叫ぶ 說敎 者に あらす、 神と 自己と より 外に 頼む 所な き獨 立の 文士な り (う 

月) 

宣敎師 の大軍 

最近の 報告書に 從 へば 現今 我國に 滞留 傳敎 する 外國宣 敎師は 其總數 男女 を 合せて 千 百 三十 三人な り 

と 云 ふ、 大 軍と 稱 すべし、 宜べ なり、 夏期に 至り、 彼等が 淸 涼なる 山上に 下界の 暑 を 避く る 頃 は、 日 


光輕 井澤に 宣敎師 市の 顯出を 見る に 至る は、 然るに 余輩 斯道 を 信す る玆に 三十 年、 宣敎師 と 交際 を 結 

ぶ 二三 人に 過ぎす、 亦 廣く此 地に 傳 道して 彼等に 由て 道 を 信ぜし 者に 遭遇す る こと 甚だ 稀れ なり、 彼 

等 は 余輩の 知らざる 處に大 なる 事業 を爲 しつ \ あらん、 然れ ども、 彼等に 由ら すして 福 昔の 駸々 とし 

て 進む を 見て、 余輩 は 彼等が 斯 かる 大軍を なして 此 地に 留まる 其 實際的 理由 を 知る に 苦む。 (十 ーガ ) 

大 詩人に 聽け 

說敎 集と 宗敎 書類と をのみ 讀む 勿れ、 時に 大 詩人の 詩集 を 旙 きて 大に 自由と 獨 立の 精神 を 養 ふべ し、 

宗敎は 人 を 因循、 姑息、 怯懦に なし 易し、 舊 習に 拘泥 ましめ、 古例に 盲從 せしめ 易し、 神が 時々 大詩 

人 を 世に 送り 給 ふ は 古き H ジ ブトの 束縛 を 慕 ふ 奴 隸の民 を覺醒 せん ためなり、 米 國宜敎 師に聽 く 勿れ、 

米 國人ヮ ル ト • ホヰッ ト マ ン に.？^ を倾 けよ、 彼に 傚て 

^B-^c^rf  .witllout  check,  witli  original  energy 

元始の 精力 を 以て 碍 げらる \ ことなく 天眞 有の 儘 

を 語れよ、 彼 は 又 言へ り 

Tlie  immortal  poets  CI  Asia  and  .Eurcl〕e  have  dene  their  wcl.lc  ana  passed  to  other  sphel.es, 

A  .vvol.lc  reinains,  tlie  worlc  oi  surpassing-  all  they  liave  done. 

亜 細 H:=i と歐羅 巴の 不朽の 詩人 は 旣に其 業 を 終て 他界に 去れり、 

今や 一 事業の 存 する あり、 彼等の 爲せ しに 優 さる 事業 を爲す こと 是れ なり、 
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然り、 亞細亞 と 言 ふ 勿れ、 歐羅 巴と 言 ふ 勿れ、 亦 亜米利加と Iw ふべ し、 詩人と 言 ふ おれ、 亦宗影 li, ぶと 

言 ふべ し、 我等 は 詩人の 敎 訓に從 ひ、 ス ボル ジ オン、 ビ ー チヤ ー、 ム ー デ ー 等が 爲すを 得 ざり し 事業 

を此 地に 於て 爲 すべ きなり。 (十  一 

恩惠 の代惯 

は 無代：？ 4 に 恩 鹿 を 人に 下し 給 ふ、 然れ ども 人 は 代 似を拂 はすして 共 恩惠を 己が 有と なす 能 はす、 

多く 拂ふ者 は 多く を 得、 少く拂 ふ 者 は 少くを 得、 富者 其 所有の 萬 分の 一 を 捧げて 恩 惠の萬 分の 一 を 得" 

貧婦其 有て るすべ て を 抛ちて 恩惠 のす ベて を 得たり (路加 傅廿 一章  一、 二 節)、 是れ 神の 吝ま S なる が 

故に あ らす、 宇宙 の 法則 なれば 也、 福 昔 を 恥と する 者 は 終生； 1 昔を环 にす る も 福 昔 の 恩惠 に 與か る 能 

はす、 福音の ために 命を捐 つる 者に して 始めて 幅苷の 恩^ をす ベて 享有す る を 得べ し、 神 はまこと に 

慢 るべき 者に 非ず (加 拉太書 六 章 七 節)、 多く 拂ふ者 は 多く 得、 少く拂 ふ 者 は少く 得、 我等 は 神を怨 

むべ からす、 已を资 むべ し、 己が 得ん と 欲せ ざり しが 故に 得る 能 は ざり しを認 むべ し。 (十一月) 

^督 信徒の 放 

^將 さに 暮れん とす、 然れ ども、 我等に _ 成暮 あるな し、 乂歳始 あるな し、 我等に 唯 永久の 春 あるの 

み、 イエスキリスト は 昨日 も 今日 も 一水 遠まで も變ら ざる 也 (X 布 们來蒈 十三 章 八 節)、 彼に ありて 生く 

る 我等 は歲 と共に 老 ひす、 又 歳と 共に 變ら ざる 也。 (十二お) 


聖  Is^  倉 

花鳥 叢林 を 去りて 佳節 到り、 歡喜 心に 絕 へて 希望 生まる、 べッレ ヘムの 夕、 寒月 テコアの 丘陵 を 照 

らす 頃、 キリスト は ュダの 山地に 生れ 給へ り、 ^に墮 落の 聲高 くして、 人 皆な 寂 塞 を感 する 今日、 キ 

リ ス トは 再び 我等の 中に 生れ 給 は ざらん 乎。 (十二月〕 

村里の 祝 福 

口 1 'マの 帝都に 於て あらす、 H ルサ レムの 聖 都に 於て あらす、 べッレ ヘムの 僻邑に 於て 人類の 救 主 

は 生れ 給へ り、 美服 を 着た る 者 は 王宮に 在り (馬 太傳十 一 章 八 節)、 然れ ども 人 を 救 ふ 者 は 僻陬より 

出づ、 神 は 其の 獨子 をべ ッレ ヘムに 下し 給 ひて、 村里 を 祝し 給 ふと 同時に 都 會を詛 ひ 給へ り。 (十二月〕 

眞 正の 傳道  . 

傳道は I 一口 語の 傳達 にあら す、 精神の 倾注 なり、 自己 を虛 うして 他人 を充 たす ことなり、 偉 道に 勝 さ 

る 辛 勞の業 あるな し、 傳道 はまこと に 犧牲の 業な り、 人の 靈魂 のために 身を盡 くす ことなり (哥林 多 

後書 十二 章 十五 節)、 民の 罪の ために 自己 を獻 ぐる ことなり (希 伯 來書七 章廿七 節)、 傳道は 特に キ 

リストの 業な りし、 而 して 彼の 如く 罪 祭の 供物と ならん と 欲する 者の み、 能く 傳 道の ェを爲 す を 得べ 

し (提摩 太 後書 四 章 五、 六 節 〕。 (十二月) 
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疲勞 と歡喜 

我れ 疲れて 他人 休み、 我れ 擎れて 他人 癒さる、 キリスト は 我がた めに 斯く爲 し 給へ り、 我 も 亦 他人 

のために 斯く爲 さ ^ るべ からす、 是 れ名眷 なり、 快樂 なり、 我れ 我が 卞： を 想 ひやり て、 我れ に fc ひ 難 

きの 歡喜 あり。 (十二月) 

幸福なる 傳逍者 

我れ 福音 を唱 へ、 基皙に 於け る 我が 姉妹 某 之 を 受けて W たび 之 を 某 艦の 下士^に 傳ふ、 而て 彼れ 其 

愛に 勵 まされて 蔚山 沖の 海戰に 溺れん とする 露 兵 三十 餘名を 救へ りと 聞く、 依て 知る 幅 音宣傳 は大な 

る 慈善事業 なること を、 我は播 かす 义 らす 唯一 一一 一口 を述 ぶる のみ、 而 かも 我が IK は 海中に 同胞 を 救 ふの 

動機と なれり と 云 ふ、 幸 幅なる は 活ける 神の 福音 を宣 ぶる 傅 道 者な り。 (十二月〕 

電 氣と 電線 

我 は 幅 昔に あらす、 幅 音の 俾 達者な り、 電^！-にぁらす、 電線な り、 而 かも 金 線 又は 銀 線に あらす、 

賤 しき 銅線な り、 福音 は贵む べし、 我は贵 むべ からす、 我を崇 むる 者 は 電氣に 勝 さりて 電線 を 貴む の 

愚 を舉ぶ 者な り。 (十二月.^ 


日本人の 宗敎心 

我等の 友はゥ H スレ ー なる よりも 寧ろ 法然 なり、 ム ー デ ー なる よりも 寧ろ 親鸞な り、 宗敎の 同じき 

は 信念の 傾向の 同じき に 如かす、 我等が ィ H スを 仰ぎ奉る 心 は法然 親鸞が 彌陀佛 に依賴 みし 心に 似て、 

英米の 基督 信徒が キリ ス トを 信す るの 心に 類せ す、 我等 は 勿論 ィ ェ スを 去て 釋迦に 就かん と 欲する 者 

に 非す、 然れ ども 神が 我等 日本人に 賜 ひし 特殊の 宗敎心 を 以て 我等の 屮： ィ ヱス キリス トを 崇め 奉らん 

と 欲す。 (十二月) 

名實の 差別 

余輩 は 名に 就て 爭 はす、 實に 就て 爭ふ、 「佛 陀」 なりと て 斥けす、 「基督」 なりと て迎 へす、 余輩 

は 萬 物の 中に 充満す る 愛の 心 を 遵奉す、 神 は 愛な リ、 愛な き 者 は 神 を識ら ず、 余輩 も 亦 聊か 愛の 何た 

る を 知る、 故に 愛の 在る 所に 余輩の 神 を 認め、 其 名の 異同の 故 を 以て 取捨 向背 を 決せざる なり 。(十二 

月) 

神の 不偏 

敎會の 中に 在る 者必 しも 神 を識ら す、 敎會の 外に ある 者必 しも 神 を非認 ます、 神 を 識る者 は 敎會の 

中に 在り、 又 其 外に あり、 神の 敎會は 全 宇宙な り、 

ぬ  一二 卞兀キ  11ー匿 


ぺ テ c  口 を 啓きて 曰 ひける は、 我れ まことに 神 は 偏らざる 者に して 何れの 國民 にても JS. を 敬ひ義 

を 行 ふ 者 は 其 聖旨に 適 ふ 者な りと 云 ふこと を 悟る (使徒 行傳 十章卅 四、 卅 五節) 

と、 余輩 も 亦 時に 意外の 所に 神の 忠實 なる 婢僕 ある を 見て、 同じ 驚愕の 曾 を發 せざる を 得す。 (十二月〕 

進まん のみ 

進まん のみ、 進まん のみ、 褒めら る、 も 褒められ ざるが 如くに 進まん のみ、 &ら る. -も 幾ら ざる 

ひとす ぢ  めあて 

が. くに 進まん のみ、 唯一 筋に 神 を 目的に 進まん のみ、 人 は 無き 者と ふて 進まん のみ 。(十二月〕 


明治 四十 年 二 九 〇 七 年) 

同一 の 福 音 

年 は 改まれり、 然れ ども 我が 福音 は 改まらざる なり、 我が 福 昔 は 十字架の 福 昔な り、 罪の 噴 ひの 福 

昔な り、 肉體 復活の 幅 昔な り、 我 は 今年 も 明年 も 明後年 も、 然り、 我が 世に 在らん 限り、 同じ 此 福音 

を唱 へんと 欲す C  ( 一  月〕 


我が 信仰の 途 

キリスト は 我を義 とする 者に あらす、 我が 義 なり、 我が 義な るが 故に 竟に 我を義 とする 者な り、 キ 

リスト は 我 を 救 ふ 者に あらす、 我が 救な り、 我が 救 ひなる が 故に 竟に我 を 救 ふ 者な り、 キリスト は 我 

に 代りて 我が 爲 すべき 事 を 悉く 爲し 給へ り、 我 は 信仰 を 以て 彼 を 我が 有と なせば 足る、 信仰の 途は是 

なり、 完全に 達する 途 は是れ なり、 是れ 以外に 我に 安心立命の 途 あるな し。 r  一  H0 

幸 福 なる 生涯 

神の 命 維れ 從ひ、 神に 導かれ、 神に 養 はる、 我に 計畫 あるな し、 循 て責仵 あるな し、 餓死の 恐怖 あ 

るな し、 詔 媚阿從 の 要 あるな し、 日々 に 倒き、 日々 に 喜び、 日 々 に遠大の希^1!*|を懊く、 斯くて 存在 は 

感謝の 連 緩たり、 人生に して 若し 斯 かる 者な らんに は 我 は 七 度び 此 世に 送らる i も憾 ます。 (一月) 

助けの 石 

ヱホ バ是れ まで 我 を 助け 給 ヘリ、 我が 今日 ある を 得し は H ホバに 由り てな り、 我 は エホバ を棄 去ら 

ん とせり、 然れど 彼 は 我 を 去らし め 給 は ざり し、 我は此 世の 者と ならん とせり、 然れど H ホバは 我が 

希望 を 挫き 給 ひて 强 ひて 我 を 彼の 聖國に 索つ け 給へ り、 H ホバは 其笞、 其 杖 を 以て 我 を 導き、 我 を 今 

a 綠の 野に 臥させ、 休憩の 水 邊に伴 ひ 給へ り、 我が 過去 は險 しかりき、 然 れど峻 しかりし は 我がた め 
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に かりき、 我 も 亦 鞭 たれて 癒されたり、 愚かなる 羊の 如くに 杖 もて 主の 牧場に 追 込まれたり、 我 も 

亦 新年の 首途に 於て サム H ル の 如くに 一 つの 石 を 立て、 之 を ェ ベネ ゼル (助けの 石) と稱 ばんかな。 

撒 母 耳 前書 七 章 十二 節。 (一月) 

初 夢 

恩惠の 露、 富士山 頂に 降り、 滴りて 其 麓を霑 し、 溢れて 東西の 二流と なり、 其 西なる 者 は 海 を 渡り、 

長 白山 を 洗 ひ、 覚籥山 を 浸し、 天 山、 ヒ マラ ャの 麓に 灌漑ぎ、 ュダの 荒野に 到りて 盡 きぬ、 其 東なる 

者 は 大洋 を横斷 し、 n ツキ ー の 麓に 金 像 崇拜の 火を滅 し、 ミシ シピ、 ハドソンの 岸に 神の 聚殿を 潔め、 

大西洋の 水に 合して 消えぬ、 アルプスの 嶺は之 を 見て 曙の 星と 共に 聲を 放ちて 謠ひ、 サハラの 沙漠 は 

喜びて 蕃 紅の 花の 如くに ゆ、 き、 斯くて 水の 大洋 を 覆 ふが 如く  H ホバを 知る の 智識 全地に 充ち、 此 世の 

王國は 化して キリストの 王國 となれ り、 我れ 睡眠より 覺め獨 り 大聲に 呼 はりて 曰く、 ァ ー メン、 然か 

あれ、 聖旨の； 犬に 成る 如く 地に も 成らせ 給へ と。 (一月) 

福 音の 進步 

摘 太國に 芽を萌 せし キリストの 福 昔 は 猶太 國の 滅亡と 共に 亡びす、 羅 馬に 生長して 羅 馬の 衰亡と 共 

に褰 へす、 米 園に 繁茂して 米 國の镇 落と 共に 墮 ちす、 今此 日本に 移植 せられて 新たに 其發 展を續 けん 

とす、 是れ 日本 國が 他の 諸國に 優れて 善 且つ 良なる が 故に あらす、 その 神の 田園に 招れ しゃ 遲 くして、 


他人の 勞 したる 果を 受け たれば 也、 吾人 は 謙遜 以て 吾人の 任 を 全うし、 吾人が 受けし 賜物 を 完全に 更 

らに 近き 者と なして、 之 を 吾人の 後進 者に 讓 るべき なり。 (一 》o 

敎會 建設の 難易 

敎< ^を 作る こと 何ぞ 易き、 敎會を 作る こと 何ぞ 難き、 木と 煉瓦との 敎會を 作る こと 何ぞ 易き、 人と 

靈 魂との 敎會を 作る こと 何ぞ 難き、 余輩 無資の 者、 前者 は 能く 之 を 作り 得ざる べし、 然れ ども 神の 聖 

靈の 援助 を 得て、 小な りと 雖も 後者の 一 を 作らん と 欲す。 (一 no 

天 國の自 設 

尺に 愛せら れんと 欲する 莫れ、 唯 愛せよ、 嫌 はる、 も 愛せよ、 憎まる k も 愛せよ、 十字架の 上より 

も 愛せよ、 愛する は 愛せら る、 よりも 幸福な り、 我等 は 愛せら れんと 欲する も 愛せられす、 然れ ども 

愛する は 我等の 自由な り、 我等 は 進んで すべての 人 を 愛し、 自 から 已 のために 天國を 作るべき なり。 

(一お」 

單 獨の歡 喜 

獨り 足りて 獨り 喜び、 獨り 喜びて 到る 處に歡 喜の 香 を 放つ、 星の 如く、 花の 如く、 識認を 要せす、 

獎勵を 要せす、 獨り 輝い て 獨り香 はし、 詩人 ホ イット マン CI  く 
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我 は 我が 有る 儘に^ 在す、 夫れ にて 足る、 

若し 世に 3： 人の 我を認 むるな きも 我は滿 足して 獨り 座す、 

若し 衆人と 各人と が 我を認 むる とも 我は滿 足して 獨り 座す、 

と、 而 して キリス トに 在りて 我 も 亦斯く 有り得る を 感謝す。 (一 月) 

世界最大の 傷敎國 

ん：' や 世界に 取 大の舊 敎國は 北米 合衆國 なり、 舊敎の 精神 は 行に あり、 米國の 精神 は 事業に あり、 而し 

て 事業 は 行の 別名た るの み、 而 して 事業 を崇拜 する 米 國人は 名 は新敎 徒た る も實は 極端の 舊敎 徒たり. 

余輩 はル ー テルが 羅馬 天主 敎に叛 きし 心 を 以て 米國 人の 宗敎 に反對 する 者な り。 (一力) 

第二の 宗敎 改革 

第二の 宗敎 改革 は 第一 の宗敎 改革に 同じ、 卽ち 行に 對 する 信仰の 勃興な り、 第一 の 場合に 於て は 行 

は 伊太利 國に 由て 代表され たり、 第二の 場合に 於て は 米國に 由て 代表 さる、 第一 の 場合に 於て は 改革 

の 任は獨 逸に 下れり、 第二の 場合に 於て は その 我 日本に,^ ねられん こと を 希 ふ、 我等 は 手に バウ 0 の 

書翰 を 握る に 非す や、 我等 は 之 を 以て 弱き 賤き 事業の 小學を 打破すべき なり。 加 拉太書 ^ 章 九 節。 (一 
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福 音の 性質 

福音 は II 人 のた めの ； i 昔な り、 弱者の ための 幅 昔な り、 故に 我に 福音 を 語り 得 ざ るの 時 ある ベ か ら 

す、 叉 世に； i 音 を 信じ 得ざる の 人 あるべ からす、 我れ 難 を 犯し たれば とて 福 昔 を 語る の 资格を 失 はす、 

弱き は 却て 福 昔 を 信す るに 益 あり、 福 昔 は 人生の 絶 下に 擴 げられ し 神の 救助網な り、 罪と 荏 弱と を自 

覺 する^に して 其 救助に 漏る、 者 あるべ からす。 (二月) 

一 人となりて 立つ の覺悟 

我等 キリストの 僕と なりて 一人と なりて， に 立つ の 決心な かるべ からす、 ^は 我等の 主を棄 たり、 

亦 共 僕た る 我等 をも棄 つべ し、 此 世の 政" 肘と 社 會と敎 會と似 人と は 我等の 主を棄 しが 如く 亦 我等 を も 

棄っ べし、 我等に も 亦獨り 十字架に 上る の 決心な かるべ からす、 我等の 友人と 親戚と 弟子と に爽 てら 

れ、 獨り H リ、 H リ、 ラマ、 サ パクター 一 を ri にしながら 氣絕 るの 決心な かるべ からす。 馬 太 傳廿七 章 „ 

永 遠 の 磐 

國 興る も キリスト を 信じ、 國衰 ふる も 亦 彼 を 信す、 時 可なる も キリスト を：；； 5 じ、 時 非なる も 亦 彼 を- 

信す、 業榮 ふる も キリスト を 信じ、 業^；！^ふるも亦彼を！！：；^す、 キリスト を 信ぜん のみ、 キリスト を 信ぜ 


ん のみ、 ；大は 失せ 地 は 消 ゆると も キリス 卜 を 信ぜん のみ。 ( 一 UO 

^督 信者の 眞僞 

光 は晤に 照り 晤は之 を嘵ら ざり きと (約 翰傳 一 章 五節)、 彼れ 己の 國に來 りしに 其 民 之 を 接け ざり 

きと (zi:l-^〕、 恙は 世の 始ょリ 殺され 絵 ひし 者な リと (默 示錄 卜；：； 章 八 節)、 仍て 知るべし、 世 

に 了解され、 北ハ受 くる 所と なる 者 は キリストの 僕に あらざる こと を、 基督 信者の 3 異僞は 之に 由て 分つ 

を 得べ し、 卽 ちゆの 人^ を 博せ し 者、 是れ僞 の 信者な り、 はと 常に 闘 ひ 永久に 之と 和睦せ ざる 者、 是 

れ眞の 信者な り、 基督 信者の 眞偽は 容易に 之 をへ 刀つ を 得るな り。 (二月) 

何の 得し 所ぞ 

我れ 某督敎 を： じて 3： の 得し 所ぞ、 不孝の 子と して 家人に 斥けられ、 不忠の ほと て國 人に 憎まれ、 

不信の 徒と して 敎會に 厥 はる、 窮乏の 裡に 一生 を 送り、 名譽榮 達の 身に 臨むな し、 我れ 之 を 思 ふて 心 > 

に 沈む、 豫 一一： 一" 者 エレ ミヤと 共に 叫んで 曰 ふ、 ヱホバ ょ汝、 我 を 欺け り、 我れ 汝に 欺かれた りと (耶 

利 米 亞記ー ート章 七 節 英譯に 由る)。  . 

然り、 我れ 基督 敎を 信じて 何の 得る 處 なかり き、 唯一 物を瘦 たり、 ィ H ス キリスト 是れ なり、 神の 

完全なる 者、 萬 物 を 以て 萬 物に 滿 たしむ る 者の 滿 てる 所の 者、 成就され たる 義、 道德 的-: 于宙、 然り、 

我 は * 骨 敎を付 じて 之を據 たり、 之 を 獲て 我れ 亦 M を か. せん、 我 はパゥ a と 偕に 叫ばん のみ、 その 


言ひ盡 されぬ 神の 賜物に 因りて 我れ 神に 感謝す る 也と (^林 多 後書 九 章 十五 節)。 (二お) 

戰 友と なれよ 

我 を 師と稱 ぶ 勿れ、 そ は 我 は 人の 師に 非す、 キリストに 在りて 此， と 鬪ふ者 なれば 也、 我が 戰 友と 

なれよ、 此 世に 對 して 戰爭を 宣告し、 其 憎む 所と なり、 逐ふ 所と なりて 然る 後に 我に 来れよ、 其 時 我 

等 は 互に 手 を 執て 語らん、 我が 「祟 拜者」 は 我れ 多く 之 を 有す、 然れ ども 我は戰 友の 乏しき に 苦む、 

然り、 我 を 師と稱 ぶ を 止めよ、 來て 我が 戰 友と なれよ。 (二月) 

國と人 

英國は i^. 将敎 園に 非す、 然れ ども 基督 敎は 英國に 有り、 米國は 基督 敎國に 非す、 然れ ども 基督 信者 

は米國 人の 中に 有り、 其 如く 日本 も 亦 永久に 基督 敎國と はなら ざるべし、 然れ ども 多くの 基督 信者 は 

日本人の 中より 起るべし、 神 は 彼の 簡み給 ひし 者 をす ベての 國 民の 中より 召き 給 ふべ し、 一圃 民を擧 

げて 悉く 其 子と なすが 如き こと を 爲し給 はざる べし、 國民は に此 世の H 民 たるべし、 而 して 此， の 

國 民が 悉く 失せし 後に 其 中より 簡 まれし 神の 子供 は存 るべ し、 詩人 テ 一一 ソン は 誤れり、 個人 は 失せて 

^界は 5 侵々 大な るに 非す、 地と 其 中に ある 物 は 皆な 焚盡 くさるべし、 然れ ども H ホバを 愛する 者 はい 

よいよ 光輝 を增 して 畫の 正午に 至るべし。 彼 得 後書 三 章 十 節。 箴言 w 章 十八 節。 (一一 H0 
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所 ほ  一  一一 £ 四 

戰捷の 結果 

戰捷 の^ は 何？ 阈 の 激增、 投機熱の 外騰、 軍備の 擴張、 而 して 之に 作 ふ 美術、 文舉、 哲攀、 

道德、 宗敎の 衰退 是れ なり、 肉に 勝て 靈に 敗る、 是れ 天然の 法則な り、 悲む べし、 然れ ども 敢て怪 む 

に 足らす。 (二 ガ) 

敎とカ 

基督 I- ならば 左程 貴い 者で はない、 基督の 力なる が 故に 贵 いので ある、 基督 敎 ならば 神 舉者も 能く 

之 を 知る ことが 出来る、 然しながら 基督の 力なる が 故に 神に 直に 接しなければ 得られな いので ある、 

我は必 しも 基督 敎を舉 ばんと は爲 ない、 然 かしながら 身に 基督の 力 を 得て 自己 を 救 ふと 同時に^ をめ 

ひたく 欲 ふ。 (二  =0 

效 なる 祈禱 

我等の 祈 禱が聽 かれる ので はない、 我等に 關 はる キリストの 祈 禱が聽 かれる ので ある、 或 ひ は キリ 

ス トを 通う して 神に 達する 我等の 祈 禱が聽 かれる ので ある、 汝等 すべて 求 ふ 所は聽 かるべし と は 記い 

てない、 汝等 すべて 我 名に 託り て 求 ふ 所の こと は 我れ すべて 之 を 行さん と 記いて ある、 キリストの 名 

に 託り て聽 かれる ので ある、 彼の 功に 託り て聽 かれる ので ある、 我等に 我等の 祈禱が 神に 聽 かれる 資 


格 はない、 然 かしながら キリストに はすべ ての 祈 禱が聽 かれる 資格が ある、 我等 はた キリス 卜が 共 

資格 を 以て 我等の 祈禱を 神に 執 成し 給 はんこと を 希 ふまで ある、 爾 うして 此執 成が 我等に 取り 教ナ、 

の 力で あるので ある、 我等 は 之に. m りて 山 を も 動かし 得る ので ある、 キリストの 執 成に 由ら ざろ 祈禱 

はすべ て無效 である、 キリストの 名に. H ら ざる 我等の 祈 禱が聽 かれ ざれば とて 我等 は 決して！^ むべ 

きで はない。 (二月〕 

今の 救濟 

救濟 は^ 實 なり、 意識に 非す、 又 信仰に あらす、 我等 は 救 はれて 救 はる & なり、 識て救 はる &に非 

す、 ！：；^^ると^l;sじて救はる&に非す、 今生く る キリストに 今 救 はれて 救 はる、 たり、 過去の キリスト 

を 0: 想して 救 はる、 に 非す、 消えに し キリスト を： 兵 想して 救 はる \ に 非す、 前に 死にし こと ある も、 

世々 窮 なく 生き 給 ふ キリストに 今 救 はれて 救 はる 、なり。 默示錄 一 章 十八 節。 (一一！ 月) 

復活の 信仰 

赛 陽の 來復は キリストの 捉活に 就て 思 はしむ、 キリスト は 甦り 給へ り、 而 して 萬 世の 救 中： となり 給 

へり、 投活 後の 彼 は 曰 ひ 給へ り視 よ、 我 は 世の 終りまで 常に 汝 等と 偕に あるな リと、 キリスト にして 

甦り 給 は ざり しなら ば 我等の 信仰 はさし、 過去の 人 は 今 我等 を 救 ふ 能 はす、 而 して 藤ら ざり し キリス 

トは 過去に 鳩す、 キリスト は 甦り 給 ひて 永久に 生く る 者と なり 給へ り、 我等 は 我等の 救^の 必要 上よ 


^  a.  一二  £ 六 

り キリストの 復活 を 信す る 者 也。 (一二 UO. 

福 音 書の 硏究 

E.N^ 傅 は iiil 太 傅と して 研究せ よ、 馬 可 傅 は 可 傅と して 研究せ よ、 路加 傳は 路加 傳 として 研究せ よ、 

約 翰き よ 約 翰 傅と して 研究せ よ、 强 ひて 四； i 昔 書の 記事 的 調和 を 計らん と努 むる 勿れ、 各 福 昔 書の 主 

なる 目的 は キリストに i はる 歷 史的 事 實を傅 へんと する にあら す、 信徒の 心に キリスト を 形成らん と. 

する にあり、 福 昔 書は傳 道の 書な り、 傳 記に あらす、 1„1;： 人 は 其 心して 之 を 請まざる ベから す。 (一一 一月) 

聖書と 聖 靈 

樂書 智識の みは 人 を 救 はす、 ^^書智識に加ふるに架靈の能カを以てして人の靈魂は救はる.^なり、 

聖書 其 物 は 死せ る 文字な り、 然れ ども 架靈は 聖書に 由ら すして は 働き 給 はす、 聖書 を 舉ぶは 梨 書に. S 

て 救 はれん がた めにあら す、 聖靈を 身に 招かん ためなり、 聖靈、 聖書 智識に 點 火して、 死せ る靈魂 を. 

活き復 へ らしむ るな り。 詩篇 第 十九 篇七 節。 (一一 一月〕 

隱遁者 に 非す 

余輩 を隱 遁^と 見做す 者 あり、 否ら す 余輩 は隱遁 者に 非す、 罪の 世と 交 はらざる のみ、 余擎の 頭；;^ 

こ弯 蒼の 天 慕の 如くに 張りつ めら る i あり、 余輩の 足ドに 基、 翁艸の 花^く あり、 叉 幾多の 友人の 繁 


く 余輩の 鬥を 叩く あり.、 全 *1 界に 散在して 多くの 信仰の 友の 余輩の ために 祈る あり、 而 して 樂 しき 聖 

き 業の 神より 余 華に 賜 はりし あり、 世に 自由にして 樂 しき 者に して 余輩の 如き は 稀なる べし、 架 徒の 

交際の：^ たる 乎 を 知らざる 者 は 罪の 世と 交 はらざる を隱 遁と稱 す、 靈に 在りて 神と 其 愛子と 交 はりて 

政府の 官吏が 出入せ ざれば とて、 敎界の 紳士 淑女が 訪來ら ざれば とて、 < ^鞏 は、 世捨 人に も あらす、 亦 

隱遁 者に も あらす。 (一 一一 月) 

奥會と 運動 

I^SE の 勢力に 巾ら ざれば 神と 人と に 盡す能 はざる 者は禍 ひなる かな、 獨 り眞理 の燈臺 となりて 世の 

暗黑を 照らす 能 はざる 者は禍 ひなる かな、 街に 聲 高らかに 叫ぶ にあら ざれば 人 を 救 ふ 能 はざる 者は禍 

ひなる かな、 かなる、 深き、 なる 信仰 を懊き 得ざる 者は禍 ひなる かな、 集會乂 集會、 運動 又 運動- 

玆に 於て か 輩 は 主 キリストの 言 を 想 出さ る を 得す、 神の 國は顯 はれて 來る 者に 非ず、 此 所に 視 よ- 

彼 所に 視 よと 人の 言 ふべき 者に 非す、 夫れ 神の 國は汝 等の 衷に 在りと (路加 傅ト七 章廿、 廿 一 節)。 (一一！ 

月〕 

祌の途 と 人の 途 

戰 勝の 餘 光を藉 りて 福 昔の 傅播を 助けん とすと 云 ふ、 然れ ども 是れ 福音の きを ゆに 示す に 過ぎす- 

神 は亡國 ユダヤのお を 驅て福 昔 を 全世界に 擴 めしめ 給 ひて， 一 i 昔の 强 きを 世に 顯 はし 給へ り、 
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エホバ 〈一 凡 給 はく、 我が" 思は汝 等の 思と 異なり、 我が 途は汝 等の 途と異 る、 天の 地よりも 高き が 如 

く 我が 途は汝 等よりも 高く、 我が 思は汝 等の 思よりも 高し (以赛 fsi 書 五十 五 章 八、 九 節) 

余輩 は 神の 途と 人の 途 との 相 遠を兩 者の 傅 道 法に 於て 見るな り。 (三月) 

ゼ ントダ マ ンの爲 さ，； Z る こと 

ゼン トル マン は 人 を 其 弱き に乘 じて 苦め す。 

ゼン トル マン は 人に 惡意 を歸 せす。 

ゼン トル マ ンは 人の 劣情に 訴 へて 事を爲 さす。 

ゼン トル マ ンは 友人の 祕密を 公に せす。 

ゼン トル マン は 人と 利 を (i^ はす。 

ない しろ 

ゼン トル マン は 人の 深切 を 蔑 に せす。 

ゼン トル マン は 人の 自由と 平和 を 妨げす。 

ゼン トル マン は 殺生 を 好ます。 

ゼン トル マン は 自己 を廣吿 せす。 

ゼン トル マ ンは 自己の 爲し 得る こと を 他人に 爲 さしめ す。 (S 月) 

善 且つ 弱き キリ ス ト 


善なる キリスト、 弱き キリスト、 然り、 彼 は 善な りしが 故に！ II かりし なり、 彼に 善 を 愛する の 心 あ 

りたり、 然れ ども 善人 を惠 むの 資力な かりき、 彼に 惡を 憎む の 心 ありたり、 然れ ども 惡人を 罰する の 

威力な かりき、 彼は此 世に 在りし 間 は 唯 善な りしの み、 力 ありし にあら す、 彼 は 純正の 善 を 以ての み 

世 を 救 はんとし 給へ り、 偉大なる かな キリスト！  cgl",:- 

愛情の 充溢 

人に 愛情な しと 一一 目 ふ 勿れ、 人に 愛情な きに あらす、 我に 愛情な きが 故に 人に 愛情な きが 如くに 感す 

るな り、 我に 愛情 ありて 世に 愛情の 充溢す る を 見るべし、 我 も 願く は 神より 愛 を 賜 はりて 世 を 愛視し 

て 之 を 愛 化せん こと を 。(四； =0 

狹き廣 き 愛 

狭く あれ 而 して 廣く あれ、 神より 賜 はりし 少数の 友人に 厚く して 總 ての 人に 厚く あれ、 我が キ； 義に 

忠實 にして、 すべての 正直なる 主義に 忠實 なれ、 限り ある 人 は 限りなき 神の 如くに すべての 人に 一様 

に 厚く して 一 様に 忠實 なる 能 はす、 故に 彼 は 愛 を 一 局部に 注 集して 全局に 忠 ならん のみ。 (SHO 

宗 敎の 所在 

宗敎は 文字に 非す、 文典に 非す、 祌舉に 非す、 然り、 人物に 非す、 道德的 感化に 非す、 宗敎は 人の 
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所 感  I 一一  五」 

i に 在りて は 信仰な り、 神の 側に 在りて は 聖霊の 恩賜な り、 是 等の 二者 ありて、 完全 無 缺の紫 書な く 

とも、 崇高 偉大の 人物な くと も、 宗敎は 吾人の 衷に存 す、 吾人 は 宗敎を 聖經 又は 人物 以外に 於て 求め 

ざるべ からす。 (四 H0 

學識と 信仰 

^^書を究めょ、 然れ ども 聖書 は宗敎 なりと 惟 ふ 勿れ、 宗敎は 架 書の 中に 在り、 神 舉を究 むる も 可な 

り、 然れ ども 宗敎を 神學の 中に 求む る 勿れ、 神學は 宗敎に 就て 攻究す る學 なり、 宗敎は神學以上なり- 

又^^書以上なり、 宗敎は 我と 神との 直接の 關係 なり、 此聖 なる 關係 なくして、 聖書 學者も 信者に あら 

す、 祌墨者 も 宗教家に あらざる 也。 (四".) 

成 謝と 祈禱 

歡 ベよ、 感謝せ よ、 而 して 更 らに大 なる 恩惠を 仰げよ、 感謝 は有效 なる 祈禱の 要素な り、 神 は 感謝 

なき 祈禱に 其. 斗 を 傾け 給 はす、 夫れ 有て る 者は予 へられて 尙ほ餘 り ぁリ、 有たぬ 者 は その 有て る もの 

を も 奪 はるる 也、 感謝 は 「有て る」 を證 明す、 感謝す る もの は 恩惠の 上に 更らに 恩 惠を加 へらるべし 

我等 は聖 父の 前に 貧困 を訴 へ て 彼の 憐愍 を 乞 はんと 欲すべ からす、 寧ろ 富有 を陳 ベて 恩 惠の加 增に與 

からん と 欲すべし。 馬 太傳 十三 章 十二 節。 r 四 ガ) 


祌は 種々 の 方法 を 以て 我等 を 助け 給 ふ、 或 ひ は靈を 以て、 或 ひ は 物 を 以て、 或 ひ は 友人 を 以て 或 ひ 

は 敵 人 を 以て、 或 ひ は 同 國人を 以て 或 ひ は 外 匪 人 を 以て、 或 ひ は 知人 を 以て 或 ひ は 未知の 人 を 以て、 

我等の 弱き を 助け、 乏しき を 補 ひ 袷 ふ、 神の 方法に 富み 給 ふ は 彼が 日々 我等 を 助け 給 ふその 方法の 豊 

かなる に 由て 知る を 得べ し、 我等に 臨む 患難 は 多し、 然れど H ホバは 我等 を 皆な 其 中より 投け 出し 給 

ふ。 詩篇 第三 十闪篇 十九 節。 (四月) 

聖書の 讀方 二三 

汝を訟 へて 裏 衣 を 取らん とする 者に は 外 服 を も 亦 取らせよ、 そは汝 より 奪 ひし 者 は 奪 はれ、 奪 はれ 

し汝は 更らに 善き 裏 衣と 外 服と を 神より 賜 はるべ ければ 也、 卽ち奪 ひし 者の 損失に して 奪 はれし 汝の 

利得 なれば 也。 馬 太 傳五章 四十 節。 

惡を 以て 惡に報 ゆる 勿れ、 そ は 神 は汝に 代りて 之 を 報 ひ 給へば 也、 而 して 彼が 汝に 代りて 報 ひ 給 ふ 

や 汝が思 ひしよりも 亦 汝が爲 し 得る よりも、 遙 かに 嚴 酷に、 且つ 顯 明に 公正に 之 を 報 ひ 給へば 也、 汝 

は 自身 手 を 下して 汝の敵 を 罰せん と 欲して た 僅かに 輕く彼 を 罰し 得る のみ、 祈禱を 以て 彼 を 裁判の 

神 に附 せよ、 然 らば 祌は汝 に 代り 重く 且つ 公平に 彼 を 罰し 耠ふ べし。 羅馬書 十二 章 十七 節。 

汝等を 迫害す る 者 を し、 之 を 祝して 詛 ふべ からず、 そは大 なる 裁判の 彼等 を 待つ あれば 也、 彼等 
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は憐 むべき 者に して 憎むべき 者に あらす、 彼等 は 屠所に 曳 行かる k 羊の 如き 者な り， 彼等が 哀哭 切齒 

する 日 は 遠き にあらざる 也、 恐るべき 裁判の 日の 到来 を 信す る 者 は 自己 を 迫害す る 者 を 祝して 之を詛 

はざる なり。 同 十 ral 節。 (四月) 

我と キリ ス ト 

〇 我れ 善を爲 して キリストに i けられる ので はない、 キリストに 鈉 けられて 善 を爲し 得る ので ある、 

我の 第 一 に爲 すべき こと は 先 づ謙遞 りて キリ ストに 到る ことで ある、 去れば 我が 靈魂 は聖 めら れて我 

は il^ づと善 を爲し 得る に 至る ので ある。 

〇 我が 言に 一 つと して 善き こと はない、 去れ ど キリストが 我に 在りて 語り 給 ふこと はすべ て謹聽 すべ 一 

きこと である、 我 は 自己 を 抑へ て 何事 を も ーー百 は ざらん こと を努 むべき である、 去らば キリスト は^ 力 i 

衷に 働き 給 ひて、 我が 絨默を 破りて 語り 給 ふで あら ふ、 我 は 自己の 爲めを 計り、 又讀 者の ため を 計り 

て 全然 受働 者の 地位に 立つべき である。 (四 a)  . 

我主ィ エス キリスト  一 

我 は 人に 依らす、 又 Sifnl に賴ら す、 我 は 我が 救主ィ H スキ リストに 依る、 彼に 賴るは 獨立的 依 賴なー 

り、 依 賴旳獨 立な り、 勇ましき 依賴 なり、 優しき 獨立 なり、 我 は イエ ス キリストに 依りて、 他者に & 

りて 獨り 立つ 者な り。 


我 はキ： 觀 せす、 义客觀 せす、 我 は 我が 靈 魂の 救 主なる ィヱス キリスト を觀じ 奉る、 彼 は 我に あらす、 

故に 彼を觀 奉る は客觀 するな り、 然れ ども 彼 は 我が 靈に 宿り 給 ふ 者 なれば 我 は 自我の 如くに 彼 を 感じ 

奉るな り、 我はィ H ス キリスト を觀じ 奉りて、 中： 觀的 にも、 亦客觀 的に も 我が 神 を拜し 奉るな り。 

-: 个  ■: 十 

我 は 善人なら す、 叉惡 人なら す、 我 は キリストに 在りて 生く る 者な り、 善なる 者 は 我れ 乃ち 我 肉に 

居らざる を 知る (羅馬 書 七 章 十八 節)、 然れ ども 我 は 亦 萬 善の 中： の 我衷に 宿り 給 ふ を 知る、 彼の 善 は 

我が 悪 を 償 ふて 餘り あり、 我 は 未だ 完全なら す、 然れ ども 我 を 救 ふ 者の 完全なる が 如く 彼に 在りて 竞 

に 完全なる を 得る 者な り。 (四月〕 

今昔の 成 

我 は 始めに 思へ り、 我れ 若し 我が 一生の 中に 一人の 靈魂を 救 ひ 得ば 足る と。 

年經て 後に 我 は 思へ り、 神 は 拙き 我 を 使 ひ 袷 ひて 我が 思 ひし 所に 過ぎて 數百千 人の 靈魂を 救 ひ 給へ 

り、 我 は 深く 彼に 感謝す と。 

今に 至りて 我 は 思 ふ、 我 はまこと に 極めて 少數の 靈魂を 救 ひ 得しの み、 我 を 師ょ師 よ 呼ぶ 者 は 多し、 

然れ ども 我が 福 昔 を 信じて 我と 偕に 苦む 者 は し、 祌は 我が 最始の 希 Slij を 容れ給 ひしに 過ぎす と。 

然れ ども 我れ 翻て 思 ふ、 キリスト も 其 貴き 一生の 中に 僅に 十二使徒 を 得 給 ひしの み、 而 かも 其 中の 
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一人 I 魔に して、 其餘の 者と 雖も 一た び は 悉く 彼を棄 去れり、 主キ =  " ゆ？ し、。？ f は" 

て 若し 一人の 麗を救 ひ 得ば 是を 以て 大に 足れり と爲 ざるべ からす、 救靈は 大事 業な り、 一人の？ 

S まむ ま ¥  (四月〕 

神の 忠僕 

我 は が ものに 非す、 我が家 族の ものに 非す、 我が 親戚の ものに も 非す、 我 は 神の ものな り、 故に 

神の iK を遂 ぐるに 方て は i 肉と 謀る の 要き f り、 人に 對 して SSI 者た るに あら ざれば 

我 は 神の 忠實 なる 僕た る 能 はす。 加 拉太書 一 章 十六 節。 (五 ソ 

內 外の 我 

肉なる 我 あり、 靈なる 我 あり、 £ なる 我 あり、 る 我 あり、 地に 屬 ける 我 あり、 天に 屬 f る 我 あ 

り、 我 は 二 個の 我より 成る、 肉なる 我 は 歎き 悲む、 靈 なる 我 は 常に 歡ぶ、 外なる 我 は 日々 に壞る k と 

も內 なる 我 は 日々 に 新たな り、 地に 屬 ける 我 は 康に歸 るべ し、 天に 屬 ける 我 は キリストと 偕に 舉 げら 

るべ し、 見 ゆる 我 は 見えざる 我に 非す、 前者に 慕 ふべき なし、 然れ ども 後 fi 如く 翼を 張り 

て 昇らん。 以賽亞 書 五十 三 章 一 一節。 同 四十 章 三十 一 節。 (五月) 

事業と しての 苦痛 


苦む は大 なる 事業な り、 之に 由り て 我 は 自己の 愆を 示され、 他人の 罪 を 贖 はせられ、 又 新たに 同情 

の區 域を增 して、 より 多くの 人 を 慰む るの 能 を 供 せらる、 我 は 舉んで 救 はる k に 非す、 苦んで 全うせ 

らる k なり、 識を 供して 世を濟 ふに 非す、 同情 を 寄せて 人 を 助く るな り、 福 昔 は 苦痛 に^す、 A リ 

ストの 福音 は キリストの 受難に 外なら す、 苦痛の 深き 丈け 夫れ 丈け 恩惠の 深き は 感ぜら る、 なり、 又 

恩惠の 深き を 傅 ふる を 得るな り、 苦痛 は徒勞 として 見るべからざる なり。 (五月〕 

悲痛 消散の 途 

人生に 悲痛 多し、 然れ ども 悲痛 は 悲痛と して 神 も 我 も 之 を 除く 能 はす、 悲痛は希びー^^と歡喜とを以て 

のみ 能く 之 を 除く を 得べ し、 恰 かも 暗 If:- は 光明 を 以ての み 能く 之 を驅逐 し、 汚濁 は 淸水を 以ての み 能 

く 之 を 排瘦し 得る が 如し、 我等 は 現世 以外に 希^ を 認めての み 能く 現世に 於け るすべ て の 悲痛 を 消散 

する を 川. r べし、 天の カを藉 りすして 地の 悲痛 を 排除す る 能 はす、 而 して： 入の カを藉 りて 排除す る 能 は 

ざる 地の 悲痛 あるな し、 終生 地に 哭 する も 悲痛 は 去らす、 然れ ども 一た び 天 を 仰ぎ見れば 悲痛 は其最 

も 重き 者と 雖も恭 曉の雜 の 如くに 消 ゆべ し。 (五 H0 

父 死して 威 あり 

肉の 父 は 逝け り、 然れ ども 靈の父 は 残れり、 地上の 父 は 去れり、 然れ ども： 太に 在す 父 は^せり、 小 

なる 父 は 我 を 離れたり、 然れ ども 大 なる 父 は 我に 近し、 我 は 我が 父 を 失 ひて 此 *1 に 在りて 猶ほ 孤兒な 
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らす、 天に 在す 我等の 父よ と、 然り、 我 は 父 を 失 ひて 父 を 失 はす、 天に 在す 我が 父は存 す、 而 して 我 

が 失 ひし 地に 在りし 父 も 亦 天に 在す 父に 在りて 存す、 天に 在す 我が 父 を 失 はざる 我 は 地に 在りし 我が 

父 を. 水 久に失 はす、 我 は 我が 父 を 失 ひて：：^ く、 然れ ども 我 は 希望な き 他の 人の 如くに 憂戚かず、 そ は 

我等 イエスの 死にて 甦りし 事 を 信ずる が 故に、 イエスに 由れ る 所の 旣に寢 れる者 を 神、 彼と 偕に 携へ 

来らん 事 を 信ずれば 也。 帖撒 羅！：^ 迦前寄 ra: 章 十三、 十 g; 節。 (五月) 

理と： si£ 

.7 ちけ 

あり、 情 あり、 情 は理を 打消す 能 はす、 理は 情に 勝つ 能 はす、 理は 永生 を 信じて 動かす、 情 は 永 

いちじ. 0 

刖を 惜んで 泣く、 理は 望み、 情 は 歎く、 理は 論し、 情 は 狂 ふ、 人の 二 元 性 は 最も 著しく 死に際 食して 

顯 はる i が 如し。 

然 らば 现は 天なる 乎、 情 は 地なる 乎、 现は 父なる 乎、 情 は » なる 乎、 理は强 くして 情 は 11^ し、 理は 

猛 くして 情は麗 はし、 嗚呼、 我 は 人な り、 天使に 非す、 我 は 地の 產 なり、 故に 淚の 子な り、 我が 泣く 

は 我が 故鄕 なる 地 を 愛して なり。 

ァ、 神よ 地 を 救 ひ 給へ、 我 は 地 を 離れた る： 犬 を^ます、 _仅3 ハ せる 天 地を& む、 卽ち理 と 情との 合す 

る 所、 淚 泉の 固渴 する 所に は あらで、 其淨 めら る.^ 所、 詩人の 夢想せ る 永久に 女らしき 所、 天に も あ 

らす、 去りと て乂 地に も あらす、 天と地との 合せし 所、 呼、 我 は 彼 所に 我が 父と 再び 相會 せんと 欲 

す。 (五月) 


悲痛の 極  ♦ 

人の 死す る は 悲し、 然れ ども 品性の 墮 落す るが 如くに 悲しから す、 品性の 墮 落は靈 魂の 死なり、 之 

に 復活の 希望 あるな し、 是れ 永遠の 死なり、 歎じても 尙ほ餘 り ある は 實に此 事な り。 

預 首 者 H レ ミヤ 曰く  - 

死者の ために 泣く こと 勿れ、 之が ために 嗟く こと 勿れ、 寧ろ 捕へ 移されし 者の ためにい たく tJ く 

べし、 彼 は 再び 歸 りて 其 故 園 を 見ざる ベければ 也 (耶利 米 亞記廿 二 章 十 節) 

と、 悪魔に 擄 へられ、 北 ハ社會 に 移されて- S び歸 りて 父の 故 園 を 見る 能 はざる 者の 如くに 悲 むべ くして 

痛むべき 者 は あらす、 我 は 我が 首 を 水と なし、 我 目 を淚の 泉と なして 斯 かる 者の ために 泣かん と 欲す。 

同 九 章 一 節。 (五月〕 

社會 主義 

基督 敎 に似て 而 かも 最も 非なる 者 を 今日 我國に 於て 唱 へらる \ 社會 主義と なす、 是れ 聖書に 所謂る 

不法の 隱れ たる 者な り、 是れに 敬虔な し、 恭順な し、 平和な し、 是れ單 に 不平と 頑 杭と 破壞の 精神な 

しらべ  そじ 

り、 是れ僕 を 主に 叛 かせ、 子 を 親に 叛 かせ、 弟 を 兄に 叛 かせ、 弟子 を 師に叛 かしむ るの 精神な り、 卽 

ち 特に 叛逆の 精神な り、 服從 を絶對 的に 拒絶せ しむる 惡 魔の 精神な り、 余輩 は 永き 忍耐の 後に 此斷言 

を發 せざる を 得ざる に 至りし を悲 む。 帖撒 羅尼迦 後書 二 章 七 節。 (五月) 
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善惡の 差別 

善と は 他な し、 善人 を 善人と して 接く る ことなり、 悪と は 他な し、 惡人を 善人と して 信す る ことな 

り、 善を爲 して 然る 後に 善人 を 接く るに 至る にあら す、 善人 を 接け て 然る 後に 善を爲 すに 至るな り、 

其 如く 又、 - 惡を爲 して 然る 後に 惡人を 信す るに 至る にあら す、 惡人を 信じて 然る 後に 惡を爲 すに 至る 

なり、 信仰 は 前にして 行爲は 後な り、 先づ キリスト を 信じて 然る 後に 善人と なる、 先 づ惡魔 を 信じて 

然る 後に 惡人 となる、 人の 運命 は 其 信す る 者の 如何に 依て 定まる、 故に 曰へ る あり、 彼 を 接け 其 名 を 

信せ し 者に は 權を賜 ひて 此を 神の 子と 爲せリ と、 叉 獸の印 誌 を 受けた る 者 は硫礦 にて 燃 ゆる 火の 池に 

投 入れら ると。 約 翰 傅 一 章士 一節。 默示錄 十九 章廿 節。 (五月) 

大 なる 小 兒の 祈禱  ， 

イエス 様、 私 は 貧しい、 且つ 力の 無い 者でありまして アナ タと 同胞の ために 何にも 爲す ことが 出來 

ません、 た 、ジ此 事を爲 さう と 思 ひます、 卽ち アナ タと 偕に 苦しまう と 思 ひます、 爾 うして 苦痛の 同情 

を 私の 同胞に 供して 少しな りと 彼等 を 助け やうと 思 ひます、 私 は アナ タが私 を 助け 給 ふに 方ても 金 や 

銀 や 其 他の 此 世の 物 を 以てせ すして、 苦痛の 同情 を 以てし 給 ふの を 見 奉りまして、 人 を 助く るの；：；^ も 

良き 方法 は 決して 金銀 を 施す ことで はない こと を 知りました、 私に 取りましても アナ タの御 同 IE が 何 

よりかの 慰藉で 又 何よりか の 能力であります から、 他人に 取ても 同じで あらう と 思 ひます、 ドウ ゾ私 


も アナ タの やうな 人の 敕者 となる やうに 私 を 助けて 下さい、 ァ ー メン。 (五月) 

祌 學の耍 

祌學は 信仰の ために は 要らない、 祌學 は神舉 のために 要る、 神 學を壞 つため に る、 新祌學 は舊神 

舉を壞 つため に 要る、 所謂る 高等 批評 は 所謂る 正統派 祌 舉を壞 つため に 要る、 神舉の ある 間 は 祌舉が 

要る、 爾 うして 人が 信仰に 頓 つて 祌學に 賴ら なくなる 時に 神舉は 要らなくなる、 余聚は 神舉が 要らな 

くなる 時の 一 日 も 早く 來 らんこと を 待望む 者で ある。 (五月) 

義 の宗敎 

基督 敎は 愛の 宗敎 なりと 云 ふ、 然り、 叉義 の宗敎 なり、 愛 は 情なり、 故に 偸る こと あり、 然れ ども 

義は 主義な り、 故に 山岳と 共に 動かす、 義に 倚らす して 愛 は 愛なら す、 我等 時には 愛なら ざる こと あ 

り、 然れ ども 何れの 時に 於ても 義 ならざる ベから す、 義は 宗教の 柱石に して 叉 其 礎 盤な り、 嚴 正なる 

義を 離れて 强 健なる 宗敎 あるな し。 (六月) 

思 想の 由來 

思想 は頭腦 より 來ら す、 心情より 來る、 心情より 來ら す、 行爲 より 來る、 行て 感じ、 感じて 想 ひ、 

想 ひて 思想と なりて リ 舌に 上り、 筆 尖に 顯 はる、 思想の 由て 來るゃ 遠し、 而 して 3： れの 場合に 於ても 

^  ^  r  ^  1 一： 五 九 
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勇壯 なる 行爲に 由ら すして、 高潔なる 思想 は 出来らざる 也。 (六月) 

檨々 の 基督 敎 

基督 敎 あり 义 基督 敎 あり、 敎會を 立てん と 欲する 基督 敎 あり、 肉 體の病 を 癒されん と 欲する 基督 敎 

あり、 社會を 改良 せんと 欲する 基督 敎 あり、 世に 權カを 振 はんと 欲する 基督 敎 あり、 而 して 叉 自己の 

罪を悔 ひて 靈魂を 救 はれん と 欲する 基督 敎 あり、 名 は 同じく 基督 敎 なり、 然れ ども 實は 千殊萬 端な り、 

吾等 は實 に. E て 組すべし、 名に 由て 合 ふべ からす、 基督 敎の名 は 今や 一致 協同の 標榜と なすに 足ら ざ 

る 也。 (六月) 

死 魚の 類 

戰爭 問け て 盛んに 戰爭を II 歌し、 平和 成て 直に 平和 協 會を舆 す、 是れ 今日の 基督 信者の 爲す 所な り > 

言 あり 曰く 「生ける 魚 は 水流に 逆 ひて 游ぎ、 死せ る 魚 は 水流と 共に 流る」 と、 曾て ー囘も 世に 逆 ひし 

ことなく、 常に 其 潮流に 循て 往来す る我國 今日の 基督 信者 は 死せ る 魚の 類に あらす して 何ぞ や。 (六月) 

.  i 

豫 想と 事實 

余輩 は敎會 は祌を 信す る 者が 祌を拜 する 所な りと 思へ り、 然るに その 社交的 俱樂 部の 一種なる を發 

見せり、 余輩 は 敎會は 愛 を 交換す る 所な りと 想へ り、 然るに 其、 勢力 爭 奪の 場所なる を發 見せり、 愛 - 


なし、 又 敬虔な し、 而 かも 之を敎 きと 名づ く、 余輩 は玆に 於て か 神と 愛と を敎會 以外に 於て 求む るに 

至れり。 (： 六月) 

敎會と 信仰 

昔時、 羅馬加 特利敎 會は唱 へて 道へ り、 敎會 なくして 信仰 あるな し、 敎會を 離れし 者 は 神に 宽 てら 

れし 者な りと。 

然るに-男 敢 なる ル ー テル は獨り 立て 曰へ り、 な然ら す、 敎會 なくと も 信仰 はあり、 神は敎 きに 棄 

てられし 者 を も 取り上げ 給 ふと、 玆に 於て かプ 口 テ スタン 卜 敎會は 起れ り。 

然るに ル ー テル 死して 四百 年後の 今：；：、 彼 を 以て 始まりし プ 口 テス タン ト諸 敎徐は 昔時の 羅 -is 加特 

利敎 きに 傚 ひ 敎會と 信仰と を 同 一 視す るに 至れり。 

鼓に 於て かル ー テル は 再び 起らざる ベから す、 然り數 多の ル ー テル は旣に 世に 屮 Z たり、 祌を專 有せ 

ん とする 者 は 終に 祌を失 ふ、 今の ブ a テス タント 敎會も 亦、 昔時の 羅 馬加特 利敎會 の 如くに、 其偕妄 

の 故 を 以て 活ける 眞の神 を 失 ひたり。 (六月) 

我れ か キリスト か 

我れ が爲 すので はない、 キリストが 我に 在りて 爲し給 ふので ある、 故に 我が 事業で はない、 キリス 

トの 事業で ある、 我 は 死んだ 者で ある、 キリストが 我に 在りて 生き 且つ 働き 給 ふので ある、 是れは 信 
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仰で はない、 亦 理想で もない、 事實 である、 何よりも 確かなる 事實 である、 それ故に 我 は 基督 者で あ 

ると 言 ふので ある、 我れ が キリスト を 信す るからで はない、 我 は 死して キリストが 我れ に 在りて 生き 

給 ふからで ある、 此事を 疑 ふ 者 は 基督 者で はない、 是れ は^の 人から 見れば 犬なる 祕密 である、 然し 

ながら 基督 者から 見れば 何よりも 明かなる 事實 である。 加 拉太書 ニ章廿 節。 (六月) 

夏と 天 然 

祌を衷 より； g よ、 叉 外より 視ょ、 靈に 於て 視ょ、 又 物に 於て 視ょ、 聖書に 於て 視ょ、 又 天然に 於て 

視ょ、 神 を 一方より 視て彼 を 誤解す るの 虞れ あり、 夏 は 来れり、 我等 は 天然 を 擧んで 天然 を 透う して 

天然の 神に 達すべし。 (七月) 

字宙の 占領 

自覺 せよ、 义自 忘せ よ、 自己の 罪 を 悔いて 神に 至れよ、 又 自己の， を 忘れて 神の 天 然に 遊べよ、 神 

の 如く 聖く なれよ、 天然の 如く 自由 なれよ、 神の 子と なれよ、 叉 天然の 子供と なれよ、 衷に 省みて 乂 

外に 仲び よ、 汝 等に 國を予 へ 給 ふ 事は汝 等の 父の 喜び 給 ふ 所な リと主 は 曰 ひ 給へ り、 己の 靈を救 はる 

ると 同時に 宇宙 を 己が 有と 爲 せよ。 路加 傳 十二 章 三十 二 節。 (七月) 

ゆ ふべ 

夏の 夕 


神、 アブラハム を 外に たづ さへ 出して 言 ひた まひけ る は 天 を 望みて 星 を數へ 得る 乎 を 見よ と、 然り、 

詈： 等 WS; 二 リー、 1^ 等 1^; 七十 三、 參等 n 生 二百 三十、 ra: 等 &七百 三十 六、 五 等 星 二 干 w 百 七十 六、 六 等 Hill 

七 千 六 百 m: 十七、 以上 は 肉眼に 映す る 者な り、 第. K 等 虽に 至る までのす ベての &を數 ふれば 六十 三 萬 

餘、 第 十 等 足. を 合すれば 總數ー rB 三十 一 萬 一 千に 達すべ し、 而 して 未だ 全 宇宙の 一 隅 を 鋭 ひしに 過ぎ 

す、 小事に 龈齪 して 常に 頭 を 低る、 者よ、 時に アブラハムの 如くに 神に 携 へられて 郊外に で、 灭を 

？ みて 星 を數へ 得る 乎を兒 よ。 创 世 記 十五 章 五節。 (七 ガ) 

救濟の 三階 段 

行 ふて 救 はる k に 非す、 信じて 救 はる、 也、 信じて 救 はる、 に 非す、 聖靈を 受けて 救 はる-也、 行 

«r は 信仰 を 促す に 必要な り、 信仰 は聖靈 を 招く に 必要な り、 行爲、 信仰、 受靈は 救濟の 三階 段な り、 

人 は 其す ベて を經 由す るに あら ざれば 神の 天國に 入る 能 はざる 也。 (七月〕 

甚督 偉の 研究 

我れ キリストに 傚 はんと 欲して 基督 傳を學 ぶ、 學 んで而 して 益々 傚 ふの 難き を 知り、 知て 而て 失望 

し、 失 &.: して 而 して 自己の 罪を覺 り、 覺 りて 而 して 終に 彼の 十字架に 鍵り、 秘 りて 而 して 稍 や 少しく 

彼に做ひ得るにl^.-る、 キリスト は 茶： 督傅を 研究して 直に 傚 ひ 得る 者に 非す、 先づ 一た び 基 将傳に 由て 

殺さる、 にあら ざれば、 我等 は キリストに 在りて 生き、 彼の 如くに 行 ふ 能 はざる なり。 (；七 =0 
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.  祌學と 福 音 

キリストに 傚へ と 首 ふ、 是れ 所謂る 新祌舉 なり、 キリスに 救 はれよ と 言 ふ、 是れ舊 き 福 昔な り、 神 

舉は曰 ふ 「汝 は祌の 子な り」 と、 福音 は 曰 ふ、 「汝は 神の 子と せらるべし」 と、 神 舉は人 を 高く 見て 

實 際に 彼 を 高めす、 幅 昔 は 人 を 低く 見て 實 際に 彼 を 高く す、 余輩 は神學 よりも 一 i 音 を 愛する 者な り。 

(七月) 

預言者と^：^督者 

世の 惡事を 見て 我 は 預言者と なりて 怒る、 自己の 惡事を 見て 我 は 基督 者と なりて 泣く、 暗黑を 自己 

以外に 認めて 我 は 人生に 就て 失望し、 之 を 我が 衷に 認めて 我 は 救 主の 旣に f に 降り 給 ひし を 知る、 預 

言 者た る は 良し、 然れ ども 基督 者た る は 更らに 良し、 我 は 自己の 罪人の 首なる を自覺 し、 罪 を 我が 有 

となし、 併せて 彼に 在りて 罪の 世 を 救 はんかな。 (七月) 

恩 惠の受 器 

我 は 自己に 就て は 罪 を 語り 得る のみ、 神に 就ての み 善と 義と 愛と を 語る を 得るな り、 我れ もし 罪な 

しと 言 は 是れ自 から 欺くな リ、 神の愛な るが 如く 我 は 罪な り、 神の 光なる が 如く 我 は 暗な り、 神の 

眞理 なる が 如く 我 は 誤謬な り、 我 は 恩 惠の受 器と しての み 自己 を *1 に 示し 得る のみ、 我 を 師と稱 ぶ 勿 


れ、 そは汝 等の 師は 一人、 卽ち キリスト なれ はなり、 我に 於て た f 恩惠の 動作 を 見よ、 而 して 我れ 罪 

人なる に 救 はれし が 如く、 汝等も 亦 我が 如くに 救 はれよ。 約 翰 第 一 書 一 章 八 節。 馬 太傳ー 一十三 章 八 節。 

(七月) 

單 一の 信仰 

我が 信仰 をして 單 一 ならしめ よ、 我が 信仰 をして 一 キリス トに 止まらし めよ、 それ 神の 充足れ る德 

は 悉く 形體 をな して キリストに 住め リ、 キリスト を：！：^ する は 萬 物 を 信す るに 均し、 キリストを；！：^じて 

信仰 は 最も 萆純 にして 最も宏 濶 なり、 キリスト を 信じて 我等 は 萬 事 萬 端に 氣を 配る を 要せす、 キリス 

トを 信じて 成るべき 事 は 悉く 成る、 キリスト を 信じて 我 は 敎會を 要せす、 信仰 個條を 要せす、 其 他此 

世の 種々 雜 多なる 交際 を 要せざる なり。 哥羅西 書 一 一章 九 節。 (七月) 

聖書の 主人公 

聖書の 主人公 は アブラハム、 モ ー ゼ、 ィ ザャ、 エレ ミヤ、 バウ rl、 ぺテ n 等 所謂 聖書 人物に 非す、 

しる 

聖書の 主人公 は祌 御自身な り、 神が 如何に 働き 給 ひし 乎、 是れ 聖書の 錄す 所な り、 聖書に 在りて は 人 

は^な 機械な り、 奴 僕な り、 雜色 なり、 

日 は 新郎が 祝の 殿 を 出る が 如く、 勇士が 競 ひ 走る を悅 ぶに 似たり、 其 出立つ や； 大の涯 よりし、 其 

運ぐ り 行く や 天 の 極に 及ぶ、 物と して その 和煦を 蒙らざる はなし (詩篇 第 十九 篇) 

明 冶 四十 年  一一： 六 五 
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地上に 於け る 神の 凱旋 的 進行 を錄 せし もの、 是れ 余輩の 尊重す る 聖書な り、 聖書の 研究者 は此 一事 を 

忘る ベ からざる 也。 r 七月〕 

神の 事業と 人の 事業 

成りし 事業 は 神の 事業な り、 作りし 事業 は 人の 事業な り、 成りし 事業 は 神、 之 を 支持し 給 ふ、 作り 

し 事業 は 人、 之 を 運動に 由て 維持せ ざるべ からす。 

人、 自 から 事業 を 計畫し 之を途 ぐる を 以て 神の 聖 3 曰な りと 信す、 焉ぞ 知らん や、 是れ 自己の 事業に 

して 神の 事業に あらざる こと を。 

神の 事業 は 待て 成る、 進んで、 訴 へて、 乞 ふて 作り上げし 事業 は 神の 事業に あらざる 也。 (七月) 

夏の 午後 

風 戰ぎ枝 躍る、 猫 眠り 子供 遊ぶ、 地 は平靜 なり、 我が 心 亦平靜 なり、 我 は 旣に聖 き國に 在り。 (八月〕 

神に 感謝す  . 

我に 天才と 藝 術と あるな し、 我 は 深く 神に 感謝す。 

我に 交際の 技量 あるな し、 我 は 深く 祌に 感謝す。 

我 は經濟 の學と 術と に 暗ら し、 我 は 深く 神に 感謝す。 


我 は 政治 を 知らす、 法律に 疎し、 我 は 深く 神に 感謝す。 

我 は 唯 依 敏むを 知る、 見えぬ 神に 依 賴むを 知る、 其 他 を 知らす、 我 は 深く 神に 感謝す。 (八 „=0 

神の ための 善 

人 を 感化 せんた めの 善に 非す、 祌を 喜ばせん ための 善な り、 善 は 人 を 却て 惡に 導く の 場合 あり、 キ 

リ ストの 善行 は 却て イス カリオ テのュ ダを墮 落せし むる の機會 となれ り、 善 は 善を勵 すと 雖も惡 は 善 

に會 ふて 却て 增 長す、 我等 は 善を爲 すに 方て 其 人に 及ぼす 感化に 注意せ すして、 その 神の synl に. 適 ふ 

や 否や を究 むべき 也。 (八月) 

勞 働の 特櫂 

キリストの 爲に 働ら きしと 云 ふ、 否ら す、 キリストの 爲に 働ら きしに あらす、 キリストの 爲に 倒ら 

くの 特權を 許されし なり、 是れ 我等に 取り 最大の 快樂 なりし、 我等 は是 がた めに 報酬 を受 くるの 權利 

なし、 我等 は 無益の 僕な リ、 爲 すべき 事を爲 したる に 過ぎず、 唯 希 ふ、 此特權 の 我等より はれ ざら 

ん こと を、 我等 は 高き 代 倂を拂 ふ も 尙ほ此 特植を 我等に 留め置 かんと 欲す。 路加 傳 十七 章 十 節。 (八月〕 

最大 事業 

國 を 興す も 事業な り、 善政 を 布く も 事業な り、 敎育を 施す も 事業な り、 大文舉を^^むも事業なり、 
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然： e ども：^ 也に 尙ほ 一大事 業の 存 する あり、 イエスキリスト を 世に 紹介す るの 事業 是れ なり、 イエス 

は 食物な り、 又 SI なり、 彼 は 心靈的 天地な り、 ィ H スも亦 人生の 必要物な り、 人 は 彼に 由ら すして 

父に 來る能 はざる なり、 傳道 は眞面 H! なる 且つ 確實 なる 事業な り、 然り、 橋 を 架す るよりも、 運河 を 

整つ よりも、 難 且つ 有益なる 事業な り。 (八月) 

失敗と 成功 

我 は {豕 を， ^：" へんと せり、 然れ ども 齊 ふる 能 はす、 我が家の 者 は 却て 我より 叛き 去れり。 

は國を m はんとせ り、 然れ ども 濟ふ能 はす、 我が 國人は 却て 國贼 なりと 稱 して 我 を 迫害せ り。 

*-+^神の敎會を潔めんとせり、 然れど 潔む る 能 はす、 敎會は 却て 羊の 皮 を 被む る 狼な りと 稱 して 我 

を 斥けたり。 

時に^ は 神に 叫んで 言へ り、 我 は W を も 爲す能 はざる 者なる 乎、 或 ひ は汝、 我 を 詛ひ給 ひし 乎と。 

時に 彼 は 我に 答へ て 一一 一一 n ひ 給へ り、 唯 我 を 信ぜよ、 何事 を も 爲すを 要せす、 唯 我が 愛 を 受けよ と。 

我 は：^ ハ 如くせ り、 而 して 我 は 我が 事業の 舉ら ざる を 歎かざる に 至れり、 而已 ならす 新ら しき 能力 は 

に られ て、 我 は 少し づ&家 をも齊 へ、 國をも 救 ひ、 亦 人 を も 神に 導き 得る に 至れり。 

是れ H ホバ の 成し 給 へ る 事に して 我等の 目に 奇 しとす る 所な り (詩篇 第 百 十八 篇廿三 節 )o  (八月〕 


余輩 は 外國宜 敎師に 非す、 又 其 雇人に 非す、 叉 敎會の 牧師に 非す、 故に 余輩 は 人に 信仰 を哀 求せ ざ 

るな り、 信ぜん と 欲せば 信ぜよ、 信ぜ ざらん と 欲せば 信す る 勿れ、 祌 なり、 余 なり、 信仰な り、 0 

てんと 欲せば 自由に 之を棄 てよ、 信仰 は 他人の ために 非す、 自己の ためなり、 信す る は 他人に 恩 を 着 

せんがた めにあら す、 人に 對 する 怨恨 を 晴らさん がた めに 神に 對 する 信仰 を つるが 如き は 之 を 愚の 

極と 稱 せざる ベから す、 而 かも 此 類の 事の 決して 尠 少ならざる を 如何せん。 (： 八 リ) 

敎會 員と K 赞 信者 

糾合 敎會員 は 居る、 基督 信者 は 居らない、 メソ. チ スト 敎<^晨 は 居る、 基督 信者 は 居らない、 「口木 

基 #」 敎き員 は 居る、 基^ 信者 は 居らない、 獨立 敎會晨 は 居る、 基督 信者 は 居らない、 浸禮 敎會員 は 

居る、 督信者 は 居らない、 「聖 公會」 員 は 居る、 基督 信者 は 居らない、 敎會員 はいくら でも 2^5 る、 

W し キリスト を 信じ 彼のた めに 苦しむ 者 は 居らない、 敎< ^のために 盡 せば 同情と 報酬と が ある、 キリ 

ストの ために 盡 したれば とて 何の 同情 も 報酬 もない、 然り、 若し キリスト のために 十字架に 上げら る 

る こと あ る も 今の 敎< ^と 敎會員 とから は 唯 だ 嘲笑と 罵 晉と 讒誣と が ある のみで ある。 r 八 W) 

信仰の 性質 

信仰 は 先き に.. ff- 觀的 にして 後に 客觀 的な り、 先き に容觀 的に して 後に if- 觀 的なる にあら す、 信仰 は 

衷 より 起る、 外より 起ら す、 神の 靈に H て 起る、 人の 證 明に 由て 起ら す、 余 W は 聖書が 肉體の 復活 を 

W ぬ s: ト华  一一 一六 九 
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偉 ふれば とて 之 を 信ぜす、 余輩の 衷に 肉體を 復活せ しむる に 足る の 能 を 確認す るが 故に 此 事に 關 する 

聖書の 記事 を 信す るな り、 主觀 的た る は 信仰の 特性な り、 キ觀 的なる の 故 を 以て 信仰 を 排斥す る 者 は 

31ー 一口 仰 其 物 を 排斥す る^な り。 (八月) 

秋 を迎ふ 

次， よ 來れ、 汝の燈 火と 新 著述 を 持て 来れ、 他人 は 活動 せんとす る 時に 我 は汝と 偕に 默考 せん、 我 は 

汝の淸 空に 我が 心 を 洗 はん、 汝の 涼風に 我が 疲れたる 腦を 休めん、 夏 は 我に 取りて は又勞 働の 時期な 

りし、 来れ、 我 友 秋よ、 来て { 仝乏の 我を充 たせよ。 (九月) 

燈 前の 快樂 

山の 靜 かなる は Si し、 然れ ども 眞理 の靜 かなる に 若 かす、 海の 廣きは 佳し、 然れ ども 眞理 の濶 きに 

及ばす、 涼風 11 へに ^ みて、 燈 火に 對 して 大著 を雜く 時に、 我心 は 湖 邊を徉 ふ 時よりも 靜 かなり、 又大 

海 を む 時よりも 濶し。 (九月) 

幸福なる 家庭 

夫 あり、 妻 あり、 而 して 其 11 に 一人の 子 あり、 秋宵靜 かなる 頃、 彼等 三人 燈火 を圍 みて 座し、 頭 を 

垂 比て 神に 祈る、 是れ 幸福なる 家庭な り、 其 時 主 は 彼等の 中に 顯 はれて 曰 ひ 給 ふ、 二人 三人、 我 名に 


由り て 集れる 所に は 我 も 必す其 中に 在るべし と、 神聖 何もの か 之に 若かん、 是れ ありて 王侯の 宫殿も 

羨む に 足らざる なり。 馬太傳 十八 章 二十 節に 對 する ァ レキ サンド リャの クレメ ントの 註解に 依る。 (九：： ：0 

幸福に 入る の途 

更 らに大 なる 犧牲 を爲 して 更ら に大 なる 幸福に 人らん かな、 幸； i は 物 を 獲て 来らす、 物を棄 て.， 來 

る、 我 は 我が 有する 最も 大 なる 物 を棄て 最も 大 なる 幸福に 入る を 得るな り、 幸 幅 に 人る の途は 易し、 

感謝すべき かな。 (九"〕 

俥 近の 眞 京 

傅 道 は 道 を 博 ふる 事に 非す、 自己 を虛 うして 他を充 たす 事な り、 自己の 靈 魂を倾 注して 之 を 他の 靈 

魂に注人する^^^なり、 卽ち自 巳 は 死して 他 を 活かす 事な り、 傳道は 言語の 傳 達に 非す、 文字の 配列に 

あらす、 生命の 交附 なり、 傳 道の 難き は れが爲 めな り、 ハ貴 きも 亦是 れが爲 めな り。 (九 flo 

救 主 キリスト 

キリスト は敦 法師 (今の所 謂祌擧 者) と 成らん と 欲して 成る を 得た まへ り、 然れ ども 成り 給 まざり 

し、 キリスト は 食堂の 宰 C 今の所 謂 牧師) と 成らん と 欲して 成る を 得た まへ り、 然れ ども 成り 給 は ざ 

りし、 キリスト は自 から 擇んで 救 主と なり 給へ り、 卽ち 自已を 拾て 他 を 救 ふ 者と 成り 給/り、 道を說 


く 者と 成らす して 生命 を與 ふる 者と 成り 給 へ り、 眞 理を究 むる 者と 成らす して 眞理其 物と 成り 給 へ り、 

我等 も 亦 彼に 傚 ひて 神舉者 牧師と ならす して、 小な りと 雖も救 者と なりて、 自己 を 捨て 他 を 活かさん 

かな。 加 拉太書 一 一章 廿節。 (九月〕 

十字架の 敎 

キリストの 敎は 十字架の 敎 なりと 云 ふ、 然り、 然 ども 十字架 を 仰ぐ 敎 にあら す、 又 十字架 を唱 ふる 

敎 にあら す、 身に 十字架 を 負ふ敎 なり、 然り、 身に 十字架 を 負 は せらる \敎 なり、 キリスト を 信す る 

必然の 結果と して 此 世と 此 世の 敎會 とに 批れ又 唾 せらる.^ 敎 なり、 十字架 を 負 ふこと なくして 基督 敎 

あるな し、 十字架 を 負 はざる 基督 敎は僞 はりの 基督 敎 なり、 今の所 謂 「基督 敎」 の 如き は是れ なり。 

(九月〕 

生命の 消耗 

我 眼 は 聖書 を讀 むた めの 眼な り、 我れ 之れ がた めに 盲者と なる も 何 をか惜 まん、 我 口 は 聖旨 を傳ふ 

るた めの 口な り、 我れ 之れ がた めに 啞者 となる も 何 をか悲 まん、 然り、 我が 一生 は 神 を 讚め 其 聖恩 を 

稱 ふるため の 一生な り、 我れ 之れ がた めに 死に 就く も 何 を か 歎かん、 唯 願ふ此 貴き 生命 を 神 以外の 者 

のために 消耗せ ざらん こと を。 (九月) 


中和の 人 

我 は 俗人たら ざらん とす、 同 時に 叉隱遁 者たら ざらん とす、 我 は 交際の 人たら ざらん とす、 同時に 

叉 書齋の 人たら ざらん とす、 我 は 神の 人た らんと す、 卽ち此 世に 在りて 此 世の 馬たら ざらん とす、 祌 

と 偕に 步 みながら 人に 接する 者た らんと す、 i ま H の 裏に 靜肅 を樂む 者た らんと す、 舉 者に 非す、 政治 

家に 非す、 基督 者た らんと す。 (九お) 

國 威と 贫困 

我れ 某 軍港に 傳 道し、 E 艦の ェを竣 ふる を 見たり、 我れ 之 を 仰ぎ見て ni く、 盛なる かな 日本 帝 國と。 

我れ 某 地方に 傳 道し、 多くの 茅舍 陋屋 を！ 3- たり、 我れ 之 を 望み 見て 曰く、 憐 むべき かな 我が 國と。 

此 おにして 此艦を 造る、 以て 知る 國 威の 宣揚 は必 しも 民の 幸福の 兆に あらざる こと を。 (九月) 

S 督敎の 特長 

基督 敎は 善き 軍人 を 作らざる べし、 然れ ども 基督 敎は 善き 農民と 職工と を 作る、 基督 敎は 善き 宮廷 

を 作らざる べし、 然れ ども 基督 敎は 善き ^を 作る、 基督 敎は 外に 張る に 善から ざるべし、 然れ ども 

あ 督敎は 中 を M: むる に 善し、 基督 敎は 特に 平和の 宗敎 なり、 隣人 を 愛し、 家族と 親み、 かに 人生 を 

樂 ましむ る宗敎 なり。 (九月) 
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日本人の 救濟 

吾人の 實見 する 所に 由れば； n 木 人の 神の 國に 入る より は 駱駝の 針の孔 を 穿る は 却て 易し、 其虚榮 心、 

其 貴族 根性、 其 人物 崇拜、 其 武士道、 其 Is 敎道德 は 彼の 迆路を 遮て 彼 をして 嬰 3< の 如くな りて 神の 國 

に 入ら ざら しむ、 吾人此事を思ふて時に絕ば1^"の聲を揚げて言ふ、 然 らば 誰か 救 を 得べき 乎と、 其 時、 

主 は 吾人に 答へ て 曰 ひ 給 ふ、 是れ 人に は 能 はざる 所な リ、 然れど 神に は 能 はざる 所な しと。 馬 太傳十 

九 章 二十 四 節— 二十 六 節。 (九月) 

時 感三刖 

福 音 の 唱道 

或 人 は 曰 ふ、 我 は 偽善者な りと、 我はィ H ス キリストの 福 昔を唱 へん。 

或 人 は 曰 ふ、 我 は 不忠の 臣 なりと、 我はィ H ス キリストの 福 昔を唱 へん。 

或 人 は 曰 ふ、 我 は 不孝の 子な りと、 我はィ H スキ リストの 福 昔を唱 へん。 

キリスト は 我が 義、 我が 贖、 我が 辦護 なり、 我は譽 めら る、 も、 誹らる \ も、 時 を 得る も、 時 を 得 

ざる も、 我屮： ィ H ス キリストの 福 昔を唱 へ ん。 

堕落の 機會 

或 人 は 事業 を 重す、 事業 是れ 基督 敎 なりと 信じて 終に キリス トを 離る。 


或 人 は 道德を 軍： す、 道 德是れ 基督 敎 なりと 信じて 終に キリス トを棄 去る。 

或 人 は 誠實を 重す、 誠 實是れ 基督 敎 なりと 信じて 終に キリス トを 疎ん す。 

O0000000  0  0000000  O  0  0O00O0 

キリストに 在りて 事業 を爲 し、 キリストに 在りて 正義 を 行 ひ、 キリストに 在りて 誠實 なる にあら ざ 

れば 永く キリ ス トと 偕に 在りて 其 救 濟に與 かる こと 能 はざる 也。 

基督 信者と 基督 者 

基督 信者、 基督 を 奉す る 者、 基督 を 載く 者、 基督 を擔ぐ 者， 基督 を 自己と 社き と國 家と 敎會 とのた 

めに 利用 せんとす る 者。 

基督 者、 キリストに 捕 はれし 者、 其 取て 代 はる 所と なりし 者、 キリストに 從ふ 者、 其 使役す る 所の 

者、 キリストに 自己と 自己に 屬す るすべ てのもの を獻 げし 者。 

前者 はいくら でも 有る、 後者 は 滅多に無い、 我等 何人も 後者た らんこと を 希 ひ 且つ 努 むべき である。 

(九月. - 

最大 幸福 

此 世に 於て 最も 幸福なる 者 は 誰か、 固 王より 位階 勳 章の 恩賜に 與 かる 者 乎、 或 ひ は 富貴 を 以て 一 世 

に 誇る 者 か、 或 ひ は 大經綸 を國に 施して おの 喝采 を 博す る 者 か、 大舉者 か、 大 博士 か、 大 監督 か。 

否な、 否な、 決して 爾ぅ ではない、 此 世に 於て 最も 幸福なる 者はィ H ス キリス トが 解った 者で ある、 

彼 を 神の 子、 人類の 王と して 仰ぎ 得る 者で ある、 十字架の 屈辱 を 最大の 榮譽と 認め 得る 者で ある、 ィ 
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エス を 友と する に 優 さる 名譽 はない、 イエス を師 として 仰ぐ に 優 さる 幸 幅 はない、 ィ H スを 王と して 

せ： 小む るに 擾 さる 歡喜 はない、 ィ H スを靈 魂の 監督と して 載く に 優 さる 安心 はない、 人世 最大の 幸福 を 

得る に 難くない、 最も 謙遜に して 最も 柔和な りし ナザ レ人 イエ スを 最も 犬なる 者と して 納 くる であ 

る。 (九月) 

秋と 河 

秋 到る 毎に 余 は 河 を 懐 ふ、 二 茵の大 なる 河を懊 ふ。 

其 第一 は 石 狩 河な り、 森 深く、 水靜 かに、 蔦 は 弓形 を爲 して 深淵 を 覆 ひ、 赤 葉 其 F に 垂れて 紅燈の 

幽暗 を 照す が 如し、 大 流水に 躍り、 遠山 其 面に 映る、 余 は幾囘 となく 獨り其 無人の 岸 を逍佯 し、 或 

ひは淸 砂の 上に 立ち、 或 ひ は 葦の 中に 隱れて 余の 靈 魂の 父と 語りぬ。 

其 第一 一は コ ンネチ カット 河な り、 之 をホリ ョ ーク山上ょりば1^!んで5^河の天上ょり地下に移さ.^しが 

如し、 余 は 其 岸に 太古の 鳥類の 足跡 を 探り、 或 ひ は 概樹の 下に 坐し、 或 ひ は 松林の 中に 入りて、 異鄉 

に 余の 天の 父と 交 はりぬ。 

靜 かなる 秋と 静かなる 河！ 余 は 其 岸に 建てられし 余の 母校 を 忘る、 事 も あらん、 然れ ども 秋 到る 

毎に 余に 靜 かたる 祈 禱の座 を 供せ し 河 を、 余 は 死す とも 忘る 能 はざる 也。 (： 十 H0 

我が 生涯 


我れ 我が 過去 を囘 顧て 我が 生涯に 踪跌多 かりし を悲 む、 我れ 我が 神 を 仰 見て 我が 生涯の 其の 攝理に 

由り て 成りし を 喜ぶ、 我が 欲 ふ 所を爲 さんと する にあらず、 汝が欲 ふ 所に 任 かせ 給へ、 小なる 我が 生 

涯と雖 も 亦 人が £畫 みて 成りし 者に あらざる 也。 馬 可傳十 三十 六 節。 ¥ 月) 

神の n 本國 

日 木 國は日 木 人の 圍 なりと 云 ふ、 然り、 外國 人に 對 して 日本 國は沟 に 日本人の 國 なり、 然れ ども 祌 

に對 して 日 木國は 日本人の 國 にあらざる 也、 日 木 國も亦 祌の國 なり、 日本人 は 富士山 を 築 かざりし 也- 

日本人 は 琵琶湖 を 穿た ざり し 也、 日本人 は 樱樹を 造ら ざり し 也、 日本人 は 日本 國を 神より 與 へられし 

に 過ぎす、 s 呉 正の 愛 W 心 は 外敵に 對 して 此國を 護らん とする に 止まらす、 神に對して之を聖めんとす- 

之を^^國に類するが如き者となして、 神の 榮光 を顯 はさんと す。 (十月) 

福 音 の 商 贾 

初代の 敎會に Christemporos なる 者 ありし と 云 ふ、 「基督 を 商 ふ 者」 の 意な り、 而 して 茶く 信者 

の諱む 所と なりし と 云 ふ、 而 して 二 千年 後の 今日、 同一 の 商賈は 未だ 其 迹を絕 たす、 是れ 今日に 至る 

も キリストの 福音の 世に 廣く傳 はらざる 主なる 原因の 一なる べし、 余 鞏は此 上、 敎 役者と 稱 する 「基 

督を商 ふ 者」 の^^加せんことを-ば！^：ます、 鋤 を 取る 者、 槌を振 ふ 者、 綱 を 引く 者、 舵 を 取る 者が 然起 

て キリストの 福 昔を唱 へ ん こと を 欲す。 (十月) 
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聖職と 職業 

&i パゥ 口と 云 ふ、 然れ ども 使徒た る は バウ 口の 職業に あら ざり しなり、 タル ソの バウ 口 は 大幕職 

ェ たりし 也、 而 して 天幕 職工たり しが 故に キリストの 善き 使徒たり し 也、 救主ィ H スキ リストと 云 ふ、 

然れ ども ィ ェ ス は自 から 救 主として 世に立ち 給 は ざり し 也、 ヨセフの 子 イエ スは 父の 職業 を 接け て 木 

^たりし 也、 而 して 木 匠たり しが 故に 人類の 完全なる 救 主たり し 也、 聖職 は 職業と して 從 事すべき 者 

にあら す、 先づ 普通の 勞働 者た るに あら ざれば 善き 傅 道 者た る 能 はざる 也。 (十月〕 

世の 批評と 基督 者の 實狀  , 

哥林多 後書 六 章 九、 十 節意譯 

^はる 者の 如くに 思 はるれ ども 實は 誠實 なり、 知られざる 者の 如くに 思 はるれ ども 實は 能く 知られ 

死 こ 瀕する 者の 如くに 思 はるれ ども、 視ょ、 我等 は活 く、 懲 さる & 者の 如くに 思 はるれ ども 實は 殺さ 

る、 に 至らす、 悲む 者の 如くに 思 はるれ ども 而 かも 常に 歡び、 貧しき 者の 如くに 思 はるれ ども 而カも 

多くの 人 を 富まし、 何も 有たざる 者の 如くに 思 はるれ ども 實は すべての もの を 保有す。 (十月) 

幸福なる 朝鮮 國 ■ 

B く 朝 詳國に 著しき 聖靈の 降臨 ありし と、 幸福なる 朝鮮 國、 彼女 は 4 マ や 其 政治的 自由と 獨 立と を 朱 


ひて、 北 ハ心靈 的 自由と 獨 立と を據っ \ あるが 如し、 願 ふ、 せて は 東洋 文化の 屮心 となり、 之 を 海 東の 

島帝國 にまで 及ぼせし 彼女が、 今や W たび 東洋 福音の 中心と なり、 其 光輝 を 四方に 放たん こと を、 神 

は 朝 國 をぎ 蔑め 給 はす、 神 は 朝鮮人 を 愛し 給 ふ、 彼等に 軍隊と 軍艦と を 賜 はざる も、 之に 優 さりて 

更らに 能力 强 き 聖靈を 下し 賜 ふ、 朝鮮 國は失 す る に 及ばす、 昔時 猶太 isi が 其 政治的 自由 を 失 ひ て よ 

り、 其 新 宗敎を 以て 西洋 諸 邦を敎 化せし が 如くに、 朝鮮 國も 亦、 其 政治的 獨立を 失 ひし 今日、 新たに 

神の； i 昔に 接して、 之 を 以て 東洋 諸 國を敎 化する を 得るな り、 < ^輩 は 朝鮮 國に 新たに 聖靈の 降りし を 

聞いて、 東洋の 將 來に大 なる 希び IT: を 紫ぎ、 併せて 神の 攝现の 人の 思念に 過ぎて 宏 且つ 犬なる に 驚か ざ 

る を 得す。 (十お) 

我が 舞臺 

我に も 亦 活動の 舞臺 あり、 敎 境に 非す、 文壇に 非す、 劇壇に 非す、 演壇に 非す、 我が 小なる 居室な 

り、 長さ 十五 尺に： g 十二 尺、 机 一基に 椅子 三 W 脚、 偉人の 肖像と 小兒靈 と： 大 然畫、 書籍と 筆と 墨と 紙- 

我が 活動の 舞臺 は是れ なり、 我は此 中に 在りて 我が 同情 を 世界の 萬 民に 寄す る を 得るな り、 泣き、 祈 

り、 怒り、 腿ら く を 得るな り、 我れ 神と 共に 働ら きて 我 は 此小{ せの 中に ありて 大 なる 世界 を 動かす を 

得るな り。 (十月) 

自^の 祕訣 

明 ^3  十 年  一一 ーヒ九 


！ f  0  一二  AO 

捐 てよ、 然 らば 得べ し、 死せ よ、 然 らば 生くべし、 虚しかれよ、 然 らば 充 たさる パし、 得ん と 欲し 

て 失 ひ、 生きん と 欲して 死し、 充 たされん と 欲して 常に 空し、 人生 成功の 祕訣 は自捐 にあり、 我等 は 

小なる 自己 を 捐て大 なる 祌を 得べ きなり。 (十 一 月) 

合 離の キリスト 

我れ キリス トを 感じて 神の 恩惠を 蒙る こと あり、 我れ キリス トを 感ぜす して 直に 神の 恩寵に 與 かる 

こと あり、 我れ 時に m 亍か、 神に 愛せら る、 に 我に 必 しも キリストの 耍 あるな しと、 然れ ども 否らざる 

也、 我れ キリス 卜を感 する 時 は キリストが 神に 代て 我に 臨み 給 ふ 時な り、 我れ 彼 を 感ぜざる 時 は 彼が 

我に 代て 我がた めに 神に 執 成し 給 ふ 時な り、 キリスト は 善き 友人な り、 彼 は 我に 臨む 時 も 我 を 離る、 

時 も 我がた めに 働ら き 給 ふ。 (十 一 月) 

キリストの 批評 

我 は キリ ス トに 審判 かるべき 者に して キリス トを {恭 判くべき 者に 非す、 我れ キリス トを. 藩 判かん と 

する 時に 彼 は 我が 衷 よりその すべての 恩惠を 撤去し 給 ふ、 批評す る は 審判くな り、 我れ キリストに 對 

して 批評家の 態度に 出て 我 は 彼より 柯の 善き もの を も 獲る 能 はざる 也。 (十 一月) 

か <iS せ 

父 の 顔 


善の 我に 臨む 時に 我 は 神が 我 を 嘉し給 ふを感 す、 惡の 我に 迫る 時に 我 は 神が 我 を 怒り 給 ふを覺 ゆ、 

我に 取りて は 我が 境遇 は 祌の聖 3 曰の 反映な り、 我 は 我が 父の 額 を 窺 ふの 心 を 以て 我が身 上の 變化を 見 

るな り。 (十  一 S 

我と 勞働者 

我れ 勞働者 を 使 ふに あらす、 我 は 彼と 共に 倒ら くな り、 我れ 彼に 給金 を拂 ふに あらす、 我が 充を以 

て 彼の 缺を補 ふなり、 我と 彼と は 兄弟な り、 我等 は 互に 相按 けて 地の 改良 を 計るな り。 (十 一月」 

世に 惡人は 多から す、 然れ ども 少數 の惡人 はすべ ての 惡事 を爲 すなり、 ij- 軍と 海軍と は 彼等に 備ふ 

る ためなり、 政治と 法律と は 彼等 を 取締る ためなり、 視ょ 微かの 火 如何に 大 なる 林 を 燃す を、 視ょー 

人の 惡人、 如何に 大 なる 悪事 を爲す を、 家庭 は 其 覆へ す 所と なり、 社會は 其紊す 所と なり、 國家は 其 

滅す 所と なる、 彼 は 爭亂の 孵化 者な り、 怨恨の 醸造 者な り、 齊 家の 途は彼 を 除く にあり、 治 國の途 も 

亦 之に 外なら す、 キリスト の^に 臨み 給 ひし も 亦 惡鬼を 喪さん ためなりし 也。 維 备書三 章 五節。 路加 

傳闪章 三十 S 節。 (十一. 0 

負ける は 膝つ 

明^ s 十 年  一 一 一 八 一 


所 m  一一； 八 二 

喧嘩して 勝った 其當 時の 心 持 は 甚だ 善い ものである、 然 かし 其 後の 心 持 は 甚だ 惡 いもので ある、 其 

後の 心 持より 言へば 食け た 心 持 は 勝った 心 持よりも 遙 かに 善い、 誠に 負ける は 勝つ で 勝つ は 食け るで 

ある、 負けて 人格 は 昇り、 信仰 は 進む、 人に 食け るの は 神に 勝つ ので ある、 忍んで 人に 負ける 時に 神 

の 慈惠の 鬥戶は 開かる、 我等 は 人に 擊 たれて 神の 懷に 入るべき である。 (十 一 月) 

クリスマス の 朝 

此時 宇宙 は 完全に 達せん とする 其 最後の 武歩を 取れり、 此時 神に 類す る 「第二の 人」 は 世に出たり、 

此時造 者と 受造 者と >の 聯絡 は 成れり、 此時萬 物 搏與の 端 絡 は 開かれたり、 此時新 社會の 建設 は 始まれ 

り、 此時 平民 は^ 界 の主權 者と なれり、 此時愛 は 人類の 律法と なれり、 此時 舊道德 はすべ て 廢れ、 舊 

制度 はすべ て 顏れ、 萬 物 悉く 新たに なれり、 此時 すべての 善事 は 世に 臨めり、 我等 此時を 祝せ ざらん 

乎。 (十二月〕 

宇 {^ の- ul 

呱々 の 聲は嬉 々の聲 なり、 其 始めて 響き 涉るゃ 全家 は 歡喜を 以て 震 ふ、 新ら しき 人 は 希望 を窗 らし 

て 我等の 中に 臨み たれば 也、 べッレ ヘムの 夕、 萬 物の 長子が 呱々 の聲を 揚げし 時に、 宇宙 は歡 喜を以 

て 震へ り、 「終の アダム」 は 不朽 を裔 らして 人類の 中に 臨み たれば 也、 此時天 は 地に 應 へて 言へ り、 

男子 は 人の 中に 生れたり と、 此時 造化 は聲を 合せて 歌へ り、 我等の 釋 放の 期 は 至れり と、 クリスマス 


は 宇宙の 祝日な り、 天と地と 其 中に 在る すべての ものと が其釋 放、 自由、 完成 を 祝す る 日な り。 (十二 

月〕 

おやご. >- ろ  かみ ご."" ろ 

親 心 と 刺 心 

父が 子 を 愛する 愛 は 子が 父 を 愛する 愛よりも 强し、 神が 人 を 愛する 愛 は 人が 祌を 愛する 愛よりも 强 

し、 子 は 父の 愛 を 知らす、 人 は 神の愛 を 知らす、 神に 無人 論 無しと 雖も 無神論 は 熾ん に 人の 間に 行 は 

る、 人 を 照らす 眞の光 は 世に 來れ り、 然れ ども 世 は 今に 至る まで 之 を識ら す、 人の 心 は 子の 心なり、 

彼 は 親の 心 を識ら ざるが 故に 神の 心 を識ら ざるな り。 (十二  =0 


明治 四十 一年 二 九 〇 八 年) 

我が 信仰の 4I:.:n 其 一 

我 は 自己 を 救 ふに 非す、 キリストに 由て 救 はるるな り、 我が 救扬は 我が 道德に 於て 存ケ す、 キリス 

トの 功績に 在て 存す、 イエスキリストの 血す ベての 罪より 我 を 潔む、 我 は 新年の 始に 方り、 我が 信仰 

を吿， ：： する こと 爾り。 約 翰 第壹書 一 章 七 節。 (一月) 

明ぬ E 十一 年  三 八 三 


所 s  s 八 四 

我が 信仰の 告白 其 二 

我 は キリストと 彼の 福 昔 を 信す、 然れ ども 我 は 今の 某 督敎會 なる もの を 信ぜす、 其 祌學と 信仰 茵條 

と を 信ぜす、 其制度と^^式とを信ぜす、 其 監督と 牧師と 傳遊. E と を 信ぜす、 我 は 年の 基督 敎會 なる 者 

の サタンの 會 なる を 信す、 我 は 我が 信仰 を 彼等に 認められん とせす、 我 は 彼等に 由ら すして キリスト 

の 所に 到らん と 欲す、 我 は 新年の 始めに 方り、 我が 信仰 を吿 白す る こと 又 雨り。 默示錄 一二 章 九 節 。(一 

3 

新年と 決心 

決心 又 決心、 決心 を 爲すは 決心 を 破る に 等し、 人 は 心 を 決して 何事 を も 爲す能 はす、 事を爲 すは祌 

に 在り、 唯 神に 頼らん のみ、 歲來 るも歲 去る も 唯 神に 賴 らんの み。 (一月〕 

我が 愛國心 

我 は 我が 愛する 斯國を 今日 直に^ ひ 得ざる べし、 然れ ども 我 は 百 年义は 千年の 後に 之を濟 ふの 基 を 

置えん と 欲す、 我が 小なる 事業が 救^の 功 を 奏する までに は 我 國は幾 となく 亡ぶ る 事 も あらん、 然 

れ ども 我 は 永久の 磐の 上に 築て 時の 變遷 を懼れ ざるべし、 我 は 我國を 世々 の 磐なる 我 神に f せん、 世 

の 政治家の 如くに あらす して、 預言者の 如くに、 使徒の 如くに、 大 詩人の 如くに、 大&: 舉 者の 如くに、 


永遠の 眞理を 講じて 永遠に 我 國を救 ふの 道 を 講ぜん。 (一月) 

戰^ 廢 止の 歌 

我が 理想 は祌の 思想な り、 而 して 神の 思想 は 終に 事實 となりて *1 に顯 はるべき 者な り、 理想 を： T^i る 

は 夢 を 語る に 非す、 未来の 事實を 語るな り、 神の 僕モ —セの 歌と： の 歌と は 正義 終局の 勝利の 歌な り、 

戰爭絕 對的魔 止の 歌な り、 萬 物 復興の 歌な り、 地の 改菩、 おの 充足の 歌な り、 歌 は 理想な り、 未來の 

完全 を 今 示されて 之 を； g て歡 びて 發 する 聲 なり。 默示錄 十五 章 三 節。 (1=0 

キリストの 王國 

此 世の 諸々 の國は 我等の-王 イエ ス キリストの 属 となり、 キリスト 世々 窮 なく 之 を 洽め給 はん 時に、 

に は 丘 〈營 絶えて 筑の聲 は 楊らざる ベく、 海に は， ボ艦 失せて 黑堙 天に 漲らざる べし、 山 は 森林 を 以て 

蔽 はれ、 河 は 其 岸 を 溢れす、 肥料 は璺 かに 供給され て 民 は 凶斂を 嘆かざる べし、 人 は 衣食 足りて 其 隣 

人 を 羨ます、 人生 は樂 しきもの となりて、 死と 墓と は 忘らる、 軍人 は 醫師と 化して 病毒と 戰ひ、 ％ 吏 

は 巡視と 成りて 2^ に 慰藉 を頒 つ、 嗚呼 慕 はしき かな キリストの 王國、 我 は 其 到来の  一 n も迅 からん 

こと を 願 ふ。 默示錄 十一 章 十五 節。 (一月〕 

戰爭の 結果 

£ 治 £丄 年  一一 一八 五 


1 二八 六 

ヒ，， の牧伯 あり if は實 へり、 I は 可な りと、 HJ^.$^^ 

と ド si 聞かれす して 戰爭は 開かれたり、 而 して 今や Igf 顚巴 

m、  f き；、 自殺！  f 門前より i ひ 得て 敵 は 【內に 現 はれたり、 筆 は 敵を絕 たす ぎんに 敵 を 竹 

る、 SSSti は 己れ 又 慮に せられ、 刀に て 人 I す 者 は 己れ 乂， にて 殺さるべし、 S 

^^^s^^^  (默 示錄 十三 章 十 節)。  、 1^1 

h 信仰 は非戰 にあり、 S は擧て 擎を唱 へ、 f は 擧て擎 に 和す f  t の 忍耐 

タ； I も 二  ，，；1 C  ーメ 

と 信仰 は非戰 にあり。 (一月〕 

神の 論證 

神の 讓は 雲な り、 神の 證明は 雲な り、 神 は 管 出して 語り 給 はす 默 


し in;;: 給 ふ リ戰； ；臺る 1111"^:" は 

： C3  -» ゝぉ： 5 に 一 k.,c よ、 ，、よ、 艳 見よ aj^ て 覺れょ Im して よ f  J 

給 ふに 敎會の 實情を 以てし 給. i 論す る を 休めよ ソ P  l:c:I.L^kb, 


神の 言 豁は 事實な 

給 ふ 

^  、 . ^しり rl?、 とより、 下より、 地の S 方より m 莨 を 以て 汝に 迫り 給 ふ 

-r^ より、 服より、 鼻より 口より 然り 上よ 1 よ ^ 

(一月) 

聖書の 解释 


Ill く 聖書 研究、 曰く 沙翁 研究、 n くゲ ー テ 研究、 口く ダンテ 研究と、 令の 人 は 想 ふ、 何事 も 研究に 

由て 之 を 解す る を 得べ しと、 否らざる なり、 夫れ 人の 事 は 其 中に ある 靈の 外に 誰か 之れ を 知らん や、 

此の 如く 神の 事 は 神の 靈の 外に 知る 者な し、 沙 翁の 靈を 以ての み 能く 沙 翁の 作 を 解す る を 得べ し、 ダ 

ンテの 靈を以 ての み 能く ダンテの 作 を 解す る を 得べ し、 而 して 祌の靈 を 以ての み 能く 神の 書た る 聖書 

を 解す る を 得べ し、 聖書の 文字 を 解し 得 たれば とて、 聖書 は 之 を 解す る を 得す、 近世の 所謂 聖書 藥者 

の 誤謬 は 單に此 明白なる 一 事に 存す。 哥林多 前書 一 一章 十 一節。 a  =0 

聖書の 自 證 

聖書 は 神の 書な り、 神に 由て 書かれし 書なる のみなら す、 叉 神に 由て 使 はる i 書な り、 我等 は欢ん 

で 書 を 解す る 能 はす、 然れ ども 神 は 其 解釋を 以て 我等の 靈に 臨み 給 ふ、 聖書に して 若し 神學 者の 機 

智を 以て 解し 得らる る 者な らん 乎、 是れ 神の 書に あらざる なり、 聖書 は祌に 由ての み滿 足に 解 1- さ 

て 其 神の 書なる を自證 す。 ( 一 =0 

不幸なる 敎 役者 

飢えた る敎 役者！ 彼等 は受 くる を 知て 與 ふる を 知らざる 不幸なる 者な り、 彼等 は 奔走して 寄附 金 

を 仰ぎ、 說敎 を依賴 す、 彼等に 资財 なき は 勿論、 智識な し、 又 信仰な し、 彼等 は 人に 忌まれ 乂 神に 識 

られ す、 彼等 は實に 何物 を も 有た す、 何事 を も爲さ る 者な り、 世に 不幸なる 者に して 確實 なる 11;^ 仰 

ra 治 十一 年  =xb 


所 感  •  一二 八 八  一 

を 懐かざる 宗敎 家の 如き は あらす、 萬 物 悉く 神の 聖業 を翼贊 しつ、 あるに、 彼等の みは 空 を擊 つが 如 一： 

くに 何事 をも爲 さすして 日 を 送る 者な り。 (一月) 

我が 敎會  一 

我に 敎會 無し、 然れ ども キリスト 有り、 而 して キリスト 有る が 故に 我に も 亦敎會 あり、 キリスト は J 

きれ、 彼 は 神の 聖 きが 如く 聖し、 宇宙の 廣 きが 如く 廣し、 我に キリスト ありて 我 は 完全なる 一 

敎會に S する 者 也。 (二月)  一 


キリス トに して^し 


基督 敎の 極致 

「キリス トは今 尙ほ活 きて 我等と 偕に 在し 給 ふ」、 基督 敎の 極致 は是れ な」 

單に歷 史的 人物な らん 乎、 基督 敎の 倫理 は 如何に 美に して、 其 敎翁は 如何に 深き も、 其す ベて は の 

空な り、 キリスト にして 今尙ほ 在す 者なら ざらん 乎、 我等 は 今日 直に 基督 敎を棄 て-可な り、 基督 敎 

の^ 在 如何 は單に キリス ト 現在の 一 事に 懸 る。. (二月〕 

實驗の キリスト 

キリスト は 今尙ほ 在し 給 ふ、 彼 は 我が 祈 禱を聽 き 給 ふ、 彼 は 自己 を 我に 顯 はし 給 ふ、 彼 は 神の 深 事 

を 我に 示し 袷 ふ、 彼 は實に 我が 牧者な り、 我が 靈 魂の 監督な り、 我 は 今 彼 を 見る 能 はざる も 最も 確實 


に 彼の 實在を 感得す、 彼れ 我と 偕に 在す が 故に 我 は獨り 在る も 寂 霧から す、 彼れ 我に 代りて 戰ひ給 ふ 

が 故に、 我 は 世が 擧 りて 我に 逆 ふ も 恐れす、 彼 は H ひ 給へ り、 我 は 生者な リ、 前に 死し こと ぁリ、 視 

よ、 我 は 世々 窮 りなく 生きん と、 叉 E ひ 給へ り、 我 は 世の 末まで 常に 汝 等と 偕に 在るな りと、 而 して 

我 は 我が 日常の 生涯に 於て 彼の 是 等の 言の {ゃ：言 にあらざる を實 験す。 默示錄 一 窜 十八 節。 馬 太俾末 章 

末節。 (二  H0 

聖書の 眞 價 

敎會の 書、 宣教師の 書、 神舉 者の 書と して 見て、 聖書 は 厭 ふべき、 嫌 ふべき、 呪 ふべき 書な り、 然 

れ ども 神の 書、 人類の 書、 平民の 書と して 見て、 聖書に 優 さりて 愛すべき、 j: お ふべき、 祝すべき 書 は 

あらざる 也、 我等 は 聖書 を 直に 神より 受け、 之 を^ 甚 として 研究し、 自由、 獨立、 敬虔の 人と なる ベ 

き 也。 (二月) 
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キリスト を 去て 敎會を 去る 者 あり、 キリストに 就て 敎會を 去る 者 あり、 今や 不信者 は 敎會を 去り、 

i:- おも 亦 之 を 去る、 冷 かなる 者お り、 熟き 者 亦 去る、 而 して 微溫き 者の み tf る、 神、 ラオ デ キヤの 敎 

會にー H はしめ て 曰く、 汝、 旣に？ お d くして 冷 かに も 有らす、 熟く も 有らす、 是 故に 我れ 汝を 我が 口よ 

り吐屮 U さんと。 默示錄 三 章 十六 節。 (二月) 

明ね 四十 一 年  一 一； 八 九 


近世の 二 名士 

数十 年に 涉る 深き 研究の 結果と して 「敎會 と 近世 思想」 なる 書 を 著 はし 斷然 敎會を 去りし 者 を英國 

の 名士 ヴ イヴ イアン 氏と なす、 キリストに 深く 接する の餘り 「基督 敎國の 攻擊」 なる 書 を 著 はし、 敎 

會を 離れて 福音の 眞髓を 世に 傳 へんと せし 者 を丁瑪 園の 思想. 家 キル ケゴ ー ド となす、 前者 は 敎會を 外 

より 見て 之 を 去り、 後者 は 中より 靦 ひて 同じく 之 を 去れり、 余 W はヴ イヴ イアン 氏の 誠實を 愛す、 然 

れ ども キル ケゴ ー ドの埶 i 信に 服す、 敎會は 去るべし、 然れ ども キリスト は 去る ベから す、 余輩 は キル 

ケゴ ー ドの 類の 基督 敎 世界に 〔妣々 多 からん こと を 願 ふ。 (二月) 

佘 の 同 志 者 

余鞏の 同志 者 は 日本 國に 於て は あらざる 可し、 米國に 於て は あらざる べし、 然れ ども 思想の 本源 地 

たる 歐洲に 於て あり、 キル ケゴ ー ド あり、 「科 舉と 基督 敎」 の 著者なる ベ テックス 氏 あり、 「宗敎 か 

神の 王國 か」 の 著者なる 口 ー ツキ ー 氏 あり、 何れも 今の 敎會を 離れた る キリストの 福音 を唱 ふる 者な 

り、 彼等の 說く 所は遙 かに 在来の 官： 敎師 の說く 所よりも 深く して 强し、 彼等 は 3 呉に 初代の 基督 者の 心 

を |S りたる 者な りと 信す、 11^ もに 英米の 宣敎師 に 由て 基督 敎を 聞きし 我國の 基督 信者 は是等 明察の 思 

S 家に 耳 を倾 くる を 要す。 (二月) 


敎會と 信仰 

敎會を 離れて 信仰 は 維持す る 能 はすと 云 ふ、 然り、 或る 種の 信仰 は 敎會を 離れて 維持す る 能 はざる 

べし、 敎會的 信仰、 是れ 敎會を 離れて 維持す る 能 はざる 也、 然れ ども 昔し 在して 今尙ほ 在し 給 ふ キリ 

ストの 信仰 は 人の 作りし 敎會を 離れて 容易に 之 を 維持す る を 得るな り、 彼等 を^に 傳 ふる 敎會な きも 

支那の 聖人 は 今尙ほ 東洋 數傥 萬の 民 を 風化し つ：^ あるに あらす や、 ダンテ を 世に 傳 ふる 敎會は 何處に 

ある や、 而 かも 彼の 感化 は 日々 に S 々*- 界に遍 きに あらす や、 して キリスト を や、 キリスト にして 

若し 敎會の 手を藉 りすして 其 信者の 信仰 を 維持す る 能 は ざらん 乎、 彼 は 孔子、 ダンテに 劣る 者な り、 

敎會は キリス トを庇 保 せんとして： 返て 彼， を贬す 者な り、 我等 は 確かに 今の 敎會を 離れて キリストに 於 

ける 我等の 信仰 を 維持す る を 得るな り。 (二月〕 

眞 面目なる 偽善者 

偽善者に 不眞 面目なる と眞 面目なる と ぁリ、 前者 は 偽善と 知りつ &之を 行 ふ 者な り、 後者 は 眞现な 

りと 信じて 偽善 を 行 ふ 者な り、 後者、 或 ひ は 前者よりも 愛すべき 者な りと せん、 然れ ども 其 身の 危險 

より 云へば 後者の 危 險は遙 かに 前者の それに 優 さる、 不眞 -s 目なる 偽善者に 覺醒 の機會 あり、 然れど 

も眞 面目なる 偽善者に 至て は 北 ハ悔改 は 期して 待つ ベから す、 世に 扱 ひ 難き 者に して 眞 面目なる 偽善者 

の 如き は あらざる 也。 (二月) 
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憐 むべき 迷信 

ゃ讲 の朗齊 に .1^ tili ありと 信じ、 之れ に誤譯 ある も敢て 之を訂 さんと せす、 唯 神の 言な りと 稱 して 

. 之 を かして 衆 俗 を 1 はんとす る あり、 水の 洗 禮に異 能 ありと 信じ、 洗禮の 深き 心靈的 意義 を 解せ 

すして、 唯 其； f> 一 を 施して 信者 を 作らん とする あり、 一 一 者 等しく 惡 意に つるに あらざる ベ けれども、 

憐 むべき 迷信と 言 はざる ベから す、 3呉 现 のみ 能く 人 を 救 ふ を 得べ し、 來靈 のみよ く 人 を 神の 子と なす 

を 5：： べし、 ^^蚯31の深き硏究と^靈の親しき交際とを措て他に人を救ふの途は^せざるなり。 (二お) 

ぁモ li め 

キリスト と 娼妓 

竹 すれば 宗 敎.； をして ぎ— 己 を 慰めし め、 富めば 娼婦 をして 3! 一  の 事を爲 さしむ、 是れ 今の = 本人の 

多数の 爲す 所な り、 彼等の 目的 は單に 慰藉 を 得ん とする にあり、 慰藉に して 得られん 乎、 其 種類と 方 

法と は 彼等. の 敢て擇 まざる 所な り、 キリス 卜と 婦！ 是れ 同一の n 本人が 其 境遇の 變 化に. 5 て 其 慰 

藉：^ として 卬 J ふる 者な り、 バウ nR  く、 汝 等の 身 は キリストの 肢 なる を 知らざる 乎、 $れ キリストの 

え を.^ の K となして fE- らん や、 1^ ら ざるな りと、 然り、 可らざる なり、 然れ ども 多くの 日 木 人は此 

事を爲 して 恥ざる 也。 哥林多 前書 六 ，；14 十五 節。 (二") 

道徳と！^ 濟 


道 德の結 ra^ は 終に 經濟に 現 はる、 德は國 を 富まし、 罪 は 之 を 貧う す、 故に 共經^ に 由て 其 道徳 を 推 

i る を へし、 忠愛 を唱 ふる. の 尺、 必 しも 忠愛の： にあら す、 富みて 泰き 民の み眞に 忠愛の 民た るな 

り、 汝の 出入 帳 を 示せよ、 我れ 之に. E て汝の 道德を 知らん、 祌、 モ— セを 以て 其 撰 民に 告げて n く、 

汝は許 多の 國々 の 民に 贷す こと を爲 すに 至らん、 惜る ことな かるべし (巾 命 記 二十 八 章 十二 節： > 

と、 國々 の： に 借りて 之に す こと 能 はざる は 道德の 民に あらざる 也。 (二  =0 

道德と 信用と 富 

道德の 人に 認められし 者、 之 を 信用と 云 ひ、 信用の 硬化せ し 者、 之 を-一 £ と 云 ふ、 道 なくして； 一;^w 

あるな し、 信用な くして 眞 正の 富 あるな し、 而 かも 道德は 容易に 人に 認められす、 信用 は 容易に 富と 

化せす、 道德が 化して 富と なる までに 多くの 時日と 忍耐と を 要す、 然れ ども 道德は 終に 富と 化せ ざれ 

ば 止まざる 者な り- 我等 善を播 きて、 3： 人 か 北ハ給 si- たる 富を穫 取らざる を 得す、 道 德を唱 へて 之 を 行 

ふ^も 亦 國家を 富ます 者な り、 然り； 斯 かる 者の み 眞に國 家 を 富ます 者な り。 (二月〕 

ffi: 道と 自由 

傅 近 は絶對 的に 自由なら ざるべ からす、 傳道者 を 支配す るに 祌の靈 の 外、 何物 も あるべ からす、 敎 

^も 妨害な り、 會社も 妨害な り、 給料 も 妨害な り、 恩給 も 妨害な り、 彼 は獨り 平原の 中央に 立て 碧 { 仝 

を^んで 靈氣の 充 たす 所た る 者なら ざるべ からす、 彼 は 誠に 野に 呼べる 人の 聲 ならざる ベから す、 彼 
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は 祭司 叉 は 寧 者义は パリ サイの 人の 類より は 何の 支配 を も 受けざる 者なら ざるべ からす。 (二月) 

樂 し き 生 涯  ， 

現世 旣に樂 し、 來^ は更 らに樂 しからん とす、 我等 は 現世 を樂 む， 叉來^ を樂 まんと す、 幸福なる 

は キリス トに 在りて 生く る 我等な り。 (一一 一月〕 

現世の 樂 しき 所以 

現世 其 物は樂 しからす、 來 の 希望 あるが 故に 樂し、 ^かも 富の 獲得の 希望 ありて 貧 は 苦しから ざ 

るが 如し、 現^ は 修羅の 街な り、 然れ ども 自我 を 平和の 來 * に 移して 現世の 苦闘 は 却て 歡樂 たるに 至 

る、 我等 は 希望に 由て 救 はる. - なリ、 卽ち來 ^の 希望の 快感に 由って 現 * の 苦痛より 免 かる i を 得る 

たり。 羅馬書 八 章 一 一十 節。 (一一 一 H0 

來 世と. M 上 

來 世の 希望 は 迷信に あらす、 又妄 慾に あらす、 來 世の 希望 は 無窮 發 達の 希 tli.: なり、 不滅なる べき 入 

類の 懷 くべき 正 當の希 なり、 此 希^に して 無 からん 乎、 人 は 禽獣と 何の 異なる 所な き 者な り、 人の 

魂 は 上に 昇り、 獸の魂 は 下に 降る、 人に 永久の 向上 性 あるが 故に 彼 は 永生 をば んで 息まざる なり、 彼 

に來阯 なしと 說くは 彼に 自殺 を勸 むる に 等し、 来^の 希 SHI を 懐きて 而！ J 、 人 は 人ら しき 者と 戎るを 得 


るな り。 傳道之 書 三章廿 一 節。 a 一一 月)  . 

來 世を說 かざる 宗敎家 

今や 來^ を說 かざる 宗敎家 多し、 彼等 は 言 ふ、 天 國は淸 めら れ たる 現世に 外なら すと、 然るに 事實 

は 彼等の 言に 反し、 現^の 汚濁 は 日々 に 益々 甚だし、 来^の 希望 を 佻せ すして 現世 は 之を淸 むる 能 は 

す、 宗敎 家に して 來 世 を說 かざらん 乎、 彼等 は 何に 由て 現世 を淸 めんと する 乎、 來 世の 確信な き宗敎 

家 は： i 味 を 失 ひたる 鹽 なり、 後 は 用な し、 外に 棄られ て 人に 踐 まれん 而已。 馬太傳 第五 章 十三 節。 (三 

月) 

我が：；： S する 福 昔 

クリス ト 我が 犯せし s§ をす ベ て 贖 ひ 給 へり、 クリス ト 我が 爲 すべ き 善 を 我に 代て すべ て 爲し給 へ り 

クリスト 我がた めに 永生 を 供へ 我を聖 父の 國に迎 へ 給 ふ、 我 は 唯 クリスト を 信 すれば 足る と、 我が 信 

よさ 

する 幅 音は是 なり、 其 信じ 難き は餘 りに 善に 過る が 故な り、 然 れ ども 神の 幅 音 は是れ 以下の 者た るべ 

からす、 誠に エホバ を畏る i 者に H ホバの 賜 ふ其矜 恤は大 にして 天の 地よりも 高き が 如し。 詩篇 百 一二 

篇十 一節。 (三月) 

我が 希 願 
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我れ 若し 全世界 を 獲る とも 我 生命 を 失 は V 何の 益 あらん 乎、 我れ 若し 世の 所謂 成功者と なり、 學に 

秀で、 ^を 作り.' 位階に 誇る も 我が 靈魂を 失 はぐ 何の 益 あらん 乎、 兎にも角にも 死た る 者の 楚 に與 

からん こと をと は バウ 口の 希 願な りし、 我 も 亦 斯^に 於て 何 を 得すと も、 又 何 を 失 ふと も、 Is^ にも 角 

にも 來 らんと する キリストの 國に 入る を 得て 其 一員た らんこと を 求 ふ。 馬太傳 十六 章 二十 六 節。 啡立 

. 比 書 三 章 十 一 節。 (一一 一月) 

宗敎 と敎會 

一 i 音 は 自由な り、 故に 敎會を 作らす、 福 昔、 宗敎と 化して 始めて 敎會顯 はる、 敎 會は宗 敎の康 なり- 

故に 宗敎廢 れて福 昔の w たび 世に 臨む 時に 敎會も 亦 魔た る、 敎會 衰微 は 福 昔 復興の 兆な り、 賀 すべき 

哉。 (三月) 

神意と 人 意 

人 は 止まらん とし、 祌は 動かん とし 給 ふ、 人 は 固 |g せんとし、 神 は 溶解 せんとし 給 ふ、 人 は 制定せ 

ん とし、 神は產 出せん とし 給 ふ、 祌、 自由の 幅 音 を 賜へば、 人 は 之 を 化して 制度の 宗敎 となし、 祌、 

愛の 兄弟 を 生み 給へば、 人 は 之 を牧容 して 規則の 敎會を 作る、 人の 爲す所 は 常に 神の 爲し給 ふ 所に 戾 

る、 .I! てバ ベ ル の塔を築きて祌の震怒を招きし人は今尙ほ條規の敎會を設けて同じく^^意に戻りっ i 

あり、 K まざる ベ けんや。 (三月) 


墓地た る此地 

地 は 人類の 住處 なりと 云 ふ、 否らざる 也. 地 は 人類の 墓地な り、 彼の 住處は 他に 在り、 手に て 造ら 

ざる 窮 りなく 存っ 所の 屋な リ、 地の 花 は 彼の 墓 を 飾る に 善し、 其 山 は 彼の 遺骸 を 託する に 適す、 然れ 

ども 地 其 物 は 彼の 住所と なすに 足らす、 地に 就て 爭ふ者 は誰ぞ や- 政治 は 墓地の 整理なら す や、 戰爭 

は 墓地の 爭 奪なら す や、 永久の 住所 を 有する 我等 は 喜んで 地 は 之 を 他人に 讓 るべき なり。 哥林多 後書 

五 章 一 節。 §J 

不 滅 の 獲 得 

我 は 人の 靈魂は 何人の それ も 不滅なる や 否や を 知らす、 然れ ども キリストに 在る 霊魂の 必す 不滅な 

る を 知る、 霊魂不滅 は擧理 的に 說明 する 能 はす、 信仰的に 實驗 する を 得べ し、 我等 は 苦んで、 闘て、 

自己に 死して、 不滅 を 我が 有と なすべき 也。 0ー 一月〕 

不朽の 我等  * 

我等 は旣に 永生 を 有す、 故に 歳と 共に 老 ひす、 我等の 外なる 人は壞 ると も 内なる 人 は 日 々に 新たな 

り、 我等が 死して 死せ ざる は 是れが 故な り、 我等 は キリストに 在りて 旣に 死より 生に 移され たれば な 

り、 iil^ は來 り、 赛は 去る、 然れ ども 我等の 靈は 永久の 春な り、 縱し； 大は 去り、 地 はや 焚盡 きん も、 キリ 
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ストに 在る 我等 は 不朽の 神と 共に ：4： すべし。 哥林多 後書 叫 章 十六 節。 Q 一月) 

感謝の 囘想 

我 は. せて H レ ミヤと 共に 歎じて 言へ り、 嗚呼 我は禍 ひなる 哉、 人 皆な 我と 爭ひ、 我を攻 む、 皆な 我 

を： SS ふな リと、 然れ ども 今に 至りて 我 は 感謝して 曰 ふ、 ^呼 我 は 福 ひなる 哉、 人 皆な 我と 爭ひ、 我 を 

00  00O000O  OO0OOO  0000000  0  00C00  t ひ， ろ 

攻め、 我を詛 ひたれば、 我 は 神に 結ばれて 其 救 濟に與 かる を 得たり と、 人に 拾ら る&は 神に 拾 はる X 

なりき、 人に 憎まる V は 神に 愛せら る k なりき、 人に 絶た る k は 神に 結ばる & なりき、 今に 至りて 思 

ふ、 我が 生涯に 有りし 事に して 最も 幸福な りし 事 は i に 侮られ、 嫌 はれ、 辱められ、 1^ けられし 事に 

て ありし こと を。 耶利 米亞記 十五 章 十 節 。(三月) 

自然主義 

自然の 自然 は 自然な り、 人の 自然 は 不自然な り、 自然の 自然 を 描く は 美な り、 人の 自然 を 寫すは 醜 

なり、 余輩 は 自然の 目然 主義 を唱 ふ、 人の 自然主義 を唱 へす、 人 は 神に 反き て其自 4 ム (性 を 失 ひたる 者 

なれば なり。 (四月) 

進歩と 苦痛 

世 は 永久に 進歩すべし、 然れ ども 永久に 苦痛の 世なる べし、 人 は. 氷久に ふべ し、 死 は 永久に^す 


- べし、 幸；1は此*1ょり&^^むべからす、 縱し 進歩 は 其 極に 達する とも。 (£=^ 

聖國 の到來 

^は 進みつ、 ある や 我 は 知らす、 退きつ、 ある や 我 は 知らす、 ：个 和は來 りつ、 ある や 我 は 知らす、 

戰爭は 起り つ.^ ある や 我 は 知らす、 我 は 唯一 事 を 知る、 祌の ® ^國の 日々 刻々 近づきつ- - ある こと を、 

而 して その 政治家、 軍人、 宗敎家 等、 人の 運動に 由て 来る 者に あらざる 事 を。 馬太傳 二十 四 章 六節參 

考 0  (四月) 

不用 問題 

幅 昔 は *1 を改 むべ し、 或 ひ は， を 改めざる べし、 然れ ども：： んれー i 昔の 眞價を 定めん とする に 方て 全 

く不川 問題な り、 福 昔の 眞慣は 幅 音 其 物に 布す、 福 昔 は 平和 を來 たすべし、 或 ひは爭 鬪を來 たすべし _ 

然れ ども， 幅 昔 は 靈魂を 活かす の 能力た る を 失 はす、 余輩 は 福音が 世に 及す 效 * をの 述 立て 其眞價 を辯ぜ 

んと は爲さ る 也。 (四月〕 

福 音 の 勢力 

福 昔 は 政治に 非す、 然れ ども 國家を 潔む、 福音 は 美術に あらす、 然れ ども 美感 を 喚起す、 幅 昔 は 

舉に 非す、 然れ ども 思惟 を 刺激す、 福音 は產 業に 非す、 然れ ども 富を增 進す、 福音 は此 世の 事に あら 
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す、 然れ ども 人 を 其 中心に 於て 活 すが 故に、 活動の すべての 方面に 於て 此世 を啓發 す、 此世 以外の 一 i 

音 こそ 此^ を 救 ふ 唯 一 の 勢力 なれ。 

無抵抗主義の 威力 

我等 は 無抵抗主義 を 採る、 然れ ども 神 は 無抵抗主義 を 採り 給 はす、 彼 は 我等に 代-りて 抵抗し 給 ふ、 

萬 事 を 神に 任 かし 奉る 我等に 逆 ふ 者は禍 なり、 そ は 彼 は 我等に 代りて 彼等 を碎 き、 彼等 を恤 まず、 惜 

まず、 憐 まずして 滅し給 ふべ ければ 也。 耶利米；=0^記十三章十1:節。 sa) 

近世の 聖書 研究 

近^の 聖書 研究 は^として 外より する 研究な り、 lー^語學と考古學と比t^宗敎とに.Eる硏究なり、 故 

に^^書の眞義に達する難し、 聖書 は 歴史に あらす、 美文に あらす、 信仰の 書な り、 故に：^ 仰に 由ら す 

して 其 眞意を 探る 能 はす、 材料 は 積で 山 を 作し、 觀察は 博く 海 を 蓋 ふ も、 僅かに 聖書の 外装 を 窺 ふに 

過ぎす、 勞 多くして 功 掛 しと は 近世の 聖書 研究 を 謂 ふなるべし。 (E=o 

公平なる 批評 

人 をして 神 を せし むる 勿れ、 神 をして 人 を-;^ せしめよ、 哲舉を 以て 聖書 を 評する 勿れ、 聖書 を以 

そ 哲學を 評すべし、 神 は 人よりも 高し、 書 は哲學 よりも 深し、 聖書に 據り、 神の 立場に て、 我等 


は 最も 公平に 人と 萬 物と を 評する を 得るな り。 (四月) 

交友と 信仰 

我 は 不信者 なるや も 知れす、 そ は 我 は 今の所 謂 基督 信者なる 者と 交 はる こと 甚だ 稀 なれば 也、 我 交 

• 友 は 寧ろ 不信者の 中に 在り、 1^1 理論 者の 中に 在り、 我れ 時には 思 ふ、 斯 かる 社交的 境遇に 在る 我は祌 

に詛 はれし 者に あら ざ る 乎と。 

然れ ども 何ぞ 恐れん、 ィ H スは 祭司、 舉者、 パリ サイの 人 等と 交 はり 給 はすして 反て 稅^ 人 等 を 

友と し 給へ り、 我が 交友 はィ H スの それに 類似す、 我 は 「基督 信者」 に は あらざる べし、 然れ ども ィ 

ェ スの 友に 非す と は 未だ 斷 {史 する を 得ざる べし。 

^ 宙 の 無 要 物 

第一 に贵 きもの は 仰な り.、 第二に 貴き もの は 智識な り、 第三に 贵 きもの は勞 働な り、 若し 信仰な 

くんば 智識な かるべ からす、 若し 智識な くんば 勞働 なかる ベから す、 信仰な く、 智識な く、 勞攝 なく 

して、 人 は 宇宙の 無用 物な り、 而 して 世の 所謂 宗教家なる 者 は 多く は此 類に あらざる 乎、 彼等に 努勸 

なし、 彼等 は 他人 をして 已を養 はしむ、 彼等に 智識な し、 彼等 は 辯 古 を" 弁す るに 過す、 彼等に 信仰な 

し、 彼等 は 敎權を 揮 ふ 而已、 主 は 彼等に 就て 言 ひ 給 はん、 之 を 研 去れ、 何ぞ 徒らに 地 を 塞ぐ やと。 路 

加 傅 十一 一： 章 七 節。 (四お) 
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武士道と 宣敎師 

聞く 眞の 武士道 は 敵に 勝つ の 道に 非す、 人に 對し 自己 を 持す るの 道な りと、 淸簾、 潔白、 寬忍、 宥 

恕、 勝つ も 立派に 勝ち、 負ける も 立派に 負く るの 道な りと 云 ふ、 若し 然 らんに は 武士道の 外國官 ー敎師 

に 由て 傳 へられし 我國 今日の 基督 敎に 優る や 萬々 なり、 {ー曰；敎師的基督敎は何ょりも先づ成功を欲^11*.:す、 

多数に 信徒 を 作らん とし、 大 なる 會堂を 建てん とし、 社會に 勢力 を 植えん とす、 聖く 失敗す る 祝福の 

如き は 其 全然 解し 得ざる 所な り、 余輩 は ナザレの ィ H スの 弟子と して 又 日本 武士と して、 外國 宣敎師 

と其傳 ふる 宗敎 とに 反對 する 者な り。 (四月〕  .， 

父の 一 周期に 際して 

父の 一 周期 は 周 来れり、 我に 淚 なき 能 はす。 

彼れ 今 何處に 在る 乎、 彼 は 消滅せ し 乎、 我 は爾か 信す る 能 はす、 彼 は 彼の 墓に 眠る 乎、 我 は 爾か信 

する 能 はす、 然 らば 彼れ 今 何處に 在る 乎。 

彼 は 我と 共に 在り、 我が 側に 在り、 我が 衷に 在り、 我 は 我が 五感 を 以て 彼を感 する 能 はざる 而已、 

我に 第六感、 又は 第 七 感の供 せられん 時、 我 は 明かに 再た び 彼を感 する を 得ん、 彼 は 今尙ほ 我と 共に 

在り、 我を勵 まし、 我 を 慰め、 我と 苦 樂を頒 ちつ、 あり。 

ぁナ の  き 

想 §ポ す、 復活の 曙、 此 1® つる 者壞 ちざる 者 を 衣、 死ぬ る 者 死なざる 者 を 衣ん 時、 我等 は 面と 面と を 


合 はして 人生の 苦闘と 勝利と を 語らん。 

我れ 天より 聲 ありて 我に 言 ふ を 聞け リ、 曰く、 今より 後、 - 王に 在りて 死ぬ る 人 は 福 ひなり と (默示 

錄十 m 章 十三 節)。 (四 =0 

今より 後 

〇國 を 救 はんとす、 國を救 はんとす と、 然るに 國は 終に 救 はれ ざらん とす、 故に 我 は 八 r- より 後、 闽の 

救 ひ を 思 は ざらん と 欲す、 而 して キリストの； i 昔 をのみ 是れ說 かんと 欲す、 然 らば 國 は自づ から 救 は 

れて 我等 は 神に 感謝す るに 至らん。 

〇 我 は 政治家の 執る 我國の 方針の 是 なる 者なる や 非なる 者なる や を 知らす、 我 は 唯一 事 を 知る、 ち 

國 nl^ の 誠實の 日々 に (化々 失せつ、 ある こと を、 故に 我 は 今より 後、 國是に 就て 論す る 事を廢 めて 唯 ひ 

た すらに 民の 誠 實を增 さん こと を 而已是 れ 努めん と 欲す。 

〇 新說又 新說、 而 かも 一 つも 我 を 滿 足せし むる に 足らす、 唯 古き， 一 i 昔の み 能く 我を滿 足せし めて 餘り 

あり、 イエスキリストの 血す ベての 罪より 我 を 救 ふと、 是 よりも 深き 眞理に 我 は 未だ.！" て 接せし こと 

なし、 故に 我 は 今より 後、 新說に 注意 を 1^ はる、 ことなくして、 一意 專心 我が 古き 舊き福 昔 を i? へん 

と 欲す。 (四月〕 

人 を 救 ふの 力 
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人 を 救 はんと 欲して 人 を 救 ふ 能 はす、 眞 理を闈 明して 人は自 から 救 はる、 なり、 眞理を 除いて 他に 

人 を 救 ふの 力 あるな し、 救世 者の 模範 は カントな り、 パスカル なり、 ブラウニング なり、 ゥ H スレ ー 

に 非す、 ム ー デ ー に 非す、 ブ ー ス大將 に 非す、 我等 は 前者に 傲て 深く、 永く、 まく 世 を 救 ふの 道を講 

すべきな り。 (四月) 

^ 上 

上へ、 上へ、 上へ と、 昇る は救濟 なり、 降る は 滅亡な り、 我等 は 永久に 昇て、 水 久に救 はれん のみ、 

道の 難き を 意と せす、 我れ 汝を支 へんと 主 曰 ひ 給へば なり、 手段 を 講じて 然る 後に 進ます、 主の 命 を 

確かめて 懼れ なく 進むな り、 より 高き、 より 難き、 より 聖き 業へ と 進むな り。 (五 ガ) 

謙遞 と祈禱 

或 ひ はやし」 野 を 耕し、 或 ひ は 人て 筆 を 執る、 我が 爲す所 小に して 人に 知られす、 然れ ども 我に 若し 

謙遞 りたる 祈 禱の心 あらん 乎、 我 は 神と 偕に 働ら きつ k あるな り、 其 時 我 は卞宙 と 偕に 運轉 し、 萬 物 

と共に 進化す、 其 時 諸 の 星 は 其 軌道に 在りて 我 敵 を 攻め、 山と 岡と は聲を 放ちて 我に 味方す、 我 は 

獨り 神と 偕に 在りて 大軍を 指揮して 世に 勝ちつ & あり。 士師記 五 章 二十 節。 (五") 

樹 と其果 


事業の 結果に 就て 意 はす、 其 性質に 就て 意 ふ、 是れ獨 立の 事業なる か、 是れ 信仰の 事業なる か、 是 

れ 神が 我に 在りて 爲し給 ふ 事業なる かと、 北ハ 性質に して 聖 からん 乎、 其 結果 は 必す善 且つ 大 なるべし、 

或 ひ は樹を 善くせ よ、 其 果も亦 善 かるべし、 或 ひ は 樹を惡 くせよ、 其果 も亦惡 しかるべし、 人に 依頼 

し、 知  1= 藉を 以て 計晝 み、 大事 を爲 したれば とて 大事 は 成らす、 人 は 己 を 潔め て 德を萬 に 施す を 得る 

なり。 瑪太傳 十二 章 三十 三 節。 「五月) 

信仰の 吿白 

信仰の 動 搖は义 始まれり、 我 は 又 我が 信仰 を吿 {E する の 必要 あり、 我が 信仰 は 所謂 使徒 信 經是れ な 

り、 卽ち 左の 如し、 

我 は 全能なる 父なる 神 を 信す、 我 は其獨 子なる キリス トイ H スを； ^す、 彼 は 我等の 主にして、 聚 

靈 によりて 處女 マリヤより 生れ、 ボ ン テオ • ピラトの 時 十字架に 釘 けられ、 葬られ、 第三 日に 死 

し^の 中より 役活 り、 天に 昇り、 父の 右に 座し、 彼處 より 生者と 死者と を鞫 くた めに 来り 給 ふ。 

我 は荣靈 を； 一;! す、 欺 敎會を 信す、 罪の 赦免 を 信す、 身體の 復活 を 信す。 

我 は 八， より 一：； 十 年 前、 斯く 信じ たれば 基督 信者と なりたり、 而 して 今 尙ほ斯 く 信す るが 故に 基督 信者 

たるな り、 過去 三十 年間に 於け る 科 舉の進 步は我 をして 我が 此 信仰 を更 へしむ るに 足らす、 我 は 八， に 

至る も ほ斯 く：！ ：5 じ 得る を 神に 謝す。 (五月) 

明 冶 S1 一年  Ho 五 


所 ま-  EO 六 

信仰の 理由 

我 は 人 を歡ば せんがた めに 斯く 信ぜざる なり、 我 は 我が 常識に 反いて 斯く 信ぜざる なり、 我 は 我が 

實驗に 由て 斯く 信す るな り、 斯く 信ぜざる を 得ざる が 故に 斯く 信す る 也、 是れ 我が 信仰な り、 我黨の 

信仰に あらざる なり、 是れ 我が 信仰な り、 我が 神學 にあらざる なり、 我が 感 する 所、 我が 直覺 する 所、 

悉く 理由 を附 する 能 はざる も、 事實 として 我が 承認せ ざる を 得ざる 所な り、 我 は 我が 現在の 實驗に 照 

らして 過去 並に 未来の 事 實の斯 く あらざる ベから ざる を 確；；^ する 者な り。 (五月) 

科 € 'と 〈〈小 敎 

科 學は厂 、然 に 於け る 事 實の觀 察な り、 宗敎は 心 霊界に 於け る 事 實の觀 察な り、 二者 同じく 事實の _ 

觀察 なり、 唯觀 察の 領域 を 異にする のみ、 二者 目的 を 共に し、 方法 を 共に す、 事實を 知らん と 欲す、 

精確な らんと 欲す、 科 舉の敵 は 宗教に 非す、 思辨 なり、 宗敎の 敵 は 科學に 非す、 祌學 なり、 科學と { 示 

敎とは 善き 兄弟な り、 彼等 は 手に 手 を 採て 二者の 敵なる 思辨 と祌學 とに 杭すべき なり。 (五月) 

、ノ リ サイ 派と サド カイ 派 

パリ サイ 派と は 復活 を 信ぜし 保守派な り、 サド カイ 派と は 復活 を 否みし 進步 派な り、 前者 は嚴 格な 

る 信條の 維持 を 主張し、 後者 は 自由 思想 を 標榜せ り、 二者 全く 其 主張 を 異にせり、 然れ ども 相 合して 


我等の 主ィ H ス . キリスト を 殺したり、 キリスト は兩派 孰れに も與 みし 給 は ざり しが 故な りヽ 而 して 

余輩 キリストと 偕に 歩まん と 欲する が 故に、 パリ サイの 保守派に も與 せざる べし、 サド カイの 進歩 派 

にも 與 せざる べし、 余輩 は キリストの 如く 狹く  (深く)、 叉 キリストの 如く 廣 からん と 欲す、 余輩 は 

復活 を敎義 として 主張せ ざるべし、 然れ ども 事實 として 之 を 信ぜん と 欲す、 信仰に 於て は 保守に して 

智識に 於て は 自由な らんと 欲す、 余輩 は 「保守」 「進 步」 兩 つながらに 反對 する 者な り。 (五 ガ) 

罪と は何ぞ 

罪と は 何で あら ふ、 罪と は 敎會に 出席し ない 事で はない、 洗禮を 受けない ことで はない、 此 敎義、 

彼 敎義を 信じない ことで はない、 罪と は 人に 害 を 加 ふること である、 人の 感情 を 害し、 名譽を 傷け、 

權利を 犯し、 すべての 形に 於て 苦痛 を 人に 與 ふること である、 是れが 罪で ある、 罪と は 祭儀の 事で は 

ない、 又 信仰の 事で はない、 社交の 事で ある、 實 行の 事で ある、 人に 害 を 加へ て、 如何 ほど 祈る も、 

何 を 信す る も、 人 は 祌の恚 怒に 觸れ ざる を 得ない。 

誠に キリスト は 言 ひ 給 ふた、 我れ 矜恤を 欲み て 祭祀 を 欲ます と (馬 太 傳九章 十三 節〕、 矜恤 に缺け 

て、 卽ち人 を 愛する 心に 缺 けて、 如何なる 祭紀も 如何なる 祌學も 祌を歡 ばし 奉る に 足りない。 (五 H0 

天國と は何ぞ 

天 國とは 何處の 事で もない、 人が 人 を 愛する 所で ある、 人が 人 を 愛しない 所 は、 其 他の 事 は 如何で 
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あら ふが、 其 所 は灭國 ではない、 昔樂が あら ふが、 說敎が あら ふが >  熱 信が あら ふが、 慈善が 行 はれ 

やうが、 其處 は： 大國 ではない、 天國を 作る の は 誠に 易い、 自已を 棄て人 を 愛すれば それで 天 國は卽 座. 

に 成就る ので ある、 M にも 特^に 敎會を 組織す るの 必要 はない、 何にも 特別に 祌畢 論を鬪 はすの 必要 

はない、 人が キリストに 傚て 人 を 愛すれば、 夫れ で 天國は 成就る ので ある、 斯 くも 易き こと を爲 さな- 

いで、  論じたり、 計畫ん だり、 奔走した りする 人々 の 愚か さよ、 聖國を 臨ら せ 給へ、 然り、 我等 をし. 

て 人 を 愛さし め 給へ、 而 して 今日、 直に、 此罪の 世に 在て、 ；大國 を 出現せ しめ 給へ。 (五月) 

現在の キリスト 

キリス トは 神で ある、 キリスト は 人で ある、 彼 は 一人の 人であって 又す ベての 人で ある、 彼 は 人類 

の 首であって、 义 人類 を^ 合した 者で ある、 彼 は 今 天に 在て 聖 父と 榮光を 共に し 給 ふ、 又 地に 在て 卜 

二 值餘の 人と 廿； 〈に 苦痛 を 頒ち給 ふ、 我等 は 天 に 行て 後 は 讚美 を 以て 彼を稱 へまつ るで あら ふ、 然し 地 

に 在る 間 は 善行 を 以て 彼 を 慰め まつるべき である、 彼の 僕た る 我等の 職務 は 明白で ある、 彼 は 確かに 

今 我等の 眼前に 人 類， として 現在し 給 ふ。 馬 太傳ー 不五章 三十 一 節以： 卜。 (五月) 

此" の 神と 今の 神 

昔 は 神 は 神であった、 八/は 祌は 人で ある、 昔 は 神に 事 ふるに 神に 事へ た、 今 は 神に 事 ふるに 人に 亊 

へ る、 キリス トに 由り て 神 は 人となり 給 ふた、 我等 は 今 は 人に 事 へ て 祌に事 へる ので ある。 (五月) 


誰か 之に 堪んゃ  ， 

余 繁の傳 道 は が爲 したので はない、 神が 余鞏を 以て 爲し給 ふたので ある、 俥 道 は 特^に 祌の^ 

業で ある、 余 摩 は ：！： を 爲し能 ふと も 傳道は 之 を 爲し能 はない。 

誰か 之に 堪んゃ (^林 多 後書 二 章 十六 節)、 誰か 傳 道の 責任に 堪ん や、 誰か 傅道師 相互の 嫉妬、 陷 

擠、 鏖 ：1 に堪ん や、 傳 道に 此 世の 報酬が 無い のみなら す、 すべての 危害と 不愉快と が ある、 傳 道は种 

の§^靈に逐立てられなければ爲すことの出來なぃ事業でぁる、 我 若し 福音 を宣べ 得ず ば禍 ひなる かな 

00OO0OOO0O00O000000 

と バウ a は ：；- 一：： ふた、 然り、 福 昔 を宜べ 得ざる に 至りし 我は禍 ひなる 哉と 我れ は 一一： 一 "ふ、 然 かし 止む を？.！： 

ない、 キリスト 我 を 捕へ 給へ る 也 (胖立 比 書 三 章 十二 節)、 彼れ 我を^り、 我意に 適 はざる 所に 我 を 

ei! 行き 給 ふ、 無慈悲なる 彼よ。 (五月) 

豪ら い 人 

或 人 は 我 は 豪ら いと 云 ひ、 或 人 は 我 は 豪くな いと 云 ふ、 然れ ども 我れ 若し 豪 らく ある た ら ば 我 は 豪 

くたい からで ある、 一： らい 者 は 神の みで ある、 人は躬 から 豪ら く なくなって 始めて 神に 豪ら くせられ 

るので ある。 ，(>:=0 

詩 人 
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詩人 はボ H テ ー ス なり、 ボ H テ ー スは爲 人な り、 事 を爲す 人、 是れ 詩人た るな り、 詩 は 風景 を 眺め 

て 成らす、 文 を 練て 成らす、 神 を 信じ、 己に 克ち、 世に 勝て 成るな り、 小說家 を賤 めよ、 然れ ども 

人を賤 むる 勿れ、 そ は 彼 は 夢る 者に 非す して、 闘て 勝つ 者 なれば なり。 (五月 ソ 

第百號 

本誌 幸に して 玆に其 第 百號に 達す、 余輩 はために e "を 祝せ す、 神に 感謝す、 詩人の 言を藉 りて E ふ、 

エホバよ、 榮光を 我等に 歸 する 勿れ、 我等に 歸 する 勿れ、 汝の 矜恤と 眞實の 故により てた ぐ聖名 

にの み 之 を歸し 給へ、 

と U 詩篇 第： 白 十五 篇 一 節。 (六月) 

恩 の數々 

十 年の 長き、 愛の ほか 他人に 何の 負 ふ 所な く、 たぐ ー囘の ほか 編輯 を 他人の 乎に 委ねし ことなく、  _ 

廣吿は 三年  一 2： 之 を 用 ひしに 過す、 寄書 を 名士に 求めす、 購讀を 人に 勸 めす、 以て 今日に 至れり、 而ー 

かも 友人 は廣く 海の 內 外に 涉 りて存 し、 必要なる もの は 悉く 與 へられて、 余輩 は 未だ 曾て ー囘 も飢逮 

を 感ぜし ことなし、 新著 は 常に 机上に 横 はり、 小兒は 常に 遊 具に 富めり、 是を恩 惠と稱 せす して 何と 一 

か稱 せん、 余輩 は 富 ふ、 余輩 は斯 世に 在て 最も 幸福なる 者な りと、 十 年、 斯非 基督 敎國に 在りて 神に 

のみ 依 親して キリス トの幅 音を宣 ぶる を 得て、 余輩 は 神の 實在を 疑 はんと 欲する も 能 はざる なり。 (六； 


月) 

0 仰の i^) 

11：  一口  w は 第一 に誠實 なり、 第二に 信頼な り、 第三に 實 I 仃 なり、 三者 其 一 を缺て 信仰 は 信仰に あらざる 

なり、 は 信卬に 由て 救 はると いふ は斯 かる 信仰に 由て 救 はると 云 ふなり、 此 ほか^に 信仰 ある こと- 

なし、  又 M がる ことなし、 信仰の 途 たる 蒼天に 輝く 太陽の 如くに 燎 かなり。 (六月〕 

キリス トと 基督 敎 

基督 敎. キリストたり、 キリスト は 十字架な り、 バウ 口 を 知り、 ベ テロ を 知り、 ヨハネ を 知り、 ャ 

コブを 知りて 未だ 基督 を 知れり と 云 ふ 能 はざる なり、 奇跡 を 知り、 復活 を 知り、 昇天 を 知りて 未だ キ 

リスト を 知れり と 云 ふ 能 はざる なり、 キリスト を 知りて 基督 敎を 知る を 得べ し、 十字架 を 知りて、 ^ 

り、 之を擔 ひて キリスト を 知る を 得べ し、 基督 敎の 實體は キリスト なり、 キリストの 精神 は 十字架 な- 

り、  若し キリストと 基督 敎を 知らん と 欲せば 日々 十字架 を 負 ひて 彼に 從 ふべ きなり。 (六月〕 

救 はる、 者 

イエスの 如き 者 はすべ て 救 はるべし、 その 彼の 名 を 聞きし と 聞 かざりし とに 關 はらす、 その 彼の 前 

に 生^しと 後に 生れし とに 關 はらす、 勿論、 敎會の rM: にある と 其 外に あると に關 はらす、 すべて イエ.. 
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スの 如き^ は 救 はるべし、 イエスの 如くなら すして、 某 督敎國 のお も、 基督 敎會の 敎師會 員 も、 祌學- 

^|^もゃ丧舉^もすべて.水久に滅ぶべし、 ィ H スは 人類の 救 主なると 同時に 叉 救 はる k 者の 模範な り、 

此 人を觀 よ、 而 して 救 はる \ 者と 救 はれざる^ と の^を 鑑 おめよ。 約 翰 俾卜九 章 五節。 (六 W0 

十 ,yr 架 の 敎 

惡に抗 せざる^ なり、 敵の 靠を赦 す 事な り、 死に 至る まで 愛する 事な り、 H; 几れ， r 字 架の 敎 なり、 之 

を 信じ 之 を：：；： は 牛； くべ し、 勝利と 榮 光と は 其 結 架な り、 復活と、 水生と は 其 報 賞な り、 キリス 卜は特 

に此 事を敎 へんた めに *1 に 降り 給 ひしな り、 人 は 威力に 由て 勝たん と 欲する が 故に、 知 E 識に 由て 生き 

んと 欲する が 故に、 神 は 其 子 を 降し 彼 を 敵 人の 乎に 附 して 勝利と 生命との 途を 示し 給へ り、 鳴 呼、 貴 

い 哉 十 卞加农 の教！ 「 六お) 

外 阔俾道 

ぺ テ E 劍を拔 きて ィ H スの身 を 護らん とせり、 イエス、 彼 を 誠め て n  く、 汝の劍 を 鞘に 納めよ、 凡 

て劍を 取る 者は劍 にて 亡ぶべし と、 英國と 米！； と、 獨！； と露國 と、 其 他す ベての 所謂 基督 敎國 は大軍 

を 倫へ、 た 艦 を 浮べて 基督 敎的 文明 を 護る と稱 す、 而 して 基督 敎會 なる もの ありて、 軍旗 を 祝福し、 

勝利 を-: W り、 =:ハ 保護の l.- に キリストの 福音 を異敎 の： ^に 傅 へんと 欲す、 ，に 奇怪の 事 多し と雖 も、 亇 

の 所謂 * 督敎圃 の 外！： 俾 道の 如き は あらざる なり。 (六月) 


十字架の 濫用 

十字架 を 軍旗に 織り、 北ハ 下に 進む 基督 敎國の 軍隊 あり、 十字架 を 信仰 筒條に 編み、 之 を 旗 機 として 

北ハ 後に 從ふ基 醤敎會 の 信徒 あり、 而 して 己 を棄て その 十字架 を 負 ひて キリス トに從 ふ タリ ス チャン あ 

るな し、 十字架 は表號 として は迎 へられ、 事實 として は 斥けら る、 十 架 を 護持す る；^ は 多し、 之 を 

荷擔 する 者 は 少し、 今や 十字架 は 魔 除の 一 種と 化して 其 眞義は 全く 忘却せられ たるが 如し。 (六月) 

我が 理想 

我が 理想 はモ— ゼ ではない、 ィ ザャ、 H レ ミヤ、 ァモ ス ではない、 將た乂 。ハウ 口、 ベ テ 口、 ヨハネ 

ではない、 勿論 コ 口 ムゥ H ル、 力 ー ライル、 ヲ ルヅヲ ス ではない、 尊德、 鹰山、 南洲 ではない、 我が 

想 は ナザレ 人ィ H スで ある、 彼の 如く 贫の屮 に 生ずち、 彼の 如く 勞 働き、 彼の 如く 懼れ すして 所； 一:H 

を唱へ 彼の 如く 宗教，， 添と 政治.， 豕 とに 僧 まれ、 而 して 彼の 如く 敵の靠 を赦 しながら 死に 就く、 斯 かる 

生涯 を 送り 得ば 我 は 死後に 如何な りても せい、 地獄に 落ちても 宜ぃ、 靈 魂が 滅びても- い、 斯 かる 生 

涯を 送り 得し ことが 最上の 幸福であって、 最上の 榮光 である、 我はィ H スを 理想と 仰いで、 現世 も 苦 

しくなければ 來^ も怕 くない。 r 六 ガ〕 

ィ ェ ス に 於け る 友人 
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ィ H スに 於け る 友人と は *1 に 所謂 基督 信者で はない、 彼等の 中には 黨人も あれば、 獰人も あれば、 

物 も ある、 ィ H スに 於け る 友人と はィ H スに 似た る 生涯 を 送り、 叉 送った 者で ある、 佐倉愁 五郎の 

如き 者 もさう である、 哲藥 者スぺ ンサ ー の 如き 者 も 雨う である、 すべて 義 のために 鬪ひ、 愛の ために 

苦しみ、 眞理 のために 努めし 者はィ H ス に 於け る 友人で ある、 その イエ スの名 を 知りし と 知ら ざり し 

と、 之 を ：！ に唱 へしと 唱へ ざり しと は 余輩の 問 ふ 所ではない、 すべて ィ H スの 如き 生涯 を 送った 者 は 

彼に 在りて 余輩の 友人であって、 又 余輩の 兄弟 叉 は 姉妹で ある。 馬太傳 十二 章 五十 節。 (六月) 

敎會と 自由 

あめ 

臼く 天が下に 基督 敎會 と稱 すべき 者 はた だ三箇 あるの み、 三箇 以上 あるな し、 曰く 羅馬 天主 敎 N ゆ、 

臼く 露阔 X 布臘 敎會、 曰く 英國 監督 敎會 是れ なり、 三者 共に 系統 を聖 使徒より 引く 者、 故に 正敎會 なり 

と 0 

或 ひは然 らん、 然 らば 余輩の 如き は聖 使徒に 何の 關係 なき 者、 故に 小羊の 群に 屬 せざる 者、 靈 3^ の 

山羊、 終に 外の 幽暗に 追 出されて、 哀哭 切齒 する 者な らん。 

然れ ども 何 を 恨みん、 。ハウ C 何人 ぞ、 ぺテ II 何人 ぞ、 バウ 0 自身の ーー百 に 依る も 彼等 は 我等 をして 信 

せしめん とて 動む る 者なる の 外な し， - 余輩 は 系統 を聖 使徒より 引か ざれば とて 悲 ます、 余輩 は 直に キ 

リストに 行けば なり、 逝け よ、 正 敎會、 退けよ、 使徒、 聖子は 自由 を 余輩に 賜へ り、 而 して 使徒 

たりと 雖も此 自由 を 余輩より 奪 ふ 能 はざる なり。 哥林多 前書 三 章 五節。 約 翰 傳八章 二十 六 節。 (六 ガ) 


眞理 と獨立 

眞现は 自己 を 支持す と 云 ふ (Truth  supports  itself)、 故に 眞理 は自づ から 獨立 なり、 之に 反して 

お 5 

虚偽 は 自己 を 支持す る 能 はす、 故に 自づ から 依頼す るな り、 獨 立は眞 理を證 し、 依頼 は 虚偽 を ^す、 

事物の 眞偽 を驗す 標準に して 之に 優りて 確實 なる はなし。 

夫の 外國宣 敎師に 依て 傳 へられし 基督 敎 なる 者 を 見よ、 其 歸依者 は 敎會と 宣敎師 とに 依頼せ すして 

一 雜誌を 起す 能 はす、 一 敎會を 建つ る 能 はす、 而 かも 彼等 は 露 理を傳 ふると 稱す、 然れ ども 彼等の 依 

賴は 彼等の 傳 ふる 眞理の 眞理 ならざる を證 す、 彼等 は 意力の 缺乏を 歎く を 要せす、 そ は 彼等と 雖も 若 

し M 理を 受けし ならば、 獨り 立て 道を傳 ふる を 得べ ければ なり、 人 をして 獨 立なら しめざる {ー 曰： 敎師の 

基督 敎は眞 の 基督 敎 ならざる を自證 して 餘り あり。 (六月) 

聖書 人物の 眞憤 

^^^書は悉く無誤謬ならす、 キリスト のみ 惟り 無 誤 護な り、 キリスト 以前に 誤謬 ありたり、 キリスト 

以後に 誤謬 ありたり、 モ ー セに 誤謬 ありたり 、ダビデに 誤謬 ありたり、 ィザャ に誤譯 ありたり、 エレ 

ミヤに 誤謬 ありたり、 すべての 士師 とすべ ての 預 霄 者に 誤 護 ありたり、 又た バウ 口 に 誤謬 ありたり、 

ぺテ に 誤謬 ありたり、 ヨハネに 誤謬 ありたり、 ヤコ ブに 誤謬 ありたり、 すべての 使徒と すべての 聖 

徒に 誤 謹 ありたり、 ィ H スキ リストに のみ 誤謬な かりし、 我等 は 彼 を 模範と なすべき なり、 其 他の 聖 
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書 人物に 至て は 彼等が キリス トに 似る 丈け それ 丈け 彼等 を 我等の 師表と して 仰ぐべき なり、 然れ ども 

それ 以外に 於て 彼等に 傚 ふべ からざる なり。 「六 =o 

， と救濟 

信條 ありて 後の 救 ひに あらす、 救 はれて 後の 信條 なり、 ：：^條は救^の事實の表，：：に過ぎす、 然るに 

：;:^ 條を ：一:r せしめて 然る 後に 救 はんと 欲す、 今の 俾 道なる ものが 效を 奏せざる は是 れが爲 なり、 先づキ 

リスト を 紹介し、 彼を師 として 仰がし め、 彼に 傚 ひて 生 觀 せしめん 乎、 人 は 何人も キリストの 何たる 

乎 を 知る に 至るべし、 信 條は救 はれし 者が 备自 案出すべき ものな り、 救 はれざる ものが 他より 注 人 さ 

るべき ものに あらざる なり。 C 六 

儀式の I3f 純 

儀式 は單 純なる を宜 とす、 儀式 は單 純なる 丈け それ 丈け 莊厳 なり、 聖書 は キリストの 葬式に 就て 錄 

す 所な し、 我等 は 又 使 等等 は 如 河 にして 葬られし 乎 を 知らす、 神の 人モ ー セ 死して 「H ホバ、 ベ テベ 

オルに 對 する モ アブの 地の 谷に 之 を 葬り 給へ り、 今日まで 北 ハ墓を 知る 人な し」 と 云 ふ (申命記 三十 g: 

章 六 節 )o 

郭式然 り、 結婚式 然り、 若し 必要 あらんに は洗禮 式亦然 り、 證人は 神と 天然と 少数の 灰 人に て 足れ 

り、 俗衆の 注目 を惹 いて 莊嚴を 装 ふの 要絕 えて 無き なり。 (六 =o 


最大の 異 端 

最大の 異端 は キリストの 神性 を 担み、 續雜、 復活、 昇天 を 否む ことで はない、 最大の 異端 は 兄弟 を 

愴 むこと である、 聖書 は 明白に 言 ふて 居る、 愛な き 者 は 神 を識ら ず、 神 は 卽ち愛 なれば 也と、 信仰の 

正邪 は 行爲の 善惡に 由て おむべき である、 其 表白の 文字に 由て 斷 すべきで はない。 (六 00 

樣々 の 事業 

進んで 爲 すの 事業 あり、 退いて 俟 つの 事業 あり、 事業の 目的 は 神 を 示す にあり、 神の 勢力 を 示す の 

必要 あり、 彼の 忍耐 を 示す の 必要 あり、 退いて 俟っ者 も 亦 神の 事業 を爲す 者な り。 (八 =0 

一 さグ - Tnl' 

人生 五十 年 或は 七十 年、 然れ ども 事 を 爲すは 一 瞬間に 在り、 北 ハ時意 を 決して 「然 り」 と ひ、 或 ひ 

は 「否な」 と 答へ. て爲 すべきの 業は爲 さる- - なり、 其 以前 はすべ て 準備な り、 其 以後 はすべ て證 明な 

も  • さい は ひ > 

り、 1 人の 生 泥 は 眞现の ；點を 護る に 過す、 而 かも 其 任に 當り、 能く 其 命 を 全うする 者 は 福な り。 (八 

お) 

苦痛 は 事業 
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苦痛 は 勢力の 空費に 非す、 善事の 遂行な り、 我等 は 忍んで 苦痛に 耐えて 人 を 神に 導き 神 を 人に 紹介 

十る を 得るな り、 キリストの 事業 は斯 かる 事業な りし、 我等 も 亦 彼に 傚 ひて 能く 苦痛に 耐え、 以て キ 

リストの 患難の 缺 けたる 所 を 怖 ふべき 也。 ！ 羅西書 一 章 一 一十 叫 節。 (八月) 

囘 顧の 淚 

祌、 我 を 呪 ひ 給へ りと 思 ひし 時に 我 は 神に 惠 まれし なり、 其 時 我 は 我が 能力 以上の 事業 を 神に 爲さ 

しめられし 也、 其 時 我 は キリストに 傚 ひ、 我 罪なら ぬ 他人の 罪 を 負 は しめられし なり、 惯值 なき 我 は 

キリストと 偕に 苦む に 足る 者と して 認められ しなり、 榮 光何ぞ 之に 過ん、 幸福 何ぞ 之に 若かん、 靜想 

默思、 後事 を 顧みて 我等 は 時に 感謝の 淚を禁 する 能 はざる なり。 (八月〕 

名 譽の死 

國 民に 謳歌され っ&戰 場に 斃る 死に 非す、 牧師、 監督、 宣敎師 等に 祈られつ k 天國に 登り 行く 死に 

非す、 國 民に は 國賊 として 罵られ、 敎會に は 不信の 徒と して 嘲け られつ k 苦悶 絶叫して 愛の ために 死 

する 死なり、 世 を 救 ふの 死は斯 かる 死なり、 余輩 は斯の 如くに して 余輩の ために 死せ る 者 ある を 知る、 

余輩 も 亦 若し 神の 聖意 とならば 斯の 如くに して 世の ために 死す る を 厭 はざる べし。 (八月〕 

傳 道の 眞 相 


傳 道は傳 道なる より は 寧ろ 犧牲 なり、 公け に 敎を說 くこと なる より は 寧ろ 密かに 罪 を擔 ふこと なり、 

九た び 苦んで 一た び 語る ことなり、 數 解の 淚に 和す るに 一 篇の詩 を 以てする ことなり、 傳 道に 成功せ 

んと 欲する 者 は 成るべく 公的 運動 を 避け、 隱れ たるに 在す 神と 偕に 隱れ たる 所に 歩むべき なり。 「八月) 

制度の 排斥 

余鞏 が敎會 に反對 する は 其 腐敗 を 嫌 ふて にあら す、 制度 其 物を惡 くんで なり、 制度 は 規則な り、 愛 

の 自由に あらざる なり、 制度 は 如柯に 完全なる も 祌の國 を 作る 能 はざる なり、 制度の 完全す る を 待て 

敎<|5 は 何時までも 完全なる 能 はざる なり、 制度 を廢 し、 愛に 賴 りて 敎會は 始めて 完全なる を 得るな り、 

敎會が 純然たる 兄弟 的 團體と 化する まで は キリ ス ト の聖； D 曰は此 世に 行 はれざる なり。 r 八 =^) 

無情の 宣敎師 

外國 より 我 國に來 り、 父祖の 宗 敎を棄 てよ と 我等に 迫る、 若し 誤謬な らんに は 我等 は 之を棄 つるに 

禱路 せざる べし、 然れ ども 其 如何に 辛慘の 業なる 乎 は 彼等 宣敎師 の 知らざる 所なる が 如し、 舊來の 習 

慣と 絶たざる ベから す、 父母 親戚と 爭 はざる ベから す、 宗 敎を變 ふる は靈 魂を更 ふるが 如く 難し、 而 

かも 輕々 しく 宗敎の 變更を 我等に 勸む、 彼等 宣敎師 の 無情 も亦甚 しからす や。 

而 かも 我等に 宗敎 の 變更を 迫る 彼等 {n: 敎師は 彼等の 狹 隙なる 敎會 をす ら棄 つる 能 はざる なり、 彼等 

は 自身、 何の 棄 つる 所な くして、 我等に すべての もの を棄 てよ と 迫るな り、 無情なる 宜 敎師！ 彼等 
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は 我等が を Hi る こと 能 はざる 祭司の 長の 如き 者な り、 彼等 は 我等 を 助く る 能 はす、 故に 主 は 彼 

等に 由り て 我等に 顯 はれ 給 はざる なり。 希 伯 來書四 章 十五 節 參考。 (八月〕 

偶像の 交換 

金 や 銀 や 木 や 石 を 以て 作りた る 偶像 を 菜て よと 云 ふ、 然り、 我等 は 之を棄 つべ し、 然れ ども 我等 も 

亦 彼等 宣敎 師に對 して 我等の 要求な き 能 はす、 我等 は 彼等に 言 はんと 欲す、 r 汝等 も亦汝 等の 偶像 を 

棄 てよ、 今 は 旣に廢 りたる 汝 等の 信仰 個 條を棄 てよ、 人の 作りた る汝 等の 敎會 を棄 てよ、 汝 等の 洗 禮 

晚餐 式を棄 てよ、 汝 等の 聖 十字、 聖麪、 法衣 等を棄 てよ、 是れ 皆な 偶像の 類 なれば なり、 我等に のみ 

偶像 排棄 を勸 むる 勿れ、 汝等 も亦汝 等の 偶像 を排棄 せよ、 己の 爲 さざる こと を 人に 勸 むる 勿れ、 我等 

は 主 キリストの 名に 由り 是 等の 要求 を汝 等に 爲 して 揮らざる なり」 と。 (八月〕 

預言者の 迫害者. = 敎會 

敎會が 斥けて 顧み ざり しスピ ノザは 世界 第 一 流の 哲鑒 者な りし、 敎會が 凌辱して 止 まざりし 卜 マ ス. 

ペイン は 熟 誠なる 人類の 友な りし、 敎 食が 無祌 論者のう 首と 稱 びし ヴ オル テャは 怫國稀 有の 敬神 家な り 

し、 敎會が 其 敵と 見做せし ダ ー ゥ ヰン、 スぺ ンサ. -は 近^ 最大の 思想家な りし、 聖ステ パノ、 當 時の 

猶太 敎會の 信徒 を 詰めて 口 く 

汝等 の 先祖 等 は 孰れ の 預言者 を か 宭迫さ ぐり し (行 傳七章 五十一. 一節) 


と、 余 も 亦 同一 の 言 を 以て 今の 敎會を 責めざる を 得す、 敎會に 排斥され す、 敎會に 敵視せられ ざり 

し 第一流の 科舉 者、 哲學 者、 思想家、 慈善家 は何處 にか ある、 敎會は 其 始めより 其 人 マ 日に 至る まです 

ベ て の預 一一 目 者の 迫害者たり しなり。 (八月〕 

政 鍵と 草花 

花 は^き 花 は 散る、 夏 は 去り、 秋 は 来る、 內閣は 幾れ、 內 閣は與 る、 政黨は 結ばれ、 政黨は 解かる 

天然と 人生との 事に して 何事 か不變 ならん 乎、 神の み、 キリスト のみ、 而 して 彼の 永久の 言辭 のみ、 

是れ のみ 永久に 變ら ざるな り、 其 他 はすべ て 庭前の 草花の 如し、 政權 然リ、 榮位然 り、 此^の すべて 

責 きもの、 すべて 權 ある 者に して 然ら ざる はなし。 (八月) 

近時の 敎訓 

戰て 一 國に 勝てば 他の 一 國は 起て 我 敵と なる、 人の 怒 は 神の 義を行 ふ 能 はす、 戰爭は 以て 平和 を來 

たす に 足らす、 而 かも 惡 魔に 欺かれて 國民 は劍を 磨て 止ます、 言 ふ、 更 らに大 なる 軍隊 を與 へよ、 然 

らば； 午 和 を 保たん と。 (八月) 

國 家の 危殆 

不信の 世 は 人物、 人物と 絶叫して 人物 を 要求して 止ます、 然れ ども 知らす や 神に 還りて 人 は 皆な 悉 
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く 人物なる こと を、 人に 依らす して 神に 頓 むで 國 家の 指導 を 能く 小 兒に委 ぬる を 得べ し、 ィザャ は 未 

來の キリス トの國 に 就て 豫 言して 曰く 

狼 は 小羊と 共に 宿り、 豹 は 小山 羊と 共に 臥し、 犢、 雄獅、 肥えた る 家畜と 共に 居りて 小さき 童于 

に 導かれん (以賽 亜 書 十 一 章 六 節〕 

と、 人物に 指導 さる i にあら ざれば 立つ 能 はざる 國 家と 社會 とは危 いかな。 (八月) 

休 養 

我が 衣食の 料 は 神より 来る、 我 は 競 爭場裡 に 入て 他人の 手より 之れ を 奪 ふ を須ゐ す、 雨の 草木に 臨 

むが 如く、 我が 衣食の 料 は 我 身に 加 へらる、 我 は 唯 働て 靜 かに 神の 恩惠を 待てば 足る。 

我が 思想 は 神より 來る、 我 は 萬 卷の書 を涉獵 して 積 塵の 裡 より 眞理を 攫 取す る を須ゐ す、 風の 綠葉 

を拂 ふが 如くに 神の 眞理は 我心に 臨む、 我 は 唯 祈て 神の 聲を聽 けば 足る。 

我が 事業 は 神に 由て 成る、 我は自 から 進んで 筑を 街衢に 吹く を須ゐ す、 Ei^ 實が 日光 を 受けて 勞 めす 

して 熟する が 如く、 我 寧 業 は 求めざる に 成る、 我 は唯靜 かに 極 を 蒔き、 之に 灌漑ぎ 其 成熟 を 待てば 足- 

る  Q  r 八お) 

多 讀の害 

多讀 の 害 は寡讀 の 害に 劣 らす、 多 讀は人 をして 著者の 奴隸 たらしむ、 多讀 の 人に 獨 立の 思想 乏し， 


ヲルズ ヲス、 スぺ ンサ ー 等、 獨创の 人 は 多く は寡讀 の 人な りし、 人 は 消化し 得る 丈け の 貧 物 を 要する 

が 如く、 又 同化し 得る 丈け の 思想 を 要す、 多； 3^ 多 開、 必 しも 舉： 者 を 作らす、 我等 は 自我の 主權を 犯さ- 

れざる  限り  他人の  著書に  目を^らすべき  なり。  (八 

秋 の 默 示 

銀河 茶弯に 漲り、 淸！^ cij.: を 降らす に 似たり、 湖上 風雨 去て、 峰 情 其 面に 鮮 なり、 H ホ バ其聖 殿に 在 

ます、 世界の 人 其 前に 靜 かにすべし、 彼れ 細微き 聲を 以て 語り 給 ふ、 人 皆な 其默 示に 接すべし。 哈 巴- 

谷 書 一 一章 一 不節。 (九 U0 

我れ 我が 祌に 向て 何 を か 祈 求めん、 富 か、 權カ か、 智慧 か、 天才 か、 幸福 か、 安全 か、 將又山 を 移-. 

す 程なる 信仰 か、 否ら す、 我靈 よ、 我 は 我が 祌に 向て 他 を 愛する Q 心 を 祈 求めむ、 輕々 しく 怒らざる 

心、 撃れ て赦す 心、 到る 所に 温良の 香 を 放つ 心 を 祈 求めむ、 我 は 斯くて 衷 に充滿 する 者と なり、 何物- 

を も 有たざる が 如く なれ ども 萬 物 を 有つ 者と ならむ。 (、九月) 

我が 生涯の 事業 

神の 子ィ H ス キリスト は 人 を 彼と 共に 神の 子と 爲 さんがた めに^に 降り 給へ り、 我 も 亦 彼に よりて 
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人 を 神の 子と 爲 さんがた めに 此. 世に 働くべし、 信者 を 作らん がた めに 非す、 同志 を 募らん がた めに 萍 

す、 人 を祌の 子と 爲 さんがた めに 働くべし、 我 は 我が 短 かき、 而 かも 貴重なる 此 生涯 を是 れ以 F の 事. 

業の ために 消費す る 能 はざる 也。 約翰傳 一 章士 一節。 (九月) 

信仰 は 意志の 事な り、 1^: 情の 事に 非す、 我れ 道 现に從 ひ 神 は 在りと 信じて 彼 を 感ぜざる 時と 雖も 彼- 

を 信すべき 也、 感情 は 日光の 如し、 我 身 を 照らす 時 あり、 雲に 遮られて 照らさざる 時 あり、 然れ ども- 

照らす 時 も 照らさざる 時 も 我 は 太陽の 存在 を 信じて 疑 はざる 也、 善 は 我れ 之 を 感ぜざる 時と 雖も 善な 

り、 神 は 我れ 之 を 感ぜざる 時と 雖も祌 なり、 我れ 我が 信仰 を 感情の 上に 建てす、 道理の 上に 築きて 我 ■ 

は 我が 祌に對 して 山岳と 共に 渝ら ざるべし。 (九月) 

信者と 不信者 

愛な き 者 は 神 を識ら ず、 神 は 卽ち愛 なれば 也と、 然り、 愛な き 者 は 不信者な り、 その 洗禮を 受け し- 

に 關 はらす、  その 餐 式に 列なる に關 はらす、 その 監督なる と 牧師なる と 傳道師 なるとに 關 はらす、 

その 祌舉 者た ると S*: 書舉 者なる とに 關 はらす、 愛な き 者 は 不信者な り、 余輩 は 聖書に 此明 C の 言 ある- 

を 神に 感謝す。 約 翰 第ず • 書 Z 章 八 節。 (九お) 


我 が 宗 敎 

祌を 愛し 人 を 愛する 事な り、 我が 禮拜 は是れ なり、 我が 信仰 は是れ なり、 我が 奉 仕 は是れ な， o、 是 

を 除きて 我に 宗敎 なる もの あるな し、 敎會 何物 ぞ、 儀式 何物 ぞ、 敎義 何物 ぞ、 祌學 M 物ぞ、 あし 我に 

愛な くんば 我 は 無 神の 徒な り、 異端の 魁な り、 我れ 口と 筆と を 以て 我が 信仰 を 表白し たれば とて 我 は 

信者に 非す、 我 は 愛する 丈け それ 丈け 信者た るの み、 我が 愛 以上に 我が 信仰 あるな く、 叉 我が 愛 以下 

に 我が 宗教なる もの も あらざる 也。 (九月) 

キリストの 所在 

今や 基督教 は 基督 敎會に 於て 在らす、 然れ ども 基督 敎は 未だ 此世を 去らす、 基督 敎は ダンテの 詩 紫 

に^す、 カン 卜の W: 舉に 在り、 すべての 〈虫 ：！ 人と すべての 善行の 中に 在り、 キリスト は 敎會の 救 主に あ 

ら すして、 ゆ 界の救 中： なり、 彼 は 今や 狹き敎 きを 去て 廣き 世界に 遍在し 給 ふ、 キリストの 敎會 は^ 界 

にして 北ハ會 nR は 人類な り、 余輩 は 其虚に 彼等の 屮に キリストに 於け る 余輩の 兄弟 姉妹 を 求めん と 欲す 0 

(九 =0 

我が 所得 

我れ キリスト を：：：：^ じて 何の 進る 所な きが 如し、 我 は 之に 由て 權カ ある 友人 を 得 ざり き、 世に 愛せら 

S ね E 十一 年  四 二 五 


所 Is  SI 三ハ 

れざ りき、 我が 場すべき 敎會 をす ら發 見せ ざり き、 然れ ども 我 は 之に 由て 神の愛の 幾分 を 知る を 得た 

り、 萬 有の 精 氣に觸 る i を？ 付たり、 宇宙の 中心 を 窺 ふ を 得たり、 キリストに. m て 我は眞 现の眞 珠を與 

へられたり、 彼 を 信す るに 由て 我が 瘦し 所の もの は 偉大な り、 我 は 之に 由て 我が 求めし 所、 思 ひし 所 

よりも 甚く 過れ る もの を璲 たり。 以弗所 書 三 章 二十 節。 C 九 力) 

キリスト の 祌 

異邦人 は 言へ り、 祌は 勢力な りと、 希 職人 は 言へ り、 神 は 智識な りと、 猶太 人 は 言へ り、 神 は聖な • 

りと、 而 して キリスト は 言 ひ 給へ り、 神 は 愛な りと、 祌は 勢力なら ざるに 非す、 然れ ども 勢力 以上な 

り、 智識なら ざるに 非す、 然れ ども 智識 以上な り、 祌は聖 なり、 然れ ども s*?- にして 罪を惡 むに 止まら 

す、 愛に して 恩惠を 施し 給 ふ、 愛 は 神の 精截 なり、 神 御自身な り、 我等 神の愛に 接して 始めて 神の 何 

たる 乎 を 知る 也。 (九 =o 

完成せ る救濟 

人類 は キリストに 在りて 其 罪 を 箱 かれたり、 人類 は キリストに 在りて 其 雜を赦 されたり、 人類 はキ 

リストに 在りて 神に 還りたり、 今や 神 は キリスト を 愛する 愛 を 以て 人類に 臨み 給 ふ、 人類 は 旣に救 は ■ 

れ たり、 唯 各人が 其 救 k を 認めざる のみ、 我等 は旣に 恩惠の 中に 在り、 我等 此事を 心に 認 むれば 救 は 

るべ し。 (九月) 


眞理と 基督 敎 

某. 赞敎 は眞理 なりと 言 ふ 勿れ、 先づ 3 典理の 何たる 乎 をお めよ、 然る 後に 基督教の 眞理 なる を證 せよ、. 

詩人 コ レリ ッヂ 言へ る あり、 n く 「露 理に優 さりて 基督 敎を 愛する 者 は 基督教に 優 さりて 自己の 敎會 

を 愛する 者に して、 斯 かる 人 はすべ てのものに 優りて 自己 を 愛する 者な り」 と、 而 かも 斯 かる 偏愛の 

人の 所謂 基督 信者の 中に 多き は 歎すべき の 限りなら す や。 (九お) 

新約聖書の 供す る 二 大眞理 

新約聖書 は 吾人に 一 一^の 3 典理を 供す、 一 一個の 貴き 眞理を 供す。 

共 第 一 は是れ なり、 卽ち、 祌は靈 なれば 彼 は 時と 所と を 以て 制限 さるべき 者に 非す、 アブラハム、 

イサク、 ヤコ ブの神 は 我等の 祌 なり、 彼 は 又聖殿 叉は會 堂の 中に 祭 込まるべき 者に 非す、 神 は 時間に： 

於て 永久な り、 叉 空間に 於て 無邊 なりとの 事是れ なり。 

北ハ 第二 は是れ なり、 卽ち、 宇宙 廣 しと 雖も其 中に 正義の 代用 をな すに 足る の 儀式 あるな し、 神に 納 

けられん と 欲せば 割禮も 無益な り、 水の 洗禮も 無益な り、 麵麪と葡萄酒とを以てする§^,餐式も無益な 

り、 神の 霞 は 如何なる 禮 式に 列す る も 降らす、 神 は 叉 何等の 外形的 龍 式 を 設けて 之 を 人に 强 ふること- 

なし、 彼の 前に 贵き 者は碎 けたる 心なり、 神が キリスト を 十字架に 釘け、 彼 をして 人に 代て すべての 

義を行 はしめ 給 ひし 後 は、 人 は 彼に 近かん として 何等の 制度、 何等の 儀式に 依る の 要な しとの 事是れ 
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なり o 

此ニ大 眞理の 新約聖書に 由て 吾人に 傳 へられし あり、 吾人 は 今やす ベての 恐怖 を 跪し、 ^權、 小 則、 

信條 等に 何の 頓着す る ことなく、 機に 會ふ 助けと なる 恩惠を 受けん 爲に 憚らず して 恩寵の 座に 來る ベ 

きなり。 希 伯 来書 1： 章 十六 節。 (九月) 

脆き 證據論 

基督 敎は歐 米 諸 園の 宗敎 なる が 故に 神の 眞理 なりと、 又 基督 敎は 某々 の 名士 を 信徒と して 有する が 

故に 神の 眞理 なりと、 然れ ども 是れ 最も^き 證據 論な り、 そ は歐米 諸國に 於て 行 はる k 罪 惡 にして 吾 

人の 意 想に だ も 及ばざる 所の 者 多ければ 也、 又 基督 敎を 信ぜざる 名士 は 世に 擧げ て數 ふべ から ざれば 

也、 若し 夫れ 信徒の 多き の 故 を 以て 誇る 敎會の 如き は 之 を 不明の 極と 稱 せざる ベから す、 そ は 信徒 を- 

有する こと： f 取 も 多き 敎會 は羅馬 加特 利敎會 にして、 新敎 諸敎會 にあら ざれば 也、 眞理は 之 を 奉す ると 

稱 する！； と 人と 其數 とに 由て 刺 別す る 能 はざる なり、 然り、 眞理の 特性 は 多数に 認められす して 少数 

に 認めら る、 にあり、 世の 慧き 者權 ある 者に 納 けられす して、 愚かなる 者 弱き者に 納 けらる、 に 在り、 

普通、 基督 信者に 由て 唱 へらる X 基督 敎證據 論の 如き は 砂の 上に 建てられ たる 家よりも 脆き 者な り。 

哥林多 前書 一章 二十 六 節。 (九月) 

時事 雜成 


神 を瞻ょ 

政府 を 見る 勿れ、 祌を瞻 よ、 政黨を 見る 勿れ、 神を瞻 よ、 敎會を 見る 勿れ、 神を瞻 よ、 敎師と 政治 

-冢と を 見る 勿れ、 神を瞻 よ、 そ は 人より 何の 善事 は 来らす、 すべての 善事 は 神より 来れば なり。 

日本 國の救 ひ 

內閣の 更迭に 由て 日本 國は救 はれざる べし、 政黨の 改造に 由て 日本 國は救 はれざる べし、 上下の 一 

致に 由て 日本 國は救 はれざる べし、 神に 由ての み 日本 國は救 はるべし、 神が 其 腕を顯 はし 給 ひ、 よ 

り、 外より、 火 と 水と 細き 聲とを 以て 之 を 指導 型 造し 給 ひて 日本 國は 救るべし、 人 I" の窮 する 時が 神 

の機會 たるな り、 而 して 余輩 は斯 かる 機會の 時々 刻々 と到來 しつ k ある を 見て 喜ぶな り。 

國 民の 根本 問題 

政治問題 は畢宽 する に經濟 問題な り、 經^ 問題 は畢竞 する に道德 問題な り、 而 して 道 德問题 は畢竞 

する に宗敎 問題な り、 國の 政治問題 は 畢竟す るに 其 民の 信仰 如何に 由て 解決 せらる、 而 かも 其、 末 を 思 

ふ 人 は 多くして 其 本 を 思 ふ 人 は 齢し、 火の 媳 えんこと を 氣遣ふ 人 は 多くして 油 を 注がん とする 者は尠 

し、 國 家の 危險 にして 信仰の 油の 絕 ゆるより 大 なる はなし。 

愛國 的道德 の缺點 

愛國の 精神 は 以て 能く 自國を 護る に 足らん、 然れ ども 愛國 の 精神 は 以て 能く 他國を 治む る に 足 らす、 

他 W を 治む るに， 界的 精神 を 要す、 人類 的 觀念を 要す、 愛國的 道德の 缺點は 最も 著しく 他！； を 治めん 

とする 時に 方て 顯 はる。 
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批評の 無頓着 

今人の 批評に 何 ぞ意を 留めん、 彼等 は 旣に絕 の 民た るな り、 瀑 下に 身を投じ、 自 から 己が 咽喉 を 

斷っ 者、 彼等 如何で か 人生の 意義 を 知らん や、 彼等 をして 思 ふが ま k に 彼等の 言 はんと 欲する 所 を 言 

はしめ よ、 我等 は 地下に 降らん とする 彼等 を 見す して、 天上に」 111 し 給 ふ 神を瞻 て、 榮 光より 榮 光に 向 

て 進まん と 欲す。 

信仰 上の 無氣カ 

或は 佛を棄 て耶に 降り、 或は 耶を 去て 怫に 還る、 余輩 は 勿論 他人の 信仰に 關涉 せす、 然れ ども、 今 

人の 宗敎 を更 ふること 弊履 を棄 つるよりも 易き を 見て、 余輩 は 彼等の 意氣地 無き に 呆れざる を 得す。 

- (九 5 

萬 物 悉く 可な り 

星 は 昔 信を傳 へて 曰く 萬 物 悉く 可な りと、 地 は 洪聲を 放て 曰く 萬 物 悉く 可な りと、 歴史 は 其 敎訓を 

傳 へて 曰く 萬 物 悉く 可な りと、 信仰 は其實 驗を宣 ベて 臼く 萬 物 悉く 可な りと、 神 其 造り 絵へ るす ぺて 

の 物 を視給 ひける に 甚だ 善 かりきと、 宇窗と 人生の 事物に して 何れ か 善 且つ 可なら ざらん や。 創世記 

一章 三十 一節。 (十月し 

地上の 樂園 


密林 滿山 を蔽 ひ、 夕陽 其 頂 を 照らす、 浮 雲 中腹 を 1- ひ、 靜湖其 麓 を 洗 ふ、 兩友 扁舟に ig: し、 湖上 山 

に對 して 進めば、 暮雲 叫 境 を 鎖して、 黑暗 全景 を裘 めり、 感謝す、 地上 亦 此樂園 ある を、 -大 上の それ 

を豫 想せ しむ。 n 光山 中の 秋色。 (十月) 

狹き 直き 路 

人の 批評 を 顧す、 事の 成否 を 思 はす、 唯一 直線に 進む、 神と 語り 神に 導かれて、 人に 諮り 其 決議 を 

待つ を 要せす、 獨り 無人の 地 を 歩む が 如く、 信す る 儘 を 行 ひ、 命ぜられし 儘を爲 す、 世 は 囂を 極む 

る も 其 響 は 我に 達せす、 我 は 唯 天上の 昔樂を 耳に する のみ、 我 は 我が 事業 を廣吿 せす、 眾 へに 之 を 我 

が 神に 委ぬ、 旣に此 世に 死して 此 骨に 布す、 幅 ひなる は 此生路 なり、 狹 しと 雖も苦 しからす、 直しと 

雖も淡 味ならざる なり。 馬 太 傳七章 十三、 十 叫 節。 (十月) 

交際と 信仰 

批 人の 生涯 は 交際に 有り、 基督 者の 生涯 は 信仰に 有り、 交際 は 常に 周圍に 注目し、 信仰 は te に 上 を 

瞻る、 交際 は煩雜 なり、 信仰 は單 純な り、 交際 は躊路 し、 信仰 は 直進す、 優にして 美なる は 交際な り、 

剛 にして 毅 なる は 信仰な り、 交際 若し 女性な らん 乎、 信仰 は 性な り、 而 して 余輩 は 信仰 を簡ぶ 者な 

り。 (十； 
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俊 式と 隣贸 

世の すべての 俄 禮に參 せざる も 可な り、 然れ ども 一人の 寡婦 をして 泣かしむ る 勿れ、 貴人の 招待に 

應ぜ ざる も 可な り、 然れ ども 孤兒の 厚意 を 斥く る 勿れ、 犯 介た る は； 惡 事に 非す、 然れ ども 無慈悲なる 

は の 罪た るな り、 「我れ 矜恤を 好みて 祭祀 を 好ます」 と 主 は 言 ひ 給へ り、 儀 禮を行 ふに 嚴 にして 矜 

恤を 施す に寬 なる 者 は ェ ホバ の 僕に あらざる なり。 (十 no 

逆境の 感謝 

逆境 を 歎す る を 休めよ、 此 邪曲の 世に 在て 順境 こそ 寧ろ 歎すべき もの なれ、 我等 世に 逆て 立ちし 者、 

逆境 は 我等の 豫め 期せし 所な り、 我等 は 却て 之を歡 び、 昔時の 信徒と 共に イエスの 名のた めに 辱を受 

るに 足る 者と せられし 事 を 喜びて 祌に 感謝すべき なり。 使徒 行 俾五章 四十 一節。 (十月) 

第二の 宗敎 革命 

敎櫬を 無 謬の 敎< ^に 求めて 羅馬天 if: 敎會 ありたり、 之 を 無 謬の 聖書に 求めて 新敎 諸敎會 ありたり、 

無 謬の 敎會 を壞 たんた めに 第一 の宗敎 革命 ありたり、 無 謬の 聖書 を壞 たんた めに 第二の 宗敎 革命 は 行 

はれつ.. あり、 破 壤は痛 事な り、 然れ ども 必要事な り、 第二の 革命の 成らん 時に 神の 榮光 は更 らに揚 

げらる ベ し。 (十") 


我等の 敎會 

若し 我等に 敎會 ありと せん 乎、 是れ 我等の 家庭な り、 我等の 書齋 なり、 我等の 事務所な り、 我等の 

田園たり、 我等の 工場な り、 我等の 店舗な り、 我等 は此 所に 神に 事へ、 彼 を 讚美し、 彼の 榮光 を彰は 

さんと 欲す、 我等に 特別に 神聖なる 所 あるな し、 我等が 座す る 所、 立つ 所、 すべて 神聖な り、 神 は 其 

處に 我等に 顯 はれて 首 ひ 給 ふ、 汝が 立つ 處は聖 き 地な りと、 我等 は 其時モ ー セと 等しく 其處に 我等の 

屐を脫 ぎ、 其處に 我等の 祌を拜 して 其 貴き 默 示に 接するな り。 出 埃 及 記 三 章 五節。 (十月) 

傳 道の妨 辔 

俾 道の 妨害 は 異端に 非す、 無敎會 主義に 非す、 傳 道の 妨害 は 負 使な り、 束縛な り、 人に 對 する 遠慮 

なり、 是れ ありて 如何なる 純輻昔 を懷く 者と 雖も人 を 其 心の 根底に 於て 救 ふ 能 はざる なり、 自由 は 傅 

道 第一 の 要件な り、 是れ あらん 乎、 多少の 異端 は 意と する に 足らす、 是れ無 からん 乎、 正敎も 聖職 も 

以て 人 を 有力なる 傳道 者と 爲 すに 足らす、 惡 魔は债 鬼な り、 彼 を驅逐 しての み 吾人 は 能く 霊界の 士 

と 成る を 得るな り。 (十月) 

何よ .0 も 確かなる 事 

神の 在す 事、 我が 存る 事、 祌の義 なる 事、 我の 不義なる 事、 故に我が不義を以てして義なる神と，^ 
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ぐ こと 能 はざる 事、 我 は 努めて から 己を義 とする 能 はざる 事、 故に 生れながら にして 滅亡の 子なる 

事、 然るに キリスト は 我が 罪 を 己に 擔 ふて 死に 給 ひし 事、 而 して 我 は 信仰 を 以て 彼の 義を 我が 義 とな 

す を 得、 以て 始めて 義 なる 神に 近づき 得る に 至る 事、 是れ 何よりも 確かなる ことなり、 聖書 は 廢るも 

此事 は廢ら ざるな り、 基督 敎は S< する も 此事は 失せざる なり、 我が 存在の 確實 なる 間 は 我 は 福音の 此 

根本的 眞理を 疑 ふ 能 はざる 也。 (十月) 

自己の 示 顯 

キリストと 自由 

"！^ 臘の折 I： 人は敎 へて 曰く 「自己 を 識れ」 と、 然れ ども 我れ 如何にして 自己 を 識るを 得ん や、 自省 自 

察 日 も 亦 足らす と 雖も我 は 自己 を 識る能 はざる 也、 我 は 能く 天然 を 識るを 得る 也、 我 は 能く 他人 を識 

る を 得る 也、 然り、 我 は 能く 萬 物と 萬 事と に 就て 識るを 得るな り、 然れ ども、 惟り 自己に 就て 識る能 

はざる 也。 

如何にして 自己 を 識るを 得ん 乎、 キリスト を識 りての み 始めて 自己 を 識るを 得る 也、 キリスト は 神 

の示顯 者に して 叉备人 自己の 示顯 者な り、 キリストに 由り て 我 は 我の 何たる 乎を識 るな り、 始めに 我 

の 罪人た るを識 るな り、 次ぎに 我が 神の 子た るを識 るな り、 我 は キリストに 由て 我の 恥辱と 榮 光と を 

識る なり、 我 は キリストに. m て 始めて 自覺 する を 得るな り。 

曰く 自由、 曰く 自治と、 然れ ども 自 S なき 所に 何の 自由 か是れ あらん、 富 あり、 知識 ありて 未だ 自 


由 は あらざる なり、 キリスト のみ 能く 自由 を 人に 供し 給 ふ、 彼 は 「自己」 の 示顯者 なれば なり、 キリ 

ストの 無き 所に 自由 あるな し、 歷 史は此 事を證 明す、 我が 實驗 も亦此 事を證 明す。 (十月) 

生涯の 實驗 

我れ 曾て 我が 要求 を 以て 神に 迫て 曰く 「我に 生活の 安全 を 供せ よ、 去らば 我れ 懼れ すして 汝に 事へ 

ん」 と、 神、 我に 答へ て 曰 ひ 給 はく  r 汝、 我が 命に 從へ、 去らば 我れ 汝に 安全 を 供 せん」 と、 我 は 彼 

の 曾 を 信す る 能 は ざり し、 故に 我の 要求 を 繰返して 彼に 迫れり、 然れ ども 彼 は 其 言 を 曲げす、 斷 乎と 

して 我が 服從を 要求し 給へ り。 

時經て 後に 我 は 疲れたり、 我れ 叉 我が 要求の 誤れる を 知れり、 故に 我 は 言 を變 へて 曰へ り 「神よ 我 

れ汝の 命に 從ふ、 我が 全身、 全家、 之 を 汝の聖 手に 委ぬ」 と、 其 時 生活の 憂慮 は忽焉 として 我 を 去り、 

我は樂 しき 者と なりて 躍り 勇んで 我が 業に 就けり、 又 其 後 我 は 曾て 缺乏を 感ぜし ことなく、 すべて 必 

需ぬ物 は 我に 供せられ て、 餘り あるに あら ざれ ども、 富者の 如くに 感す るに 至れり、 鼓に 於て か 我 は 

悟れり、 神 は 前にして 我 は 後な り、 我れ 安全に 居て 神に 依る にあら す、 神に 依て 而 して 我れ 安全なる 

こと を。 (十月) 

罪人と 惡人 

罪人 (sinners) と は 主 觀的惡 人な り、 惡人 (bad  men) と は 客觀的 罪人な り、 罪人と は自 から 神の 
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前に 己の 惡性 を認 むる 者、 惡 人と は 揮ら すして 人の 前に 不義、 不德を 行 ふ 者な り、 故に 罪人 は 敬す ベ 

し、 惡 人は恕 すべから す、 吾人 何人も 努めて 罪人 たるべし、 然れ ども 惡人 たるべからざる 也。 (十月) 

秋酣 なり 

コ ス モス 開き、 茶梅唤 き、 木犀 旬 ひ、 菊花 薰る、 燈 前夜 靜 かにして 筆勢 急な り、 知る 天啓 豊かに し 

て秋酣 なる を。 (十 一 月) 

人生の 四 期 

人生の春 ありたり、 勇氣 勃々、 希望 滿々、 夢み、 企て、 愛し、 歌へ り、 然れ ども 花の みに して 實は 

無 かりき、 閣樓は 空中に 畫 かれて 地上に 築かれ ざり き、 希望に 憂愁 伴 ひ、 歡 喜に 煩悶 纏へ り、 春は實 

に歡 ばし き 悲しき 時期な りき。 

人生の 夏 ありたり、 議論 誇々、 主義 堂々、 擊ち、 擊 たれ、 憎み、 呪-へり、 人の 無情 を 憤れり、 事の 

成らざる を 怒れり、 時には 神の 存在 を すら 疑へ り、 熱淚 湧き、 心琴斷 たれん ばかり、 夏 は實に 辛ら き 

苦しき 時期な りき。 

人生の 秋 は 来れり、 感淚 滴々、 思惟 肅々、 顧み、 默し、 謝し、 祈る、 實 は識ら ざる 間に 熟し、 事 は 

企てざる に 成れり、 寂 塞に 感謝 伴 ひ、 孤 獨に祝 一幅 溢る、 秋 は 實に餘 かなる 樂 しき 時期な り。 

人生の 冬 は 来るべし、 然れ ども 結 Sti! の 時期に あらざる べし、 復た來 ん春を 望みつ-過去の 恩 惠を感 


謝しつ、、 父の 家に 還る なるべし。 (十一月〕 

生涯の 實驗 

余の 敎師は 余に 敎 へて 曰へ り (彼等 は 重に 米國 人な りし)、 汝 若し 善き 基督 信者た らんと 欲せば 多 

く 善を爲 すべし と、 余 は 彼等の 敎に從 ひ、 國に對 し、 社 會に對 し、 人に 對 して 出来 得 る^り 善 を爲さ 

ん とせり、 然れ ども 能 は ざり き、 余の 企圖 はすべ て 失敗に 終り、 余 は 人 を も 己 をも滿 足す る 能 は ざり 

さ 0 

余 は 失望せ り、 惟り 密かに 思へ り、 余 は 神に 愛せられざる ならん、 故に 余 は 善 を 爲す能 はざる なら 

んと、 玆に 於て か 余 は 神 を 恨み、 彼 を 疑 ふに 至れり。 

或 時、 獨り 小川の 邊を 徐歩せ し 時、 靜 かなる 聲は 余に 告げて 曰へ り、 汝、 我がた めに 善を爲 さんと 

欲せし が 故に 誤れり、 我が 汝 のために 爲 せし 善 を 受けよ、 我 は汝に 善を爲 されん と 欲する よりも 汝に 

善を爲 さんと 欲すと。 

余 は 此聲を 聞て 大 なる 平和 余の 心に 在み たり、 余 は 神 を課ェ 者と 解して 彼 を 誤解せ り、 神 は 父な り、 

彼 を 愛する は先づ 彼に 愛せら る& ことなり、 善を爲 せよ と 富 ひて 余に 迫りし 余の 敎師等 は 未だ 神 の 何 

たる 乎 を 知ら ざり し 也。 (十 1H0 

旣 成の 事業 
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余の 事業 は旣に 成れり、 千 九 百年 前に 旣に 成れり、 余の 爲 すべき 最大 事業 は キリストに 由て 旣に成 

されたり、 彼 は 余に 代て 神と 余との 關係 を" 正し 給へ り、 余 は 彼の 功績に 由て 神の 子と なれり。 

今や 余の 爲 すべき 事は此 世の 事の み、 余の 爲し 得る 限り 此 世に 改善 を 加 ふる 事な り、 人の 淚を拭 ふ 

事な り、 神の 賜物と して 此 生涯 を樂む 事な り、 然れ ども 是れ 余の 永久の 運命に 關 はる 事に あらす、 余 

は是に 由て 救 はる、 にあらざる 也、 余の 救濟は キリスト 旣に 余に 代て 成就げ 給へ り、 余 は キリストに 

在て 余の 寶珠を 握る 者 なれば、 其 他の物 を 得る 能 はざる も悲 まざるな り、 然れ ども、 旣に 寶珠を 握る 

が 故に 歡 喜と 平和に 充 ちて 其 他の物 を 得 ざらん と 欲する も 能 はざる 也。 (十 一お) 

神の 器具  一 

イエス 曰 ひ 給 ひける は 我 父 は 今に 至る まで 働き 給 ふ、 故に 我 もまた 働くな リと、 父 我に 在りて 倒き 一 

給 はすして 我れ 働く 能 はす、 彼れ 働き 給 ひて 我れ 殿かざる 能 はす、 旣に 自己に 死した る 我 は 純然たる- 

神の 器具な り、 我の 如く 弱き者 あるな し、 叉 我の 如く 强き者 あらざる なり、 我 は 我が 自由 を 神に 返 一 

して 新たに 神の 自由 を 得し 者な り。 約 翰 傅 五 章 十七 節。 (十 一月 一)  一 

思想の 昇進  一 

余 は， 刃め に 己が 身 を 立てん とせり、 而 して 己が 身 を 立てん とする に 方て 國 のために 盡 すの 必要 を 感：： 

じたり、 玆に 於て か 利己主義の 余 は國を 愛する 者と 成れり。  ， 一 


而 して 國 のために 盡 さんと する に 方て 余 は 人類の ために 盡 すの 必要 を 感じたり、 玆に 於て か 愛國者 

たる 余 は 世界主義 者と なれり。 

而 して 世界人 類の ために 盡 さんと する に 方て 余は祌 のために 盡 すの 必要 を 感じたり、 玆に 於て か 世 

界 主義者た る 余 は 基督 信者と なれり。 

利己 キ： 義に始 て キリストの 愛 神 愛人 主義に 終れり、 是れ 正常の 順路な り、 余 は 此の 順序に 循て 終に 

キリストの 御 父なる 眞の 神に 至る を 得し を 感謝す。 (十 一月) 

くち ぐせ 

M しき 口 病 

弱し i おしと n 癖に 一一 目 ふ、 然り、 我等 は 神に 對 して 弱き なり、 人に 對 して 弱き に 非す、 我等 は 人に 對 

して は强 きなり、 我等 は 人の 面 を懼れ ざるな り、 我等 は 人の 交際 を 求めざる なり、 我等 は 人の 贊成を 

得て 事を爲 さんと 欲せざる 也、 我等 は 人に 對 して は K 言 者 H レ ミヤと 同じく 堅き 城、 鐵の 桂、 銅の 耱 

たらん と 欲するな り、 言 ふ を 休めよ、 1L めし 弱し と。 耶利米 £=i 記 一章 十八 節。 (十一月，) 

人を援 くるの 途 

人を援 けよ、 然れ ども 援 けて 彼 を 懦弱たら しむる 勿れ、 彼の 獨立 を援 けよ、 彼の 自由 を援 けよ、 徒 

らに 彼の 負へ る 重荷 を 取 去らん とする 勿れ、 神が 吾人 を援 くるが 如くに 人を援 けよ、 卽ち彼 をして 安 

樂 ならし めんが 爲 めに 非す して、 彼の 意志 を强 めんがた めに 援 けよ、 深遠に 親切 なれ、 時には 彼に 不 
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仁、 不 情の 故 を 以て 怨 まる-程度に 於て 親切 なれ 。(十一月) 

主義と 政略 

オル ソ ドック ス (正統) 主義 を唱 ふる も 可な り、 然れ ども 政略の ために 唱 ふる 勿れ、 新 神 學を唱 ふ 

る も 可な り、 然れ ども 政略の ために 唱 ふる 勿れ、 惡 むべき は 主義に 非す、 政略な り、 敎 會の壞 れんこ 

と を 恐れ、 敎會に 於け る 自己の 地位 を 失 はんこと を 恐れ、 叉 は 世に 異端視 せられん こと を 恐れて オル 

ソ ドック ス 主義 を 唱 ふる も罪惡 なり、 新 神 舉を唱 ふる も罪惡 なり、 眞理 は敎會 よりも 大 なり、 故に 之 

を 究め 之を唱 ふる に 吾人 は絕對 的に 自由なら ざ るべ からす、 政略 は 如何な る 形に 於ても 吾人の 眞现 唱 

道に 寸毫だ も 混合すべからざる 也。 (十一月) 

神に 忿怒の なき 確證 

余が キリス トを 信す る 前に 余に 忿怒が 有った、 余 は 余に 侮辱 を 加へ し 人 を什麼 しても 赦す ことが 出 

來 なかった、 余 は 彼に 對 して 怨恨 を 懐き、 數年を 經るも 之 を 霽らす ことが 出来なかった。 

然るに キリスト を 信じて より 以來、 忿怒の 情 は 段々 と 薄らいで 來て、 今 は 之 を 永く 懷 かんと 欲する 

も 得ない、 余 は 今 怒る こと ある も是れ 一 時の 情に 過ぎない、 是れ 余の 生れつきの 性の 爲す 所であって 

余の 新しき 人の 爲す 所でない、 キリストに 在る 余 は 怒らん と 欲する も 能 はない、 赦さ ざらん と 欲する 

も 得ない、 { 有恕と 赦免と は 余の 本性と なりつ & ある。 


罪に 生れし 余です ら爾 うなった とならば、 ？ 机して 余 をして 斯く爲 らしめ 給 ひし 神に 忿怒の あり やう 

喾 はない、 余が 敢て爲 し 得ない 事 を 祌が爲 し 給 ふ 害 はない、 余 は 自己の 今日に 顧みて 神に 忿怒なる も 

の X 無い こと を 確信す る、 余 は 余の 心の 衷に 神の 無窮の 愛の 確 證を藏 す 者で ある。 馬 太 傳七章 卜 一節。 

(十 一月) 

クリスマスの 祈禱 

キリストよ、 今 直に 我が 心の 槽に 生れ 給へ、 敎會に 由ら すして、 敎 職の 乎 を藉 りすして、 聖靈に K 

て、 天使と 牧者と に 謳 はれながら 我が 心の 衷に 生れ 給へ、 雨 は 何の 善 者 も 出 じと 思 はれし ナザレより 

出て ユダヤの 郡 中に て至微 さきべ ッレ ヘムに 生れ 給へ り、 願く は 今 何の 資格 をも備 へざる、 何の 善事 

を も 認められざる 此罪 人の 悔 ひたる 碎 けたる 心の 屮に 生れ 給へ、 而 して 此槽 よりして- 冉 たび 四方の 暗 

黑を 照らし 給 へ。 r 十二月) 

幸福なる 生涯 

事を爲 すに 非す、 爲 されし 事を傳 ふるに あり、 人は自 から 欲んで 己が 罪より 免 かる 能 はす、 祌は人 

に 代て 之 を 除き 袷へ り、 人 を 救 ふに 非す、 救 はれし 人を斂 むる にあり、 神に _竭 すに 非す、 神に 感謝す 

るに あり、 恩寵 は 世に 溢れ 叉 身に 溢る、 基督 者の 生涯 は 讚美たり 感謝た るより 他に あらざる なり。 (十 

二月) 
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キリス トの 神性 

キリスト は ヨセフの 子に 非す、 亦 マリヤの 子に も 非す、 神の 子に して マリヤに 由て 世に出し 者な り. 

彼 は 自身、 己が 神性 を 稱へ給 は ざり し、 彼の 弟子 等 も 亦 深く 此 事に 就て 知ら ざり しが 如し、 然れ ども 

我等 は 干 九 百年 間の 人類の 經驗に 由て 能く 此事 を識 るな り、 卽ち彼 は眞に 神の 榮の 光輝、 其 質の 眞像 

にして 世の 創始より 父と 榮光を 共に せし 者なる こと を。 (十二月) 

人なる キリスト 

キリスト は 人な り、 然り、 キリスト のみ 人な り、 共 他の 人 は 人に して 人に あらざる なり、 キリスト 

のみ 能く 完全に 人た るの 本分 を漦 したり、 キリスト 若し 人な らん 乎、 人 は な 人に あらざる 也、 人に 

して 若し 人な らん 乎、 キリスト は 人に 非す、 神な り、 我等 は キリストに 由て 人た らんと 欲す、 そ は 我 

等 は 人な りと 稱 する も、 我等の 情 性に 於て、 我等の 行爲に 於て、 我等の 目的と 之に 達する 手段に 於て 

人た るよりも 寧ろ 禽獸に 近き 者 なれば 也。 (十二月) 

想像と 實驗 

余 は 想像せ り、 人 はすべ て 善人な りと、 余 は實驗 せり、 人 はすべ て惡 人なる を、 余 は 想像せ り、 我 

れ 若し 善 を 以て 人に 對 せば、 人 は 必す善 を 以て 我に 報いん と、 余 は實驗 せり、 我れ 若し 善 を 以て 人に 


對 すれば 人 は 我 を 侮りて^ まざる こと を、 去らば 如何に せん、 キリスト を 信ぜん のみ、 キリスト を 信 

じて 侮らる、 と 知りつ、 人に 善を爲 さんの み、 人 は 人の ために 愛する を 得す、 キリストの 愛に 勵 まさ 

れて のみ、 能く 人 を 愛する を 得るな り。 (十二月) 

友愛の 刺戟 

キリスト は 萬 人の ために 死に 給へ り、 然れ ども 直接に 萬 人の ために 死に 給 まひし に 非す、 彼 は 直接 

に 少数の 彼の 友人の ために 死に 給 ひしな り、 愛 は 普遍的なら す、 注 集 的な り、 我等 は、 我等 を 惡む此 

世の 人の ために 死す る 能 はす、 然れ ども 我等 を 愛する 少數の 友人の ために 死して、 間接に 我等 を惡む 

世の ために 死す る を 得べ し、 イエス 此世を 去て 父に 歸 るべき 時 到れる を 知れ リ、 己の 民 を 愛して 終に 

至る まで 之 を 愛したり、 縱令ィ H スと雖 も 友愛に 勵 まされす して 十字架の 凌辱 を 忍ぶ 能 は ざり しなり。 

約翰傳 十三 章 一節。 (十二月)  . 

不 遇の 慰藉 

我れ 歳 を 經るも 世と 和らぐ 能 はす、 之と 衝突し 軋 機して 今猶ほ 止ます、 我れ 之 を 見て 心、 甚だ 憂 ふ、 

H レ ミヤと 共に 叫で 曰 ふ 

嗚呼 我は禍 ひなる かな、 我 母よ、 汝、 何故に 我 を 生みし や、 全國の 人我と 爭ひ 我を攻 む、 我れ 人 

に 貸さす、 人、 亦 我に 貸さす、 皆な 我を詛 ふなり (耶利 米亞記 十五 章 十 節) 
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と、 時に 神の 聲我衷 に 臨みて 曰 ふ、 汝 何故に 心に 憂 ふるや、 世 は 全く 我 を 去りし 者なる に汝は 我に 近 

かんと 欲す、 玆に 於て か 世と 汝 との 問に 不和 あるな り、 汝が 世と 和す る 時に 汝は 世と 共に 亡ぶべし、 

衝突 は 生命の 猶ほ 汝に存 する 證 なり、 ^機 は汝が 未だ 世と 共に 詛 はれざる 徴 なり、 汝の愛 愁は 感謝と 

變 すべきな り、 そ は 汝は汝 の 神の 敵と 和す る 能 は ざれば なりと。 

我れ 此聲を 聞き 更らに 書 を旙き 兑れ ば、 聖書 は 我に 齿げて n ふ 

我等 は 神に 就き、 世 は 舉て惡 者 (惡 魔) に 服す る を 我等 は 知る (約 翰第壹 書 五 章 十九 節)。 

世、 若し 汝等 を惡む 時は汝 等よりも 先に 我を惡 むと 知れ、 汝等 若し 世の 屬 ならば 世 は 己れ の屬を 

愛すべし、 然れ ど汝等 は^の 屬 ならす、 我れ 汝等を 世より 選びたり、 之に 因て 世汝 等を悪 む (約 

翰 傅 十五 章 十八、 十九 節)。 

パリ サイ 主義 

是の 善を爲 せば 救 はるべし、 彼の 惡を爲 せば 赦 されざる べしと 云 ふ、 然れ ども 是れ 昔時の パリ サイ 

宗の唱 へし 所、 中古 時代の 羅馬天 中； 敎の俾 へし 所に して、 キリストの 幅 昔の 敎 ふる 所に あらざる 3、 

救 終 は キリストの 十字架に 在 て^す、 之 を 信じて 救 はれ 之 を 信ぜして 自 から IS に 定めら る k なり、 善 

行の 目錄を 作て 善を勸 め、 罪惡の 目錄を 製して 惡を 懲らさん とする が 如き、 是れ 全然 キリストの 福音 

に戾る 所業な り、 而 かも 正統 敎を 以て 自 から 任す る 基督 敎會 にして 往々 にして 此非ー i 昔 的 態度に 出る 

ある は 余輩の 歎じて 止まざる 所な り。 (十二月) 


近世の 偶像 

社 會と云 ひ 敎會と 云 ふ、 然れ ども 二者 共に 實在 する 者に あらす、 人の 想像に 成る 偶像た るの み、 故 

に 之に 訴 ふるも^ かれす、 之に 求む るも與 へられす、 

偶像 は 銀と 金に して 人の 手の 作な り、 口 あれ ども 曾 はす、 目 あれ ども 視す、 耳 あれ ども 聞かす、 

鼻 あれ ども 嘴が す、 手 あれ ども 取らす、 脚 あれ ども 步 ます、 喉 あれ ども 聲を 出す ことなし。 

近世の 偶像 も 昔時の 偶像と 異ならす、 之 を 作る 者と 之に 依賴む 者と は 皆な 之に 均し、 唯 H ホバ に依頓 

む 者の み 救 はるべし。 詩篇 第 百 十五 篇四節 以下。 (十二月) 

罪の 此 *I に 在て 罪 を 犯さ らんと 欲する も 能 はす、 恰 かも 疫癣 地に 在て 病に 冒され ざらん と 欲する 

も 能 はざる が 如し、 病に 冒され ざらん と 欲すれば 疫癘 地 を 去らざる ベから す、 罪 を 犯さ らんと 欲す 

れば此 世と 絶たざる ベから す、 故に 天より 聲 あり 曰く、 我が 民よ、 汝等 彼の 罪に 共に 與 かり、 叉 彼の 

災に 共に 遇 ふこと を 免れん がた めに 其 中 を 出つべし と、 然り、 罪の 世 を出づ べし、 罪の *1 と 繋がる 今 

の敎會 を出づ べし。 默示錄 十八 章 節。 (十二月〕 

敎會と 神の 國 
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敎 會を薛 すべし、 面して 之に 代へ て 神の 國を 建つべし、 敎會は 人の 作る 者、 祌の國 は 神の 建て 給 ふ 

者な り、 神の 圃に 敎會に 於け るが 如く 人の 自由 を 縛る の 信仰 筒條 あるな し、 人の 上に 立て 之 を 役人 的 

に 支配す る 監督、 牧師、 執事、 傳道師 等 あるな し、 神の 國は 愛の 圃體 なり、 祌を 父と して 戴く 族な 

り、 余輩 は 敎含を 排斥す、 然れ ども 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如くに 神の 國を戀 ひ 慕 ふ。 (十二月〕 

財產 としての 意志 

富 も 財産たり、 i!! 識 も財產 なり、 储康 も財產 なり、 才能 も 財 なり、 而 して 意志 も 亦財產 たるな り、 

而 して 意志の 他の 財 產に擾 さるの 所以 は、 何人も 之 を 有する と、 之 を 己が 欲する 儘に 使用し 得る とに 

おも  こゝろ Vj 

存す、 吾人 は 意 ふて 人 を 愛する を 得るな り、 志して 己に 死して 神と 人との ために 生く る を 得るな り 

人 は 何事 を 爲す能 はざる も 欲んで 善人た る を 得るな り、 而 して 善人た る を 得て、 神と 人との 愛 を 己に， 

惹き、 人生 最大の 賜物た る 無窮の 生命 を此 世より して 享有す る を 得るな り、 1$; 人 何人も 意志 を 有す、 

故に 吾人 何人も 貧者に あらざる 也。 (十二月〕 

利己主義の 信仰 

キリストに 慰めら れんと 欲する 者 は 多し、 彼 を 慰め まつらん と 欲する 者は尠 し、 神 を 使 はんと 欲- K 

る 者 は 多し、 彼に 事へ まつらん と 欲する 者 は 夥し、 數 干の 男女の パ ンと 魚と を 以て キリストに 養 はれ 一 

んと 欲せし 者 ありし に對 して 唯 一 人の： K 人の 蠟 石の 盒 に香膏 を携來 り、 之 を 彼の 足に 注ぎし 者 ありし. 


のみ、 パゥ 口、 ピリ ビ 人に 書 贈て 曰く、 多くの 人 は 皆な 己が 事の み を 求めて イエスキリストの 事 を 求 

めざる 也と、 余 も 亦 今日の 所謂 基督 信者なる 者に 就て 同一 事 を 曰 はざる を 得ざる を悲 む。 啡立比 書 

二 章 二十 一節。 (十二月) 

最大 感謝 

感謝すべき 事 は澤山 ある、 然し、 ィヱス の 名のた めに 苦しむ 事が 出來 しこと、 之に 優 さるの 感謝 は 

ない、 イエスの 名のた めに 画人に は國賊 として 斥けられ、 社 會には 偽善者と 稱 ばれ、 敎會に は 危險物 

として 嫌 はれ、 親戚 知友にまで 愚物、 融通の 利かぬ 者と して 嘲 けられし こと、 是れィ H スに從 ふ 者に 

取て は 最大の 名眷 であって、 最大の 感謝 を 値 ひすべき ことで ある、 是れ 正しく 我等が 身に 佩びる ィ H 

ス の 印 記であって 我等 は 此勳章 を 佩びて こそい つか 彼の 前に 立つ ことが 出來 るので ある (加 拉太書 六 

章 十七 節)。 

使徒 等はィ H スの 名のた めに 凌辱 を受 くるに 足る 者と せられし 事 を 喜びて 云々 (使徒 行 傳五章 四 

, 1 J. 卩ン 0 

4, 一  首」 

よ .C き はづ かしめ i-b しき せわ  なやみ  たのしみ 

我れ キリスト のために 荏！；^ と 凌辱と 空乏と 迫害と 患難に 遭 ふ を喜樂 とせり (哥林 多 後書 十一 一章 十 

節)。 

我が 兄弟よ、 若し 汝等 さまぐ の 15^ 練に 遇 は^ 之 を 喜ぶべき 事と せよ (雅各 書 一章 二 節)。 (十二 
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幸 福 な る 生涯 

人 ある を 知らす、 祌 ある を 知る のみ、 明日 ある を 知らす、 今日 ある を 知る のみ、 何の 計 畫をも 立て 

す、 唯、 全力 を盡 して 手に 來る こと を爲 す、 斯 くして 歳 は 始まり、 歳 は 終る、 我 は 知る、 我は此 よ 

りして 旣に 永生 を享樂 しつ k ある を。 CJ 一月〕 

完 全なる 此世 

此 は 不完全 極まる 世な りと 云 ふ、 然り、 身の 快樂を 得ん がた めに は實に 不完全 極まる 世な り、 然 

れ ども 祌を識 らんが ために は、 而 して 愛を完 うせんが ために は 余輩 は 之よりも 完全なる 世に 就て 思考 

する 能 はす、 忍耐 を 練らん として、 寬 容を增 さんと して、 而 して 愛 を 其 極致に 於て 味 はんとして、 此 

世 は 最も 完全なる 世な り、 余輩 は遊戲 所と して 此世を 見す、 鈸鍊 場と して 之 を 解す、 故に 其 不完全な 

る を 見て 驚かす、 偏へ に 之に 由て 余輩の 靈性を 完成 せんと 計る。 (二月) 


我 を 護る 者 

我 を 護る 者 は： 束隊に 非す、 法^：-に非す、 社 食の 奥 論に 非す、 敎食の同：^£に非す、 我 を 護る 者 はスホ 

バの 神な り、 彼 は 其 聖靈を 以て 我心 を 護り 給 ふ、 彼 は 其 愛 を 我が 友人に 降して 彼等 をして 我 を 助けし 

め 給 ふ、 彼 は 我が 敵の 企圖を 挫きて 彼等 をして 我に 害 を 加へ 得 ざら しめ 袷 ふ、 彼れ 我 を 護り て 我 は 安 

全な り、 世 は縱し 無政府と なること あると も、 社會に 制裁 絶えて 惡人 は恣ま &に恶 を： 仃ふ とも、 彼れ 

我 を 護り て 我 は 安全な り。 (二月) 

國 のために 祈る 

愛. 询は iP へられて 國は 愛せられす、 腕力 は ：= 々に 加 はりて 意力 は 日々 に卷 縮す、 外敵 を 干 wf 一の. 

破りて、 ^敝に 自由の 本 城 を 渡せり、 神よ、 此國 を憐み 給へ、 我等 をして 敵に 對 して 强 きが 如く SUM 

に對 して 强 からしめ 給へ、 國 として 大な るが 如く 人と して 大 ならしめ 給へ、 國に 後り て爾を 愛して |S 

に國を 愛さし め 給へ、 我等の 間に 多くの 義人 を 起して 此圃の * 礎 を 其お の 堅 同なる 良心の 上に 築かし 

め 給へ、 ァ— メン。 (二月) 

文明の 解 

文明 は蒸汽 にあら す、 電氣 にあら す、 憲法に あらす、 科學 にあら す、 背舉 にあら す、 文學 にあら す、 
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演劇に あらす、 美術に あらす、 人の 心の 狀態 なり、 人 を 尊む 乎、 眞现を 愛する 乎、 主義に 忠なる 乎、 

正義に 勇なる 乎、 責任 を 重す る 乎、 義務に 服す る 乎、 文明の 程度 は是 等の 諸問題に 由って 決せら る、 

文明 は 人の 靈 魂に 在り、 装飾と 器具と 便宜と に存 せざる 也。 (二月〕 

fe« 卯 誰 

人 は 容易に 人 を 信す、 物 を 信す、 人の 定めし 制度 を 信す、 政治家 を 信す、 宗敎を 信す、 金と 銀と を 

信す、 銅と 鐵とを 信す、 政府と 敎會と を 信す、 然れ ども 容易に 神 を 信ぜざる なり、 彼等 は 容易に 目に 

見 ゆる もの を 信す、 然れ ども 目に 見えざる 者 は 容易に 之 を 信ぜざる なり、 バウ n 曰く 

見 ゆる 所の 者 は 暫時に して 見えざる 所の 者 は 永遠な り (！ 5!? 林 多 後書 四 章 十八 節) 

と、 人 は 彼が 信者なる と 不信者な ると、 愚者なる と 智者なる とに 關 はらす、 見 ゆる 暫時 的の 者 は 容易 

に 之 を 信じ、 見えざる 永遠 的の 者 は 容易に 之 を 信ぜざる なり。 (二月〕 

損失の 利益 

一 友人 を 失 ふ は 更に 他に より 善き 友人 を 待ん が ためなり、 一 事業に 失敗す る は 更らに 他に より 貴き 

事業に 成功 せんが ためなり、 壞る此 世の 物 を 失 ふは壞 ざる； 大に寶 を 積まん ためなり、 失 ふ は 得る こと 

なり、 損失な くして 利德 ある ことなし、 損失 は恆 に利德 の前驅 なり、 損失の 我等に 臨む 時に、 我等 は 

感謝して、 希 §S を 以て 之を迎 ふべき なり。 (二月)  . 


處 世の 途 

余輩に も亦處 の途 あり、 至て 簡短 なり、 活ける 神 を 信す る 事な り、 其 指導 を 仰ぐ 事な り、 其靈を 

我靈に 受けて SfT 惡の 世と 闘 ふ 事な り、 之に 十字架 あらん、 骨肉と 友人との 反逆 あらん、 然れ ども 其 達 

する 所 は 明白な り、 危險 なる が 如くに 見えて 最も 安全なる 途 なり、 窄 しと 雖も 直し、 之 を 1^ ぐるに 多 

くの 智識 を 要せす、 盲者 も 能く 之 を 迪るを 得べ し、 余輦は 世に 屈曲 極まりなき 虚偽の *1 路を 採ぐ る 者 

多くして 此直道 を 選む 者 齢き を怪 むな り。 (二 《o 

塞々 たる 信者 

一 尾の I;- は 百 萬 粒の 卵子 を 胚胎す と 雖も其 中生 育して 完全の 鱒と 成る 者 は 三 四に 過ぎす、 槲林は 

歳 毎に 數斛の 實を產 すと 雖も、 其 中生 長して 再び 實を 結ぶ に 至る 者 は 甚だ 稀れ なり、 人 も 亦然ら ざら 

んゃ、 キリスト を 慕 ふて 來る者 は 多し、 キリストの 爲 めに 苦まん とする 者は斟 し、 キリスト を 中； よ 主 

よと 呼ぶ 者 は 多し、 キリスト と共に 苦き 杯を飮 まんと 欲する 者 は 勘し、 眞に 信仰 を持續 して f 刑 棘の 冕 

を 着て 天國に 進入す る 者 は 甚だ ii し、 聖書と 天然と は 余 鞏の寳 驗を證 明して 日 ふ、 夫れ 召さる、 者 は 

多し と 雖も選 まる. -者は しと (馬 太傳 二十 二 章 十 M 節)。 (二月〕 

困難の 歡迎 
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、こ 来る 事 はすべ て 我に も *k よかし、 疾病 も來 よかし、 軍： 稅も來 よかし、 骨肉の 反逆 も來 よかし、 

友人の も來 よかし、 世の 無慈悲なる 批評 も來 よかし、 社會の 冷酷なる 待遇 も來 よかし、 是れ 皆な 

人に 来る 事な り、 惟り 我に のみ 来らざる の理 あらん や、 我 は獨り 神の 寵兒 として^ 在 せんこと を 欲せ 

す、 人に 來る すべての 惡事を 身に 受けて 人と 共に 悲み、 叉 人と 共に 神の 恩惠を 仰がん と 欲す、 困難 は 

我 をして； &こ. 接近せ しめ、 叉 人に 鍛接せ しむ、 困難 は 我の 單獨を 破り、 我 をして 人類の 一員たら しむ" 

尊むべき かな 闲難！  (二月) 

雷 霆の神 

平靜數 に涉 りて 奇接は 止み 歌は絕 ゆ、 我 は 思 ふ 我 は 神な くして 能く 存在す る を 得るな りと、 然る 

に 青天 露-簾 として 雷靈の 我が 心 思 を擊っ ありて 我が 眼は覺 め、 我が 祈 禱は揚 る、 而 して 我が 聲に應 じ 

. て 奇蹟の 街が ために 行 はれ、 援助の 思 はざる 邊 より 我に 臨む や、 歌 は苒び 我が 脣に 浮び、 詩 は W び 我 

が 筆より 走る、 平和の 祌は叉 擾亂の 神な り、 彼 は 新たに 自己 を 我等に 示さん がた めに 3« 々雷 遠 を 以て 

我等に 臨み 給 ふ、 ベ テス ダの 池に 水の 動く は 天使の 其 中に 降りて なり、 我等の 平和の 擾 さる、 は 我等 

に 恩惠の 臨みし に 因る (約 翰 傳五章  一 —E: 節)。 (二月) 

讀 窨 と 誡 

書 を 讀んで 事 を 識る能 はす、 書 は 事 を 紹介し 叉 起 想せ しむる に 過す、 事 を 行ての み 能く 之 を 識るを ■ 


得る，. より、 智識 は實驗 なり、 所謂 博舉の 土に して 何事 を も識ら ざる 人 多し、 讀 書.；^ を 識者と 見る は 非 

なり、 余輩の 知る 最も 無智なる 人は讀 書の 外、 何事 をも爲 さざる 人な り、 lew 一  兒に若 かす 吓讀 一 

行に 及ばす、 深く 事物 を識 らんと 欲して 萬 卷の書 を涉獵 する の 必要 一 つも あるな し。 (二月) 

イエ スと敎 < ^；: 

ィ ェ ス は 神の 國を 建ん とせり、 然れ ども 其 弟子 等 は 之 を 爲す能 はすして 之に 代 へ て 敎會を 建たり、 

彼等 はィ H スに效 ふ 能 は ざり し、 故に 彼 を 神と 崇め 奉りて 遠くより 之を拜 したり、 斯くて 彼等 は敎會 

を 持 綾して 今日に 至り、 イエ スを 主よ 主よ と 呼びて 其 3曰 に從 はざる なり。 

然り、 イエス は祌 なり、 神なる が 故に 效 ふべき 者な り、 そは效 ふべ からすして 拜 すべき 者 は 神に 非 

すして ffi: 像な しばな り。 (ト マ ス， デビ ッド ソン の 思想に 依る)。 (二月〕 

福 音と 基督 敎 

キリストの 幅 昔が 此 世と 和合せ し 者、 之 を 基督 敎と稱 す、 其 制度と なりて 現 はれし 者が 基督 敎會な 

り、 其學 問と なりて 修められし 者が 基督 敎祌學 なり、 二者の 煩雜 なる は 和すべからざる 者が 相 和せ し 

に 因る、 福音 は 透明に して 水晶の 如し、 福 昔、 濁^の 偽 和す る 所と なりて 敎會 と祌學 との 必要 起り た 

り、 福音に して 其 有の 單 純に 復 せん 乎、 敎會 と神學 との 必要 は 失せて、 預言者 ュ レ ミヤの 首 は事實 

となりて 顯 はるべし、 口く 
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其 時、 人、 各自、 其 隣人と 其 兄弟に 敎 へて、 汝、 エホバ を 識れと 亦 一 W はじ、 そ は 小より 犬に 至る- 

まで 悉く 我を識 るべ ければ 也と M ホパ言 ひ 給 ふ (耶利 米亞記 三十 一章 三十 節 )o  (二月〕 

滿 全の 幸 福 

基督 敎を 言す る は 幸 幅な りし、 然れ ども 敎會に 由て 之 を 信ぜし は 不幸な りし、 若し 敎會に 由ら チレ 

て 基督 敎を 信す る を 得しなら ば滿 全の 幸福な りしな らん、 我等 は 不幸 中の 幸福に 與 かりし のみ、 基督- 

敎 +1； 一一 一一：： す ベ かりき、 然れ ども 敎會に は 入る ベ から ざり しなり、 己れ 人に 爲ら れん と 欲する 事 は 亦 人に. 

も 其 如く 爲ょ、 我等 は 他 だ をして 滿 全の 幸福に 與 からしむべき 也。 路加 傳六章 三十 一節。 (二月) 

恭を迎 ふ 

人生の 貴き は 之に 春 あるが 故な り、 多く 春を樂 みし 者、 之 を 長 壽と言 ひ、 少なく を 味 ひし 者、 之- 

れ を 短命と 稱す、  舂は 生命な り、 又 復活な り、 春 は； 大國の 降臨な り、 「爾國 を 臨ら せ 給へ」、 然り、 

春 を 臨ら せ 給へ、 而 して 裕 かに 春の 恩惠に 浴して 其眞 意を覺 らしめ 給へ。 (W  一  H0 

最善の 思 想 

最^の & 想 は 最初の 思想な り、 天眞の 深き.：：： 水より 爛漫と して 湧き £: る 思想な り、 之に 思考 を 加 へ て 

I？ つざる を 得す、 所謂 深慮と 稱し； 冉思 熟考して 天«; の 思想 は 人 爲の劣 策と 化す、 最上の 智慧 は 義人 0- 


本能な り、 舉 者の 提說に 非す、 余輩が 詩人 を 尊んで 祌學 者を賤 むは 是れが ためなり、 民の 聲を 軍： じて- 

政治家の 議論 を輕ん する も 亦 是れが ためなり。 (一一 一月) 

我の 祈願 

我 は 詩人 たるべし、 祌學 者たら ざるべし、 我 は預雷 たるべし、 祭司たら ざるべし、 我 は勞働 者た る- 

べ し、  所謂 敎 役者たら ざるべし、 我 は 自由の 人 たるべし、 规 則の 人たら ざるべし、 我 は 自己と 自己の. 

衷に 宿り 給 ふ 神の 外に 我が 權能を 求めざる べし、 我 は 神と 共に 獨り 世に立つべし、 人と 其 定めし 制度 

に據ら ざるべし、 我 は 神に 使 はるべし、 人に 义人を 通う して 使 はれざる べし、 我 は 元始の 人の 如くな- 

る べし、  卽ち 神の 友と なりて 彼と 偕に 歩むべし、 我 は 神の 恩惠に 由り 斯く爲 し 又斯く 成らん と 欲す。 

(三月) 

聖 書 と 他 の 書 

ブラウ-一 ングは 深し、 然れ ども 聖書 は 之よりも 遙 かに 深し、 ダンテ は大 なり、 然れども^^書は之ょ 

りも遙 かに 大 なり、 ゲ ー テは 偉な り、 然れども^^！書は之ょりも遙かに偉なり、 彼 所に 智識 あらん、 然 

れ ども 此 所に 智識の 本源 はあり、 彼 所に 自由 は あらん、 然れ ども 此 所に 自由の 根底 はあり、 彼 所に： 大 

才は あらん、 然れ ども 此 所に 神と Sf, 靈と あり、 彼れ 若し 枝 なれば 是は 幹な り、 彼れ 若し 註解 なれば 是- 

は 本文な り、 彼 は 人の 書に して 是れは 神の 書な り、 人類が 彼 を 超越す る 時は來 るべ し、 然れ ども 聚書： 
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が 超越 せらる X 時 は 永久に 来らざる べし 。(三月) 

讀 書 と 苦痛 

人 は 我に 就て 言 ふ、 彼れ 多く 讀 みたれば 多く 語る を 得と、 然れ ども 我 は 自己に 就て 言 ふ、 我れ 少し ノ 

く 苦み たれば 少しく 語る を 得と、 目に 護んで 筆に 縫る は 易し、 心に 苦んで 文字に 顯 はす は 難し、 而か. 

も 我 は 深く 我 神に 感謝す、 我 も 亦 少しく 苦む を 得 たれば 少しく 人生の 事實を 語る を 得る を。 (三月) 

敎 會と國 家 

敎會、 國家と 相 和して 敎會は 腐れ 國家 は衰 ふ、 敎會、 國 家と 相對 して 敎會 は榮ぇ 國.！ も亦榮 ゆ、 敎. 

會は 素と 是れ rlllm.ll ョ ilit-ant なり、 「 對 sgn せる 敎會」 と稱 す、 此 世に 對 して 常に 詰責の 態度に 居： 

り、 之 を 警め、 之 を 導くべき 者な り、 敎會、 國 家と 和す る は、 監 i^: 役、 菜 役と 和す るが 如し、 會社 は： 

是れ がた めに 傾く、 國家も 亦 終に 是が ために 倒れざる を 得す。 (三月) 

鳥と 人 

雀 は 群を爲 して 地に 餌 を 拾 ひ、 相 共に 嗎り相 共に 語る、 然れ ども 日 も 指して 登る 雲雀 は 獨り歌 ひ、 

晴签に 翔ける 驚 は獨り 飛ぶ と、 若し 然 らんに は 集き を 愛する 輩 は 雀 族な り、 義の 太陽 を 指して 登らん- 

と 欲する 者 は 單獨を 免 かる \能 はす、 大著 作の 未だ 曾て 委員の 乎に 由て 成りし 者 ある を 聞かす、 大 


仰の 未だ 曾て 信徒の 會 合に. ffl て 起り し 例 ある を 知らす、 强く 神の 光輝に 觸 れんと 欲する 人 は 雲雀と 驚- 

と に 就て 學 ばざる ベから す。  英國 婦人 某の 慰藉の 書翰に 由る。 (三月) 

敎 會を耍 せぎ る 信仰 

字 宙に據 り 眞理に 築きて 我が 信仰 を 護る に敎 會の耍 あるな し、 風 は 我がた めに 辯 じ、 波 は 我がた め 

に證 す、 我が 信仰の 基礎 を 問 はれん 乎、 我 は 山嶽 を 指して 答 へん、 我が 一 仅活の 希 tl- を 問 はれん 乎、 

は 植生に 由て 辯 ぜん、 我が 父 は 星座 を 蒼穹に 列ね し 者な り、 我が 救 主 はすべ て 人 を 照らす の 光な り、 

我 は 祌舉に 依て 我が 信仰 を 維持 せんとせ す、 すべ ての 科舉 者と すべての 哲舉 者と をして 我が >1  布ば 1- の證 

明 者たら しむ。 2=^ 

滿 全の 幸福 

政府に 賴り、 敎 會に賴 り、 貴 顧に 頼り、 官： 敎 師に賴 り、 名 十一に 賴り、 先輩に 賴り、 弟子に 賴り、 兄， 

弟に 賴 りて 幸福 あるな し、 不幸 あるの み、 名譽 あるな し、 恥辱 あるの み、 成功 あるな し、 失肷 あるの 

み、 祌と 自己と にの み賴 りて 無上の 幸福 あり、 無窮の 榮光 あり、 永遠の 成功 あり、 幸； i に 達する の途、 

他に あるな し、 人 を 離れて 祌に賴 るに あり、 他 を 去て 自己に 歸 るに あり、 瑕な き 暴な き滿 全の 幸福 は 

祌に 頼る 獨 立の 生涯に あり。 (一 f ) 
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計 畫 の 愚 

ゆに 用な き 者に して 人の 計賽の 如き は あらす、 そ は 是れー つも 成る 者に あら ざれば なり、 成る 者 は 

神の ni^ 畫 なり、 地の 基礎の 置かれし 前に 定められし 神の 計晝 なり、 人の 計畫は 成て 敗れ、 神の 計畫は 

敗れて 成る、 故に  1K き 人 は 計晝を 立てす、 單 へに 神の 聖ぼ を 知らん と 欲す、 愚かなる 者 は 計 畫に滿 ち、 

自 から 神に 代て 世 を，； t 度 せんと 欲す、 策士 是れ 愚人な り、 其 政治家な ると 宗敎 家なる と は 余輩の 問 ふ 

所に あらざる なり。 0 一一 月) 

1^,^魔を繁すの途 

悪魔 は 之 を 後門より 攻めて 降す 能 はす、 正々 堂々 として 之 を 正門より 攻めて 征服す る を 得べ し、 世 

と 和す る は 世 を 化する の途に 非す、 世 を 化せん と 欲せば 之と 鬪は ざるべ からす、 自 から 世に 紛れ 人り- 

其 一人と なりて 之 を 化せん と 欲すれば、 自身、 終に 其 化する 所と なる、 基督 敎會は 今日まで 幾囘 とな 

く 世と 和らぎて 終に 世の 化する 所と なりたり、 而 してん/も 猶ほ 奇計な りと 稱 して 同一 の 愚 を 繰返しつ 

つ あり、 惡 魔の ゴリ ャテは 正面より 之に 對 する 信仰の ダビデの 碟を 以ての み 能く 之 を 斃すを 得 る な り、 

(三月) 

奇跡の 信仰 


我 は 奇跡 を；； す、 キリストの 奇跡 を 信す、 普通の 人の 奇跡 を 信ぜす、 神の 子 キリストの 奇跡 を す、. 

彼の 如く 聖く、 彼の 如く 義 しくして 奇跡の 實行は 敢て怪 むに：； えらす、 行爲は 性格の 表顯 なり、 キリス 

トの 性格 ありて 之に 適 ひたる 行爲 ありたり、 是れ卽 ち 奇跡な り、 我 をして 彼の 如く 成らし めよ、 然 ら- 

ば 亦 彼の  如く 行  ふ を 得べ  し。  (三お) 

平信 者の 祈禱 

敎贜に 就かず、 故に 特種の 祌學！ ^なし * 唯： 小人の 從事 する 一事 業の 供せられ しあり、 之 を *  く すが 彼の： 人 • 

職に して 又 彼の 傳道 なり-故に 彼の 祈禱 は自づ から 平凡な り。 

父よ、 我に 爲 すべきの 事業 あり、 是れ輙 き 事業に 非す、 亦必しも我が自から好んで選みし事業に：^^^;' 

す、 然れ ども： rli- れ 境遇の 途を經 て 我に 來 りしお、 今 玆に我 前に 在りて 我 を 招きて 之に 當 らしむ、 面し 

て 我 は 其 招きに 應じ、 今 之に 從 事す、 我 は 時に 疲る、 其 或る 部分 は 難く して 針の 如くに 我 を 刺す、 然 

れ ども 是れ 我が 事業な り、 他人の 事業に 非す、 我 は 之 を 善く 爲 さんと 欲す、 單に 我が 乎と 腦とを 以て 

のみなら す、 我 全身 を 之に 投じ、 喜び 歌 ひつ & 之を爲 さんと 欲す、 報酬、 ^培と 鳴る 報酬— 嗚呼、 是- 

れ 我れ の 多く 關 する 所に あらす、 我 は 唯 全力 を盡 し、 熟練と歡喜とを以て我；9^f業を成就せりと自覺す 

る を 得れば 足る、 我 をして 我に 此 事業の 與 へられし こと を汝に 感謝せ しめよ、 乂 我が 自 から 播き、 DT 

から 耕し、 自 から 牧穫 る此勞 倒の 小 田鬧の 我に 供せられ しこと を汝に 感謝せ しめよ、 我 をして 我が 眞，. 

正の 且つ 充分な る 報酬 の 、 我が 日と なく 歲 となく 從 事す る 事業 其 物と 之に 從 事す る 我が 歡喜 とに：： ib す. 
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る こと を覺 らしめ よ、 斯くて 月 は 照る も 亦 暴る も、 風は暖 きも 亦 は 冷たき も、 願 はく は をして 人ら 

しく 毅然として 立ち、 勞働者 特有の M ハ感を 以て 人生の 萬 事を歡 呼す る を？ J せしめよ" KSSki 所載 

リツ チヤ I ド. ワイト マ ン 氏の 祈禱 文に 依る。 (一一 一月) 

平和の 態 度 

我れ 正義 を唱 ふれば 我 は 偽善者な りと 言 ふ國人 あり、 我れ 老道を 語れば 我が 不幸の 罪を訴 ふる 骨肉 

あり、 我れ キリストの 愛を說 けば、 我が 不信の 條々 を數 ふる 基督 信者 あり、 此 世と 其 敎會と は 我が 如 

何なる 方面に 於ても 善人なる を 許さす、 我が 極惡の 罪人なる を 聞て 我に 就て 滿 足す、 依て 知る、 我れ 

若し 世と 爭は ざらん と 欲せば、 我は惡 人と して^に 立つべき 事 を、 義人 を 避けて 罪人と 交 はり、 忠孝 

は 一切 之 を 口にせす、 信者と 絶ちて 不信者と 親み て、 ^は 我に 就て 滿 足し、 我 も 亦 自己に 就て 滿 足す、 

而 して 知る、 此 平和の 態度 こそ 我主ィ H ス キリ ストの 取り 給 ひし 態度な りし こと を。 (一一 一月) 

什 喪な 世 

此世 は寳に 詰らない 所で ある、 一 人の 惡 人の 一 瞬間の 詭 論に 由て 一 生涯の 幸福が 取 去らる. - 事が あ- 

る やうな、  ソ ンナ 詰らない 所で ある、 什麼な 詰らない 所で あるが 故に 此 世に 希望 を 繋ぐな と 云 ふので. 

ある、 叉 什麼な 詰らない 所で あるが 故に、 此 世の 生涯に 於て 失敗し たれば とて く 失望す るな と 云 ふ. 

ので ある、 什 麼な世 は ドウで も 良い、 我等 は此世 以外に 永久の 住所 を 築くべき である、 く はす、 、i 


くさらす、 盗人 穿ちて 竊 ます、 悪人が 計 畫んで 事 を 爲す能 はざる 所に 財を蓄 へよ と 云 ふので ある。 馬 

太 傳六章 十九、 二十 節。 af  ) 

养屈 m る 

寒 冬 去て 春風 到れり、 富者 は歡 び、 貧者 も 亦 喜ぶ、 神の 恩惠 はすべ て斯の 如し、 萬 人に 及んで 人 を 

挥 ます、 而 かも 貧者の 之 を 熟する こと 富者よりも 大 なり、 吹け よ 風、 吹け よ 聖霊、 而 してお 人の 心 

を 融和して； 大恩の 豐け きを 感謝せ しめよ。 (四 ガ) 

希望の 今 = 

キリスト 世に 顯 はれ 給 ひて より 神學 と敎會 との 蔽ひ隱 くす 所と なりて 鼓に 千 九 百年、 人 は 彼 を拜し 

まると 稱 して 彼れ ならざる 者 を拜し 来れり、 然れ ども 期は滿 てり、 神の 國は 近づけり、 八/や キリスト 

は 誠に 再び^に 纈 はれ 給 はんとす、 架 書の 新 研究 は 舊き神 學の石 痛より *1 を 照らす 眞の光 を援き 出さ 

ん とす、 今 は 誠に 希^の 時な り、 瑞星、 べッレ ヘムの" 大空に 輝きて より 以來、 今 n の 如き； i ひなる 時 

は 朱 だ 背て あら ざり しなり。 (m 月〕 

愛の 安全 

愛に 懼れ ある ことなし、 全き 愛 は懼を 除く、 神 を 愛と 解して 神に 就て 何 を 信す る も 彼を滚 すの 懼れ 
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ある ことなし、 福 昔 を 愛と 悟りて 聖書に 就て 如何に 考 ふる も 誤謬に 陷 るの 隨 ある ことなし、 愛 は 

法を完 うし 义 智識 を 完 うす、 愛 は 自由な り 叉大膽 なり、 愛に 充 ちて 我等 は鵬の 翼に 駕 して 智識の 大 

を 飛行す る も 何の 危險 ある ことなし、 贲 きかな 愛、 安き かな 愛！。 約 翰 一 書 W 章 十八 節。 (s=0 

我が キリスト 

パゥ n の キリス ト觀は 我れ 之 を 彼の 書翰に 於て 昆る、 マ タイの キリ ス ト觀は 我れ 之 を 馬 太 傅に 於て 

見る、 マコの キリスト 觀は 我れ 之 を 馬 可 傅に 於て 見る、 ルカの キリスト 觀は 我れ 之 を 路加 傅に 於て 見 

る 外，； れ ども 是れ必 しも キリスト 御自身に あらざる なり、 我 は キリスト 御自身 を見窄 らんと 欲す、 な 

に 彼等に 由る と 雖も必 しも 彼等に 傚 はざる なり、 我 は 我が キリスト 觀を 作らん と 欲す、 而 して 彼 を ほ 

が 主と 稱び 奉りて 我が 全力 を 獻げて 彼に 事 へ 奉らん と 欲す。 (四お〕 

14;^ と靑 申 

求むべき は說に 非す 精神な り、 常に 進まん と 欲する 精神な り、 此 精神 ありて 說の 如何 は 深く 問 ふ V 

. き 所に 非す、 說に 永劫 不動なる 者 あるな し、 唯 精神の 永久に 進歩的なる を 要す、 余聚 にして 此 精神 を 

此 誌の 讀 者に 供し 得 ざらん 乎、 余鞏は 何物 を も 供せ ざるな り、 然れ ども 幸に して 此 精神の 幾分 か を 供 

し 得ん 乎、 余輩の 供す る說の 如何に 關 はらす、 余輩 は 或る 永久 的の 善事 を 彼等の ために 爲 しつ，， ある 

なり、 願 ふ、 余輩 はお 說と 敎義 との 供給者に 非す して、 精神と 生命との 分 M 、者たら，， - こと を。 (.a") 


說 の進步 

我に 定說 なしと 云 ふ 者 あらん、 然り、 我に 固定せ る說 あるな し、 我が 說は 常に 生長す、 我 は 旣に多 

くの 舊說 を棄 てたり、 叉 今の 說 をも棄 つる こと あらん、 アブラハムの 祌 イサクの 神 ヤコ ブの神 は 生け 

る 者の 祌 なりと 云 ふ、 而 して 生ける 者は絕 えす 生長す、 我が 說 にして 岩の 如くに 變ら ざる 者な らん 乎、 

我 は 死せ る 者に して 我 を 保育す る 祌も亦 死せ る 神な り、 活ける 神に 事 ふる 生ける 者 は：！！ と共に 新たな 

ら ざるべ からす、 歳と 共に 進まざる ベから ざるな り。 「四 =:^.) 

信仰の 自然淘汰 

自然淘汰 は 天然の 法則な り、 天然の 法則なる が 故に 亦 神の 法則な り、 祌は此 法則に 循 ひて 萬 物を完 

成し 給へ り、 彼 は乂此 法則に 循 ひて 信徒 を 完成し 給 は ざらん 耶、 弱き者 は 滅び 强き 者は殘 る、 首 ふ を 

休めよ、 是れ 無慈悲なる 法則に して キリストの 法則に 非す と、 キリスト 御自身 は 言 ひ 給へ り、 

それ 有て る 者は予 へられて 尙ほ餘 り あり、 有たぬ 者 は そのお てる 物 を も 奪 はる、 也 

と。 馬太傳 十三 章 十一 一節。 S 月) 

獨 立傳 道の 效果 

仰のお きを 憐み、 堅き 物 を 食 ふ 能 は ざれば とて a を 以て 之 を 養 ふ、 是を 敎會の 事業と なす、 然る 
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に 如何せん、 弱き者 はぎ 時まで も 弱く、 十数 年 を 經るも 摘 ほ 房 を 離れす、 偶々 之 を 乳； t の^より 放 

てば ffi に 不信の 路傍に 娥 死す、 若 かす 始めより 乳 を 以て 養 は ざらん に は、 若 かす 始めより 獨立 信者た 

らし めんに は、 獨立傅 道 は 厳父の 傳道 なり、 慈母の それの 如く 優しから すと 雖も、 其 最後の 效果に 至 

ては遙 かに 補助 傅 道の それに 勝 さる、 傳 道の 事に 關 して は 余輩 は 今に 猶ほ 余輩の 採り 来りし 方法 を改 

むる 能 はざる なり。 (四月〕 

谷の 百合 花 

純 信徒の 團體 あり、 人 は 其 所在 を 知らす、 余輩 も 亦 之 を 人に 告げす、 彼等に 蹂躪ら れんこと を 恐れ 

てな り、 然れ ども その 實在 する は 確かな り、 或 ひ は {ゃ： 谷に 在り、 或 ひ は 草木に 隱る、 敎 則と 敎 職と を 

識ら す、 教義と 優 式と あるな し、 峯の樱 の 如き 者、 ハ 介の k: 合 花に 類した る 者、 撒の 敎會に 於て 見る 能 

はざる 純 信徒な り、 

エルサレム の 女子 等よ、 我れ 汝 等に 誓 ひて 請 ふ 我が 愛する 者の 自 から 起る 時まで 殊更ら に 彼 を 喚 

起し ぼつ 醒す 勿れ (雅歌 八 章 四 節)、 

世の 宗敎 {| 等よ、 我れ 切に 汝 等に 請 ふ、 是 等の 純 信徒 を妨 ぐる 勿れ、 彼等が 自 から 起つ 時まで 汝 等の 

荒らき 不熟練なる 手 を 以て 殊更ら に 彼等 を 喚起し 义^ す 勿れ。 (四 

信者の 名實 


宣敎師 某 あり、 余輩が 基督 信者に あらざる 理由 十六 ケ條 を數 へられし と 云 ふ、 余輩 之 を 聞て 身に 戰 

搮 せざる を 得す、 然り、 余輩 は 基督 信者に あらざる べし、 然れ ども 神の 奇 しき 恩惠の 綾々 として 余輩 

に 臨む を 如何せん、 余輩 は 基督 信者の 名 は 喜んで 之 を 敎會と 其 信者に 讓る べし、 然れ ども 余鞏に 臨む 

神の 恩惠は 余輩 之 を 受け ざらん と 欲する も 能 はす、 余輩 は自 から 進んで 基督 信者な りと 稱 する 者に あ 

らす、 祌の恩 惠余聚 に 臨んで 余輩 をして 止む を 得す 基督 信者たら しむるな り、 余 の 罪 は 積んで 山 を 

爲すも 神が 余 を 惠み給 ふ 問 は 余 は 基督 信者たら ざらん と 欲する も 能 はざる なり。 (四月：) 

內と外 

肉の 事に 就て は 普通の 人 たれ、 靈の 事に 就て は 特^の 人 たれ、 世が 見て は 普通の 農夫 たれ、 普通の 

職工 たれ、 普通の 商人 たれ、 然り、 止む を 得ざる 場合に 於て は 普通の 官吏た る も 可な り、 然れ ども 神 

の 服より 見て は此 世の 屬 たる 勿れ、 籍を 天國に 置く 聖徒 たれ、 キリストと 偕に 步む 神の 子 たれ、 外 は 

他の 人と 異ならん と 欲する 勿れ、 唯內に 神の 光 を 宿して 暗き *1 に 在て 其 暗黑を 照らすべし、 ナザレの 

ィ H スに 鑑みよ、 は 身 は 木 匠に 在して 靈は 神の 獨 子に 在せ り。 41 世の 方向に 迷 ふ靑年 某に 語りし 所。 r 四 

月) 

ェ デ ンの園 

遠き 太古の 事に 非す、 新綠 五月の 赛の 野な り、 天地 は 新たに 造られて 榮光 全地に 滿っ、 神の 靈悄を 
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拂ひ、 翼 を 有て る 者 水濱に 降る、 綠蔭 涼しき 所に 神の 聲聞こ ゆ、 聖 なる 哉、 聖 なる 哉、 聖 なる 哉、 萬 

軍の エホバと、 セラ ピム、 ケ ラビ ムは 飛翔け りつ、 歌 ふ、 誰か 言 ふ 地 は 旣に詛 はれたり と、 新綠 山野 

を 被 ふ 時に 余 華 は 其 決して^ あらざる を識 る。 創せ 記 第二、 第三 章、 以賽 書 第 六 章。 (五月) 

腐敗と 希望 

社會は 日々 に 腐敗し つ k ありと 聞く、 福音 は 日々 に 進歩し つ I- ある を識 る、 舊きは 日々 に 失せつ、 

あるな り、 新ら しき は 日々 に 起り つ、 あるな り、 落葉の 秋に 靑 春の 兆 あり、 腐敗 は 萬 物 復興の 徵に外 

ならざる なり。 (五月) 

犧牲と 善行 

我れ 己に 失 ふこと なくして 人を拨 くる こと 能 はす、 善行 は 常に 犠牲 を 要す、 我れ 疲れて 人 休み、 我 

れ 死して 人生く、 キリスト は 我がた めに 斯く爲 し 給へ り、 我 も 亦 人の ために 斯く爲 さ るべ からざる 

なり。 (五月) 

宇宙の 精神 

犠牲 は 宇宙の 精神な り、 而 して 此 精神の 最も 完全に 顯 はれた る 者 を主ィ H スキ リストと なす、 神 は 

キリス 卜に 由り て 萬 物 を 造り 給へ りと 云 ふ は 此事を 謂 ふなり、 卽ち祌 は キリス トを 規範と して 宇宙 を 


造り 給 ひし を 謂 ふなり、 キリスト を 識る者 は 祌を識 り、 十字架 を 解す る 者 は 宇宙 を 解す、 我等 は キリ 

ストに 傚 ひ、 北 ハ犧牲 の 生涯 を 送りて、 祈： 學者 たらす して 能く 宇宙 を 解す る を 得るな り。 「五月〕 

^力 i 棄 

我 は 我が 口 を 以て 或 ひ は 我が 筆 を 以て キリストに 就て 美 はしき こと を 語る を 得べ し、 然れ ども 我 は 

我が 行爲を 以て 我が 救 主 を 我が身に 顯 はす 難し、 我が 现想は 膝 馬の 如くに 前に 走り、 我が 行爲は «lt" 馬 

の 如くに 其 後に 從ふ、 願 ふ 我 は 我が 語る 丈け を 行 はんこと を、 或ひは我が行ふ丈けょり以上を！^！叫らざ 

らん こと を。 r 五ガ： ) 

成 效 の ，t 訣 

みづ 

境遇の 强 ふる 所と なりて 事 を 行へば 其 寧必す 成效 す、 自 から 境遇 を 作りて 事 を 行へば 其 事 必す失 肱 

に 終る、 自 から 求めす して 來る 境遇 は 祌の聲 なり、 自 から 計畫 みて 作りし 境遇 は 己が 聲 なり、 神意 は 

必す 成り 我意 は必す 敗る、 成功の 祕訣は 神に 强 ひられ ざれば 起たざる にあり。 (五月) 

國を 亡す 者 = 敵慌心 

ii^ し 日本 國を 亡す 者 あらん 乎、 そ は 兵備の 不足に あらざる べし、 愛國 心の 缺乏 にあら ざるべし、 ：^; 

の 熾烈なる 敵懷 心なるべし、 敵 を 憎む の 念の 激烈なる より、 萬 事 を 忘れ、 萬 物を拋 ち、 彼 を斃さ 
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ぎれば 息まざる の 心なり、 此心 ありて 人 は 敵 を 幾して 己 も 亦 繁 る、 g 海 素と 是れ 兄弟な り、 彼 を 傷く 

る は 我 を 傷く るに 均し、 敵 を 憎んで 息 まざれば 我が 心 又 愛に 渴 して 死す、 愛の 正反對 なる 敵 惊心は 決 

して 國を 護る の 精神に あらざる なり。 (五月〕 

人と 聖書 

.• 聖書 は 貴し、 然れ ども 祌に 象られて 造られし 人 は 更らに 貴し、 §^:書は人のためなり、 人 は 聖書の た 

めにあら す、 人 は glf 一書 を 研究すべし、 聖書 を 以て 鞫 かるべ からす、 人 を 救 ふための 聖書 は 彼 を 縛る た 

めの 繩 となすべからざる なり。 (五月〕 

信者と 不信者 

不信者と は 誰ぞ、 我を張る 者たり、 信者と は 誰ぞ、 他に 讓る 者な り、 不信者と は 誰ぞ、 已を頌 むる 

者な り、 信者と は 誰ぞ、 神 を 讚美す る 者な り、 自己 を 中心とする 是れ 不信な り、 自己 を 無き 者と する 

是れ 信仰な り、 信、 不信の 別 は 一目瞭然 なり、 敢て 信條 に照らして 之を定 むる を 要せす、 碩畢に 問 ふ 

て 之 を 判つ の 要な きなり。 (五月〕 

天然の 愛 

天然 を 愛すべし、 然れ ども 天然に あこが るべ からす、 天然 を 愛して 神と 義務と を 忘る ベから す、 天 


然 をして 事 ふる 靈 たらしむべし、 彼 をして 誘 ふ 友たら しむべ からす、 天然 は 之 を 猶太 人の 如くに 觀す 

べし、 希 職人の 如くに 之 を 愛すべ からす、 天 應は之 を 神に 達する の 凳と すべし、 神 を 祭る の聖 殿と 

なすべ からす、 恐く は 彼れ ァシタ B テの 如くな りて 偶像 崇拜の 罪に 我等 を 導かん。 列 王 紀略上 十一 章 

三十 三 節 參考。 (五 

木と 人 

木を植 ゆるに 成るべく 若木 を 選むべし、 老木 は 枯れ 易し、 若木 は 生き 易し、 勞 多くして 效 きは老 

木 移植の 事業な り。 

福音 を械 ゆるに 成るべく 少者 を 選むべし、 成人 は 老人に 優り、 靑年は 成人に 優り、 少年 は靑 年に 

り、 幼兒は 少年に i« る、 老人 は 信じ 難し、 成人 は棄て 易し、 靑年 は變り 易し、 惟 少年と 幼兒 とのみ 希 

多し。  . 

新ら しき 酒 は 之 を舊き 革囊に 盛る ベから す、 新ら しき 生命 は 之 を舊き 人に 注ぐ ベから す、 余輩に 少： 

年と 幼兒 とを與 へよ、 余輩 は 彼等に 由て 天國を 地上に 建てん。 (五月〕 

來 世の 信仰 

我 は 来らん とする^の 存在 を 信す、 之 を iii:- じて 歡び ：！^ っ自 から 慰む、 我 は來世 を瘦ん がた めに 現 *t 

に 於て 善を爲 さす、 然れ ども 現^に 於て 少しく 苦んで 善 を 爲すを 得て、 來 世の 在る を 聞て 喜ぶな り、 
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ぎし 4； にす ベての 淚は拭 はるべし、 彼處に 愛する 者の 搏會は あるべし、 彼 處に花 は 悲歎に 伴 はれす して 

開くべし、 皮處に は 萬 物の 主たるべ し、 来世の 信仰 は 春の 夜の 夢の 如くに 我に 臨む、 我 は 之に 科 

學的證 明 を 供す る 能 はすと 雖も、 我れ 之 を 信じて 我心 は 安し、 之 を 望んで 歌 は 我が 替 にあり。 (五月〕 

無 抵抗 主義 

惡人我こ；：^^して起てば我は彼に抗せすして忍耐と宥恕とを學ぶ、 而 して 彼 は惡を 行ひ盡 して 終に 自 

から 亡 i; ；、 得る 者 ま is- にして 失 ふ 者 は 彼な り、 神 は 彼 を 以て 大 なる 恩 惠を 我に 施し 給 ふ、 我 は 彼を憐 

む、 故に 彼のた めに 祈る。 (五月) 

杜 化 (さっき) 

つ ゝ」 

春 老ひ花 失せて 庭園 空し、 時に 杜鵑 花の 濃綠を 破て 開く あり、 樱 花の 如く 高く 弊え す 躑躅の.^ く 

赤く 燃えす、 地上 低く 葉に 隱れて く、 謙遜なる 杜謁 花よ、 我 は汝を 愛す、 汝は衆 芳と色 を 競 はす、 

蜀り 百^ こ れて 開く、 願 ふ 我 も 亦 汝に傲 ひ、 低く して 晚く 開き、 以て 世の 晚 春の 憂 を 慰めん こと を。 

(六月) 

成謝會 後の 一年 

百號の 感謝 を 捧げて より 兹に叉 一年、 余輩の 筆 は 未だ 萎す、 祌の默 示 は 未だ 絶す して、 此小 誌は猶 


ち か ら  もと 

ほ 其 存在 を複 けつ & あり、 「汝の 能力 は汝が 日々 需 むる 所に 循 はん」 と 中： は 曰 ひ 給へ り、 彼の 余輩 を 

支 ふる ありて 余 辈 は 永久に H ホバ の 宮に仕 へん。 申命記 三十 三章廿 五節。 詩篇 第一 一十三 篇。 (六月) 

豫定の 信仰 

余輩 は事實 として 豫定を 信す、 余 1^ は 救 はるべ きすべ て の 機會と 境遇と を 供 へ られ ながら 終に 救 は 

れ ざる 者 ある を視 たり、 余輩 は 叉 救 はるべき 機 會に遭 ふこと 甚だ 齢 く、 又 其 境遇た る や 信す るに 最も 

困難なる もの、 屮に 在りて 能く 救 を 全うせし 者 ある を 知る、 鼓に 於て か 余 聚は識 る、 救 は 機會と 境遇 

とのこと にあらざる こと を、 救 はる、 者 は 救 はるべし、 救 はれざる 者 は 救 はれざる べし、 救 はる、 者 

は 余輩 之を迎 へす とも 来るべし、 救 はれざる 者 は 余輩 之を逐 ふと も 止まら ざるべし、 余輩 は 心 を 傷む 

る を 要せす、 そ は 神 は豫め 定めた る 所の 者 は 之 を 召き、 召き たる 者 は 之を義 とし、 義 としたる 者 は 之 

に榮を 賜へば なリ。 羅馬書 八 章 三十 節。 (六月) 

聖書の 理解 

聖書 は 解かる 書に 非す、 神に 解から しめらる.^ 書な り、 聖書 を 他の 書の 如くに 解 せんと 欲して 如何 

なる 大學 者と 雖も之 を 解す る 能 はす、 然れ ども 神に 解せ しめられて 如何に 無智なる 者と 雖も 能く 之 を 

解す る を 得るな り、 是れ 聖書の 聖書た る 所以な り、 聖書 は 智識 以上の 智識 を 以てする にあら ざれば 到 

底 解す 能 はざる 書な り。 (六月) 
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所 fr  ra 七 二 

腦 と 心 

SS より、 いに 臨む 旨^ あり、 心より 腦に現 はる 仰 あり、 前者 は 合理的な らん も fSI くして 冷 かなり、 

後者 は 背理 的なら んも强 くして 溫 かなり、 前者 は 姿 美 はしき も 根 弱し、 後者 は 形 醜し と雖も 根、 强し、 

前者 は 世に 向て 福音 を 辯 明す るた めに 益 あらん、 然れ ども 後者 は德を 建つ るた めに 力 あり、 余輩 は腦 

を 支配す る 心 を 賜 はらん こと を 欲す、 心 を 支配す る 腦を赐 はらん こと を 願 はす。 (六月〕 

余輩の 贊成者  J 

余輩に も 亦 余輩の 贊成者 あり、 是れ 高貴の 人に 非す、 敎會の 監督、 長老 叉 は 執事、 傳道師 に 非す、 

時には 佛敎の |5 侶な り、 多く は勞 働の 子供な り、 何の 敎權を も 握らざる 者、 叉 何の 義務 を も 余輩より 

要求せ ざる 者な り、 余鞏は 彼等の 贊成を 得て 心 だ强 し、 余輩 は主ィ H スが 彼等 を 以て 余輩 を贊 成し， 

給 ひつ k ある を 知る、 彼と 彼等との 赞成 ありて 余輩 は 政府に 嫌 はる- -も悲 ます、 敎會に 憎まる、 も 何 一 

の 痛痒 を も 感ぜざる なり。 (六月)  _ 

■  一 

資格の 作成 

若し 資格 を 作る の 必要 ありと せん 乎、 祌と 自己と に 依て 之 を 作るべき なり、 人に 依て 作る ベから ざ 一 

るな り、 政府に 依り、 敎會に 賴るは 資格 を 作る の捷徑 たるに 相違な し、 然れ ども 是れ 附與 せられし 資ー 


格に して 我が 資格に あらざる なり、 資格 は 我が 品性 を 以て 苦闘して 得た る 者なら ざるべ からす、 證書 

を 以て 與 へられし 者に 非す して、 實功を 以て 授けられし 者なら ざるべ からす、 前者に 紙 丈け の 價使だ 

にあるな し、 後者 は 之を携 へて 來 世に 到り、 天使の 前に 誇る に 足る 者な り。 (六月」 

無勢 力の 感謝 

我に 政權 なし、 故に 人 は 我に 依りて 利益 を 計らん とせす、 我に 敎權 なし、 故に 人 は 我に 由り て敎職 

に 就かん とせす、 我に 政權 なし、 叉敎權 なし、 故に 我に 勢力 あるな し、 然れ ども 政權 なきが 故に 我 は 

此^の 裁判に 干から す、 敎植 なきが 故に 人の 我を敎 會に訴 ふる 者 あるな し、 議會 と敎會 とが is 囂を極 

むる 時に、 我に 讚美 あり、 叉靜かなる^^^書の研究ぁり。 (六月) 

祭事と 同情 

善く 儀式 を 司る を 得べ し、 善く 聖歌 を 祝？？ する を 得べ し、 善く 敎義を 辯す る を 得べ し、 善く 異端 を 

排 する を 得べ し、 然れ ども 一人の 寡婦 を 慰む る 能 はす、 一 圑の疑 を 解く 能 はす、 余輩 は S 々斯 かる 聖 

職を昆 たり、 而 かも 彼等 は 乎を按 かれた る 祌の敎 役者な りと 云 ふ、 若し 余輩の 欲する 所 を 言 はしめば、 

余輩 は 式 を 司り 得ざる も 可な り、 聖歌 を 祝唱し 得ざる も 可な り、 敎義に 暗ら く、 異端と 親む も 可な り、 

然れ ども 寡婦の 淚は之 を 拭 ひ 得ん こと を、 懐疑 は 之 を 解き 得ん こと を、 而 して 手 を按 かれた る 神の 敎 

役者たら すと 雖も、 同情に 富める 人類の 友た る を 得て、 單 純なる. 午人の 生涯 を 送らん こと を。 (六月) 
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所 IS  i: 七 SI 

式 又 式 又 式 

人に 見られん と 欲する 此^の 人 は 式 を 以てする にあら ざれば 何事 を も 爲す能 はす、 彼等 は 式 を 以て 

信者と なり、 式 を 以て 信仰 を 幟け、 而 して 終に 式 を 以て 墓に 葬らる、 式、 式、 式と、 彼等の 敎師 なる 

者 は 主として 式 を 司る^ なり、 式に して 魔 せられん 乎、 敎師は 用な きに 至るべし、 式 は 外の 事な り、 

衷の 事に 非す、 式は事を，11^.!めす又心を潔めす、 意志の み 能く 事 を 定め、 神の 靈 のみ 能く 心 を 潔む るな 

り、 誠 貴の 人の 式に きを 置かざる は、 その 主として 肉の 事、 社交の 事た る を 知れば なり。 C 六 H0 

力 ー ラ イダの 葬式 

貴き は 力 ー ライルの 葬式な りき、 ケルシ ー の 彼の 住家より 蘇國の 彼の 墳墓の 地まで 彼の 柩を 送りし 

者 は 彼の 親友 僅かに 一二 人、 其 一人 は理 « 者 チン ダ ー ル、 其 第二 者は歷 史家 レツ キ ー、 其 第三者 は 弟子 

フル I ド なりき、 彼等 柩を 守りて 墓地に 到れば 之を迎 へし 者 は 少数の 舊 故な りき、 牧師の 其 上に 祈禱 

文 を讀む 者な く、 會 集の 其 前に 讚美歌 を唱 ふる 者な かりき、 傍に 見る 者 は 臼へ り r 玆に 無神論者 は 葬 

られつ k あり」 と、 斯くて 彼の 肉 は 蘇國の 土に 歸り、 彼の 靈は彼 を 造りし 祌に歸 りたり、 彼 は 不信者 

の 如くに 葬られたり、 然れ ども 彼 は 神の 忠僕と して 働ら きたり、 慕 ふべき かな 力 ー ライル、 我 も 葬ら 

る \ 時には 亦 彼の 如くに 葬られん こと を。 (六月) 


「凡 そ 事 信じ」 

善事 は 凡て 之 を 信す、 神 を 信す、 救扬を 信す、 復活 を 信す、 永生 を 信す、 健康 を 信す、 幸. li を 信す、 

平和 を 信す、 地上に 於け る 祌の國 の 建設 を 信す。 

善事 は 凡て 之 を 信す、 然れ ども 之に 對 して 惡事は 凡て 之 を 信ぜす、 悪魔 を 信ぜす、 咒詛を 信ぜす、 

死滅 を 信ぜす、 、水 罰 を 信ぜす、 疾病 を 信ぜす、 窮困を 信ぜす、 戰爭の 永糗を 信ぜす、 此 世の 破滅 を 信 

ぜす。 

祌は 善な り、 彼 を 信じて 善事 は 凡て 之 を 信ぜざる 能 はす、 彼 は 愛な り、 故に 彼 を 信じて 惡事は 之 を 

信す る 能 はす、 彼 は 生命な り、 故に彼を信じて死と死滅とを！！；^する能はす、 神 を 信じて 我 は 極端の 樂 

觀 者と なれり、 我は惡 事の 我 を 去る に 先ち て、 善の 外、 何者 を も 信ぜざる 者と なれり。 哥林多 前 tl 十 

三 章 七 節。 (六月) 

明白なる 一事 

明 C なる 一事 は是れ なり、 卽ち、 敎會 の旣に を 救 ふの 力なき 事な り、 其 死期 は旣に 近づけり、 其 

壁に は メネ、 メネ、 テ ケル、 ゥ パル シンの 文字 書かる、 米國の 思想家 エルバ ー ト. ハ ツバ ー ド氏 曰く、 

葬 俵師は 今や 旣に 敎會の 門に 在りと、 今や キリス トの福 昔 は 敎會に 由り てより は 敎會を 離れて より 深 

くより 廣く傳 へられつ \ あり、 中古 時代の 遺物と して 残る 敎會は 光明の 進 昇と 共に 消へ 失せつ & あり、 
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所 ei 七 六 

余辈は 敎會を 訊 はす、 然れ ども 其 用の 今や 將 さに 終らん としつ X ある こと を 世に 吿 げすん ば あらす。 

^以现 書 五章廿 五節 以ド。 (： 六月) 

^ 而 と勝禾 

艱難に 耐 ゆる は 善し、 然れ ども 之に 勝つ は 更らに 善し、 敵 を 支 ゆる は 善し、 然れ ども 之 を 迫 ひまく 

る は la- らに 善し、 我等 は 低頭 長 額 以て 艱難 を 歎つ ベから す、 驟起笑 額 以て 之 を 足下に 踏み つくべきな 

り、 世に 勝てる 者 我等と 偕に 在し 給 ふ、 我等 彼に 賴 りて 何故 此事を 爲し得 ざらん 乎。 (六月〕 

庭^の 奇^ 

過去の 奇踌は 之 を 敎會に 譲れよ、 余 _s に&! 前の 奇積 ある あり、 ガリラヤ湖 畔に 於て にあら す、 余輩 

の 狭き 庭阐に 於て 大 なる 奇蹟 は 行 はれつ k あり、 黑き 機れ し 土より して 野 百合 は 白き 面帕を 織り、 ダ 

ァリャ は 赤き 衣裳 を妨 ぐ、 金絲 桃に 黄金 輝き、 ：^麥 に 紅，； n 亂る、 神 は 余輩の 庭園に 在し 給 ふ、 余葷は 

敎職を 要せす、 花 間 を逍徉 して 直に 神に 敎 へらる。 (七月〕 


維 草 

どく だ， 

ハ强 し、 蕺ぉ 

甚だ 速 かなり、 心 園又斯 くの 如し、 5^ の 目錄に 加へ て雜 草の それ を^, S-j さしむ。 (七月) 


か に み  どく VI み  ほ ft こ  いぬが らし  i び こ 

酢 禁草は 酸. 1- 强し、 蕺茱は 臭 氣_* し、 車 前 は 葉面廣 し、 淳茱は 根 深し、 雑草 庭園に 蔓延り、 生長 


祌は 鋤ら き 給 ふ、 我れ 寤る時 も 亦 寐る時 も 働ら き 給 ふ、 我れ 倒ら く 時 も 亦 休む 時 も 働ら き 給 ふ、 我 

を 以て 働ら き 袷 ふ、 又 我れ 無くして 働ら き 給 ふ、 彼 は 活ける 者 なれば 我に 關せ すして 働ら き 給 ふ、 地 

は 日 々歳々 正義 を攝 取し つ.^ あり、 時々 刻々 不義 を 吐出し つ k あり、 我に 責任な きに 非す、 然れ ども 

0* 革と 進化との 主として 祌の 事業なる を識て 我は大 なる 慰安 を感 するな り、 神、 我 を 以て 働ら き 給 ふ 

に 非す、 彼れ 今に 至る まで 働ら き 絵 ふが 故に 我 も 亦 働ら くな り。 約 翰 傳五章 十七 節。 (七 

旣 成の 救 極 

神 キリストに 在りて 世 を 己と 和らし め 絵へ りと 云 ふ、 祝すべき かな 此福 昔、 我れ 之 を 聞て 我が 心衷 

に 躍る、 然 らば 世 は旣に キリストに 在りて 救 はれし なり、 人類 は旣 にす ベて 彼に 在りて 義 とせられし 

なり、 神の 側に 在りて は 罪なる 者 は旣に 無き なり、 救扬は 今や 旣 成の 事實 たるな り、 我 は 旣に救 はれ 

て 在るな り、 我 は 唯 此事を 認め 得すして 日々 苦悶に 沈みつ k あるな り、 起きよ、 我靈、 旣に救 はれし 

世に 生れ 來て汝 は 救 はれ ざらん と 欲する も 能 はざる なり、 汝、 何故に 永く 迷 ふや、 起て 父に 還れ、 彼 

れ汝を 見て 趨り來 り、 汝の頸 を 抱き、 接吻して 汝を納 けん。 哥林多 後書 五 章 十九 節、 路加 傅 ー 五 章 二 

十 節。 (七 
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所  f)  £ 七 A 

il^ じ 難き 理由 

福 昔 若し 信じ 難 くんば 善き に 過ぎて 信じ 難き なり 0 

束の 西より 遠き が 如く 彼 は 我等より 斑 を 遠ざけ 給へ り (詩篇 百三篇 十一 一節〕。 

キリスト は 我等の 尙ほ 罪人たり し 時に、 我等の 爲 に-死た まへ り、 神 は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 

ふ (羅馬 書 五 章 八 節)。 

幅 昔 は 道德の 如くに 「汝、 已を 潔くせ よ、 然 らば 我れ 汝を救 はん」 と 一一 百 はす、 「我れ 旣に汝 を 救 ひ 

たれば、 汝、 我が 救扬を 受けよ」 と 首 ふなり、 道徳の 結果の 救扬に 非す、 救扬の 結果の 道德 なり、 幅 

音の 信じ 難き は 是れが ためなり、 ；大の 地よりも 高き が 如く、 其說く 所の 人の すべての 思念に 過 ぐれば 

なり。 (七月〕 

神の 確 實の愛 

神 は 愛な り、 彼れ 旣に我 罪 を 贖 ひ 給へ り、 故に 彼れ 若し 我 を 殺し 給 ふこと あると も 彼 は 愛な り、 彼 

ほろ. ぼ 

は 特に 我 を 惠み給 ふが 故に 愛なる にあら す、 キリス ト に.！；^ りて 罪なる 者 を 旣に滅 し 給 ひしが 故に 愛な 

るな り、 祌は 特刖に 愛なる に 先 じて 全體に 愛な り、 選擇 的に 愛なる に 先 じて 抱容 的に 愛な り、 彼は殊 

更らに 我 を 愛し 給 ふに 先 じて 人類 全體を 愛し 給へ り、 我 は 我と して 彼に 愛せら る \ に 先 じて 人類の 一 

員 として 彼に 愛せら る、 彼の 愛の 確實 なる は れが ためなり、 其容は 無限に して 其 量 は無盡 なれば な 


り。 (七月) 

我の 稱揚 

我 は 自己 を稱 へす、 天然 を稱 へす、 文明 を稱 へす、 國 家を稱 へす、 敎 會を稱 へす、 我が 救 主なる 祌 

を稱 へまつ る、 彼の 遂げ 給 ひし 聖業 を稱 へまつ る、 彼の 聖 なる 美を稱 へまつ る、 彼の 無窮の 愛 を稱へ 

まつる、 我 は 晝も夜 も 彼を稱 へまつ る、 彼 は 我が 讚美、 我が 矜夸 なり、 彼 を 仰ぎ まつりて 光明 我が 心 

に滿 つ、 人の 惡事を 思 はす、 世の 墮落を 怒らす、 死の 來る を悲 ます、 事の 成らざる を 憂へ す、 唯稱 へ、 

唯 感謝し、 唯 望み、 唯 働ら く、 神 を 我が 歌と して 我は歡 喜の 翼に 乘 りて 安らかに 人生の 波浪 を 横る を 

^るな り。 (七月) 

無 礙の生 涯 

天然に 因 菜 あり、 人骨に 應報 あり、 然れ ども 神に 唯 愛と 生命と 精力と あるの み、 我れ 肉に 在りて 因 

より 免 かる、 能 はす、 應 報より 脫 する 能 はす、 然れ ども 神に 在りて 我靈は 超自然に して 脫& 間な り、 

我 は 天然の 法則 以上に 立ち、 社會の 制裁 以外に 在り、 使徒 バウ の 臼へ るが 如し、 

是 故に 我等.. 臆せす、 我等が 外なる 人 は壞る k とも 衷 なる 人 は 日々 に 新たな り。 - 

神に 在りて 我が 失敗 は 失敗なら す、 我が 荏？！； は 荏！^ ならす、 我れ 神に 在りて 新なる 力 を 獲、 鷲の 如く 

翼 を 張りて 登り、 走れ ども 疲れす、 歩め ども 倦まざる なり。 Is!? 林 多 後書 四 章 十六 節。 以賽亞 書 s: 十 章 
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卅 一 節。 (七月) 

善人た るの 途 

我れ 努めて 善人と 成らん と 欲して 成る 能 はす、 然れ ども 祈て キリス トを 心に 迎 へまつ りて 直に 善人 

と 成る を 得るな り、 善人た る は 易き が 如くに 見えて 難し、 難き が 如くに 見えて 易し、 キリスト を識て 

善人た る は 甚だ 易し、 彼 を識ら すして 善人た る は 不可能 事に 近き 業な り。 (七月) 

歴史と 聖書 

我 は 人に 就て 此上 更らに 知らん と 欲せす、 我 は旣に 良く 其 何たる を 知るな り、 彼 は 罪人な り、 蛻の 

裔 なり、 好んで 惡を爲 す 者な り、 貴挨然 り、 平民 然り、 白人 然り、 黄人 然り、 義人 あるな し、 一 人 も 

あるな し、 

n,:  -, つより  くちび る  VC  のろ  に-か  , - 

共^ は 破れし 墓、 其 舌は詭 詐を爲 し、 其 脣には 蝮の 毒を藏 し、 其 ロは詛 ひと 苦き とに 滿ち、 其 足 

は 血 を 流さん ために 疾し (羅馬 書 三 章 十三— 十五 節)、 

其 歷史と 新聞紙と は此 事を傳 へ て餘り あり、 我 は此上 更らに 人に 就て 知らん と 欲せす。 

我 は 此上は 神に 就て 知らん と 欲す、 其 愛と 其義、 其 憐愍と 其 恩惠、 其 忍耐と 其 寬容、 我は此 上は此 

等の 事に 就て 知らん と 欲す、 我 は 今 は 歷史を 去て 聖書に 行ん と 欲す、 人類の 罪惡 の記錄 なる 歷史を 去 

て 神 の 恩惠 の示顯 なる 聖書 に 往んと 欲す。 (七お，^ 


我が 理想の 人 

善人 必 しも 我が 理想の 人に 非す、 我が 理想の 人 は 勇者た る を 要す、 眞理と 正義の ために 情と 鬪ひ、 

慾と 鬪ひ、 友と 鬪ひ、 家と 鬪ひ、 國 と鬪. ひ、 *1 と鬪ふ 者た る を 要す、 我 は 我 眼 を 以て 多くの 善人 を 見 

たり、 然れ ども 勇者 は 之 を 見し こと 甚だ 稀な り、 我 は 完全なる 紳士 を 求めす、 峻嚴 なる 戰士 を需 む、 

我が 理想の 人 は 世と 相對 して 獨り陣 を 張る 者な り、 終生の 孤立に 堪え 得る 者な り。 (七 =o 

自由の 衰返 

今や 人 は 自由 を n にせす、 彼等 は 愛 國を說 き、 成功 を 語る、 然れ ども 古き 自由 は 措て 之 を 省みざる 

なり 0 

然れ ども 自由 を 忘却せ し 民を視 よ、 疑獄 は鑌發 して 其 底止す る 所 を 知らす、 國{^^は其根底に於て壞 

れ、 事業 は 其 本源に 於て 敗れつ k あり、 古き ミルトンの 言 は 今 も 尙ほ眞 なり、 曰く 「自由の 在る 所に 

のみ 道 德は行 はる」 と、 自由 を 國賊視 して 國家は 亡び、 之 を 異端視して 敎 會は廢 る、 自由 は 今も^ ほ 

人の 生命な り、 自由 はん r- も尙ほ 盛に 之 を 唱道せ ざるべからざる なり。 (七；：^ ソ 

忿怒と 救拯 

不義 を 怒る の 忿怒 あり、 正義 を 怒る の 忿怒 あり、 前者 は義 者の 發 する 忿怒に して 後者 は惡 人の 起す 
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所 感 

忿怒な り、 二者 同じく 忿怒な り、 然れ ども 其 動機に 天地の 差 あり。  ，、 . 

i に 接すれば 必す 怒る、 其 不義の 顯 はれん こと を懼れ てな り、 然れ ども 怒て 自リ" "リ" 

吾け：^ 之き ゆるに 至る、 忿怒は惡 人に 取り 彼が 救扬 に 入る の 第つ 一 歩な り 彼 きら 

iipitf, 彼が 怒る は 善き 兆候な り、 彼 は 良心の 急所 を衝 かれて 驚て f り 

,tg、  I、 咒詛、 迫害、 是れ なくして I ある ことなし、 平和 11 は 世 を敕ふ 者に あら t、 

人 0,^等の 肉 を 食 はんとし、 毒の 骨を 挫かん として 我等 は 救拯の I を 以て 神に 委ねられし まる 

な^<に怒られょ、 家人に 怒られよ、 蕃に 怒られよ、 而 して キリス 1 の鲞 なる 僕と なれよ。 (七月) 

眞 の 聖公會 

< 水は聖 なる 公 < ^ある を 信す。 

と は 使徒 信經の 一條で ある、 之に 對 して ジョン • ラスキン は 曰 ふた r  , てな n、 んき 

は 一人の 人が 援助の 手 を 仲ば して 他の 人に 接する 所に あり， 是れ？ 有りし き § 

てあらん 所の 唯一の 聖公會 叉 母敎會 なり ，  し， や， £ え,』 

と、 ，爾 うで ある、 敎會は 愛の 行 は？ 所に は i- 所に でも ある、 而 して 愛の 行 はれざる 所に 

が あら ^ 、 儀式が あら ふが、 8 が 居ら ふが、 信徒が 集ら ふが 敎會 はない、 况んゃ キリストの 敎會 


を や。 (七月) 

批評家と 思想家 

詩人 ゲ ー テ 曰く 

誤謬 を知覺 する は眞 理を發 見す るよりも 易し、 そ は 誤 |_』 は 表面に 現 はれて 見る に 易く、 眞现は 深 

く隱 くれて、 少數 者の み 之 を 探らん と 欲すれば なり 

と、 *1 に 千 人の 批評家 あるに 對 して 僅かに 一人の 思想 ある は 之れ がた めたり、 誤謬と 缺點と は 何人 

も 之 を 見る を 得べ し、 然れ ども 眞理 と美 點とは 神に 惠 まれた る 少數の 人の み 能く 之を認 むる を 得べ し。 

秋と 聖書 

秋 は 来れり、 我 は if; 書に 歸 らん、 地の 書に 非す して 天の 書なる 聖書に 歸 らん、 肉の 書に 非す して 靈 

の 書なる 聖書に 歸 らん、 敎會の 書に 非す して 人類の 書なる 聖書に 歸 らん、 然 かも 自由の 精神 を 以て 之 

に歸 らん、 舉 者の 態度 を 以て 之に 歸 らん、 而 して 神と 自由と 永生と に 就て 更らに 少しく 知る 所 あらん。 

(九月〕 

我 i  す 
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我 は 信す 祌は 善な りと、 我 は 信す 我 は 我が 惡を 以て 神の 善 を 消す 能 はすと、 我 は 信す 神 は 我れ が 祌- 

を 愛する よりも 遙 かに 我 を 愛し 給 ふ を、 我 は 信す 我 は 生く る も 死す る も 我が 神の 手より 離る k 能 は ざ 

る を、 我 は 信す 我 は 光明の 宇宙に 棲. する を、 我 は實に 信す、 高き も 低き も、 今 ある 者 も 後 あらん 者 

も、 亦 其 他 の す ベ て の 者 も 我 を 我 主 ィ H スキ リストに 於て 顯 はれた る 神の愛より 絶ら する こと 能 は ざ < 

る を。 羅馬書 八 章 三十 八、 三十 九 節。 (九お〕 

起て 我 父に 往 かん  ， 

我れ 一た び を 犯さん 乎、 我 は 起て 我 父に 往 かん、 我れ. 冉 たび 罪 を 犯さん 乎、 我 は 起て 我 父に 往か 

ん、 我れ 七た び 罪 を 犯さん 乎、 我 は 起て 我 父に 柱かん、 我れ 七た び を 七十 倍す るまで 罪 を 犯さん 乎、 

我 は 起て 我 父に 往 かん、 我 父の 愛 は 無限な り、 彼 は 我の 滅びん こと を 欲 ひ 給 はす、 彼 は 我に 就て 永久， 

に絕 望し 給 はす、 故に 我 も 亦 自己に 就て 絡び 一；： する ことなく、 彼の 無^の 愛 を 信じ 撣ら すして 今日 起て 

彼に 往 かん。 路加 傳 十五 章 十八 節。 (九月) 

一 

光明の 宇宙 

弯 蒼に 輝く 無 數の恆 星 はすべ て 悉く 太陽な り、 而 して-吾人の 太陽 も亦懷 星の 一た るに 過す、 而 して 

其の 光明 は 二十 八惊哩 外の 海 王 1： 生 を 照らし、 尙ほ遙 かに 其 以外に 達す、 依て 知る 吾人の 棲息す る 此地ー 

球の 光明の 海に 漂 ふ 者なる こと を、 其 夜と 稱 する 者 は 自身 其 面 を 太陽より 反く る 時に 自 から 作る 已が 


影た るに 過す、 環 外 一歩 を 出れば 洋々 たる 光明の 宇宙の 際限な きを 見る、 斯 かる 宇宙に 幽暗の 陰府の 

存 する 理 なし、 人は自 から 求めて 暗黑を 作る を 得べ し、 然れ ども 神 も 宇宙 も 彼 を收容 する ために 特^ 

の 暗 處を備 へざる なり 0  (九月) 

希望の 人生 

人の 扯に 生まる i や 彼 は 新たに， 生る、 彼 は 祖先の 遺 傳を受 くる こと 甚だ gl し、 惡 人の 父より 善人 生 

れ、 病弱の 母より 健兒 生る、 神 は 各人 を 以て 新たに 其 聖業を 始め 給 ふ、 祖先の 悪しき は 憂 ふる を須ゐ 

す、 人 は 各自 アダムと H バの 如く 直に 祌に 造らる &者 なり、 嬰 兒が呱 々の 聲を揚 ぐる 毎に 舉 新の 聲は 

揚る、 希^ は揚 る、  >1  布 望 は 時々 刻々 此 世に 臨みつ k あり、 腐敗の 累積 は敢て 恐る、 に 足らざる なり" 

(九月〕 

祈 禱の齊 及 

祈禱 は宗敎 家の 專 業に 非す、 擧者は 眞理の 示されん こと を 祈るべし、 醫家は 療法の 授けら れんこと 

みの 

. を 祈るべし、 農家 は 穀の稔 らんこと を 祈るべし、 商家 は 財の 增 さん こと を 祈るべし、 祈るべし、 祈る 

べし、 何人も 祈るべし、 而 して 祈て 獲し 物 を 神に 獻げて 萬 人と 共に 感謝すべし" (九お) 

.1 子宙 生命 充實說 
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瑞典 國の蔡 者. スヴハ ンテ • アルレ-一 ウス 氏卞宙 生命 充實 說を唱 へて 學界 の歡迎 する 所と なる、 其說 

く IT こ循 へば 一が ¥ の 六 百 二十 九 萬 七 干 六 百 分の 一 以_. -の生 的 細胞 全 宇宙に 充滿 し、 光線の 推す 所と 

なりて 球體^ をお 來し、 其 熟して 生命 を受 くるに 足る 者 あるに 遇へば 之に 降て 生物 を發 生す と、 是れ 

實に バウ a の 所 lii 

夫れ 我等 は 彼 (神) に 在りて 生き 又 動き 又存る こと を^るな り 

との 眞理を 科學の 方面より 唱 へし 説なら す や、 生命 は 僅かに 地上 に^し、 虛ぉは 無-泥の 墓地な りとの 

說は 今や 舉 者の 破棄す る 所と なれり、 生命 は字宙 に充滿 す、 死 は 不可能な り、 生命 不滅 說は 今や 科學 

的に 證明 されん とす、 喜ぶべき にあら す や。 使徒 行 傅 十七 章 二十 八 節。 (九月) 

新 福音と 舊 福音 

新 一 i 音 は 今や 多く 近^ 科學に 由て 唱 へらる、 奮 福 昔 は 謂へ り靈魂 は 不滅な りと、 新；. i 昔 は 云 ふ、 肉 

脑ひも.1:^,不威なりと、 舊幅昔 は 謂へ り、 神 は灭上 高き 所に 在して 一時 キリストと たりて に 臨み 給へ り 

と、 新！ 5™ 昔 は 謂 ふ、 祌 は.：. H 由に 內 在し、 {t^il として 其 生命の 充盈 せざる 所な しと、 舊福昔 は 謂へ り、 

キリスト は の 末期に 至り 再び 来臨して 之 を. 藤 判き 給 はんと、 新 福 昔 は 謂 ふ、 審判 は 日々 行 はれつ、 

あり、 不義と 正義と は 刻々 分化し っ& あり、 其 意味に 於て キリスト は 口々 刻 々再来し つ k ありと、 舊 

福音 は 謂へ り、 眞现が 一た び 聖徒に 傳 へられし 以來、 神 は 其 默示を 以て 再た び 人に 臨み 給 はすと、 新 

福音 は 謂 ふ、 神の 默ー： 小 は S 个尙ほ 絶えす、 歲 と共に 益々 熾たり、 最近の 默ー： 小 は 最善の 默示 なり、 神は歲 


と共に 益 々 明かに、 益 々 深く 自己 を 人類に 顯 はし 給 ひ つ、 ありと。 

其 他 之に 類す る 新 福音 甚だ 多し、 舊は舊 として 貴し、 新 は 新と して 貴し、 余輩 は 新に 接して 舊を棄 

てんとせ す、 舊に 粋され て 新 を 斥けん とせす、 新舊兩 つながら を 永久の 神よりの 恩賜と して 受け 以て 

余輩の 救濟を 完成 せんと 欲す。 (九月) 

プロ テス タン ト 主義 

余輩 は 今 尙ほプ a テス タント 主義 を 把持す、 之 を 把持して 天主 敎會、 希 職 敎會、 英 國敎會 に反對 す、 

プ P テス タント 主義 は進步 主義な り、 之 を 棄るは 進歩の 趨勢に 背馳す るに 等し、 余輩 は 歷史が 逆行せ 

ざ る 以上 はプ 口 テス タント 主義 を棄 て ざ る ベ し。 

余輩 はプ a テス タン ト 主義 を 把持す、 然れ ども 今の所 謂プ I- テス タン ト敎 會に與 せす、 彼等 は 能く 

此 主義 を 代表す る 者に あら ざれば 也、 プ II テス タン ト 主義 は 之 を 其 論 现的結 極まで 推して 無敎會 主義 

とならざる ベから す、 法王、 祭司、 監督の 敎權を 拒む 者 は 論理 上す ベての 人の 敎植を 担まざる ベから 

す、 プ a テス タント 主義 は 人 を 直に 神に 爾ぐ 者な り、 其 間に 長老、 牧師、 執事 等の 介在す る を 許さ、.^ 

るな り。 

ル ー テル は プロテスタント 主義 を唱 へて、 之 を合宜 的に 守る 能 は ざり し 也、 彼 は 羅馬敎 會を脫 して、 

之に 劣らざる 壓制 敎會を 創始せ り、 カルビ ン亦然 り、 ゥ H スレ ー 亦然 り、 プ テス タント 主義に 始ま 

りし 長老 敎會 メソヂ スト 敎會は 亦 其 中に 僧侶 的 階級 を設 くるに 至れり。 
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純然たる プ a テス クン ト 主義の 把持 者 は ル ー テル に 非す して レツ シ ング たり、 ゥ H ス レ ー 兄弟に 非 

すして、 ジョ ー ジ • フホ ックス なり、 其 精神に 於て は 文豪 H マソ ンは 福音 師ム ー ヂ ー に 勝 さるの プ 口 

テス タント 敎徒 なり、 プ a テス タント 主義 は 今より 百年 前に 始まりて 今尙 ほ完. 成 中に あり、 余輩 不 

肖と 雖も此 貴重なる キ； 義を 把持す る 以上 は 今日 此 地に 於て 其 完成 を 期す ベ き 也、 卽ち舊 敎三敎 會は勿 

論、 今の所 謂プ 口 テス タン ト敎會 の半プ a テス タン 卜 主義に 反對 し、 純 乎た るプ 口 テスタ ン ト 主義 を 

今日 此國に 於て 發报. すべきな り。 (九月〕 

人た るの 特權 

余！^ は 基督 信者なる や 否や を 知ら ナ、 然れ ども 余輩 は 一人の 人なる を 知る、 而 して 人なる が 故に 余 

鞏に大 なる 特權 あり、 余 蒙 は 神 を 父と して 呼ぶ を 得るな り、 余輩 は キリスト を 兄弟と して 愛する を 得 

るな り、 余輩 は 聖書 を 人類の 書と して 究 むる を 得るな り、 人た るの 特權 は大 なり、 此特權 の 余輩に 供 

せらる、 ありて、 余輩 は 敎會が 供す る 洗禮、 堅 信、 按手 禮等 無意味の 特 權に與 からん と 欲せざる なり * 

(九月：) 

君子と 戰士 

溫 厚篤 實の 君子と は 世が 仰で 以て 敬慕して 歇 まざる 所の 者な り、 然れ ども 進歩の 先陣に 立て 能く 人 

類 を 光明の 或に 導きし 者 は 多く は斯 かる 岡滿無 謬の 人士に あら ざり しなり、 其 敵 を 犬よ と 呼びし パ ゥ 


II なり、 隊 よと 罵りし ル— テルな り、 或 ひ は 瑕 琪枚舉 する に遑 あら ざり し ルッソ ー なり、 荊棘 は 彼等 

に， m て 除かれ、 迷信 は 彼等に 由て 壞 たれたり、 溫 厚篤 實の士 は 敎會の 監督と して 價愤 あらん、 牧師 傳 

道師 として 有益な らん、 然れ ども 信仰の 戰士 として は 無能な り、 愛に 勵 されて 行爲の 完全 を 省みる の 

遑 なき 者に あら ざれば 光明の 先軀 者た る 能 はざる なり。 (九月〕 

完全の 標準 

完全の 標準 は 之 をお むる に 甚だ 難し、 ィ H ス キリス ト すら 神を漬 すとの 故 を 以て 十字架の 刑に 處せ 

られ たり、 多くの 惡人は 其 在世 當 時に 於て 完全の 人と して i おめら れ たり、 完全の 標準に して 外 觀の行 

爲に存 すると せん 乎、 人の 善惡は 到底 之を定 むる 能 はざる なり。  、 

完全の！！ 準 は 外に 於て あらす して 內に 於て あり、 多く 愛する 者、 是れ 完全に 近き 者な り、 少く 愛す 

る 者、 是れ 完全に 遠き 者な り、 而 して 少しも 愛せざる 者、 是れ惡 鬼と 其 子と なり、 行爲の 如何 は遣傳 

に循 り、 亦 境遇に 從る、 唯 愛 は 神より 出る 者な り、 完全 は 神の 定め 給 ふきな り、 人の 判 知し 得べき 事 

にあらざる なり。 (九： H0 

パウル ゼン著 『カント 傳』 を讀 みて 感 する 所 

〇 人類の ために 盡 さんと 欲して に 交際 を 求む るの 必要 は 一 ッ もない、 吾等 は 單だ獨 り 在りて 人類の 
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ために 盡す ことが 屮 Z 來る、 人 は 何人も 人類の 一部分で ある、 故に ：iJ に盡 して 人類の ために 盡す ことが 

3^ 來る、 獨り眞 理を發 見す る ことが 出來 る、 獨り 神に 接する ことが 出来る、 獨り靈 性 を 磨きて 完全の 

域に 向て 進む ことが S 來る、 吾等 は 人類の 好き 標本と して 己 を *1 に呈 供す る ことが 屮 I 來る、 單 獨は沐 

して 無爲の 境遇で はない。 

〇 キリスト のために 盡 さんと 欲して 敎 會に屬 する の 必要 は 一 ッ もない、 吾等 は 單だ獨 り 在て キリスト 

あがな ひねし  メ  . 

のために 義す ことが 屮： 來る、 キリスト は 萬 民の 贖 中： である、 而 して 我 も 亦 贖 はれし 者の 一人で ある 

我 は キリス トを 我心に 迎 へまつ りて 彼の 光 を， に 放つ ことが 屮ぃ來 る、 我 は 厳 頭に 獨り 立て 暗夜 を 照ら 

す燈臺 となる ことが 屮 I 來る、 我 は 叉 他の 多くの ffif 獨 者の 慰藉 者と なること が屮 I 來る、 單獨は 決して *L 

に 稀れ なる 境遇で はない、 # に §sf 獨に 堪え 得すして 泣き 悲む者 は 多く ある、 斯かる者に單獨の幸福と- 

神^^とを敎ふる事は大なる桌業でぁる、 l^n 等 は 單だ獨 り 在りて 界幾百 千 萬 人の 單獨 者の 牧師と 成る- 

ことが 出來 る。 

〇 單獨は 決して 特更ら に 追求むべき では あるまい、 乍然、 軍 獨を與 へられて 吾等 は 決して 之 を 担 絶す. 

べきで ない、 否な 返て 感謝して 之 を 受け、 之 を 利用し、 Eii" が獨り 輝きて 弯蒼を 彩る が 如く、 吾等 もが 

獨り 働ら きて 人^ を娠 すべきで ある。 (九： oo 

詩 作 

詩 は 成る、 作る ベから す、 美き 思想 は 美き 言辭 と共に 臨る、 文 を 練る を 要せす、 高く 思 ひて 潔く 行 


へば 足る、 詩 は 勇者の 事な り、 文士の 業に あらす、 敢爲 以て 何人も 詩人た る を 得るな り〕 (九月) 

人類の 王 

今の 世界に ニ大 偉人 ある を 見る、 其 一 を 露國の トルストイ 伯と なし、 其 他の 者 を 米國の 力. I ネギ ー 

氏と なす、 前者 は 終生 非戰を 主張し、 後者 は 廢戰を 畢生の 業と なす、 二者に 比べん 乎、 法王 は 光 を 失 

ひ、 監督 は愧 恥に 吞 まる、 若し キリストの 弟子に して 戰爭 を恕し 得る とせん 乎、 彼 は 如何なる ？§惡 を 

も恕 する を 得べ し、 而 かも： V 孑 を 漉して 驗駝 をお む 今の所 謂敎 役者 輩 は 戰爭を 可とし 軍旗 を 祝福して 

恥す、 二 氏の 如き は 誠に 人類 現 時の 王と 稱 すべし。 (九月)  . 

希臘 の三大 偉人 

希 職に 三大 偉人 ありたり、 其 第 一 は ソクラテス、 共 第一 一は プラト ー、 其 第一 二 はァ リスト ー トルな り、 

ソクラテス は 道 德-； M なり、 彼 は！： に 精神 を 供したり、 ブラト ！• は ソクラテスの 弟子に して 祈 r 學者 なり、 

彼 は 民に 思想 を 供したり、 アリス 卜 ー トル は プラト ー の 弟子に して 理舉 者な り、 彼 は 社 會に科 學を供 

したり、 精神と 思想と 科學、 三者 は此 順序に 由て 發 現す、 精神な くして 思想な し、 思想な くして 科學 

なし、 思想 は 科學の 母に して、 精神 は 思想の 母な り、 昔時の 希臘に 於て 然り、 何れの 時、 何れの 國に 

於ても 然ら ざる はなし、 文明 は 道 德卽ち 精祌を 以て 生る。 (九 H0 
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敎 會 の 本性 

敎會は 我等 を援 けんため に 我等に 來ら す、 我等 をして 彼女 自身 を 助けし めんた めに 我等に 臨む、 其 

敎權 なる 者 は 我等 を 威嚇す るた めの 者に して 我等 を 慰藉す るた めの 者に 非す、 敎會は 溫柔を 装 ふ大な 

る應制 (豕 なり、 良 51 の 如くに 見 ゆる 女 夜叉な り。 (九月) 

秋 郊の福 音 

死者の 復活の み大 能の 證 明に 非す、 五穀の 豊熟 も亦異 能の 休徴 なり、 バル ナパと バウ 口、 ルカ オ- 

ヤの 人に 告げて 曰く 

神は汝 等を惠 みて 天 より 雨 を 降らせ、 覺穰 なる 時期 を與 へ、 糧食と 喜樂を 以て 汝 等の 心を滿 たし 

め、 以て 己れ 自 から 證し給 へり 

と、 今や 金波 稻 田に 靡き、 玉 粒 香穗に 低る、 何ぞ福 昔に 秋郊に 接して 罪 を悔て 父に 還らざる" 行傳十 

四 章 十七 節。 (十月) 

信仰の 進步 

始めに 善惡の 差別な し、 次ぎに 惡 事の 摘發 あり、 終りに 善事の 顯揚 あり、 惡 事の 誅 求に のみ 汲々 た 

る は 信仰 幼 降の 確證 なり、 吾人 は 更らに 進んで 善事 探求の 域に 達すべ きなり。 (十 


信仰の 秘訣 

祌を 1^ する に 非す 神に 信す るに あり、 自己 を 神に 信し 奉る にあり、 自己に 死して キリスト をして 代 

て 生かしめ 奉る にあり、 信仰の 祕訣 は是れ なり、 大 なる 能力の 加 へらる も、 聖き 思想の 與 へらる k 

も 其 秘訣 はすべ て是れ なり。 加 拉太書 一 一章 廿節。 (十月) 

我が 潔き 時 

人に 就て 思 はざる 時に 我心 は 神に 向て 潔し、 其 時 我 は&: 學 者なら す、 又 批評家なら す、 純 乎た る 基 

督 信者な り、 其 時： 大の戶 は 我がた めに 開かれ、 我 は 其內に 我が 救 中： の 父の 右に 座し 給 ふ を 見る、 哲學 

と 批評と は 雲霧 を排 する ために 必要な り、 然れ ども 天 國の鍵 は 其 乎に 於て 存 せす、 ュダの 支 派より 出 

たる 獅子 ダビデの 根の み 能く 其 門 を 開く を 得るな り。 默示錄 五 章 五節。 (十 H0 

我が 信せ ざる 事 

我 は 敎會の 敎權を 信ぜす、 我 は 永遠の 刑罰 を 信ぜす、 我 は 天啓の 終媳を 信ぜす、 我 は 無 謬の 聖 箐 を 

信ぜす、 我 は 戰爭の 永績を 信ぜす、 我 は 罪惡の 不滅 を 信ぜす、 我が 信す る 事 は 多し、 然れ ども 信ぜ ざ 

る 事 も 亦 ®1 からす、 而 して 我 は 神と 宇宙と 人生と に關 しすべ ての 善事 を 信す る 其 熱心 を 以て 是 等に 關 

する すべ ての 惡事を 全然 信ぜ ざらん と 欲す。 (十 =0 
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懐疑と 破壤 

：！：^するは疑ふょりも良し、 然れ ども 疑 はすして 深く 信す る 能 はす、 懷疑は 付 仰のた めに 必要な り。 

建つ る は i| つよりも 良し、 然れ ども 壞た すして 堅く 建つ る 能 はす、 破壤は 建設の ために 必要な り。 

然れば 恐れす して 疑 はんかな、 大 瞻に壤 たんかな、 而 して 深遠に 信じ、 永久に 築かん かな。 (十 H0 

批評家に 答 ふ 

我に 利己心 あり、 巳む を 得ざる なり、 我 は 人と して 造られたり、 然れ ども 我に 亦 キリスト あり、 彼 

に 利己心 あるな し、 而 して 我れ 彼 を 信じて 我に 亦 利己心 あるな し、 我 を 信す る 勿れ、 キリスト を 信ぜ 

よ、 亦 キリスト を 信す る 我 を 信ぜよ、 キリスト を 離れて 我 は 罪人の 首な り、 我 は 正直に 此事を 表白す- 

(十 A 

勞 働の 讚美 

最も 善き 事 は 手 を 以て 勞 働く 事な り、 其 次に 善き « は 言 辭を 以て 手の 勞働 を援 くる 事たり、 我等 若 

し 不幸に して 自身 勞働 者たり 得すん ば 努めて 勞 働の 讚美 者た るべき なり、 文士たり、 又 說敎師 たる、 

亦 全く 無用の 業に あらざる なり。 (十月〕 


敎師 と敎壇 

祌に 祈る に 特別の 聲を發 する を須ゐ す、 唯、 父に 求む るが 如くに 求め まつれば 足る、 人に 說 くに 特 

^の 風 を 装 ふ を 要せす、 唯 友に 語る が 如くに 語れば 足る、 敎師は 役者に 非す、 敎壇は 舞臺に 非す、 彼 

等 は 神と 人と に對 して 戲劇 を演 すべから ざる 也。 (十 ガ) 

キリス ト と敎會 

彼等 は 言 ふ 盛んな り 盛んな りと、 然れ ども キリスト は 其 弟子 等に 曰 ひ 給へ り 

汝等 散りて 各人 北 ハ霉 する 所に 往き、 唯、 我 一人 を殘 さん、 然れど 我れ 獨り 在る に 非す、 父、 我と 

皆 こ 在る..， X り 

と、 而 して 獨り 在りし キリスト は 萬 世に 無 數の友 を 得、 「盛んなる」 今の 敎會は 常に 其 衰額を 歎じて 

歇 ます、 キリスト は 失敗の 成功 を敎へ 給へ り、 而 して 今の 基督 敎會 なる 者 は キリストの 福音 を傳 ふる 

と稱 して 常に 成功の 失敗 を 示しつ.^ あり。 約翰傳 十六 章卅ニ 節。 (十月〕 

靑 年に 吿ぐ 

余輩 は 今の 青年に 吿 げんと 欲す、 r 汝意を 決して 基督 敎の 傳道師 となれ」 と、 「敎會 に 依らす、 外 

園宣敎 師に賴 ます、 自由 獨 立の 傳道師 となれ」 と、 河 ぞ數 千金 を 投じて 學士 となり、 業卒 へて 後に 世 
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に爲す ことなくして 路頭に 迷 ふや、 何ぞ法 舉义は 现學、 文擧 义はェ 學に投 する 資力と 腦 力と を 敎理の 

研究に 投じ、 以て 同胞に 靈 魂の 糧を 供す る 業に 就かざる、 首 ふ を 休めよ 獨立傳 道に 生活の 道な しと、 

接 野に 其 民に マ ナと 鶴と を 送りて 之 を 養 ひ 給 ひし 神 はケも 尙ほ存 して 彼に 依頼む 者 を 養 ひ 給 ふなり、 

祌は 人よりも 確實 なり、 政" 肘は替 り、 銀行 は 倒る &も祌 は 永久に 渝ら ざるな り、 靑 年よ、 起て 霊界の 

勇士と なれよ、 敎會の 寄食 者なる 今 の 所謂 傳道師 となれ と 云 ふに あらす、 フランシスの 如き、 ル ー テ 

ルの 如き、 ノックス の 如き 人の 額 を 恐れざる 自由 獨 立の 傳道師 となれ よと 云 ふなり。 (十月) 

顏と心 

額に 於て 多くの 人 を 知り 乂 額に 於て 多くの 人に 知らる k 人 あり、 之を稱 して 交際の 人と 云 ふ、 額に 

於て 多くの 人 を 知らす、 又 額に 於て 多くの 人に 知られす と雖 も、 心に 於て 多くの 人 を 知り、 叉 心に 於 

て 多くの 人に 知らる k 人 あり、 之を稱 して 詩人 叉 は 思想家と 云 ふ、 人 は 各自 其 好む 所 を 撰むべし、 而 

して 余輩 は此 世の 交際 場裡に 於て 顔に 於て 多くの 人 を 知り、 額に 於て 多くの 人に 知られん より は キリ 

ストの 國に 於て 心に 於て 多くの 人 を 知り、 心に 於て 多くの 人に 知られん こと を 欲する 者な り。 (十月) 

世界に 於け る 無敎會 主義 

米 國紐育 巿のブ 0 テス タン ト敎徒 は 一 ー百餘 萬を箅 し、 其 中 過半 數 (百 七 萬餘) は 無敎會 信者な りと 

云 ふ、 而 して 其數は 年々 增加 しつ V ありと 云 ふ、 依て 知る 無敎會 主義なる 者の 我國の 一隅に 現 はれた 


, る 特發の 現象に あらざる こと を、 人 「より 五十 年 前 丁 抹圃の 思想 〔ゃセ ー レ ン . タリ ー ケゴ ー ドが其 強大 

なる 聲を 揚げて 以来、 歐米諸國に於て渐，？^、禰漫しっ 、ぁる主義なり、 無敎會 主義 は 純 キリスト 中： 義た 

り、 祌を 愛し 人 を 愛する の 外に 何の 勢力 を も 權能を も；？. I めざる 主義な り、 人類の 進歩 は此 中： 教 を；^ け 

つ、 あり、 科 學の進 步は此 主義 を 促しつ i あり， 無敎會 中： 義を 嘲け る 者の 如き は 界の 大勢 を 知ら ざ 

. る 者な り。 『米 HS 雜誌』 五月 號に 於け る K  .s  • ベ ー 力 I 氏 S 峯に 成れる 「紐 育 市 C 不信」 の ー篇を 見るべし。 (十 

前進の 聲 

エホバ、 モ ー セを 以て イスラ H ルの 子孫に 命じ 給 ひける は 『汝等 前に 進め』 と、 而 して モ ー セが埃 

及 を 去て 力 ナンに 向 ひしが 如く、 バウ a が 猶太 敎を 去て 福音 を唱 へしが 如く、 ル ー テルが 天主 敎を去 

て 新敎を 創めし が 如く、 ゥ H スレ ー が 聖公會 を 去て メソヂ スト 敎會を 建てし が 如く、 ジョ ー ジ. フホ 

ッ タスが すべての 敎< ^を 去て 敎友 相： な； の 愛を說 きしが 如く、 余輩 も 亦 今の所 謂 半死半生の 新敎 ^敎會 

を 去て K らに新 Si なる 自由の 境 土に 向 はんかな、 前に 進まん のみ、 餓死 を 恐れす、 單獨を 恐れす、 失 

.妝 を 恐れす、 破滅 を 恐れす、 前に 進まん のみ。 出 埃 及 記 十 叫 章 十五 節。 (十月〕 

洗 腱の 省略 

：!;! 仰 は 水よりも 大 なり 
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. と は 中古 時代の 名^ ピ ー タ ー •  ロム バ 、-ド の 一一 一一 口な り、 信仰 あれば 洗禮 なくと も 可な りとの 意な り、 洗 

禮は 救靈の 必要 條件 にあら す、 然れ ども 人 は 何人も 信仰に 由ら ざれば 救 はれざる なり、 信仰に して 有 

らん 乎、 洗 f は 之 を 顧る に 足らざる なり、 先 づ祌に 祈て 信仰 を 求めよ、 而 して 用少き 洗禮を 街け よ。 

(十月) 

肅 殺の 秋 

夫れ 人 はすべ て 草の 如く、 其 祭え はすべ ての 草の 花の 如し、 草 は 枯れ、 其 花 は 落つ、 然れ ど-王の 道 

は窮リ なく 在す るな り、 秋風 吹 起て 草木 枯れ、 偉人 逝く、 然れど 地は窮 りなく 大 能の 聖 手に：！^ して、 

恩寵に 恩寵 を 加 へらるべし、 我等、 彼 を 信じて 秋 聲を聽 て 望 を 失 はざる べし。 彼 得 前書 一章 叫、 廿 

. 五節。 (十 一 =0 

愛の 要求 

我 は 我が 知識の 足らざる を悲 ます、 又 我が 取る 方法の 拙なる を悲 ます、 我が 愛の 足らざる を悲 む、 

- 我が 知識 は 或 ひ は 普通 以上なる べし、 我が 方法 は 能く 時勢に 合 ふ 者なる べし、 然れ ども 我 は 能く 我が 

- 愛の 深き 者に あらざる を 知る、 我 は 此上尙 ほ 新たら しき 多くの 知識 を 加 へられん こと を 欲せす、 又更 

らに慧 き 方法 を 授けら れんこと を 欲せす、 我 は 我が 愛の 益々 深く せられん こと を 欲す、 愛、 愛、 愛、 

我が 唯一 の 要求 は是れ のみ、 我 は 愛に 於て 富み 且つ 豊かなる 者と ならん と 欲す。 「十一") 


愛の 勢力 

我 は 我が 知識の 該博 を 以て 人を頻 する を 得べ し、 然れ ども 我が 愛 を 以ての み 能く 彼 を 化する を 得る 

たり、 我 は 我が 信仰の^ を 以て 能く 人 を 伏す る を 得べ し、 然れ ども 我が 愛 を 以ての み 能く 彼 を 我が 

友と なす を 得るな り、 知識 も 信仰 も 外よりの 勢力た るに 過ぎす、 唯 愛の み衷 よりの 勢力た るな り、 愛 

に缺 乏して ソ n モ ンの 知識 も H リャの ij:! 仰 も za」 一 人の クリスチャン を 作る 能 はざる なり。 (十 一月) 

我 が 慾 望 

余！^ は某督 信者に あらざる べし、 叉 某 督 信者た らんと 欲せす、 余輩 は 唯 キリストの 如く せんと 欲 

す、 彼の 如く 謙遜な らんと 欲す、 彼の 如く 人の 惡を 謀らす して 其 善 を 思 はんと 欲す、  < 水 輩 は唯此 意味 

に 於ての み 基督 信者た らんと 欲す、 其 他の 意味に 於て は 余輩 は 異端、 叉 は 不信者、 又は 無神論者 たる 

を辭 せす、 余輩が 聖書 を 講 する 理由 も亦ィ H ス の 如くな らんと 欲する より 他に あらざる 也。 (ド  一 3 

永^の 希 蟹 

我 は 我が 思想 を 以て 後世に 存 らんと 欲せす、 叉 は 我が 政策、 叉 は 軍功、 又は 藝術を 以て 我が 名 を 後 

世に 傳 へんと 欲せす、 我 は 我が 愛 を 以て 永く 人の 心に 留まらん と 欲す、 我が 著書 は 悉く 忘らる k も 可 

なり、 我が 事業 はすべ て 失敗に 歸 する も 可な り、 願く は 我が 愛の 永久 的な らんこと を、 願く は S 典の 愛 
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を 以て 冷水 一 杯 にても 與 ふる を 得て 小さき 一 人の 心に なりと 愛の 紀念 として 存 らんこと を。 馬 太 傅 十 

章 四十 二 節。 (十  一 5 

交友の 根據 

我 は 特^に 信者 を 愛せす、 乂 特^に 不信者 を惜 ます、 我 はすべ て 人 を 愛する 人 を 愛す、 人 を 愛する 

人な らん か、 彼 は 信者なる も 可な り、 不信者なる も 可な り、 我 は 彼 を 愛せん と 欲し、 叉 彼に 愛せられ 

んと 欲す、 我 は 信者 を 求めす、 人 を 愛する 人 を 求む、 我 は 又 人が 我が 信者なる の 故 を 以て 我 を 愛せん 

こと を 欲せす、 我が 多少 人 を 愛する の 故 を 以て 愛 を W て 我に 臨まん こと を 欲す。 (十一 =0 

ィ ェ ス に復 へれよ 

イエスに 復 へれよ、 ル ー テル を 以て 止まる 勿れ、 ァゥ ガス チン を 以て 止まる 勿れ、 。ハウ y を 以て 止 

まる 勿れ、 然り、 敎會の 作りし キリスト を 以て 止まる 勿れ、 ナザレの ィ H スに復 へれよ、 人類の 友に 

して 悲哀の 人な りし イエスに 復 へれよ、 聖書の 中に 於て 彼 を 探れよ、 而 して 彼 を 探求め て 彼の 如くな 

れょ、 彼の 如く 柔和に して 謙遜に なれよ、 彼の 如く 眞實 にして 勇敢に なれよ、 彼の 如く 獨り 立て 義に 

斃れ よ、 彼れ 以外の 者 を 彼れ と 誤認す る 勿れ、 彼れ 以外の 者の 弟子と なる 勿れ、 然りィ H スに復 へれ 

よ、 すべての 仲介者 を排 して ィ H スに役 へれよ。 (十  一 w〕 


宗 敎を棄 てよ 

余輩 は 人に 宗敎 を變 へ よと 言 はす、 宗 敎を棄 てよ と勸 む、 儀式と 規則と 信仰 筒 條とを 以て 普通 道德. 

に 代 へんと する、 かの 憎むべき 宗敎て ふ 制度 を棄 てよ と勸 む、 佛敎を 去て 基督教に 人る は 一 の 惡事を 

去て 他の 惡 事に 人る に 過ぎす、 米國の 思想家 H リシ ャ • ム ル フホ ー ド 曾て n へる あり 「キリス トの { 一 小 

敎 のみ 惟り 宗敎に 非す」 と、 誠に ィ H スの 貴き は 彼が 宗敎を 建てし が 故に あらす、 宗 敎を壞 ちしが 故 

なり、 故に 能く ィ H スの心 を 知る 者 は 能くす ベての 宗敎 に反對 す、 人 は づ すべての 宗敎 (基督 敎 を- 

も 含む) を棄 つるに あら ざれ， ばィ H スの 善き 弟子た る 能 はざる 3。  ？ー  パ.) 

唯一 の宗 敎 

若し 世に 宗敎て ふ 者 ありと せん 乎、 そは敎 職て ふ 僧侶 的 階級の 乎を藉 りて 神を拜 する 事に あらす、 

敬虔 以て 日常の 業 を 5^ る 事な り、 神聖に 地 を 耕す 事な り、 神聖に 物 を 商 ふ 事な り、 神§^,に物を作る事 

なり、 人 はすべ て 祭司に して 全地 は 神の 聖殿 なり、 此 ほか 別に 宗敎 ある ことなし、 若し 有りと せん 乎、 

そ は 迷信な り、 惡 魔崇拜 なり、 何の 惜氣 なくして 廢棄 して 不可な き 者な り。 (十 一月) 

精神と 制度 

精神、 制度と 化して 死す、 是れ 歷史の 法則な り、 モ ー セの 精神 は 猶太 敎と 化して 死し、 キリスト 

SiSS 十二 年  五 01 


所 感  五 〇 二 

精神 は 基督教と 化して 死し、 ル ー テルの 精神 はル ー テル 敎會と 化して 死し、 ゥ H ス レ I の 精神 はメソ 

ヂス卜 敎會と 化して 死せ り、 其 他す ベて 斯の 如し、 依て 知る、 モ ー セの敵 は エジプト 人、 アマ レク 人-. 

力 ナン 人 等に あらす して、 彼の 國人 にして 彼 を崇拜 せし ユダヤ人 なりし こと を、 又 キリスト を 殺せし 

者 は パリ サイの 人 又は 羅馬 人に あらす して、 彼 を 主よ 主よ と 呼び まつりし 基督 信者な りし こと を、 制 

度 は 精神の 屍體 なり、 ィ ェ スを 敎會の 首長と して 仰ぐ 者 こそ 眞に彼 を 十字架に 釘け し 者 なれ 0(： 十 一 月 > 

眞 理の說 言 

余輩 は必 しも 基督 敎を說 かす、 余輩が 眞理と 信す る 事を說 く、 余輩 は 聖書が 示す 故に 眞理 なりと 言 

はす、 虞理 なる が 故に 眞理 なりと 言 ふ、 余輩 は 聖書 を 研究す、 聖書に 盲從 せす、 余聚は 神の愛 を 信す、 

故に 潜 越 を 恐れす して 余輩の 確信 を 語る。 (十 一 月.) 

單獨の 勢力 

力 ー ライル 一人 は英 民族の 屮に 在りて 英國全 聖公會 に まさるの 勢力な り、 トルストイ 一人 は露國 並. 

に 全世界に 於て 露 國全正 敎會に 勝 さるの 勢力な り、 依て 知る、 人 を 善に 化せん とする に 方て 敎會 又は 

其 他の 圑 體に賴 るの 必要 更らに 無き こと を、 人 は 何人も 祌を 信じ、 自己に 親り、 人 を 愛して、 獨 り.！ 乂 

て廣く 同胞 を 善 化し 得るな り。 (十 一月) 


信仰と 行爲 

信仰な きを 悲む 信者 多し、 然れ ども 信仰な き は 敢て悲 むに 足らす、 I 仃爲 あれば 足る、 人 は 何人も 常，. 

に 架く 神を感 する 能 はす、 然れ ども 努めて 其 誡命を 行 ふ を 得るな り、 愛 を 行 ふ は 神を感 すると 感ぜ ざ 

ると に關 せす、 之 を 行 はんと 欲して 常に 之 を 行 ふ を 得るな り、 信仰 は 行 爲に伴 ふ 神の 恩賜な り、 善事， 

實 行の 必要 狀態 にあらざる 也。 (一十一"〕 

彼等と 我等 

彼我の 優劣 

彼等 は 集まる 時に 强し、 我等 は獨り 在る 時に 强し、 彼等 は數と 量と に 依り、 我等 は單ー の M ホバに 

頼む、 彼等の 勢力に 侮るべからざる あり、 然れ ども 我等の 能力に も亦賤 むべ からざる 者 あらむ、 時 を 

して 我等の 審 判官たら しめよ、 百年の 後、 我等 或 ひ は 彼等の 前に 立た む。 

我等の 希望 

若し 幹より 根に 及ぶ 者な らん 乎、 我等の 事業 は 失敗なる べし、 然れ ども 若し 根より 幹に 及ぶ 者なら 

ん乎、 我等の 事業に も 亦 多少の 希 til- あり、 我等 は 根 を：， i 養し つ k あり、 細 根 を：， i 養し つ、 あり、 而し 

て i& 到りて 1^ 水の 潤霑の 臨む あれば 木 は 芽 を 吹き 枝 を 出さん、 我等 は 今 は 地下に 働く 者な り、 而 し- 

て 繁榮を 將來に 期す る 者な り。  約 記 十 ュ： T 七、 八、 九 節。 
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我等の 交友 

我等に 外面の 交際 操し、 然れ ども 內裡の 友情 厚し、 我等 は 敵 を 呼んで 友と 稱 せす、 偽 はりの 笑 を 呈" 

して 人 の^を 握らす、 我等 は 狭き 丈け 深し、 少き 丈け 篤し、 我等 は 質の 純 美 を 以て * の 寡少 を 柳 はん.： 

と 欲す、 我等の 關係 はすべ て 「我と 汝と」 なり、 「吾人と 諸君と」 にあらざる 也。 (十 一月) 

希望と 前進 

人 は 希 的 動物な り、 彼れ に 在りて は 前 をび 1^ むは 自然にして 後 を 顧る は 不自然な り、 希望 は 健全に _ 

して 囘顧は 不健然 なり、 後に 在る もの を 忘れ、 前に 在る もの を 望みと、 "胩を 忘れ、 疾病 を 忘れ、 失敗 〔 

を 忘れ、 怨恨 を 忘れ、 神と、 生命と、 成效と 愛と に 向て 進まん のみ。 賺立比 書 三 章 十三 節。 (十 1H0 

宗 敎の 素質 

宗敎は 量に 非す、 質な り、 形に あらす、 心たり、 廣 にあら す、 深な り、 一人の 人の 心に 深く 神 を 知. 

らし むれば 宗敎の 目的 は 達するな り、 之を爲 さすして、 又爲す 能す して 徒らに 數の 多と 形の 美と 廣 の.. 

大 とに 誇らん とする 今の 宗敎は 宗敎に 非す、 其 正反對 なり。 (十 一 月) 

我が 信す る 福音 

我が 信す る 幅 昔 は 是れ なり、 卽ち、 祌は 我に 代て 我が 爲 すべき 事 を 悉く 成就げ 給へ り、 我 は 今 恩惠、 


の 下賜 を 待てば 足る、 我が 罪 は 事 を爲さ f るに 非す、 我が 神 を 信ぜざる にあり、 我 は 純 乎た る恩惠 の 

待 者と なりて 子た る 我が 本分 を 盡すを 得るな りと" 

世 は 之を稱 して i- 惰 の.！ i 音と 首 はん、 然れ ども 我は識 る、 我等 をし て^に 勝た しむる 者 は 我等の 牝：： 

信なる こと を。 約 翰 第 一 書 五 章 S 節。 (十一月) 

凋落の 希？ 1- 

葉. 珞て枝 空 し、 然れ ども 知る 芽 成らす して 葉，.！^ ちざる こと を、 木 を 割りて 兑ょ、 嚴 冬の 梢の 旣に北 「 

皮 ド に 春陽の 花 を Si す を 見ん、 1； 落 は (仅舆 の 兆な り、 ^の H に：：： に朽り 行く は 革新の 準備 旣に 成りた，： 

るに 因る。 (十二月) 

i!^ 末の 歡 喜 

歲將 さに 暮れん とす、 而 して 我心 甚だ 樂し、 喜樂は 我の； 大性 にあら す、 富贲は 我の 有に あらす、 我 

は乂 多くの 友 を；^ せす、 而 かも 我心 は だ樂 し、 我 は 何故に 其斯 くも 樂 しき や を 知らす、 只 知る 彼の 

我心に 舆へ絵 ひし 歡 喜の、 彼等の 穀物と 葡萄との 豐 かなる 時に 優る こと を。 詩篇 第 叫 篇第七 節。 (十 In 

月) 

萬 全の 地位 
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舂 良し、 夏 良し、 秋 良し、 冬 亦 良し、 安寧 良し、 ^闘 良し、 成功 良し、 失敗 良し。 友 し、 敵 良し、 

生 aj- し、 死又^1*-し。 祌 我と 偕に 在して 萬 事 萬 物 一 として 我に からざる はなし、 我 はすべ ての 時 を樂： 

み、 すべての 境遇 を 喜ぶ、 實に 準繩は 我がた めに 樂 しき 地に 落ちたり、 宜べ 我れ 一良き 酸 業 を 得た るか 

な。 詩篇 第 十六 篇六 節。 (. 十二月) 

知 ら す、 知 る 

*-は如町にして^«が事業を^緩し得るゃを知らす、 我 は 如何にして 我が 子女 を敎 育し 得る や を 知.. 9 

す、 は 如何にして 我が 老後 を 養 ひ 得る や を 知らす、 我 は 勿論^ 時 如何にして 死す る や を 知らす、 又： 

我が 子孫の 如何に 成 行く や を 知らす、 然れ ども、 我 は 知る 我が 全生涯の 彼の 恩惠の 中に ある こと を、 

萬 物 悉く 働ら きて 我がた めに 益 を なすこと を、 我と 我が 愛する 者との 永久へ に 彼の 記憶に 存 する こと- 

を、 而 して 我 は斯く 知る が 故に 我が 將來に 就て 知らす と雖も 悲します、 萬 事 を 彼に 委ね まつりて 福祉.： 

をのみ 期待し つ k 働ら くな り。 (十二 力) 

平和の 途  . 

神に 背かん 乎、 我 は 萬 人の 敵に して 萬 人 は 我が 敵な り、 神に 向 はん 乎、 我 は 萬 人の 味方に して 萬 人： 

は 我が 味方な り、 人に 對 する 我が 態度 は 神に 對 する 我が 嚮 背に 由 て^まる、 愛の 生涯に 人る や 易し、 

唯一 の祌 こ. 自己 を 捧げ まつりて 我 は 萬 人 を 我 友と なす を 得るな り。 (十二月) 


友と 敵 

友と は： r そ、 我が 美 點を認 むる 者な り、 敵と は 何ぞ、 我が 缺點を 指す 者な り、 友 は 我が 善を勵 まし、 

敵 は 我が 惡を矯 む、 我が 向上 を 助く るに 於て は 敵 は 友と 何の 異なる 所な し、 我 は 我 友 を 愛する 如く 我 

敵 を も 愛すべき なり。 (十二月) 

彼 礼。" 宗 敎 

被 は 首 ふ 宗敎は 祌を拜 する ことなりと、 我 は 言 ふ 宗敎は 人 を 助く る ことなりと、 彼 は 言 ふ 神 は 皇帝 

の 如き 者な りと、 我 は  一一 一一 C ふ 神 は 父の 如き 者な りと、 故に 彼の 宗敎に 法衣、 祈禱 文、 樂餐器 等の 要 あり" 

我の 宗敎に 其 要な し、 彼我の 宗敎は 其 名 を 共に す、 然れ ども 其 根底 を 異にす、 彼の 我を納 けざる は {且 

なり、 我 も 亦 彼 を 我が 同志と 呼ぶ 能 はざる なり。 (十二月) 

《示 敎の 改進 

宗敎、 政治より 離れて 政治 は 改まり、 -お敎 も 亦 革 りたり、 宗敎、 敎 育より 離れて 敎育は 進み、 宗 

敎も亦 前み たり、 宗敎、 敎會 より 離れて 叉 犬に 益す る 所な から ざらん や、 宗教 元是れ 無形の 者な り、 

故に 形 を 減 すれば 減す る 程 其 本性に 還る 者な り、 宗敎 全く 無形なる に 至て 其絕大 の效現 はるべし、 宗 

敎 のために 計る に 之 を 無 制度 の 者たら しむる に 若かざる なり。 (十二月) 
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所 感 

五 0八 

宗派 建設の 危險 

ソ W 余輩に 就て 雷 ふ 「彼れ 無宗派 を 唱 ふと 雖も實 は 新たに 一 宗派 を 建てつ.， あり」 と、 A 水 * も； X- 之. 

を 恐る、 こと 甚だし、 力 ー ライル は 宗派 を 建て ざり し、 故に 余 挈はカ I ライルに 傚 はんと 欲す、 ホ 

ット マン は 宗派 を 建て ざり し、 故に $ は ホ于 ソト マンに 傲 はんと 欲す、 トルストイ も 亦， 震 を 建て 

す 故に 余輩 は トルストイに 傚 はんと 欲す、 余輩 は カル ビンに 傚 はす、 又ゥ H スレ ー に 傚 はす、 叉 其 

他の 所謂 宗敎 大家に 傲 はす、 世の. 宗敎家 は 余輩の 宗派 建設に 就て 安心して 可な り。 (十二月) 

幸 不幸 

此 世に 在りて 最も 幸， 幅なる 事 は 善を爲 して 榮 えざる 事な り、 其 次ぎに 幸！ 幅なる 事 は 善を爲 して 榮ゅ 

る 事な り、 第三に 幸 li なる 事 は 惡を爲 して 榮 えざる 事な り、 而 して 最も 不幸なる 事 は を して 榮， a 

る 事な り、 第一の 場合に 於て は 人 は 天國を 讓り受 くるの 希び-,: あり、 第二の 場合に 於て は 彼 は 現，.，. ごま 本 

む を 得べ し、 第三の 場合に 於て は 彼 は 過去の 罪 を 償 ふ を 得べ し、 而 して 最後の 場合に 於て は 彼 は 池 t 

に墮 るの 危險 あり、 何れに しろ 困窮 は 安全に して 繁榮 は危險 なり、 吾人 は 前者 を 忌みて 後者 を^むべ 

からざる なり。 (十二月) 

二種の 生涯 


廣き 生涯 あり、 叉强き 生-!^ あり、 而 して 廣き 生涯 必 しも 强き 生涯に あらざる なり、 人 は 何人も 自か 

ら 好んで 廣き生 に 入る 能 はす、 然れ ども 努めて 强き 生涯に 達する を 得るな り、 萬 卷の書 を 讀む能 は 

すと 雖も、 亦廣 く^ 界と交 はる 能 はすと 雖も、 其狹き 地- 饺に 在て、 又 狭き 知識 を 以て 強き 人と 成る を 

得るな り、 其 山間の 村に 在りて、 其 海邊の 里に 住みて 深く 神と 交 はり 强く 彼の 愛 を 感じて、 强き聖 き 

髙き 生涯 を 送る を 得るな り、 . 若し 敎 育と 交際 我 有たら すん ば、 我 は 信仰の 人と 成る を るな り。 (十二 

不 完 全の 感謝 

此 世に 完全なる 事 あるな し、 完全なる 人 あるな し、 然れ ども 是れ 人が 此 世に 頼ら ざらん が ためなり、 

希ひ*^;を來^に繁がんがためなり、 此 *1 の 不完全 は 感謝すべし、 そは之れぁるが故に我等は遠くひ！^！み、 

耐え忍び、 鍛え、 磨き、 以て 天國を 讓り受 くるの 準備 を 爲すを れば なり。 (十二月) 

主義と 歡 喜 

< ぶ聚に 今や 殊 死して 守るべき の 主義 あるな し、 感謝して 傳 ふべき の歡喜 あるの み、 主義 は 人 を 選む、 

歡甚 はん を掙 ます、 主義 は 冷 かにして 鋭し、 歡 喜は溫 かにして 樂し、 主義 は 人 を 我に 化せん とし、 歡 

喜 は 我 を 人に 傳 へんと す、 余輩 は 今や 人の 惡し きを 憤らす、 北ハ、 祌を 離れて 常に 人生 を 果敢む を悲 む、 

. 余 蒙 は義の 太陽より 熱氣を 受けて 之 を 人に § 、たんと 欲す、 余 摩 は單に 福き 音れ の 傅 達者た らんと 欲す。 
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- (十二お〕  . 

救 濟の瞻 望 

神 は 必す我 阈を救 ひ 給 ふべ し、 而 かも 其 政府 を 以てに あらす、 其 役人 を 以てに あらす、 其 敎師叉 は 

宗敎家 を 以てに あらす、 彼が 摔み給 ひし 人 を 以てして、 彼が 定め 給 ひし 方法に 由て 之 を 救 ひ 給 ふべ し、 

彼 は如斯 くにして 他の 國を 救へ り、 彼 は 亦如斯 くにして 我！； を 救 ひ 給 はん、 周 園の 腐敗：：；々 に だし 

くして、 余. 輩 は 下を瞰 すして 上 を 望み、 人に 頼ます して 神 を 仰ぐ。 (十二 3 
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救 はる 、 と は 何ぞゃ 

救 はる、 と は 救 はれし と 想 ふこと に 非す、 亦 救 はれたり と：!.^ る ことに も 非す、 誠に 實に救 はる.， 

ことなり、 キリストの 如くに 成る ことなり、 少く とも 彼に 達する の途に 就く ことなり、 生命 を 失 ふて 

リマ 獲る こと，.^ り、 萬 物 を棄て 之に 主たる ことなり、 此 ほか 刖に救 ある 事な し、 若し 有りと；；； -じ 之に 

依賴 まば 必す愧 恥 を 取るべし。 約 記 六章廿 節。 (一月〕 


自由の 尊 儼 

自. E は氣俊 勝手 を 行 ふの 意に あらす、 自由 は自 から 己 を 治む るの 意な り、 自由 は 己 を 神に,！^ ぬ、 然 

れ ども 强 いられて 委 ぬるに 非す、 自 から 求めて 委 ぬるな り、 自由 は自 から 擇んで 人の^た る も、 而か 

も 終まで 自 主 たる を 失 はす、 神學 も敎會 も、 政府 も國 〈I も、 然り神 御自身 も、 自. m の 尊條を 犯して 吾 

人の 上に 3： 事 を も 爲す能 はざる なり。 (一 „»0 

新舊の 我れ 

我れ 我が 有と して 布して、 我 は舊き 我れ なり、 我れ 神の 有と なりて、 我 は 新ら しき 我れ なり、 我 は 

： 同じ 我れ なり、 然れ ども 神の 我れ なると 我れ の 我れ なるとに 新舊 生死の 训 あり、 我 は 新年と 共に 新た 

に 生れん がた めに、 更ら に. 冉 たび 我に 死 せんと 欲す。 (二 ガ〕 

眞 の 、パ プ テス マ 

バプ テス マ は 洗禮に 非す、 葬式な り、 肉と 我れ と を 葬りて、 靈と 神と に 生まる、 の 式な り、 此意義 

に 於て パプ テス マ は 日に日に 必要な り、 特に 年の 始めに 於て 必要な り、 我等 は 敎會に 於て、 水 を 以て 

敎師の 手より 之 を 授からす して、 心の. s: 殿に 於て、 架靈を 以て、 神より 近に 之 を 施さるべき なり。 羅 

： 馬 書 六 章 三 節 以下。 (二  H0 
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神に 事 ふべき 時期 

- 神に 獻 ぐるに 最善 最 美の 物 を 以てせよ、 生涯の 最も 善き 部分 を 以てせよ、 老衰 用に 耐えざる 艇を 

以てする 勿れ、 失敗 後の 餘命を 以てする 勿れ、 彼 は 勿論、 M 時たり とも 彼の 子供が 彼に 歸り來 らんこ 

と を 欲し 給 ふ、 然れ ども 彼 は 彼等の 生 栽 旺盛の 時代 を 要求し 給 ふ、 青年時代 は 之 を 肉 慾放縱 のために 

消費し、 壯年 時代 は 之 を 野心 遂行の ために 濫用し、 而 して 老朽 爲 すなき に 至りて 神に り 來るも 彼 は 

. 多く 喜び 給 はざる なり。 傳道之 書 十一 一章  一、 二 節。 (二  =o 

硏究 誌の 自今 

自今 硏究誌 は 誠に 研究 誌た らんと 欲す、 ^ち 感情 を 動かす ための 雜 誌たら すして、 思考 を 促が すた 

めの 雜 誌た らんと 欲す、 熱烈なる 中； 張 を iP ふる 者に あらす して、 冷 IS なる 研究の 結果 を 供す る 者たら 

んと 欲す、 而 かも 時に 詩情の 動く ありて、 抑 へんと 欲して 抑へ 雞き時 は 勿論 此 限りに あらざる なり。 

- (二月) 

イエ ス キリストの 心 

イエスキリストの、 レとは 人に 善を爲 し、 善を爲 すが 故に 人に 憎まれ、 憎まれながら 自在に 人を赦 し- 

わがもの 

. 死に 至る まで 彼等 を 愛する の 心で ある、 に 貴き # とて 斯 心の 如き はない、 而 して 斯 心さへ 我 有で あ 


れば は 此 世に 於て 何 を 有た すと も、 叉 人に M んと言 はれ やうと も、 王公 貴族に も 優 さる 幸 一 iti 

の 人で ある。 (四月) 

救 濟 

# -れ 善く 行 ひて 救 はる.^ にあら す、 叉 篤く 信じて 救 はる、 にあら す、 神に 救 は， て 救 はる k なり、 

救 はれて 信す る を 得、 信す る を 得て 善く 行 ふ を 得るな り、 救濟は 我に 在りて は 徹頭徹尾 神の 業な り、 

我の 千與 する 所に あらざる なり。 

斯る人 は 血脈に 由る に 非す、 情 遂に 巾る に 非す、 人の 意に 由る に 非す、 唯 神に. S りて 生れし 也。 

(約、 一 の 十三 )。 

救^ は 惟り 神の 聖 意に 基 す、 人の 如何に 由らざる なり。 (四刀〕 

敎 櫂の 所在 

敎權は 敎會に 於て 在らす、 聖書に 於て あらす、 勿論 我れ 自身に 於て あらす、 活ける キリストに 於て 

あり、 敎權は 「彼」 に 於て あり、 制度 又は 書籍 等 「物」 に 於て 在らざる 也。 3=0 

失敗の 恩 

敎.^ の 基督教 は 成功に 於て 祌の恩 惠を認 む、 之に 反して キリ ストの 福音 は 失敗に 於て 神の愛 を 示す、 
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最大の 恩惠は キリスト を 識 るに あり、 而 して 失收の 十字架 を 味 ふての み 能く 十字架 の キリスト を識る 

を 得るな り。 广四ガソ 

無敎會 主義の 利^ 

"^に 嫌の 無 敎< ^中： 義は害 ありと 云 ふ 者 あり、 又 利 ありと 云 ふ 者 あり、 然れ ども 余 楚は害 ありと 云 ふ 者 

のために 之を唱 へす、 利 ありと 云 ふ 者の ために 之 を 道 ふ、 故に 害 ありと 云 ふ 者 は 之に 耳を倾 くる を 要 

せす、 利 ありと 云 ふ 者の み 之に 聽く 可し、 人 は 悉く 一様なら す、 彼 は 自己 を 模範と して 他 を 審判く 能 

はす、 無 敎< ^信者 をして 無敎， ^信者たら しめよ、 彼等 は 又敎會 信者の 敎< ^信^た る を 妨げざる べし、 

敎會は 信仰 上の 細事な り、 此 事に 關 して 人 は 各自 其 選む 所に 從て 可な り。 (，H=o 

感化の 功績 

先生に 敎を 受けし が 故に 斯んな 目に ひたりと 首 ひて 余^ を 恨む 人 も ある、 先生に 道 を！^ きしが 故 

に斯 かる 境遇に 陷 りしと 雖も 能く 之に 堪 ゆる ことが 出來 ると Iw ひて 余 に 感謝して 吳れる 人 も ある、 

余^ は 所謂 先生なる 者の 實際 世に 役に立つ 者なる や 否や を 知らない、 然しながら 若し 役に立つ 者で あ 

ると すれば、 それ は 先生の 如何に 由る よりも 寧ろ 弟子た る 者の 如何に 由る ので あると 思 ふ、 キリスト 

さへ も 

汝の 信仰 汝を 救へ り 


と霄ひ 給 ひて 救^の 功 を 常に 其 弟子に 歸し給 ふた、 況して 余輩に 於て を やで ある、 荣 の缺點 多き を 

川て して 到底 人 を 感化す るな どと いふ こと は出來 ない、 然れ ども 若し 人 ありて 余輩 を 利用し、 余輩に 

寧ば すして 余 羅の傳 ふる 祌に學 ぶなら ば、 或 ひ は 余輩と 雖も 多少 人生 を 益す る ことが 3£來 るで あらう 

と 思 ふ、 余輩 は 人に 余輩の 感化 カを唱 へらる.. 時に、 慚汗背 を 潤して 身 は 地に 入りた く  5 心 ふ を 常と す 

る。 (四 H0 

此彼勝 收の理 

此 せの 勝敗 は 競爭に 由て 決し、 天國の 優劣 は 恩惠に 由て 定まる、 此 に 在りて は 强き者 は 勝ち、 ；；^ 

き 者 は 敗れ、 智き者 は 優り、 愚かなる 者 は 劣る、 然れ ども； 大國に 在りて は 

欲 ふ 者に も趨る 者に も 由ら す、 唯惠む 所の 祌に， m る (羅馬 書 丸 章 十六 節) 

此 *1 の 法則 は 天國の 法^に 非す、 我等 此 ぼに 於て 敗る \ とも 敢て悲 むに 足らす、 盖し此 供に 於て 敗る 

る 其 理由 は 天國に 於て 勝つ 其 理由た るべ ければ 也。 ( gl" し 

最後の 一 圓 

すこし^5か，リ  も， 

我に： m より 賜 はりし 少 許の 所有 あり、 我れ 之 を將て 救世の 陣頭に 臨む、 我に 人よりの 後按 あるな し、 

t ^入よりの マナの CI に H に 供 せらる、 あるの み、 我が 敵は强 くして 我が f は 少し、 我， it. に. H 降 旗 を 

擧 げんこと を 思 ふ、 時に 聲 あり 我を勵 まして 曰 ふ 

明治 £ 十 三 年  £  ,  t 


最後の 一圓 を投ぜ よ、 而 して 後に 休むべし と、 我れ 此聲を 聞て 再び 起つ、 之に 答へ て ni ふ、 我れ 

汝 の恩惠 によりて 爾 かなさん、 と。 (四 3 

如何にして キリスト の 如く 成 る を 得ん 乎 

我等 は キリストの 如く 成らん と 欲す、 然れ ども キリストに 習 ひて 彼の 如く 成る 能 はす、 キリストに 

服 ひて 始めて 稍々 彼の 如く 成る を 得るな り、 彼等 は 善行 を 以て キリストと 競 ふ 能 はす、 彼 を 我等の 心 

に迎 へまつ りて、 彼 をして 我等の 裡に 在りて 善果 を 結ばし め まつる を 得るな り、 我等 は 繰返して 曰 ふ- 

キリスト は 我等の 敎師に 非す、 我等の 救 主な りと。 (五お〕 

我が 信仰 

我が 信仰 は單 純に して 簡單 なり、 卽ち ィヱス キリス ト我雜 を 救 はんため に 十字架の 死 を 遂げ 給へ り 

との 事是 なり、 共 說明は 我の 能くす る 所に 非す、 我 は 何故に 罪人なる や を 知らす、 我 は 唯 我の 罪人な 

る を 知る、 我 は 叉 何故に キリストの 死が 我 雜を救 ふや を 知らす、 我 は 唯 その 我 を 救 ふの 唯一 の 能力 

なる を 知る、 我 は 罪の 事實を 知る、 又 救拯の 事實を 知る、 然れども1^§の原因と救扬の折：1理とは我の能 

く 知る 所に あらす、 誠に 我が 信仰 は 事實の 信仰な り、 敎理 の說明 又は 信條 の奉體 にあらざる なり。 (五 


事業の 宗成者 = 死 

キリストの 事業 は 彼の 死 を 以て 完成せ り、 其 如く、 余葷 彼の 小なる 弟子の 事業 も 亦 余輩の 死 を 以て 

完成す るな り、 死 は 最大の 事業な り、 生涯の 高 極な り、 人 は 死せ すして 未だ 其 業 は 就れ りと 言 ふ を 得 

す、 誠に 基脊 者に 生前の 成功なる 者 ある ことなし、 彼の 事業 は 死 を 以て 始まるな り、 彼 は 肉眼 を 以て 

己が 事業の 成功 を 見る 能 はす、 其 生命 を * の 罪の 供 者と なす を 得て、 其 事業の 永へ に 神の 手に 在りて 

榮 ゆる を 見るな り。 以賽亞 書 五十 三 章 十 節。 (五月) 

餓^の 決心 

昔時の 武 k に 切腹の 覺悟 ありたり、 今の 基督 者に 餓死の 決心な かるべ からす、 死す とも 盜 泉の 水 を 

飮 ます、 雜ゅ とも 不義の パン を 食 はす、 事の 成らざる を悲 ます、 志の 低き を 恥づ、 何ぞ 勢力の 扶殖を 

計らん や、 一人 の^人 をして 悔 改めし むれば 足る。 「五月) 

0 昔 の反證 

處 *1 の 方便と して 福音 を 信じ、 而 して 其 目的 を 達すれば 直に 之 を廢棄 す、 而 して 獨り 心の中に 言 ふ- 

我れ 最 2Ki 一 ij;: を 要せす、 獨り 成功の 途を步 む を 得べ しと、 然れ ども 祌は慢 るべき 者に 非す、 福音 は 之 

に 頼れば 救 扬の巖 ，だるべく、 之に 反けば. の 石た るべ し、 ，幅 音 は 背反 者 を粉碎 して 其眞理 たる を證 
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明す、 而 して 余輩 は 福音 反 證の實 験に 供 せらる \ 者の ii 少ならざる を 見て 甚だ 悲む なり。 (五月) 

神 は 光な り 

神 は 光な り、 彼 は 河に あらす、 彼 は 了： lil の 河 身に. E て 世界 を 潤す 者に あらす、 八方 善く 人類 を 照ら- 

す 者な り、  神 は 敎餘に 由て 人を惠 ます、 直に 人の 靈 魂に 臨み 給 ふ、 の 歴史的 敎會叉 は 繼承的 監督の 

必要 を 1!!^  くき は歷 史的 太陽 又は 繼承的 日光の 必要 を唱 へて 可な り。 約 翰 第一 書 一章 五節。 (五 H0 

祌を誡 るの ニ途 

祌を識 るに 二途 あり、 書 を學ぶ 其 一な り、 聖 を 行 ふ 其 二な り、 二 途其ー を缺て 深く 且つ 完全に 

彼 を 識る能 はす、 而 して 人 は 何人も 望んで 聖書 舉者 たる 能 はす、 然れ ども 何人も 意 を 決して 勇敢なる 

愛の 行 爲に出 づるを 得べ し、 而 して 實 行の 方面より して 深く 且つ 確 實に神 を 識るを 得るな り。 (五月) 

智識の^ 滯 

智識 は靈 魂の 食物な り、 寊行に 由て 消化 さる、 而 して 消化され ざる 智識 は雜 滞して 毒素と 化して 靈 

魂 を 害す、 硏究玆 に 十 年、 何の 實 行 の舉 るな くして 書 智識 は 反て 我靈を 殺す の危險 あり、 今や 春雷 

將 さに 動かん とし 蟄蟲萌 蘇す る 時な り、 願 ふ 同士と 共に 蹶起して 他 を 助く ると：！ 時に 自ら も 亦 助けら 

れんこと を 0  (五 =0 


傳 道の 明確 

博 道 他な し、 ィ H ス キリスト を 紹介す る こと 是 なり、 彼の 人格 を 紹介す る ことなり、 彼の 事業 を紹 

介す る ことたり、 人 をして 彼 を 其す ベ ての 方面に 於て 知らし むる ことなり、 福 昔 宣傳と は 單に道 を 傅 

ふるとい ふが 如き 漠然たる 事に あらす、 勿論 敎勢擴 張と 稱す るが 如き 政治家め きたる 事に あらす. ィ 

ェ ス キリ ス トと稱 する 明確なる 人格の 明確なる 紹介な り、 余輩 は傳 道に 從 事す ると 稱 して 穴 J; を擊 つが 

如き 業に 從桌 する にあらざる なり。 (五 wo 

唯一 の 善行 

余輩が 處 世の 方法 を敎 へ、 其れに 依て 生涯の 成功 を 遂げた 人が ある、 然し 斯 かる 人 は 大抵 は 夙く 旣. 

に 余聚を 忘れ、 書 を 寄せて 余 の 安否 を 問 はす、 甚だしき に 至て は 余輩の n 前 を 過ぐ る も 余輩 を 訪れ 

ない 者 さ へ も ある。 

余輩が キリスト を 紹介し、 彼 を 信す るに 由て 靈 魂の 救濟を 得た 人が ある、 斯 かる 人 は 歳 を 經るも 余 

を 忘れす、 書 を 寄せて 余聚の 安否 を 問 ふ は 勿論、 余 蒙より 此 世に 屬 する 何の 善き 物 を も 受け ざり レ 

に、 幾 11 か 物を途 りて 余輩の 缺乏を 補 ひ、 余鬻を 愛して 今に 至りて 止まない。 

余輩 は 勿論 報恩 を 目的と して 善を爲 さない 積り である、 乍然、 報恩の 一事より 考 ふる も キリスト を-一 

紹介す る 善行 の 遙 かに 他の 善行に 優る こ と を 認めざる を 得な い 、 余輩 は 金品 の 慈善 を爲 して 悔ひ たこ- 
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と は 幾囘も ある、 然し キリスト を 人に 紹介して 悔 ひたる こと は 未だ 曾て  一！： もない、 福音 を傳 ふる は、 

爲 すに 偸 快に して、 永遠にまで 酬ゐら る 、天下 唯一 の 善行で ある。 (五 =o 

無敎會 主義の 證明者 

敎會共 物 

無 敎會キ ：義の 理由 を 知らん と 欲する 乎、 之 を 余輩に 問 ふ を 要せす、 直に 敎會其 物に 就て 視るを 得 ベ 

し、 其敦 帥の 嫉：^ と 反目と 排擠と を 見よ、 共 信者の 奪 合を視 よ、 其 敎會員 の 不義と 不正と 不實と 不信 一 

と を： g よ、 然 らば 余輩に 問 ふこと なくして 無敎會 主義の 理由 は自づ から 明かなる べし、 敎會其 物が 無 

敎會 主義の 最も 力 ある 證明 者な り、 余翠の 全力 を 以てする も 之に 勝 さりて 力なる 證明を 供す る 能 は： 

ざるな り。 (. んリ) 

無敎會 信者の 勃 典 

宜敎 帥と 敎會 ii;!^ と は E ふ、 余聚が 無敎會 主義 を へしが 故に 日本 國に 無敎き 信者 起り たりと、 否 

ら ざるな り、 n 本國に 無敎會 信者が 勃々 として 起り つ V あるが 故に 余楚 の？ P ふる 無敎會 主義が 聽 かる 

るな り、 神 は 無敎會 信者 を 起し 給 ひつ k あり、 而 して 又 余輩 をして 無敎會 主義 を唱 へしめ 給 ふ、 故に 

余 にして 若し 此屮： 義を唱 へ ざらん か、 路傍の 石 は 起て 號 呼ぶべし、 敎會は 八，' ゃ總掛 りと たりて 此主. 

義 を抑爾 せんとす る も 能 はざる なり。 路加 傳 十九 章 四十 節。 (五お」 


我等の 敵. =全^ 界 

此 骨に ii§ 人 あるに 非す、 此 世が； i§ の 世た るな り、 卽ち 其す ベての 組織が n 巳 を 巾 心と する 者な り、 

故に 自己 を虚 うする 祌の國 と は 其 根本 を 異にする 者な り、 而 して 我等 此！！ の # に 在りて 我等の 敵と す 

る 所 は 少數の 人に あらす、 此 世全體 なり、 而 して キリストが 此， に 勝ち 給 ひしが 如く、 我等 も 亦 彼. 

に 依りて 此 ゆに 勝たん とするな り。 「五月) 

坊主 根^ 

富者より は 金を^ はんと 欲し、 描 者より は 權を藉 らんと 欲し 

仰.；；.^ より は il:^ 仰を實 はんと 欲す、 赏 はんと 欲す、 赏 はんと 欲す 

避くべく、 -.It くべき は 誠に 此 坊主 根性な り。 (五月) 

注文の 謝絕 

本誌に 封し 多くの 注文 あり、  < 水 にも 亦 余輩 自身の 注文 あり、 然れ ども <^辈 は 自他 孰れの 注文に も 

唯^^る能はざるなり、 神に 使 はる- -者 はすべ て 知らん、 人 は §-」 んで共 欲する 所 を 爲す能 はざる こと を 

小な りと 雖も 木： も 亦 神の 業な り、 故に 神の 命に 應 じて 成る 者に して、 人の 注文に 應 じて 就る 者に あ 

ら ざるたり、 我が 書し-！ 所す でに 書したり との ピ ラトの 官 はすべ て 神 it なるべき 記者の 一一-一 n たらざる ベ 
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、 識者より は 知識 を 貰 はんと 欲し、 信 

、 坊中： 根性 は 乞食根性な り、 忌むべく、 


からざる たり。 約翰傳 十九 章廿ニ 節。 (五月) 

敎會^ 者 

彼等 は キリスト のために 熱心 を 起さす、 自己の 敎會 のために 著る しく 之 を 起す、 彼等 は 人が を 去 

て キリストに 來 りし を 聞て 喜ばす、 自己の 敎 會の會 員の 增殖 せし を 聞て 喜ぶ、 彼等 は 純然たる 黨 人な 

り、 共に 一 i 昔 を 語る に 足らざる 者な り。 (五月) 

生命と 傳 道 

&ISil きか. &ts、 己れ 一 人 救 はれて 他人の t ぎ を 努めざる 者 は 人た るの 責任 を盡 さぐる 者で ある. 

誠に 救 はるる と は 己れ 一 人 救 はる.^ 事で はない、 萬 人と 共に 救 はる i ことで ある、 己れ 一 人 救 はれて 

救^ は 全き 者で ない、 萬 人と 共に 救 はれて 我 は 始めて 全く 救 はれる ので ある、 傅 道 を 努めざる 者 は 己- 

れ 自身 も 来 だ 全く 救 はれざる 者で  ある。 

^||!£:|樂でぁる、 神と 人との 平和 を 求む るの 道で ある、 人と 人との 平和 を 求む るので ある、 人 i- 

人との 平和 を； るので ある、 傳道は 平和 囘復を 目的と する 平和の 業で ある、 天下 之に 優 さるの 快樂の 

あるべ き 答 はない。 

き i£i:i,.^ts、 他人の 慰藉で あるの みに 非す、 同時に 乂 自己の 慰藉で ある、 心勞と 苦痛と は默 

想 を 以てして 除き 得らる k 者で はない、 眞 似の 慰藉 は 他 を 慰む るより 來る、 他人に 歡喜を 供して 我が 


苦痛 は 始めて 取 去らる &の である、 我 は 他 を 神の 子と なして 自身 新たに 神の 子と なる ので ある、 我等 

は 自己の 生命 を 維持 せんがた めに 日に日に 新たに 生まる k の 必要が ある、 傳道は 自己の 更生で ある、 

キリス トに 在りて， 幅 昔 を 以て 子 を 生む に 由て 我等の 靈的 生命 は持鑌 せらる、 ので ある。 

根 を 張り、 枝 を 擴げ實 を 結ばざる 樹は 死んだ 樹 である、 自己の 生命 を 他に 傳 へざる 信者 は 死んだ 信 

者で ある、 傳道は 生長の 兆候で ある、 而 して 生長せ ざる 者 は 生命で はない、 余 楚は獨 り 隱れて 自己 を 

他に 傅へ ざる 生命と ii:^ 仰との ある を 知らないの である。 (五月) 

0 道 の 新紀元 

傅 道の 新紀元 は將 さに 開かれん とす、 今や 外 國宣敎 師の勸 誘と 慈善と に 由ら すして、 日本人 自身が 

直にお) て キリス トを迎 へつ k あり、 今や 料理人と 召使と 寄食 者と 出 人 商人と にあら すして 自主 獨立有 

爲 達識の リ木 人が 自 から 進んで 謙遜り て キリス トを 求めつ k あり、 キリストの 福 昔 は 今や R 本 國の柱 

石た るべ きん 土の 心 を 襲 ひつ & あり，， 誠に 今日までの 傳 道は傳 道の 3 典 似 事な りし、 今日よりの 傳 道が 

異に 日 木阈を キリストに 導く 眞の俥 道 事業た るな り。 (五月〕 

= 木國 の救濟 

神 は リ木人 を 以て 口木 國を救 ひ 給ぶべし、 神 は 日 木國の 救濟を 日本人 以外の 者に 委ね 給 はざる べし" 

神 は 日 木 人の 巾より 日本 國の救 者 を 起し 給 ふべ し、 神 は 日 木 人の 信仰と 智識と 財力と を 以て ほ 木國を 

明^^！：小ーーー年  五 ニー 一一 


救 ひ 給 ふべ し、 神 は H 本人の 愛 國心を 以て 口 本國を 化して 祌の國 と 爲し給 ふべ し、 日本 國は外 國宜敎 

師の 憐憫に. S て 救 はれざる ベ し、 口 本人 自身の 聖 化された る 高貴なる 愛國 心に 由て 救 はるべ し。 (五お〉 

祌人 r= キリスト 

我 は 神 を 解せ す、 乂人を 解せ す、 然れ ども 能く キリスト を 解す、 祌は 我がた めに は餘 りに 贵し、 人. 

は 我が 爲 めに は餘 りに 卑し、 神の 高き は 達すべ からす、 人の 低き は堪 ゆべ からす、 然れ ども キリスト 

は 我が 最近き 祌 なり、 彼 は 又 我が 最も 親しき 友な り、 キリスト は 我が 祌 なり、 同時に 叉 我が 同志な り、 

彼 は 完全に 我が 全 性の 要求 を充 たす 者な り、 我 は 彼 を 神と し 崇め まつらん、 又 彼 を 人と し 愛し まつら ■ 

ん。 (六 =o 

。ハク 口と イエ ス 

バウ： -はィ エスの 一面な り、 其 重要なる 一面な り、 然れ ども 其 全面に あらざる なり、 バウ n を 知ら 

すして ィ H スを 知る 能 はす、 然れ ども バウ 口 のみに 由て ィヱ スを 知る 能 はす、 バウ 0 に 由ら すして ィ 

H スを 知らん と 欲する 者 は 誤れり、 同時に 又 バウ 口 に. m ての みィ H スを 悉く 知らん と 欲する 者 も 亦 I 吠. 

れり、 全體は 部分よりも 大 なり、 ィ H スを 完全に 知らん と 欲せば、 彼のす ベての 弟子 等に 由り、 殊に 

叉 彼れ 自身に 就て 擧ば ざるべからざる 也。 (六月) 


我 は 我たり 

バウ 口 は バウ n たり、 我 は 我たり、 ぺ テ 口 はべ テ 口たり、 我 は 我たり、 ヨハネ はョ ハネ たり、 我 は 

我たり、 ル ー テル はル ー テルたり、 我 は 我たり、 カル ビン は カルビ ン たり、 我 は 我たり、 ゥ H スレ ー 

はゥ ヱスレ ー たり、 我 は 我たり、 我 は 我たり、 我 は 我 中： ィ ヱ ス キリストの？ R 子な り、 彼の 弟子の =fS 子 

にあらざる なり、 我 は 他の 弟子に 由り て 多く 學ぶ所 あらん、 然れ ども 我 は 主に 就て は 直に 主より 學ぶ 

なり、 我に 主が 直に 我に 示し 給 ひし 我の キリスト 觀 あり、 我 は 我の 立場より 我 主 を 仰ぐな り、 而 して 

我は斯 くな して 高ぶる 者に あらざる なり、 そは斯 くな す は 主に 由て 自由 を與 へられし すべ ての 者の 特 

權 にして 叉 義務 なれば なり。 (六".) 

イエ スに來 よ 

來ょ、 來ょ、 ィ H スに來 よ、 敎會に 由る を 要せす、 監督、 牧師、 俾道師 等、 敎 會の赌 人に 由る を 要 

せす、 ル ー テル、 カル ビン、 ゥ H スレ ー 等 敎會の 建設者に 由る を 要せす、 バウ 口、 ヨハネ、 ぺテ Q 等 

使徒と 稱 ばれし 者に 由る を 要せす、 ^^に中：ィヱスに來ょ、 謙遞 にして 柔和に して： 敢 にして 誠實 なり 

し ナザレの ィ H スに來 よ、 然 らば 汝等 心に 平安 を 獲ん、 彼の 軛は く、 其荷は^^し、 敎會の 課する そ 

れの 如くなら す。 

來ょ、 來ょ、 直に ィ H スに來 よ、 汝等 すべて 勞 たる 者义菓 荷 を 負へ る 者よ。 馬 太傳 十一 章 二十 八 節 

明治 四十 三年  五 二 五 


以ド。 (六月〕 

ィ ェ ス と共に 起たん 

すべて 

<f 楚はィ H スと 共に 立たん、 此^の 凡に 對 しての みならす、 亦 彼の 信者 を 以て 自 から 任す る 者に 對 

しても 余楚は 余輩の 主なる ィ H スと 共に 立たん、 彼の 友 を 以て 余輩の 友と せん、 彼の 敵 を 以て 余鞏の 

敞 とせん、 而 して 彼の 友 は 娼婦 稅史等 郭 人の 中に あり、 彼の 敵 は 監督、 長老、 牧師、 傳道師 等 敎權に 

賴る 者の 中に 在り、 余 はィ H ス と共に 前者と 親しみ、 後者と 鬪 はん。 

然り 余輩 はィ H ス と共に 起たん、 彼と 共に 愛し 叉 彼と 共に 憎まん。 (六 =0 

理想の 實 行 

我等 は 欲んで 我等の 理想 を此 世に 於て 行 ふ を 得るな り、 我等 は 我等の 生命 を 我等の 理想の ために 犧 

牲に 供して 之を此 *1 に 於て 行 ふ を 得るな り、 我等 は 我等が 此 世に 在る 間に 我等の 理想 を 行 ふ 能 はす、 

然れ ども 我等の 现想 のために 幾れ て、 我等の 亡き後に 於て 我等の 理想 を此 世に 於て I 仃ひ 得るな り、 祌 

より 理想 を 授けられし 者は禍 ひなり、 然れ ども 理想 を 授けられて 之 を 行 はざる 者は更 らに禍 ひなり、 

我等 は 中： ィ H ス キリストに 傚 ひ、 我等の 理想の ために 死して 之を此 *1 に 於 てれ はんこと を 祈 求 ふ。 

H 本 國の祈 求 


我れ 曾て 異鄉に 在り、 綠陰樹 下に 獨り 跪て 祌に 祈りて 雷へ り 

神よ、 我に 日本 國を與 へ 給へ、 日本 全 圃を與 へ 給へ、 我 は 之より 小なる 者 を- 爾に乞 はす、 叉 之よ 

り 小なる 者を以 て滿 足せざる なり 

と、 時に 聲 あり、 我に 應 へて n く 

汝が乞 ふ 如く 雨に あらん 

ちと 

と、 然るに 我れ 故 國に歸 りて より 兹に 二十 有餘 年、 我が 祈禱は 少しも 聽 かれす、 我 は 依然として 故の 

ち か ら  おも 

我れ なり、 小に して 勢力な き 故の 我れ たり、 我れ 故に 心の中に 思 ふて 首へ り 

我 は 迷 ひし 乎、 祌の聲 と 想 ひし は 夢な りし 乎 

と、 時に 又聲 あり、 我 懐疑 を 打消して 言 ふ、 

然ら ざるな り、 我 は に 汝の祈 禱を聽 けり、 我 は 實に日 木國を 汝に與 へんと 欲す、 汝の 生命 を 其 

O00OO0  〇oooooooo もの 0000 

ために 獻げ よ、 然 らば 日 木 國は汝 の 有 たるべし 

と、 我れ 其 聲に應 へて 曰く 

誠に 然り、 我 は 誤れり、 我 は 未だ n 木國を 我に 要求す るの 资格 なし、 神よ、 願く は 我 を 助け 給 ひ 

て、 我 をして 終りまで 之 を 愛し、 之が ために 我 全 生命 を獻 ぐる を 得て、 之 を 我が 有と なす を 得し 

め 給へ 

と、 而 して 後、 我 は 我が 心の中に 大 なる 平和 を 感じたり。 (六 刀し 
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所 &  五 二八 

人生の 目的 

人生の 目的 は 祌を識 るに あり、 一度 神に 愛せら る、 は 度 帝王に 寵 せられ、 干 度 公衆の 人望 を 博す 

るに 勝る、 一度 神の 聖額 を拜 せんがた めに 終生 悲痛の 中に 過す も 可な り、 天國の 一瞥 は 以て 百 歳の 疾 

苦 を 拭 ふに 足る。 (六 H0 

事業と 恩 來ね 

我事 業 は 多く は 失敗な りき、 然れ ども 神 は 我 を 惠み給 ひに き、 我に 成 效の歡 喜 あるな し、 然れ ども 

恩惠の 感謝 あり、 事業 は 我 を 神に 近づく るた めに 必. 耍 なりき、 我 は 失敗 を 歎くべき にあらざる なり。 

〈六月) 

我が 同志 

我が 同志 は 我が 許に 来りて 我と 共に 働く 人に 非す、 我が 同志 は 我の 如く 獨り 祌に赖 りて 働く 者な り- 

政恃 又は 敎會 に賴ら ざる は 勿論、 如 3： なる 人に も賴ら ざる 者な り、 獨 立の 人の み 互に 相 敬し 相愛す、 

眞 個の 聖徒の 交際 は獨立 人の 交際な り、 我等： 九と 固く 相 結ばん と 欲せば、 相互に 賴 るを錢 めて、 各自 

神に 賴 りて 獨り 立つべきな り。 (六 =0 


援助の 秘訣 

人 を 助けん とする に 方て 外より 之 を 助く る 勿れ、 衷 より 助けよ、 彼れ 自身と なりて ：^' けよ、 卽ち彼 

に 人に 助けら る-の 感を 起さし めすして 彼 を 助けよ、 是れ眞 正の 虚心た るな り、 キリストが 己 を" がしう 

し 袷へ りと 云 ふ は 此事を 云 ふなり、 彼 は 靈 として 人 を 助け 給 ふ、 卽ち彼 を 愛する 者の 意志と なりて 

彼等 を 叻け給 ふ、 我等 は 彼に 助けら る、 時に 彼の 我等 を 助けつ i あり 給 ふ を 知らす、 我等 自身 已を助 

けつ V ありと 思 ひ、 後に 至り、 囘 顧して 彼の 我等 を 助け 給 ひし を覺 るな り、 築の 援助 を n にし 之 を^ 

らして 人に 臨む 者 は眞に 助く る 人に あらす、 先づ 自己 を 人に 與 ふるに あら ざれば 眞： 化に 彼 を 助く る 能 

はざる なり。 (六月」 

勞 働と 報酬 

倒けよ、 倒けよ、 報酬 を 得る 能 はすと 雖も 働け よ、 若し 報酬 を 得る 能 はすば 働て 報酬 を 得る の 權？？ T 

を 得よ、 然 らば 報酬 は 終に 與 へらるべし、 叉 憚らす して 報酬 を 要求し 得る に 至るべし、 報 州の 約に 4.」 

らる、 まで： £ て 事 は 成らざる べし、 報酬 は 得られざる べし、 報酬 は勞 働に 半 ふ 者な り、 ね、、 ir^,  ^ 

人に 由て g 〔へらる、 乎 は、 我等の 干與 する 所に あらざる なり。 Gen-) 

愛 の 奇 赌 
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所 ほ  五一 一 ：〇 

神 は 愛な り、 愛なる が 故に 彼 は 奇蹟 を 行 ひ 給 ふ、 愛なる が 故に 彼は此 驚くべき 宇宙 を 造り 給へ り、 

- 愛なる が 故に 彼 は 死者 を 甦へ らし 給 ふ、 愛の 爲す能 はざる 事 あるな し、 神 を 愛と 解して 彼に 就て 信じ 

維き 事 一 も あるな し、 愛 は 超自然な り、 愛なる 祌に關 する 記事と 知て iii 書 は 解す るに 何 の 難き 所な き 

書た るに 至る。 (七 =0  . 

智識の 終極  . 

祌を 知る は 小事な り、 我等 は 神に 知られざる ベから す、 而 して 我等 彼 を 愛して 彼に 知らる k を 得る 

なり、 

人、 若し 能く もの を 知る と 思 は 彼 は 未だ 知るべき 丈け を も 知らざる なり、 然れ ども 人、 若し 神. 

を 愛せば、 其 人 は 彼に 知らる &也、 

愛 は 智識の 終極な り、 而 して 愛 は 知らん と 欲せす して 知られん と 欲す、 而 して 我等 は祌に 知られての 

み 能く 完全に 彼 を 知る を 得るな り。 哥林多 前書 八 章 二、 三 節。 (七： =0  一 

我 と 福 音  .  一 

我 は 我な り、 福 昔 は 福 昔な り、 我れ 卑しき が 故に 福音 卑しから す、 福音 贵 きが 故に 我 は 貴から す、 

祌は 時には 貴き 寶を 卑しき 器に 託し 給 ふ、 我 はた 他人 を敎 へて 自 から 棄られ ざらん こと を努 むべき I 

也。 哥林多 前書 九 章 1 一十 七 節。 (七 =o  一 


傳 道の 強行  ， 

阈 のために 傳道 する 能 はす、 又 人の ために 傳道 する 能 はす、 又祌 のために 傳道 する 能 はす、 神に 强 

ひられて 止む を 得すして 傳道 する を 得るな り、 

我れ 若し 福音 を宣傳 へす ば禍 ひなる かな、 巳む を 得ざる なり、 我れ 好む も：^ まざる も 我 は 其 任務 

を 负 はせられ たり、 

バウ n は如斯 くにして 傳 道に 從 事せ り、 我等 も 亦 福音の 爲 めに 捕 へられ、 其 囚人と たるに あら ざれば 

能く 忍んで 終まで 此 業に 堪 ゆる 能 はざる なり。 哥林多 前書 九 章 十六、 十七 節。 (七お) 

永久の 信者 

自 から 擇んで 成りし 基督 信者 あり、 祌に簡 まれて 成りし 基督 信者 あり、 前者 は キリスト を棄 つる こ 

と あるべし、 後者 は 彼 を 棄んと 欲する も 能 はざる なり、 神に 强 ひられて 信ぜし 者に あら ざれば 永久に 

キリストの 信者た る 能 はざる 也。 路加 傳十 四 章廿三 節。 (七 UO 

失敗と 成功 

失敗 は 失敗に あらす、 失敗 は 成功に 達する の 階段な り、 花_?^りて實結ぶが如く、 種 死して 芽 出る が 

如く、 失敗 を 重ねて 成功 は來 るな り、 失敗 は 成功の 順路に 他なら す、 全き 者來 らんが ために 全から ざ 
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る 者 i るたり、 k れ ば失收 せりと て 何 をか悲 まん、 成功の 一歩 近き し を 喜び、 感謝して 働くべき なり ( 

(七 =o 

成功の 期 

傅望の成功は之を 一 生の中に^1_^^むべからす、 死して 後に 期すべし、 キリスト すら H ひ 給へ り 

我れ、 我れ 若し 地より 舉 げられ なば 萬 尺 を 引きて 我に 就ら せん 

と、 一生 は 捲 種の 期た るに 過ぎす、 成熟と 牧 接と は 其 後に 來る、 然れ ば、 我等 種子 を 地の 上に 投げん 

かな、 多くの n の 後に 我等 復び 之を據 ベければ なり。 約 翰 傅 ±  ： ずせ 一 i§  、傅 道 之 書 卜 一章 一節。 (七 

平 靜の生 泥 

人に 管 けられん とせす して 神に 赞 けられん とし、 物に 勵 されん とせす して 靈に勵 されん とし、 今尙 

ほ 肉に 在る も 肉 を脫れ たる 靈の 如くに 働く、 浙の 如くに して 人に 欺かる、 の忠 なく、 誘惑に 猫 はる、 

の懼 なし、 地に 在りて； 大に 在る が 如く、 淸潔 にして 平和なる 生涯 を 送り 得るな り、 苦痛 は 野心と 慾と 

より 來る、 之 を 去りて 人生 は 湖面に 舟 を 行る が 如く 安し。 (七 H0 

聖書と キリスト 


す- 、ひ 3 し 

i も 齊は首 ー德の t ばで はない、 神の 恩惠の 福音で ある、 キリス f は 道德の 先生で はない、 人類の 救 キーで 

ある、 此事 は^ 囘 となく 繰返して 言 ふの 必要が ある、 そは此 事が 解ら すして 聖書 も キリスト も 全く 解 

ら ないから である。 (一七 =-) 

聖書と 默示 

聖書 は 神の 默示 にあら ざるべし、 然れ ども、 其、 神の 默 示に 接せし 人の 書きし 書なる は 明かな り、 

默示其 物に あらざる が 故に、 其 中に 缺點 なきに 非す、 然れ ども、 默 示に 接せし 人の 書きし 書なる が 故 

に 之に 由て 神の 聖意を 知る を 得るな り、 聖書 は 神よりの 書翰に あらす、 神の 聲を聽 きし 者が 之 を 吾人 

に 傅 へんと して 成りし 書な り、 聖書の 眞價と 其 不全と は斯の 如くに して 解明し 得 ベ しと 信す。 (七 》^) 

批評家 を 恐れす 

曰く ホルツマン、 口く プ フライ デレル、 曰く フ ホン ゾ ー デン、 口く グイ ッズ ヱ ー ケル、 其 名の 如 3： 

に 高く して 其ォ ー ソリチ ー の 如 w に大 なる、 我等 無學の 徒、 爭で 彼等 碩學の 論究 を 担む を 得ん や、 然. 

れ ども 書 は 云 ふ 

人の 衷に は靈 魂の 在る あり 

全能者の 氣息之 に 聰明 を與ふ 

と、 神 は 最大の ォ ー ソリチ ー なり、 彼れ 其聲を 放ち 給 ひて 如 M なる 批評 〔f も 其聲を 潜めざる を 得す、. 
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神の 直 示 は 過去の 事に あらす、 博識の 論 證敢て 恐る、 に 足らざる なり。 約 百 記 三十 二 章 八 節。 (八月) 

^仰と 希望 

全能の祌に失^!.モ，ぁることなし、 彼を；11^^る者に亦是れぁるべからす、 失5"^^は不倍なり、 信仰 は 無限 

の 希望 を 意味す、 我等 神 を 信す て 自己に 就ても 亦 他人に 就ても 永久に 失望すべからざる 也。 一八 3 

成功の 期待 

成功 を 期— て 進めよ、 失敗 を 期す る 勿れ、 萬 事 を 其 最善に 於て 解せ よ、 最惡に 於て 解す る， 刃れ、 祌 

の 治め 給ふ此 世に 在りて 神 を 信じて 事 を 成す、 永久の 失敗 あるべき 现 なし、 失敗 は 一時の 現象な り、 

永久の 事實 にあらざる なり、 誠に 善 を 行 ふに 弛む こと 勿れ、 其 は 若し 倦む ことなくば 我等 時に 至りて 

穫取 るべ ければ 也。 加 拉太書 六 章 九 節。 (八 =o 

硏究 者の 注意 

基督 敎 化さわん と 欲して キリ ス トに來 りし 者 は必す 彼を棄 るに 至るべし、 新ら しき 思想 を 得ん と 欲. 

し、 叉廣き 交際に 人らん と 欲して 彼に 来りし 者 も 亦 彼を棄 るに 至るべし、 其^ を 贖 はれ 其 靈魂を 救 は 

んと 欲して 彼に 来りし 者の み 能く 永久に 彼と 偕に お まる を 5：： べし、 或 ひ は」 难 美的に、 或 ひ は 祈！： 舉 的に- 

或 ひ は」 父 際 的に キリスト を 求む る 者 は 終に 彼と 離れざる を 得す、 世の 所 15^ 求道者なる 者 は 深く 此點に 一 


注意す る を 要す。 (八月) 

1 間擇 の實證 

何 を 以て 乎 我 は 我が 實に 神に 簡 まれし を 知らん、 然り此 事 を 以てな り、 卽ち、 我れ 深き 興味 を 以て 

架 書 を讀み 得る に 至って 我 は實に 神に 簡 まれし を 知るな り、 基督 敎文學 にあら す、 义 聖書の 解釋 にあ 

らす、 聖書 其 物が 實に我 書た るに 至て 我 は 我が 信仰の 確實 なる を 知るな り、 聖書 は 神の 書な り、 此寳 

へしす びつ け  もの  さい は ひ 

に 結 附られ て 我 は實に 神の 屬 となりし を 知るな り、 福なる は實に 聖書の 人と 成る ことなり。 (パ 月」 

U 本國と 基督 敎 

日本 國は 文明 國 たるに 相違な し、 然れ ども 其が 基督 敎國 にあらざる は 明かな り、 日本 國の社 會は其 

中心に 於て キリストの 福 昔 を 嫌 ひ、 誠に 之 を 信す る もの あれば 之 を 排斥して 止ます、 劇烈なる 基督 敎 

の 迫害 は 今尙ほ 此國に 於て 行 はれつ k あり、 其 明白なる 社會 現象と して 現 はれざる は國 民が 寛容なる 

に 因る にあら す、 誠 實に之 を 信す る 者の 稀なる に 由るな り、 誠に キリストに 忠實 なる 者 あらん 乎、 曰 

きゅうはく  ことな 

本 國の社 會は之 を 窮迫して 止まざる なり、 日 木國に 於け る 信仰 維持の 困難 は 今 も 昔と 何の 異る所 ある 

なし。 (八月) 

二人の 我 

昭： « 四十 一二 年  譬 ■  五三 五 


w  0  五一 一！ 六 

能く 氽 is^ を 知る と稱 する 者 あり、 然り、 彼等 は 誠に 能く 余輩 を 知らん、 然れ ども 余輩 は 一人の 余苹 

にあら す、 時に ； r 或 者』 の 余聚に 臨み 給 ふ あり、 彼等 能く 『彼』 を 知らす して 能く 余 華 を 知る と 云 ふ 

能 はざる なり、  < 水 は 一人なら す、 二人たり、 而 して 余 聚の大 なる 侶 作 を 知らざる 者 は 余 の 深且高 

なる 所 を 知る 能 はざる なり。 广 八 ハ) 

望 の .：： 水 

時に失&-の我：i^:酒に荒廢を來さ，.-るにぁらす、 其 時 草 は 枯れ 花 は^ち、 闪 面 唯茫々 たる 沙漠と 化す 

るを：！！^る、 然るに 視ょ、 我が 深き 處に 水の 動く ある を、 而 して 北ハ潤 に 遭 ふて 我靈 は，； a? た 芽 を 吹き 核 

を 出す、 今にl^.: て我は知る我に永遠盡きざ る の 泉 ある を、 而し て此 *1 の 3： 物 も 之 を 乾涧す - ^ と 能 はす 

して、 其、 我衷 にあり て 湧出て 我 をして 永生に 至らし むる こと を。 約 記 十四 章 七 1 九 節。 約 翰傳四 

n;; 十 十 叫 節。 (八 S 

宣傳の 幸 福 

此， の 人 は、 ^に 此！： の 人 は、 福音 宣傳を 忌む こと だし、 其 は a: 身 神の 道を唱 へて 氣 儘の 生涯 を 

送る を 得す、 又 世； の的標 たるの 虞 多ければ なり、 然れ ども 余輩； i 昔 を宣傳 へて 玆に 三十 年、 之に 勝 

さりて： t なる 事業 を 他に 發見 する 能 はす、 其 自由なる、 北ハ 安固なる、 其 深遠なる、 其 無窮なる、 何者 

か 之に 较ぶ べき 者 あらん や、 余輩 は 之に 從 事して、 惟り 余 棄を 以て 之を廢 せんとせ す、 余 Ssf の 子 をし 


て 叉 孫 をして、 子の 子 をして、 又 孫の 孫 をして、 此 輻 なる 業に 就かし めんと 欲す、 誠に 七 度に 七十 

倍して 此 ±1 に 生れ 出ん も尙ほ 從 す ベ き は 福 昔宜傳 の 事業な り。 r 八 " ) 

幸福の 一日  ♦ 

！ 1  布 を 以て ； n を迎へ 有り 餘る 事業に 着手す、 敢て 有利の 業と 云 ふに あらす、 然れ ども 悉く 是れ有 

樂の 業た るな り、 爲 すべきの 善事 は 積んで 山 をな し、 探るべき の眞 理は湛 えて 海の 如し、 之に 觸れ、 

之 を 汲みて せきこと 密の 如し、 善 は 善 を 呼び、 美 は 美に 應へ、 赛野 を彷惶 ひて 百花 を 摘 取る が 如し、 

誰か S ふ、 人^ は 苦痛な りと、 神と 偕に 步 むの  一 口 は： ：！^ れ旣に 幸 幅の 一 生涯なら す や。 (八月〕 

信仰の 成熟 

北ハ M 故なる 乎 を 知らす、 唯 心底 深き 所に 大 なる 平安の 宿る を認 む、 他人の 幸福 を 羨ます、 過去の- 个 

うしろ  のこ 

幸を悲 ます、 唯今 n ある を 感謝す、 前に希§1^.ーの横はるぁり、 後に 恩 惠の存 る あり、 救濟は 確かめられ 

て H 々故鄕 に 近づく の感 あり、 此を思 ひ、 彼 を 想 ひて、 双眼の 感淚に 漂 ふを覺 ゆ。 (八月〕 

與 ふるの 幸福 

我 は 智者 を敎 ふる 能 はす、 叉 權者を 慰む る 能 はす、 然れ ども 我に も 亦、 我の 敎へ 得る 又 慰め 得る 人 

ある を 感謝す、 我が 智識 は淺 くして 我が 權カは 少し. 然れ ども 我 も亦受 くるの みに あらす して、 與へ 
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得る 者なる を 感謝す、 我に 來る者 を 我は禁 むべ からす、 そ は 我れ 彼等 を 拒みて 與 ふるの 機會を 失し、 

以て 人生 最大の 幸福 を 自己より 奪 ふに 至る ベければ 也。 (： 八 =0 

ィ ェ ス の 如くす 

我が 信仰 はィ H ス の 信仰で ある、 我はィ H スが 信ぜし が 如くに 信す る、 神に 就て、 宇宙に 就て、 來 

世に 就て、 我 は イエスが 信ぜし が 如くに 信す る、 我 は别に 信仰 筒條を 作り、 之に 署名し、 之 を 奉體す 

るの 要はない、 我はィ H ス の 弟子で あれば 我 は 彼が 信ぜし が 如くに 信 すれば 足りる ので ある。 

我が 规則 はィ H ス の规 則で ある、 我 はィヱ スが行 ひしが 如くに 行 はんとす る、 ィ H ス の爲し k 事 を 

我 も亦爲 さんと する、 ィ H スの 避けし 事 を 我 も 亦 避けん とする、 我はィ H スの 愛せし 人と 事と を 愛し" 

彼の^5みし人と事とを.：|5む、 我 は 別に 規則 を 作りて 之 を 以て 己れ を 縛る の 要はない、 我 は イエスの 弟 

子で あれば 彼と 行爲 愛憎 を 共に すれば、 それで 足りる ので ある。 

斯くて ィ H ス の： 子と なりて 我に 敎會の 必要 は 全く 無くなる ので ある、 若し 之れ ありと すれば イエ 

スは 我が 敎會 である、 我 は 彼に 輯 りて 生き 义 動き 又^る こと を 得る ので ある。 (八月) 

信仰 = 直 示 

ぢ きし  が ひ ザん せい 

信仰、 ^し 神よりの 直 示に あら すん ば 信仰 は 信仰に して 信仰に あらす、 信仰 は 最大の 蒸然 性に あら 

す、 故に 研究 的に 獲得し 得べき 者に あらす、 然れ ばと て 明 C なる 道理に 由ら すして 自發 的に 起る 世の 


所謂 確信に あらす、 上より 來る 恩惠の 確認な り、 而 して 此 確認な くして 人 は M 人 も 神 を 識る能 はす、 

又 聖書 を 解す る 能 はす、 近世の 宗敎 研究なる 者の 多く は 無效の 業た るは此 確認の 闕 如す るに 原因せ す 

んば あらす、 神よりの 直 示 を闕て 宗敎は 全然 無き 者な り、 其 智識 は 如何に 博く して、 北ハ 研究 は 如何に 

深き にもせ よ。 (八 =0 

天國の 正門 

ィ ェ ス 门 ひ 給 ひける は 

誠に 實に汝 等に 齿 げん、 羊牢に 入る に 門より せす して 他より 踰る者 は竊盜 なり 强盜 なり …… 我 は 

門な り、 i 右し 人我より 人ら ば 救 はるべし 

と、 ィ H スょ りんら すして 彼に 關 する 敎義 よりし、 又 彼の 名を藉 りて 立てられし 敎會 よりし、 其他ィ 

H ス 御自身 以外の 人乂は 物、 又は 說、 叉 は 制度より して 父の 阔に 人らん とする 者 はすべ て竊盜 なり 又. 

は强盜 なり、 彼等 は 皆な 正門より せす して 垣を臉 へ、 辨を 破りて 人らん とする 者に して、 外の 幽暗に 

逐 出さるべき 者な り、 恨む、 余 i4 も 亦 無智の 結果、 壞々 此 不法の 行爲に 出て、 父の 家に 人る 能 はす レ 

て、 長く 外界の 幽暗に 彷徨 ひし こと を。 約 翰 傳十章 一 、 九 節。 (八月〕 

き 福 音 

秋 は來れ り、 我 は 奮き 福音に 歸 らん、 すべての 善事 を 人と 天然と を 離れて 主ィ H スキ リストに 於て 
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見る ー卞 おき 舊き； i 昔に 歸 らん、 之 を 最高 道德 として 見る ことなく、 進化の 終 ：5 として 考 ふること なく、 

神の 特殊の 啓示と して 認 むる 我が 奮き 信仰に 歸 らん、 我 は 之 を 以て 此 世に 勝つ を 得たり、 我 は 之に 依 

て 永生の 希望 を瘦 たり、 我がす ベての 歡喜は 之より 来れり、 我 は 再た び 之に 歸 りて 我が 疲れし 靈を患 

めん。 (九 》«〕 

倾ヒ と靈魂 

闽を 確たり とて 喜ぶ 民 あり、 國を失 ひたりと て悲む あり、 然れ ども 喜ぶ 者 は 一時にして 悲む者 も 

亦 一時な り、 ク、 しからす して 二者 同じく 主の 臺 前に 立たん、 而 して 其 身に 在りて 爲 せし 所に 循 りて 精 

かれん、 ん， i 右し 全世界 を 獲る とも 北 ハ靈魂 を 喪 は 何の 益 あらん や、 若し 我 領土 膨脹して 全世界 を 含 

有する にせ， る も 我が 靈魂を 失 は f 我 は 奈^に せん、 嗚呼 我 は 奈何に せん。 (九 U0 

仰と 失敗 

キリス トを嫌 ふ 此^に 於て 成功して 人 は キリス ト の忠實 なる 僕に あらす、 彼 は キリス トに反 かすし 

て此 I に 於て 成功す る 能 はざる なり、 眞實に キリス トを 信す る 者が 此 世に 於て 失敗す る は當然 なり、 

我等 は 身に キリ ストの 詬誶を 負 ひて 此 世に 在りて 彼の 證人 として 立つべき なり。 希 伯 来書 十三 章 十三 

節。 (九 H0 


我が 敎へ 得る こと 

我 は 社會の 改良 を說 かす、 國 .；！^ の 降 興 を 語らす、 個人の 榮 進を敎 へす、 家庭の 快 樂を傳 へす、 大國 

の榮 光を說 く、 キリストに 由て 得らるべき 永生 を傳 ふ、 之 を はんと 欲する 者 は 我に 來る べし、 之れ 以 

外の もの を 得ん と 欲する 者 は 我に 来るべからざる 也。 (九 H0 

キリストに 到る のニ途 

キリストに 到る にニ途 あり、 ィ H スに 由る 其 一な り、 パ 々口に 由る 其 二な り、 前者 は 柔和なる 行爲 

を 以てし、 後者 は 勇敢なる 信仰に 依る、 前者 は靑 野を迎 るが 如し、 後者 は 高 嶽を攀 るが 如し、 前者に 

途に 珠玉 を 拾 ふの 利 あり、 後者に 直に 嶺に 達する のハ化 あり、 我等 キリストに 到らん と 欲して ニ途 孰れ 

を 取る も 可な り、 唯 前者 の 快に 過ぎて 道 を 逸する の 誘惑 あるに 對 して 後者の 喻に 過ぎ て 落 の 危險ぁ 

るに 注意せ ざるべ からす。 (九 =o 

行爲と 信仰 

ィヱス に 傚 はんと 欲して 彼 を 信ぜざる を 得す、 ィヱス を 信ぜす して 克く 彼に 傚 ふ 能 はす、 ィ H スは 

到底 師 としての み 事へ 得る 者に あらす、 亦キ； として 仰ぐべき 者な り、 ィ H スを 校範 とする 行 爲は竟 に 

彼 を 救 主として 拜 する 信仰に 達せざる ベから す、 人なる ィ H ス は實に 神なる キリ ス ト たり。 「九") 
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愛 の 會 合 

企棄に EE 志の 會合 あり、 又 架 W の 研究 あり、 故に 人 は 首 ふ、 余輩に も 亦敎會 ありと、 夫れ 或る は然 

らん、 然れ ども 余 を槃 ぐに 愛の ほか 何者 も あるな し、 故に 余^の 會合 にして 敎會 ならん 乎、 世の 敎 

<& は敎會 にあら ざるべし、 世の 敎會 にして 敎會 ならん 乎、 余 の會 合は敎 きに あらざる たり、 二者の 

間に 根本の 差 あり、 余 華の 克く 知る 所に 由れば 世の 敎 食なる 者 は 愛の み を 以て 成立す る 者に あらざる 

なり。 (九 H0 

愛の 至高 

愛に 恐怖な し、 最上の 道德 なれば なり。 

愛に 疑惑な し、 最大の 眞理 なれば なり. - 

愛に 束縛な し、 眞茵の 自由 なれば なり。 

愛に 由て 立て 抵抗の 要な し、 辯爭の 要な し、 义敎會 の 要な きなり。 (九 =0 

敎 會と 家庭 

若 し；！：^仰 に 由て 成りし 團體 を敎會 と稱す ベ くんば 愛 に.^ て 結ば れし團 合 を 家庭と 稱す ベ きなり、 而 

して キリストの 宣べ給 ひし 神の 國 なる 者 は 敎會に 似た る 者に あらす して 鹿に 類した る 者なる は 明か 


なり、 冲の 國に監 Ma と 長老と 會員と あるべ からす、 父と 母と n ん弟 と婶 妹と あるべき なり 余輩 は 5^ 會 

に. <-籍 せんこと を 欲せす、 愛の 家庭に 迎 へられん こと を § にむ。 (九 ガ〕 

信仰と 愛 

使徒 バウ n、 信仰と 愛と を 比較して 曰く 

全き 者 來る時 は 全から ざる 者廢 るべ し 

と、 . 一 の 前に 律法の" 膨 りしが 如く 愛の 前に 信仰 は廢ら ざるべ からす、 ：！^? 仰が 律法に 代りし 時. に 基督 

敎 第一 の 革命 ありたり、 愛が 信仰に 代る 時に 其 第二の 革命な かるべ からす。 哥林多 前書 十三 章 十 節。 

(九 H0 

諸聖 と敎會 

変 ヤコ ブは 曰へ り、 人 は 善行に 由て 救 はると、 聖パゥ は 曰へ り、 人 は 信仰に 由て 救 はると、 聖ョ 

、ネは 曰へ り、 人 は 兄弟 を 愛する に 由て 救 はると、 ヤコ ブに循 ひて 羅馬 天主 敎鎗 ありたり、 。ハウ。 に 

盾 ひて プ ビア スタン ト 諸敎. ^ありたり、 而 して ヨハネに 循 ひて 敎 きの 必要な きに 至らん、 ヨハネの 幅 

音 書幷に 書翰の (短き 疑 はしき 第三 書 を 除きて) 唯の  一 も敎會 なる 文字 を 用 ひざる は 特に 注意す ベ 

きこと なり。 (九お〕 
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我が 所 選 

人 は 悉く； i 昔 を 信ぜ ざらん か、 我 は 惟り 之 を 信ぜん のみ、 信者 は 悉く 福音 を 菜 てんか、 我 は 惟り 之 

を 焚て ざらん のみ、 信ぜ ざらん と 欲する 者 は 信す る 勿れ、 棄 てんと 欲する 者は棄 てよ、 然れ ども 我 は 

彼等に 傚 はざる べし、 我が 決心 は ョ シ ユアの それなり、 彼 は イス ラ H ルの 民に 告げて n: く 

汝等 若し H ホバ に まふる こと を惡 しとせば 汝 等の 先祖が 河の 彼邊 にて 事へ し 神々 にも あれ、 又は 

汝 等が 今 居る 地の ァ モリ 人の 祌々 にも あれ、 汝 等の^ ふべき^ をん/日 選べ、 然れど 我と 我家と は 

共に H ホバ にお へん 

と (約 書 一記 卄 1： 章 十五 節)、 名譽の 偶像に も あれ、 安逸の 偶像に も あれ、 知" 識の^ 像に も あれ、 交 

際の 偶像に も あれ、 我れ 汝の 選む 所に 任せん、 然れ ども 我と 我. ：！^ と は 出へ にィ H スキ リストの 父なる 眞 

の 神に 事 へん。 (九月) 

天下 悠々 

一人の 人 若し 我と 我 福 昔と を 菜ん か、 我 は 他の 人に 往 かんの み、 一地 方の 人、 おし 我と 我； i 昔と を 

. 焚ん か、 我 は 他の 地方に 往 かんの み、 人 は 多し 天下 は廣 し、 而 して 我 福 昔 は 萬 ：！^ に關 はる 福音な り、 

我れ 何 ぞ是の 人、 彼の地み に納 れられ ざる を悲 まん や、 ィ H ス其 弟子 等に 告げて 宣 はく 

此邑 にて 人、 若し 汝等を 責めな ば 他の 邑に 逃れよ、 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 汝等 イスラ ヱ. -の諸 


邑を 廻り 盡 ざる 間に 人の子 は 来るべし 

と (馬 太傳十 章廿三 節)、 我 は 知る 我れ 日本 國の 全土 を 廻り 盡 さざる 間に 人の子 は來 りて 我 を 其榮光 

の 家に 召し 給 ふこと を。 (九月〕 

水と 人 

我れ 人に 向て 福音 を說 くや、 時に 川に 向て 之を說 くの 感 なくん ば あらす、 川 は 川と して 存す、 然れ 

ども、 其 水 は 去て 復た 歸ら す、 我に 聽 くの 會は會 として^す、 然れ ども 其 人 は 多く は 去て 復た 歸ら す、 

川 は 美な り、 會も亦 美なら ざるに あらす、 然れ ども 其 水と 人との 轉々 として 去て 復た 歸ら ざる を 見て 

我に 悲痛の 感 なき 能 はす、 然れ ども 我 は 人に 招かれて 語る に 非す、 叉自 から 進んで 說く にも あらす、 

神に 遣され て吿 ぐる 者なる が 故に、 我が 首 は 水と なりて 流れ 去る と 雖も敢 て 失望せ ざるな り。 (九 ガ) 

世と 神 

世 は 其 全力 を盡 して 我等 を 其方に 引きつ k あり、 其 社會と 敎會を 以て、 其 制度と 習慣 を 以て、 其 金 

力と 權カを 以て、 共 血肉の すべての 關係を 以て 我等 を 其方に 引きつ & あり、 而 して 之に 對 して 唯聖靈 

の 我等 を 神の 方に 引附る あるの み、 然れ ども 聖靈 一た び 我等の 靈に 臨む や、 *1 の 何者 も 我等 を 神の愛 

より 絕ら する こと 能 はざる なり、 此世は 強し、 然れ ども キリストに 由れ る 神の愛 は此 世の すべてより 

も强 し、 彼れ 我と 偕に 在して 人 は 悉く 世に 降る も、 我れ 一人 祌の屬 として 存 する を 得るな り。 (九月〕 
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幸 不幸 

永生の 希 Slil なくして 最も 幸福なる 生涯 も憐 むべき 生涯な り、 永生の 希望 ありて 最も 不幸なる 生涯 も 

羨むべき 生涯な り、 生涯の 幸 不幸 は此 希-! iK の 有無に 由て 定まる、 其 他の もの k 有無に 就て は 敢て言 を 

費す の 要な きなり。 (九月) 

救 濟の事 實_ 

救濟は 徹頭徹尾 神の 聖 業たり、 人の る 所に あらざる なり、 

恩惠を 以て 信仰に. a りて 汝等は 救 はる k なり、 是れ 己に 由る に 非す、 神の 賜な り 

神 は 臨む に 恩惠を 以てし 給 ひ、 而 して、 我等 は單に 信仰 を 以て 之 を 受けし に 由て 救 はれし なり、 救濟 

は 自己に 由る に 非す、 すべて 祌の赐 なりと なり、 救濟の 實驗を 有する 者 は 何人も 皆な パゥ a の此 言の 

一 言 一 句 悉く (！^ ふべ からざる 事實 なる を 知るな り。 以弗所 書 一 一章 八 節。 (九お) 

十年一日 

明治 三十 三年 九月 三十日 初めて 本誌 第 登 號を發 行せ り、 明治 四十 三年 十月 十日 玆に其 第 百 二十 號 

を發 行す、 余輩 は 初めに ィ H ス キリスト を唱 へたり、 余 黧は今 尙ほィ H スキ. スト を傳 ふ、 余 華の 題 

目 は 唯 一 なり、 主ィ H ス キリス ト 彼れ なり、 眞にィ H ス キリス トは 昨日 も 今日 も 永遠まで も變ら ざる 


也。 希 伯 来書 十三 章 八 節。 (十月) 

十 年の 恩惠 

我れ 何 を 以て か 十 年の 恩惠を 感謝 せん、 讚美の 歌 を 以て か、 否ら す、 感謝の 祭 を 以て か、 否ら す、 

我 は 我が 渾身の 努力 を 以て 之 を 感謝 せん、 此 事業の 國 人に 歡 ばれざる に關 はらす、 其の 常に 敎會の 嫌 

ふ 所た るに 關 はらす、 叉、 其の 眼に 見えざる 事業なる が 故に、 我れ 自身が 置々 倦怠 を 感じ、 之 を廢し 

ちと 

て 他に 轉 ぜんとす るの 心 を 起す こと あるに 關 はらす、 我 は 奮然、 玆に復 たび 素の 決心に 歸り、 之 を 持 

接し、 以て 主の 十 年の 恩 惠に酬 ゐん、 願 ふ、 猶も 能力の 我に 加 はる ありて、 我が 世に 在らん 限り、 此 

幸福なる 事業の 我が 事業と して 存 せんこと を。 (十月〕  . 

^と 泉 

十 年 道を傳 ふるの 特 權に與 り、 而 して 一 個の 敎會を 起さす、 又 一 人の 門下 を 作らす、 名 譽何ぞ 之に 

過ぎん、 願 ふ、 次ぎの 十 年 も、 亦 其 次ぎの 十 年 も、 余鞏の 事業の 固 結して 團體 又は 敎會 となる ことな 

く、 恆に 湧て 盡 きざる 泉と して 存し、 又播て 止ざる 種と して 散 じ、 以て 其 生長と 牧穫と は 偏に 之を祌 

にの み 任 かし 奉らん こと を 0  (十月) 

信、 望、 . . 愛 
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信 は 噴 の 信仰な り、 §-^^は，；仅活の希§|||なり、 而 して 愛 は 此信此 望より 来る 神と 人と に對 する 深き 廣 

き 愛な り、 此 特^の 信と 此特训 の？ 51- と ありて 基螫 者の 特^の 愛 あるな り、 我等が 信、 望、 愛を唱 ふる 

は單に 漠然たる 一 般 的の 信、 望、 愛を唱 ふるに あらざる 也。 (十月) 

キリスト と 人生 

若し 神な く靈 魂な く、 來^ なく 裁判な くば、 キリスト を 信ぜざる も 差した る 不幸に あらざる べし、 

然れ ども 若し 實に祌 あり 靈魂 あり、 又 誠に 來^ あり！^ の 裁 刺 ありと すれば キリス トを 信ぜざる は 最大 

不幸な りと 謂 はざる ベから す、 科 寧と 舉と、 美術と文舉とは人生の悲痛^^-悉く除き去るに足らん、 

然れ ども 裸 體の靈 魂が 底な き 永遠の 深淵に 臨み、 其 罪を擔 ひて 獨り 神と 相對 して 立つ 時に、 キリスト， 

の 十字架の み克 くその 信賴の 磐た るな り、 蓋し 人生 一 度 は キリス トを ilTS する にあら ざれば 經過 する 能： 

はざる 時期 あるべ ければ 也。 (十月)  _ 

鰣 の沈默  . 

今や 人の 祌を棄 る ある も 神 は 之 を 咎め 給 はざる が 如し、 人の Sil; を 犯す ある も 神 は 之 を 罰し 給 はざる 一 

が 如し、 故に 人 は 言 ふ、 神 は 無き 者な りと、 然れ ども 余^ は然か 信ぜざる なり、 令 は 神の 沈默の 時な 

り、 ゆの 罪の 甚 しきが 故に 彼が 人 をして 其 欲する が 儘に 罪 を 犯せし め 給 ふ 期な り、 眞に 恐るべき 時に！ 

して 今の 時の 如き は あらざる なり、 人 は 人 r や 己れ のために 神の 怒 を 積みつ、 あるな り、 して 神の 豊ー 


厚なる 仁慈と 寛容と 忍と 盡 きて 震 怒の 日の む 時に 世に 大 なる 哀哭と 切齒と あるべ し、 驟 風の 土 を 

捲て 臨る 前に 大 なる 靜謐 あり、 今の 時の 神の 沈 默は將 さに 來 らんと する 恐るべき.！ « 判の 前兆に あらす 

して 何ぞ や。 羅馬書 二 章 四、 五節。 (十月) 

神 を 愛する の 愛 

こ、 ろ せ 

汝、 心を盡 し、 精神 を盡 し、 カを盡 し、 意 を盡 して 主なる 汝の神 を 愛すべし と 云 ふ、 卽ち 全心 全 

カを盡 して 萬 事 萬 物に 優りて 主なる 眞の祌 を 愛すべし とのぎ なり、 己の 職業に 優り、 專 門に 優り、 地 

位に 優り、 恩人に 優り、 主なる エホバの 神 を 愛すべし との 意な り、 神 は 之 を 心中 第一位に 於て 愛する 

にあら ざれば、 愛する こと 能 はざる 者な り、 彼 は 其 意味に 於て 誠に 嫉妬の 神な り、 神 以上に 愛する 者 

ありて 神に 對 して 懷く愛 はす ベ て 虚偽な り 偽善な り、 神 を 愛せん と 欲する 者に 此 了解な かるべ からす。 

路加 傳十 章廿七 節。 (十月)  ， 

神の愛 

今や 神の愛と し 謂へば 之 を 溺愛と し 解す る 者 多し、 曰 ふ、 神 は 愛 なれば 彼 は 如何なる 罪と 雖も容 *. 易 

く 之 を 赦し給 ふと、 然れ ども 神の愛 は 溺愛に 非す 聖愛 なり、 彼 は義に 由る にあら ざれば 人の 雜を赦 し 

給 はざる なり、 神の愛 は義に 由て 行 はる、 彼が キリストに 由る にあら ざれば 人の 罪 を 赦し給 はざる は、 

彼の 愛 は義の 愛に して、 情の 愛に あらざる に 因るな り。 (十月) 
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棄敎と 友誼 

ちと 

我 は 今 は キリス トを 信す る 能 はす、， 然れ ども 友誼 は 故の 如くな らんと 欲すと 言 ふ 者 あり、 然れ ども 

キリス トを 信す るに 由て 成りし 友誼、 我れ 如何で か 彼 を 離れて 之 を 機く る を 得ん や、 . 人 は キリス トを 

離れて 彼に 在りて 作りし 友人 を も 亦 離れざる を 得す、 恰 かも 樹の幹 を 離れて 其 枝 を も 離れざる を 得 ざ 

るが 如し、 我等 は 人が キリスト を 離れ たれば とて 彼 を 憎ます、 我等 は 人と して 彼 を 敬し 叉 愛す、 然れ 

ども キリストに 在りて 結びし 友誼 は 彼 を 離れし と 同時に 絶えし 者な.^、 友誼の 故の 如くなら ざる は是 

れ 我等の 罪に あらす、 キリスト を 離れし 者の 自 から 招きし 損失と 謂 はざる ベから す。 (十月」 

キリストと 交友 

我に 由り て キリストに 來 りし 者 は 竟に我 を 去り 又 キリスト を 去る、 キリストに 由り て 我に 来りし 者 

は 永久に キリスト を 去らす、 叉 我 を 去らす、 我 は キリストに 在りて 人に 連なる、 人 もし 我に 居ら ざれ 

ば 離れた る 枝の 如し、 外に 棄ら れて枯 るな りと キリスト は 曰 ひ 給へ り、 而 して 人 もし キリストに 居ら 

ざれば 我 も 亦 彼に 連ら ならん と 欲する も 能 はざる なり。 約翰傳 十五 章 六 節。 (十月) 

^ 仰 と 愛 國 

信仰 は 神の ために 自己 を棄る ことなり、 愛 國は國 のために 自己 を棄る ことなり、 自己 を棄 るの 點に 


於て は 信仰、 愛 國、 其 授をー にす、 余翬は 未だ 嘗て 神 を 信す る 者に して 國を 愛せざる 者 ある を 見す、 

叉 眞に國 を 愛する 者に して 神 を 信ぜざる 者 ある を 知らす、 人の 愛 國は其 信仰 を 以て 知る を 得べ し、 神 

の 敵、 國の賊 は 自己 を 中心とする 者な り。 (十月) 

理性の 眞價 

我 は 理性 を 貴ぶ、 然れ ども 我 は 理性 を 以て ィ H スは 主な りと 信す る 能 はす、 我 は 理性 を 以て 聖書 は 

特に 神の 首な りと 信す る 能 はす、 我 は 理性 を 以て 罪の 贖 を 信す る 能 はす、 我 は 理性 を 以て キリストの 

再顯と 肉體の 復活と を 信す る 能 はす、 理性 は 我に 我が 需 むる 最も 善き 事を傳 へす、 我 は 之 を 聖靈の 直 

示に 待たざる ベから す、 理性 は 貴し、 然れ ども 神より 理性 以上の 恩賜に 與 からすして、 我は歡 喜の 人 

滿 足の 人、 靈 明の 人と 成る 能 はざる なり。 (十月〕 

我が 喜び 

我 は 我が 事業の 擧り しこと を 喜ばす、 人の 我に 由り て 主 を 信す るに 至りし を悅 ばす、 我 は 我が 名の 

しる  しもべ  えき  しも. へ 

天に 錄 されし を 喜ぶ、 主の 俟 として 使役され しを悅 ぶ、 我 は 我が 爲し 得る 限り を爲 して 益な き 僕な リ 

我 は 我が 爲すを 許されし 少しば かりの 善事に 就て 誇らん と 欲する も 能 はざる なり。 路加 傳十 章廿 節。. 

(十一月〕 
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神に 關 する 智識 

人 は 求めて 神 を 知る 能 はす、 然れ ども 神 は 欲み て 自己 を 人に 示す を 得べ し、 人 は 神が 自己 を 彼に 示 

し 給 ふ 丈け それ 丈け 彼に 就て 知る を 得べ し、 それ 以上 を 知る を 得す、 祌に關 する 人の 智識 は 神の 自顯 

以上に 達する 能 はす、 人の 智識 を 以て 神 を 探らん と 欲して 人 は 何人も 不可思議 論者たら ざらん と 欲す 

る も 能 はざる なり。 (十 一 月) 

根本 問題 

こと tt  やど 

夫れ 道肉體 となりて 我等の 間に 寄れり と 云 ふ、 宇宙 何事 か 之に まさりて 偉大なる 事 あらん や、 然れ 

ども 是れ 聖書の 傳 ふる 事 實 たるな り、 

彼 (ィ H ス〕 に 由り て 萬 物 は 造られたり、 …… 萬 物 は 彼に 由り て 造られたり、 且つ その 造られた 

る は 彼が ためなり、 彼 は 萬 物より 先に あり、 萬 物、 彼に 由り て 保つ こと を 得るな り。 

神の愛 は 此事を 以て 顯 はれたり、 人類の 救^と 萬 物の 復興と は 此事を 以て 確め られ たり、 すべての 

方面より 此 事を證 明す るが 基督 者の 任務た るな り、 其の 信じ 難き は 勿論の ことなり、 是れ 人の 智慧 を 

以てして 到底 解し 難き ことなり、 故に パゥロ は 曰へ り 

人 は 架靈に 由る にあら ざれば ィ H ス は 中-なりと 謂 ふ 能 はす 

と、 我等 は 神の 默 示に 由り てィ H スは萬 物の 主な りと 信す る こと を 得るな り、 孔孟 釋 基と 稱 して イエ 


スを 聖賢の 一 人と 見做す 者の 如き 彼 を淺く 解す る 者な り、 基督教の 立つ か 倒る、 かはィ H ス の 性格 問 

題に 由て 決せら る k なり、 彼に して 單に 人な らん 乎、 福音 は 其 根底に 於て 壞る、 なり、 我等 は 全力 を 

注で ィヱ ス の 神性 を 維持す 可き なり。 (十 一月) 

結 實の秋 

おのつ  A の  みこと は ふ  A  みこ. に. 5 

田は自 から 實 りたり、 聖語 は實を 結びたり、 我れ 實を tli! まざる に實 りたり、 驚くべき かな 聖語！ 

(十  一 H0 

眞 面目と 成功 

今や 大抵の 人 は 言 ふ、 失 收は眞 面目の 必然的 結果な り、 人 は 失敗 を 期す るに あら ざれば 眞 面目なる 

能 はすと、 然ら ざるな り、 失 耽 は不眞 面目の 必然的 結 ra^ なり、 人 は 成功 を 期して 眞 面目なるべき なり、 

眞 面目が 此 *1 に 於け る 事業の 失敗 を 招ぐ 場合な きに あらす、 斯 かる 場合に 於て は 失敗 は 失敗に あらす 

して、 反て 成功 以上の 成功た るな り、 眞 面目なる を 失敗と なし、 不眞 面目なる を 成功と なす 罪の 此世 

は禍 ひなる かな。 (十 一 月) 

博 愛 

我 は黨を 組ます、 敎會を 作らす、 我 は 神 を 愛し、 叉 人 を 愛す、 神 を 愛する が 故にす ベての 人 を 愛す、 
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基敎 信者 を 愛す、 佛敎 信者 を 愛す、 無神論者 を 愛す、 すべて 善き 人と 義き 人と を 愛す、 我 は斯く 博く， 

愛して、 能く 我. ff: ィ H スの 意に 合 ふと 信す、 我 は 彼の 忠實 なる 僕と して 我 愛 を 世の 所謂 基督 信者に の 

み 限る 能 はざる 也。 (十一 月) 

八" 同 

合同 は 敎義に 由て 成らす、 行爲に 由て 成る、 神の 存在、 キリストの 神性 は 惡魔も 能く 之 を 「信」 す 

る を 得べ し (雅各 書 二 章 十九 節)、 義人 は 義人 を覓 む、 すべて 自己の 信す る 主義に 忠實 なる 者 は 相互 

を 尊敬す るが 故に 求めす して 合： 一致す る を 得べ し、 其 他の 者 は 如何に 「信仰」 を 共に すると 雖も合 

同す る 能 はす、 又 合同す る も 暫時に して 分離せ ざる を 得す。 (十一月 ：> 

事業 以上 

余 は 小なる 者な り、 然れ ども 余の 事業よりも 大 なる 者な り、 余の 事業 は 余の 一 小 部分た るに 過ぎす、 

余の 衷に 余の 終生の 事業 を 以てする も表顯 する 能 はざる 者 ありて 存す、 是れ 余が 他に 秀て大 なる が 故 

にあら す、 余が 人なる が 故な り、 祌の 像に 象られて 造れた る 彼の 子なる が 故な り。 (十二月) 

. 聖書 研究の 範圍 

聖書の 研究な り、 故に キリストの 研究な り、 故に 神の 研究な り、 人の 研究な り、 宇宙の 研究な り、 


人生の 研究な り、 科舉の 研究な り、 歷史の 研究な り、 詩歌と 美術の 研究な り、 神と 萬 有と に關 はるす 

ベての 研究な り、 聖書の 研究に して 若し 之よりも 小なる 者な らん 乎、 余輩 は 今日 直に 之 を 放棄 せんと 

欲す、 書の 研究 は 所謂 敎勢擴 張 を 目的と する 敎會 の機關 にあらざる なり。 (十二月) 

負 罪の 意義 

キリスト 我等の MIJ; を 負 ひ 給へ りと 云 ふ は 彼れ 我等に 代りて 神に 罰せられ 給べ りとの 意に あらす、 我 

等の 罪 を 己が 罪なる 乎の 如くに 感じ、 痛く 之 を 歎き 給へ りとの 意な り、 我等 罪 を 犯して キリス ト 傷み 

給 はざる ことなし、 そ は 彼 は 罪 を 憎み 給 ふと 同時に 叉 我等 を 愛し 給へば なり、 我等 は 罪 を 犯す たび 毎 

に、 更らに 彼 を 十字架に 釘け つ \ あるな り、 彼の 聖 |g を 傷く る 者 は鐵の 釘に あらす して 人の sis- なり、 

我等 彼 を 休め 奉らん と 欲せば、 罪 を 去て 之 を 遠くべき なり。 希 伯 來書六 章 六 節。 (十二月〕 

正 義， と 慈悲 

人 は 正義、 正義と 曰 ふ、 然り、 正義 はまこと に 貴し、 然れ ども 正義の 道 は 之 を 行 ふに 難から す、 不 

義を 罰すれば 足る、 行 ふに 難き は 正義の 道に あらす、 慈悲の 道な り、 如何にして 不義 を赦 さん 乎、 是 

れ 仁者の 心 を惱す 問題な り、 而 して 神 は キリスト を 以て 此 問題 を 解決し 給 ひしな り、 實に 預言者の 曰 

ベ りしが 如く 

我等の 尙ほ 滅びざる は H ホバ の.. 慈悲に 由る、 その 憐愍の 盡 きざる に 因る、 
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神に して 若し 正義 を 以て 我等に 臨み 給 はん 乎、 我等 は 直に 粉碎 されざる を 得す、 我等 は 神が 我等 を憐 

み 給 ふ 其 憐愍 を 以て 我等の 隣人 を憐 むべき なり。 耶 利米亞 哀歌 三 章廿ニ 節。 (十二月 ；- 

說 明と 信仰 

余輩 は 自今 キリ ス トと 彼の 福音に 就て 多くの 說明を 試みざる べし、 余輩 は キリス ト 御自身 を 紹介し 

彼の 福 昔 其 物を傳 ふべ し、 說明は 智慧 を增 して 信仰 を 作らす、 福音 を說 明し 盡 して 残る は 僅かに 其燼 

餘 のみ、 余輩 は 大膽に 祌の大 なる 奥義なる キリストの 十字架と 其 功績と を宣 ぶべき なり。 C 十二月.) 

神と 信仰 

神 は^ 者な り、 故に 彼の 31 み 給 ふ 事に して 猜疑の 如き は あらす、 彼 は 人が 一 點の疑 を 挟 むこと な 

くして 全然 彼 を 信ぜん こと を 欲し 給 ふ、 神に. して 若し 汚れた る 邪なる 者な らん 乎、 人 は 彼 を 疑 ふ も 可 

なり、 然れ ども 光輝の 中に 在して 聖 にして 聖 なる 彼 は、 唯 信すべく して 崇 むべき 者な り、 之 を 探り、 

之 を 究め、 其 眞實を 確かむ るに あら ざれば 之 を 信す る 能 はざる が 如き は、 人が 神に 對す るの 道に あら 

す、 淸士 且つ 信頼 を 要求す、 況んゃ 神に 於て を や、 神 は 御自身 人 を 疑 ひ 給 はざる が 故に 人の 彼 を 疑 は 

ざらん 事 を 欲し 給 ふ。 「十二月) 

智能と 信 力 


人に 智能 あり、 叉 信 力 あり、 智能 を 以てして 彼 は 彼れ 以下の 物 を 探り、 信 力 を 以てして 彼 は 彼れ 以 

上の 者を覺 る、 智能 を 以てして 彼 は 宇宙と 天然と、 社會と 人生と を 究め、 信 力 を 以てして 神と 天國 と- 

靈 魂と 来世と を認 む、 智能 は 彼の 半分な り、 而 かもより 低き 半分な り、 すべて 高き こと、 すべて 架き 

こと、 すべて 朽 ざる こと は 彼の 能力のより 高き 半分なる 信 力 を 以て 之 を覺ら ざるべ からす。 (十二月) 

平和の 獲得 

平和 は 戰爭に 勝て 来らす、 宇宙 を說 明し 盡 して 来らす、 大敎會 を 起して 来らす、 大 慈善 を 行 ふて 來 

らす、 キ-ィ H スキ リスト を 信じて 來る、 天上 天下、 之 を 除きて 他に 平和 を 獲る の 道 あるな し、 我 は 他 

に 何事 を 爲すを 得すと 雖も、 唯 彼 を 信じ 得る を 感謝す。 (十二月) 

けつ  き， 

潔と 救 

先づ潔 めら れて而 して 後に 救 はる、 にあら す、 先づ救 はれて 而 して 後に 潔 めら る、 なり、 先づ 律法 

と道德 との 範圍を 離れて 而 して 後に 聖き義 しき 者と なる を 得るな り、 人が 容易に 潔 めら れす叉 容易に 

救 はれざる は 潔と 救との 此關係 を 解せ ざるに 因る、 然 かも 聖書 は 明. a に 此事を 示すな り、 幅 昔の 幅 音 

なる は^の 道德と 全く 背馳して 救 を 先にして 潔 を 後に する にあり。 (十二月). 

事 ^ ぉダ 
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我れ 一人の 信者 を 作り 得すと て 何 か あらん、 我 は キリスト を 信じて 救 はる、 我れ 萬 人の 信者 を 作り 

得たり とて 何 か あらん、 我 は キリスト を 信じて 救 はる、 我が 救 はる、 と 救 はれざる と は 我が 事業の 成 

否 如何に 關せ す、 我 は. 一人の 信者 を 作り 得すと も 萬 人の 信者 を 作り 得しが 如くに 喜ぶ、 我が 歡 喜と 11^ 

尙と滿 足と は 全然 我が 事業の 外に 在り。 (十二月) 

事業の 尋問 

人の 我に 會ふ あれば 其 信者なる と 不信者 なるとに 關 はらす、 我が 事業に 就て 尋 ぬる を 常と す、 然れ 

ども 我 は 我が 事業に 就て 語る を 好ます、 そ はたと ひ 倚 道 事業な りと 雖も 事業 はすべ て此 世の 事 なれば 

なり、 我 は 天の 事に 就て 語る を 好む、 キリストと 其 十字架. に 就て 語る を 好む、 此 世の 事業に 傲慢 は 伴 

は ざらん と 欲する も 得す、 唯. キリストの 遂げ 給 ひし 天の 事業の み、 我れ 之に 就て 誇らん と 欲する も 得 

す、 傲らん と 欲する も 能 はざる なり。 (十二月〕 

敎 會と 救 

敎. V ゆに 納れら れて救 はる k に 非す、 敎會に 捨てられて 詛 はる、 に 非す、 キリスト を 信じて 救 はる i 

なり、 彼 を 信ぜす して 旣に詛 はれし なり、 救 はる k と 否な とは敎 會と敎 儀と 儀式と に 何の 關係 あるな 

し、 我等 は 救 はれん がた め-に は單. に キリスト を 信 すれば 足る、 敎會は 全然 之 を 無視して 可な り。 

是 故に 子 若し 汝等を 自由にな さば 汝等は 誠に 自，^ なり。 約 翰傳八 章卅六 節。 (十二月) 


ト^スト ィ翁を ふ 

トルストイ 翁 逝く、 親しき 老 ひたる 十九 世紀と 刖る、 の感 あり。 

彼れ 在りて 戰に 敗れし 露 國は尙 ほ 世界の 軍： 鎭 たりき、 彼の 如き 者な くして 戰に 勝ちし： n 本に 尙ほ遍 

色 ありたり、 而 して 今や 此人 逝く、  ニ國の 勢力に 異動 ありし を 覺ゅ。 

翁の 忌み嫌 ひし 者に ニ箇 ありたり、 其 一 は戰爭 なりき、 其 二 は敎會 なりき、 彼 は 戰爭を 嫌 ひしが 故 

に戰 爭を贊 けし 敎會を 嫌. ひしな り。 

敎會は 彼 を 破門したり、 而 して 彼れ 死す る も 敎會に 屈從せ ざり しとの 现由を 以て 彼が ために 哀悼 式 

は 行 ばれす、 彼の 遺骸 は 敎會の 援助な くして、 ヤス ナヤ ボル ャナ なる 彼の 邸內の 丘上に 葬られたり、 

幸 ひなる 哉 翁よ、 彼と 情 性 を 共 にせし 力 ー ライル も 亦敎會 の 援助. を藉 りすし て蘇國 なる 彼の 墳墓の 地 

に 葬られたり、 彼と 等しく 敎 會を惡 みし キ ー ルケ ゴ ー ドも亦 牧師の 慰藉 を 斥けて 死せ り、 敎/ は トル 

スト ィを 破門して、 祌は 敎會を 破門し 給へ り、 恁 かる 神の 忠僕 を 破門せ ざる を 得 ざり し 敎會の 運命 は 

旣に 定まれり と 言 ふべ し 0  (十二月) 

福 音 對此 _ 世 

政治 は 勿論 此. せの 事. なり、 外交、 愛國、 勿論 亦此 世の 事な りつ 敎 會の傳 道、 亦 主として 此 世の 事な 

り、 然れ ども キリストの 福 昔は此 世の 事に あらざる なり、 之れ 勿論 此 世と 全く 關係. なき， 事に あらす、 
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然 r^u も 其 主要 は 天國の 事に して、 此 の 事に あらざる なり、 我等 は 幅 昔に 忠實 ならん と 欲して 此世 

と 比 世の 敎會 とより 自己 を 絶た ざらん と 欲する も 能 はざる なり。 (十二月) 

傳道師 に 非す 

余 は 傳近師 でない、 聖書の 研究者で ある、 余輩 は 信者 を 作らん としない、 聖書の 中に 現 はれた る 

神の 眞理を 深り 之 を 世に 供 せんとす る、 故に 余輩 を 信者 製作、 敎勢擴 張の ために 使 ふ 者 は 余輩 を 濫用 

する 者で ある、 余鞏は 人が 信者と 成らない とて 悲 まない、 余！^ は 又 人の 勸誘を 試みない、 人が 余葷に 

由て 信者と 成る と 成らざる と は 余輩の 關 する 所でない、 余鞏は 冷淡なる^ 書の 研究者で ある、 余輩 は 

人が 余犛を 誤解せ ざらん こと を §1- む。 (十二 H0 

交際と 最後の 裁判 

」 父 際 交際と 云 ふ、 交際 はまこと に：^ 構で ある、 然し、 玆に 我等 各自が 忘れて はならない 事が 一 つ あ 

る、 それ， H. 我等 各自が 最後に は ？单 獨で 神の 前に 立たなければ ならない 事で ある、 其 時 交際 は 我等に 取 

て 3： の 用 をも爲 さない ので ある、 故に 我等 は. 6 より 獨で 神と 偕に 在る の 習惯を 作って かなければ 

ならない ので ある、 交際 を 以て 生命と 爲す^ は 其 時大に 狼^す るで あら ふ、 交際 は 到底 此 の 暫時の 

ことたる に過ぎないの である。 (十二月〕 


今の 敎育 

艱難に 勝つ の 能力 を 供せ すして、 艱難 を 避く るの 方法 を授 く、 是を今 日 我國に 於て 行 はる &敎 育と 

做す、 斯の 如くに して： 男 者 は 養 はれす して 才子 は 作らる、 恐る 余輩の 子弟に 斯 かる 敎育を 施して 彼等 

も 亦 自主の 英雄たら すして、 他人の 侍 僕と して 其 生涯 を 終らん こと を。 (十二月〕 

希望と 長命 

失望す る 勿れ、 長く 生きん とせよ、 是れ 長く 樂 まんがた めでない、 長く *1 の 不幸 者 を 助 けんがため 

である、 而 して 义人 *1 最大の 快樂は 己れ よりも 不幸なる 者 を 助く る ことで ある、 世に 生く るの 甲斐な 

き 生涯と て あるべき 答 はない、 自暴自棄 は 最大の 罪惡 である。 (十二月〕 

明治 四十 四 年 二 九 一 一年) 

新年と 神の愛 

舊き年 は 去れり、 我 は 神の愛 を 語らん、 新ら しき 年 は 来れり、 我 は 神の愛 を 語らん、 新ら しき 年 は 
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猜も來 らん、 我 は 神の愛 を 語らん、 我れ 世に 在らん 限り 我 は 神の愛 を 語らん、 我れ 世 を 去りて 後 も 我 

は 神の愛 を 語らん、 我 は 永遠の 永遠に 至る まで 主ィ H スに. E りて 顯 はれた る 我 神の愛 を； 詰らん。 CI 月) 

神 は 愛 な り 

年 は 改まれり、 然れ ども 我 信仰 は 改まらす、 我 は祌は 愛な りと 信す、 世 は 年と 共に 變る、 然れ ども 我 

救の 磐 は變ら す、 我 は 神 は 愛な りと 信す、 哲舉の 紙 織 は 革， まるべし、 然れ ども 我 思想の 基礎 は 動かす、 

我 は 神 は 愛な りと 信す、 我れ 我 神に 據 りて 立て 我 は 年と 共に 變ら す、 *1 と共に 遷ら ざるな り。 a お〕 

新年の 祈禱  . 

神よ、 我に 善き 心 を與へ 給へ、 人に 報いられざる も 彼に 善 を 施して 倦まざる の 心 を與へ 給へ、 只 善 

を爲 して 樂 しむの 心 を與へ 給へ、 爾が 雨の 口 を 善き 者に も惡 しき 者に も 照らし、 雨を義 しき 者に も義 

しからざる 者に も 降らせ 給 ふが 如く、 我 も 亦 我 を 愛する 者に も 愛せざる 者に も 善 を 施す を 得しめ 給へ、 

斯 くして 雨が 愛に 於て 完全き が 如く、 我 も 亦 我 愛に 於て 完全から しめ 給へ、 神よ、 我 はすべ てのもの 

に 勝りて 善良なる 心 を 欲するな り。 馬 太 傳五章 四十 五節 以下。 (一月〕 

新年の 感謝 

感謝す 少しな りと 主の 名に 由り て 苦しむ を 得し こと を、 感謝す 少しな りと 此 *1 と此 *1 の敎會 との 人 


人に 憎まる \ を 得し こと を、 感謝す 少しな りと ィ H スの聖 名のた めに 嘲笑、 迫害、 窮乏の 難 を 味 ふ を 

得し こと を、 希 ふ、 終生 キリストの 受け 給 ひし 詬誶を 身に 受 くる を 得て、 彼の 聖 名のた めに 凌辱 を受 

くるに 足る 者と して 保存 せられん こと を。 使徒 行 傳五章 四十 一節 。(一月〕 

希望と：； 3 仰 

見えざる 事 を 望む 是を 希望と 云 ふ、 解し 得ざる 事 を 信す る是を 信仰と 云 ふ、 旣に 見る 所の もの は 之 

を 望む の 要な し、 解し 得る 事 を 信す る は 知識に して 信仰に あらす、 信仰の 貴き は 解し 得ざる^ を 信す 

るに あり、 而 かも 理由な くして 信す るに あらす、 愛の 故に 信す るな り、 愛の 示す 所の 事 を 解し？.^ ざる 

に 之 を 信す る、 是を 信仰と 云 ふ、 而 して 我等の 救 はる k は斯 かる 信仰に 由て なり、 有限の 我等が 無限 

の 神に 對し 幼心 を懷 くに 至て 救 はるるな り、 卽 ち嬰兒 となりて 救 はる、 なり。 羅馬書 八章廿 W 節參 考- 

(一月〕 

« ^と jljll! 卬 

人 は 何人も 人なら ざるべ からす、 而 して 人なる が 故に 彼に 信仰な かるべ からす、 卽ち 謙遜り て 依頼 

むの 心な かるべ からす、 偉人と は 唯我獨 尊の 人に あらす、 最も 强く 自己の 荏 弱を感 する 人たり、 .-  — 

テルな り、 n  n ムゥ H ルな り、 ダンテな り、 ュュ， "トンな り、 皆な 此 意味に 於ての 信仰. ぶたり しなり 

人に 己れ の無學 を自覺 し、 S§ を 歎す るの 心なく して、 彼 は 人に して 人に あらす、 偉人 他な し、 謙遞の 
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を？ な-ご  より XI の 

人な り、 自己の 弱き を覺 りて 嬰兒の 如くに 神に 依頼む の 人な り。 (一月」 

傳 道と 救濟 

靈魂を 救 ふので はない、 靈魂を 創造る ので ある、 ィ H ス キリスト を 紹介して 彼より 生命 (靈 魂) を 

受けし むる ので ある、 傳 道と は是れ である、 救濟と は是れ である、 而 して 世 に是れ 以上の 事業 は 他に 

無い ので ある。 ( 一 月〕 

語る 理由 

我 は 信者 を 作らん がた めに 傳道 しない、 我 は 唯 我が 救 濟の歡 喜を宣 るまで ぐ ある、 人が 我が 曾 を 聞 

いて 之 を 受けないでも 可い、 叉 一た び 之 を 受けて W たび 之 を 棄ても 可い、 我 は 人の 我が 言に 對 する 態 

度に 由て 我が 傳道 を廢 めない、 斥く る 者 は 斥く るが 可い、 棄 つる 者は棄 つるが 可い、 それ は 彼等の 勝 

手で ある、 我 は 唯 語る、 人が 聽 いても 語る、 聽 かないでも 語る、 我 は 我が 歡喜を 語らす に は 居られな 

い、 我 は 雲资が 囀る が 如く、 人が 聽く聽 かざる に關 せす 語る、 我は默 する には餘 りに 嬉しく ある、 夫 

れ であるから 語る ので ある。 (一月〕 

善き 事 

我 をして キリストに 近づかし むる 事 は 我に 取りて すべて 善き 事な り、 貧困 も、 疾病 も、 孤獨 も、 迫 


害 も、 然り、 死 其 物 も、 すべて 此 意味に 於て 善き 事な り、 而 して 我れ 彼 を 求め まつりて、 我に 取りす 

ベての 事 善から ざる はなし、 幸 幅なる は 我れ なる かな。 (一月〕 

偉大なる 哉 聖書 

S も-書 は 如何に 之 を 見る も是れ 我れ 以上の 書な り、 我れ 之 を 消化さん と 欲して 之に 臨んで 之 を 消化す 

能 はすして 返て 其 消化す 所と なる、 我が 聖書の 註解なる 者 は 聖書に 關 はる 我が 註解に あらす して 我に 

關 はる 聖書の 解釋 なり、 卽ち 我に 關 はる 聖書の^ 決な り、 我れ 聖書 を 知らん と 欲して 之を繙 きて 終に 

其 知る 所と なる、 我れ 聖書に 對 して 坐して ヒマラヤ 山に 對 して 立つ が 如きの 感 あり、 之を究 むる 能 は 

すして 終に 其 威 摩-する 所と なる、 偉大なる 哉 聖書！ (一月 ソ 

眞 の 交 際 

人 を る を 要せす、 祌を 見ん と 欲す、 人と 交 はるを 要せす、 神と 交 はらんと 欲す、 而 して 神に 於て 

人 を 見、 彼に 在りて 人と 交 はらんと 欲す、 眞の神 は 人と 絡れ て 在る 者に あらす、 故に 彼と 交 はりて 人 

と 交 はら ざらん と 欲する も 得す、 然り、 彼と 交 はりての み 能く 深く 人と 交 はるを 得るな り、 吾人 は獨 

り 神と 交 はりて 隱士 たらん と 欲する も 得ざる なり。 ( 一 月) 

欲しき 者 
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何にも 豪い 人に なりたくない、 又 富者に なりたく もない、 位階 も 要らない、 勳賞も 要らない、 責顯 

を 友人と して 欲く もない、 又 {1 教師、 牧師、 傅道師 等の 同情 も 要らない、 唯 キリストが 解りたい、 又 

人に キリストが 解って 欲しい、 彼れ さへ 解れば すべての 善き 事 は 我に 來 るので ある、 心の 平和が 來る、 

りなき 生命が 來る、 希 と歡 喜と 滿足 とが 來る、 我 は 他に 何にも 欲しくない、 唯 キリストが 欲しい、 

彼が 來て 我心に 宿って 欲しい， 而 して 彼が 我が 此の 切なる 欲望 を充 たし 給 ふ を 感謝す る。 (一月) 

我の 爲し 得る こと 

金と 銀と は 我に 有るな し、 我 は 此^の 財 を 以て 人を援 くる 能 はす、 

我 は キリストの 福音 を 以て 人を援 けん。 

我 は」 父 際の 術 を 知らす、 故に 權 者の 間に 友人 を 有せす、 我 は 權カを 以て 人を援 くる 能 はす、 

我 は キリストの 福 昔 を 以て 人を拨 けん。 

我に 技藝 なし、 我 は 美術と 美文と を 解せ す、 我 は 人を樂 しまし むる の 術 を 知らす、 

我 は キリス トの福 昔 を 以て 人 を 慰めん。 

我に 才能な し、 我は處 世の 道に 暗ら し、 我 は 智略 を 以て 人を援 くる 能 はす、 

我 は キリストの 幅 昔 を 以て 人を援 けん。 

我 はすべ て の 物と すべ ての 方法と を 以てすべ ての 人を投 くる 能 はざる を悲 む、 然れ ども 唯 少しく 神 

は 其 性に 於て 愛なる を 知れば、 我 は此單 純なる 福 昔 を 以て 涙の 谷 を 歩む 此憐 むべき 人類 を 僅少な りと 


も援け 且つ 慰めん と 欲す。 (二月) 

罪の 救し 

神 は キリス トを 以て 我等の 罪 を 赦し給 ふたので はない、 彼 は キリストに 由り て 彼が 我等の 罪 を赦レ 

給 ふこと を 示し 給 ふたので ある、 祌はキリストを以て始めて我等の1^-を赦し給ふたのではなぃ、 彼 は 

世の 創始より キリス トが 我等の 罪 を 赦し給 ひしが 如く 之 を 赦し給 ふたので ある、 然 かも 彼 はた^ 赦し 

給 ふたので はない、 キリストが 我等の 罪の ために 苦しみ 給 ひしが 如くに、 之れ が爲に 苦み 給 ひて 之 を 

赦し給 ふたので ある、 我等が 罪 を 犯す たび 毎に 神 は 我等の ために 十字架の 苦 を 重ね、 而 して 之 を赦し 

給 ふので ある、 キリスト は 神の 御 心の 示顯 である、 神 は キリストが 血 を 流し 給 ひしが 如く 苦痛の 極 を- 

繰返して 人の 靠を赦 し 給 ひつ i あるので ある、 無邊 なる 哉 彼の 愛！ 此愛を 見て 悔 改めざる 人の 心の 

頑强 なさよ！  (二月 ソ 

三位 一 體 

祌が萬 物 を 統治め 給 ふ 時、 我等 は 彼を聖 父と 稱し 奉る、 彼が 人と 成りて 人類の 間に 顯 はれ 給 ひし 時 

に、 我等 は 彼を聖 子と 稱し 奉る、 彼が 直に 人の 心に 宿り 給 ふ 時に、 我等 は 彼 を 聖靈と 呼び 奉る、 三位 

の 神が 如何にして ー體 であり 得る 乎、 我等 は 其 奥義 を 解す る 能 はす、 然れ ども 神が 三 様に 我等に 顯は 

れ給 ふこと は 我等の 明白に 實験 する 所な り、 ！ { 布く は榮 光三 位の 神に あれ、 ァ ー メン。 (二月) 
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善の 報 賞 

善を爲 して 直に 其報ゲ J 受けて 善の 可能性 は盡 くるな り、 善を爲 して 其 報 を 受けす して 其 可能性 は 後 

世に 至る まで 存 するな り、 善を爲 して 共た めに 迫害 せられて 善の 可能性 は增大 せられて 後世に 至る も 

盡 きす、 其果を 結びて 永久にまで 存 するな り、 故に 聖 J 曰 は 曰 ふ、 

喜べ 躍り 喜べ、 天に 於て 汝 等の 報 賞 多ければ 也、  せ め 

と、 最も 幸福なる こと は、 善を爲 して 其 報に 與 からざる のみなら す、 却て 之が ために 迫害ら るる 事な 

り。 馬 太 傳五章 十 一 、 十一 一節。 (二月) 

神 と 善 

余輩 は 神 を 信じ 义善を 信す、 余鞏は 神の 無限 を 信じ 又 善の 不滅 を 信す、 余 は 善意 を 以て 爲 された 

る 善の ぎつ i か ぎ-かにて 功 を 奏する を 信す、 余輩 は 善の 絶對的 失敗 を 信す る 能 はす、 故に 善 を 爲すを 

喜び、 叉 少しな りと も 善 を爲す こと を 得さ しめられし を 感謝す。 广 二月) 

大事 業の 成就 

我等 は _ ^んで 此^に 於て 犬なる 事業 を 成す を 得べ し、 必 しも 我等 存命中に 自身 之 を 成す 能 はざる ベ 

し、 然.！ e ども 死 こ. 於て 他人 を 以て 必す之 を 成す を 得べ し、 我等 は 大事 業 を計畫 し、 之れ が爲に 努力 


、のち なしと.？ ゝ 

し、 之れ がた めに 祈禱 し、 終に 之れ がた めに 我等の 生命 を拋 ちて 必す 之を此 に 於て 成就る を 得べ し、 

キリストの 曾 給 ひし 

汝等 すべて 我 名に よりて 祈 求 ふ 所の こと は 我れ すべて 之を爲 さん、 

との 言は此 意味に 於て まことに 然り、 我等 は 彼に 祈 求 ひて 終に 彼の 聖 名に 依る 大學を も 起す を 得べ し、 

社 會をも 改造す る を 得べ し、 此世を化してキリ ス トの國と成すを得べし、希^11-多きかな人生！  (二月) 

甚督敎 の特徵 

宗敎は 道德に 非す、 其 事 は 明白な り、 基督 敎は 道德を 基礎と する 宗敎 なり、 其 事 も 亦 明白な り、 嚴 

正なる 道德を 離れて 基督 敎 あるな し、 故に 謂 ふ、 宗敎の 中に 在りて 基督 敎 のみ 惟り 宗敎に 非す と、 嚴 

正なる 道德 より 分離して 基督 敎は 異邦の 宗敎と 化するな り、 敎 會の唱 ふる 基督 敎は其 原理に 於て、 モ 

アブ 人、 ァ モリ 人、 アマ レク人 等の 宗敎と 何 の 異なる 所な きなり。 C 二月) 

靈の深 湖 . 

深き 哉靈、 靈は 容貌に 非す、 風采に 非す、 學 問に 非す、 境遇に 非す、 遣俾に 非す、 將 亦行爲 にも 

非す、 道德 にも 非す、 靈は靈 にして 人の 深き 所に 存す、 各人の 衷の 意と 心と は 深し (詩篇 六十 四篇六 

節)、 神の 靈 のみ 能く 人の 靈を 知り 給 ふ、 人 は 外より 之を舰 ふて 共 何たる を 知る 能 はす、 人が 人を審 

刺く 能 はざる は 之れ が爲 なり、 故に 彼 は 曰 ひ 給へ り、 
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我が 觀る所 は 人に 異り、 人 は 外の 貌を 3^、  M ホバは 心を觀 るな り、 

と (撒 母 耳 前書 十六 章 七 節)。 (二 》0 

宗 敎 家の 資格 

敎 會を牧 する 者必 しも 宗敎. に 非す、 神 舉を講 する 者必 しも 宗敎 に 非す、 傳道 を計畫 し、 此世 を 

化して キリ ストの 國と 成さん とする ネ、 亦必 しも 宗敎 家に あらざる なり、 宗敎家 は 親しく 神と 交 はる- 

者な り、 モ ー セの 如くに 人が 共 友に 言談ふ 如くに 面 を 合せて 神と 曾 談 ふ^なり、 宗敎家 は 叉 身 は 此^ 

に 在る も靈 は恆 に： 人阈に 在る 者な り、 バウ 口 の 如くに 希 ふ 所 は 身 を 離れて と 偕に 居らん 事な りと 一 百 

ひ 得る 者な り、 神と 親ます、 一大 國を慕 はすして、 人は宗 敎を談 する も宗敎 家に あらざる なり。 出 埃 及 

記 三十 三 章 十 一 節。 寄 林 多 後書 五 章 八 節。 (二月) 

神に 選 まれし お 

舉者 多から す 貴人 多から す 

兄： S よ、 聖召を 蒙れる 汝 等を視 よ、 肉に よれる 智慧 ある 者 多から す、 權威 ある 者 多から す、 貴き 者 

多から ざる 也、 神 は 却て 此 世の 愚かなる 者 を 選び 給へ り、 Eli- れ 智者 を愧か しめんた め 也、 此 世の 弱き 

者 を 選び 給へ り， 是れ强 き 者を愧 かし めんた め 也、 此 世 のぼき^、 貌 らる \ 者、 然り、 無き に 等し 

き 者 を 神 は 選び 給へ り、 是れ自 から 有る と 信す る 者 を 謙り 下らせん が ためなり、 是れ すべての 人の 祌 


の 前に 誇る ことな からん が ためなり、 …… 錄 して 誇る 者 は 主に 因りて 誇るべし と あるが 如し。 哥林多 

前書 一章 卄六 節以ド 改譯。 (二月)  • 

人格の 否認 

人格 人格と 云 ふ、 人格に 由る にあら ざれば 人 を 救 ふ 能 はすと 云 ふ、 若し 果して 爾 うであるなら ば 人 

を 救 ふ 者 は 人であって 神で ない、 而 して 若し 爾 うであるなら ば 基督 敎は 儒敎、 ストア 敎、 武士道と 何 

の 異なる 所 はない。 

然し 余輩 は爾 うは 信じない ので ある、 余輩の 見る 所 を 以てすれば、 聖書 は 人格 を 以てする 救 濟を唱 

へない、 否な、 其 正 反 對を傳 へる、 聖書 は 其 バウ 口 を 以て 曰 ふ、 

善なる 者 は 我れ 卽ち我 肉 (キリスト を 離れた る 我) に 居らざる を 知る、 

我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり、 最早 我れ 生く るに あらす、 キリスト 我に 在りて 生く 

るな り、 今 我れ 肉體に 在りて 生く る は 我 を 愛して 我がた めに 己 を 捨てし 者、 卽ち 神の 子 を 信す る 

に 由って 生く るな り、 

と、 是れ 人格の 沒却を 云 ふので ある、 其 稱讚を 云 ふので ない。 (二月) 

大 なる 小兒 

我は大 なる 小兒 なり、 父と 共に 遊ぶ 者な り、 我れ 彼に 依りて 生き、 彼に 依りて 考へ、 彼に 依りて 行 
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ふ、 我 は 在りて 無き 者な り、 然れ ども 我が 父 我が 衷に 在りて 我 は實に 在る 者な り、 斯の 如くに して 我 

百 歳に 達する も 小 兄な り、 永遠の 永遠まで 小 2^ なり、 感謝すべき 哉。 (一一 一 H0 

神と 共に 働く と 云 ふ 事 

我， 神と 共に 働く と 云 ふは祌 我を按 けて 働き 給 ふとい ふ 事に 非す、 我れ 神の 働ら き 給 ふが 如くに 働 

らく を 云 ふなり、 恰 かも 舟 を 大河の 面に 浮る が 如し、 其 流れに 從 ふて 動くな り、 神 は 沈默を 守りて 無 

爲の 快樂に 耽けり 給 ふ 者に あらす、 彼は活 くる 神に ましまして 時々 刻々 と 働き 給 ふ ものな り、 ^れ山 

嶽を 以て 搫ち 給へば 我 は _ かづ i を 以て 之に 和す るな り、 彼れ 雷電 を 以て 叱咜し 給へば 我 は 小聲を 揚げて 

之に 應 するな り、 彼の 敵 は 我が 敵に して 彼の 味方 は 我が 味方な り、 而 して 彼の 側に 立ちて 戰 ひて 我が 

成功 は確實 なり、 そ は 如何なる 政治 も 權威も 能力 も 終に 彼に 勝つ 能 は ざれば 也。 以弗所 書 一章 廿、 サ 

一 、 廿： -節。 (三月〕 

文明と 福 昔 

文明 は汽， 砲 を 供し、 汽車 を 供し、 電信 を 供し、 電話 を 供す、 文明 は 肉 體に關 する 多くの 快樂と 便利 

と を 供す、 然れ ども 文明 は 平和 を 供せ す、 安心 を 供せ す、 天國を 供せ す、 永生 を 供せ す、 文明 は靈魂 

の 安全に 關し 何の 寅獻 する 所な し、 文明 は 善き 事な り、 然れ ども 福音に 優 さりて 善き 事に あらす、 我 

等 は 文明の 光輝に 眩惑 せられて 福音 の 眞理を 輕視す ベ か らざ る 也。 (三 „=0 


必要なる は 唯 一 

必要なる は 唯一 つと 主 は 曰 ひ 給へ り、 法律に 非す、 軍備に 非す、 工業に 非す、 商業に 非す、 哲學に 

非す、 科舉に 非す、 將た亦 高き 道德 にも 非す、 彼な り、 而 して 彼の 福音な り、 是れ なくして 個人 も、 

家庭 も、 社會 も、 國家も 深き 固き 根抵の 上に 立つ 能 はざる なり。 路加 傳十章 末節。 (一一 一お ソ 

幸福と 十字架 

人類の 幸福 は學 術の 進歩 を 要す、 擧 術の 進歩 は 思想の 自由 を 要す、 思想の 自由 は 政治の 改善 を 要す 

政治の 改善 は 人心の 洗淨を 要す、 人心の 洗 淨は靈 魂の 釋放を 要す、 靈 魂の 釋放は キリストの 十字架 を 

要す、 キリストの 十字架に 由ら すして 人類の 幸福 も 亦 之 を 地上に 於て 見る 能 はざる なり。 (三月〕 

全  き  救 

余輩 は此 世に 在りて 救 はれん と 欲せす、 此 *1 より 救 はれん と 欲す、 此世は 旣に呢 はれた る *1 なり、 

故に 早晚 亡ぶべき 世な り、 故に 此 *1 に 在りて 救 はる」 は 救 はれざる に 等し、 成功す る も 失敗す るに 同 

じ、 余輩 は此 呪， はれた る、 亡ぶべき、 ソ ドムと ゴ モラと に 等しき 世より 救出され て 余輩の 救 を 全うせ 

んと 欲す。 C 三 =o 
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敎 會 の 眞 僞 

敎會 若し 神の 敎會 ならん 乎、 是れ オルガ- ズム にして オルガー ーゼ ー シ ヨンに あらざる なり、 生命の 

から-た 

形成す るお 機 體 にして 人爲の 構造す る體 制に あらざる なり、 敎會は キリストの 體 なりと 酽 へば 其 

今日 世に 稱 する 敎會 にあらざる は 明かな り、 敎會 は聖靈 の 組織す る 生物な り、 宗敎 家の 編制す る 制度 

にあらざる なり、 敎會の 眞僞は 近 *L 科學の 法規に 照らし 見て 瞭 かなり。 (一一 一月〕 

自由の 贵尊 

自由 は 自由の ために 贵 からす、 祌 のために 尊し、 自由 は 勝 乎に 我意 を 行 ふために 貴から す、 神 をし 

て 人の 何等の 干涉 なくして 我に 在りて 働ら かしめ 給 ふが ために 尊し、 自由の 觀 念より 神 を 分離して 自 

由は賤 しむべく して 且つ 危險 なる 者と 化するな り、 神 を 目的と せす して 自由 は 之 を 求むべからざる な 

り。 S3 

信 神、 建德、 愛隣 

言 神と は キリ ス トの御 父なる 眞の神 を 信す る を 云 ふなり、 建 德とは キリス トの 靈卽ち §t 靈の實 を 結 

ぶ を 云 ふなり、 愛隣と は キリストに 在りて 彼の 愛に 勉 されて 隣人 を 愛する を 云 ふなり、 我等の 善行 は 

みづ 

すべて キリストに 由る 善行な り、 故に 我等 は自 から 稱 して 基膂 者と 做すな り。 (三月) 


小 地獄 

余輩 は 小 地獄 を 見たり、 之 を 基督 敎界に 於て 見たり、 之 を其敎 會と摹 校と に 於て 見たり、 ^疑の 精 

紳は其 中に 充ち、 幾 侧の黨 派 は 其 中に 結ばる、 彼等 は 相互 を 兄弟 姉妹と 稱 へて 陷 擠吞噬 を とす、 一一 目 

あり 曰く、 惡 魔の 本 城 は 今や 此 世に 於て あらす して 基督 敎會に 於て ありと、 而 して 此 言の 敢て妄 一一 目に 

あらざる こと を實驗 せし 者 は 蓋し 余輩 一 人に 限らざる べし。 (三月〕 

自力と 信 力 

おのれ か  ちから 

我 は 意志 を 以て 己に 克 たんと せす、 信仰 を 以てす、 我 は 能力 を 以て 世に 勝たん とせす、 仰 を 以て 

す、 我が 意 ふが 如く 成る にあら す、 我が 信す るが 如く 成るな り、 信は自 働に 非す、 自捐 なり、 我に 「我 

れ」 なる 者 全く 無き に 至て 我 は 神と 偕に 萬 物の 主たる を 得るな り。 (五月〕 

義 とする の 力  - 

縱令 我れ 全世界の 人 を 悉く 信者に 作す を 得る と雖も 我は義 とせられす、 縱令 我れ 一 人の 人 を 信者に 

作す を 得すと 雖も我 は 罪せられす、 我 は 神の 義 なる ィ H ス キリスト を 信す るに 由て 義 とせら る、 我が 

, ひ あ-,..' 

義 とせら る、 と 否な と は 我が 行爲に 由ら す、 信仰に 由る、 我れ 口 を 以て 主ィ H スを 表白 はし、 心を以 

て 彼 を 信じて 我 は 何の 善事 をも爲 さすと 雖も救 はる & なり。 羅馬書 十 章 九、 十 節。 (五月〕 
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山 を 動かす の 力 

活かし 給へ、. 敎へ 給へ、 使 ひ 給へ と、 我が 祈 求 ふ 所 は是れ なり、 活動 せんとせ す、 敎導 せんとせ す、 

遂行 せんとせ す、 た 我が 全身 を 開放して 神の 恩 惠の受 器た らんと 欲す、 進んで 取らん とせす、 侯て 

享 けんとす、 而 して 如斯く にして 我が 要求む る 所の 者 は 悉く 與 へられ、 我 は 力に 溢れて 山 を も 動かし 

得る に 至る、 奇し きかな 信仰の 秘訣！ (五 H0 

吾人の 職責 

人 を 信者に 作す は 我の 爲し 得る 所に 非す、 然れ ども 彼に 福音 を證 明す る は 我の 能く 爲し 得る 所な り、 

我の 職責 は 信者 を 作る に 非す、 福 昔を證 明す るに あり、 人の 我が 證明を 受けて 信者と 成る と 成らざる 

と は 我の 關 する 所に あらざる 也。 (五月〕 

敎會と 信仰 

敎會は 菜して 正なる 乎 或 ひ は 邪なる 乎、 余輩 は 能く 其 事 を 知らす、 余輩 は 唯一 事 を 知る、 卽ち 余輩 

が 敎會に 近づく 時 は 余輩の 信仰の 冷却す る 時なる こと を、 余輩が 祌に 最も 近く、 眞理に 最も 熱き 時 は 

余輩が 敎會に 遠 かる 時な り、 余輩 は自 から 好んで 敎 會を棄 てし にあら す、 靈 魂の 必要に 逼られ て 止む 

を 得す 之 を 去りし なり、 余輩 は 實験的 無敎會 信者な り、 論理的 無敎會 信者に あらざる なり。 (五月) 


敎會と 余攀と 

敎 會は此 世に 勢力 を 得て 之 を 化して キリス トの國 と 成さん と 欲す、 余輩 は キリ ストの 天より 降り 給 

ひて 此世を 己に 服 はせ 給 ふを俟 つ、 敎會は 多數を 得ん と 欲す、 余輩 は 信者なる 者の 世の 終まで 少数な 

る を il^ す、 敎會は 信者 を 作らん と 欲す、 余輩 は 福音 を證明 せんと 欲す、 敎會は 比 恥と 和 せんと 欲す、 

二  ：レ わ 

余 Ssf は此 世の 其 創始より 神の 敵なる を 知れば 終まで 之と 偕なら ざらん と 欲す、 敎會と 余輩と 相 ujj る甚 

だ 遠し、 余輩 は 到底 敎會 と共に 歩む 能 はざる なり。 (五 ガ) 

眞理の 直 道 

人 を 信者に 成さん とする 乎、 方便 も 必要な らん、 政略 も 必要な らん、 權謀、 術數、 何 X- か、 め. 要なら 

ざらん や、 然れ ども 神の 眞理 を證明 せんとして 方便、 政略、 何の ffl あるな し、 唯 「否な、 否な、 然り、 

然り」 にて 足る、 人の 智慧の 婉 一一 =11 を 用 ひす 唯靈と 能の 證を用 ふ、 要は 神の 道 を §ー さ t,- らんこと なり、 

. '人の 信者と 成る と 否な と は 我が 關 する 所に あらざる なり。 哥林多 後書 四 章 二 節。 (五月) 

永遠の 我れ 

我 は 我が 齢を數 へざる べし、 我 は 永遠に 生くべき 者 なれば なり。 

我 は 我が 過去 を 顧ざる べし、 我 は 永遠に 進むべき 者 なれば なり。 
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神に 在りて は 千年 は 一 日の 如し、 彼 は 昨日 も 今日 も 永遠まで も變ら ざるな り、 我 は 神と 共に 歩みて 

我に 歳月 あるな し、 我に 唯 永遠の 現在の み 有りて、 過去と 未来と は 有らざる なり。 (五月) 

迷路に 立ちての 祈禱 

神様、 私が 爲 さんと 欲する 事 は 成りません、 亦 他人が 私 を 以て 爲 さんと 欲する こと も 成りません、 

唯 貴 神が 私 を 以て 爲 さんと 欲し 給 ふ 事の みが 成る のであります、 神様、 ドウ ゾ貴 神が 私 を 以て 何を爲 

さんと 欲し 給 ふ 乎、 其 事を敎 へて 下さい、 サゥ して 其 事の 私に 解った 以上 は 私が 私に 力の 有る と 無い 

と を 顧る ことなく、 又 他人に 何の 遠慮す る ことなく、 唯 大膽に 其 事に 從事 する ことの 35 來る やうに 私 

を援 けて 下さい、 ァ ー メン 。(五月) 

甚督 信者の 休总 

我れ 休息 を 求めて 得 ざり き、 之 を 山に 求めて 得 ざり き、 之 を 海に 求めて 得 ざり き、 然れ ども イエス 

キリ ストの 御 父なる 眞の 神に 求めて 充分に 得たり き、 彼に 信賴 みて 工場の 囂々 たる も レバ ノン 山の 寂 

寂た るが 如し、 市場の 鬧々 たる も ガリ ラャ 海の 洋々 たるが 如し、 休息 は 之 を 外に 於て 求む ベから す、 

衷に 於て 求むべし、 我 は 我が 衷に 大空の それに 等しき 寂 靜を發 見し 得る を 感謝す。 (五月) 

宗敎の 製作 


基督 敎を 首と し、 懦敎を 胴と し、. 佛敎を 手と し、 神道 を 足と し、 以て 世界的 宗敎を 作れり と稱 す、 

然れ ども 如何せん、 誰か 其 中に 生命 を 吹 入 せんや、 世界的 宗敎を 作る は 小兒の 玩具 を 作る が 如く 易し、 

然れ ども 全能の 祌 のみ 能く 生命 を 與へ給 ふ、 宗教 若し 人の 生命なら すん ば 之 を 作る も 何の 益 あらん や、 

余輩 は 今 も 尙ほァ ブラ ハ ム の 神、 イサクの 神、 ヤコ プの神 を 宇宙 唯一 の 神と して 拜 する 者な り。 (五月〕 

最大の 事 

信者た る は 傳道師 たるよりも 大 なり、 信者た る は神舉 者た るよりも 大 なり、 神 を 信す る は 敎會を 起 

すよりも 大 なり、 祌を 信す る は 萬 人を敎 化する よりも 大 なり、 信、 信仰、 信頼、 人が 爲し 得る 最大の 

事業 は 自己 を 忘れ、 自己に 死し、 神 を 信じ 彼に 依頼み て 生く る ことなり。 (五月〕 

人の 善惡 

人の 爲す事 は 悉く 惡 なり、 彼の 爲す惡 は 勿論 惡 なり、 彼の 爲す善 も亦惡 なり、 彼の 性が 惡 なれば な 

お,、  ひとりご 

り、 惟り 神の 遣り 給 ひし 其 一子の み 善な り、 而 して 人に 在りて は 惟り 彼 を 信す る ことのみ 善な り、 世 

は 勿論 此事を 知らす、 然れ ども 聖書 は 明かに 此事を 示す、 而 して 我等 も 亦 ssil に敎 へられて 明かに 此 

事 を 知るな り。 (五月〕 

謂 ゆる 進步 
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むか ふみ ザ 

R の 謂 ゆる 進歩と は 富 源の 開發 なり、 快 樂の增 進な り、 唯向不 見に 進む ことなり、 何に 向て 進む 乎 

を 知らす、 唯 まに 牽 かれ i より 押されて 止む を 得す 進むな り、 其 果して 進歩なる や 退歩なる や を 知ら 

t 唯^が 之 を 進歩と 稱す るが 故に 爾か稱 するな り、 或 ひ は 地獄の 底に 向ての 進歩なる や も 計られす、 

多分 然 らん、 然れ ども 靜止 する 能 はざる が 故に 止む を 得す 進むな り、 不信者 は 勿論 進むな り、 借 者 も 

不育 者と 共に 進むな り、 煙 も 響と 電光の 閃と を 以て 進むな り。 (五月〕 

戰爭 と繁榮 

戰爭の 後に 繁榮來 る、 繁 榮は惡 魔の 事 なれば 也、 繁榮は 幸福の 增進 にあら す、 慾 心の 冗 進な り、 誰 

か 知らん や、 祌の聖 眼より 見て、 繁榮 は戰ゅ 相當の 刑罰に あらざる こと を。 (五 ガ) 

個人性の 衰退 

今や 大政 宵 ありと 雖も 一 人の ピ ッ ト 又は グラ ッド スト 1- ン あるな し、 今や 多くの 美術 學校 ありと 雖 

も  一、 C ラフ ハ エル 叉 は レム ブラント あるな し、 多くの 昔 樂學校 ありと 雖も 一 人の ハ ン、 デル 义 はべ ー 

ト ー ベ ン あるな し、 多くの 大舉 ありと 雖も 一 人の 二 ュ ー トン 又は 力 ン ト あるな し、 今 は 集合の 時代な 

n, 蜀」 ュの寺 e にあらざる なり、 今や 人 は 團體を 作る にあら ざれば 何事 を も 爲す能 はざる たり 贵 t 

ベ き^ 人^の 衰退に して 實に令 日の 如き は あらざる なり。 C 五". 一 


「活 動」 

今や 「活動」 と 云へば 有 や 無 やの 問に 倒ら く 事な り、 多く 金 を 儲けて 多く 之 を 散す る 事な り、 汽車 

電車に 乘 りて 飛 廻る ことなり、 演壇に 立ちて 叫ぶ ことなり、 靜 かに 祈る ことに あらす、 默 して 考 ふる 

ことに あらす、 §^靈の露を；大ょり求めて之を以て人を潤すことにぁらす、 「活動」 は體を 動す ことな 

り、 靈を 活かす ことに あらざる なり。 f 五月 J 

無政府主義者に 非す 

無 敎會； 者 は 宗敎 界の 無政府主義者に あらざる なり、 そ は 彼等 は自 から 進んで 敎會を 毀たん と 欲す 

る 者に あら ざれば なり、 無敎會 信者 は敎會 の汚濱 に觸れ ざらん と 欲する のみ、 中： の誡 命に 從ひ、 彼の 

罪に 共に 與り、 彼の 災に 共に 遭 ふこと を 免れん が爲 めに 其 中より 出ん と 欲する のみ (默 示錄 十八 章 g; 

節)、 敎<!1 は 先づ其 中に 背信、 媚俗、 讒害、 毀 謗、 妒忌、 忿爭 等の 諸惡の 盛に 行 はれざる や 否や を 探 

るべき なり、 而 して 後に 無敎會 信者の 菜して 敎會 の破壞 者なる や 否や を定 むべき なり。 「五お) 

行 路 易 し 

信ぜよ 信ぜよ、 然り 信せ よ 信せ よ、 彼 をして 衷に 在りて 動かしめ よ、 汝の衷 に 在る 者 は 世の 衷に在 

る 者よりも 强し、 彼 は汝に 代り 汝の心 を 潔め、 汝の 身を强 くし、 汝の行 を Kill うし、 汝が爲 すべき 凡て 
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みづ  つと 

のこと を 容易に 且つ 完全に 爲し給 ふべ し、 信仰 は 世に 勝つ の 力なり、 而 して 信仰 は自 から 力めす して 

愛の 父に 自己 を 信し 奉る ことなり、 言 ふ 勿れ 行路 難しと、 彼に 信し まつりて、 太 行の 路、 巫峽の 水、 

人情 反覆の 間に 在る も 行路 易し。 ヨハネ 第一 書 四 章 叫 節。 (六月) 

自我の 絶滅 

人 は 自己に 死せ るを唱 ふ、 我 は 神に 殺されし を 語る、 我に 獨り 自己に 死す る勇氣 あるな し、 然れど 

も 神 は 其 恩惠を 以て 我 を 殺し 給へ り、 我が 義は之 を 否定し 給 ひて 之に 代 ふるに 彼の 義を 以てし 給へ り、 

我が 計 畫は之 を 敗り 給 ひて 彼の 聖旨 を 我に 在りて 成し 給へ り、 彼は衷 より 叉 外より 我れ なる 者 を 無く 

し 給 へり、 バウ 口の 曰 ひし、 

我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり、 最早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在て 生けるな 

り、 今、 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我がた めに 己 を 拾し 者、 卽ち 神の 子 を 信す るに 由 

て 生けるな り 

との 首の 一 字 一 句 悉く 文字通りに 我 言なる を 我 は 感謝す。 加 拉太書 一 一章 廿節。 (六月) 

宗 敎 の 眞 偽 

眞の 宗敎は 一年草に 非す、 今年 種て 今年 * を 結ぶ 者に 非す、 露の 宗敎は 百歳樹 にあら ざれば 千年 樹 

なり、 今年 種て 百年 又は 千年の 後に 始めて を 結ぶ 者な り、 其 祖師 は 十字架に 釘 けられ、 其 使徒 は 或 


ひは燒 かれ 或 ひ は 屠られ、 其數 多の 弟子 は數十 百年に 涉り、 政府に 忌まれ、 敎會に 憎まれ、 塵 據の如 

くに 世に 扱 はれて、 而 して 後に 始めて 肚に基 を 据える を 得るな り、 宗敎の 尊き は 是れが ためなり、 渠 

の 今年 種て 今年 生え、 數 年なら すして 敎會 として 起り、 勢力と して 世に 迎 へらる- - 者の 如き は、 是れ 

眞の 宗敎に 非す、 偽の 宗敎 なり、 野の 草の 如き、 林の 灌木の 如き、 今日 野に 在りて 明日 爐に投 入れら 

る k 者な り、 信すべからざる は 成功 を 急ぎ、 叉 は 早く 成功せ し宗敎 なり。 (六月 ソ 

今昔の 敵 

昔 は壓制 は劍を 以て 行 はれたり、 今や 壓制は 金 を 以て 行 はる、 昔 は 勇者 は劍を 恐れ ざり き、 今や 男 

者 は 金 を 恐る ベから す、 昔 は劍に 勝て 世に 勝つ を 得たり、 今や 金に 勝つ にあら ざれば 世に 勝つ 能 はす、 

んマゃ クリスチャンの 敵 は劍に 非す、 金な り、 我等 信仰 を 堅く して 禦ぎ、 彼 をして 我等の 上に 主たら し 

むべ からざる 也。 (六月 ，> 

寂寞と 獎勵 

千 人 は汝の 左に 仆れ、 萬 人 は汝の 右に 斃る、 然れど 其 災害 は汝に 近づく こと 莫 らんと 主 は 宣べ給 ふ、 

千 人 は 我が 左に 俗 社會に 降り 萬 人 は 我が 右に 俗 敎會に 入る、 然れど 主 は 我 を 護り 給 ひて 我が 彼に 依る 

獨立を 維持し 給 はん、 彼に 依頼み て 我は强 し、 我 は 永久に 獨り エホバと 共に 立たん。 詩篇 第 九十 ー篇 

七 節。 (六月〕 
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平和と 合同 

=i„ -界の 平和 は 協議せられ て國 民の 軍備 は 歳と 共に 擴 張せられ、 敎會の 介 M は i? 道せられ て 信者の 嫉 

U? は 日々 に 5 ほ々 甚だし、 依て 知る 平和 も 合同 も 人の 手に 由て 来らざる こと を、 M ホバが 諸の 圃の間 を 

S き、 1  くの 民 を 贵め給 はん 時に、 彼等 は劍を 打更て 鋤と なし、 其ぎ を打更 へて 錄 となし；； 國 は國は J、 

ひて 劍を舉 げす、 戰爭の 事 を W び學 ばざる べしと あり、 叉 H ッ サイの 根 起ちて 諸の 民の 旅と なり、 諸 

の 之に 獸 * ふ 時に エフ ライムの 猜は 失せ、 ュ ダを惱 ます 者は斷 たれ、 ヱ フライ ムはュ ダを猜 ます 

ュダは H フライ ムを惱 ますこと なかるべし となり、 エホバ 御自身に して 判 人となり、 H ッ サイの # な 

るィヱ ス にして 諸 民の は： Si しとな り 給 ふまで は 平和と 合同と は， に 行 はれざる たり、 而 して 我等 は 静か 

にして 北ハ 日の 到來を 待つ 者な り。 以赛亜 書 二 章 節。 仝 十一 章 十 節 以下。 (六" - 

傳 道の 效果 

人が 此世を 善くな さんが 爲の傳 道に あらす、 神が キリ ス トを W て^を 治め 給 ふ 時に „^ へんが ための 

傳道 なり、 傳道は キリストの W 顧と 信者の 復活と を 待て 始めて 功 を 奏する 事業な り、 現， に 於て 傳道 

の效 果を牧 めんと 欲して 1^" 人 は失& おせ ざらん と 欲する も 得ざる なり。 (六月) 

四 福 音 書 


イエス を アブラハムの 裔 なる ダビデの 裔、 卽ち ユダヤ人の 王と して 觀 たる 者が lit 太傳 である (一章 

一節〕、 彼を權 能の 實現、 卽ち羅 馬 人の 现想 として 觀 たる 者が 馬 可 傅で ある、 彼 を 神の 子なる アダム 

を はり  こと 5,1 

の 子、 卽ち 人類の 王と して 觀 たる 者が 路加 傅で ある (三 章 末節〕、 而 して 終に 彼 を 道卽ち 宇宙の 3aJ 现 

として 觀 たる 者が 約翰傳 である (一章 一節)、 羅馬天 中- 敎會 は爲 太傳を 以て 起り (十六 章 十八 節)、 

ぺ テ 口 の； i 昔なる 馬 可傳を 以て 維持 せらる、 新敎諸 敎會は バウ n の 福 昔なる 路加 傳を 以て 起った、 而 

して 今や 無 敎き乂 は 超 敎會は 約 翰傳を 以て 起り っ& ある、 約 翰傳は 確かに 第一 ； 十阯紀 以後の 福 昔で あ 

る、 此 書の 理想の 實 現せら る k 時に 羅馬 敎會 もなければ 新敎 諸敎會 もない、 其 時、 祌は 敎義を 以て 傅 

へられす して 愛 を 以て 示され、 愛な き 者 は 神 を識ら すと 稱 はれて 不信者と 認められ、 祌を 愛する 者 は 

亦其兄^^をも愛すべ しと へ られて 人 を 愛する 者の み 者と して 納 けらる i に. ム，. i るので ある。 「六 =^:) 

愛の 遍在と 其實現 

愛 は 者に 於て 在る、 不信者に 於て 在る、 獸に 於て 在る、 禽に 於て 在る、 魚に 於て 在る、 蟲に 於て 

在る、 然り 或る 形の 愛 は 植物に 於て 在る、 驟 物に 於て 在る、 愛 は 宇宙に？ I】 在す る、 是れ卽 ち 宇宙 は 愛 

なる 神の 造り 給 ひし 者で ある 證據 である、 然しながら 愛 は 其 最上の 狀 態に 於て ィ H ス キリス トを 以て 

己を顯 はし 給 ひし エホバの 神に 於て 在る、 彼 は 愛で ある、 純愛で ある、 至上の 愛で ある、 愛の 源で あ 

つて 其 精で ある、 故に <f.^l^ は^に キリストの 愛を說 いて ゆに 無い 者を說 くので はない、 余輩 は 父子の 

愛の 其 源を說 くので ある、 夫 _ ^の 愛の 其 粹を說 くので ある、 .2:1 をして 謠 はしむ る 愛、 花 をして 開かし 
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むる 愛、 其 愛の 出 處を說 くので ある、 余輩 は 愛 を 以て 世に 勝たん とする、 卽ち愛 をして 最大 勢力たら 

しめんと する、 キリストの 福 昔の 畢る所 は 愛の 全能 全勝で ある、 其 他の 事 は 之に 達する ための 楷 段で 

ある、 キリストの 愛が 人類 は 勿論、 宇宙 萬 物に 至る まで 充ち滿 ちし 時に 祌の國 は 臨んだ ので ある。 

(六月) 

善 行の 感謝 

人 を 永久に 救 ひ 又は 絕對 的に 助く る 事 は是れ 人の 爲し 得る 所でない、 是れは 祌の聖 事で ある、 人 は 

僅かに 暫時 的に 又は 部分的に 人 を 助け 又は 救 ひ 得る ので ある、 故に 我等 は 縱令ー 日な りと も、 又は 半 

日な りと も、 叉 は 一 時間な りと も 又は 一 分 間な りと も、 人 を 慰め 义は 喜ばす こと を 得、 又は 一 歩な り 

とも 又は 一 寸 なりと も 彼 を 前に 進め 又は 上へ 舉 ぐる こと を 得ば、 其れで 喜び 且つ 滿 足すべき である、 

十 年 人に 道 を說て 終に 彼 を 信者に 作す を 得 ざり しとて 決して 失望すべき でない、 十 年 彼 を 慰む る を 得、 

多少の 虞理を 彼に 傳 ふる を 得、 幾分な りと も 彼の 向上 を 助く る を 得しの 故 を 以て、 神に 感謝し、 叉自 

から も滿 足すべき である、 我等 は 信者 を 作る ための 敎會の 俥道師 ではない、 我等 は 善を爲 すため の 神 

の 子供で ある、 我等 は 善を爲 したいの である、 信者 を 作りたい ので はない、 而 して キリスト は 宜敎師 

又は 牧師、 傳道師 と は 異なり、 信者 を 作り 得ない とて 我等 を 責め 給 はない、 彼 は寬大 である、 叉慈惠 

深く ある、 彼 は 首 ひ 給 ふた、 

我 名の 爲に 一 杯の 水 にても 汝 等に 飮 まする 者 は 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 其 人 は 報 賞 を 失 はざる 也 


と、 我等 は 時 を 得る も、 時 を 得ざる も、 すべての 機會を 利用し、 すべての 人に 對し、 小善 大 善の 區刖 

を 立つ る ことなく、 聖 名のた めに 善事 を爲 すべきで ある。 (六月) 

安樂の 途 

人に 親切 を爲 さる k は樂 し、 然れ ども 人に 親切 を爲 すは更 らに樂 し、 人より 親切 を受 くる は 難し、 

人に 親切 を 施す は 易し、 我等 はより 易き 途を 取て より 多く 樂 しむべきな り。 (六月) 

我等の 祈禱 

神よ、 我 は汝に 我と 我家と を 福 ひし 給へ と 祈らす、 我等 を 汝の屬 として 役 ひ 給へ と禱 る、 我等に 善 

き 物 を與へ 給へ と 祈らす、 我等 をして 我等の 有する すべての 物 を 汝に獻 げしめ 給へ と禱 る、 汝が 我等 

に ドし給 ふ 最大の 齊賜は 謙 下りた る 要求せ ざる 心なり、 而 して 汝はィ エス キリス トに 由り て 此心を 我 

等に 下し 給 ふ を 感謝す。 C 六月) 

審判/、 勿れ 

人 は大を 知る を 得べ し、 小 を 知る を 得べ し、 Eill を 知る を 得べ し、 蟲を 知る を 得べ し、 海と 睦 と 其 中 

に 在る すべての 物 を 知る を 得べ し、 然れ ども 人 は 人 を 知る 能 はす、 殊に 其 心 を 知る 能 はす、 神の み 惟 

り 人と 其 心と を 知り 給 ふ、 人類の 智識が 其 進歩の 極に 達して、 其、 人に 就て 正確に 知る 所 は 何人も 神 
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の 前に 立て §S 人な りとの 一事に 止まる、. 然れ ども 人は自 から 此事を さへ も 知る 能 は ざり し、 祌の 啓示 

に 由て 此事を 知る を 得たり、 人が 自 から 人に 就て 知る 所 は 零な り、 故に 人 は 相ず； を 審判くべからざる 

なり。 (六月) 

國 のために 憂 ふ 

我 は 我國に 多くの 智者 ある を 見る、 我 は 我國に 多くの 勇者 ある を 見る、 然れ ども 我 は 我國に 多くの 

義人 ある を 見る 能 はす、 然り、 少數の 義人 すら ある を 見る 能 はす、 我れ 我國 のために 憂 ふる は玆 にあ 

り、 我 は！！：々 我 神に 祈る、 彼が 我國に 多くの 義人 を 起し 給 はんこと を。 (七 =0 

德 と 義 

德は 得な り、 利得 を 目的と する 人の 道な り、 義は教 なり、 利 5 化 を 眼中に 置かざる 神の 道たり、 德は 

計算 的な り、 義は 確信 的な り、 德は 政治 に 由て 唱 へられ、 義は キリストに 由て 傅 へらる、 我等 キリ 

ストの 弟子た る 者 は 幸 幅 を 計りて 德を講 する を 要せす、 神の 前に 聖 からん と 欲し 唯單ら に義を 求む ベ 

き 也。 (七月.) 

訴 ふべき 所 

困難 を 有司に 訴 ふる も 益な し、 そ は 有司に 有司 自身の 大 なる 困難 あれば なり、 悲痛 を 社 會に訴 ふる 


も 益な し、 そ は 社會に は社會 自身の 大 なる 悲痛 あれば なり、 困難と 悲痛と は 之 を眞の 神に 訴ふ べし、 

o-^s*..  ち.； * ら  i^v  すべての 

彼に 是等を 除去り て 尙ほ餘 り あるの 能力 存す、 彼は與 へて 求めす、 彼 は咎る ことなく 惜 ますして 衆 

人に 予へ給 ふ、 有司と 社 食との 外に 1^ ふるに 所な き 者は憐 むべき かな、 其 避 所 又 力、 難め る 時の 最と 

ちか ii すけ  も  ？ぃは 

近き 助と して H ホバの 神 を 有つ 者 は 福 ひなる かな。 詩篇 W 十六 篇 一節。 (七 》0 

進化の 法則 

一一 目 ふ、 進化 は 生存 競爭 にあり、 故に 投助を 要せす、 誘導 を 要せす、 唯兢爭 をして 人 を 進化せ しむれ 

ば 足る と、 兹に 於て か 無慈悲の 敎育 あり、 殘 忍の 商業 あり、 一人が 成功 せんがた めに は.^ 人 は 失敗し、 

一人が 選拔 せられん がた めに ほ 萬 人 は振墜 る、 歡ぶ者 は §1 くして 泣く 者 は 多く、 起つ 者 は 少数に して 

幾る、 者 は 多数な り、 而 かも 言 ふ是れ 天然の 法則に して 進歩の 原理な りと、 誠に 此^の 靈は キリスト 

の 靈と相 敵る、 悪魔 を i: んで 「此 世の 主」 と稱 する は 敢て怪 むに 足らざる なり。 約翰傳 十二 章卅 一節。 

(七 =o 

信者に 非す 信者 也 

< ^は 信者で ない、 佘 は敎會 のき 員で ない、 余 は 洗 f を 受けない、 式に 與 からない、 仰茵 條に署 

名し ない、 監督、 長老、 執事、 牧師、 傳道師 など 云 ふ、 人の 定めし；^ 職の 敎樣を 認めない、 へよ は 其 意 

味に 於て 信者で ない、 不信者で ある。 
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しらべ 

然れ ども 余 は 信者で ある、 余 は ナザレの ィ H スを 余の 理想と して 仰ぐ、 余 は 彼の 僕た らんと 欲する- 

余 は 彼 を 神と して 拜 する に禱路 しない、 余 は 彼の ためとな らば 余の すべて を棄 るを惜 まない、 余 は 彼 

の聖 名のた めに は 世の 詣 誶を受 くる を跃 はない、 余 は 人と しての 最大 名眷は 彼れ ナザ レのィ H スのた 

みづ 

めに 粉身碎 骨、 以て 命 を 終る ことで あると 信す る、 其 意味に 於て 余 は 確かに 信者で ある、 余 は 自力ら 

ィ ェ スの 弟子な りと 稱 して 恥ない。 

斯の 如くに して 余 は 所謂 基督 敎 會に對 して は 信者で ない、 不信者で ある、 然れ ども キリストの 敵な 

る此 f に對 して は 信者で ある、 故に 宜敎 師、 監督、 長老、 牧師、 傳 道師、 其 他敎會 信者 全 體に對 して 

は 余 は 信者で ない と 言 ふ、 然れ ども キリスト を喇 けり、 彼の 福音 を 斥く る 此世全 體に對 して は 余 は 信 

者で ある、 イエス の 弟子で あると 斷 言して 憚らない。 (七月〕 

一一 n 仰と 愛 

信仰 は 武器で ある、 余輩 は 信仰 を 以て 暗 黑を排 ひ、 厭 制 を 挫き、 束縛 を斷 ち、 自由 を 獲て 光明に 入 

らんと する。 

愛 は 治平で ある、 余 聚は愛 を 以て 瘡痍を 癒し、 恩惠を 施し、 平和 を 結び、 自由 を樂 しみ、 光明 を增 

さんと する 0 

此^の 世に 在りて 信仰の 武器 を 揮 はすして 自由と 平和と を 獲得す る こと は出來 ない、 其れと 同時に 

愛の 恩 撫を缺 いて 戰て 得し 自由と 平和と を 享受す る こと は 出来ない、 信仰、 愛に 先 だつ にあら ざれば 


愛 は 進ら れ ない、 愛、 信仰に i くに あら ざれば 信仰 は無效 となる、 信仰と 愛と は相携 へて 進むべき 者 

である。 

。ハウ ：！ に學 びて 束縛 を斷 ち、 ヨハネに 敎 へられて 自由 を樂 む、 我等 は 信仰の 人で あると 同時に 叉 

の 人た るべき である。 

平和の 福音 を， 船と して 足に 穿き、 信仰の 盾 を 取りて 悉く 惡 者の 火箭 を滅 すべし。 以弗所 書 六 章 十 

五、 十六 節。 (七月) 

社會の 審判 

我 は 社會に かれす、 社會を 11 判くな り、 我 は 罪人な りと 雖も 社會の 如き 大罪 人に あらざる 也、 

社 會は人 を 殺す こと 無 救、 姦淫 を 公許し、 虛僞を 認容す、 罪 惡の社 會は我 を 審判く の 權利を 有せす、 

其 批評の 如き は 全然 之 を 無視して 可な り。 (七お) 

敎會の 必要 

若し 敎會が 必要で あると 云 ふなら ば、 それ は 祌に對 し 人に 對 して、 我等の 信仰 を 維持す るた めに 必要 

であるの ではない、 敎 會は敎 會に對 して 我等の 主張 を 維持す るた めに 必要で ある、 敎會の 必要 を 促す 

者 は敎會 である、 敎會 がなくなる 時に 敎會は 不必要になる ので ある。 (七月) 
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海 乎 山 乎 

大量 海の 如しと 云 ふ、 實に海 は廣く ある、 然し 其 水 は 苦く ある、 其 中に 多くの 怪獸は 棲む、 芳しと 

云 ひ、 淸 しと 云ふ點 より 見て 海 は 決して 理想と すべき 者で ない、 其點に 於て は 山間の 細流 は遙 かに 海 

洋に勝 さる、 淸きは 之 を 大海に 於て 求む ベから す、 溪 流に 於て 探るべき である、 廣き人 は 濁り 狹き人 

は淸 し、 稽 へざる ベから す。 (八 S 

ill, 、んキ • 祈るべし 

テサ& 1 一 ケ 前書 五 章 十七 節 

斷 えす 祈 禱の狀 態に 於て 在るべし、 常に 心を虚 うし、 凡ての 善き 物 を 神より 求めん と 欲する 謙遞に 

居るべし、 必 しも 時 を 定めて 祈る に 及ばす、 高 壇に 立て 天 を 仰で 叫ぶ を 要せす、 唯斷 えす 祈るべし、 

出る 時に 祈るべし、 人る 時に 祈るべし、 友 を訪ふ 時に 友誼 的 訪問の 有效 ならん こと を 祈るべし、 人に 

物 を 贈る 時に その 彼 を 益して 害せ ざらん こと を 祈るべし、 我等 の 日々 に爲す 小善 の 神の 祝福 の 下に 善 

き 菜 を^ばん こと を 祈るべし、 森々 たる 車中に 祈るべし、 森々 たる 樹 下に 祈るべし、 筆 を 執る 時、 斧 

を 振 ふ 時、 鋤 を 乎に する 時に 祈るべし、 然り斷 えす 祈るべし、 祈禱を 以て 生命と 爲 すべし。 C 八 =o 

三 個の 駄 nl  ： 


基督 敎で なければ 駄目で ある、 外 闽傅來 の 敎會の 基督 敎 では 駄目で ある、 神 御自身が n 木 人の 巾よ 

り 起し 給 ひし 基督 敎 でなければ 駄目で ある、 而 して 祌は 今や 此國を 惠み給 ひて、 此國 自生の 多くの ィ 

i スの 弟子 を 起し 給 ひつ、 ある、 赏に 感謝すべき 察で ある。 (八 =0 

信仰的 避暑 

避暑 は 信仰的に も 之 を 行 ふこと が出來 る、 信仰的 避暑 は實は 最も 有效 なる 避暑で ある。 

爲し 難き 審を自 から 努めて 爲 さんと せす、 上よりの 力の 降る を 待て 擾に爲 し 得る の雍 を？； i? す、 ^^はこ 

心を虛 うし、 神が 北 ハ靈を 降して 之を充 たし 給 ふ を 待つ、 如斯 くに 爲 して 努力な きが 故に 4_ 《熟の 我 身に 

及ぼす 應迫を 感じない、 我 は 惡に抗 せざる が 如くに 暴に 抗 せざる が 故に、 暑は我を苦しめる；5^が出來 

ない。 

如斯 くにして 信仰的 避暑 法 は 信仰的 生活法で ある、 暴氣 に， 吸らない、 我等 神 を 信す る 者 は M 一  の 方 

法 を 以てすべ ての 權迫を 避く るので ある、 政治的 壓制を も如斯 くにして 避く る、 社 會的乂 は 敎會的 迫 

害 を も如斯 くにして 避く る、 貧の 苦痛 を も如斯 くにして 避く る、 疾病の s』 苦 を も如圻 くにし くる、 

き よ， £ ま ヒて。 ：4r ク" お 3^ き。 あは。. あに。 (- 八. 0. 

確實 なる 三 事 

人生 萬 事 悉く 不安な り、 北ハ 中に^り て 唯 三 事の 山嶽よりも 確實 なる あり、 我が 一度 は必す 死すべき. 

5S; 十. S  ほ 一一 
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事 其 一な り、 キリストの 死より 甦り 給 ひし 事 其 二な り、 彼に 依りて 我 も 亦 死より 甦り 得る 事 其 一二な り、 

地 移り、 海鳴り、 山 は 動く とも 可な り、 是等三 事の 確實 なる ありて 我心 は 動かざる べし。 C 九お〕 

眞 の自. S 

自由 は 意志の 自. E に 限らす、 叉 思想の 自由に 止まらす、 實 行の 自由 を も 意 ふ、 我れ 我が 爲 さんと 欲 

する 事 を 爲すを 得て 我に 眞 正の 自由 有るな り、 而 して 神が キリ ス トを 以て 信者に 賜 ふ 自由 は此 自由な 

り、 困難の 山 を も 動かし、 積弊の 桑樹 をも拔 きて 海に 移し 得る の 自由な り、 信者の 特權は 神の 全能の 

使用 權に 他なら す、 而 して 未だ 此特權 に與ら すして 人 は 未だ 神の 子の 自由に 人れ りと 云 ふ 能 はざる な 

り。 (九 =0 

神 の 恩 惠  . 

我が 道德を 以て も 救 はれない、 我が 事業 を 以て も 救 はれない、 我が 思想 を 以て も 救 はれない、 然り、 

我が 信仰 を 以て も 救 はれない、 神の 恩惠に 由て 救 はる k ので ある、 神の 恩惠、 神の 恩惠、 萬 事 は 之に 

^する ので ある、 是れ ありせば 罪人 も 救 はる k ので ある、 惡人も 救 はる、 ので ある、 敎會に 人ら すと 

も 救 はる k ので ある、 洗 II を 受けす とも 救 はる k ので ある、 社會 改良 乂は 敎勢擴 張に 從事 せす とも 救 

はる K ので ある、 神の 恩惠、 夫れ， 1< 土 上 者 は 忘恩 者 及び 不善 者にまで 慈愛 を 施し 絵 ふと、 此事を 知りて 

我 に 無^ の 歡 喜と 無^ の 平和と が あるので ある、 此 無限の 慈愛 の 掌中 に 在りて 宇內 何物 も 我 を 害 ふ こ 


とが 屮： 來な いので ある、 我が 不德は 我が 救 はる、 の 障害と ならない、 叉， も 惡魔も 我 を 我 父の 乎より 

. 奪 ふ 事が 出来ない ので ある。 路加 傳六章 三十 五節。 r 九 

祌の實 在 

祌は 偶像に 非す、 幻 象に 非す、 E 心 想に 非す、 美名に 非 や、 神 は實在 者な り、 性格 を „ ^(へたる ペルソ 

シ なり、 父な り、 王な り、 友な り、 救 者な り、 故に 神に 祈る は 蒼天に 向て 叫ぶ に 非す、 乂自 巳と 相對 

して 語る に 非す、 モ ーセ の如くに人が其友に言^ふが如くに神と面を合はして：^^iることなり- 祌 にし 

て 若し 「人」 なら すん ば 彼に 祈る も 何の 益 あるな し、 神に 来る 者 は 神 ある を 信じ、 且つ 彼の 必ず 己に 

求む る 者に 報 賞 を 賜 ふ 者なる を 信ずべき なり。 希 伯 來書十 一 章 六 節。 (： 九：： =:」 

密 室の 奉仕 

金と 銀と は 我に 有るな し、 我は此 世 の 財貨と 勢力と を 以て 我 友に 酬 ゆる 能 はす、 然れ ども 我に は 又 

我 神が 我に 賜 ひし 獨特の 能力 ある を 信す、 我 は 密室に 跪 坐して 我 友の ために 何事 か 善事 を爲し 得べ し 

と 信す、 我 は 祈 禱は單 に 感情な りと 信す る 能 はす、 我 は 祈禱を 以て 寳際 的に 我 友 を投け 得べ しと 信す、 

祈 禱に從 事して 我 は 我が 勢力の 著しく 消 謙す るを感 す、 而 して 我は此 勢力の 他の 勢力と 化して 我が 愛 

する 友の 上に 現 はるべき を 疑 ふ 能 はす、 我 は 祈 禱の賁 力なる を 信す、 故に *1 の輕視 してせ みざる 此實 

力 を 施して 我 友の ために んと 欲す。 (九 力」 

s£ 十 £ 年  S 九 五 
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我等の 祈 求 

我等 は此 所に 在りて 悝に存 つべき 城〕 巴 なし、 淮來 らんと する 城邑を 求む。 希 伯來書 十三 章 十 W 節。 

我等 は此 世に 在りて 改良され たる 社會を 求めす、 强大 なる 國家を 求めす、 幸福なる {| 庭 を 求めす、 

純潔なる 敎會を 求めす、 惟來 らんと する 新ら しき H ルサレ ム なる 祌の阈 を 求む。 

理想 は此 * に 於て 求む ベから す、 然れ ども 讚美と 榮 光と 福祉と 歡喜 とは^り なく 來 らんと する 神の _ 

〈ゑに 布す、 我等 は& 所に 到らん と 欲して 勞め 且つ 働ら くな り、 此 世の 安泰と 幸福と は 我等の 求む る 所 

にあらざる なり。 (九お) 

善業と しての 困難 

善 を爲す 事の み 善事に 非す、 困難に 耐 ゆる isT 是 れ亦大 なる 善事な り、 我等 は自 から 困難に 耐えて 

困難に 在る 多くの 同胞 を 慰む る を 得るな り、 人 を 慰む る ものにして 「我 も 亦汝の 如く 困し めり」 と 云 

ふ 言の 如く 效カ 多き は あらす、 月の 圓 むと 同時に 傣 給は來 り、 夏 は 暴 を 避けて 山に 登り、 ， ん. -は 寒を懼 

れて 海に 降り、 飢娥を 知らす 寒暑 を 忘れて 百た び聖 書を讀 み、 千た び 福音 を說 けばと て 人 は 慰められ 

UT, 靈魂は 救 はれざる なり、 福なる は 貧と 戰ひ、 夏の 正午、 冬の 夜 も 中： と共に 働ら く 事たり。 广九 ガ) 

天 國 は 近し 


國に 富める と贫 しきと あり、 强 きと 弱き と あり、 自由なる と壓 制なる と あ.^、 然れ ども-太 國に到 る- 

の  途 として  弱國に  由る  は强國  に. 5  るよりも 遠から す、  爾制國 を 經るは 自由 阈を經 るよりも 難から す、 

人/や 天阈は 近づきて 人の 中に 在り、 之に 到らん と 欲して 我等！： を掙 むの 要な し、 富強より する も贫 H;^ 

よりす る も、 自由より する も朿 縛より する も、 キリストに 由り て 我等 は 直に 美 はしき 自由の-人 國に達 

する を 得べ し、 感謝すべき にあら す や。 C 九月 ン 

政 治 と 宗 敎 

政ュ E の屮： 眼 は 勢力に 在り、 主義に 非す、 故に 勢力に して 有らん 乎、 中： 義は北 ハ擇む 所に 非す、 佛敎に 

して 勢力 あらん 乎、 政治 は 怫敎を 保護して 之 を 利用す、 基督 敎 にして 勢力 あるに おらん 乎、 政治 は义 

基督教 を獎勵 して 之 を 利用す、 政治の 保護 を 瘦るは 易し、 祌を懌 ばし 奉る に 及ばす、 正義 を實 II；： する 

を 要せす、 唯 此^に 多數を 得て 勢力 を 55 れば 足る、 祌の^^，眼ょり見て此^の政治の保護を獲るは決し 

て 貴き^ にあら ざるたり。 (九お) 

iii 敎と 甚督敎 

儒教の：：：： 的 は 治國平 天下に 在り、 基敎 の： H 的 は 来らん とする 世に-王 たるに ぁリ、 儒 敎は現 ゆ 的に し 

て 基 敎は來 世 的な り、 社會 改良、 國家 隆盛、 敎勢擴 張 を 主眼と する 今時の 敎會の 基督 敎は 基督教に 非 

す、 基督 敎の名 を 被せた る儒敎 なり、 希臘羅 馬の 基督 敎の 如く 異敎 化せる 基督 敎 (paganizcHl  chris- 

w 治 £ 十 SI 年  五 九 七 


所 感 .  五 九 八 

tianity) の ！ 種な り。 希 伯 來書ー 一章 五節。 (， 九お ン 

俾道 者た る ベ し 

おし 一 國の傳 道 者た る 能 はすん ば 一 縣の傳 道 者 たるべし、 若し 一 縣の傳 道 者た る 能 はすん ば 一 町义 

は 一 村の 傳道者 たるべし、 若し 一 村の 傳道 者た る 能 はすん ば 一 團體义 は 一 家の 傳道者 たるべし、 傳 道- 

者 たるべし、 傳道者 たるべし、 キリストの 福音の 官 一 傳者 たるべし、 今の 時に 方り て 之に 勝 さりて 幸 幅 

なる、 且つ 滿 足なる、 且つ 必要なる 業 あるな し。 (： 九月) 

财 產 ，こ 道 德 

道德 無くと も 財産 さへ あれば 足る と 云 ふ、 或は 財產 は道德 よりも 遙 かに 大切で あると 云 ふ、 然れど 

も 余 1^ は道德 無き が 故に 一 代の 辛苦に 作りし 財産の 暫時に して 水の 泡と 成りて 消え去りし 實例 を澤山 

に 見た、 財產を 作る に 汲々 として 道 德を養 ふに 至って 冷淡なる 今の 人 は 肘產を 作る の 途をさ へ 知らな 

い 人で あると 言 はざる を 得ない、 然 かも 彼等 は 此事を 知て 尙ほ 財產を 作る に 汲々 として、 有德を 語る 

者の 如き は 貶して 之 を 願み ない ので ある。 (： 九 

最大 幸福の 事業 

福音 {ー1； 傳 事業 は 滿 足と 快樂 との 最も 多い 事業で ある、 此 業に 從 事して 給が 上らす とも 少しも 不平 


は 起らない、 失錯 を爲 せば 祈禱を 以て 之 を！ li ふこと が 出来る、 世人の 反對 と-小人 $1- と は 少しも 氣に懸 

ら ない、 北ハ 上に 毎日、 此 世に 在て 何に か 少し づ \ 永遠 的 事業 を爲 しつ、 あるとの 快感が 心に 絶えない、 

而 して 斯も滿 足と 幸福との 伴 ふに 關 せす、 多くの 基督 信者が、 殊に 彼等の 中の 街 年が、 種 々なろ：： 實 

を f はけ、 此業を 避けて.. 文舉 とか、 敎育 とか、 經^ とか、 政治と か、 其他此 世に 關 する 事業に 走る は 

余の 解す るに 甚だ 苦しむ 所で ある、 幸福 快樂の 一 點 より 見て、 キリストの 福音 宣傳 事業 はすべ ての 事 

業屮第 一 位に 位 ひする 者で あると 思 ふ。 (九 H0 

秋冷 到る 

秋は來 た、 涼しき 秋 は 来た。 

秋の 涼しき は 夏の 暴かり しが 故に ： ； la 快くなる、 夏 を 涼しく 暮らした 者 は 秋の 涼し さ を 感謝す る こ- 

と 至て 齢く ある。 

其 如く 天 國の樂 しさ は 現世の 苦し かりし が 故に 一 暦樂 しく あるで あら ふ、 現^ を樂 しく 送りし 者 は 

天！； の樂 しさ を感 する こと 至て ii く あるで あら ふ。 (： 九月 ：- 

愛と 信 

# 、が愛 として；：^ する 間 は 信仰 は 要らない、 乍然 愛が 律法と して 强 ひられ、 功綺 として 誇らる k に 第 

て、 i^E 仰 を 以て 之 を 破毀し 之 を W 建す るの 必要が ある、 信仰の ための 愛で はない、 愛の ための 信仰で- 
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ある、 信仰 は 愛を强 め、 潔め、 高める ために 必. 要た るので ある。 (九") 

眞 の お 八 1= 

ぼハの 敎會が ある、 其れ は 無敎會 である、 制度 を 設けて 人が 他の 人 を 治めん とする 敎會 でない、 靈 を.. - 

以て 人々 互に 相愛し 相勵 し相援 くる 敎會 である、 其 一 致と 和合と は 見えざる 所に せして 見 ゆる 所に な- 

い、  故に 其腐肷 する 危險は 毫も 無い、  是れが  の キリストの 體 である、  眞の聖  公 會 である、 人. 

は 肉 を 離れて 此敎會 に 人て 始めて 完全に 救 はる" ので ある。 (九") 

永久 不錢の 愛 

變ら ざる 者 は 天然の 法則に 非す、 叉大 政府の 信用に 非す、 天 は 焚 毀れ 地 は 焚鎔る こと あらん、 叉大. 

の 信用よ 地 こ-落て 一頓の 賈直 なきに 至る こと あり、 變ら ざる 者 は キリスト を 以て 棒 一は 纩 たる 神ん. 

愛な り、 は 天 池 は 失する とも 變ら ざるな り、 我が 友 は 悉く 變り、 我が 父 a! さへ も 我 を 11- る こと あら- 

も、 もり、 我れ 自身 は變り 我より 進んで 神 を 去る こと あらん も、 神が 我 を 愛し 給 ふ 其 愛 は變ら ざる- 

な り、  此 永久 不變の 愛の 我 を 護る ある を 知りて 我 は 千變萬 化の 此, に 在りて、 我が 靈 魂の II- 石よりも. 

安き を感 する 也。 C 十 =0  . 

—祈 禱と赦 罪 


祌に 我が Ik 禱 を！！ かれんと 欲すれば、 我 は先づ 我が 罪を赦 されざる ベから す、 我が， 4 を赦 されん と- 

欲すれば 我 は先づ 人が 我に 對 して 犯せし 罪 を 悉く 赦 さぐる ベから す、 我に 全 宇宙に 我が 憎むべき 人、 

又 恨むべき 人 一人 もな きに ff: て、 我 は 神の 前に 立て 我が 祈禱の 必す聽 かる i を識 るな り、 故に 官ふ、 

汝等 若し 人の 罪を赦 さず ば汝 等の 父 も亦汝 等の 罪 を 赦し給 はざる べしと、 义汝、 若し 供物 を携 へて 聖 

壇に 往 きたる 時、 , 所 にて 兄弟 を 恨む こと を 想起 さば、 其 供物 を 壇の 前に 留め、 先つ 往 きて 汝の 兄弟. 

と 和らぎ、 後、 来 リて汝 の 供物 を獻 けよ と。 太 五の 廿三、 仆 叫、 仝 六の.： '五。 (十 力) 

祈禱の = 的 物 

我が 翻び まつる 者 は 天地 萬 物の 造 主なる 眞の祌 に 非す、 我が 救 者なる 人なる ィ H ス なり、 我と 情 を. - 

！:! うし、 我が 苦痛 を 味 ひ 給へ る 我が 友に して 又 我がい-なる ィヱス なり、 我 は 彼 を龥び まつりて 彼の 我. 

に^だ 近き を感 す、 二人 三人 我が 名に 由リて 集まる 處には 我 も 亦 其 中に 在りと 彼 は 曰 ひ 給へ り、 我 は： 

我が 救 主に 祈る に 方て 天の 高き に 向て 叫ぶ に 非す、 我が 側に 座し、 我に 同情 を 寄せ 給 ふ 我 主に 對 つて 

語るな り、 我 は 「主 ィ H スょ」 と讓び まつりて 我が 祈 禱の穴 r: を 打つ が 如くに あらす して 或る 確賨 なる- 

目的物に 向て 發 せらる、 を 知る 也。 馬 太 十八の 二十。 「十お) 

義人た るの 途 

我れ は 義人と なりて 神に 義と せらる K に 非す、 神 我を義 とし 給 ひて 我 は 義人た る を 得るな り、 祌は 
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前にして 我 は 後な り、 神に して 先づ 我が 罪 を 贖 ひ 之 を 除き 給 ふに あら ざれば、 我 は 刻苦 勉勵、 身 を 粉： 

にす と雖 も、 義者 となりて 彼の 前に 立つ 能 はざる 也。 (十 =^) 

福 音 と 心理 學 

^を 知る は 易し、 之 を 翳す は 難し、 罪 を 知る は！^ し、 之 を 除く は 難し、 治療の 術 は 病理の. 學に伴 は 

す、 救^の 途は 心理の 學に 及ばす、 是れ此 世の 通训 なり。 

之れ に反して キリス 卜の 福音 は 噴 罪の 道と 稱 して 罪 を 除く の途 なり、 福音 は單に 幽暗 を 照らし 罪 を、 

發 見す るに 止まらす、 之 を 癒し、 之 を 除き 之に 代 ふるに 正と 義とを 以てす、 福音 は 罪の 現象に 就て、 

「輿 味を感 する」 近世 心理 學の 如き 者に あらざる なり。 (十 ガ) 

子 を 持て 知る 

子 を 持て 知る 親の 恩 を、 然り、 子 を 持て 知る 神の愛 を、 親 は 其 子 を 救 はんがた めに は 彼のお する w. 

物 を も犧牲 として 拂 ふを辭 せす、 神 も 亦 我等 人類 を 救 はんがた めに は 其 獨子を さへ 我等の 罪の 權牲と 

して 世に 與 ふる を 惜み給 は ざり しなり、 親の 愛の 深さ を 自覺し て 神の愛の 量りな さ をぎ々 推测 する を < 

得る 也。 r 十 Ho 

人と 協 はざる 事の 幸福  . 


余^が 人と 協 はない とて 余 を^むる 者が ある、 洵に 人と 協 はない 事 は < ^^の 大 なる 缺點 であるで 

あらう、 乍然、 或る 場合に 於て は 人と 協 はざる 事は大 なる 幸福で ある、 人と 協 は ざり しが 故に、 

は 無 (化の 戰 ゆに 贊 成して 取 返し 難き 損害 を國 〔豕に 招かなかった、 人と 協 は ざり しが 故に、 企 紫 は 政：！ m 

家の 利 川す る 所と なりて、 宗敎の 名 を 以て 基 将敎國 に戰^ の 辯 護 を 試みなかった、 人と 協 は ざり しが 

故に、 余 華 は 努めて 贵顯 紳士 を迎 へて 信仰の s-^ を 招かなかった、 人と 協 は ざり しが 故に、 < ^^は 外 

圃 -X 敎師の 袖 助 を 仰ぎて 我圃に 於け る 信仰 自由の 發達を 妨げなかった、 人と 協 は ざり しが 故に、 平和 

の歡迎 せらる i 今日、 余眾は 周章て 戰爭の 害を唱 ふるが 如き 醜態 を浪 する の 必要がない、 人と 協 は ざ 

りしが 故に、 < ^楚 は外國 基督 信者の 同情 を 失へ る 今日、 俾道繼 絞の 闲難 を訴 ふるに 及ばない、 人と 協 

はざる^ は 余^の 場合に 於て は大 なる 幸福で あり、 又大 なる 利益であった、  輩 は 人と 協 は ざり しこ 

と を 神に 感謝す る、 余 は 今より 後 も 亦、 神と 協 はんこと を 努めて、 人と 協 はんこと を 求め ざらん と- 

欲す。 { トリ ) 

恃 むべ からざる 者 は 平和の 時の 平和 論で ある、 斯 かる 者は戰 ゆの 時には 又戰 ゅを唱 ふる 者で ある、 

平和 は戰 (命の 時に 唱 ふべき である、 戰爭の 時の 平和の 一言 は 平和の 時の 平和の 百萬霄 よりも 力が ある、 

恃 むべ からざる 者 は 平時の 平和 論で ある。 (十月) 
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聖 靈 の證 明 

縱令 不幸 は速續 して 我 身に 臨む とも 其 事 は 以て 神が 我 を 詛ひ給 ひしと 云ふ證 明と なすに 足らす、 縱 

令 我は此 世の すべての 人の 憎む 所と なる も 其 事 は 以て 神が 我 を 棄て給 ひしと 云 ふ 理由と なすに 足らす、 

聖 靈みづ から 我等の 靈に證 す 我等 は 神の 子な りと、 我が 神の 子た る は 聖靈自 から 我 靈に證 する 所な り" 

他人の 批評と 我 身の 境遇との 證明 する 所に あらざる なり。 羅馬書 八 章 十六 節。 (十 一力) 

而 して 如何？ 

汝は汝 の 目的 を 達して 此 世-に 於て 成功せ りと 云 ふ、 少しく 財產を 作りたり と 云 ふ、 贵顯 純士の 知遇 

を 得たり と 云 ふ、 少しく 名を舉 ぐる を 得て 人の 稱讚を 博せ りと 云 ふ、 而 して 如何 1 汝と汝 の 造 主との 

關係 如何、 汝の 永生の 希望 如何、 汝の 天國に 入る の 資格 如何、 汝の 俗才 は 長け て 汝の靈 智は衰 へしに 

あらす や、 汝の 肉體は 肥えて 汝の靈 魂は療 しに あらす や、 汝は 成功せ りと 云 ふ、 而 して 如何、 嗚呼 而 

して 如何？  C 十一： < - 

行 道 の 福 

朝に 道 を聽て 夕に 死す とも 可な り、 然り、 朝に 道 を 行 ふて タに 死す と. も 可な り、 道 を 聽くは 易し、 

悪楚も 偽善者 も 能く 道 を 聽くを 得るな り、 然れ ども 神に 惠 まれた る 者の み 能く 道 を 行 ふ を 得るな り、 
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汝等道 を 行 ふ 者と なるべし、 徒に 之 を 聞く のみに して 自己 を 欺く 者と なる 莫れと 聖書 は 一 in ふ、 道 を 行 

ふは大 なり、 我等 道 を 行 ふ を 得て 恐れす して 神の 前に 立つ を 得るな り。 ヤコ ブ書 一の 廿ニ。 (十一月) 

强 ひて 治癒 を耍 めす 

- おは 癒 ゆる も 可な り、 癒えざる も 可な り、 癒 ゆる は 今暫 らく 此 世に 留まる ことなり、 癒えざる は 直 

に キリストの 許に 到る ことなり、 我等 は 終に 必す キリストの 許に 到るべき 者な り、 故に 今 到る も 後に 

到る も 我等に 取りて 多く 差違 あるな し、 願 ふ 神の 擇み給 ふ 時に 此 *1 を 逝り て 彼の 懷に 還らん こと を。 

酔 立 比 書 一章 卄三、 廿 i: 節。 (十一") 

人格と 傳 道 

余が 自身 人 を 救った 例 は- i つもない、 然し 余の 俾 ふる 福音が 人 を 救った 例は澤 山に ある、 依て 知る 

人 を 救 ふ 上に 於て A 水の 品性 人格 は 何の 價値も 無き 事 を、 叉 知る 福 昔の 能力 は 其- X 傅 者の 人格 如何に 由 

て脅滅 する 者に あらざる 藥を、 要は 眞 正の 幅 昔 を 知る にある、 而 して 之 を 傅 ふるに ある、 雨う すれば 

我等の人格如：1:に由らすして、.我等は多くのんを敕ひ得て傳道に成功する事が5^來る。 (十 ーリソ 

忍 耐 

汝 等に 必要なる もの は 忍耐な り、 是れ 神の 皆 を 行 ひて 約束の 物 を 受けん が ためなり。 X 布 伯 來書十 
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章 三十 六 節。 

忍耐と は 唯一 直線に 進む 事で ある、 時 を 5£ る も 時 を 得ざる も、 人に 蒂く稱 はる k も惡 しく 稱 はる \ 

も、 社 會に赞 成せら る. -も、 反對 せらる k も、 成功す る も 失敗す る も 唯 祌の命 維れ ffl んじ、 右顧左眄 

する ことなく、 唯一 直線に 進む ことで ある、 忍耐 は 直進 を 要し、 叉 時間 を 要す、 同一 の 事 を 永く 繼繽 

する を 要す、 軍 調 無味の 幾 は 免 かるべからざる 所で ある、 堅き 岩に 整 を當て 努力 以て 之 を 貫かん とす 

るので ある、 忍耐 は 頑固なる を 要す、 人と 協 はんと 欲し、 世に 歡 ばれん と 欲して、 忍耐 を完 うする こ 

とは屮 Z 来ない、 忍耐の 道 は 到底 春 野 を 分 行く が 如き 快樂の 道で はない。 (十一お」 

祈 禱 

祈禱は _i の 事 彼の 事 を 神に 祈願 ふこと にあら す、 そは汝 等の 天の 父 は 祈 求 はざる 先に 汝 等の 必 需 

きを 知り 給へ りと あれば 也 (si? 太 六の 八)、 祈禱は 自己 を 祈禱の 態度に §r5l く 事な り、 祌を 我が 心 巾の 

第マ：^！：に置き、 自己 は 單に恩 惠の受 器と なりて 其 祝 一 i を 仰ぐ ことなり、 祈禱は 人た る 者が 其の 造 主な 

る 祌に對 して 取るべき 當然の 態度な り、 此 態度に 在りて 彼の 肉體は 健全なら ざる を 得す、 彼の 思想 は 

明瞭なら ざる を 得す、 彼の 行爲は 勇敢なら ざる を 得す、 彼の 靈魂は 高 明なら ざる を 得す、 此祈禱 の 態 

*5 に 在りて 萬 物 は 彼の 爲 めに 働ら きて 善 をな さぐる を 得す、 祈禱は 信者が 祌に對 して 採る 服 從の熊 度 

なり、 待命の 態度な り、 容受の 熊 度な り、 彼 は 一 言 を發 する を 要せす、 又 一 事 を 求む る を-嬰せ す、 唯 

熊 度を改 むれば 足る、 最高の 祈禱は 無言 無 求の 沈默 ならざる を 得す。 (十二月〕 


口 ふ、 キリスト なれば こそ 此事を 爲すを 得 給 ひし なれ、 我 は 之 を 爲す能 はすと、 义门 ふ、 バウ 口な 

れば こそ 此事を 爲すを 得し なれ、 我 は 之 を 爲す能 はすと、 叉 曰 ふ、 ル— テル なれば こそ 此來を 爲すを 

ん I しなれ、 我 は 之 を 爲す能 はすと、 叉 曰 ふ、 何の 誰 なれば こそ 此事を 爲すを 得し なれ、 我 は 之 を爲す 

能 はすと、 如斯 くにして 其 人 は 偉大なる 事、 高貴なる 事 は 一 つも 之 を 爲す能 はざる に 至る。 

然れ ども 彼 は爾か 口 ふべ からざる なり、 彼 は 曰 ふべき なり、 キリスト は此事 を爲し 給へ り、 彼は义 

おに 在りて 之 を 爲すを 得べ し、 バウ II は キリストに 在りて 此事を 爲すを 得たり、 我 も 亦 彼に 在りて 同 

じ 事 を 爲すを 得べ し、 ル I テル も 亦 キリストに 在りて 此事を 爲すを 得たり、 我 も 亦 彼に 在りて 之を爲 

し 得 ざらん や、 何の 誰も 亦 同じく キリストに 在りて 此事を 爲すを 得たり、 我 も 亦 彼に. Jii りて 之 を爲し 

得ざる の理 あらん やと、 如斯 くにして 彼 は 自身 爲す能 はざる 事 を、 キリストに 在りて 悉く £^ し るに 

室る。 

中： は E ひ 給へ り、 

誠に 實に汝 等に 告げん、 我 を 信す る 者 は 我が 行す 所の 事 を 行さん、 はつ 此れより 大 なる 事 を 行す 

べし、 そ は 我れ 我 父に 往 けばな り、 

と (約 翰傳十 叫 章 十一 us)。 (十二  =0 
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改悔の 幸； i 

g; を 犯して 之を悔 ざる、 不幸 之より 大 なる はなし、 11- を 犯して 之を悔 る、 幸福 之より ナ、 なる はなし、 

扉 を 犯して 我 は 我が 弱き を 知り、 同時に 神の 强 きと 其の 恩惠 深き を識 る、 1- は 我 を 柔和たら しめ 乂謙 

遞 たらしめ、 碎 けたる 悔し 心の 人たら しむ、 扉 は 我 をして 容易に 人の IS; を赦 さしむ、 世に 美 はしく 又 

愛すべき 者に して 悔し 罪人の 如き は あらざる 也。 (十二  =0 

自由 獨立 

我 は 政府の 屬に 非す、 叉 敎會の 靄に 非す、 又會 社の 馬に 非す、 勿論 自己の 屬に 非す、 祌の屬 なり、 

故に 神に 使 はるべき 者に して、 人に 役 はるべき 者に あらざる 也、 我れ 神の 忠實 たる 僕た らんと 欲して 

自由 獨 立の 人たら ざらん と 欲する も 得ざる 也。 (十二月〕 

幸福 目的の 宗敎 

我に 傚へ よ、 然 らば 汝の 事業 は昌 ふべ しと、 又、 我に 與 せよ、. 然 らば 汝の 境遇 は 改まる べしと、 ケ 

の 宗敎家 は 人 を 己に. 招く に 方て 多く は 肉 體の利 ハ化を 以てす、 然れ ども イエス は 2 ひ 給へ り、 i 右し 我に 

從 はんと 欲 は 已を棄 て 十字架 を， 負 ひて 我に 從 へと、 卽ち 知る、 イエス は 其 弟子た らんと 欲する 者に 

幸 幅 を 約束し 給 はすして 其 反對に 十字架 を 約束し 給 ひし こと を、 虞现 の報赏 は 幸 幅に 非す して 艱難な 


り、 而 して 終に 艱難に 打 勝つ の 能力な り、 幸； i を H 的に 人 を 招く の 宗敎の 如き は敢て 顧る に 足らざる 

たり。 C 十二 =o 

恩惠と 永生 

祌の恩 惠は大 にして 廣し、 此地を 以て 限らるべき 者に 非す、 延びて 萬 有に 到り、 引いて 永遠に 達す 

べき 者な り、 此 地は大 なりと 雖も、 以て 神の 恩惠を 悉く 容る、 に 足らす、 此地 以外に 尙ほ之 を 施す の 

所な かるべ からす、 無限の 恩惠は 無限の 生命 を證 す、 我 は此短 かき 生涯に 於て 神の 恩惠を 受け ^す 能 

はざる を 知りて、 我がた めに 尙ほ 之を享 くるの 時と 所との 存 する ある を識 る、 永生の 證明は 恩 惠の無 

盡に 在り。 (十二月) 

死 以上の 災害 

死 は 怖るべき ことなり、 然れども；^取も怖るべき事にぁらざるなり、 *1 に は 死よりも 遙 かに 怖るべき 

^多し、 神 を^る 事な り、 俗人と なり 了る 事な り、 罪 を 罪と 意 はざる 事な り、 不義に 與 する 事たり、 

善 を 嘲け る 事な り、 是れ 5^ な 死よりも 遙 かに 怖るべき 事な り、 我 は 祈る、 不信 不義の 災害の 我に 來ら 

ん より は 死の 我に 臨まん こと を。 (十二月) 
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最も 偉大なる 事 

最も 偉大なる 事 は 人に 勝つ 事に 非す、 人に 負る 事な り、 彼に 我が 場所 を讓る 事な り、 其 下に 立つ 事 

なり、 歡んで 其の 侮辱 を受 くる 事な り、 唾せられ て 十字架に^ けらる \ 事な り、 斯く爲 し 斯く爲 され 

て 我 は 始めて 神の 心 を 知る を 得るな り、 實に 高き 者 は 低く せられ、 低き 者 は 高く せらる、 我等 神に 高 

くせら れんと 欲すれば 人に 低く せられざる ベから ざる 也。 (一月〕 

最大 幸福 

最大 幸福 は 金 を 有つ 事に あらす、 之 を棄る 事な り、 富は權 力に 非す、 束縛な り、 眞 正の 自由 は 富 を 

放棄して 来る、 世に 神に 賴る 無一物の 如く 幸， 幅なる はなし、 怪む 世の 最大 多 數の此 最大 幸福 を 求めす 

して、 其 正 反 對の迹 を 追 ふて 止まざる 事 を。 提摩太 前書 六 章 六 節。 (一月) 

ひし  き f 

彼此の 希望 


希望 は 墓の 彼方に あり、 又 此方に あり、 彼方に は 復活、 再會、 永生の 希望 あり、 此方に は 全治、 同 

棲、 活動の 希^ あり、 ィ H スと 共に ありて 失 t! 主なる 者 我等に あるな し、 我等 は 永へ に 光明の 屮に 住む 

者な り。 (一月) 

讚美すべき 死 

イエス を 信す る 我等に 在りて は 死 は 極めて 小事な り、 是れ 生命の 一 の狀 態より 他の 狀 態に 移さる、 

ことなり、 我等：^ 之 を 死と 稱 する は此 世の 通 言に 傲 ふて なり、 小 女 は 死る に 非ず 寢 たるの みと 彼 は 言 

ひ 給へ り、 彼に 信し 奉りて 死 はまこと に 睡眠な り、 復活の 曙に すべて 彼 を 愛する 者と 共に 覺 めて 起き 

ん までの 睡眠たり、 讚美すべき かな。 馬 太 傳九章 一 一十 節。 (一月) 

叫 號の聲 

父よ 聽き 給へ、 我が 熱 信の ために 非す、 我が 善行の ために 非す、 我が 潔白の ために 非す、 ィ エスの 

ために 聽き 給へ、 彼の 流せし 血の ために 聽き 給へ、 彼が 十字架の 上に 發 せし エリ、 H リ、 ラマ、 サバ 

クタ 一一の 聲 のために 聽き 給へ、 我 は 彼の 執 成に. m て 汝の聖 座に 近づくな り、 嗚呼、 十字架に 舉 げられ 

し 者の ために 我が 叫 號の聲 に 耳 を倾け 給へ、 鳴 呼 父よ、 彼のた めに、 然り、 彼のた めに 我が， 祈 禱を聽 

き 給へ、 我 は 我が 祈 禱の爾 に 受納ら る、 の 资格を 有せす、 我が 故に 求めて 我は爾 より 何物 を も 求め 得 

ざるな り、 然れ ども、 彼の 故に 求めて、 屠られし 羔の 故に 求めて 我は爾 より 何物 を も 求め るたり、 
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人 は 我に 爾に 求め 得る の资格 を 作れと 勸む、 を 洗へ と 言 ふ、 バブ テス マ を 受けよ と 言 ふ、 然れ ども 

父よ 我 は 知る、 我 は 焚かる、 ために 我 身を予 ふる も 我 は尙ほ 爾に聽 かる k に 足る の 資格 を 作る 能 は ざ 

る を、 我に 若し 雨に 我が 祈 禱を聽 かる、 の 資格 ありと すれば、 北 ハは碎 けたる 悔 ゆる 我が 心なり、 父よ 

然り、 我 は 雨の 前に 立て 全然 無資格な り、 然れ ども 爾の 聖子ィ H スに 爾に聽 かる， -の 完全なる 資格 在 

て存 す、 故に 我 は 彼の 資格 を 以て 爾の 前に 立つな り、 而 して 彼の 聖 名に 由て 爾に 求む るな り、 ァ、 父 

よ、 聽き 給へ、 彼のた めに 聽き 給へ、 彼の 完全 無缺の 資格に 適合 ふ 恩惠を 以て 我 を惠み 給へ、 ァ、 父 

よ、 父よ、 彼のた めに、 然り、 彼のた めに、 ァ ー メ ン。 (一月) 

唯 生 あるの み 

イエスに 信す 我等に 今 世來， の 二世 あるな し、 唯 永生の 一世 あるの み、 我れ 生 くれば 汝等も 生ん と 

彼 は 首 ひ 給へ り、 死 はも はや 我等に 無き 者な り、 我等に 唯 生 あるの み、 ィ H スと 偕に する 我等に 唯 生 

あるの み、 讚美すべき かな。 (一月) 

不治の病 

世に 不治の病 多し、 然れ ども 是れ 翳學の 立場より 見ての 不治な り、 神の 立場より 見ての 不治に あら 

す、 全能の 神に 勿論 不治の病 あるな し、 結核、 胃癌、 撫疯 …… 彼 は 容易く 之 を 癒す を 得べ し、 我等 は 

唯聖 3= の 成らん こと を 欲する のみ、 病の 難治の 如き、 放て 之 を 意に 介せ ざるな り。 (一月) 


醫學と 信仰 

死體の 解剖 を 基礎と して 立つ 近世の 醫舉は 言 ふ、 死、 死、 死、 と、 生命の 君 を 主として 仰ぐ 我等 は 

言 ふ、 生、 生、 牛： と、 生命 は 天に 充ち叉 地に 溢る、 靈に 盈ち 叉體に 迸る、 我が 来る は 羊 (信者) をし 

て豐 かに 生 を 得し めんが ためなりと 彼 は 言 ひ 給へ り、 ィ H スに 在りて 死 は 生に 呑まれたり、 而 して 我 

等彼をc-じて死を；^lsらすして生を；f^iるなり、 然り、 いやが 上に も 生 を 語るな り。 約 翰 俥 十 章 十 節。 (一 

月)  _ 

如何許の 愛ぞ  . 

子 を 持て 知る 親の 恩 を、 然り、 子 を 失 ふて 識る 神の愛 を、 

夫れ 神 は 其 生み 給 へ る k 子 を 賜 ふ ほど に^の 人 を 愛し 給 へ り、 此 はすべ て 彼 を 信す る 者に 亡る こ 

と 無くして 永 生 を 受けし めんた め 也 (約 翰 傳三章 十六 節)、 

汝等視 よ、 我等 稱 へられて 神の 子た る こと を 得、 是れ 父の 我等に 賜 ふ 如何許の 愛ぞ (約 翰 第一 書 

三 章 ； 節)、 
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鳴呼然 り、 是れ 如何ば かりの 愛ぞ m  (二月) 

神 は 愛な り 
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人生に 悲痛 多し、 然れ ども 神 は 愛な り、 すべての 生命 は 死 を 以て 終る、 然れ ども 神 は 愛な り、 神 は 

小 女の If びんと する つ is. の 生命 を さへ i?H り 給 ふ、 然れ ども 彼 は 愛な り、 祌は 愛な り、 然り、 神 は 愛な 

り、 世 は 廢れ、 地 は 壌れ、 愛する 者 は 悉く 失する とも 祌は 愛な り。 (二月) 

患 難 と 誘 惑 

「我 友よ 我を憐 めよ、 我を憐 めよ、 神の 手 我を擊 り」 (約 百 記 十九 章 二十 一節)、 患難の 堪え難き 

は 患難 其 物の 故に 非す、 惡 魔の 誘惑の 之に 伴 ふが 故な り、 患難に 遭遇して 信者に 不信者の.? ら ざる 苦 

痛 在りて 存す、 患難に 遭遇して 神の愛 を 疑 は ざらん がた めに 我等に 大 なる 苦闘 あるな り、 # ふ 患難の 

我等 を 神より 引離す ことなくして 更らに 固く 我等 を 彼に 結附 けんこと を。 (二月) 

死の 歡迎 

死 は 信者に も來り 不信者に も來 る、 義者 にも 臨み 惡者 にも 臨む、 然れ ども 義 者に 臨みて 死 は 彼を完 

成し、 惡 者に 臨みて 彼 を 破滅す、 詛 ふべき は 死に あらす、 罪な り、 雜を 除かれし 者の 上に 死 は 何事 を 

も 施す 能 はす、 否な、 却て 彼 を 潔め、 彼 を 磨き、 彼 をして 神の 前に 完全き 者たら しむ、 神 を 信じ 罪 を 

赦 されて 我等 は 死 を さへ 歡迎 する を 得るな り 。(二月) 

生命の 責 重 


生命 は 生命の ために 貴から す、 聖靈 のために 貴し、 聖靈が 肉體に 在りて 靈魂を 完成 せんがた めに 貴 

し、 健康の 罔復は 我等の 强て 求む る 所に あらす、 我等 は 聖霊が 肉體に 在りて 其 中に 宿る 靈魂を 完成せ 

みや 

ん事を 欲す、 我等が 生命の 一刻 も 長 からん と 欲する は 是れが ためなり、 人の 肉體 はまこと に 聖靈の 殿 

なり、 禽獸の それと 異なり、 單に營 養の 機關 として 目すべからざる 者な り。 (二月) 

健康 以上の 幸福 

生命と 健康と は大 なる 恩惠 なり、 然れ ども 死に 勝つ の 能力 は更 らに大 なる 恩惠 なり、 我等 祈りて 健 

康を囘 復し能 は ざら む、 然れ ども 神 は 我等の 祈願に まさりて 死に 勝つ の 能力 を 我等に 賜 ふべ し、 我等 

何人も 一 たび は必す 死せ ざるべ からす、 而 して 必然 死すべき 我等に 取りて 死に 勝つ の 能力 は 神が 我等 

に 賜 ふ 最大の 恩惠 ならざる ベから す、 幸， 幅なる は キリストに 依りて 死に 勝つ ことなり。 (二  =0 

生涯の 決勝 點 

生 は 美しく ある、 然し 死 は 生よりも 美しく ある、 生の ための 死で はない、 死の ための 生で ある、 美 

しく 死んだ 者が 生 を 全うした ので ある、 恰 かも 競走 場裡に 於け るが 如く 生涯の 勝敗 も 亦 最後の 一 分 間 

に 於て 決せられ るので ある、 此 一分 間に 後れを取て 生涯 は 失敗に 終る ので ある、 生涯の 此 決勝 點に於 

て 神より 特別の 力 を 賜 はり、 馳 るべき 途 程を盡 した 者 は 一 i である。 (二月) 
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慰むべき 者^ めら る  ： し I 

人 を 慰むべき 龜は今 は 人に 慰めら るべき 者と なれり、 テマ ン人 エリ バズ、 羅る ヨブ を 戒めて 曰 

なし lei 

先き に汝は 多くの 人を識 へ 諭せり 

手の 垂 たる 者 をば 强 くし、， 

i ひ 者 をば 一一 m を もて 抉け 起し、 

膝の 5^1 りたる 者を强 くせり、 

然るに 今 此事汝 に 臨めば 汝 悶え、 

おち ど 

と u^^^,  I  $ に 加 はりて、 if  ii 

HHUfI  I たる や、 ，新 II き、 書|!： 

售？ コブは 新ら しき イスラ H ル となりて、 新たなる I の 更らに 集に 由て S 傅 へられん こと を 

(创 M 記 三十 二 章)。 

俗人の 宗 敎 觀 

始めに 囊は 不^りと 甚、 次ぎ i 敎を利 学べし と I、 終り £8 を f すべし と 言 ふ、 


俗人の 宗敎觀 は 常に 此の 如し、 古今 東 丙變る ことなし、 我等 は 彼等と M の干與 する 所 あるべからざる 

也。 (三月〕 

福 音の 代價 

キリストの 福 昔に 叱 を 感化す る 絶大の 力 ありと 云 ふ、 眞に然 り、 而 して 其现. e は 之 を 知る に 難から 

す、 祌は 之れ がた めに 結 大の代 憤 を 拂ひ給 ひたれば なり、 彼 は北ハ 生み 給へ る獨子 をば 犠牲に 供し 給 ひ 

たれば なり、 犠牲 あり、 感化 あり、 犧牲 なし、 感化な し、 感化の 大小 は 犠牲の 有無 多 まに 由て 決せら 

る 、なり。 

我等の 唱 ふる 一 i 昔 も亦然 り、 我等 も 亦 高き 代 價を拂 ふて 我等の 福 昔を傳 へざる ベ からす、 福 昔 は 之 

を神學 校に 學ぶ能 はす、 之 を祌舉 書に 獲る 能 はす、 苦んで 高き 犧牲 を拂 ふて 之 を 我 有と なす を 得るな 

り、 パゥ く 「死 は 我等に 倒ら き 生は汝 等に 働ら くな り」 と、 我等 死の 苦痛 を脊 むる にあら ざれば 

生 は 他人に & ばざる なり、 辛らぃ^！^傳道、 贵 ぶべき 哉傳 道！ (哥林 多 後書 四 章 十二 節 )o  (三 ==^.) 

悲 歎 

死 は 歎すべし、 然れ ども 死に まさるの 悲歎 あり、 信仰 落是れ なり、 死に 復活の 希 &.: あり、 然れど 

も 噴 落に- 冉與の 希 はで- ii し、 M レ ミヤ n く 

死者の ために 泣く 勿れ 
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之れ がた めに 嗟く 勿れ 

擄 はれて 往く 者の ために 甚く 嗟くべし 

そ は 彼 は- 冉び歸 りて 其 故 園 を 見ざる ベければ なり 

と (耶利 米 亜記 廿ニ章 十 節)、 然り、 死者の ために 泣く 勿れ、 彼のた めに 歎く 勿れ、 誘惑 者に 擄 はれ 

て 神と キリス ト とより 離れ 注く 者の ために 甚く 歎くべし、 そ は 彼等 は 再た び歸 りて 主に 依る 愛と 誠實 

との 故 園 を 見ざる ベければ 也。 (三月) 

喪中 所 成 

我 は傳道 をして 居る ので はない、 神が 我 を 以て 俥 道 を 爲し給 ひつ.^ あるので ある、 我が 一一 一一 ロ辭を 以て 

ではない、 我が 行爲を 以て、 然り、 我が 生涯 を 以て、 我れ 自身 支配す る ことの 出来ない 我が 生涯 を以 

て、 神 は その 聖き 福音 を 世に 俥へ 給 ひつ i あるので ある、 我が 苦痛 を 以て、 我が 歡喜を 以て、 歡 喜よ 

り もより 多く 苦痛 を 以て、 彼 は その 愛 を 人に 示し 給 ひつ.^ あるので ある、 彼 は 我 を 以て 世に 實 物的 敎 

育 を 施し 給 ひつ k あるので ある、 禍 ひなる 哉 我れ、 讚美すべき 哉 神、 多分 神に 擇 まれた る 者と は 我が 

如き 者 を 云 ふので あら ふ。 

み j  二ら しめ  ^ す き  き ザ 

自 から 懲罰 を 受けて 我等に 平安 を與 ふ、 その 擊 たれし 痍 によりて 我等 は 癒されたり (以賽 亞書五 

十三 章 五節)。 


斯くて 死 は 我等に 働ら き 生は汝 等に 働ら くな り (哥林 多 後書 章 十一 一節〕。 

如斯 くにして 舊約も 新約 も權牲 である、 他に 代 はりて 苦しむ 事で ある、 基督 敎は 是れ である、 實に 「感 

謝 感謝」 である。 

而 して 若し 雨う であるならば 我等 は 咬かない、 我等 は 一 人の みならす 全家 族が 犧牲 となりて 神の 祭 

壇の 上に 獻 げられ たい、 此 不信者 國に 生れ 来り、 福 昔の 恩 惠に與 かりし ことで あれば、 我等が 共た め 

に 苦難 を 受け しめらる-は 當然 である、 我等の 祈願 は 又パゥ B の それで ある、 

我等 弱くせられて 汝等强 くせら る i 時に 我等 は 喜ぶな り、 我等の 祈願 ふ 所は汝 等の 完全に ならん 

ことなり (哥林 多 後書 十三 章 九 節)。 (三月) 

最大 幸福 

最も 福なる 事 は 神より 善き 物 を 戴く ことで はない、 神に 善き 物を獻 ぐる 事で ある、 與 ふる は受 くる 

よりも 福な りとの 首 は 祌に對 しても 眞理 である、 我等 は 我等の 所有物の すべての みならす 我等の 生命 

まで を 獻げて 最も 福なる ので ある、 祌が 我等に 下し 給 ふ 最大の 恩惠は 我等が 自己 を 彼に 獻げ まつらん 

と 欲する 其 心で ある、 我等に 我 有た る 者 一 つも 無き に 至て 我等 は 最大 幸福に 達する ので ある。 (三月) 

〇 
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今や 敎會に 3: でも ある、 音樂も ある、 交際 も ある、 慈善事業 も ある、 社會 改良 も ある、 戰爭 後の 平 

和 論 も ある、 然し 唯一 ッ ない 者が ある、 それ は キリストの 一 i 音で ある、 今日の 敎會の 基督 敎は 基督 敎 

ではない、 义明敎 である。 (五月 > 

聽 かれ ざり し祈禱 

我れ に 多くの 聽 かれ ざり し祈禱 ありたり、 我 は 之れ がた めに 數次祌 を 疑へ り、 然れ ども ヶに 至りて 

知る、 我が 祈 禱の聽 かれ ざり しに あらす、 我が 祈禱 以上に 聽 かれし こと を、 我れ 肉の ために 祈りし 時 

に靈 のために 聽 かれたり、 我れ 現^の ために 祈りし 時に 来世の ために 聽 かれたり、 然り、 我が 祈禱は 

すべて 聽 かれしな り、 唯 其れ丈け に聽 かれしと、 北ハれ 以上に 聽 かれしとの 刖 あるの み、 感謝すべき か 

な。 (六 > 

キリスト と 我れ 

キリスト は 我が 義 なり、 彼れ 我に 在して 我 は 神の 前に 義 きを 得るな り (哥林 多 前書 一章 三十 節 )0 

キリス トは 我が 復活な り、 彼れ 我に 在して 我 は 彼と 同じく 復活す る を 得な り (約 翰傳十 一 章廿 五節 )o 

キリスト は 我が 生命な り、 彼れ 我に 在して 我は窮 りなく 彼と 偕に 生く る を 得るな り (哥羅 西 書 三 章 

は S し 

キリスト は 我が 希！ IFI なり、 彼れ 我に 在して 我に 今旣に 彼の 榮 光に 與 かるの 確實 なる 希 51^ あり (提摩 


太 前書 一 章 一 節)。 

キリス トは 我が すべてな り、 我 は 彼 を 離れて 何事 を も 爲す能 はざる なり (約 翰傳 十五 章 五節)。 (六 《o 

我等の 完成 

イエ ス曰ひ 給 はく 天に 在す 汝 等の 父の 完全き が 如く 汝等も 亦 完全く 成るべし と。 馬 太 傳五章 四十 節。 

然れ どもお に 生れし 我れ、 我れ 奴 何で 天父の 完全き が 如く 完全く 成る を 得ん や、 是れ 我に 對し 不可 

能の 要求なら す や。 

然り、 我 は 完全く 成る 能 はす、 然れ ども ィ H スは 完全く 成る を 得た まひたり、 而 して 彼れ は 我に 在 

りて 我 をし も 完全く 成し 給 ふなり、 我れ 信仰 を 以て 彼に 往 けば、 彼 は聖靈 を 以て 我に 臨み、 我 を 化し 

て 終に 彼の 完全き が 如く 完全く 成らし め 給 ふ、 斯くて 完成 は 我に 取りても 不可能 事に あらす、 彼 は 萬 

物 を 己れ に 服 はせ 得る 能に 由り て 我等の 卑しき 護 を 化して 其 築 光の 體に 象らし め 給 ふべ し。 ^立 比 書 

三 章： 一  節。 (六月) 

人なる キリスト 

人類 全體 が正體 であって キリス トが 惟り 變體 であるの ではない、 キリス ト惟 りが 正體 であって 人類 

全體 が變體 であるの である、 キリスト は 人類に 由て 批判 さるべき 者で はない、 却て 人類 は キリストに 

由て 審判 さるべき 者で ある、 標準 は キリストであって 人類で はない、 キリスト のみ 沟に 「人」 である、 

明 冶 1： 十五 年  六 一二 


「義人 あるな し、 一人 も あるな し」 である、 キリスト を 除いて 他に 神の 前に 人と 稱 せらるべき 人 は 未 

だ て 一 人 も 在った こと は 無い ので ある。 (六月〕 

來世 問題 

來世は 有る 耶 無き 耶と問 ふ、 然り、 キリストに 救 はれて 来^の 有る ことが 判明る、 彼に 救 はれす し 

て 来世の 有る こと は！： 明らない、 キリスト 死 を廢し 福音 を 以て 生命と 朽 ざる 事 を 明 著に せりと 云 ふ、 

キリストが 復活で あり、 窮 りなき 生命で あるので ある、 彼 を 離れて 復活 も 永生 も ある 者で はない、 我 

等 彼より 生命 を 受けて 永生に 人り しこと を識 るので ある、 來世 問題 は 信仰 問題で ある、 キリストが 判 

りしと 同時に 來世は 明 由になる ので ある。 提摩太 後書 一 章 十 節、 約 翰傳十 一 章廿 五節。 「六月) 

信仰の 生涯 

信仰の 生涯 は { ？^、 3" の 生涯で ある、 然し 安樂の 生涯で はない、 信仰の 與 ふる 安心 は 努力 奮闘せ すして 

得らる i 者で はない、 信仰 は 肉 情の 要求で はない、 意志の 決行で ある、 奮勵 して 痙ん と 欲する にあら 

ざれば 得る ことの 出来る もので ない、 故に ィ H スは言 ひ 給 ふた、 

窄き鬥 に 人る ために 努力せ よ (路加 十三の 廿 四)。 

若し 汝の 一手 汝を礙 かさば 之 を 斷て棄 てよ、 兩手 ありて 地獄、 卽ち滅 ざる 火に 往 かんより は不 Hi 

にて 永生に 人る は汝 のために 善し (馬 可 九の 四十 三)。 


萬 人 若し 汝等 を譽 なば 汝等禍 ひなる 哉 (路加 六の 廿 六〕。 

と、 永生と 之に 伴ふ歡 喜と 安心と は *1 の 人望 を 博しながら、 3: の 欲 を も斷っ ことなく、 易々 として 得 

る ことの 出来る 者で ない 0  ( 六 H0  . 

ィ ェ ス に 依る 我等 

我等 は 死んで 死ぬべき 者で ない、 ィ H スに 依る 我等 は 我等の 衷に 死ぬべからざる 者の 在る を 知る、 

我等 は 死ぬべき ために 造られた ので はない、 不死 不滅 は 人た る 者の 特性で ある、 而 して 永生と 壞 ざる 

事と はィ H スに 由て 明 著に せられた ので ある。 提摩太 後書 一 章 十 節。 (六月〕 

さ いは ひ 

福なる 者 

キリスト ある を 知て 基督 敎會 ある を 知らす、 聖書 ある を 知て 神學 ある を 知らす、 神なる 牧者 ある を 

知て 人なる 牧師 ある を 知らす、 單 純なる； i 音 ある を 知て 複雜 なる 敎義 ある を 知らす、 洗禮式 ある を 知 

らす、 聖晚餐 式 ある を 知らす、 監督 ある を 知らす、 長老 ある を 知らす、 執事 ある を 知らす、 唯 キリス 

トと 彼の； i 昔との みある を 知る 者 は 福な り、 斯 かる 者 は眞理 の淸水 をのみ 汲んで、 敎義の 汚濁 を飮ま 

す、 福音の 利益 をのみ 受けて、 敎會の 害毒 を 蒙らす、 敎 職の 仲介 を經 すして 直に 神の 懐に 入る を 得べ 

し、 不幸に して 余 眾に此 「幸福なる 無學」 なかり き、 余輩 は 余 S4 の 後進 をして 神の ことにの み智 くし 

て、 敎會 のこと に關 して は 全然 無學 ならし めんと 欲す。 (六月) 
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イエ ス にて 足る 

我に 基督教な し、 キリストと 稱 へられし ナザレの ィ H スぁ り、 我に 敎會 なし、 イエスの 弟子の 兄弟 

的團體 あり、 我に 我が 信奉す る敎義 なし、 ィ H スの 教訓と 模範と あり、 イエス は 我が 宗敎 にして 敎會 

にして 敎義 なり、 我 は 彼れ 以外に 何者 を. 求めざる なり。 (六月〕 

自己の 引渡し 

イエスに 自已を 引渡せし 我 は 何 をも爲 さすと も 可い ので ある、 然り、 何 を も爲し 得ない ので ある、 

我 は 自分で は 死んだ 者で ある、 今 は 「我れ」 なる 者 さへ 我に は 無い ので ある、 然しながら 不思議なる 

事に は、 我れ が 自己に 死す る 時に、 其 時に 我 は 直に 生き 囘へ るので ある、 其 時、 我れ ならざる 者が 我 

が衷に 起り、 我 を 活かし、 我 を 卿ら かする ので ある、 其 時 我が 思想 は 新ら しくな り、 我が 心の 眼 は 開 

らき、 我が 靈魂は 活氣附 きて、 我が 疲れし 肉體 までが 復活す るの 感 がする ので ある。 (七月 一 

現 時の 宗敎 信者 

境遇 惡 しき 時に 宗敎を 信じ 境遇 改まれば 3： ん とか 勝手の 理窟 を附 けて 之を棄 つ、 是れが 日本 今日の 

冬數 の宗敎 信者の 爲す ことで ある、 彼等 は 昔の イスラ H ル 人の 如く 

我が 靈魂 は渴 ける 如くに 神 を 慕 ふ 


活ける 祌をぞ 慕 ふ 

と 言 ひて 靈 魂の 渴求を 癒さん がた めに •： 示敎を 信す るので はない、 彼等 はた f 境遇の 卞；； しさに 甚ぇ すし 

て 一 時 at ズ女を 宗教に 求む るので ある、 賴み 甲斐な き 者に して 口 本 今 nz の 求道者 又は 宗敎ほ ^の 如き は 

ない、 彼等 は體 裁の 善き 利己主義者 である、 十字架 を 負 ふこと たくして 一幅 昔の 恩 惠に與 からん と 欲す 

る 者で ある、 中： は 被 等 を 其 n より 卟-屮 ：： し 袷 ふで あらう (默 示錄 三の 十五〕 0  (七.，；〕 


(大 正 元 年) 

S に 非す H なり、 物に 非す 人な り、 主義に あらす、 活ける： t なり、 至誠に 非す、 忠信 また 誠實と i 

へらる. -彼 なり、 正義に 非す、 義 なる イエスキリスト なり、 平和に 非す、 平安の-王 なり、 我等 は活ナ 

る 神 を，^ じ、 彼の 獨子 にして 今 は 彼の 右に 坐す る 人なる キリスト イエス を 信す、 宗敎は I：： 學に 非す、 

义 倫理に 非す、 故に 原理 又は 主義の 上に 立た す、 宗敎は 人と 人との 關係 なり、 而 して. こ. W りて 宇 

.W を說 明し、 善を爲 さんと 欲する 者な り。 

然り、 ^-に非す、 H なり。 默 示錄ト 九の 十一。 約 翰 第一 書 二の 一。 テサ B ュケ後 三の 十六。 提摩太 

力. -ー兀 や  六 二，.^ 


g  六 二 六 

前 二の 五 o( 八 Ho  , 

父子の 關係 

神 は 人類の 父な りと 云 ふ、 然り、 神 は 人類 を 造り 給へ り、 其 意味に 於て 彼 は 彼等の 父な り， 然れど 

も 人類 は 神に 反き たり、 而 して 子た るの 其 權利を 失へ り、 其 意味に 於て 祌は今 は 人類の 父に あらざる 

なり、 眞 正の 意味に 於て 神の 子 は 唯一 人 ありし のみ、 ィ H ス キリスト 是れ なり、 而 して 彼に 山り て 人 

は W たび 神の 子た る を 得るな り、 故に 謂 ふ 彼 を 受け、 其 名 を 信ぜし 者に 權を賜 ひて 之 を 神の 子と 爲せ 

SN と。 

祌は キリストの 父な り、 而 して 人 は キリストに 由り て祌を 再た び アバ 父よ と 呼ぶ を 得るな り。 約 翰 

傳 一の 十一 一。 羅馬書 八の 十五。 (八月〕  - 

同志と 兄弟 

主義 を 共に する 者 は 同志な り、 然れ ども 兄弟と 稱 する を 得す、 父 を 共に しての み 兄？^ 姉妹た る を 得 

るな り、 彼れ 己の 旨に 循ひ眞 道 を 以て 我等 を 生めり と 謂 ふ、 我等 は 神の 子た る を 得て 同時に 又 相 S 

の 兄弟 姊妹 たる を 得るな り、 同志の 關係は 深し、 然れ ども 兄弟の 關 係の 深き に 及ばす、 我等 は キリス 

トに 由り て祌の 子と なる を 得て、 骨肉 も啻 ならざる 親且密 なる 關 係に る を 得るな り -0 維备書 一の 十 

AO  (八お〕 • 


ィュス の 本性 

イエス は 神に 非す、 キリスト なり、 ィ H スは 人に 非す、 キリスト なり、 イエス は 神に 非す 人 に^す 

キリスト なり、 彼 は キリスト にして 獨 得の 者 (unique  being.) なり、 祌 なる 人な り、 神と 人と を 鬚ぐ 

者な り、 神 は 彼に ありて 人に 降臨し 給 ひ、 人 は 彼に ありて 神に 接近す、 神人の 合一 はまこ」」 に 彼に あ 

りて 成れり、 余輩 は オル ソ ドック ス 派に 與 して ィ H ス は 神な りと EI はす、 义 ュ 一一 テリア ン-政 こ， 傲 ひて 

ィ H ス は 人な りと 曰 はす、 余 衆 はべ テ n と共に 彼に 就て 表 {Z して 口 ふ、 

汝は キリスト 活ける 神の 子な り 

と、 ィ H ス は 神と 人との 問 に 介在して 獨り 自ら 一 階級 を 造る 者な り。 Hit 太俾 十六 章 十六 節。 (八 力) 

基督 信者 

基督 信者な り、 故に 萬 民の 友な り、 佛敎 徒の 友な り、 敎 徒の 友な り、 猶太 人の 友な り、 卜：： 斗古ス 

め 友な り、 無神論者の 友な り、 すべて 義を 愛し 正 を 貴ぶ 者の 友な り、 故に 基督 敎き員 にあらざる なり、 

若 t 我. 斯の 如くに 愛する が 故に 基督 信者に あらす と 云 ふ 者 あらば、 我 は 基督 言 者に あらざる なり、 

我に 在りて は 基督 ts 者た る は 「人」 たるの 意な り、 最も 高き、 最も 勇ましき、 15^ もお しき i& 未に 於て 

人た るの 意な り。 r 八 0 
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祈 求と 成就 

我 は ィヱス の 如く 成らん と 欲す、 然れ ども 成らん と 欲して 成る 能 はす、 我 は 之れ がた めに 歎く。 

我 は 欲 ふて ィ H ス の 如く 成る 能 はす、 然れ ども ィ ヱ ス は 我が 祈 求に 應 じて 我 をして 彼の 如く 成る を 

樽し め 給 ふ、 祈 求 ふ 所 は 我に 在りて 成就す 所 は 彼に 在り、 感謝すべき かな。 (八 =0 

誤解の 幸 福 

誤解 せらる i 事 は 善き 事な り、 人に 誤解 せらる る 事な くして 祌を 正解す る 能 はす、 誤解の 暗中に 在 

りての み 能く： 大 上の 光 を 仰ぐ を 得るな り、 誤解 は 我 をして 衷の 人たら しめ、 又 神の 人たら しむ、 誤解 

は 我 をして 深から しめ 又 高から しむ、 願 ふ 社 會と敎 食よ、 願 ふ 我に 關 する 汝 等の 誤解 を糗 けよ、 而し 

で 我 をして ぎ 時まで も汝 等の 知らざる 所に 神と 親しみ 汝 等の 行かざる 所に キリストの 福音 を傳 へしめ 

よ、 我の 憤る、 ものにして 汝 等の 同情 歡迎の 如き は あらす、 我 は^ 時まで も汝 等の 眼に 3 賊」、 「危 

險 人物」、 「異端 論者」、 「敎會 の 狼」 として 存 せんと 欲す。 (九"〕 

事業と 信仰 

偉大なる は 事業に 非す 信仰な り、 事業 は疲勞 らしむ、 信仰 は 休息 ましむ、 事業 は 高慢ぶ らしむ、 信 

仰 は 謙 下らし む、 事業 は 人に 迎 へらる、 信仰 は 祌に悅 ばる、 信仰な くして 神を悅 ばす こと 能 はず、 神 


が 人に 下し 給 ふ 最大の 恩賜 は 信仰に 由て 來る、 平和と 滿 足と、 天 國 と 永生と は 信仰の 報懍 として 賜 は 

る、 偉大なる 哉お 仰！ (十 ガ) 

某督者 

余 は 某督 者と して は 5： 村 氏に 非す、 ョ 本人に 非す、 亞細 亜人 稲に 非す、 此 *1 の 者に 非す、 神の 子な 

り、 キリストの なり、 天1: の 民な り、 基督 者と しての 余は此 世と 肉と に は 何の 干關 なき 者な り。 (十 

月：) 

神の 曰本國 

日本 1； は 神の 所有な り、 神 は 今や 日本 國を 自己の 所有と して 要求し 給 ふ、 日本 固 は m 本人の 所有に 

非す、 勿論 其 政府 叉 は 貴族の 所有に 非す、 日本 國は 宇宙 萬 物 を 造り 給 ひし 神の 所有な り、 B 本 國は自 

己に 關 はる 神の 所有 權を 自覺 して 始めて 獨り 堅く 立つ を 得べ し、 曰 本 國の覺 酲は其 造 主の， 識認を 以て 

始ま ら ざ る ベ か らす。 (： 十 一 H0 

人の 缺乏 

今日の 日本に 政治家 あり、 然れ ども 人 あるた し、 實業家 あり、 然れ ども 人 あるな し、 敎育家 あり、 

然れ ども 人 あるな し、 學者 あり、 然れ ども 人 あるな し、 藝術家 あり、 然れ ども 人 あるな し、 すべての 

大 m 元年  六 二 九 


所 き  六 三 〇 

人物と ネ 能と あり、 然れ ども 神と 交 はり 永遠に 生き、 憐人を 愛し 眞理を 喜ぶ 神の 子た るの 资格を 供へ 

たる 人 あるな し、 日本 圏の 大缺乏 は 人な り、 其 大危險 は 此缺乏 なり、 我等 は 今や 日本 國に 人の 起らん. 

こと を 祈らざる ベから す。 「十一月 ，：> 

我等の 倚賴 

我等 は 神に 倚賴 る、 政 特に 倚賴ら す、 我等 は 祌に倚 頼る、 敎會に 倚賴ら す、 我等 は 神に 倚 轵る、 監 

督、 牧師、 宜敎師 等 敎會の 役人に 倚賴ら す、 我等 は 神に 倚 賴る、 人と 制度と に 倚賴ら す、 我等 は 神に 

倚賴 る、 故に 人の 面 を懼れ す、 我等 は 神に 倚 頼る、 故に 政府 は 仆れ、 敎會は 壤れ、 政 權敎權 悉く 消え. 

失する も 我等の 心 は 動かざる べし。 (： 十 一月) 

自 から 進んで 神の 聖業 を援け まつる を 要せす、 退て 靜 かに 彼の 命令の 降る を 待つべし、 神 は 宇宙 第 

一 の名將 なり、 彼の 作 戰計畫 に 一 の 違算 あるな し、 彼 は 時 をお め、 機 N% を 作り、 我等 をして 之に 應じ 

て戰 はしめ 給 ふ、 我等 は 唯 我等に 配附 せられし 武器の 銹 ざらん こと を努 むべ し、 火藥 の濕ら ざらん こ 

とに 注意すべし、 而 して 神 命 一 たび 下る や 直に 出て 陣頭に 立つべし、 其 時 我等の 鉢 を 以てして 破る 能. 

はざる の 敵 あるな し、 勝利 は 勝利に 次で 我等に 臨るべし、 其 時 我等の 五 人 は 百 人を逐 ひ、 我等の； C 人 

は 萬 人を逐 ふべ し (利 未 記 二十 六 章 八 節)、 實に 使徒 ヨハネの 言の 如し、 曰く、 


誰か 能く 卅： に 勝たん、 我等 をし て^に 勝た しむる 者 は 我等の 信な り 

と (ヨハネ 第一 書 五 章 四 節)。 (十 一 月) 

個人の 救濟 

一 人の 靈魂を 救 ふ を 得て 然る 後に 敎會を 建つ る を 得べ し、 社 會を改 むる を 得べ し、 國 .；}SA を 濟ふを ST- 

べし、 個人 は 敎會の 根柢に して 國 家の 基礎な り、 神 は 敎會に 宿る 前に 先づ 個人の 靈 魂に 宿り 給 ふ、 M. 

家に 臨む 前に 先づ 個人の 靈 魂に 臨み 給 ふ、 個人なる 哉、 個人なる 哉、 個人 を 以て 始まらざる 事業に し 

て 偉大なる 事業 あるな し、 一 人の 少女 を其靈 魂の 奥深き 所に 於て 動かす の 力 こそ 纏て 社 會を其 根抵ょ 

り 改め、 阈.： ^人類 を 其 本源より 聖む るの 力なれ。 (十一月) 

聖書 を敎 へ よ 

聖書 を敎 へよ、 書を學 ベよ、 変 書を敎 へて 獨 立の 信者 を 作る ことが m 来る、 架 書を舉 びて 敎 X 皆 は. 

仆る、 も獨り 立て 倒れざる ra: き 信仰 を 養 ふこと が 出来る、 聖書 は 信仰の 根本で ある、 其 生命で ある、 

聖書 を 中心とせざる 宗敎的 事業 は 何時 壤る& 乎 知り 難い 者で ある、 架 書と 親しみて 信者 は 神 を 離れん 

とする も 能 はない、 深く 根柢 を 聖書の 中に 据えて、 雨降り、 大水 出で、 風 吹きて 其 家 を撺て ども 彼 0' 

信仰 は仆れ ない。 

敎會を 以て 信者 を 紫がん とする も 益な し、 敎師の 人格 も 亦 以て 彼の 信仰 を 永久に 維持す る 能 はす、 


s,?- 書を敎 へ よ、 神の 一 W 辭 なる 聖書 を敎 へ よ。 (十 一 月. - 

自 殺  ,ひ TttN ilT 一  卩 

自殺 は 不可な り、 斷然 不可な り、 基督 者の 立場より 見て 自殺 は 如何なる 場合に 於ても 之 を 是認す る" 

能 はす、 聚 書に 自殺 を禁 する 明言な しと せん、 然れ ども 架 書の 全體の 精神 は 自殺に 反對 す、 縱 し全网 

民 は， B1 て 自殺 を稱揚 する こと ある も、 我等 は 聖書に 據り 斷然之 を非認 す。 (十一 力」 

自殺 を禁 する 聖書の 言  . 

聖書に 自殺 を非認 する の 言な しと 云 ふ、 然り、 在り、 左の 如し  ，ま  • 

汝等は 神の 1 にして 神の 靈汝 等の 中に おす こと を 知らざる 乎、 人 もし 神の 殿 を 毀た ば 神 彼 を 毀 

たん、 そ は 神の 殿は聖 きもの なれば 也、 此殿は 卽ち汝 等な り 

と (コ リント 前書 三 章 十六、 十七 節)、 自殺 を禁 する の 首にして 之に 擾 さりて 明白なる は 無し。 (十 「 

3 

人の 善惡 

善人の 事業 は 彼れ 死して 益々 榮ぇ、 悪人の 事業 は 彼の 死す ると 共に 滅ぶ、 人の 善惡は 彼の 事業の #. 

否 を 以て 現 はる、 裁判 は 天に 於て 在り 叉 地に 於て 在り、 驚くべく して 長るべき は 神の 造り 給 ひし 此宇. 


宙 なる 哉。 (十一 Ho 

二 稀の 神學 

頭腦を 以て 聚書 を解釋 せんとす る 時に 「新 祌學」 あり、 心靈を 以て 之 を實験 せんとす る 時に 「舊种 

舉」 あり、 「新 祌學」 の 新なる は 其 新なる が 故に 非す、 共 變遷 窮 なきが 故な り、 「舊 神學」 の舊 な- 

る は其舊 なる が 故に 非す、  其 萬^ 不 05? なる が 故な り、 思索 は易變 し、 實 験は不 なり、 余 筆 は 新 を 追- 

ふて 「新 祌學」 に牲 かざるべし、 又 舊を諱 みて 「舊 祌畢」 を 去らざる べし。 (十二月) 

最大の 恩 ま- 

最大の 恩惠は 我が 欲 ふ 所 を 成就る 事に 非す、 叉社會 または 敎會 より 美名 を受 くる 事に 非す、 叉 政" 时 

または 大學 より 高 i ^高官の 贈與 にあ づ かる 事に 非す、 最大の 恩 惠は神 を 知る ことなり、 キリス トを 

て顯 はれた る 神の 奥 錢を識 る ことなり、 知識 を 以て 之 を 了解し、 叉 霊魂の 深き 所に 於て 之を實 得する 

事な り、 人生の 恩惠 にして 之に 優 さりて 贲き者 あるな し、 此恩 惠に與 かる を 得て、 我等 は 他の すべて. 

の恩惠 に與ら ざる も 可な り、 人生 最大の 恩惠は イエスキリスト を識る 事、 是れ なり。 (十二  =o 

^ 者の 心 

余 は佛敎 信者で はない、 然し 怫敎 を援 くる こと を 好む、 余はュ 一一 テリ ヤンで はない、 然し ュ 一一 テリ 
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ヤン 敎を投 くる-一と を 好む、 余 は敎會 信者で はない、 然し 敎會 を援 くる こと を 好む、 余 は基螯 者で も 

る、 故にす ベての 人 をす ベての 場合に 援 くる こと を奵 む、 余の 此心を 解らない 者 は キリストの 心 を 解. 

ら ない 者で あると 思 ふ、 余 は怫敎 信者で ない 故に 佛敎 に反對 すべき 者、 無敎會 信者で ある 故に 敎會 に. 

反對 すべ き 者で あると 思 ふ 者 は 未だ 基督 者と は 何ん な 者で ある 乎 を 知らない 者で ある。 (十二  =^リ 

寛 .容 大 度 

使徒 バウ a  口く、 ユダヤ人に は 我れ ユダヤ人の 如く なれり、 是れ ユダヤ人 を 得ん ためなり、 叉 律法， 

の 下に 在る 者に は 我れ 律法の ドに 在る 者の 如く なれり、 是れ待 法の ドに 在る 者 を 得ん ためなり、 律法. 

なき 者に は 我れ 律法な き 者の 如く なれり、 是れ 律法な き 者 を 得ん ためなり、 弱者に は 我れ； I め 者の 如く 

なれり、 是れ il 曲者 を 得ん ためなり、 义 すべての 人に は 我れ 其す ベての 狀に循 へり、 是れ 如何にもして- 

彼等 數人を 救 はんため なり、 我れ 福 昔の ために 此く行 ふ は 人と 共に 福音の 恩 惠に與 らん ためなり、 と- 

(コ リント 前書 九 章 ニ^ i せ 二 節)。 

然 り.、 佛敎 信者に は 我れ 佛敎 信者の 如く なれり、 是 れ怫敎 信者 を 得ん ためなり、 敎會 信者に は 我れ- 

敎會 信者の 如く なれり、 是 れ敎會 信者 を 得ん ためなり、 無神論者に は 我れ 無神論者の 如く なれり、 是- 

れ 無神論者 を 得ん ためなり、 農家に は 農家の 如く、 商家に は 商家の 如く、  {R 吏に は 官吏の 如く、 其 他- 

す ベ  ての 人に は 我れ 其す ベての 人の 狀と 理想と する 所に 循 へり、 れいかに もして 彼等 を 我主ィ H ス 

キリストに 導かん ためなり、 我れ 此く行 ふ は 彼等す ベての 人の 歡心を 買 はんがた めに 非す、 彼等と 共： 


に キリストの 一 i 音の 恩 惠に與 らん ためなり。 (十二月) 

「之に 生 あ .^J 

ヨハネ 傅  一.； 十 g: 節 

生命と 稱 すべき 生命 は唯ィ H スに 於ての み 在る、 個人の 生命 も 社會の 生命 も！：.；^ の 生命 も唯ィ H ス 

に 於ての み 在る し 

ィ H スを 離れて 象 固なる 道德 はない、 ィ H スに 據ら ざる 道德は 方便 又は 慣例と 化し 易く ある、 道德 

ふる 

が 至上の 權能を 揮 はんがた めに は 人はィ H ス に服從 する の 必要が ある。 

ィ H スを 離れて 深遠なる 思想 はない、 不朽の 美術 は 無い、 安 如，： 泰山， の 産業 は 無い、 ィ H スに 根差 

すして 思想 は淺簿 である、 美術 は藝 術に 過ぎない、 產業は 不安で ある、 ィ H スは 折：： 學者 ではない、 然 

れ ども 思想の 生命で ある、 ィ H スは 美術. 冢 ではない、 然れ ども 美術の 露髓 である、 ィ H スは寳 業.： isi- で 

はない、 然れ ども 產 業の 基礎で ある、 ィ H スに 據ら すして 永久 不朽の 文明 は 無い。 

イエ スを 離れて 聖 潔なる 政治 は 無い、 健全なる 社 x% はない、 眞 正の 意味に 於て 幸福なる 家庭 は 無い、. 

V ん か-ひ 

イエ ス に據ら すして 政治 は 理想の 實 行に 非す して 政略の 遂行で ある、 社 X 喙は活 きたる 制體に 非す して 

民の 合 である、 家庭 は 地上の 天國に 非す して 地上の 寢室 たるに 過ぎない、 神聖なる 政治と 威權 ある- 

社 食と 幸 .1 なる 家庭と はィ H スの 臨在 を 得ての み 之を實 見す る ことが 出來 る。 (十二月) 

大 正 元 年  As 
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我が 敎會 

我に も 亦敎會 あり、 手 を 以て 作りた る 地上の 敎會 あり、 然れ ども 是れ 木と 石と を 以て 作り、 敎墳 一と 

座席と を備 へたる 敎會 ならす、 我敎會 は黑と 白と を 以て 作れる 紙上の 敎會 なり、 其 敎師は 著者に して、 

費 員は讀 者な り、 最も 簡單 にして 最も 簾價 なる 敎會 なり、 而 かも 最も 鞏固なる 敎會 なり、 木と 石と 神 

摹と 信仰 箇條 とが 壞れて 後に 尙ほ 8： る敎會 なり、 紙の 上の 敎會 なりと 雖も花 岗石を 以て 作りたり より 

も擾 かに 耐久 的の 敎會 なり。  • 

基督 敎會は 素より 斯 かる 敎會 なりし、 基督 敎會は 天 主敎會 又は 聖公會 叉はル ー テル 敎會 たる 前に 一 

卷の 聖書な りし、 而 して 人の 作りし 是 等の 敎會が 悉く 仆れて 後に、 紙の 上の 敎會 なる 聖書と して 存る 

べし、 神 は 永久 的の 敎會を 石と 練 瓦と を 以て 作り 給 はすして、 之 を 朽ち 1=^ き 紙の 上に 築き 給へ り。 

然れば 我 も 亦 我 敎會を 紙の 上に 築かん かな、 而 して 木と 石と を 以て 作りし 敎會が 悉く 朽 《^ てん 後に 

まで 存 らん かな。 (十二月) 

〇 

神が 人間と 成り 給 ふたと 聞いて は、 責族は 平民と 成るべき である、 富者 は 貧者と 成るべき である、 

智者 は 愚者と 成るべき である、 謙遞は 神の 性であって 宇宙の 原理で ある、 遜 だらざる 者 は 神の 子で は 

ない。 (十二月) 


せ 吏と 宣敎師 

ぼに 政府の il: 給に 由て 衣食す る 官吏 は 自己の 勞 働に 由て 生活す る 平民の 心 を 知らす、 に 敎會の 柿 

助 金に 由て 衣食す る 外 圃官ー 敎師は 此國に 生存 兢爭 を營む 我等 日本人の 心 を 知らす、 我等 はせ 吏より 慰 

めら る、 こと 掛し、 宣敎師 より 敎 へらる、 こと 稀れ なり、 感謝す、 我等の 救 主 イエスキリスト は勞働 

め 子に ましまして、 政」 肘の 役人 または 敎會の 役者に まし まさ ざり しこと を。 (十二  UO 

ハー 命 ジ <w ：-ィ f  . 

世 の 無 神道 德 は 一一 一 B ふ、 我 生命 は 我 有 なれば 我は自 から 之 を 處分す る の 權利を 有すと。 

然れ ども 祌の 一一 一一 〔な る 聖書 は 言 ふ 、 

汝等 は.， 他 ひ を 以て 買 はれた る 者な り、 H だ 故 に 神の 有なる 汝等は 身に 於 て も靈魂 に 於ても 神の 榮を顯 

はすべ し 

と (コリ トン 前書 六 章 二十 節)、 我 有な りと 首 ひ、 又 神のお たりと 官ふ、 生命の 所有者 を 異にする が 

故に 倫现の 根祗を 3^ にす、 自殺 を 可とする と 否と すると は此 根柢の 差 遠より 生す。 (十二" 一) 


大 K  . 兀年  六 マ-七 
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大正 二 年 二 九 一 三年) 

基督 者の 新年 

基督 者の 新年 は 年が 改まりて 来らす、 彼の 新年 は 彼が キリスト を i;:- ぜし 時に 已に 來れ り、 共れ 以前 

はすべ て 奮 年な りき、 共れ 以後 はすべ て 新年な り、 

是 故に 人、 キリストに 在る 時 は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去て 皆な 新ら しくなる なり ¥ 

後 五の 十七 〕、  . 

ふ も ひと .；； こな ひ ね  ぁヒ らしき ひ， こ ？  あ.；.！ らしき ひと やよ/ ヽ r  . 1- ノ 1 

汝等 已に舊 人と 其 行 爲を脫 ぎて 新 人 を 衣たり …… 此新 人 は 愈々^ たにな り 人 を 造りし 者の 

像に 從 ひて (眞 の) 知識に 至るな り (コ n サイ 書 三の 九、 十)、 

我等 は此 骨の 人に 傚 ひ 年が 改まり たれば とて 敢て 殊更に 新たに なれり と 思 はす、 常に キリ ストの 新生 

に 浴して n 々元日； を 祝し つ， - あり。 (一お：) 

神の 恩惠の 福音 

我 は 我 ィ H スょり受けし職務卽ち神の恩惠の福音を證する^5^-を遂げんためには我生命をも重ん 


ぜ ざる a  (行 傳 二十 章せ 叫 節 )o 

祌の恩 惠のー i 昔な り、 莊嚴 なる 俄 式に 非す、 厳格なる 道德に 非す、 嚴 正なる 折" 學に 非す、 神の 恩惠 

め； i 昔な り、 神 我等の 雜を 除き、 神 我等 を義 とし、 神 我等 を 架め、 神 我等に 榮を賜 ふと 說く 神の 恩^ 

の 福 昔な り、 II 人に 關 はる 神の 善き 聖 意を傳 ふる； i 音な り、 我 は 時 を 得る も 時 を ざる も、 八/年 も 亦 

勵 みて 此 喜ばしき 神の 恩 惠の福 昔 を -w; 傳 へんと 欲す。 ( 一 =0 

i;- 哲 数の 說 S 

余 一!^ は 敎を說 明 せんとせ す、 某 督敎を 以て 人生 を說明 せんとす、 神の 啓示と して 見た る 某督敎 

は 信すべき 者に して 說 明す べき 者に あらす、 基督 敎 に關 する 說 明が 悉く 無意味 に 終る は是れ がた めな 

り、 余耀は 不可能 を企圖 し、 説明すべからざる 者 を說明 せんとして、 博土ジ ヨンソン の  一一- n へ るが 如く- 

を うし  し ジ< 

牡牛に 就て を 持らん とする が 如き 無益の 業に 從 事せ ざらん と 欲す。 ( 

カ^ビン の $1： 像に 題す 

此人 ありし が 故に 地球の 表面 は ー變 せり、 此人 ありし が 故に； S き 和 蘭 は 起り て强き 班 牙 を！； i き、 

平民政：^^の模範を^：界に提供せり、 此人 ありし が 故に 征服され し 蘇 格 蘭 は 信仰 を 以て 其 征服者なる 英 

吉蘭を 征服せ り、 此人 ありし が 故に 英國 に淸黨 起り、 西半球に 平民 國の連 緩 を 見る に 至れり、 此人ぁ 

りしが 故に §^書 は *1 界的 大勢 力と なれり、 此人 ありし が 故に 美術 は 平民 を畫 くに 至り、 政： m は 平民に 
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.s て 平： のために 施さる、 に 至れり、 偉大なる 哉 カル ビン、 余 は 彼の 偉 貌に對 して 畏敬、 欽 仰の 念 を 

禁 する 能 はす。 (1=0 

主 イエ. ス キリスト 

活働 ではない、 中； ィ H ス キリスト である、 修養で はない、 小： ィ H ス キリスト である、 祈禱 ではない" 

ト； イエスキリスト である、 キリスト である、 キリスト である、 基督^の 全部 は 彼れ である、 此事を 知 

ら ない 者 は 基督 敎を 知らた い 、 我等 基将 者に 人の 知らな い ：个 和と 滿 足と 歡 喜と あ る は此事 あるが 故で 

ある o(  一  =0 

の此 *1 に對 して は 基督 信者な り、 制度と 規則と：^ 仰筒條 と情實 纏綿との 敎 會に對 して は 無 敎會信 

^なり、 余輩 はケ年 も 亦 愈々" A 々余輩の 此 態度 を 鮮明に なさん と 欲す。 (一 A 

生活の 質素 

弟子 は 其師の 如く 僕 は 其-王の 如くなら は 足りぬべし。 我等の 食物、 我等の 衣服、 我等の M 住に して 

若し ィ H スの それの 如くならば 足りぬべし、 其れ 以上 を？」 -化 むべ からす、 若し ィ H スの^ 活狀態 を 以て 

我等の 模範と なすな らんに は 我等に 何の 不幸 もなかるべし、 我れ 貧しと 雖も 未だ ィ H ス の 如く 貧し か 


らす 我れ 乏しと 雖も 未だ ィ H スの 如く 乏しから す、 然り、 弟子 は 其師の 如く I は 其 rHT の 如くなら は 

足れり、 ナザレの イエ ス をキ： として 仰て 我等 は 質素なら ざらん と 欲する も 能 はす。 li? 太 十 章廿五 

(一 Ho 

も p び .R^ ム ETC 

何れの 敎會を 問 はす 敎會. i 稱 する 敎會 はすべ て 破門の 權能を 保有す、 希臘 正敎會 は羅馬 天主 敎會を 

破門し、 天 中： 敎會は 新敎諸 敎會を 破門し、 ル ー テル 敎會は カル ビン 敎會を 破門し、 而 して 又 新 敎，^ 

は 相互 を 被 門す、 若 かす 始めより 敎會に 人ら すして 他 を も 破門せ す 自身 も 亦 破門 4- られ ざらん こよ 0 

( 一 3  " 

人の 道と 神の 道 

人の 道 あり 又 神の 道 あり、 人が 神に 達せん とする、 是れ 人の 道な り、 神が 人に 臨まん とする、 是れ 

• 神の 道な り、 修養と 謂 ひ、 道 德と謂 ひ、 宗敎と 謂 ひ、 學と謂 ひ、 是れ 皆な 人が 神に g はんとす るに 

あら ざれば 神を識 らんと する 道に して 人の 道な り、 キリストの； i 昔の み 惟り 神の 道な り、 凡 たれ； &が人 

. を 救 はんとす る 道 なれば なり、 イン マヌエル、 神 我等と i に 在す、 我等 は 地より 天に if* らんと する 

人の 道 を 去て、 地 を 天に 引上げん とする 神の 道なる キリス トの幅 音に 牲 かむ。 (二  H0 

大正 二 年  」、1, 


^  0  六 £ 二 

福 音 の 大 要 

祌は旣 に 我に 代て 我が 爲 すべき こと を爲し 給へ り、 我 は 今や 敕 はれん が爲 めに 自 から 努力す る を 要 

せす、 唯 信仰 を 以て 彼の 義を 我が 義と爲 せば 足る。 

神の 我 を 愛し 給 ふ、 遙 かに 我の 彼 を 愛する に 勝 さる、 彼 は 我れ が 彼 を 求めし 先き に 我 を 求め 給へ り、 

而 して 彼 は 永遠 無窮に 我 を 彼の 愛の 懐に 藏し給 ふ。 

祌の義 は 我が 罪より 大 なり、 我 は 我が 罪 を 以て 神の 義を 打消す 能 はす、 神 は 我に 在りても 亦 萬 物に 

在る が 如くに 彼の 善き 聖旨 を 成就げ ざれば. み 給 はざる なり。 「二  =o 

儀式と 福 音 

洗禮を 施さす、 福 昔を說 く、 聖餐式 を擧 げす、 福 昔を說 く、 葬式 を 司らす、 福 昔を說 く、 結婚式 を. 

行 はす、 福 昔を說 く。 幅 昔を說 く、 然り、 福 昔を說 く。 儀式 は 之 を 他人に 委ぬ、 余輩 は 唯 福 昔を說 く。 

(二 月) 

自由と 獨立 

自由と は 人より 何の 束縛 をも受 くる ことなくして 我が身 を 神の 自由に 委 ぬる ことなり、 獨 立と は 人 

に 由ら すして 直に 神と 相對 して 立つ ことなり、 神に 使役 せられん ための 自由な り、 神と- s と 面 を 合 は 


して 談 らんた めの 獨立 なり、 基督 者の 自由 獨 立と は 如斯き 者な り。 (二月) 

信者と 不信者 

神 はせ りと 一一-一：： ふ者必 しも； 一;;^ 者に 非す、 神 は 無しと 一一 一一 n ふ者必 しも 不信者に 非す、 常に 事物の 光明 的 半 

面に 着眼す る 者、 是れ 信者な り、 其 暗黑的 半面に 注目す る 者、 是れ 不信者な り、 常に 疾病 を 語る 者、 

常に 失敗 を歉く 者、 常に 罪惡を 憤る 者、 是れ 不信者な り、 常に 健康 を 祝す る 者、 常に 成功 を 讚 ふる 者、 

常に 聖德 を悅ぶ 者、 是れ 信者な り、 バウ。 S  く 「すべて 神の 約束 は 彼の 中に 是 となり 义 彼の 中に ァ— 

メン となる」 と、 祌は是 なり 义ァ ー メン なり、 彼 は 萬 事に 於て 積極的な り、 而 して 人 は 神 を！^ じて 希 

望の 人、 歡喜の 人、 滿 足の 人、 卽ち 全然 積極的 人物たら ざらん と 欲する も 能 はざる 也。 コ リント 後書 

；の 二十。 (： 二  W) 

無 限 ，こ 希 望 

神の愛 は 無限な り、 彼の 時 も 亦 無限な り、 無限の 愛 を 行 ふに、 無限の 時 を 以てす、 如何なる 善事 を 

か 爲し得 ざらん 乎、 我等 は 我等の 救拯に 就て 失 すべから ざる 也。 (二お，) 

輿 論 と 眞 现 

世が 當時菩 人と 見る 者 は 大抵 は惡 人で ある、 世が 當時惡 人と 見る 者 は 大抵 は 善人で ある、 神に 叛き 

大 正 二 年  六 s 一二 
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し此 世の 輿論 は 大抵の 場合に 於て は 神の SK; 现と 正反對 である、 我等 は 此心を 以て 人の 批評 を 聞き、 日 

n の 新聞紙 を讀 むべき である。 (二月〕 

人 を 愛する の 愛 

我 は 人 を 愛すべき 也、 愛せざる ベから ざる 也、 然れ ども 我に 眞 誠の 愛な きを 如何せん、 我 は 人 を 愛 

せざる ベから ざるに 我 は 彼 を 愛する 能 はす、 噫、 我れ 困苦る 人なる 哉。 

然れ ども キリ ス トに人 を 愛する 眞 誠の 愛 在りて 存す、 而 して 彼れ 我に 在りて 我 を 以て 眞に人 を 愛し 

給 ふ、 我 は 我が 全身 を キリストに 引渡して、 彼の 聚き愛 を 以て 人 を 愛する を 得るな り、 我 は 人 を 愛せ 

んと 欲して 愛する 能 はす、 然れ ども キリ ス ト をして 我が 衷に 在りて 我に 代りて 人 を 愛せし めて 我は容 

易く k 誠に 人 を 愛する を 得る 也、 噫、 我れ 祝 幅なる 人なる 哉。 (三 H0 

人を赦 すの 途  一 

人を赦 して 神に 赦 される ので はない、 祌に赦 されて 人 を赦す ことが 出來 るので ある、 人を赦 せ然ら i 

は汝 等も赦 さるべし と ある は キリ ス トの 律法で ある、 然れ ども キリス トの 律法 も亦モ ー セ の 律法と 等 一 

しく 我等の 意力 を 以て， 行す ことの 出来る 者で はない、 律法 はすべ て 我等 を 神に 追 やる 者で ある、 赦す 

べき 人 を赦し 得すして 我等 赦 さるべからざる 者と して 神の 許に 到りて 彼の 赦免に 與るを 得て 終に 人 を： 

赦し 3^ るに 至る ので ある、 律法 はすべ て 一時 は 人 を 殺す 者で ある、 我等 は： H ハ威權 に惧れ す、 一た び は 其 


殺す 所と なり て 党に 之に 生く るの 途を 取る べきで ある。 路加 傳六章 三十 七 節。 羅馬書 七 章 九 節。 (三月 > 

死 者の 活動 

我 は 今 は 死んだ 者で ある、 故に キリスト を 離れて 何事 を も爲す ことの 出来ない 者で ある、 我 は キリ 

ストに 殺された 事 を祌に 感謝す る、 我 は 死んだ 者で ある、 其 代りに キリストが 我に 在りて 働ら き 給 ふ 

時には 我に は 人の 爲す ことの 出来ない 事 を爲す ことが 出来る、 其 時 我は異 能の 人と 成る、 我に 由て 奇 

積 は 行 はれる、 然し 勿論 死んだ 我れ が爲 すので はない、 我に 宿り 給ふ活 たる キリストが 爲し給 ふので 

ある、 故に 我れ i 右し 大事 を爲 さんと 欲するならば 益々 自己に 死すべき である、 而 して キリスト をして 

益々 有效 的に 我に ft りて 働ら かしめ まつるべき である。 0-;=0 

ィ ェ ス は 神な，. > 

イエス は 神な り。 彼が 奇跨を 行 ひ 給 ひしが 故に 非す、 彼が 奇廣 的に 生れ 給 ひしが 故に 非す、 彼が 肉 

體を 以て 復活し 乂 #: 太し 給 ひしが 故に あらす、 彼が 神の 如くに 權威を 以て 敎へ給 ひしが 故に、 彼が 祌 

の 如くに や. くけ ひしが 故に、 彼が 神の 如くに 美 はしく 死に 就き 給 ひしが 故に。 

余輩 は イエス を 人と して 見て 彼の 人に あらす して 神なる を識 る、 而 して 彼の 神なる を識 て、 彼が 行 

ひ 給 へりと 稱 せらる & 奇蹟の 信じ 難き 事に あらざる を識 る。 (三月〕 
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自由の 我れ 

我 は 萬 人 を 敵と して 有たん 哉、 而 して キリス 卜 一人 を 味方と して 有たん 哉、 責挨を 敵と して 有たん 

哉、 ；个 w:^ を 敵と して^たん 哉、 富者 を 敵と して 有たん 哉、 貧者 を 敵と して 有たん 哉、 而 して キリスト 

一人 を 我^と して 5 へ A めん 哉、 我 は キリストの 僕な り、 何人に も 左右 せらるべき 者に 非す、 去れよ 人よ、 

我 は 自由の ト- なる キリストの 自由の 僕な り、 人 は 何等の 束縛 を も 我が 上に 加 ふる 能 はざる 也。 (一一 一月) 

眞^の 無敎會 信者 

敎 を出づ る も. F なり、 然れ ども 敎會 以上に 屮 r つべ し、 敎會 以下に 出づ ベから す、 敎會に 在りし 時 

ょりも^2敲遞にして、 於 多く 兄弟 を 愛して、 然り、 於 多く 敎會 を拨 けて 我等 は眞 正の 無敎會 信者た る 

を 得るな り。 (.：；=!) 

自他の 事業 

我が 事業が ある、 义 他人の 事業が ある、 我 は 我が 事業 を爲さ るべ からす、 而 して 义 他人の 事業.^ 

助けざる ベから す、 我が 事業 は 勿論 我が 主義に 反く 者た るべ からす、 然れ ども 我が 助くべき 他人の 事 

業は必 しも 我が 屮 一義に 合 ふ を 要せす、 我 は 彼の 立場より 見て 善 a つ 美なる 事業 は 喜んで 之 を 助くべき 

である、 我 は 無敎會 中： 義者 である、 我 は 終 牛； 敎會を 建てない であら ふ、 然れ ども 我 は 他人が 敎^ を 建 


ん とする に 方て 我に 援助 を 乞 ふ 者 あれば 喜んで 之に 應す るので ある、 凡て 信仰に 由 リて爲 ざる 事 は 罪 

なり (n マ 淡： 章 二十 三 節)、 敎會 信者の 敎會 建設 は當然 にして K っ贊^ すべき 事で ある。 (一一 一") 

傅 道と 十字架 

傳道は 救.？ t である、 救^ は犧牲 である、 犠牲が なくして 救^ はない、 救お でない 傅 道は傳 道で ない" 

俾 1 は說敎 ではない、 义 著述で はない、 傅 道 は 他の ために、 或 ひ は 他に 代て 苦しむ ことで ある、 十字 

架を负 ふて キリ ストの 後に 從 ふと は單に 自己に 臨みし 艱難に 耐る 事で はない、 他に 代て 其 抓を擔 ふこ 

とで ある、 傳道は 十字架で ある、 犧牲を 以て 他 を 救 ふこと である。 (m= ^ソ 

神 の 無限の 愛 

我が wi- の 問題で はない、 神の 恩惠の 問題で ある、 我れ が 如何程 神 を 愛する 乎の 問題で はない、 神が 

如何程 我 を 愛し 給 ふ 乎の 問題で ある、 我れ が先づ 己に 悔 ひて 神と 和らぐ ので はない、 神が 人と 和ら 

ぎ 得る 熊 度に 己 を 置き 給 ふに 因て 我 は 彼と 和らぐ ことが 出來 るので ある。 

一 切の もの 神より 出づ、 彼れ キリ ス トに 由り て 我等 をして 己れ と 和らがし め 給 ふ 

と ある、 實に 1, 切 は 神より 出る ので ある、 我が 悔改 も、 信仰 も、 謙遜 も、 而 して 其 結果と して 我に 臨 

む 平和 も 希び li! も 終極の 救， £ も すべて 神より 出る ので ある、 斯くて 我 は 益々 我が 罪の 深き を 知り、 之に 

對 する 神の愛の 限りなき を覺 るので ある。 哥林多 後書 五 章 十八 節。 (四月) 


所 ®  s 八 

:3 者の 能力 

信者の "か， は 己に 於て 在らす、 神に 於て 在り、 神、 彼と 偕に 在して 彼に 能力 あるな り- 

神、 ァ ブラ ハ ム と 偕に 在せ り。 

神、 汝と 偕に 在す (創世記 一 一十 一 章 一 一十一 一節)。 

神、 ヤコ ゾと 借に 在せ り。 

我れ 汝と 偕に 在りて 云々 (仝 廿八章 十五 節)。  . 

神、 ヨセフ と 偕に 在せ り。 

エホバ、 ヨセフ と^に 在す (仝 三十 九 章 二 節)。 

Jg-、 モ ー セと 偕に 在せ り。 

我れ 必す汝 と 偕に あるべし (出 埃 及 記 三 章 十一 一節)。 

神、 ヨシ ュ ァと 偕に 在せ り。 

我れ モ ー セと 偕に 在りし が 如く 汝と 偕に あらん (約 書 亜記 一 章 五節 )o 

神、 ギヂ オンと 偕に 在せ り。 

我 かなら す汝と 偕に 在らん (士師 記 六 章.； '六 

神、 サム H ル と 偕に 在せ り 

H ホバ 彼れ と^に 在せ り (撒； r?ir 前書 三 章 十九 節)。 


神、 ダビ.、 テと 偕に 在せ り。 

H ホバ 彼と 偕に 在せ り (仝 十八 章 卜 叫 節)。 si 

敎會對 無敎會  . 

人類の 神 

神 は 敎會を 以て 世 を 救 ひ 給 ふと 云 ふ、 然り、 祌は义 政府 を 以て 世 を 救 ひ 給 ふ、 學校を 以て I を 救 ひ 

給 ふ、 著述 を 以て 世 を 救 ひ 給 ふ、 美術 を 以て 世 を 救 ひ 給 ふ、 神が 世 を 救 ひ 給ふ途 は 一 にして 足りたい" 

神 が^の 救 濟を敎 # に のみ 委ね 給 ひしと は 余輩に は 如何しても 信じ 得られな いので ある、 神 は 人類の 

神で あれば 普く 人類に 臨み 給 ふに 相違ない、 聖書と 稱 へらる k 階級の 人を經 るに あら ざれば 我等に 臨 

まざる やうな： W を 我等 は 信ぜん と 欲する も 能 はない ので ある。 

無 敎會の 必要 

敎會の 必要 も あら ふ、 亦 無 敎會の 必要 も ある、 敎會に 入て 救る、 人 も あらう、 亦 敎會を 出て 救 はる 

る 人 も ある、 目的 は 人 を 救 ふに ある、 若し 敎會 なくして 人が 救 はれ 得るならば 無 敎會も 亦 必要で ある- 

敎會は 人の ためであって、 人 は敎會 のた めでない、 余輩 は 敎會の 不必要 を唱 へない、 同時に 亦 無敎會 

の 必要 を J^i むる。 

イエスと 敎會者 

信者と は 誰ぞ？ 
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敎ノ t の 提供す る 敎義を 信じ、 洗禮を 受けて 敎會に 人り、 其會〕 貝と 成りし 者な りと 敎會者 は 一ず ふ。 

我 母 は 誰ぞ、 我 兄弟 は 誰ぞ、 すべて" 火に 在す 我 父の 3:1 を 行 ふ 者 は 是れ我 兄弟、 我 姉妹、 我 母な りと- 

主ィ H スは首 ひ 給へ り。 

感謝す ィ H ス は敎會 者の 如くに 語り 給 は ざり しこと を、 余輩 は敎 會の稱 する 敎會 信者に あらざる ベ 

し、 然れど めて 父の 3 曰 を 行 ふて ィ H スの 兄弟 又は 姉妹たり 得る を 感謝す。 馬太傳 十二 章 四十 八 節； 

y'FO  (四 

二種の 質問 

ィ H スを 蔑視し ピラト は 問 ふて 言へ り r 眞理と は何ぞ や」 と、 イエスに 救 はれん と 欲せし ピリ ビの 

獄吏 は 問 ふて 一一 1C へり 「我れ 救 はれん ために 何を爲 すべき 乎」 と、 ピラトの |只 問 は 自己 を 離れて 一般的- 

なりき、 ^？^吏の質問は自己に關して個人的なりき、 救拯に 到る 質問 は 常に 個人的に して 實行 的な り、 

まろ .0 に 到る の 質問 は 常に 一般的に して 思辨 的な り、 眞理 は何ぞ やと 繹て 眞理は 解ら す、 「我れ 救 はれ 

んが ために 何を爲 すべき 乎」 と 求めて 眞理は 明かに 上より 示さる、 今時の 神 學生叉 は 求道者に して gc 

理に 達する 者の ii き は、 彼等の 多く は ピラトの 質問 を 試む る 者なる が 故なら ざるべ からす。 . (ヨハネ 

十八^ 卅八 節。 行傳 十六 章 三十 節) (四月) 

權 利の 放棄 


余に 余の 有と て は 一 つもない、 余の 有 はすべ て 悉く 神の 有で ある、 余の 妻 は 神の 有で ある、 余の 于 

は 神の 者で ある、 企の 家 は 神の 有で ある、 余の 所有 品 は 悉く 神の 有で ある、 然り、 余 自身が 神の 有で 

ある、 余の 知識、 余の， 能力、 余の 時間、 余の 生命 其 物まで が、 義く 神の 有で ある、 之 を 余の 有で ある 

そ. fc/ (^あや. リ *J じめ 

かの 如くに 思 ふたの が 抑々 誤謬の 始 である、 人 は 人に 對す るが 如くに 神に 對 して 人 權叉は 所有 權を唱 

ふること が 出来ない、 神の 有で あるが 故に 之に 對 する 我が 權利を 放棄して 神の 權利 を認 むべき である- 

而 して 斯 くな して 我に 眞 正の 平和が 臨る ので ある、 總の 苦痛 は 他 (祌) の 有 を 我 有な りと 思 ふより 來 

る、 實に 誠に 我れ 無一物の 者と なりて 我 は 始めて 眞 正の 富者と なる ので ある。 (五月) 

成功と 滅亡 

.5^ ん ぶん  ， 

神が！ § 惡を此 ゆより 永久に 絶たん とし 給 ふや、 彼 は 先づ之 をして 思 ふ 存分に 成功せ しめ、 をして 

之 を稱揚 せしめ、 赏族 富豪 をして 之に 歸依 せしめ、 之 をして 天の 高き にまで 登らし め、 然る 後に 忽然 

めっひザ.^  ね， ぐ  、フク i 

滅亡 を 降して 之 を 地上より 拭 ひ 去り 給 ふ、 神 を 敬 はざる 者の 場合に 於て は 成功 は 滅亡の 前徴な り、 政 

"时然 り、 敎會然 り、 國 (豕然 り、 個人 然り、 成功 を 以て 誇る 者 は 屠らる k 前の 肥えた る 羊の 如し、 遠ら 

すして ゆ は 彼 を 尊 ねん も 彼 を 見ざる べし、 神、 彼 を 取 去り 給 ひたれば なり。 

樊 t5 に 鳥の 盈 るが 如く 不義の 財 彼等の 家に 充っ、 此 故に 彼等 は 犬なる 者と なり 富める 者と なる、 

彼等 は 肥えて 光澤 あり、 其惡 しき 行爲は 甚だし …… H ホバ言 ひ 給 ふ、 我れ 此 くの 如き こと を 罰せ 

ざらん や、 我心 は此 くの 如き 民に 仇を復 へさぐ らん や (耶 利が 亞記 五章廿 七、 卄八 節.)。 (五 片) 


所 ii-  六 五 二 

僞は b の 預言者 

偽 はりの 預曾 者と は 誰 ぞ？ 

爲 はり の 預言者と は 神 の 正義よりも 人の 平和 を 愛する 者で ある、 人の 面 を 權れて 明. n の 事實を Ifis り 

得ざる 者で ある、 平和な き 時に 平和 平和と 叫ぶ 者で ある、 キリス 卜の 平和の 福 昔 を 誤解して、 刃 (殺 

、こ 非す〕 なくして 地に 1 せ を 出さん と 欲する 者で ある、 信仰 上の 儒 夫で ある、 實行 上の 老婆で ある、 

救世 上の 麻醫 である、 深く 愛せざる が 故に 强く 篤る 能 はざる 者で ある、 神の； S 昔 を 託せられながら 唯 

平穩 をのみ 維れ 求めて 明々， n ：々 の 眞现と 事 實とを 語り 得ざる 者 はす ベて 偽 はりの 預言者で あ る o( 一 五 月」 - 

：大國 の天氣 

時 は 五 =： の 末つ 頃、 卷旣に 過ぎて： 复猶ほ 早し、 森の 新装 成り、 庭園の 樹蔭 暗ら し、 薔薇と 菖蒲と は 

競 ひ き、 杜 鵾花义 開く、 昨夜 雨 舞れ て 朝 陽 琥珀の. を 放つ、 我れ 曰く 是れ- 大阈の 1K 氣 なり、 天國は 

常に 断く の 如く あらん、 而 して 淸流 涼しき， 逢に 我が 愛する 者 は 日々 讚美 を唱 ふるな らんと。 

然 らば 吹け よ 夜の 風、 降れよ 淚の. 砲、 永久の 淸 涼の 亦 我 を も俟っ あれば、 我 は 喜んで 憂苦に 耐え、 

風塵 を 胃して 進まん。 (六月〕 

我れ とィ エス キリスト 


我に 敎會が ある、 其れ はィ H ス キリスト である。 

我に 監督が ある、 其れ はィヱ ス キリス ト である。 

我に 聖餐が ある、 其れ は イエス キリス 卜で ある。 

我に 祭 物が ある， 北 ハれは ィヱス キリスト である。 

我に 善行が ある、 其れ はィ H ス キリス ト である。 

我に 復活が ある、 其れ はィ H ス キリスト である。 

我に 永生が ある、 其れ はィ H ス キリスト である。 

イエスキリスト である、 ィ H スキ リストで ある、 彼 は 我がす ベて ある、 彼れ あるが 故に 我 は 基督 

信者で ある、 彼れ 無くして 我に 何が あると も、 縱し燒 かる、 ために 我 身 を 供 ふるの 信仰 ありと 雖も我 

は 基督 信者で ない ので ある。 (六お) 

. ィ ェ ス と共に 在りて 

,i  いへ  あまん  ど  ころ. 0 

イエス と共に 在りて 余 は 何ん な 家に もせ じて 住む ことが 出来る、 イエス と共に 在りて 余 は 何ん な 衣 

を まけても 恥る ことなくして 人の 前に 立つ ことが 出來 る、 イエ ス と共に 在りて 余 は 何ん な 困難に も耐 

ゆる ことが 出来る、 ィ H スと 共に 在りて 逆境の 極 も 亦 祝福の： 大國 である、 ィ H スと 共に 在らん 哉、 若 

し 實にィ H ス と共に 在る こと を 得ば、 それで 人生の すべての 問題 は 解けた ので ある。 r 六"：) 
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イエス を 思 ふ 

我れ 事業 を 思 ふ 時に 事業 は 成らす、 我れ 德義を 思 ふ 時に 德義 を爲 さす、 我れ ィ H スを思 ふ 時に 事業 

は 成り、 德 義を爲 す、 事業に 追 はる k 時、 義務に 責めら る、 時、 我はィ H スを思 はんかな、 然り、 唯 

ィ H スを思 はん 哉。 

我 は 我に カを予 ふる キリストに. m りて 諸の 事 を爲し 得るな り (胖立 比 書 章 十三 節)。 c^3 

事業と 信仰 

事業で はない、 信仰で ある、 事業 を爲 すため の 信仰で はない、 信仰の 自然の 結果と して 成る 事業で 

ある、 然り、 信者の 事業 は 信仰で ある。 

人々 ィ H スに曰 ひける は 我等 神の 事業 を爲 さんがた めに 何を爲 すべき 乎と、 ィ H ス 答へ て 彼等 

に：：： ひける は、 神の 遣 はし 給へ る 者 を 信す る 事、 是れ祌 の 事業な り、 と (約 翰傳 六章廿 八、 廿九 

"ぎ) 

イエ スを 信す る 事、 其 事が 信者の 唯一 の 事業で ある、 而 して 若し 彼に 由て 大事 業が 成るならば、 爲さ 

んと 欲して 成る にあら すして、 信仰の 結ぶ 自 からなる 結果と して 成る ので ある、 ：；：^ 仰の 生涯 は イエス 

を 目的に 牛-くるの であって、 * 業 は 之 を 眼中に 措かない ので ある。 「六月〕 


善 人と 惡人 

世に 善人 も惡人 もあった もので はない、 キリスト のみ 惟り 蕃人であって、 他 は 盡く惡 人で ある、 然 

り、 人 は キリストの 靈を 受けての み 神の 前に 義人た る を 得る ので ある、 生れながら にして 世に 義人 あ 

るな し、 一人 も あるな しで ある、 此 意味に 於て 孔子 も 罪人で ある、 釋迦も s§ 人で ある、 ソクラテス も 

人で ある、 悔改の 必要な かりし 者と て は 古今東西 惟り ィ ヱス キリスト ありし のみで ある、 キリスト 

は 人の. ぎを脫 して 惟り 神の 子で ある、 而 して 彼に 概ら すして 人 は 何人も 神の 子た る こと は 出来ない- 

約翰傳 丁笨 十一 一節。 (六月〕  . 

人 は 人 

人 は 人で ある、 彼 は，：： 人で ない、 亦 mi 人で ない、 彼 は 黄色人種 でない、 亦 銅色 人 稀で ない、 彼は歐 

維 巴人で ない、 亦 阿弗利加 人で ない、 口 本人で ない、 亦米國 人で ない、 我 は 口 本人であって 彼 は外國 

人で あると 云 ひて 彼 を 差^す る 者 は、 我 は歐羅 巴人であって 彼 は 亞細亞 人で あると 云 はれて 彼の 排斥 

する 所と なる、 人 は 人であって 神の 子で ある、 皮膚の 下に、 國籍の 上に 人た るの 價 俯と 尊 嚴とを 認め 

得すして 人類 を 友と して *1 界に擴 がる こと は屮： 來 ない。 (六 

信者の 生涯 
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者 を 作らす とも 宜ぃ、 敎會を 建す とも. い、 著述 を爲 さすと も宜 い、 慈善 を 行 はすと も宜 い、 唯 

ィ ェ スを！；：^すれば其れで宜ぃ、 繭う すれば 我に 由て 救 はるべき 靈魂は 救 はれ、 起るべき 敎きは 起り、 

成るべき 著述 は 成り、 行 はるべき 慈善 は 行 はる、 事業 は 之 を 念頭に 置かす、 ィ H ス をのみ 維れ 仰ぎ 瞻 

るべき である、 誠に 人の 義 とせら るる は 信仰に M る、 行爲に 因らない。 「六") 

クリスチャン たるの 途 

衣食 足りて 禮節を 知る と 云 ふ 事が ある、 其 事 は 现 である、 乍然 衣食が 足り たれば とて クリス チヤ 

ンと 成る こと は 出来ない、 神の 紳士と 稱 へらる、 クリスチャンと 成る に 美き 第 宅 も 要らない、 階勳 

^等の 人の 名譽も 要らない、 其 身と 所有と を 舉げて 之 を 神に 獻げて 人 は M 人 も クリスチャンと 成る こ 

とが 5： 來 るので ある、 物 を璲て はない、 物を棄 て、 彼 は 人類の 情 華た る クリスチャンと 成る ことが 

出来て、 其 無上の 榮譽 を檐 ふこと が m 來る ので ある。 

、然 らば 棄 てんかな 棄 てんかな である、 棄て、 王と なりて キリストと 偕に 宇宙 を 支配し、 永遠に 朽ざ 

る 冕 を 戴きて 彼と 榮光 を頒 たんかな である。 (六"」 

イエスの 事業 

我が， 業はィ H スの それで ある、 人の 魂を敕 ふこと である、 人の 肉 體を養 ふ 慈善事業 でない、 彼 

め 竟遇を 善くす る 社會事 菜で ない、 財政の 整. 现 でない、 政界の 廓淸 でない、 人と 神との 關係 を義 しく 


して、 彼 を 永生に 導く ことで ある、 而 して 此 事業た る 人 をす ベての 點に 於て 救 ふの 事業で ある、 人 は 

祌に 由て 其 靈魂を 救 はれて、 共 肉體も 社會も 境遇 も 完全に 且つ 根本的に 救 はる \ ので ある、 ィ エスの 

事業 は 人の 靈魂を 救 ふの 事業であって、 誠に 實に人 を 全 體に救 ふの 事業で ある。 (六月〕 

貧富の 差別 

富者と は 誰ぞ、 多く 神に 託せられし 者な り、 貧者と は 誰ぞ、 少く 神に 託せられし 者な り、 が $ と 

て は 一 物な きの 點に 於て は 富者 貧者 其 分 を 一 にす、 唯 貧者の 富者に 勝る は 其 責任の 輕き にあり、 多く 

予 へらる. -者は 多く 求めら るべ し、 多く 託 くれば 之れ より 多く 求むべし (路加 傅 十二^ 十八 節)、 

も づ  ,フ ら や 

富者 は 多く 託 けられし 者な り、 故に 多く 求めら る、 者な り、 富者 を 羨む 者 は 誰ぞ、 人 は 何人も 責 の 

輕 くして 活動の 自由 多き を 欲 ふに あらす や。 (七： S0 

處 世の 困難 

處 ゆの 困難 を唱 ふる を 要せす、 鹿 世 は 至て 容易な り、 我が身と 所有と を舉げ て盡く 神に げ まつれ 

ば 足る、 斯く なして 素の 無一物と なりて 我は處 世の 困難より 脫 する を 得るな り、 我 を g しむる もの は 

我が 慾な り、 我 有なら ざる もの を 我 有と 認む るが 故に 言 ひ盡 されぬ 夥多の 困難 は 我 身に 臨むな り、 神 

ら乃  ちと 

の 有 を 神に 返納して 我 は 素の 我と なりて、 虚枇の 困難の 如き 之 を 過去の 夢と して 一笑に 附し 得る に 至 

るな り。 (七 パ〕 
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斷 て棄 てよ 

若し 汝の 右の 眼汝を 罪に 陷 さば 抉 出して 之を棄 よ、 そ は 五體の 一 を 失 ふ は 全身 を 地獄に 投 人ら る、 

より は 勝れば なり (馬 太傳五 章廿九 節〕。 

若し 汝の 右の 手汝を 罪に 陷 さば 之 を 斷て棄 よ、 そ は 五體の 一 を 失 ふ は 全身 を 地獄に 投入れ らる& に 

勝れば なり (仝 ニー  十 節〕。 

若し 汝の肘 產汝が 神を視 るの 妨害と ならば 取て 之を棄 よ、 开は 財産 全部 を 失 ふ は祌を 離れて 全身 幽 

暗に 入る に 勝れば なり。 

若し 汝の 事業、 汝が 神に 近づく の 妨害と ならば 斷 りて 之を棄 よ、 开は 事業な くして： 大國に 入る は 全 

身 地獄に 投 入れら る、 に遙 かに 勝され ば 也。 

斷 りて 棄ょ、 然り斷 りて 棄 てよ、 神に 達する の途を 遮る 諸の ffi 食と へる 罪と は惜 むこと なく 之 を 

斷 りて 棄 てよ。 希 伯來書 十一 一章 一、 一 一節。 (七月〕 

ils 仰に 由る 孤立 

權 勢に 由らず 能力 力に 依らず 我靈に 由るな りと 萬 軍の H ホバ宣 ふ (撒 加 利 亜 書 四 章 六 節)。 

海 取に 由ら す 陸 軍に^ら す、 商業に. m らす 工業に. E らす、 財政に 由ら す 外交に 由ら す 信仰に 由るな 

りと 平和の 主なる ィ H ス キリス ト宣 ふ。 


眞の 信仰に 由り て 萬國を 敵と して 立つ も 可な り、 米國 何者 ぞ、 英國 何者 ぞ、 露國 何者 ぞ、 佛國 何者 

ぞ、 若し 神 我等と 偕に 在 さば 誰か 我等に 敵 せん 乎。 

ゼル バベルの 前に 當れる 大山よ、 汝は 何者 ぞ、 汝は 平地と ならん (仝 七 節)、 信仰の 前に 當れる 困 

難の 大山よ、 汝は 何者 そ、 汝は 平地と ならん、 願 ふ 日本 阈も 亦た 一 たび は 惟 H ホバ の 神に のみ 依賴 み、 

萬國を 敵と して 立つ の覺悟 あらん こと を。 (七月〕 

安 心 立 命 

罪が 判明り 之を滅 すの 途が 判明り、 神が， t 明り 彼と 和らぐ の途が 判明り、 永生が 判 り 之に 達する 

の 途が我 明って 玆に 始めて 安心立命が あるので ある、 而 して 罪を滅 すの 途は 信仰で ある、 神と がらぐ 

の途は 信仰で ある、 而 して 亦 永生に 達する の途は 信仰で ある、 此事を 知て 我等 は 安心立命の 途 たる 全 

く 信仰に ある こと を覺 るので ある、 信仰に 始まって 信仰に 終る、 易き 事此 上な し、 然れ ども 易き が 故 

に 之に 依る 人齡 し。 (八お〕 

我が 予へ 得る もの 

金と 銀と は 我に 有るな し、 惟 我に 有る もの を 汝に予 ふ (行 傳三章 六 節) ひ 

政 權と敎 權とは 我に 有るな し、 惟 我に 有る もの を 汝に予 ふ。 

才と德 と は 我に 有るな し、 惟 我に 有る もの を 汝に予 ふ。 
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我に また 跛 者 を 起す の 信仰 あるな し、 病 者 を 癒す の祈禱 あるな し、 惟 我に 有る もの を 汝に予 ふ。 

我に 有る もの は 惟信な り、 祌 に依賴 むの 心なり、 貧 其 ま、、 無能 其 ま、、 菲才 其 ま、、 不德其 ま、、 

然り、 薄 信 其 ま、、 彼に 依賴 むの 心なり、 我に 有る もの は 惟是れ のみ、 我が 予へ 得る もの も 亦 是れの 

み。 (入 H0 

失望と 希望 

失 sli! は 希笔を 生む、 人に 失望して 祌を 望む に 至り、 自己に 失 して キリスト をび I- むに 至り、 地に 失 

望して 天 を 望む に 至り、 今 世に 失望して 來^ を びお むに 至る、 他と 自己と に滿 足す る 者 は 神と キリスト 

と を 仰ぐ に 至らす、 地と 現^と に滿 足す る 者 は 天と 来世と を SHI むに 至らない、 失 なる 哉、 失^なる 

哉、 失 §1- は 希^に 達する 途 である、 失 § おして 絶望すべき でない、 失^して 希 すべきで ある。 

のおみ  t の  しじ 

生命 を 保たん ^1111 を も 失 ふに 至り たれば、 己を恃 ますして 死し 者 を 甦らす る 祌を恃 めり 

とパゥ n は 曰へ り (哥 後一 の 八、 九) 失 は 我等 を 希 に 追 やる ための 神の 恩惠 である。 (八月) 

人の 憤 値 

人の 價梳は 彼の 今の 價， 版で ある、 彼の 過去の 價値 でない、 彼が 過去に 於て 善人で ありし とする も、 

彼が 若し 今惡 人で あるならば 彼は惡 人で ある、 それと 同じく、 彼が 過去に 於て 悪人で ありし とする も、 

彼が 若し 今 善人で あるならば 彼 は 善人で ある、 永久の 現在なる 神 を 信す る 我等 は 人の 過去 を 尋ねて 彼 


の 現在の 價値を 定めない、 彼の 價依は 彼の 今の 價俯 である、 我等 は 彼の 過去に 由て 彼の 價爐を 定めな 

い。 (八月〕 

幸 不幸 

男 も 幸福で ある、 女 も 幸福で ある、 婚者も 幸 幅で ある、 未婚者 も 幸 幅で ある、 主人 も 幸福で ある、 

從者も 幸福で ある、 富者 も 幸福で ある、 貧者 も 幸福で ある、 貴族 も 幸福で ある、 平民 も 幸福で ある、 

キリ ス トを 信じて 總 ての 人 は盡く 幸福で ある、 然れ ども 彼 を 信ぜす して 總 ての 人 は盡く 不幸で ある、 

身の 幸 不幸 は 其 人の 境遇に 因らない、 地位に 因らない、 所有に ら ない、 信仰に 因る、 神の 遣 はし 給 

ひし 其獨 子に 對 して 彼が 取る 態度に 因る、 世 の 幸福 を 求む る 者 は 此に之 を 探るべき である。 (八 ガ) 

去 己 則ち 利己 

疎 石 禪師の 言に 曰く 「我 身 を 忘れて 衆生 を 利益す る 心 を 起せば、 大悲 內に薰 じ、 佛 心と 其 合す、 故 

に 一身の 爲 めと て修せ すと 雖も、 無邊の 善根 自ら 岡滿 す、 みづ からの 爲め とて 佛道を 求め ざれ ども、 

佛道速 かに 成就す」 と、 以て 直に 之 を 基督 敎に 適用す る を べし。 (八月) 

少數者 

キリスト は少數 である、 幅 昔 は 少數の 意見で ある、 此の世が 緩く 限り キリストが 多數 となり 福 昔が 
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多数の 輿論と なるとき は來 ない、 「今 は汝 等の 時、 暗黑の 勢力な り」 とィ H スは已 を 捕 へんと て來り 

し 者 どもに 曰 ひ 給 ふた (路加 俾廿ー 一章 五三 節)、 而 して 二十世紀の 今 E も猶ほ キリ ストの 敵の 時代で 

ある、 彼等が 勢力 を 揮 ふ 時代で ある、 故に キリストの 幅 昔の 證明 者と して 立つ 我等 は 單獨と 寂寥と を 

歎じて はならない、 我等 も 亦 彼に 傚 ひ、 彼の 詬誶 を负 ひて 營 (社會 と 敎會) の 外に 往き、 其處に 彼と 

共に 苦を受 くべき である。 (希 们來書 十三 章 十二、 十三 節)。 (九 ガ) 

祈禱の 目的物  - 

足 利 尊 氏が 師 とし て 仰ぎし 疎 石 禪師の 富と して 左の 如き ものが ある、 

佛神に今世の事をぃ のり求るは例 へば國虫に紙 一 枚を所§-^1するが如し、 W ぞ、 所領 を^まざる や、 

何 ぞ佛神 に 無上 菩提 を 望まざる や 

と、 實に 深い 貴い 言で ある、 佛 敎の愤 侶に さへ 此 信念が あった、 基督 信者が 神に 「此 の 事 をい のり 

求めて」 可から ふか、 肉に 拘 はる 事に 於ての み 神の 恩惠を 求めん とする 多くの 基督 信者 は 彼れ 禪 僧の 

前に 慚死 すべきで はない 乎。 (九 =0 

眞實 の敎會 

敎會は ある、 確に ある、 然し 天 中： 敎會 ではない、 聖公會 ではない、 ル ー テル 敎會 ではない、 メソヂ 

スト 敎會 ではない、 長老 敎會 ではない、 組合 敎會 ではない、 主ィ H スキ リスト 彼れ である、 彼 は 一人 


であって 同時に 又 多数で ある、 彼 は 首であって 我等 は 手足で ある、 彼 は 幹であって 我等 は 枝で ある、 

しゅ  しもべ  ぶ ，たうの き 

彼 は 主であって 我等 は 僕で ある、 然 かも 我等 は 彼に 在りて ー體 であり、 又 一本の 葡萄 樹 であるの であ 

る、 敎會 はせ 疋に 彼の 實體 である、 萬 物 を 以て 萬 物に 滿 たしむ る 者の 滿 つる 所で ある。 (以 弗所鲁 一章 

オル， 力 ニズム 

二十 三節參 照、 希 職 語の 「ソ ー マ」 は 有機 體の義 なり、 之 を邦譯 聖書に 於け るが 如く 「身 體」 と譯し 

て 誤解の 虞な しとせ す )0  (十月)  . 

聖書 本位 

余 は 基督 敎を 解らん としない、 聖書 を 解らん とする、 北ハ馬 太傳を 解らん とする、 其 路加 傳を 解らん 

とする、 其 約 翰傳を 解らん とする、 其 羅 馬 書 を 解らん とする、 其 哥林多 前書と 後書と を 解らん とする" 

加 拉太書 を 解らん とする、 希 伯 來書を 解らん とする、 默示錄 を 解らん とする、 先づ 基督 敎が 解って 聖 

書が 解る ので はない、 聖書が 解って 基督 敎が 解かる ので ある、 余の 基督 敎 研究 は 聖書 本位で ある、 其 

の 始めが 聖書であって、 其の 中が 聖書で ある、 而 して 叉 其の 終りが 聖書で あるので ある、 聖書で ある _ 

聖書で ある、 余 は 聖書 以外に 基督 敎を 求めない ので ある。 (十月〕 

惟一の 書 

聖書の 一 書 を 解す る は 一 大哲學 を 解す るよりも 益 あり、 聖書の 一 章 を 解す る は 一 大著 述を 解す るよ 

りもハ あり、 聖書の 一 節 を 解す る は 一 大 論文 を 解す るよりも S あり、 吾人の 精力と 時間と を 悉く 聖書 
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9 た め につお， し て 吾人 は 5^ す る 所 ありて 損する 所 あるな し、 汗 牛 充楝も 管なら さる 人 の 哲學 と 人 の 

著 とかの 議論と は 之 を 一 f 埃の 下に 葬り 終生 之に 眼 を觸れ ざる も 吾人の 失 ふ 所 は 多から す、 學ぶ ベく、 

究 むべき は 惟り 神の 架 書な りと す。 (十月) 

山と 聖書 

轿极 山中に 遊びて 感 あり 

山に 人ら やして 山 を 識る能 はす、 之を遙 かに 遠方より 眺めて 其 風景 を赏し 得べ しと 雖も、 山 其 物 を 

ip る 能 はす、 其 如く、  に 入らす して 聖書 を 識る能 はす、 之を遙 かに 批評の 立場より 望見て 其莊美 

を 賞す る を 5：： べし、 然れ ども 聖書 其 物 を 識る能 はす、 聖書に 人て 聖書 を 見ん 乎、 金 鑛銀鑛 到る 處に^ 

し、 i は 資玉 を以で ¥ め られ、 は 錦輸を 以て 彩色ら る、 生命の 河 あり、 其 中 を 流れ、 希 al! の J あり、 

其 岸 を 洗 ふ、 正義の i あり、 北 M は i し、 S 风现 の^ あり、 共 花 は Is し、 正さに 是れ 神の 造 經み給 ひ 

し 宇宙の 大公 閥な り、 其 中に 逍徉 して 百年の 生命 も からす、 m 獨の 生酒 も 淋しから す、 聖書に 人り- 

之と 親む を 得て、 の 状ながら にして 旣に： 大 堂に 遊ぶ の感 あり。 (十月) 

より どこ ろ 

我の 據所 

彼 は 我に 財貨 を 賜 は ざり し、 彼 は 我に 權カを 賜 は ざり し、 彼 は 我に 學 術と 藝 術と を 賜 は ざり し、 美 

はしき と. なる t 爇を赐 は ざり し、 一 ：2 き 道德と 潔き 行爲と を赐は ざり し、 然れ ども 彼 は 我に 信仰 


を 賜へ りと；^ す、 彼に 依賴 むの 信仰 を 賜へ りと 3 す、 而 して 信仰 を 賜 はりて 彼 は 我に 最善 を 賜へ りと 

信す、 故に 我 は 我が 貧しき を 顧みす、 弱き を 顧みす、 無 學と無 藝とを 顧みす、 不德と 不潔と を頓 みす、 

信仰 を 以て 單に 彼の 恩惠に 信頼して 以て 我が 終末の 救拯を 完全う せんと 欲す。 (十 一月) 

ォヽ聖 父よ、 時には 善き 雑誌の 出来 ざらん こと を、 時には 善き 說敎を 爲し得 ざらん こと を、 而 して 

他を敎 へ5^^して自己を敎 へんことを、 善き 文字 を聯ね 得す、 美 はしき 一一 目辭を 語り 得すと 雖 ども 自ら 

善き IP 爲を 就し 得ん こと を、 ォ、 聖 父よ、 人の 敎師 たるの 危險は 人 を敎へ 得て 自己 を敎へ 得す、 一一 一一 

の 人となりて 行爲の 人と ならす、 聖書に 所謂 「他の 人に 敎 へて 自 から 棄らる \ の 人と ならん」 ことな 

り、 X 布 ふ、 我が 俾 道の 事業 は擧ら ざる も 我 名の 天の 帳簿より 削らる、 に 至ら ざらん こと を。 哥林多 前 

書 九 章 二十 七 節。 「十一"：) 

基督 敎は權 利の 放棄 

自己の 權利を 主張す るの が 基督 敎 でない、 之 を 放棄す るの が 基督 敎 である、 基督教の 眞髓は 犠牲で 

ある、 キリストの 犠牲が 解ら すして 基督 敎は 解らない、 

汝等 我等の まィ H ス キリス トの恩 を 知る ベ し、 彼 は 富める 者な りしが 汝等 のために 貧者と なり 給 

へり、 是れ汝 等が 彼の 窮乏に よりて 富者と ならん 爲め なり (哥林 多 後書 八 章 九 節) 
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此 精神が 解ら すして 基督 敎は 解らない、 他の ために 我 身 を 奴 隸 となす の 意が 解ら すして、 假 基督 敎 

的 文學に 精通し、 基督 敎的 音樂に 熟達し、 すべての 方面に 於て 基督 敎的 文明の 感化 を 蒙る と雖 も、 我 

等 は 朱 だ キリストの 弟子と 成った ので はない。 (十 一月〕 

彼 を 信す る 理由 

基督 敎的 感化 を 受け 我 身と 我事 業と が 利益 せられん ために 彼 を 信す るので はない、 我 身と 之に 屬け 

るすべ ての 物 を 彼に 獻げ まつり、 彼の 第 子と なり、 奴 僕と なりて 全然 服從的 生涯 を 送らん ために 彼 を 

信す るので ある、 キリスト を 信す るの 利 ハまは 遊る にあら すして 失 ふに ある、 充 つるに 非す して 虚しく 

せらる、 にある、 人の 上に 立つ にあら すして、 人の 下に 置かる、 にある、 キリスト を 信す るの 利益 は- 

唯一 つ 彼と 共に 十字架に 釘 けらる k にある、 此事 以外に 利益 を 求めて 彼 を 信ぜん とする 者 は 最も 愚か 

なる 者と 稱 はざる を 得ない。 (十 一 月) 

宗 敎大會  一 

宗敎家 則ち r 宗敎 家」、 政治的 宗敎. 冢、 宗敎的 政治家、 國 家と 社 會と 現世との ために 宗敎を 研究し 一 

之 を傳播 する 者、 キリストと 阿 彌陀と を 利用す る 者、 人間 本位の 宗敎 信者、 然り 現世に 於て は 是れで 一 

も宗敎 {豕 である、 故に 佛敎に 一一： in ふ 「厩 離 碳丄、 欣求淨 土」 と、 基督 敎に首 ふ、 「此世 或 ひは此 世に 在 一 

る もの を 愛する 勿れ、 人、 もし 此^ を 愛せば 父 を 愛する の 愛 その 衷に 在る たし」 と。 (十一月) * 


人 生 

み じ 

人生 は樂 しく ある、 甚だ 樂 しく ある、 然り、 然れ ども 人生 は 短 かく ある、 甚だ 短 かく ある、 而 して 

短 かき 此 人生 は 死 を 以て 終る、 而 して 其 中に 死に 類した る、 而 して 死よりも 更らに 苦しき 多くの 苦痛 

が ある。 

み じ  いのち 

斯 くも 短 かき 且つ 苦る しき 人生の 後に 樂 しくして 窮 りなく 生命が 獲られないならば 樂 しき 人生 は 決 

して 樂 しきもので はない、 永生に 終らざる 人生 は 實に享 くるの 價使 なきもの である。 (十一月) 

沈 默 

沈默、 然り、 沈默、 沈默は 慧き處 *1 の 方法で あるから ではない、 神の 深い 事 を 語る に 言葉がない か 

ら である、 殊に 之を此 世の 人々 に 語る に 言葉がない からで ある、 

ィ ェ ス何を も 答へ ざり き  方 伯 等の いと 奇 しとす るまで ィ H ス 一 言 も 答 へ ざり き 

と (馬 太傳 二十 七 章 十二 節 以下〕、 ピラト、 力 ャパ等 を 以て 代表 せられし 此 I の 政治家 又は 宗教家 等 

に對 して 基督 者の 採るべき 途に 唯沈默 あるの みで ある。 

沈默、 然り、 沈默、 此 世の 人々 に對 して は 我等 は 沈默を 守る か、 然ら ざれば 謎 を 語る のみで ある。 

(十 一 月) 
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物と しての：；^ 仰 

信仰 は 信す る 物で ある、 信す る 事で はない、 實物 である、 動作で はない、 人が 之に 由て 信す る 物で 

ある、 信す る こと 其 事で はない、 故に 謂 ふ 「信仰 は 希び 1- の 基礎な り」 と (希 们來書 十 一 章 一 節)、 又 

謂 ふ 「愛に. H て 倒く 所の 信仰」 と (加 拉太書 五 章 六 節)、 信仰 は 岩で ある、 生命で ある、 故にぎ とな 

りて 苔の 生す までに 生長すべき 者で ある、 生命の 依て 立つ 基で ある、 故に 肉體が 失せて 後に 猶ほ存 る 

者で ある、 信仰が 思想と してに 非す、 信念と してに 非す、 實物 として、 永遠の 巖 として 感ぜら る、 に 

至て 我等 は 稍々 我等の 救扬に 近づいた ので ある。 「十 一月) 

二 刚の友 

我に 友 あり ニ團に 分かる、 其 ー團は 地に 存 して 我と 共に 又玆に 節を迎 ふ、 他の  一 W は 天に 在りて 

彼等の 笑 額 は 我 眼に 映らす、 彼等の 歡？， S は 我 耳に 達せす。 

然れ ども 地なる 者必 しも 近から す、 天なる 者必 しも 遠から す、 見 ゆる 者 は 我 外に 在りて 我 を 祝し、 

見えざる 者 は 我衷に 宿りて 我 を 慰む。 

然り、 我 は 我 友に 由り て圍繞 せらる、 地に 友 群の 我 を 祝 ふ あれば、 天に 友 群の 我 を 待つ あり、 我れ 

此事を 思 ふて パ ゥ 口 の 言 を 以て 叫ばざる を 得す、 

我れ 一 一 者の 間.， に 介 まれり、 を 撰ぶべき か 我れ 之 を 知らす 


と (賺立 比 書 一 章卄ー 一、 卄三 節)。 (十二月) 


大正 三年 二 九 一 四 年) 

我事に 非す 

加 特利敎 と 云 ひ、 プ II テス タント 敎と云 ひ、 監督 敎<& と 云 ひ、 メソヂ スト 敎會と 云 ひ、 組合 敎會と 

云 ひ、 ュ 一一 テリ ヤン 敎 龕と 云 ふ、 JTK れ 皆な 外國 人の 事であって 我事で はない、 我等 は 彼等の 論 (命 を輸 

人して 我等の 論爭 となすべき ではない、 我等 は 日本人で あり、 キリストの 弟子で ある、 故にす ベて 外 

國の敎 派を脫 却して 一 體 となるべき である。 ( ーガ， - 

〇 

米國 人の 信仰 は 制度 的で ある、 政治的で ある、 其 意味に 於て 米國は 今や 世界 第一 の 天主 敎國 である。 

( 一 月) 

き。 Si の さ 一口 仰 
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我 は 神 を 信じ 又 信仰 を 信す、 我 は 神に 在りて 信仰の 甚だ カ强 きを 信す、 我 は 我が 信仰 を 以て 神に 捧 

ぐる 祈禱の 必す聽 かる k を 信す、 其の 時に gl かれざる が 如くに 見 ゆる は 決して 聽 かれざる にあらざる 

を 信す、 我 は祌を 信す るに 方て、 休徴と _異 能と を 見る を 要せす、 必す聽 かるべき 我が 信仰の 祈禱は 

直に 奇續を 以て 應 へらる. -を 要せす、 我 は 神 を 信す 彼の 愛 を 信す、 我 は 愛なる 神が 我が 信仰の 祈禱を 

斥け 給 はざる を 信す。 ( 一 月〕 

神 の 聲， 

神の 聲は 神の 聲 なり、 神より 出て 直に 我が 心に 響く 聲 なり、 國 民の 輿論 必 しも 神の I 皆に あらす、 敎 

會の 決議 必 しも 神の 聲 にあら す、 法王の 聲、 監督の 聲、 宣教師の 聲の必 しも 神の 聲に あらざる は 言 ふ 

まで も 無し、 我等 をして 心を靜 かにして 神の 聲を 聞かしめ よ、 而 して 謙 遇に 之に 服從 して、 大瞻に 之 

を唱 へしめ よ。 ( 一 月〕 

百年の 後 

日本人が 宗敎の 必要 を認 むる までに 五十 年經 過った、 彼等が 基督 敎の 必要 を認 むる までに 更らに 五 

十年經 過る であら ふ、 而 して 外 國宣敎 師の傳 ふる 基督 敎 にあら すして 日本 國 自生の 基督 敎の 必要 を認 

むる までに は猶ほ 更らに 五十 年經 過る であら ふ、 斯くて 余鞏の 主張の 認めら る k は 早くと も 今より 猶 

ほ 百年の 後で ある、 余輩の 骨が 墓の 中に 朽る 頃、 余輩 は 余輩が む やうなる 日本人の 覺醒を 見る ので 


あらう。 (二月〕. 

§n 識と 信仰と 愛 

智識 は 光明な り、 信仰 は 生命な り、 而 して 智識と 信仰と 相 合して 輝く 生命なる 愛 は 有るな り、 智識 

なき 信仰 は 光な き 生命な り、 信仰な き 智識 は 煌々 として 堪へ 難し、 輝く 智識と 溫 かき 生命と 相 合して 

兹に 始めて 柔 かき 光なる 愛 は あるな り、 愛 は蝥の 放つ 光の 如し、 慈 光な り、 徴盡す 火に 非らざる 也。 

(二月〕 

自由 信仰 

自由 信仰と 謂 ふ、 自由 勝手に 何事 を も 信す るの 謂に 非す、 敎會の 敎權と 社 會の威 顧と を排 して 信す 

べき 事 を 自由に 信す る を 謂 ふなり、 神 を 長れ、 眞 理を贵 ぶが 故に 敎會の 傳說と 社會の 俗習と に 拘泥せ 

すして 大膽に 神の 眞现を 信す る を 謂 ふなり、 自由 信仰 は 光明の 信仰な り、 獨 立の 信仰な り、 神 を 畏れ 

て 人の 面 を 恐れざる の 信仰な り、 世に 贵き ものにして 自由 信仰の 如き は あらざる なり。 (二月〕 

智識と 信仰 

智識な くして は 迷信に 移り 易し、 信仰な くして 智識 は 冷淡に 終り 易し、 生命 は 智識と 信仰と が 

相接觸 する の點に 在り、 其 領域 ゃ狹 くして、 其 存在 ゃ危 し、 而 かも 其慣値 たる や 其れが 故に 大 なり、 
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こ だ ね  ** しりな きこが ね 

眞 生命の 黄 余よりも 貴く、 純 精 金よりも 尊き は、 萬 城の 玉の 如くに、 唯 稀に のみ 地上に 存在す る 者 

なる が 故な り。 (. 二月) 

神の 聲 

祌の聲 は 神の 聲 である、 勿論 敎會の 命令で はない、 社會の 要求で はない、 國 民の 奥 論で はない、 祌 

の聲 である、 細き 而 かも 確かなる 神の 聲 である、 此聲が 心の 耳に 響けば 起つ、 響か ざれば 大山が 崩れ 

て も 起たない、 信者 は 神の 僕で ある、 故に 敎會の 決議 や 社 食の 動搖に 由て 動くべき でない。 (二 flo 

攻 擊の歡 喜 

余 を擊っ 人が ある、 其 人 は 自身 は 余よりも より 善き 人で あると 信じ 又 余が 爲 すよりも より 善き 事業 

を爲し 得る と 信す るが 故に 余を擊 つので ある、 擊 たる 、は 勿論 苦痛で あるが、 然し 余が 爲 すよりも よ 

り 善き 事業が 彼等に 由て 爲 さる k と 思へば 是又大 なる 歡喜 である、 余 は 余 を 撃つ 人 等が 單に言 葉を以 

て擊 つに 止まらす、 撃つ 其褒 むべき 動機 を 事業の 上に 顯 はし、 以て 世 を 益し、 神の 榮を顯 はさん こと 

を 祈る。 (二月) 

イエスの 榮嚳 

政府に 棄ら る、 も國 民に 迎 へらる &は大 なる 榮譽 である、 政府に も 棄られ 亦國 2^ にも 棄ら る、 は更 


に大 なる 榮譽 である、 政府に も棄 られ國 民に も棄 られ、 而 して 亦敎會 にも 棄らる i は 最大の 榮譽 であ 

る、 而 して ィ H スは此 最大の 榮譽を 擔ひ給 ふた、 我等 も 亦 彼の 如くに 政府に も、 敎會 にも、 信者に も 

しみ 

不信者に も 棄られ て、 彼と 苦難 を 共に して 亦 榮譽を も 共に すべきで ある。 (三月) 

單 純なる 福 音 

單 純なる 福音 は簡 短なる 一 i 昔で ある、 キリスト である、 キリスト は 我が 萬 事で あると 云 ふ 事で ある、 

キリスト は 我が 義 である、 我が 潔で ある、 我が 救で ある、 我れ キリスト を 信じて 我が 爲 すべき 萬 事 を 

爲 したので ある、 

夫れ 神の 充足れ る德は 悉く 形體 をな して キリ ス 卜に 住めり 

と ある (哥羅 西 書 二 章 九 節)、 祌は キリストに 在りて 萬 物 を 人に 與へ給 ふたので ある、 而 して 人はキ 

リストに 在りて 萬 物 を 神より 受 くるので ある、 ：大 も 地 も、 來世も 現 も、 生命 も 光明 も 愛 も、 總て悉 

く キリストに 於て 在る ので ある、 福 昔 は キリス トの名 を 以て 盡 きて 居る ので ある。 (四 =0 

暗黑と 光明 

我 は 知る 今や 大 困難の 我 日本 國に 臨みつ、 ある こと を、 諾亜 の大 洪水に 類す る 者の 我 同胞 を 襲 ひつ 

つ ある こと を、 而 して 我等の 中に 之 を 防止す るに 足る の 能力 を 具へ たる 者の 一 人 も 無き こと を、 人の 

側より 見て 日本 國 はん r や 絶！ の狀 態に 於て 在りと 言 はざる を 得す。 

大正 11 一年  六 七 一一 一 


所 s  六 七 SI 

然れ ども 我 は 又 知る、 神 は 日本 國 を見棄 たま はざる こと を、 彼 は 我等の 知らざる 神の 人 を 起し、 我 

等の 知らざる 方法 を 以て、 終に 此國を 救 ひ 給 ふこと を、 神の 側より 見て 日本 國は 更生 復活の 狀 態に 於 

て 在りと 言 はざる を 得す。 

斯 くして 日本 國は 直に 神に 救 はれて 眞 正しき 神國 たるに 至るべし、 諺に 曰く 「人の 失望 は 神の 機會 

たり」 と、 神 は- f や 日本 國を暗 黑に逐 込て、 大 なる 光明に 導き 給 ひつ、 あり。 

*  *  *  * 

夜番よ、 今、 何時 ぞ？ 

答へ て 曰く、 五更 夜暗し、 然れ ども 光明 將 さに 到らん とすと (以赛15^書廿 一 章十 一 節)、 方今の 暗 

黑は將 さに 昇らん とする 義の 太陽の 先驅に 非す して 何ぞ。 (四月〕 

無敎會 主義の 利益 

無敎會 主義 を懷 くに 多くの 利益が ある、 其 中 最大なる 者の 一 は 外國宣 敎師 (殊に 英米の 宣 敎師) に 

嫌 はれ 彼等の， 援助に I へり 得ざる ことで ある、 宣敎師 は 信仰の 犬なる 誘惑 者で ある、 彼等の 愛する 所と 

なりて 信仰の 獨立は 之 を 守る こと 殆んど 不可能で ある、 我等 今日の 場合に 於て は 神と 親しく 成らん が 

ために は 宣敎師 と 疎くなる の 必要が ある、 我等 は 宣教師より 遠 からん ために 丈け でも 無敎會 主義 を 採 

るの 必要が あると 思 ふ。 (四月〕 


武士道と 佛敎 

ほろ  かな 

武士道 は廢 れつ、 ある、 佛敎は 滅びつ k ある、 日本 國は 精神的に 失せつ K ある、 我等 此事を て悲 

歎に 堪えない。 

福 昔は俾 へられつ.. - ある、 クリスチャン は 起り つ k ある、 日本 岡 は 精神的に 復活し つ k ある、 我等 

よろこび 

此事を 見て 歡 喜に 堪えない。 

ベル は 伏し ネ-ホ は 屈む、 而 して ヱ ホバの 聖名は 崇めら るべ し、 是れ震 はるべき 者の 棄られ て、 震 は 

るべ からざる 者の 存 らんた めで ある、 攝现の 神 は 讚美すべき である (以赛 亜 書 四十 六 章 一節、 希们來 

書 十二 章 二十 七 節)。 (六月〕 

六月 二  = 

r うせいが は 

明治 十 一 年 六月 一 一日、 余 は 北海道 札幌 なる 創 成 川の 逢に 建てられし 外 國敎師 館に 於て 今の メ ソヂス 

ト敎會 監督 M - C • ハリス 氏より 余の 學友六 人と 共に、 水の パプ テス マ を 受けて 公然と 基督 信者と 成 

りたので ある、 事 は 三十 六 年 前の 昔で ある、 過ぎて 見れば 短 かし、 然し 人生の 半分 以上で ある、 毎年 

此 日に 遭 ふたび に 感慨の 念に 堪えない、 七 人の 中、 二人 は旣に 眠り、 而 して 傳道師 めきた る 業に 從事 

して 居る 者 は 余 一 人で ある、 幸か不幸か 余 は 知らない。 (六 H0 
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昔の 夢 

もづ 第一に 札幌に 獨立敎 會を與 し、 然る 後に 之 を 以て 1K 下に 臨み、 日本 國を もて 外國宜 敎師に 依ら 

ざる 獨 立の 基督 敎國 となさん、 縦し 又此 事に して 成らす とも、 我等 は 堅く 孤城 を 守り， 神威 岬 (後志 

7 ムビシ ヨン 

國に 在り) 以北に 歐米 流の 敎派を 入れざる べしと は 三十 六 年 前の 余等數 人の 青年の 聖 なる 野心で あつ 

た、 然るに、 事、 志に $1 はす、 今や 六十 餘 派に 分れた る千餘 の外國 宣教師 は 日本 國に傳 道し、 神威 岬 

V- ん？ 

以北 又 多くの 敎派を 見る に 至った、 實に 慚愧の 至りに 堪えない。 (六月」  _ 

前進 せんの み 

外に 天下 を IT ぐる 能 はす、 內に 孤城 を 守る 能 はす、 然 らば 三十 六 年 前、 余 等が 札幌 郊外の 處女 林に 

於て 捧げし 祈 禱は聽 かれ ざり し 乎、 否な、 否な、 雨う ではない、 人の 千年 は 神の 一 日に も當ら ない、 

少く とも 余 一 人 丈け は 神の 恩恵に 依り 舊き 主義の ために 仆 

れる であら ふ、 宣敎師 的 敎會に は 何れの 敎會 にも 人らぬ であら ふ、 {ほ： 敎師 と敎會 との パ ンは 死す とも 

はぬ であら ふ、 而 して 奮き 主義に 則り、 舊き福 昔を此 國に宣 るで あら ふ、 縱し余 は 單獨此 途を迎 ら- 

ねばならぬ とする も、 神よ 願く は 余の 獨立を 助け 給へ。 (六お) 

クリスチャン 、 

誰 をか^ 督 者と 稱ふ 


善を爲 す者必 しも 基督 者で はない、 自己に 何の 善 を も 認めす して、 キリストに 在りて 善 を 行 ふ 者、 

其 人が 眞 正の 意味に 於ての 基督 者で ある。 

理想 を逐 ふ者必 しも 基督 者で はない、 ナザレの ィ H スに 在りて 理想 を 認めし 者、 共 人が 紛れ 無き 基 

督者 である。 (六：：； 0 

余輩と 敎會 

余輩の 贊成を 求む る 者 は 幾らでも ある、 乍然、 余輩に 赞 成して 吳れる 者 は 滅多にない、 敎會は 余輩 

を 使 はんとす る、 乍然 余輩に 役 はれん と はしない、 然し、 ィ H ス 御自身 は言ひ 給 ふた、 人の子の 來る 

は 人 を 役 ふ 爲には 非す 反て 人に 役 はれん 爲 なりと、 今の 敎會に 役 はる & 余輩 は 却て 福 ひなる 者で ある。 

(六月) 

哲學 と宗敎  ， 

哲學の 目的 は自 已を識 るに ある、 宗敎の 目的 は 神を崇 むる にある、 而 して 人 は 神 を 崇めての み 能く 

自己 を識る 事が 出来る、 宗敎は 哲學の 淵源で ある。 (八月) 

聖 名 の 濫 用 

神の 名 を 神の ために 用 ふる は 可な り、 自己の ために 用 ふる は 不可な り、 祌の名 を 自己の ために 用 ふ 
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る、 此を稱 して 神 名の 濫用と は 云 ふなり、 自己の 行 爲を辯 護 せんた めに、 自己の 事業 を稱揚 せんた め 

に、 神の 名 を ：！ に 上げて 我等 は 十誡 第三 條の禁 を 犯すな り、 神の 名 を 日常の 事に 用 ひて 其 尊厳 は 鈍り、 

其 神聖 は漬 されざる を 得す、 愼 むべき は聖 名の 習慣 的 使用な りと す。 (八月) 

イエ ス の？？ 子 

ィ ェ スを眷 むる 者必 すし も 彼の 弟子で はない、 ィ ヱ ス と共に 苦しむ を 得て 初めて 彼の 弟子と なる の 

そしり  かこ ひ そと い  モこ  くるしみ 

である、 我等 ィ H スの詬 誶を負 ひて、 營の 外に 出で、 其處に 彼と 共に 門の 外に 苦 を 受けて 彼の 弟子た 

しるし  き 一す あと  みづ 

るの 特植 に與 かるので ある、 我等 身に ィ H スの印 記なる 迫害の 傷痕 を 負 はすして、 自 から 彼の 弟子た 

る こと を證 明す る こと は 出 來 ない、 信者に 取り 最大の 名 # は此 I の 政府と 敎會 とが 賦與す る 勳章博 士 

の號 にあら すして、 ィ H スの聖 名のた めに 蒙りし 窘迫 汚辱の 痕 である。 希 伯來書 十三 章 十二、 十三 節。 

(九月) 

間接の 勞働 

余 は 田圃 を 耕さない、 然れ ども 田圃 を 耕す 者に キリストの 福音 を傳 へて 彼等 をして 余に 代て 田圃 を 

耕して 世 貝う。 

余 は 物 を 製造らない、 然れ ども 物 を 製造る 人に 天 國の福 昔を說 いて 彼等 をして 余に 代て 物 を 製造つ 

て!？ つ。 


i  X  すく ひ a し  ** 

余 は 船 を運轉 さたい、 然れ ども 船 を運轉 する 人に 救 主の 福音 を 語りて 彼等 をして 余に 代りて 船 を 運 

轉 して 貰う。 

< ^は 今 は 不幸に して 勞慟の 人で ない、 然れ ども 勞 働の 人に ィヱ ス の 福 昔を俾 へて 彼等 をして 余に 代 

て勞 働して 貰う、 余の 理想 は勞 働に ある、 而 して 今や 不幸に して 直接に 勞働 する 能 はす、 故に 勞 働に 

從事 する 余の 信仰の 友 を 通う して 間接に 勞働 しつ、 ある。 (九月) 

誤らざる 生 泥 

自分の 寶驗 

余の 爲 すべき 事 はすべ て 成功な りし、 余の 爲 すべから ざる 事 はすべ て 失敗な りし、 余が 余の 爲 すべ 

からざる 事を爲 さんと せし や、 神は惡 人を途 りて 之 を 毀た しめ、 或 ひ は 疾病 を 送りて 之 を 妨げ 給へ り、 

之に 反して 余が 爲 すべき 事を爲 さんと せし や、 神 は 友 を 送りて 之 を 外より 助けし め 能力 を 加 へ て衷ょ 

り 之 を 補 ひ 給へ り、 如斯 くにして 過去に 於け る 余の 生涯 は 其 行路に 於て 誤ら ざり し、 其 如く 將來に 於 

て も、 余の 運命 は 彼の 掌中に おして、 彼が 余の 爲 めに 設け 給 ひし 軌道 を脫 する ことなき を 信す o( 九月 )- 

獨逸國 は 亡びても 

獨逸國 は 亡びても 獨逸語 は 亡びない、 又 獨逸國 が 生んだ 宗敎と 哲學と は 亡びない、 ル ー テルと メラ 

プロ テス クン 手ズム 

ンク トンとの 新 敎 は 亡びない、 ネアン デル、 シュ ライエル マツ ヘル、 トル ー ク- ォ ー ルス ハウ セ 
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ン 等の 祌舉は 亡びない、 カント、 へ ー ゲル、 オイケン 等の 析：： 學は 亡びない、 然り 陸軍 的 並に 海軍 的獨 

△ 厶厶厶 厶厶厶 厶< "厶 △ 厶厶厶 厶厶<1厶<3 厶厶厶 

逸が 亡びて 後に 是 等の 宗敎と 哲學と は！ s{ らに 一 曆の光 を 放つ であら ふ、 神が 獨逸國 を 以て 行 ひ 給 ひし 

信仰的 並に 思想 的 世界 感化 は旣往 の事實 である、 而 して 靈 的に 偉大なる 國 民の 腕力 的に 偉大なる は. k 

OOOO0OO0OOO0OO  00 この- U び OO00O0OOO0OO0O0OO0  ら 0  0  0  0  0  0 

なる 弊害の 之に 伴 ふ あるが 故に、 祌は 今囘大 なる 打擎を 獨逸國 民に 加へ 給 ひて 之を懲 治し 給 ひつ &ぁ 

COO0OOO000OO 

るので ある 乎 も 計られない。 (十月) 

獨 逸に 關 する 祈 求  - 

獨 逸國： は 生存れ よかし、 カイゼル 主義 は 滅亡び よかし、 ル ー テルの 信仰と、 カントの 哲學 と、 ネ 

アン デルの 神學 と、 シ ルレ ル、 レッシングの 文 學とは 生存れ よかし、 之に 對 して ビスマルクの 政略と 

モルトケの 軍國 主義と、 シュ タインの 國家 主義と は 滅亡び よかし、 而 して 滅亡ぶべき 是 等の 者が 其 木 

家 本元た る獨 逸に 於て 滅亡ぶ ると 同時に 全世界に 於て 滅亡び よかし、 然り、 我が 愛する 日本 國に於 一。」 

滅亡び よかし、 祈 求 ふ、 祌ょ、 善き 獨逸を 生存し、 惡 しき 獨逸を 滅亡 ぼし 給 ひて 地球の 表面 を，， ー變し 

給 はん こと を。 (十月) 

W  仰 

信仰 は 信念で はない、 實見 である、 實 物の 實 得で ある、 神 は 思想で はない、 實在 である、 キリスト 

...  す，、 ひ！ 3 し  OpOOOOOOOOOOOOO  ,  か，、 

は Sf 想で はない、 活ける 救 主で ある、 靈的實 在 者を靈 的に 感得す る こと、 其 事が 信仰で ある、 恁の如 


くにして、 信仰 は 迷信で な いのは 勿論の こと、 思索で ない、 固より 智 性の 事で はない、 靈 性の 事で あ 

る、 信仰 は 自己の 屮 心の 實驗で あって 最も 確實 なる 事で ある。 (十月) 

口 本の 基 将敎會 

R 木 今 R の 基督 敎會 なる 者 は 日本人の 敎會に 非す して、 歐米 (殊に 英米) の 基督 敎會の 出張所で あ 

る、 北ハ の、 日本人の 靈魂を 救 ふに 能.. 力の 至て 微弱なる は 敢て怪 むに 足りない ので ある。 (十 =0 

平和と は 何 ぞ 

平和と は 何ぞ？ 永遠 變ら ざる 事業に 從事 する ことで ある、 陰 府の門 を 以てする も 毀つ こと 能 は ざ 

る 事業に 我が 一 生 を li^ ぬる ことで ある、 此 *1 の 勢力に. m て 毀た るべき 事業に 從 事して 我に 眞侗の 平和 

し si 

は 無い、 平和の 反對は 恐怖で ある、 而 して 恐怖 は 立場の 安岡なら ざるに 起因す、 草 は 枯れ 其 花 は^む 

も、 我が 一生の 事業 を 永へ に變ら ざる 神の 首に 築いて、 我に 眞侗の 平和が あるので ある、 平和 は 政治 

にない、 實業 にない、 唯 永遠の 磐なる キリストの 福音に 於ての み 在る、 我が 事業 を此 磐の 上に 築いて 

我に ゆの 知らざる 深き 平和が あるので ある、 求むべく 慕 ふべき は此 平和で ある。 (十  一 H0 

幸福と は M: ぞ 

幸福と は 何ぞ？ 幸福 を 求めざる 事で ある、 不幸の 中に 在る を 反て 幸福と 思 ふ 事で ある、 自己に 死 
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する を 得て、 自己に 何物 を も 要求せ ざる 事で ある、 人 Rothe の 言 を 以て 曰 ふなら ば 「自己と 取引, 

を爲さ る 事」 である、 神 あり 他 ある を知覺 して 自已 ある を 忘る  事で ある、 幸福の 人と は斯 かる 思 

意の 狀 態に 在り 得る 者で ある、 義務 は 快樂と 化し、 道德は 道樂と 成り、 幸福て ふ 文字 其 物 を さへ 彼の 

念頭より 去る を 得て、 彼は眞 正の 意味に 於け る 幸福の 人と 成る ので ある。 (十一月) 

我等の 救濟法  ^ 

我等 は 人の 境遇 を 改善 せんと は爲 ない、 其の 靈魂 を救濟 はんと 爲る、 彼 を 神に 結 付けん とする、 而ー 

して 彼 をして 舯に賴 り 獨り自 から 其 境遇 を 改善せ しめんと する、 我等 は 之 を 除いて 他に 人 を 救^ ふの； 

途を 知らない、 所謂 社會 政策 叉 は 生活 問題の 解決の 如き は 我等の ザ與 する 所でない。 (十一月) 一 

聖書 之 鍵 

舊約は 新約 を 以て 解すべし、 新約 は 其羅爲 書 を 以て 解すべし、 羅馬書 は 其 第三 章 一 一十 一 章より 三十" 

一 節まで を 以て 解すべし、 神の 默 示に 由り 羅馬書 第三 章 二十 一 節より 三十 一 節まで を 解し 得し 者 は 全. 

i め， 書 を 解し 得る の 贲き鍵 を 神より 授けられし 者な りと 信す。 (十 一月) 

自由の 甚礎  一 

英國 有名の 法理 學者 士爵ジ H 1 ムス. マッキントッシュ 曰く、 『民權 自由の 基遼は 「人 は 信仰に 由： 


て義 とせら る」 と 云 ふ 基督 敎の敎 義に存 す』 と、 泰西 今日の 自由 民權 なる 者の 第 十六 世紀の 宗敎 改革 

を 以て 始まりし 事 は 明白なる 歷 史的 事 實 なり、 近世の 自由 思想なる 者 は 干 九 百年 前 タル ソ のパゥ 口に 

由て 始めて 世に 唱 へられし 者な り、 知らす 我國許 多の 政治家 は 此事實 を 知る や 否や。 (十一月) 

牧師の 指導 

キエ ルケ ゴ ー ル 臼く 「何よりも 先づ 牧師の 指導 を 避けよ」 と、 牧師と は 敎會の 監督， 長老、 牧師、 

傅 道 師等を 首 ふ、 彼等 は 患難の 眞 理に關 して は 何の 知る 所な しと 言 ふ、 實に然 り、 余輩 も 實驗に 由り 

能く 此事を 知る。 (十  一 

文 明 n 砲 煙 

を は 

人類の 最善、 之を稱 して 文明と 謂 ふ、 曰く 政治、 經濟、 殖産、 工業と、 而 して 其 竞る所 は戰爭 なり、 

• 國：： ^は 文明に 進む と稱 して 實は孜 々として 戰爭の 準備 を爲 しつ k あるに 過ぎす、 神 を 目的と せざる 勞 

働の 結果 はすべ て斯の 如し、 さの 空な り、 砲煙と なりて 消失す、 文明 を 最善と 稱 する は 誤稱 なり、 徒 

努と稱 すべし、 文明 は 人 を 欺く 砂漠の 蠻氣樓 たるに 過ぎす。 「十一月〕 

某-!:: 敎と 文明 

基督 敎は 文明 を 封 £ 助く と稱 して 基督 敎を稱 讚す、 是れ歐 米 流の 基督 敎 たるな り、 然れ ども K の 基督 
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敎は 文明 を裙 助けす、 之れ に反對 す、 シ オンよ、 我れ 汝の 人々 を 起して ギリシャの 人々 を 攻めし むと 

エホバ は 言 ひ 給へ り ^§,加ぜ^^:書九章十三節)、 シ オン は， 1 昔 を 代表し、 ギリシャ は 文明 を 代表す、 

福 昔 は 終に 起て 文明 を攻 むべき 者な り、 而 して 今や 神 御自身 は 起ちて 文明 を 攻め 給 ひつ 、あり、 神 を 

目的と せざる 美術と ェ藝、 偶像 zy^ii;^ に 等しき 所謂 「基督 敎」 …… 神 は 今や 起て 是等を 毀ち 給 ひつ k あ 

り、 我等の 祌は I- 盡、 す 火な り、 彼の 忿怒の 談 はん：' ゃ歐洲 文明と 稱 する 虚偽の 傀儡 を燒盡 しつ k あり、 

エホバ の！^名は讚美すべきかな。 (十一 U0 

永生と 不滅 

せ 

人 は 生れながら にして 祌の 子で あるので はない、 彼 は キリス トを 信す るに 由て 神の 子と 爲らる 、 の 

である。 約 翰傳ー 章 十二 章。  ■ 

人 は M より 不滅で あるので はない、 彼 は キリストより 永生 を 受けて 不滅と 成る ので ある、 我れ 生く 

れば汝 等 も 生きん と 彼 は 言 ひ 給 ふた。 同 十 w 章 十九 節。  ， 

人 は 無で ある、 神 は 有で ある、 而 して 人の 無限に 貴き は、 彼 は 自己の 無なる を覺り 得て、 神に 在り 

て 有た る こと を 得る からで ある。 (十二月) 

戰 爭又戰 爭 

日 淸戰爭 があった、 日露 戰 ハサが あった、 今や 日 獨戰爭 が ある、 而 して 永き 將來に 於て 日英 戰爭 がな 


いと も 限らない、 戰 爭义戰 -al.- である、 此 世の K 史 は戰爭 の歷史 である、 唯 神に 在りての み 永久の 平和 

が あるので ある、 神 は 御自身で 人類の 罪を擔 ひて 彼等に 平和 を 申出た まふた、 人 はん.' は 祌の此 申出に 

さ へ應 すれば それで 永久の 平和が 得られる ので ある、 敵の 科を责 めんと すれば こ そ戰 せが あるので あ 

る、 我等 神に 傚 ひて 自 から 敵の 科を擔 ひて、 そこに 眞 個の 平和が あるので ある。 (十二お」 

基督 者 は 誰か 

基督 者 は 思想の 人で はない、 然 らばと て亦實 行の 人で ない、 基督 者 は聖靈 の 人で ある、 聚靈に 由て 

神の 智慧と 大 能と を 實得 する を 得し 人で ある、 詩人 哲學 者の 如くに 純 S 心 想の 人で ない、 然れ ばと て 商 

人责業 (糸の 如くに 實行尊 一 の 人で はない、 聖靈に 由て 神の 深き 事 を 探り、 聖靈に 由て 神の 大能を 以て 

動く 者で ある、 基督 者 は 神の 人で ある， キリ ス ト に^りて 自已に 死して 神に 活 くる 者で ある。 (十二月) 

紳士に 非す 

我等 は 紳士で はない、 イエスの 弟子で ある、 紳士 は軟 かき 服 を 着た る 人であって 王の {呂 に 在る、 ィ 

H スは 紳士ではなかった、 彼 は 木 匠の 子であった、 而 して 弟子 は 其師に 優る 能 はすと あれば 我等 はィ 

H ス 以上の 生活 を營 むべき ではない、 ィ H スは 人に 役 へられん とせす して 人に 役 へんと し 給 ふた、 故 

に 我等 も 亦 人に 侍 かれんと せす して 獨 りで 己が 事 を 行すべき である、 勞働を 恥ぢ、 カ行 を-厥 ふ 者はィ 

ェ ス の 弟子で はない。 (十二月) 
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修羅の巷 

我 も 罪人、 彼 も 罪人、 彼れ 責任の 地位に 立てば 我れ 彼を資 め、 我れ 彼に 代りて 責任の 地位に 立てば 

彼の 責 むる 所と なる、 如斯 くにして 罪 は を 攻め、 i は 血 を 洗 ふ、 而 して 地 は 依然として 修羅の巷た 

る 也、 依て 知る、 文明 も 憲法 も 地 を 化して 天と なすこと 能 はざる を。 (一月) 

新年の いの 

祈る 我 は 神の 寵兒 たら ざらん こと を、 求 ふ 我 は 彼の 奴 僕た らんこと を、 祈る 我 は 神に 愛撫せられ ざ 

らんこと を、 救 ふ 我 は 彼に 使役 せられん こと を、 祈る 我が 意志の 通ら ざらん こと を、 求 ふ 神の 聖 意の 

我に 在りて 成らん こと を、 而 して 我 は 我が 願望 lis 滿足を 抛棄して 勞役 服從の 幸福 を 充分に 味 ふこ 

と を 得ん こと を。 ( 一 月〕 

奇異なる 信仰 


我が 事業 は 信者 を 作る 事で はない、 亦 聖書 を講 する 事で もない、 亦 靈魂を 救 ふ 事で もない、 我が 事 

業はィ H スを 信す る 事で ある、 彼に 在りて 我が 事業 は旣 に濟ん だので ある、 我が 安らかに 人生 を樂し 

み 得る は 之が ためで ある、 我が 事業に 焦心ら な いのも 亦 之が ためで ある、 事業、 事業と 焦心る 米國流 

の 基督 敎は 余の 全然 堪え 得ない 所で ある。 (二月〕 

祌の 法貨 

祌の 法貨 は架靈 である、 彼 は 之 を 以て 彼のす ベての 約束 を 果たし 給 ふ、 彼 は 己 を 愛する 者に 此 

世の， 又は 名 譽叉は 幸福 を 約束し 給 はない、 聖靈を 約束し 給 ふ、 彼 は 彼 を 信じて 勇敢 的に 行 ふ 者に 

必す此 賜物 を 下し 給 ふ、 祌を 見る の 眼 を 下し 給 ふ、 人生 を 解す るの 心 を 下し 給 ふ、 死して 死せ ざるの 

生命 を 下し 給 ふ、 祌は 信者の 祈 禱に耳 を 倾け給 はざる が 如くに 見 ゆる こと ありと 雖も、 然れ ども 必す 

塞 1¥ 彼等に 下し 給 ひて 彼の 在す こと \ 彼等の 祈禱の 彼に 達せし こと、 を證 明し 給 ふ。 (一一 一月〕 

變ら ざる 基督 敎 

基督 敎は キリスト である、 基督 敎神學 ではない、 基督 敎會 ではない、 英國、 米國、 露國、 獨逸國 等 

を 以て 代表 せらる、 基督 敎國 ではない、 全世界に 有る と 云 ふ 三 億 萬 人の 所謂 基督 敎 信者で はない、 監 

督 でない、 長老で ない、 牧師 俾道師 等で ない、 勿論 我 一人でない、 是等 は什麼 なると も キリストなる 

基督 敎は 在る ので ある、 キリスト は！： { 水 ゃ敎會 と 浮沈 盛衰 を 共に する 者で はない、 キリスト 死よ リ 
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楚リ て復た 死なず 死 は 再び 彼に-王 たる 能 はざる 也で ある (羅馬 書 六の 九)、 基督 敎は キリストに 在 

りて 旣に 完成され たる 者で ある、 所謂 基督 敎國の 盛衰 を 見て 基督 敎の 盛衰 を 語る 者の 如き は 其の 何た 

る 乎 を 知らない 者で ある。 (四月 j 

is 仰の 皮 功 

蓄財に 成功す る 人が ある、 學 問に 成功す る 人が ある、 而 して 叉 信仰に 成功す る 人が ある、 而 して 第 

三の 場合に 於け る も、 第一 又は 第二の 場合に 於け るが 如く、 すべての 事が 成功 を 助ける ので ある、 歡 

喜 も 悲痛 も 利益 も 損失 も、 敵 も 味方 も、 人世の 萬 事が 悉く 益を爲 して 彼の 信仰 を 進む るので ある、 蓄 

財の 成功 は 一 時の 成功で ある、 學 問の 成功 は 一 部の 成功に 過ぎない、 惟り 信仰の 成功の み 永遠に 渉る 

完全の 成功で ある。 祈るべく 求むべき は 信仰の 成功で ある。 (四月〕 

祈願 二 ッ 

願 ふ 我が 研究 誌の 雑誌と 成ら ざらん こと を、 何 部 刷る 何 部賫れ ると 稱 ばる &賫 品の 雜 誌と 成ら ざら 

ん こと を、 其の 常に 神の 機關 として 存し、 彼の 聖言を 學び之 を 世に 傳 ふる 彼の 器具と して：；；： せんこと 

を 0 

願 ふ 我が 集會の 敎會と 成ら ざらん こと を、 信徒の 增加を 欲 ひ、 敎 勢の 擴張を 計る 普通の 敎會と 成ら 

ざらん こと を、 其の 常に ィ H ス キリストの 宰り給 ふ 愛の 家庭と して：！ i= し、 彼の 聖旨 を 受けて 之 を 相互 


の 間に 行 ふ 彼の 家挨 として^ せんこと を。 

神よ、 願く ば 我が 此ニ箇 の 祈願 を納れ 給へ、 ァ ー メン。 (四月) 

敎會 信者 

敎會 信者 は 眞理は 何で ある 乎と 問 はない、 事業 は 如何にして 擧る 乎と 尋 ぬる、 彼等に 取りて は眞理 

のた めの 事業で はない、 事業の ための 眞理 である、 故に 彼等 は^だ 俗に 流れ 易い、 然り、 彼等の 爲す 

所 は 全然 俗 的で ある、 余輩 は 如何しても 彼等と 共に 歩行く こと は 出来ない。 (四月〕 

眞 正の 敎 會 

第 十一 一^紀の 宗敎 改革者 ブ レス キヤの アル ノル ド 曰く 「3: れの 時代に 於ても 眞 正の 敎會は 現在の 敎 

會 より 放逐 せられし 者の 間に 在り」 と、 至言と 謂 ふべ し。 (五 H0 

主 を 讚え よ 

キリスト を 忘れた る 今の 信者 は 若し 信者に 善き 行迹が あれば 彼を譽 めて 止まない、 然し 乍ら 信者の 

善行 は 彼の 善行で はない、 彼の にあり て 働ら き 給 ふ キリストの 善行で ある、 故に 彼を譽 めすして キ 

リス トを 讚むべき である、 信者 は キリス トの ほか 何人 をも譽 むべき でない。 (五月〕 
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寧ろ ステパ ノ たらむ 

バウ 口と なれす ともず い、 ピリ ボと なれす とも い、 ス テパノ たる を 得ば 犬なる 幸福で ある、 若し 

我 血 を 以て 福音 を g する を 得ば 大 なる 光 榮 である、 又 縦し 此光榮 に ir り 得すと する も 若し 窮乏と 不遇 

と 屈辱の 中に ィ H ス の 福音 を證 明しながら 一 生 を 終る を 得ば 我事 は 足りる ので ある、 我が 生涯に 由て 

福 昔が-歩 なりと 進めば 其れで 我が 世に 生れし 甲斐 は 充分に あるので ある、 希 ふ 我が 血 は イエスの た 

めに i がれん こと を、 我が： は 彼のた めに， 挫かれん こと を、 我に 由て 一人な りと も イエスの 證明 者の 1 

起らん こと を、 我が 名 は 消え、 我が 裔は 5g たる V も 彼の 榮 光の 揚 らんこと を。 (五月)  一 

信者 不信者の 區別 

洗？， -を 受けた 受けない の IHll^ ではない、 敎會に 入った 入らない の^ 別で はない、 必 しも 酒 を 飮む飮 

まない の 酒で はない、 ^ssss^p 信者 は ほ 赦す、 不信者 は罪を赦| 

い、 信者 は 永く.^ &を懷 かない、 不信者 は^ 時まで も 怨恨 を懍 いて 之 を 霧さん とする、 怨恨 は 心の 主 i 

である、 之 を i に i して 人 は 不快なら ざる を 得ない、 赦免 は 毒素の 排除で ある。 (五月し  一 

基督 敎國と 基督 敎  一 

ト國の 中立 を 5S せし 獨逸を 見よ、 同盟 國の 弱き に乘 じて 同盟 を 破棄して 之に 向て 戰を宣 せし 伊 國をー 


見よ、 而 して 中立 侵害 を 憤る と稱 して 戰を宣 しながら 同盟 破棄 を歡 呼す る 英國を 見よ、 然 かも 彼等 は 

自ら 基督 敎國 なりと 稱す、 今や 基！^ 敎國に 基督教 あるな し、 我等 は 之 を 彼等に 舉ば すして、 直に 神よ 

り 授かるべき なり。 (六月) 

政 黨と敎 會 

黨の爲 めに 計る 政黨は ある、 國の爲 めに 計る 政黨 はない、 國 は政黨 の犧牲 となりつ- - ある、 $ 心く し 

て 政黨は 亡ぶ るで あら ふ、 而 して 國も亦 終に 亡びざる を 得ない ので ある。 

敎 會の爲 めに 計る 敎會は ある、 福音の 爲 めに 計る 敎會 はない、 福音 は 敎會の 勢力 維持の ために 使用 

されつ k ある、 恁 くして 敎會は 消て 了 ふで あら ふ、 而 して 福 昔 も 亦 民の 間に 衰 へざる を 得ない ので あ 

る 0 

愛國 者よ、 黨 のために 計る 政 黨を贄 くる 勿れ、 基督 者よ、 敎 會の爲 めに 計る 敎會に 何の 干 與る所 あ 

る 勿れ。 (六月〕 

徒 勞 

3R 爵文藥 博士 加- 1 弘之氏 は 其 八十 歳の 賀宴に 於て 述べて 曰く 「予は 元来の 宗敎嫌 ひなり、 宗敎の 中 

にて は 耶蘇 敎は 最も 嫌 ひなり、 之 は 我 國に害 ありて 益な し、 予は之 を 退治 せんと 年來 努力せ り」 と、 

余輩 は 博士の 終生の 努力 签 しくして、 福音の 我 邦人 中に 益々 普き を 見て 氏の 爲に悲 ますん ば あらす。 
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(七月) 

何でもない 

戰 爭が始 つても 何でもない、 祌は 愛で ある、 戰爭 は歇ん でも 柯 でもない、 神 は 愛で ある、 國は 興き 

て も 何でもない、 祌は 愛で ある、 國は 亡びても 何でもない、 神 は 愛で ある、 然り縱 し 全 宇窗 は 消失せ 

て も M でもない、 祌は 愛で ある、 純 信仰の 立場より 見て 歷史と 科 舉とは 何でもない、 神 は 愛で ある。 

(八月〕 

信者の 祈禱 

我が 祈 禱が聽 かる k ので はない、 祌が我 を 以て 祈り 給 ふ 祈 禱が聽 かる、 ので ある、 信者に 在りて は 

いのりね が ひ  よげん  いのり  ナゐ か- r- 

祈禱は 祈願で はない、 預言で ある、 神が 神に 求め 給 ふ祈禱 であれば 必す 遂行 せらるべき ものである、 

^^の 禱は 必す聽 かると 云 ふは此 事で ある、 祌が爲 さんと 欲し 給 ふ 事 を 預め我 をして 彼に 求めし め 

給 ふ、 其 事が 祈の 禱 である、 故に 謂 ふ 我等 は 祈るべき 所 を 知らず、 然れ ども 聖靈自 から 言 ひ 難き の 慨歎 

(熟 心) を 以て 我等の ために 祈る と (羅馬 書 八 章 廿六節 )o  (九月) 

患難と 神の愛 

患難と は 他人に 責めら る、 事で はない、 骨肉に 攻めら る、 事で ある、 然 かも キリストに 現 はれた る 


神の愛 は 之に 勝ち得て 餘 りが ある。 

苦痛と は 異敎の 徒に 迫害ら る k ことで はない、 同信の 友に 嫌惡、 異端視 せらる、 ことで ある、 然か 

も キリス トに現 はれた る 神の愛 は 之に も 亦 勝ち得て 餘 りが ある。 

神の愛で ある、 神の愛で ある、 是れ ありて 骨肉の 叛逆 も 敎會の 嫌 厭 も 容易く 之に 堪 ゆる ことが 出來 

る、 所謂 基督 敎會 の赞成 同情 は 信仰 維持に は 何の 必要 もない ので ある。 (九月) 

危險と 安心 

人生に 危險が 多い、 之 を 思 ふて 萬 事 不安に 堪 へない、 然し 唯一 事 は 安心で ある、 我が 事業の 成る ま 

では 我が 死なざる 事、 其 事 は確實 である、 神が 我に 委ね 給 ひし 事業 を妨 ぐる 程の 災難 は 決して 我 身に 

臨まない、 我が 快 樂は摩 はる k であら ふ、 我が家 庭は壞 たる \ であ らふ、 或 ひは盜 難、 或 ひ は 火難、 

くびす  いづ 

或 ひ は 水難、 或 ひ は 偽 はりの：： 儿 弟の 難と 躐を 接して 來る であら ふ、 然れ ども 是等 孰れ も 神が 我に，^ ね 

給 ひし 事業の 進行 を妨 ぐる 程の もので ない 事 は確實 である、 實 にリビ ングス トンの， ひしが 如く 「人 

は 其 天職 を 終了る まで は 不滅なる が 如し」 である、 故に 縱令千 危萬難 我 身 を 園む とも 我 は 安心して 我 

が 人 半； の 航路 を 取るべき である。 (九月〕 

恩惠 としての 苦難 

苦難 は 災禍な りと 不信者 は 言 ふ、 苦難 は 刑罰な りと 敎會 信者 は 言 ふ、 而 して 苦難 は恩惠 なりと 基哲 
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信者 は 言 ふ、 苦難 は 神が 信者 を 御自身に 追 窮め 給 ふ 方便で ある (余 は 此佛語 を 用 ゆるに 罈隨 しない)、 

苦難に 由て 我等 は 神の 示現 者なる ィ H ス キリスト を識 るに 至る ので ある、 舊 約の 詩人 は 言 ふた 「我れ 

さ？  さ  みこと 

苦しまざる 前に は 迷 ひ a5 でぬ、 然れど 今 は 我れ 聖言を 守る」 と (詩篇 百 十九の 六 七 )o  L 九月) 

神 を 見る こと 

ゆめ ま？？^ろ し  I, 

神 を 見る と は 夢幻に 彼 を 見る と 云 ふ 事で はない、 亦 神秘的に 彼を感 すると 云 ふ 事で もない、 祌を見 

ると はィ H ス キリスト を眞の 神と して 認 むる ことで ある、 彼の 最も 不幸なる 人、 彼の 罪人と して 十字 

架に 懸けられ、 ヱリ H リラ マサ バ クタ 一一の 聲を發 しながら 氣息絕 えし 人、 彼の 人 を 神と 認 むる を 得て 

人生の 凡の 問題の 解決 はっくの である、 神を兑 ると は 實に神 を 見る ことで ある、 我が を檐 ふて 我に 

代 はりて 屈辱の 死 を 遂げ 給 ひし 人なる ィ H ス キリス トを 神と して 認 むる ことで ある。 (九月) 

惡 評の 幸 福 

人に 善く 思 はる \ は 危險 である、 彼に 惡 しく 思 はる、 時が 來 るからで ある、 人に 惡 しく 思 はる、 は 

安全で ある、 我 は 彼が 思 ふよりも 善くなる ことが S 來 るからで ある、 凡の 人汝 を稱揚 さば 汝は禍 ひな 

る 哉 (路加 俾六 章廿六 節)、 最も 安全に して 最も 幸福なる こと は 凡の 人の 惡 評の F に謙遞 なる 生涯 を 

送る こ とで ある。 (九月〕 


甚督 者の たのみ 

道 德家は 意志 を もて 苦痛 を 平らげん とし、 藝術 { 豕は藝 術 を もて 苦痛 を 忘れん とし、 基督 者 は 聖霊に 

,  おの 5* 

よりて 苦 に克 たんと する、 基督 者 は道德 家で ない、 彼 は强き 意志 を もて 自己に 克 たんと しない、 彼 

は 美術 {豕 でない、 彼 は 美 はしき 思想と 技 藝とを もて 自己 を 慰めん としない、 彼 は 自己 をより 强き 者に 

し 奉り、 その 聖き靈 に 由り て 歩行まん とす、 汝等 聖霊に 由り て 行むべし、 然 らば 肉の 愁を爲 す こと 

莫 らんと、 基督 者の 唯一 の 信賴は 自己 以外の 能力なる 聖靈 である。 (十お) 

余の 尊卑 

うち , i  そむ  かたまり 

人が 余 を 慕 ふの は < ；, (の 衷に 在し 給 ふ キリスト を 慕 ふので ある、 人が 余に 叛 くの は 罪の 塊なる 余に 叛 

くので ある、 余 は怪 能^なる 合成物で ある、 神の 子と 罪の 人と を 合した る 者で ある， 寶を瓦 器に 藏 した 

る 者で ある、 寶は 尊く ある、 器はi^しくぁる、 而 かも 器 は その 藏す 所の 寶の 故に 尊く あるので ある。 

(哥林 多 後書 M 早 七 節〕 (十月〕 

必す聽 かる 、祈禱 

我が 祈 禱が聽 かれない と 云 ふ 時に 祈禱 以上が 聽 かる i ので ある、 祈 禱が聽 かれない ので はない、 我 

等が 祈 求む る 所、 思惟 ふ 所よりも 甚く 過り て聽 かる、 ので ある (以弗 所 書 三章廿 節)、 基督 者の 實驗 
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にして 之よりも 確實 なる 者 はない、 世人 は 何と 言 ふと も 我等 は 此事を 信じて 動かない ので ある。 (十 一 

A) 

患 難の 恩 化 

余が キリス ト を：^ する に 至りし までに 余に 臨みし 忠雞 はすべ て 神の 刑罰であった、 然れ ども キリス 

トを 信す ると 同時に 余に 取りて は 患難 は 恩惠と 化した ので ある、 其 後に 余に 臨みし 忠難 はすべ て恩惠 

として 臨んだ ので ある、 キリスト は 余に 代りて 余の 受 くべき 刑罰 を 御自身に 受け 給 ひしが 故に、 彼 を 

信す る 余に もはや 刑罰の 臨み やう 苦 は. ない ので ある、 患難 は 同じ 難で ある、 而 かも 不信者に は 刑罰 

の 患難であって 信者に は 恩惠の 患難で ある。 (十一月) 

患難と 11:5 仰 

息 難に 遭 ふて キリストに 來る 人が ある、 キリストに 來 りて 愈 難に 遭 ふ 人が ある、 忠 難と 信仰との 間 

に 深き 關 係の あるの は事實 である、 然し 乍ら 患難が 前にして 信仰が 後なる は 低き 信仰で ある、 信仰が 

前にして 患難が 後なる は 高き 信仰で ある、 而 して 事實 如何と 云 ふに 百 中 九十 九まで は 患難に 逐 はれて 

之 をお かれんた めの 信仰で あつ て、 息 難を釀 すが 如き 信仰と て は 雨 夜の：！！ ill の 如くに S. 々たる 者で ある 

而 して 神の 求め 給 ふ 信仰の 忠難を 慰められん ための 信仰に 非す して、 串』 難 を 喚起す ほどなる 信仰なる 

こと は 言 はすして 明かで ある。 (十 一 月) 


恩人の 種類 

恩人と は 儲けさして 吳れた 人で ある、 地位 を ra- 旋 して 吳れた 人で ある、 舉 問を爲 して 1  犬れ た 人で あ 

る、 金を與 へて 51^ れた 人で ある、 妻 を 求めて" JK れた 人で ある、 此 世の 所謂 恩人 はすべ て 斯んな 者で あ 

る 0 

»r  モ  O00O0O0OOOOO0O0O0OOOOOO 

然し 乍ら 眞の 恩人 は 爾んな 者で はない、 眞の 恩人 は 我に キリスト を 紹介して 吳れた 人で ある、 我が 

キリストの 僕た るの 端緒 を 開いて 吳れた 人で ある、 斯の人 は 我に 永久の 利益 を 施して 吳れた 人で ある、 

如何なる 此 骨の 財貨 も 幸福 も此 賜物に は 及ばない ので ある、 キリスト を 神と して 仰ぎ、 主として 事へ、 

友と して 交 はりて 我 は 最上の 幸福に 達した ので ある、 バウ 口の 所謂る 言ひ盡 されぬ 神の 賜物と は此賜 

物で ある、 我は此 賜物の ある 事と 之 を 獲る の 途とを 我に 示して 英 れた人 を 我の 眞の 大恩 人と 認めざる 

を 得ない。 「十 一") 

我等の 禮拜 

我等 は 愤衣を 着て 高 壇に 上り、 聖書 を朗讀 し、 聖歌 を 吟唱し、 手 を擴げ て： 人 を 仰いで 祈り、 乎を按 

いて 人に 俄 式 を 施し、 以て 我等の 神 を禮拜 せんとし ない、 我等の 禮拜 は敎會 堂に 於て 行 はれす して、 

或 ひ は 工場に 於て、 或 ひ は 田圃に 於て、 或 ひ は 店頭に 於て、 或 ひ は 書齋に 於て、 其 他 我等が 日々 の # 

業に 從事 する 所に 於て 行 はる.. -の である、 liaboral.e  est  ol.are 「仕事 は卽 ち祈禱 (禮拜 ) なり」 であ 
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る、 我等 は 我等の 日常の 仕事 を 以て 神 を禮拜 せんと 欲する ので ある、 禮拜 ^ の簡短 又は 缺乏の 故 を 以て 

我等 を责 むる 者に 我等 は 此事を 以て 答 ふるので ある。 (十二  H0 


大正 五 年 二 九 一 六 年) 

大恩 惠 

キリスト を！；：^ する ことが 出来た、 少しく 聖 名のた めに 苦む ことが 出来た、 輕き 十字架た りと 雖も之 

を 彼と 偕に 檐ふ ことが 出来た、 又 少しく 聖書が 領解る やうに なった、 之 を 我 書と なすこと が出來 た、 

是れ旣 に 大恩 惠 である、 れ ありて 他の 恩惠は 降らす と雖 も、 我 は 感謝と 歡 喜と 讚美と を 以て 舊年を 

送り 新年 を迎 ふること が 出来る。 (一月〕 

惠 と 言 

惠 まれて 信す るので はない、 惠 まる &も惠 まれざる も 信す るので ある、 然り 信す る ことの 出來 たこ 

とが 最大の 惠 である、 信者 は 唯單に 信ぜん こと を 祈 求 ふので ある、 信じ 得さへ すれば 惠 まれす とも 宜 

いので ある、 縱令 彼れ 我 を 殺す とも 我 は 彼に 信賴 せんで ある。 約 百 記 十三 章 十五 節。 (1=0 


にく  にく 

憎まれよ 憎むな 

人に 憎まる & 事の 樂 しさよ、 我等 は 人に 憎まれて 益々 神に 近づく ので ある。 

人 を 憎む 事 の 苦し さよ、 我等 は 人 を 憎み て 益々 神より 遠 かる ので ある。 

人に 悄ま れんかな、 社會 に、 敎會 に、 而 して 益々 深く 神の愛 を 味 はんかな。 

人 を 愛せん かな、 其す ベての 罪を赦 さんかな、 而 して 神に 我がす ベての 罪を赦 されて、 益々 深く 其 

恩 惠に浴 せんかな。 ( 一 H0 

恐る ベ からざる 者 三 

恐るべからざる 者の 第一 は 失敗で ある、 失敗 は 方針 を轉ぜ よとの 神の 命令で ある、 我等 は 失敗 を 重 

ねて 神の 定め 給 ひに し 我が 天職に 就く ので ある。 

ふところ お ひ や  むん 

恐るべからざる 者の 第二 は 患難で ある、 患難 は 我等 を 神の 懷に驅 追る ための 彼の 鞭で ある、 我等 は 

こ ひ i.? ほ 

忠 難に 遭 ふて 神の 我等の ために 設け 給 ひに し 休息の 牧場に 人る ので ある。 

恐るべからざる 者の 第三 は 死で ある、 死は聖 めら れし靈 魂の 純金 を 肉の 汚物より 分離す るた めの 最 

ふさ. J- え み で 二 

後の 手術で ある、 我等 は 死を經 過して 神の 聖者の ために 備へ給 ひに し 光榮の 國に往 くので ある 。二 

月) 
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信者の 製作 

信者 を 作る と： 一 K ふ、 何故に 石 を もて アブ ラ ハ ム の 子 を 作る と 一一-一：！ はざる、 全^界の 敎會 が總が k りに 

なりたれば とて 一人の 信者 を 作る こと は 出来ない ので ある、 神 は 能く 此石を も アブラハムの 孑と 成ら 

しめ 給 ふ 也と ある、 然り 「祌 は」 である、 「人 は」 ではない、 人 は 人形 を 作る ことが 出来る、 然れど 

も 神の みが 人 を 作る ことが 出來 る、 監督と 牧師と 傅 道 師とは 敎會員 を 作る こと は出來 やう、 然しな が 

ら神 のみ 基督 者 を 作る ことが 出来る、 敎會員 は 基督 者の 人形で ある、 而 して 敎會は 今日まで 多く のん 

形 を 作って 信者 を 作った と 言 ふて 居る ので ある。 (二月) 

強烈の 愛 

國を 愛せよ、 然り國 人に 國賊 として 排斥 せらる  >- までに 深く 國を 愛せよ。 

敎會を 愛せよ、 然り 異端と して 敎會に 放逐 せらる & までに 强く 敎會を 愛せよ。 

祌を 愛せよ、 然り H リ H リラ マサ バ クタ-一 の聲を 揚げて 神の愛 を すら 疑 はざる を 得ざる に 至る まで 

に 深く 强く神 を 愛せよ。 

r 汝義 しきに 過る 勿れ、 汝何ぞ 身を诚 ぼす ベ けんや」 との 此 世の 智者の 一一 一一 E に 耳を倾 けて 微溫き 生涯 

を 送る 勿れ、 義し きことの ために 责 めら れ すして 人 は 天國に 入る 能 はざる 也 (傳道 之 書 七 章 十六 節、 

馬 太傳五 章 十 節 )o 「四月) 


幸福の 途 

人と して 生れし 最大 名譽 最大 幸福 はィ H スを 知り 彼に 知られて 彼の 友人と なる 事で ある、 而 して 彼 

の 友人と ならん ために は 彼と 共に 苦しまなければ ならない、 卽ち此 に 擯斥せられ、 敎會に 放逐 せら 

れて 乏孤獨 の 身と なって 見なければ ならない、 責顯 有司 等の 庇護う 所と なり、 監督 敎師 等の 愛好 

する 所と なりて 人はィ H ス の 友人と なりて 彼の 心 を識る こと は 出来ない、 社會の 嫌惡敎 會の惡 評はィ 

ェ ス の 善き 友と なる ために 最も 必要で ある。 (五月〕 

欲しき もの 

欲しき もの は 富貴で はない、 名譽 ではない、 舉識 ではない、 善き 心で ある、 常に 感謝す る 心で ある、 

常に 滿足 する 心で ある、 人の 我に 對 して 菲を 犯す 者 を 自由に 赦し 得る 心で ある、 貪らざる 心で ある、 

寛大なる 心で ある、 我が 右の 手の 爲す善 を 左の 手が 知らざる の 心で ある、 祌が 人に 賜 ふ もの、 中に 善 

き 心の 如くに 貴き もの はない、 之 を 賜 はりて 人 は 最大の 恩惠に 浴した ので ある、 而 して 神 は 之 を 祈 求 

むる 者に 裕 かに 之 を 賜 ふので ある、 我に 善き 心 を 與へ給 ふとい ふ 祈 禱は卽 座に 聽 かる \ ので ある d  (七 

月〕 
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傳 道の 今 昔 

使徒 行 傅を讀 むに 使徒 等の 傳 道に は 手段 方法なる 者はなかった、 彼等 は 神の 導きの 儘に 働き 唯 其 信 

仰を宣 ぶる のみであった、 今時の 敎會の 傳道は 全く 之と 異る、 其 殆ど 全部が 人の 設けし 手段 方法で あ 

る、 方法な き傳 道と 方法の みの 傳道、 神に 助けら る」 傳 道と 神 を 助く るの 傳道、 傳 道の 今昔 を 思 ふて 

余輩 は 感慨の 念に 堪 へない。 (七月) 

不斷の 努力 

必 しも 大著 述を爲 すに 及ばない、 小 著述に て 足る、 我 は 我が 見し 眞理を 明瞭 簡單 なる 文字に 絵り て 

之 を 世に 示. \5 べきで ある。 

必す しも 大事 を爲 すに 及ばない、 小事に て 充分で ある、 我 は 神に 遣られて 世に 来りし 以上 は 彼の 造 

り 給 ひし 此 地球 を 少しな りと..？ 美くな して 天父の 許へ と 還り 注くべき である。 

必 しも 完全なる を耍 せす、 不完全た る も 亦 可な りで ある、 我 は 毎日 每時 我が 爲し 得る 最善 を爲 して 


患難 多き 此 世に 少したり と も 慰藉と 歡 喜と を 供す べきで あ る。 

「汝已 のために 大事 を 求む る 勿れ」 と 預言者 H レミ ャ其 弟子 バル クを訓 へて 曰 ふた (耶利 米 -亞 -記 四 

五 章 五節)、 大事の みを爲 さんと 欲する 者 は 終に 何事 をも爲 さす、 完全の み を 求む る 者 は 何の 得る 所 

なくして 竞る、 何事 を も爲さ るは惡 事を爲 すので ある， 實に 偉大なる の 一 面 は 小事に 勤む 事で ある 

完全なる の 半面 は 不完全に 堪る 事で ある、 大 なれ 小 なれ、 完全 なれ 不完全 なれ、 我が 手に 堪る事 は 力 

を竭 して 之を爲 すべきで ある (傳道 之 書 九 章 十 節 )o  (九月〕 

感； の 力 i//^ 

玆に 叉舊き 一年 を 送らん として 我等 は 感謝に 堪 へない、 今年 も 亦 吉凶 交々 我等に 臨んだ、 然れ ども 

我等 彼 を 信す る 者に 取りて は 吉も凶 も 悉く 感謝の 種で ある、 愛する 者の 失せし は 天の 戶の 我等の ため 

に 11 かれんた めで ある、 友の 離れ 去りし は 殘る友 を 更らに 深く 愛せん ためで ある、 產を失 ひし は 天に 

財 を 積まん ためで ある、 其 他す ベて 如此 しで ある、 信者に 吉凶 は 無い、 すべてが 吉 である、 彼 は 神な 

る 最大 善 を 求め 得て 彼の 生命 其 物が 大吉と なった ので ある、 生きて 居る 事 其 事が 旣に 感謝の！ である • 

而 して 宇宙 何物 も此 感謝 を 彼より 奪り 去る こと は m 来ない、 而 して 又 特に 感謝すべき は此 誌の (^ 々善 

き 讀者を 加 へられて 年と 共に 益々 廣 く其惠 まれた る 天職 を 果たして 行く 赛 である、 人よりに 非す 人に 

由ら すィ ヱス キリス トと彼 を 死より 甦へ らし、 父なる 神に 由り て 立ら れ たりと 信す る 此誌は 過去 十八 

年 問の 其 經歷に 由り て此 信念の 誤らざる を 示された 、神の 蛮 業 を 成す に 方て 政 權ゃ敎 權を藉 るの 必要 
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は 少しも 無い、 祈禱 丈け を信賴 にして 我等 は 善き 有力なる 傳道を 成す ことが S 來る、 而 して 4 「より 後、 

此 小なる 雜誌を 始めと して、 日 木、 然り 東洋 全體を 通う して 人に は 何人に も 倚る ことなく 唯 神の 援助 

をのみ 仰ぐ 聖き 事業の 將來 益々 起らん に は、 本誌の 榮光此 上な しで ある、 今や 世界の 活動的 屮 心が 太 

-牛洋 岸に 移りつ」 ある 此時、 神が 我等 を 以て 第二の 宗教改革 を 起し 給 はんこと を 祈る は 決して 偕 越の 

行爲 ではない と 忍 ふ。 (十二  =0 

最善の 最 後 

信者の 生涯 は 始めは 惡 くして 終り は 善く ある、 終りに 近づく 程 益々 善く ある、 生命の 夕暮 になれば 

なる 程 彼 は 何物 か 彼の 心の奥 深き 所に 結實 しつ k ある を感 する、 人 あり 彼に 其 生涯の 中に 最も 偸 快な 

りし 時 はぎ 時 乎？ と 聞くならば 彼 は 常に 今な りと 答 ふるので ある、 而 して 彼の 最後が 最善で ある、 

恰も 年末の クリス マスが 彼に 取り 最も 喜ばしき 期で ある やうに、 彼の 生涯の 終りが 彼に 取り 最も 感謝 

多き 時で ある、 而て 彼が 特^に 感謝して 止まざる 事 は、 彼の 生涯の 計畫が 悉く 失敗であって、 彼の 計 

O00O000O000000000O0O00O00  よわき ヒづ かしめ さもしき せ め  なや 

畫に 反せし 神の 御 計畫が 彼の 身に 於て 成った ことで ある、 「是故 に 我れ 懦弱と 凌辱と 空 乏と 迫害と 息 

難に 遭 ふを樂 みとせ り」、 信者に は 斯んな 感謝が あるので ある。 (十二月) 


余の 特愛 讚美歌 

讚美歌 は 基督 信徒の 靈魂 の聲 なり、 彼に 特殊の 心情 あり、 彼 は 之 を 普通の 辭を 以て 言 ひ彰 はす 能 は 

す、 之に 意義 あり、 然れ ども 意義の みは 其 情 を 通す る 能 はす、 之に 昔樂 なかる ベから す、 然れ ども 修 

飾の ための 昔樂 にあら す、 特殊の 意義と 特殊の 昔樂と ありて 彼の 心中の 特殊の 實驗 は首顯 はさる. < な 

り、 是 れを稱 して ヒム (ll.vlml)、 叉 はサ— ム (psalm) と 云 ふ、 ヒム は祌を 讚美す るの 歌に して、 サ ー 

ムは總 て 之をチ タラ rcithara 琴の 一種) に 合して 謠 ひし 者を稱 ふ、 然れ ども 之 を 讚歌と 稱ふも 或は 

琴 歌と 唱 ふ る も 能く 吾人 の 稱す る 讚美歌な る 者の 眞意を 通す る 難し、 讚美歌 は必 しも 神 を 讚美す る の 

歌に あらす、 神に 祈る 者 あり、 亦 神に 苦痛 を訴 ふる 者 あり、 基督 信徒の 喜 怒哀樂 は總て その 讚美歌に 

瑰 はる、 故に 余 は 之に 定義 を附 して * 督 信徒の 靈 魂の \詞 となせ り、 蓋し 是れ其 最も 明細なる 定義な り 

と 信す r^, まなり。 

讚美歌の 數 甚だ 多し、 其 最も 古き もの は舊約 聖書に あり、 士師記 第五 章 は 女 豫言者 デボラの 讚美歌 

なり、 撒 母 耳 前書 第一 一章に サム H ルの母 ハン ナの 讚美歌 あり、 仝 後書 第 一 章に 於け る ョナ タンの 死 を 
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嘆け る ダビデの 哀歌 も 之 を 讚美歌と して 見る を 得べき か、 詩篇 百 五十 篇は 皆な 悉く 讚美歌な り、 哈巴 

if, の豫首 は 讚美歌 を 以て 終る、 が 拿 救 it に 遭 ひて 亦 讚美の 聲を揭 ぐ、 若し 夫れ 舊約を 去て 新約に 人ら 

んに は其始 より 終りまで 讚美に あらざる はなし、 マリヤ 聖子を 胎內に 受けて 讚美 を 捧げ (路加 傳 一章 

四 六より 五 五節まで〕、 ザ カリヤ 其 子の 生る、 を 聞いて §1  靈に感 されて 亦た 主なる イスラ H ルの神 を 

讚美す (仝 六 八より 七 六 節まで)、 天使 聖 子の 降誕 を吿 るに 讚美歌 を 以てし (二 章 十 ra: 節)、 老 ひた 

るシメ オン、 ィ H スを 見て 嬰兒を 抱きて 祌を 讚美す (仝 二 九より 三 二 節まで)、 イエス は 晚餐 席上に 

神 を 讚美し、 。ハウ U とシ ラスと は ピリ ピの 獄屋に 在りて 亦 神 を 讚美せ り、 而 して ハレルヤ、 ァ ー メン 

ハ レルャ は 世界が 終結 を吿る 時の 讚美の 聲 なりと 云 ふ (默 示錄 十九 章)、 天に 明星の 始めて 輝きし 時 

に 天使 は 神に 讚美 を唱 へ、 地に 惡 魔の 頭の 碎 かる k 時に 聖徒 は 讚美の 聲を揭 ぐ、 基督 敎は歡 喜の 宗敎 

なり、 歡 喜の 宗敎は 讚美の 宗敎 なり、 讚美な くして 基督 敎 あるな し、 基督 敎其物 を 一大 讚美歌と 見て 

可な り。 

聖書 以外に 亦 讚美歌 多し、 基督 敎 徒の 在る 所に 必す 讚美歌 あり、 基督 敎 在て 讚美歌な き はなし、 有 

名なる 燭光 歌 (The  candlelif^M  Hyio と稱 へらる、 者 は 第二 世紀の 作な りと 云 ふ、 Te  Demn, 

Veni  Creator  Spiritus 等 は 中古の 始 より 基督 敎 會に傳 へらる、 而 して 今日 吾人が 有する 所の 讚美歌 

は 數千を 以て 箅ふを 得べ し、 今 玆に其 大略 を も 紹介す る 難し。 

企 も 亦 幸に して 基督 を 信す る を 得て、 讚美歌なる 靈 魂の 詞を 少しく 解す る を 得、 亦 時には 之 を 語ら 

ざる を 得 ざり き、 然れ ども 樂感に 乏しき 余 は 歌 はんと 欲して 能く 歌 ふ 能 はす、 唯 時々 感に充 つる 時 は 


僅 に 聲を 含ん で 獨り之 を n 屮に唱 ふるのみ、 余の 靈は 昔 樂を感 す、 然れ ども 余の 口 は 之 を 謠ふ能 はす、 

余 は 靈と誠 を 以て 神を拜 する 外、 彼 を 讚美す る 術 を 知らす。 

然れ ども 旣に恩 惠に沐 する 者、 余に も亦特 愛の 讚美歌な から ざら む や、 而 して 余に して 若し 其樂を 

偉へ 得すん ば 余 は北ハ 意義 を傳 ふる を 得べ し、 今や 和文に 譯 せられし 讚美歌 攝 からすと 雖も 樂譜に 合せ 

んと 欲して 字音 を 限りし 爲 めに 原意の 充分に 傅 へられし 者 曾て 有るな し、 余 は 此事を 憂 ふる 久し、 曾 

て 「愛吟」 を 著して 此缺の 一 部分 を 補 はんとした りしが、 今 亦 玆に其 志 を 緩け、 余の 特 愛の 讚美歌 

を^に 紹介 せんと 欲す、 然れ ども 意味深長 なると 余の 筆の 鈍き と は 余 をして 余の 感じ 得る 丈け をも讀 

者に 通じ 能 は ざら しむ、 然れ ども 爲す は爲さ るに 優るべし、 讀者乞 ふ 余の 意を諒 せよ。 

『世々 の 磐』 

余の 學 びし 最初の 讚美歌に して、 亦た 最も 好く 救 扬に關 する 佘の 信仰 を彰 はす 者な り. 原文 は Rock  of  Ages を 

w て 始まり、 「われた る 岩 や」 又は 「千世へ し 山-あよ」 と譯 されて 我 邦の 信徒 間に 歜 はる、 英人ト プラデ —の 作に し 

て 彼の 名は此 讚美 欲と 共に 廣く 卅界に 知らる * 蓋し 力 ル ビ ン 主義の 信仰 を 代表す る 者に して 此跌の 如き は 他に ある 

なけむ， 英國前 宰相 グラッドストンが 死に 頻 して 彼の 愛孫と 偕に 彼の 病床に 在て 唱へ しもの は此歜 なりき- 人の 救 

濟は其 品性に 山る と 云 ふ 者， 我等 は キリ ストに 眞 似て 始めて 救 はる、 を 得べ しと 言 ふ 者、 吾等 は此 世に 於て 完全の 

域に 到達す る を 得と 唱 ふる 者に 對 して. 此欲は 明，： ：！ に 4> 字 架上の 贖罪 を聲 首す る 者な り， ュ 一一 テリ ヤンの 徒 は 勿論 

此 欲に 深き 興味 を 感ずる 能 はず. . メソヂ ストの 徒- 亦た 此讚美 联に赞 同 を 表する 能ざる べし- 然れ ども 幾千の 痛め 

詩と 欲  七 0 七 


所 感  七 〇 八 

る累 魂は此 一 小^に ギリ アデの 乳香 (耶利 米 亞記八 章 ニニ 節〕 を發 見せり- 幾 萬の 懼れ たる 心 は此缺 を唱へ ながら 

安き 永き 眠に 就けり * 學說 討論 は 强健榮 華に 時に 用 あらん， 然れ ども 吾等 主に 於て 眠らん とする 時に. 只此窠 魂の 

聲 あるの みならん. 今 を 去る 十 一 年 前 櫻花爛 澄と して 都 城 を 飾る ® 先 愛內 村加壽 子が 彼女の 夫が 逆臣 國賊 として 國 

たに 窘 しめらる、 の 聲を 聞きな がら 悲しき 眠に 就きし 時 • 彼女 の 枕邊に 於て 余と 余の 父と が 蒡 を 合して 歌 ひし 者 は 

此歜 なりき， 理論の 達し 得ざる 所に 信仰 は 達す、 吾等 祌の 審判の， S に 立つ 時に 只此 讚美 欲 あるの み， 余 は 鼓に 余の 

意 譯を揭 ぐ。 

世々 の 磐よ 我を圍 めよ 

ぁ ひ V,  rc 

我 を汝の 間に 匿せ よ 

汝の 脇より 流れ出し 

ち し ：！* 

血潮と 水 は 我の 罪 を 

暧ふ 二倍の 代價 となりて 

せめ  とが 

責と 科より 我 を 救 へ よ 

我の 手の 業 如何に 多き も 

律法の 要求に 應ふ能 はす 

我の 熱心 休む 時な きも 


我の 淚は 

我の 1^ を 

君、 ^ し 

何の 功緒 

只 十字架 

裸體 なる 

援助な き 

據れ たる 

我 を 洗へ 


流れ 盡すも 

ば 喂ふ能 は 

我 を 救 ひ 粉 


我に 

に の 

ま \ 

ま X 

ま i 

よ、 


す 

ま す i 

あるな し 

み 我 は 縫が る 


汝を仰 

C 水に 走 

ま .<K- 歹 


我れ 此生氣 を 引き取 

我の 険の 閉ん とす る 

我れ 見ぬ 世に 逝らん 

{番 判の 聖 座に 汝を見 

^々の 磐よ 我 を圍み 

我 を汝の 問に 匿せ よ 


ん とす。 

んとす る 時 

する 時 

き 
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『此身 有の 儘に』 

I  Just  as  I  am,  Avlt-lloul;  one  !>lea 

英 國シャ In クト • エリオット 女 氏の 作な り- 身の 汚穢に 恥ぢ、 又は 心の 疑圑に 遮られて キリストに 來り 得ざる 

者 を 助け 勵 まして 偉 火の 功 を 奏せし 欲な り. 余 も 幾： s: か キリスト を 離れ， 余の 心に 彼 を 見失 ひ. 信仰の 綱の 切れん 

44 こと えこ-こ 

とせし 時に 此^ を n にして 犬膽に 彼の 許に 還り 來れ り、 赏に 誠に 彼の 血 は 悩める 良心 を 癒す ため の 唯 一 の醫藥 なり 

世の 哲學者 は 此事を 曉り得 ざらん， 然れ ども 我等 癒されし 者 は 其 特功 を 信じて 疑 はず。 

ま， でし， S け 

此身 有の 儘に、 一 言 の申譯 なく 

唯 だ爾の 血が 我がた めに 流されして ふ 一事 を 以て 

叉 雨が 我に 爾に來 らんこと を、 命じ 給 ふが 故に 

こひつじ  b と 

ァ、 神の 主 I よ、 我 は大膽 に爾の 許に 到る。 

比 身 有の に、 禱路 する ことなく 

我が 心より 罪の 斑の 悉く 取 去られん 時 を 待つ ことなく、 

雨の 血は總 ての 汚 據を洗 ひ 潔め 得れば 


ァ、 神の 1 点よ、 我 は 大膽に 雨の 許に 到る U 

此身 有の 俊に、 Cl||{ 風に 打た れつ X も 

心に 猶ほ 多くの 疑團と 苦悶と をお し  • 

恐怖と 闘、. s: と 外より 我 を めつ \ ある も 

ァ、 神の 羔ょ、 我 は大膽 に爾の 許に 到る" 

此身 有の 儘に、 」 ま 目の 憐 むべき 我 は 

雨に 癒されて 我が 眼 を 開かれん ために 

又 我が 凡ての 要求 を爾に 由て 充た されん がた めに 

ァ、 祌の羔 よ、 我 は大膽 に爾の 許に 到る。 

此身 有の 儘 を- 爾は 受け 給 ふならん 

歡んで 我を迎 へ、 赦し、 潔め、 助け 給 ふならん 

我 は 唯 だ 雨の 約束 其 儘 を 信じつ V 

ァ、 神の： fill よ、 我 は大膽 に爾の 許に 到る。 


ヒ 身 お の に 爾 の 限 り な き 愛 は 

^が爾 に 到る の 凡ての 障害 を 取り 排 ひた^ば 

今爾 のま！" たらん ために、 然り、 爾惟 りの 所有た らんた めに 

ァ、 神の 羔ょ、 我 は 大膽に 雨の 許に 到る" 

比 身 有の 俊に、 の惜氣 なき 爾の 愛の 

-  --、 ろみ 

its: さ、 長さ、 深 さ 、 高さ を實^ んん めに 

^時此 地に 於 て、 後 に 彼 天に 於て. I , 

ァヽ 神の 羔ょ、 我 は大膽 に爾の 許に 到る。 


『我 は 王の 子な り』 

rlr-  the  child  of  a  king. 

リバイバル s の as なる が 故に I 想 甚だ 高から ずと 雖も、 而 かも 其 中に 一片 S 情の 存 する ありて， 貧に 苦 

めら れ、 I の棄 なくし 5 に IS ひし 時 余 を 慰めし こと 幾 3 なる を 知 さ、 余 は 未だ ft 者の 何. - なる を 知ら 

ず-知る 者 あらば 幸に 之を敎 へられよ。  ； 

イスラエル は已を 造り 耠 ひし 者 を 喜び、 シ オンの 子等 は已が 王の 故により て樂 むべ し (襲 百 四十 九篇ニ 節) 


我 >^ 

お 玉 


父 は 家屋と 土地と を 夥多 有ち 一 

彼 は 其 手に 世界の 富 を 握り 給 一 

と 金剛石と 金と 銀と を以 て 

の 金雍は 溢る、 彼の 富に 際限 

我 は 王の 子な り、 王の 子な り 

ィ ェ スを救 主と し 有て 我 は Hii 


i  p、 

ソ 


2  Jv 


i 匕 

i  IP 

彼 は 

久 し 

は 王 

ェ K. 


なる 我が 

^に 在て 

今 は 天上 

からすし 

の 子な り 

を 救. ff.; と 


父 の 

貧者 

に 在 

て 我 

. 王 

らっ 

し 有 


ま し i 

に 在 

て 王 

を そ 

の 子 

て 我 


給 ふ 

な し U 

の 子な 


し さ I 

な り" 

の 宮 

なり ハ 

は 王 


殿に 招き 給 ふ" 

の 子な り。 


魔 は^に 捨てられし 漂流 人な 


き 


自ら 好んで 郭 人たり、 生れな がらの 異邦人な りき" 


所 s 

然も 今は擇 まれて 神の 


宮殿と 

我 は 

ィ ェ 

た 


然ら 

今 は 

我 


擇 

王 衣と 王冠と 

王の 子な り、 

を 救卞； とし 


たり 天幕た 

に 天上に 玉 

り 離れて 此 

進まん、 我 

の 子な り、 

を 救 主と し 


となれ り 

相 緩 人と 

の 子な り 

て 我 は 王 

、 我れ 何 

の 造られ 

に 漂流 ふ 

王の 子な 

の 子な り- 

て 我 は 王 


なれり。 

の 子な り。 

ぞ擇 まん、 

つ k ある あ 


の 子な 


キ 


ス ト 信徒の 交際 

("Blest  be  the  tie  that  bimls  " の 意譯) 

我れ 爾曹を 愛する 如く 爾曹も 相愛す ベ し (約 翰傳 十一 一一 章卅四 節)。 

我 倚の 心 を キリス トの 愛に 


七 
四 


而?. 

し 儕 t 
熱な て 我' は 
き 時- i 倚ら 相; 1 

同？ 々〈'は 5： ひ 
情营相 相 i の 

の K ひ 互 ひ m 
淚. ろの の 愁 ^ 
を た 重ミ を 
流; うめ 荷に 頒.; ： 


紫ぐ あ 索 は 祝す ベ きかな、 

斯く繁 がれし 者の 交際 は、 

天 の それに 然も 似たり。 

# 倚の 天父の 寶 座の 前に、 

我 倚 は 熱 き 禱 を 注 ぐ、 

我 倚の 憂慮 も 慰藉 も、 

おそれ のぞみ み ひとつ 

恐怖 も 希望 も 皆な 一 なり。 

ち、 

を擔 ふ、 

に、 

す。 

が 倚 互に 相 別れん とする 時、 

攻に 耐え 難き 苦痛 あり、 

然れど 心の中に 結ばれて、 ， 


所感  七ニハ 

我 儕 は 再び 相會 はんと 欲す。 

ゲ なしみ  •、 るし み  いた はり  はな 

五、 悲哀、 苦痛、 勞苦を 離れ、 

0 の 線紲を 去り、 

永久 限りなき 國に、 

全き 平和 を樂 まんと 欲す。 


ず 詠 

明治 三十 五た 牛 七月 三十 一 H 講談 會 開催中 圜遊會 の 日、 II 雨 霽れ， 久报 りに て = 光 を 仰ぐ、 時に 我が 同志 中心に 新 

光明に 接せし 者 多き を ひ， 彼等の 歡を 我が 心に 移して 左の 一詩 を 賦す。 

霖 雨の 空 は 霽れに けり 

：：： の.^ 陽 は 照りに けり 

神 は 此日を 祝し けん 

特に 此日を 祝し けん 


疑 圑の雲 は 晴れに けり 

のぼ 

義の 太陽 は 昇りけ り 

祌は此 身を惠 みけん 

特に 此身 を惠 みけん 

此 R 此身を 我が 神よ 

活ける 犧牲 とし 受け 給 へ 

我と 我等 を惠 みて ぞ 

ペンテ コステ の 火 を 降せ。 

誡 信なる 主 

"Not  sehlcin,  clad  in  radiant づ est. " 

ヲルヅ ヲス作 

5 ん し. 7 まと  の， ほ  あさひ 

錦繍に 纏 はれて 昇りし 朝日 は 

却て 其 日の 雨 をう 醸し 

iSS と 歌  七 一七 


所 感 

晴れ渡りし 夕の 空 は 

緩く  _日 和の 兆候に あら や。 

二 

最と滑 かなる 海 も 時には 

之に 賴る の 小舟 を 欺き 

若し 上天の 星 を 頼まば 

彼等 も 亦不實 なること あり。 

三 

えだ  ひろ t  の  ち き 

枝、 廣々 と 伸べ し 立 木 も 

でん，、 わ-..' あ を， や.. ゥ  つんざ 

電光、 蒼弯を 劈く 時 は 

其 木 影に 身 を 寄せし 者 を 

天 太の 難より 護る 能 はす。 

に 

さ  なん ぢ  i こふ  やど 

然れど 爾は誠 信な り、 肉に 宿りし 主よ 


七 
八 


岩に 北, 1 寒 i ん外ま 
手て 上 力 &氣" に 
のの はは 
峰き 7X5 膚！? 雪 ま 
は は を は 
遙言浩^劈^；ニ 

々く々 〈く 尺 
と とば 餘 t 
聲§ 流さ 力、 り 
ゆれり ' 


謙遞 りて 人の 爲に 死せ し 者よ 

-0: ふ  いつはり  や,、 f 

爾の 微笑に 譎詐な し、 爾の 約束 は 

世は變 ると も變る ことなし。 

五 

我は寶 座の 前に 平伏し 

ひ とへ  やす 5 

單に爾 の 平康を 乞へ り 

而 かして 平康 のみに あらで 

上向く 確信 は與 へられぬ。 

陸 中 花卷の 十二月 廿日 


我;; 聖， 鳴 あ 
光え 倚": 靈 哉、 
の は は 美 I 
天 f 深 * 奥 t は 

國に雪 5  し 
にの のぎ 
居 中 野の 此 

る に に 集ミ 
乎 在 下 合き 

とてれ、 
想 t      、 ス 

へ 


感ミ 讚え 歡ぇ內 ま ぼ 
謝お 美び 喜 さ に 
のの はは 感 
聲 i 歌 胸 S 同ぎ 
は は に 志し 

咽-ち 洋 T  ml は 
々'、々くる 四 
とと & 十 
聞き 舉 さば 餘ま 
ゆりかり 

a      » り、 


天地の 花なる 薔微 

其 花に 伴 ふて 刺 ある は 

其、 地の 産なる の證 なり、 

其 刺に 伴 ふ て 花 ある は 

天の 之に 宿る の徵 なり。 


七 

0 


花 を 見て 感 あり 

. 寒風に 蕾旋 びかぬ ると き 

花 も 見頃の 花に ぞ ありけ る 

病後の 歡 喜 

明治 一一 一十 九 年 冬 病に 罹り、 其 癒 ゆる や 我が 信仰に 一大 進歩の ありし を覺 りければ 喜んで 詠める。 

**  や ひ とこ  うち ふ 

雪の 問 を 病の 床に 打 臥して 

覺 むれば 嬉し 愛の 春雨 

泰は來 りつ 、ある 

.雪 は 降りつ i ある 

L  はる  き； 1 

然 かし 春は來 りつ 、ある 

さむさ つよ 

11^ は强く ある 

然 かし 春は來 りつ、 ある 

詩と^  七 ニー 


春は來 りつ -1 ある 

舂は來 りつ 、ある 

雪の 降る にも 拘 はらす 

寒の 强 きに も拘 はらす 

春は來 りつ 、ある 

なぐさ  ，、ろ 

慰めよ 苦しめる 友よ 

汝の 患難 多き にも 拘 はら や 

汝の 苦痛 强 きに も拘 はらす 

iis^ は汝 にも また 来りつ、 あ 

春の 到來 

佳き 期 は 来れり 

春 は 来れり 

花 は ゆ、 かんとす 

鳥 は 歌 はんとす 


小川の 氷 は 解け て 

ふち みれ わ. り 

北 ハ邊に 蓬 笑 ふ。 

佳き 期 は 來れり 

聖靈は 降れり 

榮 光は顯 れんと す 

讚美 は揚 らんと す 

心の 疑 團は釋 けて 

其 衷に歡 喜 溢 る。 

佳き 期 は 来れり 

春 は 来れり 

春 は 外よりも 來れり 

亦內 よりも 來れ り。 

天國を 望む 


七 


我れ 天の 第 宅に 人る の 

我が 特權を 確 めら る k 時に 

ノと 4i 

我 はすべ ての 恐怖に 違 を 告げ 

我が 流る 、>ぉ を 拭 はん。 

縱へ 全地 は 我に 逆 ひて 立ち 

せき くわ  やり 

石火の 槍 を 我に 投 ぐる も 

我 は サタンの 激怒 を 笑 ひ 

我 は 恚れる 世に 向 はん。 

裹愁は 洪水の 如くに 來れ 

苦悶 は 暴風の 如くに 荒れよ、 

我 はたぐ 我家に 着かん こと を、 

我 神、 我國、 我が 諸 凡に 至らん こと を 一 

北 ハ處に 天の 靜 かなる 海に 


七 二 四 

アイザ ック. ワット 作 


露 3 涼? 
け 如'' ' し 
き 何 力' き 
シ に シ 
ャ美 • ^口 
口    く ァ 
ンしム 
のく の 
小 こ 百' ゆ 細; で 
山？ 合 流れ 
を 花' 'に 
拂まは 沿 そ 
ふ ふ 

く て 

よ 


微風 は 如何に 香 はしき かな。 

+  ながれ -V 

凉 しき シ n ァ ム の 細流に 沿 ふる 

百合 花 は 終に 衰 へざる を 得す、 

すそ は 

シャ 口 ンの 小山の 裾に 生 ふる 

蓄激花 は 終に 湖まざる を 得す。 

詩と 欧 


我 は 我が 疲れし 靈を浴 せん、 

而 して 配慮の 漣 波す らも 

我が 靜 かなる 胸 を 越え じ。 

『シ アムの 細流』 

"Bv  Cool  Siloam*s  Sliadv  Kill. 
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溫;^ 然、 


生命と 氣 息と を 賜 ふ 神よ、 

我 は 汝の恩 惠に賴 る、 

我れ 榮ふ時 も 赛ふ時 も 

ちの  ，f) 

汝の屬 として 我 を 護れ よ。 

二月 中旬 

風 はま だ 塞く ある、 

土 はま だ 堅く^る、 

あ を  かざ 

HE- き は 未だ 野 を 飾らない、 

&きは 未だ 空に 響かない、 

冬 は 未だ 我等 を 去らない、 

彼の 威力 は 今尙ほ 我等 を壓 する。 

れど日 は 稍々 長くな つた、 

かき 風 は 時には 來る、 


m 冬 魚 も 芹で 

の の は は 

m 威る 時^ 泉 さ 
來:^ 力え 々ぐ の 
は は - jaM ま 
遠す をと 
く で 出 り 
は に て に 
な 挫;： 遊 さ 生' よ 
い け ぶ え 
。た、 て 


我等 は il 人で ある C ルツ 子 逝き 

我等 は 叫んで あった、 

而 してべ，' お ほ 叫 人で あ る、 

戶籍 帳簿に 一 人の 名 は 消え、 

四 の 食臺の 一 方 は 空 し く、 

ra: 部 合奏の 一 部は缺 けて、 

讚美の 調子 は亂 されし と雖も 

而 かも 我等 は， ゃ尙ほ W 人で ある リ 

我等 は 今尙ほ 四 人で ある、 

地の 帳簿に 一 人の 名 は 消えて、 


所 ®  七 二八- 

天の 記錄に 一 人の 名 は 殖えた、 

く  * フ せき  で.？ 

三度の 食 時に 空席 は 出来た が、 

殘る 三人 はより 親しく 成った、 

彼女 は 今 は 我等の 衷に 居る、 

一 人 は 三人 を 縛る 愛の 幹と なった。 

然し 我等 は^ 時まで も斯く あるので はない、 

我等 は 後に 又 前の 如く 四 人に 成る ので ある、 

神の 救の 鳴り響く 時、 

寢れる 者が 皆な 起き 上る 時、 

主が たび 此 地に 臨り 給 ふ 時、  , 

新ら しき H ルサ レ ムが 天より 降る 時、 

我等 は S たび 四 人に 成る ので ある. > 

人生の 詩 

& ングフ H  口  I- 


我に 吿 ぐる 勿れ 悲しき 調子 を 以て、 

人生 は單に 空しき 夢な りと、 

た i しひ  ね ふ 

そは靈 魂は寢 りて 死せ す 

^€物眼に見ゅるが如くにぁらざればなり" 

人生 は眞實 なり 人生 は眞 面目なり 

而 して 墓 は 其 終局に あらざる なり 

汝は 塵なる が 故に 塵に 歸 るべ しと は 

0 魂に 就て 言 はれし にあらざる なり。 

『其 日 其 時』 

其 U 其 時 を 知る 者 は 唯 我 父の み、 天の使.^?も誰も知る者なし。 馬 太傳サ 1： 章卅六 節" 

其 日 其 時 を 我 は 知らす、 

然れ ども 知る 必す 或る時、 

あは 

我 は 面と 面 を 合し て 彼 を 見、 


我が 知らる 、如く 彼 を 知らん 事 を。 

其 E 其 時 を 我 は 知らす、 

然れ ども 知る 必す 或る時、 

我 は W たび 我が 愛する 者と きひ、 

な ゆ き .^なしみ 

而 して 復た死 あらす 哀哭 悲痛 あらざる 事 を 0 

其 口 其 時 を 我 は 知らす、 

然れ ども 知る 必す或 る 時、 

我が 希？ は 悉く 充 たされ、 

我が 淚 は 盡く拭 はれん こと を。 

其 口 北 ハ時を 我 は 知らす、 

我 は 叉 之 を 知らん と 欲せす、 

我 は聖父 の 約束 を 信す、 

我 は 安 靜に其 曰の 到る を 待つ。 


萬 物 悉く 可 な り 

ロバ ー ト • ブラウ 一一 ン グ 

年 は たり、 

口 は 朝な り、 

朝 は 七 時な り、 

山 測 は 露に 輝き、 

雲^ は 空に 舞 ひ、 

蝸牛 は 叢林に 戲る、 

神 は 天に 在， リ、 

此^の 莴事 可な り。 

今年の 秋 

火 正 元年の 晚秋、 ル ツ子 永眠お 年 

我家の 庭の 白百合 花 散りて より 

一 暦 淋し 秋の 夕暮  - 

詩と 欲  七 一 ニー 


ィ ェ スを思 ふて 

ィ H スを思 ふて 我 は 

i づ 

我が 貧しき も 悲しから す 

他人の 富める も 羨し からす 

イエ スを思 ふて 我 は 

唯 感謝に 溢る i のみ。 

ィ H スを思 ふて 我 は 

身の 串ん 難 も 苦しから す 

其の 幸福 も 慕 はしから す 

イエ スを思 ふて 我に 

唯 平 康と滿 足との みおり。 

ィ H スを思 ふて 我 は 

事の 失敗に 失 §W せす 


其の 成功に 雀躍せ す 

ィ H スを思 ふて 我 は 

永久の 勝利者た るたり。  一 

〇  一 

津 山よりの 4t 途明 石な るん 丸 神社の 丘上より 海 を 隔て、 淡路島 を 眺めて 詠める 一 

我心 はり まが 灘ゃ茅 の 海 

めぐみに 光る 淡路 しま 山 

今年の クリス マ ス 

(大正 元年 ル ツ子 逝きて 當 年の タリ ス マ ス) 

クリスマス、 クリスマス、 

クリスマス は乂來 りけ り、 

而も 今年の クリスマス は、 

去年の それの 如くなら す。 

と 歌  ■  ；  ■ 
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クリスマス、 クリスマス、 

クリスマス は又來 りけ り、 

た^し  ひと むれ  こ ひつじ 

樂 かりし 一 群の 小羊 は、 

今 は 刖れて 二 所に 在り。 

クリスマス、 クリスマス、 

クリス マ ス は义來 りけ り、 

我等 は此 所に 之 を 守り、 

彼女 は 彼 所に 之 を 祝 ふ。 

クリスマス、 クリスマス、 

クリスマス は又來 りけ り、 

に  かなし ふ 

我等に 耐え 難き 悲痛 あり、 

X 言 盡 されぬ 歡 喜 あ り。 


玉 も珈? 護"' ェ 
蜀？ 琲ひ謨 ス 
黍し 豆' 樹 >  ぺ 

のの のラ 
黄， 芳; 【 rtt ン 
金ね 香 ひ 滴,^ ザ 
輝!: 鋭： れ、 ' 


在 墨 其 西 哥國ェ ス クイン トラ 力！； 3 政 助 氏よりの 書面の 一節に 曰く 「最上の 土地 三百 町歩 貰 ひ 受け 候 ：：： 農場の 名 を 

Espenlng  (希望〕 と名附 け. a. 候、 先年 先生の 『研究』 誌が 『新 希 5£ と 改題に なりし 時 * 小生 は 同志に 向 ひ， もし 

未來に 於て te^ 場 を 建る 時には 『希 5^ 農場』 と名附 けんと. a.IW り 候處， 幸に も 愈々 此度其 運びに 向 ひ大に 喜び 居候」 云 

云と。 

一、 H ス ペラン ザ、 希望の 野、  - 

墨 其 西哥の 南方に 在り、 

み a 

ソコヌ スコの 峰 高く • 

ひろ 

太 ：ャ 洋の水 閥し。 

希望の 野、 


liM と欧  七 


を 

夭 A 曳ひ 

國 【； き 
を 垂': 

る 

ぶ 穗 A 
秋？ の 
の 圃 n 
リ\ の 
暮ト: 畔さ 


、£ 感 

1 二、 ヱ ス ベ ラ ンザ、 希望 の ，野、 

我が 敎 友の 集まる 所、 

我が 理想の 行 はる. -所、 

さと 

自由と 獨 立の 鄕。 

gr  H ス ペラン ザ、 希^!^^ の 野、 

新 大陸の 新 日本、 

ケ.？ 

書 は 鋤 を 助けて， 

天 は 地と 接吻す。 

秋 n 曳杖 

みち 

首 J に 


晚秋 H 光山 中の 探勝 
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しも -かれ  匕し き  > -.  を と こ ゥ .a 

霜枯に 錦繍は 消えて sf- 體山 

常 葉に 添 ふて 積る 初雪 

h  J  み  .>  ら み  かよ しも 

仰ぎ見る 裹 見が 瀧の 川下に 

も わ  お つ  し.. C  たき 

天より 落る， 曰. 雪の 瀧 

關 平原の 小恭 

十一 パ 十三 Hit 堂の 工事 t: り、 十一 =： 分の 雜誌 出で、 天 氣麗ら かにして 心靜 かな リ ければ 詠める 

いろど  え.： き ^-' な....' ケ 、で 

彩れる 複、 椋、 楷、 ， 枫、 

の  わ；.！ ぁ を *< ら 

かぎりなき 野 を 覆 ふ蒼弯 

建 碑 

ルッ子の^2^^成る、 友人の 寄贈に か、 る * 我家 不相應 の 墓石な り、 本 間 俊 平 君、 其 所有の 石山より 最良の 大理石 

を sss!^ し 入 我と^ 力と を： W まず- 之に 加工 せられし 者な り、 「再た 食 ふ 日まで」 の 碑と 稱 す- 逝きし 者の 榮^. 殘 

りし 者の 慰藉， 多数の 友人の g: 情 を 記め て. 永へ に 信- 愛， 望の 記念と して 存 すべし- 去年 十二月 十一 口-  * ば 族ーュ 

人 其 前に 於て 簡単なる 建碑の 式 を 行 ふ。 

詩 と C  七三 七 


殘 夕' t 掠》' 月 ミロ ひ 
る 暮に 島' ミは は 
は の は 櫸" 5 富 ふ 
父 も 霞、 I も の 士じ 
母？ 低？ 栖ら 枝-きのい 
と し に に 藏' き 
。 歸 うに 懸 t に- 
、と りる 人い 
て 、 り 


再 i 声 I 長； 大" 
た 人 門 i 理" 
會ぁ の 秋 * 石' ま 
ふ 愛？ 吉 t の 
日-ひに の 三 ^ 
ま 刻き 產ぇ 塊? 
で ま ' 
の る 
碑 ひ 、 


我 ゎ雜ま 女： 武!: 
が 司し 郞'： 藏し 
ル ケ 力-花へ し 野の 
ッ . 谷 や の の 
子 この 唤 3 眞' 
は 森 ^  く  t 中， 
眠 さに 所 i 
る 


七 

A 


望？ 祈お m 
むる 力、 

再?'  Jil に 

會き 上 f  mv 
のの る 

m 祝:^ 地'' 
喜 さ 福で 下 力' 


力の ぢょ 

の 彼女、 


をけ しょく 

桶 職 

去る 二月 某： R 余れ 一 曰の 問 を 得 たれば 杖 を 三 浦 半 烏に 曳 けり， 時に 相 模灣を 隔て V 富士の 美貌 を む 透に. 一人 

の 桶 職の 家に 在りて 其 業に 勵むを 見たり， 都 人士の 益な き 野心に 驅られ て 騒然たるに 對 し， 彼の 靜肅 なる 勤勉の 

ぶべ く あり たれば. 彼の 心 を 歌 はんとて 步を遝 びながら 左の ー篇を 口ずさび ぬ。 

一 、 我 は 唯 桶 を 作る 事 を 知る、 

其 他の 事 を 知らない、 

政治 を 知らない 宗敎を 知らない、 

に/ よ  つく  -  -i し 

唯 善き 桶 を 作る 事 を 知る。 

二、 我 は 我 桶を賫 らんと て 外に 行かない、 

人 は 我 桶 を 買 はんとて 我 許に 来る、 

詩と 欲  七 一二 九 


我!: 世 i 歳 t 月' さ 
は は は は 
家に 變?; 去" 滿' A 
に りり ち 
在ち 行' ゆて て 
り く 又き 又 £ 
て も 來 3 膨"' 
善よ 我!: た け 


き は る 

桶 S 變?^ 
を ら 

作？ な 
る い 


る 


我'！ 了. 我!^ ほ 
は は 
唯'; 人ぜ 
家に の 
に 我; •： 

あ に 

り 就 

て い 

强 一は 

き 知し 

善よ ら 

き ん 

桶 I こ 

を と 

作？ を 

る 求 ^ 

0 め 

な 

い 


H -、 1 はま Is の 故 を 以て 人と 爭 はな 

籠 をぎ ひん ひ爲 ない、 

^は ¥ぎ き 强き桶 を 作り て、 

へ § り It" て #1 だ 安泰で ある。 


0 

ゆる 

. 搖 

更生 へ るら む 春の 隨 


あんつ I。 も！！ ぐラ ツバの ー聲に 

5  i  Ji  はる あけぶ の 
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(テサ n 一一  ケ 前書 ra 章 十六 節) 

ゆ. V へ 

秋の 夕 

秋 が^た、 

す， -  -ーゝ ち  お if* き 

涼しき 心地よ き 秋が 來た、 

嗚呼 愛す ベ き 秋よ。 

老が來 た、 

靜 なる 默 示に 富める 老が來 た、 

嗚呼 樂 しき 老ょ。 

此 後に 冬が 来る、 

つめ  し  はか  ： 

冷たき 死と 墓と が來 る、 

tv.  のち  ふ.'、 くわつ  はる  ,、 

然る 後に 復活の 春が 來る、 

而 して 最後に 永久 變ら ざる、 

淸き 涼しき 神の パ ラ ダイ ス の 夏が 來る 

詩と 歌 


七 


所 き  七 0  二 

鳴 呼 ま 謝に 充る 生涯よ。 

ブラウ 一一 ン グ 詩集に 於け る 基督の 再來 

(譯者 曰 ふ、 自由にして 太 is なりし 詩人 は 余輩の 此 自由にして 大 磨なる 意譯を 許す であらう 

けつじょ 

缺 如す る 者 あり . 何 乎？ 

初夏に 葉綠 滴り、 

穹 蒼に 日光 漲る、 

—汚點 づ處 にか ある？ 

天地 は 光明に 滿 っ然れ ども. S 白な り、 

聖像 を迎 ふる 殿堂た る に 過ぎす、 

葉 綠何か ある 花 絲何か ある？ 

花冠 ありて 之 を 戴く 者 あるな し、 

然 らば 来り 給 へ 来る ベ き 者よ、 

来りて 此 不完全 を 完成し 給へ、 

碧空 を充 實し綠 野を完 美し 給 へ、 

此の花園に生氣を吹^<れ給へ、 


然 らば 死せ る 离物は 

生命 を 受けて 起き 愛 を 以て 榮 えん、 

然り 愛を以 て榮 えん。 

THE  LORD-S  RETURN  IN  WROWNIlsd. 

VVIB ま n ぬ is  —  wluit  ？ 

Blueni  abundant, 

—where  is  the  Wot  ？ 

Beamy  tls  .vvorlt.1,  yet  u  hJUink  all tls  SHme, 

—— Jprixme.\vorl ん "svhicl!  .wilits  lor  u  xnctuLr-c  to  fnimc  : 

メく hilt  of  the  learage,  what  of  the  £o\ver  ？ 

iloses  cmbowerlntJJ  .\vltll  naught  they  etuhcwor  I 

Come  t;ticn,  complete  Incomxuation,  c  ccmeA-, 

ri5t  二： ir<y  the  bluc!ics5s  perfect,  the  summer  ！ 

wr な atlic  but  one  breath 

ilose-beputy  above. 

And  all  that さ 15  deatli 
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Grows  life,  grows  lovo,  - 

Grows  love 一 

詩人 カク パ ー の 再臨 歌 

英國 詩人 カウ パ I は 贖罪と 再臨の 信仰 を 欲 ひて 有名で ある、 左に 彼の 有名なる P5§  ？ P  SP  -き SI  to 

，rlly  many  crowns の 一 節 をお fllS する 

ぼらば i り 給へ、 而し てまが 戴き 給 ふ 多くの 冠"； 免の 上に 更らに 一個 を 加へ 給へ、 全地の 王た るの 

う g お を 戴き 給へ、 爾 のみ 此 ns^ を 戴く の 资格を 有し 給 ふ、 是れ 固より 雨に 屬 する 1 天地の 成りし 

S より 古き 11 に. m りて 爾に屬 する 者な り、 爾は其 後 雨の 血 を 以て 再び 之 を 己に 贖 ひ 給へ り、 ぱ價 

條 以上の 代 價を拂 ひ 給へ り、 雨の 聖徒 は 王と して 爾を迎 へまつ る、 爾の 尊號は 無窮の 愛の 泉に 浸さ 

れ たる 鐵筆を 以て 彼等の 心に 深く k まる、 然り爾 の 聖徒 は 王と して 爾を迎 へまつ る、 而 して 雨の 臨 

り 給 ふこと 遲 きが 故に 爾の敵 は勇氣 を 得て 誇る、 然れ ども 若し 彼等に して 我等の 永く 待笔 みし 爾の 

再臨の" に 接せん 乎、 彼等 は 雨の， を 恐れて、 或 ひ は 小山の 懷に 潜み、 或 ひ は 厳の 洞に 逃れて、 

其 屈める 身を隱 さん。 


愛 


吟 


(Favourite  Siniring) 


改版に 際し 此小著 を 左の 人々 に獻す 

余 を 愛して 眠りし 人 

余の 缺點を 看 遊して 余 を 今猶ほ 愛して くれる 人 

か は 

余と 信卬を 共に して 渝ら ざる. S 

余と 共に キリ ス トと 偕に 苦しまん と 35： する 人 

千 九 百 十五 年 八 力 十日  著 者 


0 序 

新 體詩を 世に 供 せんとす る は、 纂譯 者の 目的に も あらす、 亦た 彼の 爲し 得る 所に も 

あらや、 彼 は 彼の 知る 普通の 日本語 を 以て、 彼の 常に 愛誦す る歐米 詩人の 短篇 二三 十 

を 世に 紹介 せんと 勉 めしの み。 

詩 は 直譯を 許さざる のみなら す、 亦 之 を 意 譯に附 せんとす る も 甚だ 難し、 故に 之 を 

譯す るに 唯 精神 譯の 一 途 あるの み、 是れ 書中 载 する 所の 力— ライ 〔の 英譯に 係る, ー 

り 叫の 讚美歌 を 見て 推量す る を 得べ し、 佘の譯 の往々 原詩の 精神 を だ も 盡す能 はざる 

は 余の 深く 恥る 所な り、 然れ ども 全く 譯せ ざらん に 比すれば 讀 者に 取りて 多少の 利益 

なりと Jj. 一一  n す。 

余の 目的 は歐米 詩人の 作 を 廣く我 國讀誊 社界に 推薦 せんとす る もの にあり、 故に！： 

文に 附す るに 原文 其 儘 を 以てし、 讀 者が 其 美と 優と を 作者 自身に 就て 知られん が爲の 

1^ に 供せ り。 

序  七 il 七 


,  七 i! 八 

愛 吟 

—叫. I ライ レノの 「ダンバ—の戰ハ^?.」 はもと 散文に 成る 者な りと 雖も其 詩的 性質 は已に 

久しく 文 學社會 に 承認 せられし 所な り、 原文 は 載せす" 

東京 靑山 寓居に 於て 

明治 三十 年 三月  内れ 鑑三 


詩 は 英雄の 朝の 夢な り 

アル フ ホン ソ 1 • ラマ 1 ティン 

詩の 正當 なる 反對は 散文に 非す して 科學 なり 

コ レリ ッヂ 

そは大 なる 思想が 

ァ、 我が 兄弟よ、 大 なる 思想が 詩人の 天職な り 

ワルト • ホイットマン 

rs;try  IS  the  nlol.uss^  dreiim  of  great  nlinds. — A  -;phcnso  L, 一 artirx. 

Poetry  is  Jl:t  inc  pr:per  aslthcsls  t こ pr:se,  Ibut  to  sciolls!. 11 (，okridg ひ. 

Fcr  tilt!  grout  Ixlull, 

-rllllt, 〇 niy 1 一 rt!thn.-Il,  thiit  is  tlic  inissiou  cf  pouts. —  一. Fcl、<  whislart. 


0 吟  .vs: 九 


0  4,  七 五 〇 

詩人の 胸中 

ロバ， I ト • ラブ マン 

彼の 胸中に 囀 づる鳥 あり 

寶 玉の 思想と 黄金の 語 言 と 

ま-さ &  y ち,、 むれ 

山と 牧場と 家畜の 群と は 

皆な 彼の 胸屮 にあり  ム 

よろこび かなしみ , 、ら やみ あかり 

喜と 悲と 闇と 明と 

ひなに  ひ ケ ゆ  ひる  よる 

日向と 日陰と 晝と 夜と  . 

あく  にく  おも ひ 

惡を 憎む 心と 義を 愛する 念と 

不朽の 事業 を 遂げん とする 

永久 不拔の 志 望 と  一 

いや  ？ かつ  一 

癒すべからざる 飢渴と は  一 

皆な 彼の 胸中に あり 


THK  POET-S  SOUI」. 

ン Vithin  his  SCTll  arc  singiug;  IJinlx, 

And  diJimolKl  thoughts  15(1  goJLUCn  words, 

Mountnins,  meadows,  Icnving;  herds, 

wiEn  his  soul ； 

And  joy  and  sorrcnv,  dnrknesB,  lij^llt, 

s-lnslline  uutl  shmlcnv,  day  and  ni^llt. 

Hatred  of  wrots  sul love  or  riTOlA^  ； 

And  one  eternL,  (--oustilnt  15lyer, 

A.  Hunger  and  "1  thirst  i-TO  there, 

； For-  deathless  deeds  to  (lo,  to  (lare —— 

vvitllin  Em  soul. 

カン ゾ— ナ (小歌) 

サ ボナ D 1- ラ 

詩人の 胸中  七 五 一 


今や g;:- と 良と は 翼 を收め 

無智 は 戯れ、 衆 は 叫ぶ 

奢侈 は 淫歌を i? へ て 恥す 

折： 理は 怪， 冴 を說て 誇る 

詐偽權 柄 を 态 にし 

陋稷 勝利に 榮ふ 

我 之 を 見て 希 m 衷に 沈む 

惟 知る メ シャの 來て世 を 治る 時 は 

强壓 悉く 息んで 正 美の 悅 ばん 事 を 

ァ、 我の 靈 よ、 汝の 未だ 觉 め ざ る 

紫 衣の 榮を汝 の 念頭より 絶てよ 

じ はり 

綺羅 1^ 純の 交 を 遠け 

權門勢 {| の寵を 避け 

阿， の學を 斥け 

牢 見の 人 を 敵と し 


汝の心 奥に 聖 想の 守衛 たれ 

ァ、 我の 靈ょ、 汝 天涯に 高く 翔る 時 

何者 も汝の 無垢の 翼を檢 すべから ざる 也 

註、 伊圃愛 圃者サ ボナ HI ラ 二十歳の 時の 作な りと 俾 へらる、 蓋し 彼 未だ フ ヱ レラに 於け る； g 

父の 家に ありし 顷、 時の 贵挨 並に 純 商社 會の 淫風 亂俗 を目擊 せし 時の 感を 述べし 者なる べし、 後、 

彼 終に 意 を 決して ボ：！ ダナの 寺院に 退隱 せんとして 家 を 出ん とする 前夜、 彼の 腰 笛に 合して 悲曲 

を 奏し、 彼の 慈母 をして 哀掉 措く 能 はざる に 至らし めしとい へる は 或は 此 小歌 を奏ぜ しこと なる 

や も 知れす、 ァ、 卜 叫 北紀の 太 利、 ァ、 今日の 日本"： 

TJIE  CANZONA. 

Couiposed  by  spvslin  il!  147"  at  iila  twentieth  age.  Two  verses  translated  by  w.  K.  Madden. 

Kcnv  downcllst  .w.ortll  isKl  goodness  fold  tlieir  .wings, 

Tho  rabble  atiout,  the  thoughtless  jest  SKI  smile  ; 

A.J1U  luxury  in  syren  accents  sings. 

And  griivc  IJllilosoplly  dotli  e-en  bef^uilcj 

l-he  few さ ho  keep  in  the  right  read;  mciinwhile 

カン. ソ-ナ (小ぎ  七 五 ョ 


愛 


七 五 St 

All  hope  would  sink  .within  me  at  this  doom. 

To  see  the  triumphs  of  the  fiilse  iind  vile; 

But  thnt  I  know  tls  reign  of  Clarist  will  come, 

Witli  joy  for  justice,  for  all  oppressions,  grief  SKI  gloom. 

Oh,  muse  of  mine!  be  it  thy  destiny 

To  Islvo  tlio  llnrlllc  still  unsouKllt, 

To  flv  tls  pilL.lce  arul  tliu  court,  iln-l  15 

A  ch:_.ry  k-:ep->r  of  thy  lie!irt*s  deep  thonglili; 

A  strfsger  to  the  wislom  that  is  rrivaghl; 

"VVitli  worldly  instincts  ilxK!  ？  fee  tc  men 

Of  worldly  niinds,  of  sordid  .Vic3\vs  ； let  nouglit 

Oh,  muss  of  mine,  thy  spotless  lllumage  sti_in. 

Or  tho  soft  pinion,  as  it  fsilrs  on  high  restrain. 

無限大 

テ 一一 ソ ン 

(千 八 百 八十 五 年 十 一 月刊 行 「マ ク ミラ ン」 雜 誌の 載す る 所) 


暗き 此 世に 幾多の 庵 は、 

失せに し 人の 迹を悲 む、 

遠き 宇宙に 幾多の 星 は、 

きえ  i は 

消に し 民の 墓 もて 廻轉 る、 

此 # の 常の 史 なる、 

5^ ゆる 時な き 政治； 1、 

位々 离の 日の 面前に、 

^り 騷ぐ蟥 の 音、 

詐 偽は此 所に も 彼 所に も、 

者の 悲む 不信 實、 

一 人の 詐偽 を掩 はんため、 

幾千 萬の 詐 偽の 聲、 


大經綸 ゃ大勳 功、 

陸海 軍の 大勝 利、 

正義の 爲に 死し 人、 

名な き 戰爭に 失せし 人、 

五 

生血に 煮ら る」 無辜の 民、 

義人 を 屠る 「正義 論」、 

おも 

國の 破滅 を 意 はざる、 

自由 を 街ふ大 束縛、 

1、 

ブ 

榮 華の 極 の 宗敎 家、 

疑惑に 迷 ふ哲學 者、 

奸智に 長く る 妖^ は、 

幾多の 信徒 を 引き 寄す る 

七 

娱樂の 栗の 廢人、 


晝は 光に 身 を 縮め、 

夜 は 汚辱の 魔に 驅ら れ、 

罪 の 宴遊に 意氣昂 し、 

ノ 

酒と 淫婦に 耽ける 富、 

阿諫と 賄賂に 賴 る權、 

贫 より 辛き 不義の；^、 

Ic" まで 潔き 義 者の 貧、 

慕 ひし 人に 連れ添 ひて、 

思 残れる 攀 はなく、 

妹脊の 契い と 深く、 

愛づ る 孫子に 家榮 え、 

名利 を 競ふ國 と！！、 

せめ 

小事に 鬩ぐ 村と 村、 

無限大 


■fc 
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死 を もて 守る 義士の 節、 

火花の 如く 消 ゆる 約、 

まに ゝ ひま  たのしみ 

瞬く 間の 逸樂 に、 

肉 と 靈 と を 蕩靈す 人、 

愛に 私慾 を 打消して、 

十字に 身 をば 釘け し 彼、 

十 一 一 

春と 夏と 秋と 冬と、 

菜つ る ことなき I の輪囘 

國の盛 衰、 汐 の 變、 

合せて 何の 價 ある、 

十三 

凡 て の 哲现、 詩歌、 科學、 

人の 心の 種々 の狀、 

卑しき 物 も 高き 物 も、 


ァ 軒ミ 
、 箱 さ 端: ^ 

曰 ふ： ai， （こ 


據き 物も淸 き； E も、 

IT  My 

渾が 墓に 終る とならば、 

人の 世に 在る 何故 乎、 

無限に 吸 はれ 死に 吞 まれ、 

意味な き 過去と 消えん 爲に 乎- 


五 

吟 

怒る ，#11- 乎、 

休めよ、 我： 

死者 は 死せ すして 生け 


呻吟る 蚊の 群 乎- 


を 休めよ、 我 は 彼 を 愛せ 


註、 末節 幷に第 十 一節に 於て 「彼」 と 言 ひて 「人」 或は 「者」 と 言 はざる は 勿論 詩人の 崇拜物 

を 指して 言へ るな り、 是れ 彼が In  Micl.i 震 に 於て 「强き 神の 子、 不J£ の 愛」 と 歌 ひし^. 

レの人 を 指して 言 ひしな り。 


無 大 


七 五 九 


愛 
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吟 

VASTNESS. 

I. 

Many  ！ I  hearth  upcn  our  dark  globe  siglis  nf、ter  many  a  vanished  lils, 

M;iny  :i  v>li-net  by  many  n-  sun  may  roll  with  the  dust  of  a  vanish  d  rjxo? 

II. 

Irving  politics,  never  at  rest — ：is  this  poor  e!u-th"s i さ le  history  runs,— 

.svlmt  is  it  all  but  a  trouble  of  -,nts  in  the  gleam  of  a  million  million  cf  surs  ? 

III. 

Liics  ll-ou  this  side,  lios  ulsu  that  side,  trutliless  violence  mouruVl Ly  the ン Vise, 

T-housilnds  of  voices  llrcwuiug  his  own  iu  n  popular  torrent  of  nes  Ur511  lies  ； 

IV. 

Stately  jpurijoses,  .villour  in  rlttlc,  glcricus  annals  c£  army  :iik1  fleet, 

Dslth  for  tlic  rispt  sluse,  doiitli  for  the  wroug  sluse,  trumpets  of  victory,  gro:ins  ot  (lesst  ； 

づ. 

Innocence  sffiethed  in  licjr  mcthfr-s  milk,  ilsl  chilrity  setting  the  rglrtyr  iltkm-; ； 

Thnildom  who き Ills  witli  tlie  bflsler  of  Freedom,  find  reds  net  to  ruin  ~l  r2llnl  iu  ll-!r  nriine  ； 

VL 

F-lith  lit  her  zenith,  or  all  but  lost  in  the  glcom  of  doubts  that  aul.k-!!!  the  sehools  ； 


Cnift  with  II l>uncli  of  all-ht?"ll  in  hor  h】ln<l, f:l 一： wtMl  up l>y 】--r  viissjil 1 う Riot!  of  Itx>lM  ； 

Tain,  tlmt  rls  orawkHl  from  thu  srpse  of  ple-sure,  *i  worm  \vll:c-l  ^^.^--r^-x  nil  tLly- :iud  at  n】J4ht 

Stirs  up  ？ in  the  Islrt  of  tlio  sleoper,  and  stiuws  him  back  to  二 curse  o£  tho liRht  ； 

VTTT. 

.vveillth  with  his  winos  an<l  wrddt 二  harlots;  Fhlthil-y も sin ぶ tr!  riit  :f  u  tlirone  ; 

01〕ul51t  Avnricc,  Icim  us  pov2-ty  ； l-most  rovl-rty,  r_TO  t-1 t ーヨ 1>5ョ ； 

Lovt?  fcr  tlie  5aideu  (TOWIrd  with  nllll.riage,  u>  IVK3ts  rcr  ； iU{j;lit  tliiit  bus  一 Hien, 

Household  ll-ll>piness,  gracious  chil<lrcu,  debtless  competssc,  goltlcn  32  tn  ； 

X. 

NJttionlll  Istreds  ot  whole  generations,  Jmd l>igmy  spites  of  the  villjige  sl)ire  ； 

Vows  tlmt  .will  last,  tc  tl ヨ hist  tllMlth—nlttle,  jiiitl  vows  that  aire  snapt  iu  msnellt  ot  fire  ； 

XL 

lie  tlijit  hits  lived  i:\>r  tli 一； lust  of  the  ruiniite,  un-1  uicu  in  the  (lolnK  it,  tlesli  \vltl5ut  nund  ； 

lie  that  liiis  nail-d  :iU  ？ to  tho  cross,  till  Helt-  (TitMl  out  iii  tlie  love  of  liis  -^^s^  ^ 

yi>riuL-  ^unun 广 -r  £1-1  Autuiiin  uud  .u,ixAter,  IlEl  all  trjse  revolllticns  of  ejll-th  ； 

All  nc\v--ol ュ rcYohitions  of  Enipire — chancre  of  tide — wllllt  is  all  of  k  wortli r 

無 K 大  七 六 1 


wllllti  tlie  x>tulosol)Lacs,  iill  the  OTClcnoes,  Iscsy,  vilryju^^  voices  ot-  prayer  ？ 

All  tlifit  is  noblest,  all  tl5t  is  buscst,  nil  tliat  is  tUthy,  M、ith  all  thp.t  is  fair  ？ 

XIV. 

zvhat  is  iti  all,  if  .we  "111  of  us  end  Imt;  iu  being  cur  own  ccrpHe-COBins け last, 

2vallcnv\l  in  Viistncss,  lost;  in  Silcncv,  nro\vn\l iii tlio  ileeps  of ii  nl2lninf;lcss  p 一 ？ 

>Vhiit  tnit  u  niurniur  CL-  JJ;lsts  in  the  ^Iccs,  or ii  nsment-s  anger  of  bees  in  ^^B^^.  hive  ？— 

iVuce,  if)t  it  l)c  ！  Mow.  I loved  1113,  iind  lo\、c  liim  for  ever  :  the  ueiu!  are  not  dead  l)ut  alive. 


堅き 城 は 我等の 祌 なり 

ル ー テル 


堅き 城 は 我等の 神な 

彼 は II るべ き 寨堡な 


I 


我等に 臨みし 凡て の惡 より、 

彼 は 美事に 我等 を 救 はん、 

夫の 古よりの 惡 しき 者 は、 

今 は 猛威 を 悉くして 立てり、 

政権 を 以て 装 ひ、 

邪曲の 計 を 施ら す、 

世に 彼に 當る 者な し。 

註、 「夫の 古よりの 惡 しき 者」 Der  alt  l)ose  Feind 惡魔 なり、 政 權に賴 り、 邪 計 を 施ら し 

志士 を强應 す、 古今 束 西變る ことなし。 

若し 我等の 力に 顿 らば 

我等 は 直に 失 はれむ、 

然れ ども 一 人の 聖き 者の 

我等の 爲に戰 ふ あり 

彼 何人， こ尋 ぬる 乎、 

き： S は の 神たり  七 六 三 


0 吟  七 六 四 

イエ ス キリスト 共 人 な り、 

サバ. ォスの 神に 在して 

彼の 他に 祌 あるな し、 

彼れ 我等と 共に 戰ふ。  • 

註、 「サバ ォスの 神」 】)or  HeiT  zehactli 「萬 軍の 主」 の 意、 キリス 卜 崇拜、 「新 神 者」 の 

嘲弄 物、 貧叟 博士の 哲舉的 (？) 雑談の 好 題目、 然れ ども マルチン • ル ー テルの 宗敎。 

たと へ 惡魔は 世界に 充 ちて、 

我等 を吞 まんと 企 つ る も、 

我等 は 少しも 心に 留め じ、 

彼 は 我等に 勝つ 能 はす、 

此 地に 權を 握る 者 は、 

如何に^^-立騒ぐとも、 

我等に 害 を 加 ふる を 得 じ、 

彼の 運命 は旣に {； 丈 まれり、 


一 言 以て 彼 を 殺す を 得べ し。 

註、 r 此 也に 權を 握る 者」、 l>er  Furst  dieser  Welt 魔王な り、 改革者の 一 言に 急所 を され 

て憤恚 する の挨。 

神の 勒命 は旣に 降れり、 

是を 毀つ の權威 あるな し、  ■ 

彼 は 我等の 味方な り、 

力と 靈とを 我等に 賜 ふ、 

我等の 生の 命 を 奪 ふ も 可し、 

我等の 名譽を 毀つ も 可し、 

財 も 妻 も 子も與 へ ん、 

然れど 彼等 は： 1： を も 得 じ、 

神の 聖國 は竞に 倒れす。 

註、 「彼等」 Sio Imben-S  kein  Gewinu 魔 族と 云 ふ、 義人 を 殺して 勝てり と 信す る 類。 

£i き 城 は 我 の 神な り  七 六 五 


EINi  TE  WURG  1ST  UNSBK  QOHH. 

£in*  festc  13ur^  ist  unscr  Gott, 

； Br  liilft  uns  frci  mis  allor  Not, 

uns  JetNt  liat  Istrofpcn  ！ 

Mit  Ernst  tjr*s  jetzt  meiut. 

Gross  Macfrt  und  .viel  List; 

Sein 一  p;rausam  Hi 一 stiinq  ist, 

Auf  Era  ist  nicllt  sein*s  gleichen. 

Iw】t  unsrer  iu-acht  ist  Niohts  getlian 

■wir  sind  sir  bakl  verloren. 

Es  strcit 一 t  ftir  uns  cler  rechte  JVLtnn, 

Den  Gott  liati  sellbsi;  erkoren. 

Fra^st.  (lu,  wor  tier  isti  ？ 

Hr lieisst  Jesus  CUirist, 

Dcr  Herr  step 


Und  ist  kein  SKlrer  Gctt, 

Dps  Feld  muss  er  belslten. 

und  wenn  die  welt  Yoll  I-eufel  wsr* 

und  vzollt-  US  ^ar  versclilingen, 

fUrchten  wir  uns  sent  so  selir  ； 

Es  soil nns  docli  ^elingell. 

Der  FUrst  dieser  .Nvelt, 

.vvie  stiller  er  sicli  stcllt, 

T?Lait  er  uns  docli  niclit. 

Ein  .vvortleiD-  kilnn  ihn  tallep 

Dfis  .wort  sie  sollsl  lassen  stills., 

Miti  seinern  Geist  und  GabeD. 

Nclimen  sie  den  JLeilb, 

Gut,  Ehr,  wind  und  Wdb, 

£ しき 城 は 我 I* の 神たり 


七 
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； Lass  faliren  dilLun, 

Sie  het>on，s  .kein  Ge さ】 pn  ； 

Das  Reicti  Gottcs  nsss び leiben. 

t  Tr§s 一 k5h  by  17l§laa  Carlyle.j 

A  Siifc  stronghold  cur  PKl is  sull, 

A  trusty  snieid  "tna  weapon  ； 

Hell  IsllJ  us  cleur  from  all  the  ill 

T-hiLt  liatti  us  now  tycrtillsn. 

Tlie  imcient  M-W^poc  of  Hell 

Hiith  rissl  witli ！ srpose  fell ； 

^tron ぬ mail  of  crit-ft  Sid  Power 

Ma  weilretl!  in  tins  uoiir. 

On  Eiirtli  is  not  lais  fellow. 

Witli  force  of  arms  we  nothing  can  ； 

I-ull  soon  were  we  down-ridden  ； 

But  for  us  :Bgtits  the  pl-OXXJr  MSIJ 

Whom  God  liiBsclf  liatti 


Aslc  ye,  .u  ho  is  tliis  SJlme  ？ 

Clirist  Jesxis  is  Ins  n^lme, 

l-ls  Lord  zebaoth-s  son. 

He  and  no  other  one 

ひ hall  conquer  in  tlic  13Mttie. 

And  w ひ re  tills  workl  all  Devils  o*er 

And  wiltctllng  to  devour  us, 

we  lay  it  noti  tc Isurt  so  sore, 

Not  they  csl overpower  us. 

Arul  let  the  Prince  of  111 

Loolt  gr】m  i-s  e*er  lie  will. 

He  Isrms  us  not  a  whit; : 

Fox-  why  ？  His  doom  is  .vvrit, 

A  Avord  shiill  quickly  sl-y  laiin. 

GodTs  Woni,  for  all  1:heir  cnift 目 d  force. 

One  inoment  will  not  linger, 

■But  sl〕ite  or  Hell,  shall  have  its  oours  ； 

き 城 は 我 の 神な り 


ハ 


Tis  written  by  liis  fmger. 

AP<1  thougli  they  tills  our  life. 

Goods,  honour,  chilllren,  wire. 

Yet  is  their  l-roflt  small ； 

These  tilings  sball  vnnish  iill, 

Tlio  City  of  God  rcmaiiieth. 

ロイド • ガ リ ソン 

狹き 部屋に 友な く 名な く、 

* '、わつ じ  ひろ  i づ 

活字 を 拾 ふ 貧しき 靑年、 

場所 暗く して 装飾な し、 

然れど 自由 は此 所に 醺 せり" 

贊 助の 來る 目的な く、 

雙 手に 世界の 任 を 負 ふ、 


周& 彼 = 
燃. き 圍&  m の 
る の 系: て 如 
焰き 冷 ひ 造？ き 
の 體: ラ る は 
き m: 中^ き 
にに のる 
湧 わ 化 f， 心え 髓 2 


彼 は 植字の 術 を 知れり * 

男氣と 印刷 機械と あ 


し、 


ァ、 眞理 よ、 ァ 、自由よ. 

馬 糟の牀 に はごく まる. 

vrj  くりん  き -'、 ！；1  て 

夜の 關の木 碎く手 は、 

踐の 伏屋に 人と 成る。 


なん ぢ むかし い *1 な 

汝は昔 も 今 も尙ほ 

(路加 傳ニ章 七 節〕 


溪河を 源 近く 渡る 時 

そ P  ？  .w?i  は か  か.； i 

其 行末 を 推 量 る 難し 

貢を數 多の 小川に 受けて 


七 七 1 


潮の 如くに 海に 臨む。 

ァ 、 、§ なる ぎ 緒よ、 至誠に 據り、 

不撓に 築きて 汝は大 にして 强し、 

*  *  *  * 

汝ぢは 不義に 勝ち 樂土 を拓 き、 

王冠 を 得て 之 を 戴きて 恥す。 

註、 ウィリアム . n イド. ガリソン は 黑奴廢 止 運動 率先 者の 一人な り、 千 八 二十 六 年、 卽ち 

彼の 二十 一 一歳の 頃より 頻りに 時の 政 權金權 に 逆ら ひ、 獨カを 以て 痛く 黑奴 使役 制度 を攻擊 せり、 

彼の 發行 にか. - りし 「リベ レ ー トル」 (放免) なる 雜誌は 南方 諸 州の 忌み嫌 ふ處 となり、 ジョル 

ジャ 州の 如き は 五 干 i の 賞 を 懸けて 法律上 此雜 誌の 禁壓を 企つ るに 至れり、 然れ ども 勇敢 獨 歩の 

ガリ ソ ン何 にか 臆すべき、 . 彼は發 行を鑌 けて 益々 廣く之 を 散布し、 終に 千 八 ぼ 六十 年の 國民 的大 

運動 を 見る に 至れり、 雜誌 を發行 するならば 如此き 企圖と 精神と を 以てすべし、 貴顯の 補助金 を 

き- i^i か I がき.^ 4： つ ^雜誌 記者 は 大に此 米 人に 擧ぶ處 ありて 可な り。 


WILLIAM  I.LOYD  GAKKISQN. 

，rcilc(l  o-er  his  types  ols  poor,  uulel-rlu 二  younw  m 一 in 

Yet  Uicn  the  frecaom  ort ii  race  began. 

1I( 二 p  cuiru!  but  slcwly  ；  suroly  uo  3UI1  yet; 

r-lt  Icvor  tc  tlui  hoHvy  world  with  less  : 

.\VImt  uced  of  lldl 一 ？ II 一：  kue\\，  】Km,  typos  were  set, 

Ihc  hiid  "t  duuiitless  sl)irit,  iiud  "I  press. 

ouch  cn-rncst  nuturos  arcj  Uie  ncrv  pith. 

The  oomljjlot  nucleus,  round  \vlu("h  systems  grow  I 

ivlass  after  mass  Ibeoomes  inspired  therewith. 

And  whirls  iml:>rc^5lte  メ vitli  the  central  elow, 

O 1 一 2tll ！  c  E-reedom  ！  how  are  ye  still  -^c^-p 

lu  tl5  rude  stable,  in  the  manger  uursed  ！ 

r  • ガリ ソ ン 


七 七三 


.what  llllmb】e  tumds  unbur  those  gates  of  morn 

Through  .wllich  the  splendours  ot  the  N2V  Day  l)urst  •、 

.Nvhilt  ！  slmll  one  moutli,  scllrce  knowu  IXJyond  liis  ccli. 

Front  Rose  furlreaclli ロ^ Ibolts,  ilsl  scorp  licr  Irow 口  ？ 

13ra-ve  Lutlier  answered  r5  ;  tlst  ttuuider  s  swell 

Rocked  Europe,  SKI  disclsrmed  the  triple  crown. 

sneered  Europe*s  wise  men  iu  their  SHLflil-shells  curlea. 

No  ！  saici  one  milu  in  Genon,  i-n-l  that  Jno 

Out  of  tlu3  dark  cl-ejlted  tliis  New  .\vcrkl, 

氺  * 

.\\ ノ？  stride  tlio  river  daily  :-t  its  spriuj^. 

Nor,  in  our  diildisli  thouM.;lltlessness,  tors な e, 

.Nvhat  nlyriisl  vassid  streams  shiill  ^^^-W^M^.^  v-rlng. 

How  like  ail  cquiil  it  SIEII  greet  the 


Bused  op  a  ruitlitul  lieart  pnd  wen-riless  brl-ln  I 

Ye  ISLild  the  future  fair,  ye  conquer  wronp 

/e な llrn  the  crown,  and  weal*  it  not  B-  vaixi. 

短 命 

ベ ン • ジョ ンソ ン 

木の 嵩 を すが 如く 

の  よ 

仲び て必す 良き 人なら す 

樓は 三百 年 を經て 

枯れて 仆れて 丸太た るの み、 

其 日限り の 百合の 花 は 

五月の 園に はるか 麗 はし、 

たと へ 其 夜仆 ふれて 死ぬ も、 

光輝の 草と 草と にて ありき、 

短 命  七 七 五 


愛 吟  七 七 六 

美 は 精細の 器に 現 はれ、 

生 は 短期の 命に 全し。 

註、 楠 正 行の 生涯、 木 村 欺 成の 生涯、 詩人 キルク • ホワイトの 生涯、 美術家 ラ フ ァ H ルの 生涯- 

是皆 短く して 美なる 生涯な りき、 齢 耳順に 垂 とし、 位 人臣 を 極め、 尙 も美勳 偉功の 人世に 供す る 

なく、 錦 繡に纏 はれながら 終に 丸太と なりて 朽果 つ、 悲しむべく 憫れ むべき 生涯なら す や" 

A  steoKT  LIFE. 

It; 】s  not  growing;  lils  a  tree 

MP  t5Lllc,  dotti  nmko  mim  better  l>e  ； 

〇r  stimclin^  lonTO  "In  otik,  tliree  liundreJ  years. 

To  full a log  at  last,  dry,  cp^^^^  PIKl  sore  ！ 

A lily  of  ii  (lily 

Is  fturcr  Tar  in  I\Iay, —— 

Altliougli  it  fall  and  die  tlmt  nitrlit. 

It-  was  the  p*lant  Mnll  tiower  or  light. 

In  small で rotsrtions  ,\vo  just び eMuties  see  ； 


Aim  in  sliort  mensures  life  may  flcl-fcct  hp 

「急がす に、 休ます に」  . 

ゲ ー テ 

「急がす に、 休ます に」 

是ぞ汝 の 胸 飾 

心の底の 奥に 留め、 

浪風 荒く 吹き捲く も 

花 吹く 小徑 たどる にも、  . 

世 を 去る までの 旗窣。 

「急がす に」、 心し て 

心の 駒の 手綱 取れ 

靜に思 ひ、 能く 計り 

「急が やに 休ます に」 


決めて 全力 もて 進め、 

^がすに、 歳を經 て、 

わ ，3  ：ク 

田ゎ盧 なき 行爲に 悔みすな- 

「，1^ ますに」、 よく 勵め、 

過ぎ行く 年の 足早し、 

何 にか 朽 ざる 善き 事業、 

浮世の 旅の 紀念 物、 

遣して 我の 身は果 つも、 

世々 に 長生 ふそ. の 榮譽。 

「 AN がすに、 休ます に」 

靜に 天の 命 を 待て、 

義務 は汝の 指南 軍、 

何 はと も あ れ正 を踐め 

急がす に、 休ます に 


戰鬪 終へ て 後の 冕。 

HASTH  NCT  ！  REST  NO_r  ！ 

-Ithout  haste  ！  .without  rost  ！ 

wind  tlie  motto  to  tliy  bre-.lst  ； 

jSoar  it  .witll  tl】ee  as  u  spell ； 

Storm  or  sllnshllu^,  J;:;115.d  it  well ！ 

He に d  not-  flowers  tliiit  "rslnd  thee  】>lccm, 

wecr  It  on wnnl  to  the  tora ご ： 

Haste  not  ！  Let  no  tllollcdltltis^i  tieeu 

Mar  for  iivc  Uie  sl£.it*s  speed  ！ 

Onward  then,  -itll  all  thy  mi^llt. 

IListti  not  ！ leurs  ne  l^r  atone 

For  one  reckless  action  done. 

Best  net  ！  Life  is  s\vee!>in^  by, 

「急 が やに、 休ま や に」 


七 
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@  七 八 o 

Go  apd  dare,  before  you  die  ； 

Bomething  mighty  and  sulblime 

Leave  behind  iio  conqucTT  time  ！ 

Glorious  "tiB  to  live  ror  "lye. 

When  these  forms  115-c  passoci  fuvay. 

Hiiste  not  ！  rest  net  ！  calmly  Walt  ； 

Duty  be  i:liy  pol-r  guide  ；  — 

Do  the  rigtit  .vvllute-er  ll-etidc  ！ 

Haste  not  ！  rest  not  ！  conflicts  piist,  . 

God  shall  crcnvn  tlay  head  at  Ins け. 

,「  日 

トマス • 力 ー ライル 

鼓に 白日 叉來 りけ り 


浪費せ ざらん 攀を勉 めよ 

此 n 永遠より 來り 

夜 と 共 に 永 遠 に 去る。 

人 未 だ ^！" て 此 口 を 見 す、 

去 て W び 之 を 見る 者な し、 

玆 に，： n 日又來 りけ り、 

浪 費 せ ざ ら ん _s^f を 勉 め よ。 

B  here  tcltli  been  divvsplnw 

Another  blue  Day  : 

-Tliink  wilt  thou  let  iti 

Slip  useless  ftwn-y. 

Out  of  Eternity 

This  new  Dixy  is  born  ； 


0  ，り 

Into  Eternity, 

At  ni^llt, さ ill  return* 

Behold  it-  afonitime 

No  eye  ever  (lltl  : 

Bo  soon  iii  forever 

w-rom  all  eyes  is  hid. 

Here  hatli  been  clawllinw 

Anotlicr  TJlue  Day  : 

Tlnnk  wiit  thou  let  s 

Slip  useless ミ vay. 


夕 暮 


IK の 雲に 漫 されて 


七 八 二 


Thomas  Ca> き！ e. 


フリ 1 ドリ ッヒ。 レツ ゲルト 


W  P 小 浙 
吻： に 森く 

にもの も 

觸 遇 あ 陰 m 
れ は に け 
し ぬ 獨 I き 
ヱ 婀ぁ 齊さ 

ン ItDT' て の 
テ' 神 * ぷ 間 i 
ィの  に 


地は靜 穩に歸 せり、 

、 ，リ ち ひ  ね  I-J もな 

晚 鐘の音に 伴 はれて 

自然 は 眠に 就けり。 j 

ン 、デ ィ 三 ォ ン 


登る 月に 星 かくれ _.ー 

黄金の 如き その ひか リ 

» ち らニ， ち . り i  一 

彼所此 所に 影 撒きて 一 

靑き 野原の 上に 照る ， 


ォ 
ン 
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, ティ ャナの 接吻 は 人の 愛 

求めぬ 時の 贈物 

言 はす 語らす、 知らぬ 間に 

深き 同情の 一 凝視 

ァ 、憂に 沈む ものよ 

なやみお それ  もと  、 

ァ 、患難と 恐怖の 下に 

疲れし 頭 を 低る ものよ 

汝も 愛せら る」 なり 

^何に 運命 拙な きも 

如何に 此世は 淋しき も 

知らぬ 同情の 友 ありて 

此 身の 憂に 應 ふらん 


註、 希獵 神話に 曰 ふ、 牧者 H ンデ イミ オン、 主神 ジュ ピタ ー に 乞 ふに 紅 S を 保ちながら 終生 を 

睡眠の 中に 過さん 事 を 以てす、 ジ ュピタ ー 之 を 許し、 彼 をして ラト モス 山頂に 登り、 獨り 眠に 就 

かしむ、 女神 ディ ャナ之 を 見て 夜々 降り 來て彼 を 接吻す、 ディ ャナは 月 神な り。 

嗚呼 此 淋しき 世の中、 此 無情なる 社會、 今や 淸士友 を 得る に 難し、 然れ ども 世 は 未だ 全く 魔 族 

め ものに 非す、 同情者 は存 するな り、 慰めよ。 

ENDYMION. 

，rlie  rising  moou  Iss  hid  the  stars  ； 

Her  level  mys,  like  golden  I ミ rs. 

Lie  21 the 1 目 dscllls  green, 

■vvitll  shadows  lbr2vn  l>et.\vcen. 

Ob.  siicli a  trunquil  Mw^x^^^  "^x  this 

Slie  woke  Endyniion  Witt!  n  ki8s, 

Wlien,  sleejjin^  in  the  TOrove, 

He  clreamca  not;  of  hel-  lo\^e. 

^ ン V フ ィ ミ オン  お八 五 
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き 

Like  Diana-S  kiss,  un?ked,  unsought. 

Love  t?ives  itself,  Ibut  is  not  ^o^^^-^^  ； 

Nor  vois,  nor  sousl  l>et  rays 

Its  docI,>,  impnssioncd  gaze. 


c  weary  hearts  ！  c  slumbering  eyes  ！ 

o  <lrool)in〔4  souls,  whose  destinies 

AT-e  frssllt  witli  fear  SKI  !>tun. 

Ye  shall 15 loved  again  ！ 

； No  one  is  so  ac。uid  by  fi き 

No  one  so  desolate, 

wut  somo  ll§rt,  though  unknown, 

！ los づ onds  unto  his  own. 


H§y  uladsmrth  Lon ミ ell. 


風 は 何れの 方より 吹く も i 

かく 吹か ましと 待つ 人 あれば 一 

朿ょ りする も 西より する も 一 

吹く 其 風 を 善と 定 め ん 一 

なみ ぢ  一 

波路 を 行く は 我の みならす 一 

海原 遠く 漕ぎ出 づ る 

津々 浦々 の 百 千 舟 

おひ か. f ふ 

我に 追風 吹く 時 は  _ 

逆波 高く ぎり 来て  - 

いそ -2  ふ 

礎 根に 觸 る，.. -舟も あらん  一 

然 らば 我 舟行らん とて  一 

我に 方向 好き 風 を 祈ら じ _ 

行る も 行らぬ もい と 高き 一 

神の 指圖に 任せつ k  _ 

浪 立つ 時 も m: ぐ 時 も  一 


s  s  七 八 八 

ぎ かなる 風の 吹く 時 

心安く ぞ 我が 舟の 

梶 をば 彼の 手に 委ね 

危き 波路 過ぎ 越して 

我が 行く先に 着く ぞ 嬉しき 

さらば 何 かなる 風 吹く も 

かく 吹か ましと 待つ 人 あれば 

東より する も 西より する も 

吹く 其 風 を 善と 定めん 

註、 曰く 保守 風、 曰く 歐化 風、 保守 風 吹きし が 故に 和 舉者は 財産 を 作り、 神主 は顯 位に 登れり、 

よし 之が 爲 めに 洋擧者 は 饑娥に 泣き、 基督 信徒 は 迫害せられ しも、 幾多の 守 舊家は 幸運 を 賀し佳 

節 を 祝したり、 皇天 素是れ 同仁、 豈是に 厚く して 彼に 薄き の理 あらん や、 吹け よ 保守 風、 帆を擧 

かんぬし 

げょ、 神主と 和 墓 者、 攝理 が汝を 許す 間 は 汝が榮 ふべき の 時たり。 


EN  VOYAGE. 

vVliichever  .way  the  w】nd  clctla  Iwlow 

Borne  heart-  is  TOlad  to  Isve  it:  so. 

Then  Iblow  it  cast  or  Iblow  it  west, 

T-he  .vvincl  that  blows,  that  .vvind  is  Ibest. 

JVIy  ^^£0  craft  sails  not  alone  ； 

A  thousand  fleets  from  every  Nos 

Are  out  ulsn  fi  tlsusjlnd  sens  ； 

And  M.llltt  for  me  were  fa メ. or】ng  breeNtJ 

Ivtgtlt  diisli  slotller,  .vvltll  the  shoclk 

Of  doom,  ulsn  some  llidden  rock. 

And  so  I  do  not  dure  to  l)nly 

JFor  \vin<ls  to  .vvilft  Be  on  my  メ vay. 

But  Icn-ve  it  to  p  In 冗 lier  M  ill 

Ho  stay  or  speed  me,  trusting  stiU 

Thut  iill  is  -well,  and  sure  that  He 

.\vllo  launclied  my  bilrl^  M，ill  sail メ vitli  me 

storm  nud  Cftlm,  and  will  not  fail 
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whatever  br^eze^?  siLV  prevail. 

To  land  mel  every  IJeril H し ast —— 

.vvitnln  his  sheltering;  haven  at  last 

I-hen  .vvlstsoever  .wind  d 一二 li blow, 

830  heart;  is  ^lad  lafwe  it;  so. 

And  Iblo-W  it  21.st,  or  blow  il: west, 

Tlie  wind  tlint  l>lo,\vs,  tlmt  wind  is  best 


汝の 恐怖 を 風に 任せよ 


Ella  r  flAekr  一 i、i?8.«. 


汝の 恐怖 を 風に 任 かせよ 

望んで 狼 犯くな かれ 

神 は汝の 悲鳴 を 聞け り 

祌は汝 の 頭 を 擡げん 


、ゲ ャハ） 'ト 


暗き 雨 夜の 波路の 中に 

祌は汝 の 道 を II かん 

彼の 時を俟 てよ 然 らば 

夜 は 喜 樂の晝 と 終らん 

彼の 支配 は { 千宙に 113- り 

m 物 街 彼に 從ふ 

彼れ 爲 して. 惠 ならざる はなし 

彼れ きて 光なら ざる はなし 

汝は 未だ 彼 を 解せ す 

然れ ども 天と地と は吿ぐ 

祌は 天上に 主權を 握り 

能く^ 物 を 治 め 給 ふと 

はの 恐怖 K に 任. よ 
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s  s  七 九 二 

註、 パウル. ゲャハ ー トは 獨逸國 伯林 朝廷に 事 へ て 其 宮中の 說敎師 として 長く 職 を 奉ぜし 人な 

り、 然るに 終に 讒に遇 ひ 都 外に 放逐 せらる V に 至れり、 彼れ 宽を訴 ふるに 所な く、 亦步を 向く る 

の 目的地た し、 一夜 僻陬の 旅館に 宿し、 夫人の 愁歎 其 極に 達す、 ゲャハ —ト 彼女 を 慰む るに 術な 

く、 此詩を 作て 彼女に 示す、 而 して 慰 論の 言 未だ 終らざる に 二人の 紳士の 刺 を 通じて 彼 を 見ん と 

欲する 者 あるに 會す、 出て 彼等に 接すれば サクソ 一一 ー 國の選 侯より 特に 彼を迎 へん 爲 めに 送りし 

使者な りき、 曰 ふ 侯 彼の 不遇 を 聞て 迎 へて サ クソ- 一，' 朝廷の 說敎師 となさん とすと、 彼れ 直に 入 

て 夫人に 吿げ、 3m 神の 敎 導の 驚くべき を 示す。 

GIVE  TO  THE  .VVIN1>S  THY  FEA.KS. 

Give  to  the  wiMKls  thy  fslrs  ； 

ji こ PC  mid 15  UIU.hsmn.ycH.1  ； 

GchI  llslrs  thy  sighs  sul (JOUIlts  tliy  tslrs  ； 

Gsl shull  lift  111)  tliy  he ミ. I. 

Tlirougli メ VPYes,  tlirougli  Clo-Kls  and  storms. 

He  gently  clears  tliy  wily  ； 

.vvllit  thou  His  time  ；  so  slKlll  tlae  niglit 


Soon  eml m  joyous  (lay. 

He  everywhere  Istll  rule. 

And  all  tilings  serve  Jrais  mi^lit. 

T!is  every  act  pure  blesiijlg  is. 

His 1  リ iith  unsullied  ligjlit. 

Thou  8mprehen<rst  Him  not; 

lei-  cnrth  and  henvcn  t;eil, 

G£l sits 1-s  sovereign  OMW  the  the  Uirone  ； 

He  ruletli  things  welL 


As?  Gerhard， 


吼ょ 夜の 風 


吼ょ 夜の 風、 汝のカ を 合せよ 

吼ょ； 伙の！ a 


ヘン リ， キルク • ホワイト 
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0  s  七 九 四 

神の 大命な しに 

汝は 山の 松の 樹に 

银の ね ぐら を 亂す能 はす 

A ぶ は 未だ 多く 此靑年 詩人 (彼 は 一 一十一 歲をー 期と して 逝け り) の 作を讀 ます、 然 れど簡 短なる 彼 

の傳 記と 此 一 小 篇とは 彼 をして 余の 永久の 友人たら しめたり、 是れ馬 太 傳第十 章 一 一十 九 節に 於け 

る 

二 羽の 雀 は ー錢 にて 售に 非す や、 然るに 雨 等の 父の 許な くば 其 一 羽 も 地に 隕る こと 有 じ 

との 基督の 言 を 歌 ひし 者な り、 彼れ ホワイト 少時より 懐疑の 風に 襲 はれ、 信仰 上 彼の 立脚の 地 を 

失 はんとせ し 時に 此述懷 ありて 大に 慰安 を 得たり と 云 ふ、 哲理 的に 神 を 疑 ひつ、 心 霊的に 彼に 頓 

るの 狀を 綴りし ものと して 余 は 他に 未だ 此の 如き 優篇 ある を識ら す。 

Howl,  winds  of  niglit  ！  ycur  force  combipe. 

■without  His  hleli  bi;Iaest, 

Yp  sliiill  not,  in  the  mouptilin—pine. 

Disturb  the  spnrrow-s  nest. 

Hslry  Kirk  white. 


光， o 輝く 讚美の 里 

す V、 

つみかさなれる 雲間 を 過て 

キリスト 信徒の 心の 空に 

かな. 1 一  うし i 

彼方の 光 は 潮の 如くに 

よろ こばし くも 心を充 たす 

光り輝く 讚美の に 

夥多 群ら がる 聖き 友の 

かな づ ひ き おと 

絶えす 奏る 響の 昔 は 

はや 我等の 环に 觸れぬ 

川の 彼方の 岸邊 に 立て 

我等 は 遇 ふて また 離れ じ 

四時 變ら ぬす f しき 夏の 

光りば く 讚美の 里に 

光り輝く！^? 美の 里 


45 
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0  n  七 九 六 

旅路の 終く るまでの 

な ほ 暫時 の 疲れ 足 

夕 影 暗くなる まで の 

し は.， £>、  う  し つ 一と 

な ほ 暫時 の 憂き 仕事 

暮 るれば 床に 息 ひねて 

眠れば 夜 は 直き 明けて 

光り輝く 讚美の 里に 

我等 は 起て また 眠ら じ 

川の 彼方の 岸 澄に 立て 

我等 は 遇 ふて また 離れ じ 

四 時變ら ぬすぐ しき 夏の 

光り輝く 讚美の 里に 

註、 キリスト 信徒の 未 來觀念 並に 之に 伴 ふ 復活の 信念に 就て は 智者と 才子と 新 神 墨 者と 靑年批 

評 家と を 以て 充ち たる 日本 今日の 讀 者の 深く 余輩 を憐み 笑ふ處 なるべし、 余輩の 迷 や 深し、 ァ、 

余輩の 迷 を 憐れめよ！ 


TWE  WHIGfrr  f-CKEVEK. 

Brea-klng  tllroug;!!  tlie  clouus  tlmt  either 

Distant  beiixns,  1153 ゆ oods  of  f^lory, 

； Pill  the  soul  witli  ^Iml  surprise  ； 

Axul  we  almosli  hear  the  eclio 

〇f  the  Iwure  an(l  hcly  throng. 

In  the  l>rip;lit,  the  lbrip;liti  forever. 

In  tls  summcr-limd  of  song- 

CP  the  twulks  beyond  tlie  river 

we  shall  meet,  no  more  to  ； 

In  the  Ibri^llt,  the  forever, 

Jb  t;  t3  OTUmmer-lilsl  of  song. 

Yet  ji little  wllile  M，e linger 

Ere  we  reach  our  journey  *s  CE ; 

Yet  a little  while  to  lilbor 

Erc  t;he  eY*nin^  shaclef^  descend  ； 

光. = '輝く^ 美の 里 
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-rhcll  well ry  us  down  to  s3 umber, 

； But  tlie  niRllt  will  soon  1x5  o  er ; 

In  the  r^-^r^.  ニズ； l>ri™^ht  forever, 

■Nve  sh-lll  will?,  h>  T^s^w  uo  more. 

cu  the  banks  IKiyou 二  the  river 

Wc  shall  meet,  uo  moni  to  sever  ； 

In  tlui  hri^llt,  the  l>ri^ilt  forever. 

In  tls  summer  lljlnd  of  song. 

美 はしき ジォ ン 

天上の 美 はしき ジォ ン 

ちい  しろ 

我の 愛する 美 はしき 城 

珠の 如き 美 はしき 門 

祌の 在す 美 はしき 宮 

クラ 一一 オンに 失せし 者が (路加 傳ニ 十三 章 三十 三 節) 

我が 爲に其 門 を 開かん 
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ジ オンよ、 美 はしき ジ オンよ 

神の 城なる 美 はしき ジォ ンょ 


光り輝く 美 はしき 天國 

白き を 纏 ふ 美 はしき 天使 

間斷 なき 美 はしき 歌 

ひ こと 

響き渡る 美 はしき 琴 

我 も 讚美の 群に まじり 

そこに 救 主の 聚名 をた k 

ジ オンよ 

祌の 城な 


へ ん 

- 美 はしき ジ オンよ 

る 美 はしき ジ オンよ 


王 キ 

天使 

へ い わ 

禾 


ト の 

ふ 美 

で 美 

* ひる 

る 美 


しき 帝座 

き 0 

やすみ 

き 休 

き 家 


勢 は し き ジ ォ ン 一 
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我が 眼 は そこに ィ H スを 見ん 

我 は 救 主の 家に 急がん 

ジ オンよ、 美 はしき ジ オンよ 

祌の 城なる 美 は しき ジ オンよ 

BEAI  I-IJ.U:L  ZION. 

wetlutiful  zicu,  Ibuilt  above, 

wopd^^^£  city  that  I love  ； 

WO^H^a^a^  gates  of  Iwearly  white, 

wejlutiful  t2n!}le 1 ood  its  liglfc  ； 

He  who  was  slaip  on  Gllvury 

Opens  those  jpearly  giites  to  me. 

zisl,  zicn,  lovely  Zion, 

weautiful  Zion,  city  of  our  God. 

！ Dcautiful  heaven,  wllere  Hu 】J^ 卜】^!? ； 

nngijls,  clot 一  ed  in  white  ； 

Bejstiful  strains  ^F-^  never  t】re  ； 


There  shall I  join  the  chorus  swei3t, 

.worsllipping  at  tlie  sllviour-s  feet. 

zicn,  Zion,  lovely  Zion. 

； Beuutiful  Zion,  city  of  our  (io(l. 

Beautiful  tlirone,  fcr  Clirist  our  ！ Ring,  • 

Beautiful  son^s  the  nngcls  sing  ； 

Beautiful  rest, — all  wanderings  oo*ise  ； 

wciauhful  honic  or  perfect;  ncs-c, 1 

T】lere  shun  3y  eyes  t】le  saviour  see; 

Haste  to  Ins  lie 一 ivcniy  llosti  .VVHh  3e. 

JBSlutiful  Zion,  city  of  our  (io 二. 

世々 の なる 神よ (詩篇 九十 篇に 依る) 

エド ヮ， ー ド • エイ チ • ビカス テス 

岩 たろ； t よ  八 〇 一 


さ 


我の 


山の 面に 

ゆる 影の 如し 

ft  5 つ. ゆ 

朝の 露に 

ぐ 散る 


命 は 小 

映りて 消 

あるひ i き ^ 

或は 牧場の 

ゆ、 きて 直 

ね； J  i  j9 め  たび びと 

寢る 間の 夢、 旅人 

ひと や が il 

一 夜 語 

う つ 

失せて 迹 なき 榮な 


花の 如し 

の 


の 話 種 

やす  はな ごろ も 

ろ ひ 易 き 花 衣 の 


A 

0 


寢る ことなき 我 神 

賠る ことなき 光 

我 歳月の 盡る 前に 

我の 命數を 悟らし めよ 

雨の 矜恤を 垂れ 

雨の 慈愛 を 降し 

雨の 常に 惠み給 ひに し 

さび 

此心 をして 淋しから さらしめ よ 

C  GOD,  THE  KOCK  OF  AGES. 

I. 〇 GchI,  the  work  oti  Ages, 

who  evermore  llHst-  been, 

.vvhat  time  the  tempest  rages. 

Our  dwellinG;  Iwlilce  serene  : 

2.  Before  Tliy  first;  creations, 

O  Lor (一,  the  SJ§e  as  now, 

恍々 の 岩な ろ 神よ 


八 
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.  八 OH 

に。 endless  generations. 

The  Everl-stins  Hpoc  ^ 

w. 〇llr  yefirs  iire  liko  tho  sh ミ. lows 

On  sunny  hills  tlslt  lie, 

cr  grasses  in  the  meadows 

I-Jbllt  blcssom  but  to  (lie  : 

A  sleep,  ji  (Irslm,  ~l  storv 

By  stmngers  quickly  told. 

An  unrelnllininf^  glory 

o-  things  tlmt  socp  -S.C  o】<L 

5-  o  thou  who  cimst  not  slumber, 

wlsse  light  grows  never  1-lle, 

Teach  us  nright  to  number 

Our  years  before  they  f-lil 一 

6.  On  us  Thy  sercy  ligllten. 

On  us  Irhy  goodness  rest, 

AIl-1  let  sly  spirit  hrigliten 

Tho  hcurtB  Thy さ If  】l<5t  hlo ま ed  ！ 

i?ej;.  Edward  H.  Bichrst  th. 


充 たされし 希望 

ホヰ チヤ -» 

むすめ こ 

學校歸 り の ふたりの 女子 

たが ひの 目的 問 ひ 合せし に、 

かの つよ  わ. り は - ちょ わう  を さ  » 

彼女 は 曰へ り、 妾 は 女王と なりて 治めん 

是女は 曰へ り、 妾 は廣く 世界 を 見ん と。 

年經て 後に 復た會 ひし 時、 

たが ひの 篮 -U を 問 ひ 合せし に、 

彼女 は 曰へ り、 妾 は實に 女王と なれり、 

貧しき 人の 妻に は あれ ど。 

樂 しき 家族 は 妾の 民な り、 

賞なる 夫 は 妾の 王な り、  ， 

充 たされし 希望  八 〇五 .， 


愛の 勤 は 妾の 律な り、 

そなた は 如何 亿 成行きに しゃ 0 

この ぶよ  ひろ せかい むかし い. 4 

是女は 曰へ り、 廣き 世界 は 昔 も 今 も 

未 だ 見ぬ 國 となりて の こり ぬ、 

愛と 義務との 境 を 越えて、 

妾の 足 は 出し ことなし。 

廣き 世界の その 音信に 

妾 は 耳 を 傾け も. せす、 . 

やま ひ ね i 

妾の 母の 病の. 寢問は 

妾の 世界に ある ぞ かし。 

ふ い』 り た が ひ 

兩人 互に 手 を 取り合せ、 

喜び， 淚 にむ せびて 泣けり、 

神 は 幼時 の 祈願 を 聞け り 


我等の 望は充 たされた りと。 

GRANTED  メ VISflES. 

，r\vo  little  ^irls  loose  from  schcol 

osw.^?^  wh 一 it  em;li  .would  be  ； 

One  Sn-Kl : 1 d l>o  u  queen  5K1 rule;" 

And  one,  r  ！ -ho  world IVl see. : 

The  yeurs  .vvenx  on.  Again  they  inc け 

And  queried  メ vhat  tma  been  ； 

，*  A  coor  man  s  wife  um  I,  "llul  vet, ，， 

Siiid  oue,  r  I  am ii  queen. 一 

My  reuini :i luipi>y  llcusehold  is. 

My  Idr^  ji Isslslul  true  ； 

I  rultj  by  loYinJ^  services  ； 

Jttow  hi  IS  it  been  witti  you  ？ ； 

充+: されし 希望 
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吟  ,  八 〇 八： 

weyond  ine  fis  it  laid  ； 

O ビ r love ビ and  cluty*s  boundaries 

My  fee け ls.ve  never  stray な CL 

" ； Fuint  murmurs  of  tlie  \\ -】 (le  world  oof 

ullheedtxl  to  my  eiir  ；  * 

IVIy  widowetl  mother*s  sick  bedroom 

Suffice tli  for  my  spliere. 

I-lIey  Cli5p<3d  en-cll  other-s  Ispcls  ；  witli  tears 

〇f  jBolemn loy  tney  critid  ； 

God  gave  the  M，isll  of  our  young:  yen-rs. 

And  we  PW.0  satlsnctl. : 

John  p  whittier- 一 


淚 

ブラウ -1 ング 夫人. 


祌に 謝せよ、 祌を 祝せ よ、 

汝泣 くより 以上の 苦痛 を 感ぜざる 者よ、 

泣く は 善し、 是れ輕 き 苦痛な り、 

アダム 樂 園を逐 はれし 以來 

几ん より 輕き 苦痛 あるな し。 

母の 守 歌 聞きながら 嬰 兒は籃 の屮に 泣く 

祝 俄の 鐘の 響く 時淚に 咽ぶ^ 娘 H:、 

fK の 美 想の 降る 時 詩人の 類に る If 、 

祌に 謝せよ、 汝た 泣く 者よ、 

サ 右し 淚に喑 みて 汝の墓 を t めつ.， 

荒野に 獨り 彷徨 ふ 時 

てんじゃ 5  .» ふみ  c-%  i 

fK 上 を 仰ぎ見よ、 湛 へし 淚は 河と なりて、 

搭 げし 汝の面 を 下り、 

か *- や  ひ  ほし 

天に 輝く  EH と？ is! と は、 

淸き汝 の 眼に 映らん。 


Thank  God,  bless  Gsl, -11 一 VIS  suffer  not 

IVIorc  grief  tlmu  ye  sin  wccl)  for.  That  is  Weill 

-Thilt  is  light  grieving  - liglltcl.,  pone  lx;fcll. 

Since  .Aylitm  forfeited  the  l-.imlll  lot. 

l-slrf?  ！  wlmt  i ヨ； tslrs  ？  Tr;  rlhe  weels  iu  its  。ot, 

Tl-!  n5thcr  singing  ；  -It  hor  mlll.rlllse  rill 

The  l>ride  -s-ecps  ； 15d  before  the  or き le 

CI:  high-?med  hills,  tls  poet  1T5S  forgcl; 

such  moisture  CP  liiH  (.hgks.  Th£lk  Gcll fcr  gruce 

Ye  who  weL-p  slly  ！  If, 15  sons  h.ilve  -lone, 

Yc  3-.ol)e  tciir-blindcil  iu  -I  desert  IJllse, 

And  touch  but  tombs, —look  up  ！  Those  te-lrs  will  run 

scon  in  long  rivers  dcnvii  tlu!  Uftc-I  fuce. 

And  lenve  the  vision  clslr  tor  stiirs  and  sun. 


我の この I にっか はされ し は、 

わが 意 を^に 張る 爲 めなら で、 

祌の惠 をう けんため、 

その みむね をば とげん 爲め なり、 

なみだの 谷 や 笑の 園、 

かなしみ は來ん よろこびと、 

よろこび 受けん ふたつ とも、 

かみ 

1: のみこ i ろなら ば こそ、 

勇者の たけき 力 を も、 

敎師の も ゆる 雄 辯 も、 

われ まぬ にあら ね ども、 


み 

む 吟 

ね 

の 

ま 

に 
あ 
る 
に 
は 
し 
力 i 
じ 


弱 き 

そ の 

われ 

かみ 

神 に 

せ-ひ 

小な 

世 を 

大は 


この み 

此身は 

つとめ 

は 知ら 

頓る身 

るつ と 

蓋 ふと 

わが 意 

みむね 


わ が 

我 行 


手 を 取 

み ち 

めあて 

われの 目的 

爲 すか 忍ぶ i 


を ば 果 

かみ 

いよ -、- 一 申 

才と If^ 

V え ？ 

の 無 益 

め 小な 

ても大 

をな す 

による 


し て 

つ 、、へ 

は し 

な ら 

ら す 

な ら 

に あ 

に あ 


き や- 

る、 

ぬ を I 


す- 


れょ lee 力 示よ 

みちび 


を 導け 

みむね 

は 御意 

にある 


よ 

を ば 

なれ 


八 


附言、 此詩 Apcem  (或る 詩) と 題して 米國の 或る 宗敎雜 誌に 捣 げられ しもの なり、 蓋し 作者 

は身體 虚弱 を 歎す るの 際、 天上よりの 慰藉に 與 かり、 其 時の 感を 綴りし ものなる が 如し、 余は少 

時より 是を 愛誦し、 病艉の 苦痛 を 慰めし 事 S 々なりき、 譯 して 拙著 『基督 信徒の なぐさめ』 に 載 

せたり。 

A  POEM. 

I  iim  not  Stmt  n  pilgsu  henj- 

JVIy  ll-!llrt  witll  eartli  to  1^11, 

； Hut  I ョ u  here  G2VS  grace  t() learu. 

And  serve  OotVs  soverciticn  will. 

II<5  l-;mls  mtj  on  tlirough  smiles  iin*l tc ミ. チ 

Grii!f  follows  ^lllduoss  stiU, 

liut  let  ine  welco ョ ti  both  】_d】l<ti 

Since  both  メ vork  cut  KiM  メ vill. 

Tlie  stronp;  m-n-s  strength  to  toil  for  cnnst, 

『或 る 詩』  八 ニー 一 


The  for づ cnli  preixchcr 一 s  skill 

I  sometimes  -will, -1 but  better  far 

To  be  just  whut  Gocl  will, 

1 know  not  tun\-  this  IHnKuid  lite 

May  life、s  vast  ends  fulfil ； 

He  lalo\vs,——itnd  tliat  ufe is  n《>t  lest 

-That  answers  best  Ilis  -will. 

No  service  in  itslf  is  small, 

13ut  tlmt  is  stnall  tlmt  Hctjls  its  own. 

And  p;rcn-t  tlmt  seeks  GchVs  -will. 

TJien  hold  niy  tculjl,  xnost  gracious  Lonl, 

Guide  all  my  goinTO;s  still : 

And  lt;t  this Imi my  i】fe、s  one  1113, 

I  To き or  bour  thv  will. 


更 に 高 き ， き" 卬 


ひ r- ん ふち 

^呼 神よ、 悲慘の 道 は 

余が 爾に 到る の徑路 なりき 

而 して 今 も尙ほ 暗黑の 裏に 在て 

余 は 目 を 閉て惟 爾に從 ふ 

幽陰 日光 單に 雨の 聖旨に 任す 

悲 喜 哀樂 唯爾の 命に 從 はん 

たい..」 のつ-. - 

爾の 大圖に 則りて 

余の 生涯 は 聖 な ら ざる を 得す 

THE  niGilElt  FAITH. 

c  ro-l ！  tlic  1,5th  of  TOrir>f  hus 15en 

s に j おき 信仰 


ジェ ー ムス • バッ カム 


1 五 


0 吟 

My  way  of  guidimoe  unto  ！ -bee  ； 

Ami  still,  tllroug;!!  clouds  that  sliut  me  in, 

I  follow  thouTOll I  cssot  Mee. 


ニハ 


cr  teiirs  or  sunsliine,  as  Tlicu  .wilt. 

Or  joy  or  I>a】n,  or  ease  CI.  strife, 

oc Is  it;  to  _rhy  purtsse  built, 

w^.^^^s^.  uses  sold  my  life. 


春の！ = は 琥珀の 光 を 放ち 


./.is  Bitckham. 


き の 日 は 號拍の 光 を 放ち 

若芽 發く 木と 眞草を 輝す 

春に も 優る 笑 を 以て 

も ゆ あ を は  むか 

： 明る 靑葉 を迎 へ し 者 は 


ブライアント 


V よ はか 

今 は 彼女の 墓に あり 

彼女の 墓の li にあり 

皞 研なる， n き 花 は 

森の 小 徑に添 ふて^く 

t さ て 

花に も 優る 手 を 以て 

そ を 摘み取りし 手 弱 女 は 

今 は 彼女の 墓に あり 

彼女の 墓の 底に あり 

茂れる 森に 朝早く 

_ 小鳥 群り 謠ふ時 

鳥 にも 優る 聲を以 て 

我に その 昔 を 傳へ來 し 

彼女 は 今 は 墓に あり 

彼女の 墓の 底に あり 

. 春の H は 被 a の f を 放ち 


八 

セ 


^去し 時代の その 昔に 

S し Am  . ふ ち なさ 

我が 眼に 浮ぶ 血の 淚 

張り 裂く ばかり 我が 胸に 

花 咬く  a; に m 心 s£ る 

彼女 は 今 は 墓に あり 

彼 女の 墓の 底に あり 

" HWH  MAY  SUN  SHEDS  AN  AMBER  LIGHT. 

！ Ttie  May  sun  sheds  sm  nmber  l】glit 

On  new-lelived  woods  and  Isxwns  between : 

But  she  who,  witli p  smile  more  IJriTOllt, 

Weloomecl  apcl  watclied  tho  springing  green. 

Is  in  her  grfi. 

Low  in  lier  grave. 

■The  fair  white  Iblossoms  of  tt-e  .s.ood 


In  TOroulls  Ibeside  the  Isthwny  stjlsl ； 

wu け one  the  sentle  and  tlie  good. 

Who  crol^ptid  tliem  witla  sx  fiiirer  liand 

Is  in  lier  gjnive, 

JJ2V  in  lier  ^rftve. 

uijon  the  wcodlnsvs  morning  mrs 

Tlie  small  Ibirds*  mingled  notes  ftre  flunj^  ； 

But  sue,  メ vllof?^  voice,  more  s,\veet  tls-n  i^helrs 

Once  V>nde  3e  hsten  wllilc  they  sunTO, 

Is  in  her  grave. 

Low  m  her  TOSS. 

1-lst  niusic  cf  the  early  ytjar 

Brings  tejirs  of  anTOUlstl  to  niv  eves  ； 

My  heart  aches  when  the  fio\vt-rs  al^Jpeur  ； 

For  then  I  tliink  of  her  wllo  】i<3s 

Low  in  lier  TOr さ. ve. 

の：！： は瑜珀 S 光ん 一 放ち 


八 
九 


0 吟  八 二  c 

WiTiam  cs§  i? 、看， 

志 望 

マリ ヤン. H バンス 夫人 「ジョ ー ジ. エリオット」 

か  じ，. 3 ん けつ  んき 

我 も 夫の 純潔の 域に 達し 

ミれひ  ちから さか づき 

憂に 沈む 者の 力の 盃 となり 

熱き 情 を 傅へ、 淸き愛 を 授 け 

まじ  び f  さ 

惡意を 交へ ざる 微笑 を唤 かせ 

至る所に 溫 iS の 香 を 放ち 

かん はし 

放て ハ分々 心に 芳 からん こと を 

よろこび 

斯くて 世に 喜の 音 を 奏する 

天上の 樂に我 も 亦 和 せん 事 を 

A  WISH. 

M-ly  I  rilll 


Thiit  purest  lleuveplbe  to  other  souls 

I-he  cup  of  strcDgth  in  some  great  nsjny, 

Enkmdlc  generous  ardor,  feed  pure  love. 

Beget  the  smiles  thn-t  hiive  no  cruelty. 

Be  the  sweet  presence  of  a  good  diAlused, 

Aucl  m  difEiision  ever  moni  intense  ！ 

8  shall  J-  join  the  choir  invisilble 

whose  musio  is  the  gladness  of  the  world. 


" GJe  Elliot. 一 


汝 の 


友 


「イン ヂャナ ポリス、 ジャァ ー ナル」 の 載す る 遣- 


の 友は覓 めすして 汝に來 るべ し、 

あがな 


汝 

世に 彼の 愛 を，， 職， 'ふ の  <.衝 あ るな し ■ 

汝は 一 見して 彼の 汝の 友た る を 識るを 得べ し、 

志 a 汝の友 


< 二  I 


汝は 直に 心 を il 放して 共に 語る を 得べ し 

眞資に 彼を迎 へよ、 善く 彼 を 愛 せ よ、 

til く 彼 を 信ぜよ、 永久に 彼に 任せよ、 

眞 正の 友 は 只  一 0: 汝の生 路に來 ろ。 

Tliv  friend  vdil  ours;  to  thee  ullscuglu. ； 

メ Vit!t  nothing  ss.  his  love  s;  =215^111; ； 

His  soul  tliine  own  .will  know  n-t  siglili  ； 

with  him  thy  lieart  oim  slsllk  out  right. 

Grwt  him  nobly  ； love  him  well ； 

Show  him ン vlieiv  your  best  thouglits  dwell ； 

Trust  liim  gireutly  apd  for  ~lye  .. 

A  true  friend  8mes  but  once  your  wily. 


偉大なる 人 

ァ， デ レイド. プロ ク卜ル 夫人 

0 の爲に 至誠の 心 を 以て 

惜 ます 與 ふる 人は大 なり 

然 れど 愛の 爲に、 臆せす 物を受 くる 人 は 

更に 大 なる 人と 稱 へん 

我 は自， m に 大過 を赦す 

氣 高き 人の 前に. 平伏す 

^ る  せ き 

然 れど赦 されて、 能く 其 責に堪 ふる 人 は 

更に 氣 高き 人と 稱 へ ん 

註、 天の 與 ふる を 取らざる 者 は 却て 其 咎を受 く。 

ほ大 なろ 人  八 一 ニニ 


八 二 四 


GREAT. 

I lioltl  liini  P;r2lt  who,  for  lovc-s  sills. 

Can  TOIVG  witli  p^enerous,  en-mcat  .will ； 

Yet  he  wllo  tnkes  for  love-a  sweet  sals 

I  tliink 1 liold  more  generous  still. 

1 Low  Ibct-cre  the  noblu  mind 

，rhllt  freely  some  f^rcat  メ vronpj  ^o^w^^^^  ； 

.fct  nclbler  is  tlae  one  forgiven 

who  bears  tliat  Tnirden  well  and  livea. 


我の 要む る もの 

圓滿無 謬の 哲理に 非す 

森厳 偉大の 敎義に 非す 

山 なすば か りの 富に 非す 


.Atle 一 aide  >.  Procter 


誘 ふ 笑の 力に 非す 

亦 鋭利の 筆に 非す 

人な り 

WANTm 

Net  systems  fU  and  wise. 

Net  faiths  .vvitll  rigid  eyfts. 

Not  .wealtll  in  mountnins  i>ile<l, 

Not  power  .witll  TOntGious  smile. 

Not  e*cn  the  potent  pop 

wantd,  me  1 1 


ダンバ— の戰爭 

力 ー ライル 著 『コ 口 ムゥ H ル傳』 に 依る 

一千 六 百 五十 年 蘇 格 蘭人 を 破り- 喑主 チヤ， レス 二世 を 立て、 王と なし、 英 入の ，= 出 を 奪 ひ， 再び 往時^ 

我の 要む る もの  八 二 五 


曰ゼ 向!^ 
は' 
曼 Z い 

海 つ 

や こ 

レ I ァ I 

ィ! ベ 
ス の 

m 崎 


行 降 ふ實き 頃き 
き り の" は 
こ し 秋 九 
ふ く は 月 
雲 雨 ま 十 
に に だ 二 
月； 道 t 早 日 
隱 濡ね く 
る れ 


我等 は 一 萬 一千 人 

敵地に 深く 攻め入りて 

飢と 病に 惱 まされ 

ダンバ ー 指して 引退く 


愛 八 二 六 

腹 制 を囘復 せんと 計る、 コ n ムゥ H ル 直に 英 軍に 將 として 蘇 地に 入り、 轉戰の 後竟に 休養 を ダンバ —の 地に 

求めざる を 得ざる に 至れり * 地 は 英蘇兩 國の境 を距る 遠からず、 ゼル マ ン^3に突出する小牛鳥なリ* ブロク 

バ ル ンは其 南 境 を S る溪 流な リ。 


白波 被る バ ッ ス岩 

いり え  ひそ . I- --r,- 1 1  

人 江に 潜む ベ ル ハ ー ベ ン 

三方 海に 園 まれて 

餘るは 西の 山っ^き 

ブ 口 クバ ルンの 底 深く 

南に 通 ふ途を 絶つ 

敵 は ニ^と 七 vi" 餘 

蘇 格 蘭の 華 を^し 

レ ス レ I 將軍 率き： <  して 

ダウ ン の 岡に 陣を 布く 

『ト は^さぬ コ ロム ゥ エル 

ふ： ろ  え ；！ V- み 

袋の 中に 瘦し厭 

吉利 勢の 運の 菜 

ダンバ一 の戰 爭 


八 

七 


自由 民權こ k に纖 さん』 

海 は 洪波を 揚げて 思 競々 

風 は 悲鳴 を 奏して 望茫々 

仰で 天に 訴 へて 月應 へす 

伏て 地に 哭 して 岩に 感 なし 

知る 大 能の 風に 乘て 走る を 

信す 神明の 山に 據て 守る を 

彼 一 たび 命じて 浪に聲 なし 

彼 三た び 令して 萬 軍 潰 ゆ 

おそ 

懼る、 な 

信ぜよ 神 

祈て 怠る 

火 藥を沾 


わ つ はも i 

^力 兵 

の 救 を 

らすな 


十二 日の 暮っ 方、 に 敵軍 を 見渡せば、 ダウンの 岡 を 下り 來てブ II クバ ルンの 右岸に 陣を 張る、 

之 を 見し コ n ムゥ H ル 

「如何に ラム バ ー ト、 彼の 山より 降り 来りし は 我を擊 んが爲 なり、 彼の 陣地 は狹 くして 大軍を 

操縦す るに 便なら す、 我より 迎 へて 彼 を擊 つに 若 かす、 敵の 中堅 はかし こに あり、 我の 全力 を 

注 集して 是を碎 かば 他は举 すして 潰 ゆべ し、 汝 如何に 意 ふや」。 

少將ラ ムバ ー ト 

お b 

「余 は閣 1^ に 同事 を 語らん と 意へ り」。 

T1 ロム ゥ エル 

「モ ンクは 如何に 思 ふや」。 

大佐 モンク  • 

「閣下の 言の 如し」。 

コ ロム ゥ エル 

r 然 らば 進黎は 明朝 拂隨と 定めん」。 

15 いれ づき か け ，、り 

牧種 月の 影 暗く 

ダンべ— の 爭  八 二 九  ， 


楚 1，  八 一 8 

.i" く 秋の 風 寒し 

もャ  いのち を はり 

明日 は 命の 終 かも 

は i つ さかへ わかれみち 

恥と 榮の 岐路 

祈れ や 祈れ 我が 友よ 

こよ ひ  つとめ 

今 { お限り の^の 職務  • 

明 曰 は 自由の 血に 染みて 

天 國に祌 の榮讚 へん 

-.  しら ペ 

「ァ、 神よ、 此身 を- 冉び 爾に捧 ぐ、 爾の §ま 思 を.， 成させ 給へ、 此國 35^ を 救 ひ 給へ、 雨の 僕 を 殺して 

雨の 聖名を 尊崇 させ 給へ、 ァ ー メン」 

夜 は， ：！ らみ 始めぬ、 戰鬪の 時 は 到りぬ、 ホ，^ ジ 先づ 進むべし、 痛く 敵の 右翼 を衝 け、 …… 

ラム バ ー— トは 未だ 来らざる 乎、 彼の 来る 何ぞ遲 き、 敵の 嗽叭は 鳴れり、 ァ、 ラム バ ー ト 

ラン. パ ー ト はこ、 にあり、 ずし …… 進軍 を 吹け …… 「萬 軍の 祌」， 「萬 軍の 神」 …… 進め、 我の 男 

者よ、 懸れ、 主の 名に 依て、 


敵の 騎兵 は 迫りぬ 

餘を 閃かして 

我の 騎兵 は邀 へぬ 

川の眞 中に 於て 

我隊 少しく 退きぬ 

然れど 祌はカ を 賜 ひぬ 

我等 は 取て 返しぬ 

敵 を 格り 上げぬ 

>p ンクの 歩 \i ^ハ は 綾き ぬ 

敵の 陣は 亂れぬ 

ii^  ^ は 尺の：^ を 剪りぬ 

S:.E の 敵を璩 しぬ 

ゼ ルマン 海に さし 昇る 

4- ンパ ，の Sf®* 


八 


朝日に 山の 霧 霽れて 

神の 聖 前に 我が 敵 は 

木の葉の 如くに 吹き散らさる 

の 岡に 秋淸く 

敵の 尸に 艸 赤く 

山と 海と に 響かせて 

神に 讚美の 聲揚る 

(詩篇 笫百 十七 篇、 wiBg-lr の譜に 合して) 

諸の 國 よ 

汝等 H ホバを 讚め まつれ 

諸の R よ 

汝等 エホバ を稱 へま つれ 

そは汝 等に 賜 ふ 

あ み 

tV の憐惻 はお ほ いなり 

ヱ ホバを IS め まつれ 

えこと に 3 

.そ の眞赏 は 絶 る ことなし 


斬殺 三千、 擒瘼ー 萬 人、 我 失不充 二十、 空前絶後 之 大勝 利。 

影 を 追て 實を 求めざる 者 は 此の 如し、 

權に 阿りて 民を輕 する 者 も 亦 此の 如し、 

神 は 衆生 を 愛し 無辜 を 顧み、 

ダンバ ー に 孤軍 を扬 ふて 萬國の 民に 示しぬ。 

神よ 雨の 敵 は 皆是の 如く 亡びよ かし、 

亦 神 を 愛する 者 は 日の 眞 盛に 昇る が 如くに なれよ かし。 (士師 ： 

善き 術 


此世 は實に 憂き 世な り 

人の 好意に 合 ふ 難し 

た，、み こき. a-T ひ 

巧に 鼓弓 彈く人 は 

ふえ ふ  し .ノ  i 

吹く 人の 邪魔 をな す 


s い' 

t び く 

我の 度々 思 ふに は 

如何に 此世は 善き ぞ かし 

若しも 我 知る 人 毎に 

我の 心を受 くるならば 

然れど 此事叶 はねば 

此を經 る 我の 善き 術 は 

人 の 言 ふ 事氣に 留めで 

義務の ま，^ をな すに あり 

TWE  BEST  ^AY. 

Tills  world  IS  H  ditBcult  world,  indeed. 

And  the  people  n-l-e  hfird  to  suit, 

An-l  the  man  WHO  IJlavf^  ou  the  violin 

is  a.  bore  to  the  3-5  with  ？  flut? 


八 


And  I  myselr  Is づ e  often  thou^lit; 

How  verv  mucli  ^^^^0^  、t  would  be, 

li!  t:A^ery  one  of け Is  folks  tlElt.  I Icnow 

Would  only  agree  -witll  me. 

But  since  they  will  not,  tlien  the  very  Ibest  way 

To  xniike  this  world  loolk  Ibriwht 

Is  never  to  mind  wlitit  x^eople  say. 

But  do  wist  you  is  right. 


第 十二 卷內容 年譜 

所 感 

〇 印 は 『所感 十 年』 (大正 二 年 二月) * 印 は. 『感想 十华』 (大正 一一 一年 十二月) 所載の ものなる を 示す。 

明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) 

0 宣言 0 主義と、 王 我 0 恥辱と 榮光 ガラス 的 人物 0 萬 全の 策 0 最も 犬なる 慈善 0 本誌の 性質 基督教と 師 の關 

係 片々 聖書 之 研究 第 ー號 九月 

0 日 々の 生涯 0 余の 敵 人に 謝す * 余の 望む 所 0 最も 善き 聖書の 註解 0 天恩 0 辛ら き 事 三 つ 0 無感覺 之 研究 

第二 號 十お 

0 永生 Q 偉 行 0 表白 0 クリスチャンの 勇氣 0 死生 の 別 0 我の 祈願 0 眞理 0 宗教と 政治 0 救濟 0 目前 の 義務 0 自救 

の 難 0 人の 善 を 念 ふの 益 0 基督 信徒の 敵 0 敵 人に 對 する 基督教 徒の 態度 ^書 之 研究 第三 號 十一月 

0 神の愛と 入の 愛 0 聖き捧 物 0 我 倚の 意志 0 罪人の 宗教 0 罪人の 傳道 0 罪人の 神 0 我と 祌 0 聖書の 力 zs;! 實の關 

係 0 隱 返の 快樂 聖書 之 研究 第四號 十二月 

明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 

0 ル ー テル 特 愛の 聖句 0 新 祈願 0 新傳道 0 新决斷 0 必勝の 確. 信 * 美文と 名論 * 批評家 0 純粹 なる 愛 0 神の 事藥 

第 十二 卷内 {Jta. 諮  八 一  一一.^ 


第 十二 卷 内 ：《; 年 諮  八 ーュ八 

* 罵詈の 危險 * 神 僕 0 指導の 證 0 感謝の念 犁書之 研究 第五 號 一月 

〇 人の 道 0 悪に 勝つ の 法 0 棄 てられた る 石 * 憤怒の 害 0 平靖 0 信 賴の益 G 善惡の 鑑別 無力なる 基督 信徒 0 一  種 

の 八方美人 主義 0 有と 無 0 義人と 罪人 0 基督教の 女性 書 之 研究 六號 二月 

0 春色と 復活 0 善を爲 さんがた め 0 成功の 祕訣 0 内外の 別 * 惡 人の 眞性 0 善の 景慕 0 信仰と 勘當 0 眞理 の實カ 

G 神の ことば 0 語るべき 時 0 福音の 必要 0 我の たすけ 0 基督と 沙翁 0 信仰の 試驗石 0 宗敎雜 誌 無力の 緣由 * 不 

信者の 實カ 0 誰に か 住ん 聖書 之 研究 第七號 三月 

0 快樂の 生涯 0 憤怨の 所以 0 刺激物 0 福音の 宣傳 0 神 を 信ぜん のみ C 我が 祌 思 ふが 儘 之 研究 第八號 四 

月 

* 警世の 任務 * 警世の 理由 0 美 はしき 名 二つ * 日本 0 日本 國と 基督 * ダ 一一 ュ ー ブ兩 岸の 民 0 日本人と 基督 * 東西 

兩洋の 別 基督教と 社會 主義 0 强 健なる 宗教 0 死せ る 宗教 0 傳 道の 精神 0 平 人の 宗教 0 國家的 宗教 刺激の 種類 

* 世に 僧 まる.^ 者 善き 事 三つ 聖書 之 研究 笫九號 五 刀 

0 救濟の 希望 0 救 濟の眞 意 *  二種の 道德 聖書 之 研究 第一 C 號 六 》: 

Oslo 所有 0 偉業 C 事業 0 忍耐 0 決心 0 聖望 0 招待 0 行路 易 聖書 之 研究 笫ー ー號 七ガ 

0 成る 事 0 同前 * 世の 要求 (應 ずべ からず〕 * 世の 要求 (應 ずべ し〕 * 皮相 徒食の 人 0 恥ぢ ざれ 0 恥ぢょ 聖 

書 之 研究 第 一 三號 九月 

〔神の 有無 0 有神論の 證明 0 神を識 るの 途 0 神 は 如何なる 者ぞ C 壤 疑の 解 0 何 を 信ずる 乎 * 無敎會 0 眞理の 自存 

C- 破壞者 0 傳^ 唯 一 の 方法 * 迷信と 信仰の" 51； 別 0 基督と 保羅 .ー^ 師弟の 關係 聖書 之 研究 第 一 四號 十月 


明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年) 

0 希望の 新年 0 本誌の 目的 0 記者の 職權 0 神の 器具 0 聖 意の 實成 * 改革の 精神 * 我が 社會 改良 法 0 平和の 宗教 

0 塌 動と 救 拯 聖書 之 研究 第一 七號 一月 

〇 說と志 0 最高の オル ソド キシ ー C 最も 貴き もの 0 愛と 信仰 0 懷 疑の 精神 意志の 作用 0 同情 推察の 人 0 激戰 

聖書 之 研究 第一 八號 ニガ 

* 福音と 社會 0 福音の 宣傳 0 三 個の 福音 0 福音の 器具 0 一  大事 業 0 感謝 0 吾等の 基督 敎 0 單獨の 我れ * 我の 證明 

者 0 信任 0 勇氣 聖書 之 研究 笫ー 九號 三月 

0 絕對 的眞理 0 天才と 信仰 0 信仰の 解 0 萬 民 救濟の 希望 0 信仰の 目的物 0 至高の 愛 0 希望の 土臺 0 世 を 救 ふの 途 

* 余 を 毀ち 見よ 聖書 之 研究 第二 ー號 五月 

C 健全なる 思念 0 神 命を俟 つの み 0 犬なる クリ ス チャン * 道德と 宗教 其  一 * 道德と 宗教 其 一 一 0 不幸の 極 0 赦 

免の 神 0 愛の 世界 0 神助 0 聖望 聖書 之 研究 第二 ニ號 六月 

0 幸福なる 我れ 0 我が 武器 0 山と 祈禱 * 輿論の 勢力 0 眞 正の 教育者 0 扶助な き 我れ 0 謙遜と 意 氣地無 聖書 之 研 

究笫 ニ五號 九お 

秋の 到来 0 信と 學 0 信仰と 偏執 本誌の ゆ 質 0 信仰と 無學 0 智識の 靈 0 聖靈の 恩賜 0 聖靈 降臨の 準備 0 安全の 策 

0 大 誤謬 0 無識の 結果 懲 むべき 地位 0 無き もの 0 信仰と 實カ 聖書 之 研究 笫ニ 六號 十お 

0 事業と 成功 0 懲治的 患難 |1_-書 之 研究 第二 八號 十一 ガサ 五日 

0 患難と 恩惠 0 無理の 要求 0 手段と 目的 0 爭鬪の 眞因 此世 * 迫害の 精神 0 基督 信徒の 徵章 C. 最大 幸福 ot^f:言 

第 十二 卷內容 年譜  八 一一！ 九 


第十ニ卷 內K;^:I■譜  /^c 

o 信、 望、 愛 o キリストの 愛 c 萬 善の 基礎 0獨 特の 生涯 o 歌の 供給者 聖書 之 研究 第二 九號 十二 力 十 H 

0 クリス マ スの 聲0 福音 を說 くべ し 0 福 昔の 應用 G 神の 敎示 0 歳末の 感謝 ssa 之 研究 第三 〇 號 十二 カ廿 五日 

明治 三十 六 年 ( 一 九 〇 三年)  . 

0 新年と 新 希望 C 我の 富 0 勝利の 生涯 0 神 力の 試驗 無理の 要求 0 完全の 解 0 余と 余の 救 主 * 偽 はりの 教師 0 無 

益の 悲歎 S}: 書 之 研究 第三 ー號 一月 十五 R  . 

C 基督教 的 政治 0 福 昔 宜傳の 方法 0 余の 社會 改善 策 0 日本 國の 最大 要求 物 0 基督と 社會 改良 聖書 之 研究 第三 1 一 

號  一 H 廿五： W  .  ■ 

0 革命の 希望 0 勇氣と 責任 0 慰藉と 獎鳓 C 我 倚の 事業 ◦ 犬なる 事業 0 天人の 生涯 0 敵 を 愛する の 結果 ◦ 王公の 態； 

度 聖書 之 研究 第三 三號 二月 十日  • 

0 善を爲 すの 途 * 順逆の ニ途 0 神と 惡魔 0 八の 道と 神の 道 0 勇進 0 救 拯の水 0 苦 業と 快事 0 忿怒と 久耐 0 聖徒の 

完全 0 絕對的 満足 0 聖書 を學 ベよ 0 我の 要求 * 大惡人 0 宥恕 0 信， 不信の 判別 聖書 之 研究 第三 四號 二月 サ六 

* 無勢 力の 效カ 0 三位の 神 * 我 を 憎む 者 0 聖旨に 近き 生涯 0 我の 忠孝 0 絕對 的從順 * 交際の 苦痛 0 恥辱の 源 因 „ 

0 辯と 文 * 我の 政治 0 我の 改革 法 0 事の 先 後 聖書 之 W 究 第三 五號 一一 一月 十 H 

0 原稿 日 C 獎勵 の聲 0 永久の 勝利者 0 成功の 祕訣 0 萬 事の 要求 0 過 慮の 愚 0 唯一 の * 業 * 惡 魔の 特性 * 廉慣 なる.； 

同情 0 神聖なる 同情 塞 書 之 研究 第三 六號 三お 廿 五日 

01111?, 卬の鼎 &  0 愛の 利殖 0 愛の 行爲 0 無用の 批評 * 最大の 異端 0 我の 欣び 0 有利なる 取引 * 無益の 文學 ssi 之 


研究 第三 七號 四月 九 ni 

0 聖書 其 者 * 犬 を 慎めよ 0 直進 * 辯 解の 無 效.^ 淺 薄の 確證 0 公然の秘密 不信者 * 洗禮の 迷信 * 一致の 闲難 聖 

書 之 W 究 第三 八號 四月 廿 三日 

0 花 を 見て 感 あり * キリストと 武士  * 殖財の 福音 0 神の 事業 * 我の 大敵 0 『氣 焰』 0 我の 大 希望 0 歡樂の 極 0 招待 

0 キリストと 愛國心 聖書 之 研究 第三 九號 五ガ 十四 m 

〇 晩春の 默考 0 日本 國 の將來 0 敎 i: と 聖書 0 悲しむ ベ き實驗 0 幸福 の 泉 0 損失と 利得 * 思想 の 輕蔑 犁書 之 研 究 

第 四 〇 號 五月 廿八： H 

0 薄 信の 表白 0 我が 拔 救の 希望 0 信仰の 綱り 信仰の 書 0 最大の 能力 0 至大の 恩賜 0 天國の 一 瞥 0 正義 實 行の 信仰 

〇 宗教と 道德 と經濟 0 天國の 法律 0 利益なる 取引 聖書 之 研究 is- 31 ー號 六 H: 

0 神 は 愛な り 0 我 を 識る者 0 敵 を 愛する 理由 0 最大の 賜物 0 完全なる 宗教 0 絕對的 宗教 0 我 倚の 間 題 聖書 之 研 

究笫 四ニ號 七 n- 

0 クリスチャン たる 事 0 傳 導師た る こと リク リス チャンた るの 確證 眞 個の 理想 0 余の 休息 0 休養の 目的 0 神 恩 

* 斯 世に 於け る 我 倚 * 最善と 最悪 之 研究 第 W 三號 八月 

G 無 邊の愛 0 我が 救濟の 希望 0 キリストの 奇跡 力 0 神の 教育法 0 天國の 希望 0 裁判の 神 0 恩恵と 困難 0 幸福なる 

老境 0 不公平と 来世の 希望 聖書 之 研究 第 四四號 九お 

0 信仰と 境遇 * 斯 世に 王た るの 途 C 福 昔の 眞髓 0 我の 大野 心 0 嗚呼 神の愛！  * 敎會と 信仰 * アル フ ハ (始〕 と オメ 

ガ (終〕 0 一致の 繩索 0 余の 救 ひ 聖書 之硏究 is^ir 五號 十月 

0 風雲 急な り 0 天國は 近づけり * 雷 震の 聲 * 戰爭の 意義 0 戰爭の 止む 時 0 戰爭を 好む 理由 0 余の 求む る もの 0 最 

第 十二 卷 内容 年！ 八 Ell 


iS 十二 《 内容 年譜  八 £ 二 

も 幸福なる 時 0 神の 子た るの 特徵 0 讀 書の 目的 0 キリストの 勝利 書 之 研究 第 四六號 十 一 月 

0 聖誕節 0 べッレ へ ムの夕 0 稍 中の 嬰兒 0 嬰兒を 護れ よ 0 亂 中の 靜！ go 悲痛と 歡喜 0 我の 新 宇宙 0® 立と キリス 

ト 聖書 之 研究 第 四七號 十二月 

明治 三十 七 年 ( 一 九 〇 四 年) 

0 我の 新年 0 新年の 歡喜 0 神の 靈 0 神に 愛せら る V 者 0 不信者に 劣る * 非難 者に 告ぐ * 律法と 福音 *「 敎會 信者」 

0 愛 画心と 救靈 0 善行の 忍耐 0 神の 不公平 0 救 扬の實 之 研究 第 g: 八號 一 月 

0 基督 信者の 春 0 晝 夜の 別 0 禊 梅 * 異端と 眞道 0 外 を 看よ 0 敵の 前の 筵 * 修養と 祈 fio 與 ふるの 福祉 * 最も 恐る 

べき 刑罰 塞 書 之 研究 第 四九號 二月 

0 半 百號の 感謝 0 我の 幸運 0 我が 唯一 の寶 0 完全なる 職業 * 本誌の 創設者 0 最終 最善の 事業 0 反 應の理 * 沈默の 

勝利 0 基督 信徒の 寛大 0 出征軍 を 達り て感 あり 0 無抵抗主義の 眞意 聖書 之 W 究 第五 〇 號 三月 

0 春と 靈 ◦ 今年の 春 0 不朽の 花 0 浩然の 氣 0 窮境 を 謝す 0 責任 輕し C 勝利の 祕訣 * 文 を 得る の 法 * 眞理の K 賣り 

0 興亡の 因果 成功に 到る の 大道 0 智慧に 勝 さるの 勢力 0 天意の 遂行 0 罪の 發見 0 難問題の 解 釋 0 信仰の 試驗石 

* 倫理 學書を 讀んで 0 安息日 聖書 之 研究 第五 ー號 s; 刀 

0 五月の 感 0 平和の 宣傳者 0 靜識の 所在 0 戰鬪の 止む 時 * 歴史の 中樞 0 救靈の 奇跡 0 キリス ト 信仰の 生涯 0 驚く 

べき 平凡の 理 聖書 之 W 究 第五 ニ號 五 

0 戰時 の 事業 0 擾 亂に處 する の 途 0 歡 喜の 由来 0 吾人 の 非戰論 0 イエスキリストの 御 父 0 愛の 十字軍 0 慕 はしき 

キリスト 0 活ける キリスト 0 甦りし キリスト 0 信仰の 基礎 聖書 之 研究 第五 三號 六 刀 


o 永久 o 果樹 を！^ て感 あり 0 希望の 滿足 0 余の 見た るィ エス キリスト C 我 儕の プロ テス タン ト 主義 0 信仰の |g 立 

0 最も 悲 むべき 孤 瘸 * 亜米利加 的 基督教 0 意志と 境遇 * 軟弱なる 信仰の 養成 * 信仰の 解 0 宗 論の 無益 * 所謂 『基 

督 敎國』 を！：； E ぜず 架害之^究1^-五四號 七月 

0 時と 心 0 宗教と 哲學 C 劍と鋤 * 人の 怒と 神の 義 0 無抵抗主義の 勝利 0 幸福なる 基督 信者 0 效果 ある 禁酒 禁煙 

〇 宗教の 領分 * 偽の 預言者 0 滿 足なる 地位 0 面白い 仕事 esE 之 W 究 第五 號 八お 

〇 殺人と 活人 0 那 翁と 基督 0 最も 無慈悲なる 者 0 惟 キリ ストに 聽 かんの み 0 萬 事の 始め 0 聖書と キリ ス ト 0 生け 

る キリスト ^甞之 W 究第 五六 號 九お 

0 平和 實 現の 手段 0 平和の 所在 0 平和の 長短 0 正義の 信仰 蜜 書 之 研究 第五 七號 十月 

0 第五 年期に 入る 0 恩寵の 徵 0 實歴の 福音 0 實驗の 宗教 0 玄妙なら ざる 宗教 0 聖； 書 研究 會の 設立 を 促す 0 先づ聖 

書 を學べ よ 0 特別なる 宗敎 0 信仰 復興の 希望 * 惡 魔に 對 する 途 書 之 研究 第五 八號 十一月 

0 べッレ ヘムの 夕 0 聖誕 節の 意味 0 戰 時の クリスマス 0 平和主義者の 日 C 平和の 基 0 歳 を 忘る  の 法 0 聖書と 活 - 

ける キリスト 0 信仰と 傳道 0 出陣の 召命 0 新年の 希望 0 宇宙の 精算 0 恩恵と 責任 0 自他の 愛 0 意地と 主義 0 事業 

の 成敗 0 平和の 完成 *| 書 之 研究 ^tp: 九號 十二月 

明治 三十 八 年 ( 一 九 〇 五 年) 

0 新年の 誓 ひ 0 聲と人 0 基督 信者の 生涯 * 基督 信者の 不落 0 我等の 充實 0 寂 靜の歡 喜 0 磐に 賴 らん 0 地 的なら ざ 

る 基督教 0 微 なる 非 戰論 0 寡婦の 聲 慧き 政治家 0 獨立 敎會の 建設 0 彼我の 優劣 0 未だ 隸 扇の 民たり 0 金力 を 要 

せざる 事業 0 獸カ崇 拜の民 聖書 之 研究 第 六 0 號 一月 

JS 十二 内 W 年^  <四1ー一 


第 十二 卷內容 年譜  八 Ms; 

0 雜誌 記者の 覺悟 * 讀 者に 問 ふ 0 教師に 非ず 0 知 E 者 安くに ある 0 仰望の 祕術 0 靈肉 ニ樣の 世界 G 基督教の 解釋 

0 キリストと 聖書 (其  一〕 0 キリ ストと 聖書 (其 一 一 )0 改心と 變質 0 新生物 學 0 思想の 所在 * 現世の 價値 -リ菱 老の快 

樂 聖書 之 研究 第 六ー號 ニガ  I 

〇 最大の 賜物 0 永生の 貴 尊 * 道德と 信仰 C 内 か 外 か 0 天才と 聖靈 0 入 生の 最大 事 0 平和の 勝利 0 最後の 勝利 * ゥ 

エス レ ー と カント * 奇異なる 現； * 輿論と 神意 聖書 之 研究 第 六 ニ號 三月 

0 不 S 由の 身 基督 信者の 過失 0 文字の 缺乏 -"7 盗難に 權 りて 感 あり 0 最大 事件 0 殘忍 酷薄の 極 0 神政の 特質 0 聖 

書と 科學の 調和 * 『聖書 之 研究』 の 名と 別る 聖書 之 研究 笫六 三號 五ガ 

0 愛すべ き 三 姉妹 前 誌と 本誌 0 信と 望 0 希望の 宇宙 0 永生の 解 0 キリストの 再來 0 平民の 書と し て の 聖書 C キ 

リスト 敎の眞 意 0 事實の 信仰 C 懷 疑の 所在 C 新生 命と 新 事業 0 地上の 天國 0 幸福の ある 所 * 日米 兩國の 組合 敎會 

新 希望 節 六四號 六月 

〇 キリストの 道 0 神の愛 0 日露 永久の 平和 0 人道と 福音 0 愛の 波動 0 祌を 見る 法 0 信の 一 字 0 聖徒の 交際 G 最上 

の快樂 0 理想の 發見 C- 更に 可な り 0 神の 救濟法 * 魔 言の 使用者， 誰が ために か 書かん 新 希 51?, 第 六五號 七月 

0 キリストに 到る の 道 0 信仰と 品性 0 幸福の 祕訣 0 眞 個の 基督 信者 0 依賴と 嫉妬 .ー„ -科學 の 嘲笑 者 文明と 基督教 

* 基督 敎國 0 同盟の 危險 * 國家 間の 戲嬉 * 支那の 破壞者 社會 主義と 基督教 0 信仰と 知識と 健康 ホ 深切の 取 戻し 

新 希望 笫六 六號 八 

0 我が 唯一 の 武器 0 光明の  一 我の 信賴 0 意志の 刷新 0 善心の 恩賜 0 平和 克復の 困難 0 主戰 論者の 論理 0 教育 

と 平和 0 愛の 順序 0 孤 兒の敵 * 禁酒と 戰爭 0 基督 信者の 本性 0 基督 信者の 善行 0 神人 合體 の事實 新 希 笫六 七 

號 九月 


oil 放の 靈 c 我意と 神意との 衝突 c 神の 衝立 c- 信仰と 勞働 o 信仰の 鑑識 o 祌 の歷史 0 活ける 聖書 0 忍耐の 業 =傳 

道 * 外交の 重責. <國 家と 國家 二人の 主 平和の 歡迎 C. 平和 成る 戰 爭に對 する 戰爭 平和 收 策 露西亞 入の 

美點 誤解の 一大 原因 日本 國の 悪友 豫定の 共働 者 情 性の 類似 永久の 平和，) 新 希 S*f, 第 六八號 十ガ 

0 秋酣 なり 0 寂赛 の快樂 0 孤立の 種類 0 靜 かなる 信仰 0 罪 を 犯さ る 道 C 正邪の 岐 C 我が 事業と 正義 0 事業の 選 

擇 0 愛の 長短 C 幸福な ろ 家庭 0 恐るべき 者 * 入 類の 二種 時感 三つ (近事の 敎訓 今の 新聞紙 偉大なる 事) 

新 希 六九號 十一月 

0 クリス マ スの 教訓 0 自己に 勝つ の 法 0 聖靈 を媳す こと 勿れ 0 歳末の 希望 0 希望の 理由 0 漸々 の進步 0 戰爭の 善 

惡 * 沈 默と絕 叫 0 クリスチャンと は誰ぞ 0 クリスチャンの 無能 0 行 ひと 信仰 新 希 第 七 0 號 十二お 

明治 三十 九 年 (一 九 〇 六 年) 

新 決心と 舊 決心 維 誌と 福音 0 單 純なる 福音 C 我が 愛する 者 0 神 は 愛な り 0 友人と しての 神 0 事業と 慰藉 * 現世 

的 某： 督敎 * 敎會 對社會 0 宗教 又 宗教 * 强國の 祝賀 0 戰 勝と 饑饉 新 希望 笫七 ー號 一月 

病中の 囘顧 祌癒說 と 疾病 0 病中の 慰藉. 一 Hi^ 中の 快樂 新 希 紫 第 七ニ號 二月 

C 無爲の 五 11 間 0 信仰と 愛 0 パ リ サイ 人と は 誰ぞ C 信仰と 救 0 奇蹟と 攝理 ◦ 平民と 平信 者 * 平民の 友 G 神の 無限 

の 愛 新 希 七三 號 三月 

CBiH と は何ぞ 0 罪人の 首 0 我の すべ て 0 神の 言醉 0 我が 友 〇 基督 信徒の 交友 0 新傳道 0 新敎會 0 敎會 と天國 

0 キリス トの 如く なれ 0 窄き路 0 信仰 又 信仰 * キリストの 三 敵 0 祌學を 厭 ふ 0 田 舍傳道 0 詩人と 俗人 0 世界最大 

の 者 斩希 5?：: 笫 七四號 四月 

第 十一； 卷内 年 想  八 四 五 


s 十二 卷內 容 年 八 g 六 

名 稱復舊 G 聖書の 硏究 0 天國の 宗教 * 最新の 敎會 0 最も 難き 事 基督 信者の 多少 聖書 之 研究 第 七五號 五月 

G 迫害の 益 0 小なる 救 主 0 穰牲 の榮光 0 患難の 解釋 * 我等の 道德 0 大野 心 0 軟弱 信者に 吿ぐ 0 成效の 秘訣 聖書 

之 W 究笫 七， 六號 六月 

0 遠大の 事業 0 傳 道の 眞義 of の 意義 0 恩惠 としての 患難 0 苦痛と 刑罰 0 境遇と 意志 0 荏 弱の 自覺 0 十字架の 

仰瞻 0 ヒュ ー マニチ I と 基督教 0 福音と 人道 0 内と 外と /  H ス と 余と 聖書 之 研究 第 七七號 七月 

0 見ざる 愛 成功と 失敗 0 友人の 定義 0 聖旨に 應ふ祈 a  C 勝利の 生涯 0 俗人と 魚 * 信者より 見た る 不信者 * 小學 

者と 小 商人 * 宗教 以上の 人 0 汚 財に 注意せ よ 鶴 逸人の 無 敎會歌 聖書 之 研究 笫七 八號 八 力 

C 我と キリ スト C 死と 生と 0 我の 救 0 キリスト たれ 0 キリ ストに 在りて 0 天國の 建設 0 孤 兒を顴 よ * 露國 と米國 

〇 美術と 宗敎 * ピュ ー リ タンの 消滅 0 内外の 自由 * 今の 批評 犁書之 研究 第 七九號 九月 

0 甚督敎 と キリ ス ト 〇 福音書と 書翰 0 科學 と神學 C 我が 基督教 0 限りなき 惠み 0 自省と 仰瞻 0 信仰の 道 0 基督 者 

たるの 資格 0 眞の 苦痛 聖書 之 研究 笫八 0 號 十 

0 秋の 感 0 無私の 祈睛 0 必要物の 供給 0 損失の 利益 C- 四 大使 徒の 信仰 0 新教 會の顯 出 G 我が 義ィ エス キリスト 

0 進 步の子 たれよ 0 永久の 小兒 . ；：. 文士と 神 m 者 * 宣教師の 大軍 * 大 詩人に 聽け 0 恩惠 の代價 聖書 之 研究 第 八 一 

號 十一月 

0 基督 信徒の 歳暮 0 聖誕節 0 村里の 祝福 0 眞 正の 傳道 0 疲勞 と歡喜 G 幸福なる 傳道者 0 電氣と 電線 0 日本人の 宗 

敎心 C 名實の 差別 0 神の 不偏 進まん のみ 聖書 之 W 究第 八ニ號 十二月 

明治 四十 年 二 九 〇 七 年) 


同 一 の 福音 0 我が 信仰の 途 0 幸福なる 生涯 C 助けの 石 0 初夢 * 福音の 進歩 0 敎會 建設の 難易 0 天國 の自設 0 單獨 

の歡喜 0 世 尹 小 最大の 舊敎國 0 第一 一の 宗教改革 牵書之 研究 第 八 三號 一お 

0 福音の 性質 0 一  人となりて 立 つ の覺悟 0 永遠の 磐 0 基督 信者の 眞偽 0 何の 得し 所ぞ 0 戰 友と なれよ C 國と人 

0 戰捷の 結果 0 敎とカ 0 有效 なる 祈躊 杂誊之 研究 第 八 四 號 二月 

0 今の 救濟 0 復活の 信仰 CfJ 音 書の 硏究 C- 梨 書と 聖靈 0 隱遁 者に 非ず * 集會と 運動 0 神の 途と 人の 途 0 ゼン トル 

マンの 爲さ る こと §1,- 害 之 W 究第 八五號 三月 

0 善 且つ 弱き キリ ス ト 0 愛情の 充溢 0 狹き廣 き 愛 0 宗教の 所在 0 學識と 信仰 0 感謝と 祈禱 0 神の 助 0 聖書の 讀方 

二三 0 我と キリスト * 我 主 イエスキリスト * 今昔の 感 摩. 書 之 研究 笫八 六號 四月 

C 神の 忠僕 0 内外の 我 C 車 業と しての 苦痛 0 悲痛 消散の 途 0 父 死して 感 あり 0 理と情 0 悲痛の 極 * 社會 主義 0 善 

悪の 差別 * 犬なる 小兒 の祈禱 0 神 學の耍 ま .fw 之 研究 第 八七號 五月 

〇 義の 宗教 * 思想の 由来 0 樣々 の 基督教 * 死 魚の 類 *^^想と事實 * 敎會と 信仰 C 我れ か キリスト か SH* 之 研究 

笫 八八號 六月 

0 夏と 天然 0 宇宙の 占領 0 夏の 夕 0 救濟の 三階 段 0 基督 傳の 研究 0 神舉と 福音 0 預言者と 基督 者 0 恩 惠の受 器 

0 單 一の 信仰 0 聖書の 主人公 神の 事 梨と 人の 事業 率 書 之 研究 笫八 九號 七月 

0 夏の 午後 0 神に 感謝す 0 神の ための 善 0 勞 働の 特權 C 最大 專業 0 失敗と 成功 * 利己的 信仰 * 敎會 員と 基督 信者 

0 信仰の 性質 聖書 之 W 究笫九 〇 號 八 刀 

C 秋 を迎ふ C 燈前 の 快樂 0 幸福なる 家庭 C 幸福に 入る の途 0 傳 道の 眞意 C 救 主 キリスト 0 十字架の 敎 0 生命の 消 

耗 0 中和の 人.〕 一. 國 威と 貧困 0 基督教の 特長 0 曰 木 人の 救濟 * 時 感三則 (福 昔の 唱迢 隋： 落の 機會 基督 信者と 基 

第 十二 卷 内容 年 八 SI 七 


第 十二 卷内容 年譜  八に/ 

督者) * 最大 幸福 聖書 之 研究 笫九 ー號 九月 

0 秋と 河 0 我が 生涯 * 神の 日本 國 0 福音の 商賈 0 聖職と 職業 0 世の 批評と 基督 者の 實狀 C. 幸福なる 朝鮮 國 C 我が 

舞臺 聖甞之 硏究第 九ニ號 十月 

0 自捐 の祕訣 0 合 離の キリスト 「し キリストの 批評 0 父の 顏 * 我と 勞働者 惡 人の 殲滅 C* 負ける は 勝つ 裂 書 之 

研究 第 九三號 十一月 

0 クリスマスの 朝 C 宇宙の 祝日 0 親心と 神 心 聖書 之 硏究笫 九四號 十二月 

明治 四十 一年 二 九 〇 八 年) 

我が 信仰の 告白 其  一 C 我が 信仰の 告白 其 二  0 新年と 決心 C 我が 愛國心 0 戰爭廢 止の 歌 0 キリストの 王國 0 戰爭 

の 結果 0 神の 論證 0 聖書の 解釋 0 聖書の 自證 不幸なる 敎 役者 聖書 之 研究 第 九五號 一月 

0 我が 敎會 〇 基督教の 極致 0 實驗の キリスト 0 聖書の 眞價 * 見 捨られ たる 敎會 * 近世の 二 名士  * 余輩の 同志 者 

* 敎會と 信仰 ，=1c 面目なる 偽善者 0 憐 むべき 迷信 * キリストと 娼妓 * 道德 と經濟 * 道德と 信用と 富 0 傳 道と 自由 

聖書 之 研究 笫九 六號 二月 

0 樂 しき 生涯 C 現世の 樂 しき 所以 C 來 世と 向上 C 來 世を說 かざる 宗教家 0 我が 信ずる 福音 我が 希 願 * 宗教と 敎 

會 * 神意と 人 意 * 墓地た る此地 0 不滅の 獲得 0 不朽の 我等 C 感謝の 囘想 聖書 之 研究 第 九七號 三月 

0 自然主義 i 步と 苦痛 0 聖國の 到来 0 不用 間 題 C 福音の 勢力 0 無抵抗主義の 威力 0 近世の 聖書 研究 0 公平なる 

批評 0 交友と 信仰 宇宙の 無 要 物 * 武士道と 宣教師 0 父の 一周期に 際して 今より 後 0 人 を 救 ふの 力 書 之 研 

究第 九八號 四月 


c 向上 o 謙 適と 祈躊 0 樹 と其果 0 信仰の 告白 信仰の 理由 C 科舉と 宗教 0 パリ サイ 派と サド カイ 派 0 罪と は何ぞ 

0 天國と は何ぞ C 现」 仕の キリスト 0 昔の 神と 今の 神 0 誰か 之に 堪んゃ 0 豪ら い 人 * 詩人 聖書 之 研究 第 九九 號 

五月 

0 第百號 0 恩惠 の數々 0 信仰の 途 G キリストと 基督 敎 0 救 はる、 者 0 十字架の 敎 * 外 國傳道 * 十字架の 濫用 C 我 

が 理想 0 ィ ェ ス に 於け る 友人 0 敎會と 自由 0 眞理 と獨立 0 聖書 人物の 眞價 0 信條 と救濟 0 儀式の 單純 0 最大の 異 

端 犁ー • 之 研究 第一 〇〇號 六 刀 

0 樣々 の 事業 Q 一  生の 事業 C 苦痛 は 事業 0 囘 顧の 淚 0 名 譽の死 0 傳 道の 眞相 制度の 排斥 * 無情の 宜敎師 * 偶像 

の 交換 * 預言者の 迫害者 == 敎會 * 政變と 草花 0 近時の 敎訓 G 國 家の 危殆 0 休養 * 多 讀の害 聖書 之 W 究第 一 〇 一 

號 八月 

0 秋の 默想 0 我が 祈願 0 我が 生涯の 事業 0 信仰と 感情 0 信者と 不信者 0 我が 宗教 0 キリ ストの 所在 0 我が 所得 

0 キリストの 神 0 完成せ る救濟 0 眞理と 基督教 0 新約聖書の 供す る 二 大眞理 0 脆き證 據論 時事 雜感 (神 を瞻ょ 

日本 國の救 ひ 國 民の 根本 間 題 愛國 的道德 の缺點 批評の 無 g 着 信仰 上の 無氣 力〕 蜜 書 之 研究 ffiHO 二 

號 九月 

C 萬 物 悉く 可な り C 地上の 樂園 C 狭き 直き 路 0 交際と 信仰 0 儀式と 憐憫 0 逆境の 感謝 0 第一 一の 宗教 革命 0 我等の 

敎會 0 傳 道の 妨害 C 何よりも 確かなる 事 C- 自己の 示顯 0 生涯の 實驗 0 罪人と 惡人 聖 窨 之硏究 第一 〇 三號 十月 

0 秋酣 なり 0 人生の 四 期 0 生涯の 實驗 c> 旣 成の 事業 0 神の 器具 * 思想の 昇進 0 惡 しき 口癖 C 人を援 くるの 途 0 主 

義と 政略 0 神に 忿怒の なき 確證 聖書 之 研究 第 一 〇£ 號 十一 刀 

0 クリス マ スの祈 鑄 0 幸福なる 生涯 0 キリ ストの 祌 牲0 人なる キリスト 0 想树 と實驗 0 友愛の 刺戟 0 不遇の 慰藉 

第 十二お 内容 年 諮  八 ra 九 


第 十二. a^l 内容 年 S3  八 五 0 

0 パリ サイ 主義 * 近世の 偶像 -". 罪の 脫 却 0 敎會と 神の 國 0 財產 としての 意志 C 利己主義の 信仰 0 最大の 感謝 聖 

書 之 研究 第一 〇 五號 十二月 

明治 四十 二 年 二 九 〇 九 年) 

0 幸福なる 生涯 * 完全なる 此世 0 我 を 護る 者 * 國の爲 に 祈る * 文明の 解 0 信仰 難 0 損失の 利益 0 處 世の 途 0 寥々 

たる 信者 0 困難の 歡迎 0 雷 霆の祌 * 讀 書と 智識 * ィ ェ ス と敎會 * 福音と 基督教 * 滿 全の 幸福 聖書 之 研究 第 一 〇 

六號 二月 

0 春 を迎ふ * 最善の 思想 0 我の 祈願 0 聖書と 他の 書 0 讀 書と 苦痛 * 敎會 と國家 0 鳥と 人 0 敎會を 要せざる 信仰 

0 滿 全の 幸福 0 計 畫の愚 * 惡 魔を斃 すの 途 0 奇跡の 信仰 0 平信徒の 祈 fi 0 平和の 態度 * 什 麼な世 聖書 之 研究 第 

一 0 七號 三月 

0 春風 到る 0 希望の 今日 0 愛の 安全 0 我が キリ ス ト C 說と 精神 * 說 の進步 C 信仰の 自然淘汰 olg 立傳 道の 效果 

0 谷の 百合 花 0 信者の 名實 0 内と 外 聖書 之 研究 第一 〇 八號 四 刀 

0 ェ デ ンの園 0 隔 敗と 希望 osi と 善行 0 宇宙の 精神 C 我が 悲歎 C 成效 の祕訣 0 國を 亡す 者 = 敵惙心 人と 聖書 

0 信者と 不信者 0 天然の 愛 ◦ 木と 入 0 来世の 信仰 C 無抵抗主義 聖-書 之 研究 第 一 〇 九號 五月 

0 社鵠花 感謝 會 後の 一年 〇 豫定の 信仰 0 聖書の 理解 0 腦と心 * 余輩の 贊成者 0 資格の 作成 0 無勢 力の 感謝 0 祭 

事と 同 情 * 式 又 式 又 式 * 力 ー ライルの 葬式 0* 「凡そ 事 信じ」 * 明白なる 一 事 0 忍耐と 勝利 聖書 之 研究 第 一 一 

〇 號 六月 

0 庭園の 奇蹟 0 雜草 0 活ける 祌 0 旣 成の 救拯 0 信じ 難き 理由 0 神の 確 實の愛 0 我の 稱揚 0 無礙の 生涯 0 善人た る 


の途 o 歴史と 聖書 G 我が 理想の 人 0 自由の 衰退 0 忿怒と 救拯 0 眞の 聖公會 * 批評家と 思想家 聖書 之 研究 笫 一 一 

ー號 七月 

0 秋と 聖書 0 我 は 信ず 0 起て 我 父に 往 かん 0 光明の 宇宙 0 希望の 人生 0 祈 禱 の 普及 0 宇宙 生命 充實說 0 新 一 g 音 と 

舊福昔 0 プロテスタント 主義 * 人た るの 特權 * 君子と 戰士  0 完全の 標準 * 單 鶴 の稱讚 * 詩作 0 人類の 王 * 希 職の 

三大 偉人 * 敎會の 本性 聖書 之 研究 第一 一二 號 九月 

0 秋郊の 福音 0 信仰の 進歩 0 信仰の 祕訣 0 我が 潔き 時 * 我が 信ぜざる 事 0 懷 疑と 破壞 0 批評家に 答 ふ 0 勞 働の 讚 

美 0 教師と 教壇 * キリスト と敎會 0 青年に 吿ぐ 0 顔と 心 0 世界に 於け る 無敎會 主義 0 前進の 聲 0 洗禮の 省略 聖 

書 之 研究 笫ー 一 三號 十ガ 

肅 殺の 秋 0 愛の 要求 G 愛の 勢力 0 我が 愁望 0 永存の 希望 C- 交友の 根據 0 ィ ヱ ス に復 へれよ 0 宗教 を棄 てよ 0 唯 一 

の 宗教 * 精神と 制度 C 眞理 の說言 0 單獨の 勢力 0 信仰と 行爲 彼等と 我等 (： 彼我の 優劣 我等の 希望 我等の 交 

友) 0 希望と 前進 宗教の 素質 0 我が 信ずる 福音 塞 書 之 研究 第一 一四 號 十一月 

0 调 落の 希望 0 歳末の 歡喜 0 萬 全の 地位 0 知らず、 知る 0 平和の 途 0 友と 敵 0 彼我の 宗教 0 宗教の 改進 0 宗派 建 

設 の危險 C 幸 不幸 0 二種の 生涯 * 不完全の 感謝 0 主義と 歡喜 救 濟の瞻 望 聖書 之 研究 第一 ー五號 十二お 

明治 四十 三年 二 九 一 〇 年) 

0 救 はる X と は 何ぞゃ 0 自由の 尊 儼 聖書 之 研究 第一 一六 號 一月 

0 新舊の 我れ 0 眞の バ プ テ ス マ G 神に 事 ふべ き 時期 硏究 誌の 自今 聖書 之 研究 笫 一一 七號 二月 

0 イエ ス キリストの 心 0 救濟 敎權の 所在 0 失敗の 恩惠 .V 無敎會 主義の 利害 * 感化の 功績 0 此彼 勝敗の 理 * 最後 

十二 卷 内容 年譜  八 五 一 


ss 十二 s^l 內ぉ s  八 五 二 

の 一 圆 架 書 之 研究 i が 二八 號 四" 

C 如何 にして キリストの 如く 成る を？ おん 乎 0 我が 信仰 0 事業の 完成 者 = 死 0 餓死 の 決心 * 福音 の 反證 り 神 は 光な 

り 0 神 を識る のニ途 智識の 龊滯 0 傳道 の 明確 0 唯一の 善行 * 無敎會 主義の 證明者 (敎會 其 物) * 無敎會 信者 の 

勃興 * 我等の 敵 = 全世界 * 坊主 根性 * 注文の 謝絶 * 敎會 信者 0 生命と 傳道 0 傳 道の 新紀元 0 日本 國の 救濟 塞 書 

之 研究 ffi- 一 一  九號 艽=: 

0 神人 = キリスト 0 パゥ 口と イエ ス 0 我 は 我たり 〇 イエ スに來 よ 0 イエ ス と共に 起たん 0 理想の 實行 * 日本 國の 

祈 求 0 人生の 目的 C 事業と 恩惠 0 我が 同志 0 援助の 祕訣 0 勞 働と 報酬 聖書 之 研究 第一 二 〇 號 六月 

〇 愛の 奇蹟 0 智識の 終極 C 我と 福音 0 傳 道の 強行 C 永久の 信者 0 失敗と 成功 0 成功の 期 0 平靜の 生涯 聖書と キ 

リスト 聖書と 默示 0 批評家 を 恐れず 聖書 之 研究 第  一二 ー號 七月 

0 信仰と 希望 C 成功の 期待 0 研究者の 住 意 C 簡擇 の寶證 * 日本 國と 基督教 C 一 一人の 我 0 希望の 泉 0 宣傳の 幸福 

0 幸福の 一 日 0 信仰の 成熟 0 與 ふるの 幸福 0 イエ スの 如くす 0 信仰 == 直 示 0 天國の 正門 蜜 書 之 研究 第一 ニニ 號 

八ガ 

0 舊き福 昔 * 領土と 靈魂 0 信仰と 失敗 0 我が 敎へ 得る こと 0 キリ ストに 到る のニ途 0 行爲と 信仰 0 愛の 會合 0 愛 

の 至高 0 敎會と 家庭 0 信仰と 愛 * 諸聖 と敎會 0 我が 所 選 ◦ 天下 悠々 0 水と 人 0 世と 神 0 幸 不幸 0 救濟 の事實 聖 

書 之 硏究第 一 二三 號 九月 

0 十 年 一 日 0 十 年の 恩惠 0 種と 泉 0 信、 望 * 愛 0 キリストと 人生 0 神の 沈默 0 神 を 愛する の 愛 0 神の愛 0 棄敎と 

友誼 キリストと 交友 0 信仰と 愛國 0 理性の 眞價 聖書 之 研究 第二 一四 號 十お 

我が 喜び 神に 關 する 智識 根本 問題 實の秋 眞 面目と 成功 博愛 合同 蛮 書 之 研究 第一 ニ五號 十一月 


寫榮 以上 聖書 研究の 範圍 負 罪の 意義 正義と 慈悲 説明と 信仰 祌と 信仰 智能と 信 力 平和の 獲得 潔と 

救 事業 外 事業の 尋問 敎會と 救. ー+ トルプ、 トイ 翁 を 弔 ふ 福 昔 對此世 傳道師 に 非ず 交際と 最後の 裁判 

今 の 敎育 * 希望 と 長命 ess 之 研究 笫 ニニ ハ號 十二 

明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 

新年と 神の愛 祌は 愛な り 新年の 祈躊 新年の 感謝 希望と 信仰 人と 信仰 傳 道と 救濟 語る 理由 善き 事 

偉大なる 哉 聖書 眞の 交際 欲しき 者 塞 書 之 研究 第二 一七 號 一月 

我 の^し 得る こと 罪の 赦し 三位 ー體 善の 報 賞 神と 善 大事 業の 成就 基督教の 特徵 靈の 深淵 宗教家 

の资格 神に 選 まれし 者 人格の 否認 聖書 之 研究 第二 一八 號 二月 

犬なる 小兒 祌 と共に 働く と 云 ふ 事 文明と 福音 必要なる は 唯一 幸福と 十字架 全き 救 敎會 の眞偽 ini 由 

の貴镎 信 神、 建德、 愛隣 小 地 21 聖： 書 之 W 究 第二 一九 號 三月 

自力と 信 力 義 とする の 力 山 を 動かす の 力 吾人の 職責 敎會と 信仰 敎會と 余輩と 眞理の 直 道 永遠の 我 

れ 迷路に 立ちての 祈 fi 基督 信者の 休息 宗教の 製作 最大の 事 人の 善悪 謂 ゆる 進步 戰爭 と繁榮 個人 

の 衰退 「活動」 無政府主義者に 非ず 犁_ 書 之 研究 第 一 三 〇 號 五月 

行路 易し S 我の 絶滅 やへ 敎の眞 偽 今昔の 敵 寂寞と 獎勵 平和と 合同 傳； 迫の 效果 四 福音書 愛の 遍在と 

其责現 善行の 感謝 安樂の 途 我等の 祈 晴 審判く 勿れ 樂甞之 研究 第二 一二 號 六月 

國 のために 憂 ふ 德と義 訴 ふべき：^ 進化の 法則 信者に 非ず 信者 也 信仰と 愛 社會の 審判 敎會の 必要 

I？ 書 之 W 究， S 一三 ニ號 七 刀 

第 十二 卷内 年 Si  八 五三 


第 十一 ー卷 内容 t^ai 


八 五 四 


號 <" 

善業と しての 困難 天國は 近し 政 

秋冷 到る 愛と 信 眞 の敎會 聖書 


海 乎 山 乎 斷 えず 祈るべし 三 個の 駄 H 信仰的 避暑 聖書 之 研究 第二 一一 

確實 なる 三 事 眞の 自由 神の 恩惠 神の 實在 密室の 奉仕 我等の 祈 求 

治と 宗教 儒教と 基督教 傳道者 たるべし 財產 と道德 最大 幸福の 事業 

之 研究 第一 三四號 九月 

永久 不變の 愛 祈 禱 と赦罪 祈 .禱 の 目的物 義人た るの 途 福音と 心理 學 子 を 持て 知る 人と 協 はざる 事の 幸 

福 平時の 平和 論 聖書 之 研究 第一 三五號 十月 

聖靈 の證明 而 して 如何？ 行 道の 福 强 ひて 治癒 を 要め ず 人格と 傳道 忍耐 聖. 書 之 研究 第一 三六號 十一 


祈 fi 大事の 遂行 改悔の 空 K 自由. 獨立 幸福 目的の 宗教 恩惠と 永生 死 以上の 災害 聖書 之 研究 笫 一三 七 

號 十二月 

明治 四十 五 年 (一九  一二 年) 

最も 偉大なる 事 最大 幸福 彼此の 希望 讚美すべき 死 叫 號の聲 唯 生 あるの み 不治の病 醫舉と 信仰 聖 

書 之 研究 第二 一一  八號 一月 

如何許の 愛ぞ 神 は 愛な り 患難と 誘惑 死の 歡迎 生命の 貴重 健康 以上の 幸福 生涯の 決勝 點 慰むべき 者 

慰めら る 聖書 之 W 究第 一三 九號 二月 

俗人の 宗敎觀 福音の 代價 悲歎 喪中 所感 最大 幸福 Sa3 之 研究 第一 四 〇 號 三月 

〇 ( 無題) 書 之 研究 第一 四ニ號 五お 


聽 かれ ざり し祈禱 キリストと 我れ 我等の 完成 人なる キリスト 來世 問題 信仰の 生涯 イエスに 依る 我等 

福なる 者 イエスに て 足る 聖書 之 研究 第一 四三號 六月 

C 己の 引渡し 現 時の 宗教 信者 聖窗之 W 究^ 一四 §1 號 七お 

n と：^ 父子の 關係 同志と 兄弟 イエスの 本性 基督 信者 祈 求と 成就 聖書 之 研究 笫 一四 五號 八 力 

誤解の 幸福 聖-書 之 研究 四六號 九 力 

事 菜と 信仰 基督 者 聖書 之 研究 第一 四七號 十ガ 

祌の！！：^^國 人の 缺乏 我等の 倚賴 勝利の 途 個人の 救濟 聖書 を敎 へよ 殺の 非認 ，ZI 殺 を 禁ずる 聖書の 

言 人の 善： 惡 If* 之 研究^ 一  四八號 十 一 力 

二種の 祌學 最大の 恩惠 基督 者の 心 寬容 大度 「之に 生 あり」 我が 敎會 o( 無題) {に 史 と.： K 教師 牛： 命 

の 所お 者 变甞之 W 究 第一 四九號 十二 ガ 

大： 止 二 年 二 九 一 ： 一： 年) 

某辨 者の 新年 神の 恩惠の 福- 基督教の 說明 カル ビンの 肖倾に 題す 主 イエスキリスト 雄懺 鮮明 生活の 

質素 破門の 權能 si^ 書 之 研究 1 五 〇號 一 月 

人の^；！と神の逍 福- 11" の大耍 式と 福 昔 10 由と 獨立 信者と 不信者 無限と 希望 與論と 0 理 架 書 之 研究 

5f 號 二 パ 

人 を 愛する の 愛 人を赦 すの 途 死者の 活動 イニス は 神な り 自由の 我れ 眞 正の 無敎會 信者 自他の 事業 

§-^>\!^究^ 一  五ニ號 三月 

十二  S51 内お 年 ffi  八 五 五 


ほ 十一- «1 内 CiiS-ss  '：  > 

傳 道と 十 ネ架 祌の 無限の 愛 信者の 能力 敎會對 無教會 (人類の 祌 無敎會 の必耍 イエスと 敎 Is 者) 二種 

の 質 間 書 之 W 究 五三 號 四月 

榴 利の 放棄 成功と 滅亡 偽 はりの 預言者 書 之 研究 笫 一 五四號 五月  一 

天國 の天氣 我れ と イエスキリスト イエスと 共に 在りて イエス を 思 ふ 事業と 信仰 善人と 惡人 人 は 人 

信者の 生涯 クリスチャン たるの 途 イエスの 离業 樂害之 W 究笫ー 五五號 六月 

貧富の 差別 處 世の 闲難 斷 りて 菜て よ 信仰に 由る 孤立 §,2= 之 研究 第一 五六 號 七月 

安心立命 我が 予へ 得る もの 失望と 希望 人の 價値 幸 不幸 去 己 則ち 利己 架 書 之 研究 第一 五七號 八 = - 

少数者 祈 fi の 目的物 樂書之 研究 第一 五八 號 九 = - 

眞賁 の敎會 聖書 本位 唯一の 書 山と 聖書 聖書 之 研究 i がー 五九號 十 力 

我の 據所 教師の 祈躊 基督教 は 機 利の 放 菊 彼 を 信ずる 理由 宗教 大會 人生 沈默 物と しての 信仰 書 一 

之 研究 笫 一六 〇 號 十一月 

二 画の 友 §sa 之 研究 i?: 一六 ー號 十二お  ^ 

大正 三年 二 九 一 四 年)  ■ 

我事に 非ず 〇( 無題) 信仰の 信仰 神の 聲 Isa 之 研究 笫 一六 二 號 一力  . 

百年の 後 知 口 と 信仰と 愛 自由 信仰 智識と 信仰 祌の聲 攻撃の 歡喜 聖書 之 研究 第一 六三號 二月 

イエスの 榮譽 樂 書 之 研究 i ポー 六四號 三 刀  j 

單 純なる 福 昔 晴黑と 光明 無敎會 主義の 利益 §sm 之 研究 第二 ハ五號 四月  • . 


武士道と 佛敎 六月 二 曰 昔の 夢 前進 せんの み 誰 を か 基督 者と 稱ふ 余輩と 敎會 聖書 之 研究 笫 一六 七號六 

月 

哲學と 宗教 聖 名の 濫用 書 之 研究 第一 六九號 八ぶ 

イエスの 弟子 間接の 勞働 誤らざる 生涯 架 書 之 W 究第 一七 〇 號 九月 

獨逸國 は 亡びても 獨 逸に 關 する 祈 求 信仰 日本の 基督 敎會 ^書 之 研究 笫 一七 ー號 十月 

平和と は何ぞ 幸福と は何ぞ 我等の 救濟法 聖書 之 鍵 自由の 基礎 牧師の 指導 文明 = 砲煙 基督教と 文明 

聖書 之 研究 第一 七ニ號 十一 力 

永生と 不滅 戰爭 又戰爭 基督 者 は 誰か 紳士に 非ず 之 研究 第一 七三 號 十二お 

大正 四 年 二 九 一 五 年)  ， 

修羅の巷 新年の いのり 聖書 之 硏究笫 一七 四號 一お 

奇異なる 信仰 聖書 之 研究 第一 七五號 二 

祌の 法貨 聖書 之 研究 笫 一七 六 號 三月 

變ら ざる 基督教 信仰の 成功 祈願 ニッ 敎會 信者 聖書 之 W 究第 一七 七號 四月 

眞 正の 敎會 主 を 讚え よ 寧ろ ステ パノ たらむ 信者 不信^の 區別 聖書 之 研究 第一 七八號 五月 

基督 敎國と 基督教 政黨 と敎會 書 之 W 究笫 一七 九號 六月 

徒勞 瑰 * 之硏 究^ 一  八 0 號 七ガ 

何でもない flaa 之 研究 第 一八 ー號 八 =： 

第 4- 二 卷內容 年譜  八 K.y 


第 十二 卷內容 年 §i  八 五八 

信者の 祈禱 患難と 神の愛 危險と 安心 恩！ 3^ としての 苦難 神 を 見る こと 惡 評の 幸福 聖書 之 研究 第一 八 二 

號 九ガ 

基督 者の たのみ 余の 尊卑 聖書 之 研究 第一 八三號 十月 

必ず！！ かる &祈禱 患難の 恩 化 患難と 信仰 恩人の 種類 聖書 之 研究 笫 一八 四 號 十一 刀 

我等の 體拜 聖書 之 研究 第一 八五號 十二月 

大；. 五 年 二 九 一 六 年) 

大恩 惠 惠と信 憎まれよ 憎むな 恐るべからざる 者 三 聖書 之 研究 笫 一八 六 號 一月 

信者の 製作 聖書 之 W 究笫 一八 七號 二 力 

强烈の 愛 聖書 之 研究 第一 八九號 四月 

幸福の 途 聖書 之 研究 第一 九 0 號 五月 

欲しき もの 龜書之 硏究笫 一九二 號 七ガ 

大正 六 年 二 九 一 七 年) 

傳 道の 今昔 塞 書 之 研究 第二 〇 四號 七ガ 

不斷の 努力 聖書 之 研究 第二 〇 六號 九 月 

感謝の かず， く、 最善の 最後 犁. 書 之 研究 第二 〇 九號 十二 力 


余の 特 愛の 讚美歌 saa 之 研究 第二 〇號 明治 三十 五 年 ( 一 九 〇 ニ年〕 四月 信仰 日記 再錄 

『世々 の 磐』 351 之 研究 第二 〇 號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年) 四月 信仰 H 記再錄 

『此身 有の 儘に』 聖書 之 研究 第二 三號 明治 一 一一 十五 年 (一九 〇 二 华，) 七ガ 信仰 H 記再錄 

『我 は 王の 子な り』 聖書 之 研究 第二 五號 治 三十 五 年 (一九 〇 二 年〕 九月 信仰 H 記再錄 

キリスト 信徒の 交際 聖書 之 研究 笫 五八 狨 明治 三十 七 年 (一九 〇 四 i^) 十一月 信仰 日記 再錄 

新 詠 f,SI 之 研究 第二 四號 明治 一二 十五 年 ( 一 九 0 二 年) 八月 信仰 口 記 (「ぺ ン テコス テの 欲」 ト题 シテ) 再錄 

誠心なる 主 聖書 之 研究 第二 七 號叨治 三十 五ハ牛 (一九 〇 二 年) 十一月 信仰 日記 W 錄 

陸 中 花卷の 十二月 廿日 ^書 之 研究 笫 四八號 明治 三十 七 年 (一九 〇 四 年) 一月 歡 喜と 希望 及び 信仰 日記 再錄 

天地の 花なる 薔薇 *5 曰 之 研究 第五 四號 明治 三十 七 年 ( 一 九 〇 四 年，) 七月 

花 を 見て 感 あり 聖書 之 研究 笫六 三號 明治 三十 八 年 (一 九 〇 五 年) 四月 

病後の 歡喜 聖書 之 研究 第 七三 號 明治 一一 一十 九 年 (一九 0 六 年) 三月 . 信仰 口 記再錄 

春 は 来りつ V ある 毫書之研究第七三號明治三十九年 ( 一 九〇六5^.〕 三月 歡 喜と 希望 及び 信仰 日記 再錄 

春の 到来 塞 書 之 研究 笫七 四號 明治 三 十九 年 (. 一 九 〇 六^ I) 四月 

天國を 望む 樂書之 研究 九ニ號 明治 四十 ハ牛 ( 一 九 〇 七ハ や〕 十お 歡 喜と 希 及び 信仰 = 記 W 錄 

『シロ アムの 細流』 書 之 研究 笫  一二 五號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 十一お 信仰 日記； 冉錄 

二月 中句 架 書 之 研究 第一 二八 號 明治 四十 四 年 (一九 一一 年」：； 刀 信仰 日記 苒錄 

第 十二 卷内 si. 想  _  八 五 九 


お 十二 内 年 SJ  八 六 〇 

我等 は 四 人で ある §^鲁 之 研究 第一 三九號 明治 四十 五 年 (一九二 一年〕 二月 信仰 日記 W 錄 

人生の 詩 書 之 研究 第 一 四 〇 號 明治 四十 五ギ (一九  一 二 年) 一一 一月 信仰 冉錄 

『其 日 其 時』 ^書 之 研究 ； 四三號 明治 四 十五 ギ (一九  一 ニハ 牛) 六 刀 信仰 n 記 w 錄 

萬 物 悉く 可な り 聖書 之 W 究笫 一四 七 號太正 元ハ牛 (一九二 一年) 十ガ 信仰 日記 W 錄 

今年の 秋 書 之 研究 一  四 八號大 K 元ハゃ (一九二 一年) 十一月 信仰：：： 記； 冉錄 

イエ スを思 ふて 書 之 研究 i?: 一  四 九號 大正 元年 (一九  一 ニハ や) 十二 刀 信仰：；！ 記 W 錄 

〇( 短歌 一首) 架 書 之 研究 i„ め 一四 九號 大正 元年 (一九二 U 牛〕 十二月 信仰ロ？^-搏錄 

今年の クリスマス isK- 之 研究 一四 九 號人正 元^  (一九  一二 ¥〕 十二月 信仰： 

ェ ス ペラン ザ 聖書 之 研究 笫ー 五六 號 大正 二た 牛 (一九  一 一一 U や) 七 刀 信仰 ni 記 W 錄 

秋日 曳杖 蕴書之 研究 笫 一 五 九號大 E  二 年 (一九 一 三た 牛) 十 刀 

晩秋 日光 山中の 探勝 聖窨之 研究 笫 一 六 〇， 號 大正 ニ华 ( 一 九 一 三年〕 十 一 ガ 

關東 平原の 小春 樂書之 研究 第 一 六 一 號 大正 二た 牛 (一九  一 一一 S 十二 力 信仰 H 記禅錄 

^碑 書 之 研究 isT 一  六ニ號 大正 三年 (一九 一 四ハ や〕 一 力 仰 =  .;p=w 錄 

i 聖書 之 研究 第一 六 五號 大正 一一 U 牛 (一九  一 SI 年〕 四 力 信仰 = 記 it 錄 

春の 曙 ^書 之 研究^ 一七 七號 大正 四 ^(一九 一 五 年) 四 

秋の 夕 書 之 研究 笫 一九 五號 大正 五 年 (一九 一六 年〕 卜パ 

ブラウ -I ング 詩集に 於け る 基督の 再来 楚書之 研究 第二 一  三號 大正 七 年 (一九 一 八 年〕 四月 某： 督 再臨 問題 講演 


詩人 カウ パ ー の 再臨 歌 聖書 之 研究 第二 一九 號 大正 七 年 (一 九 一 八ハ 牛) 十月 

S  吟 明：^ 三十 年 (一 八 九 七 年) 七 二十 七 = 初版 
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